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序文
『Informatica® PowerExchange® CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を使用して、Linux、UNIX、お

よび Windows システム上のリレーショナルデータソースからの PowerExchange 変更データキャプチャ
（CDC）を設定、実装、および管理する方法について把握します。このガイドでは、PowerExchange ロッガー
（Linux、UNIX、Windows 用）のリモートロギング機能を使用して、リモート DB2 for i（i5/OS）および DB2 

for z/OS データソースの変更データを処理する方法についても説明します。
注: サードパーティシステムの特定の設定によって、Informatica PowerExchange コネクタが（i）ソースデー
タベースからデータを取得できない、または（ii）ターゲットデータベースにデータを取り込めないことがあり
ます。非互換性の設定には、ジョブのデータがキャプチャされて CA-Datacom が保守する CDC データベース
に取り込まれることを阻止する、CDC_EXCLUDE_JOBNAME パラメータなどのパラメータの指定が含まれます
が、これに限定されません。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。
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Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。
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パート I: PowerExchange CDC の
概要

• 変更データキャプチャの概要, 14 ページ
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第  1  章

変更データキャプチャの概要
この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange CDC の概要, 14 ページ
• PowerExchange CDC データソース, 16 ページ
• PowerExchange CDC コンポーネント, 21 ページ
• PowerExchange CDC のアーキテクチャ, 22 ページ
• PowerExchange の PowerCenter との統合, 24 ページ
• PowerExchange と PowerCenter との環境変数の非互換性, 25 ページ
• CDC 実装タスクのサマリ, 26 ページ

PowerExchange CDC の概要
PowerExchange 変更データキャプチャ（CDC）は PowerCenter®と連携して、ソーステーブルから変更デー
タをキャプチャし、その変更をターゲットテーブルおよびファイルにレプリケートします。このガイドでは、
Linux、UNIX、または Windows オペレーティングシステムでサポートされるリレーショナルデータベースソ
ース用の PowerExchange CDC について説明します。
ターゲットテーブルまたはファイルを PowerExchange バルクデータ移動でマテリアライズした後、
PowerExchange CDC を使用してターゲットを対応するソーステーブルに同期させることができます。すべて
のデータではなく変更データだけをレプリケートすると、同期時間が短縮されます。
変更データのレプリケーションプロセスは、次の手順で行われます。
1. 変更データのキャプチャ。PowerExchange はソーステーブルの変更データをキャプチャします。

PowerExchange では、RDBMS ログファイルまたはデータベースから変更データを直接読み取ることがで
きます。また、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用して変更データをログフ
ァイルにキャプチャすることもできます。

2. 変更データの抽出。PowerExchange は PowerCenter と連携して、ターゲットに移動するためにキャプチ
ャされた変更データを抽出します。

3. 変更データの適用。PowerExchange は PowerCenter と連携して、抽出された変更データを変換し、ター
ゲットテーブルまたはファイルに適用します。

変更データのキャプチャ
PowerExchange では、DB2 データベースログ、Microsoft SQL Server 分散データベース、MySQL バイナリ
ログ、Oracle REDO ログ、または PostgreSQL レプリケーションスロットから変更データを直接キャプチャす
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ることができます。SAP HANA はログファイルへの直接アクセスを提供しないため、キャプチャプロセスはソ
ーステーブルのトリガを使用して、変更データをキャプチャするタイミングを決定します。
Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロッガーと組み合わせてオフロード機能を使用する場
合、PowerExchange ロッガープロセスは、これらのリレーショナルデータソースから、および IBM i（i5/OS）
または z/OS システムのデータソースからの変更データを記録することができます。
CDC 処理が完了するのに十分な期間ソースデータベースログファイルを保持しない場合は、PowerExchange
ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用します。PowerExchange ロッガーは、変更データをログファ
イルに書き込みます。これにより、PowerExchange がデータベースログファイルではなく、PowerExchange
ロッガーログファイルから変更データを抽出できます。
各ソーステーブルに対して、PowerExchange Navigator でキャプチャ登録を定義する必要があります。キャ
プチャ登録では、変更キャプチャの対象として選択されたカラムのメタデータを指定します。
PowerExchange は、SQL INSERT、DELETE、および UPDATE 操作が正常に完了した結果の変更をキャプチャ
します。文のタイプに応じて、PowerExchange は次のデータ画像をキャプチャします。
• INSERT の場合、PowerExchange は操作後の画像だけをキャプチャします。操作後の画像には、INSERT

操作が実行された直後の行が反映されます。PowerExchange は、これらの変更を INSERT として
PowerCenter に渡します。

• DELETE の場合、PowerExchange は操作前の画像だけをキャプチャします。操作前の画像には、最後の
DELETE 操作の直前の行が反映されます。PowerExchange は、これらの変更を DELETE として
PowerCenter に渡します。

• UPDATE の場合、PowerExchange は次のタイプの画像をキャプチャします。
- PowerCenter の CDC アプリケーション接続属性で画像のタイプとして「BA」を選択した場合は、操作前

の画像と操作後の画像の両方。PowerExchange は、操作前の画像データである DELETE として、続いて
操作後の画像データである INSERT として、UPDATE を PowerCenter に渡します。

- CDC アプリケーション接続属性で画像のタイプとして「AI」を選択した場合は、操作後の画像。
PowerExchange は、操作前の画像データも要求される場合を除き、更新された行の操作後の画像データ
だけを渡します。PowerExchange は、UPDATE または INSERT として、UPDATE を PowerCenter に渡
します。

変更データの抽出と適用
PowerExchange は PowerCenter と連携し、変更データを抽出して、1 つ以上のターゲットテーブルまたはフ
ァイルに書き込みます。ターゲットは、ソースと同じシステムにあっても、別のシステムにあっても構いませ
ん。
ソーステーブルのキャプチャ登録を作成する際に、PowerExchange Navigator は対応する抽出マップと抽出
に使用するアプリケーション名を生成します。抽出マップは、変更データの抽出対象となるカラムを示します。
抽出マップを編集して、抽出処理からカラムを削除できます。また、キャプチャ用に登録されているカラムの
サブセットごとに、別の抽出マップを作成することもできます。DB2 データソースに対してのみ、ターゲット
にロードする前にデータを操作するユーザー定義または複数フィールドの列がある場合、データマップを作成
することができます。
PowerCenter から、変更データを抽出および適用する CDC ワークフローとセッションを実行します。
PowerCenter でデータソースを定義するには、抽出マップをインポートするか、PowerExchange を使用して
ソースデータベースからテーブル定義をインポートします。DB2 の場合のみ、抽出マップの代わりに DB2 デー
タマップをインポートすることもできます。通常は抽出マップをインポートすることをお勧めします。
また、PowerCenter でマッピング、セッション、およびワークフローを定義する必要があります。必要に応じ
て、変更データを操作するためにトランスフォーメーションをマッピングに含めることもできます。CDC セッ
ションを定義するときは、接続タイプを指定する必要があります。接続タイプによって、PowerExchange が
データの抽出に使用する抽出モードとアクセス方式が決まります。

PowerExchange CDC の概要       15



DB2 トランザクションログ、Microsoft SQL Server 分散データベース、MySQL バイナリログ、Oracle REDO
ログファイル、または PostgreSQL レプリケーションスロットから直接変更データを抽出するには、リアルタ
イム抽出モードを使用する必要があります。PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出す
る場合は、バッチ抽出モードまたは継続抽出モードを使用できます。
以下の表に、これらの抽出モードを示します。

抽出モー
ド

説明

リアルタ
イム抽出
モード

近似リアルタイムで継続的に、データベースログファイルから変更データを直接読み取ります。
抽出要求を受け取ると、PowerExchange リスナはログファイルから変更データをプルし、抽出
および適用処理のために PowerCenter にそのデータを送信します。このモードを使用すると、
変更データ抽出時の待ち時間は最小限に抑えられますが、システムリソースに対する影響は最
大になります。

バッチ抽
出モード

抽出要求が行われたときに、閉じた状態の PowerExchange ロッガーログファイルから変更デー
タを読み取ります。ログファイルが処理されると、抽出要求は終了します。このモードを使用
すると、変更データ抽出時の待ち時間は最大になりますが、システムリソースに対する影響は
最小限に抑えられます。

継続抽出
モード

開いている、または閉じている PowerExchange ロッガーログファイルから、近似リアルタイム
で継続的に変更データを読み取りますこのモードでも、CDC に必要なデータベースログアクセ
スとログの保持期間を最小限に抑えられます。

変更データの抽出および適用処理を開始するには、PowerCenter から CDC ワークフローとセッションを実行
します。
抽出処理時に、PowerExchange は、Unit of Work（UOW）の終了時刻に基づく時系列順に変更ストリームか
ら変更を抽出します。PowerExchange は、正常にコミットされた変更だけを処理のために PowerCenter に渡
します。中止された変更や取り消した変更は渡しません。DB2 データベースログまたは Oracle REDO ログか
ら変更をキャプチャする場合は、変更ストリームでは連続していた変更が、PowerExchange から
PowerCenter に渡される再構築された UOW では連続しなくなることがあります。
抽出処理を正常にリスタートするために、PowerExchange は各ソーステーブルのリスタートトークンを保持
します。リスタートトークンはすべての抽出モードで使用されます。現在のリスタートトークンを生成するに
は、PowerExchange Navigator、リスタートトークンファイルの特殊なオーバーライド文、または
DTLUAPPL ユーティリティを使用します。
関連項目：
•「変更データ抽出の概要」  (ページ 259)

PowerExchange CDC データソース
PowerExchange では、Linux、UNIX、または Windows システム上の多くのタイプのデータソースから変更デ
ータをキャプチャできます。
次のタイプのデータソースがサポートされます。
• Db2 for Linux, UNIX, and Windows
• Microsoft SQL Server
• MySQL
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• Oracle
• PostgreSQL
• SAP HANA
PowerExchange Navigator で、各ソーステーブルのキャプチャ登録を作成する必要があります。
PowerExchange Navigator によって、対応する抽出マップとアプリケーション名が生成されます。抽出マッ
プを PowerCenter にインポートして、抽出および適用処理のソース定義を定義します。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）をオフロード処理機能と組み合わせて使用する場合
は、IBM i （i5/OS）および z/OS システムのリモートデータソースの変更データを処理することもできます。

DB2 データソース
PowerExchange は、Linux、UNIX、または Windows システム上の DB2 ソーステーブルの DB2 リカバリログ
ファイルから変更データをキャプチャします。
CDC を機能させるには、データベースに対してアーカイブロギングをアクティブにしておく必要があります。
また、ソースデータベースに PowerExchange キャプチャカタログテーブルを作成する必要があります。キャ
プチャカタログテーブルには、DB2 ログの位置情報など、ソーステーブルとカラムに関する情報が格納されま
す。
ユーザー定義フィールドまたは複数フィールドのカラムがあるソーステーブルを使用する場合は、データマッ
プを作成して、式を含むこれらのフィールドを操作できます。例えば、データマップを作成して、CHAR カラ
ムのパックされたデータを操作することもできます。データマップを作成する場合でも、キャプチャ登録を作
成し、データマップをキャプチャ登録用に生成された抽出マップと統合する必要があります。
関連項目：
•「Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 CDC」  (ページ 83)

Microsoft SQL Server データソース
PowerExchange CDC は、Microsoft SQL Server トランザクションレプリケーションテクノロジを使用して、
SQL Server 分散データベースのデータにアクセスします。 CDC を機能させるには、変更データがキャプチャ
されるシステムで、SQL Server レプリケーションを有効にする必要があります。 また、分散データベースの
各ソーステーブルにプライマリキーがあることを確認します。 データベースの変更アクティビティが多い場合
は、分散データベースのホストとして分散サーバーを使用します。 抽出プロセスの実行時に、Microsoft SQL 
Server エージェントも実行する必要があります。
関連項目：
•「Microsoft SQL Server CDC」  (ページ 101)

MySQL データソース
PowerExchange は、MySQL バイナリログリーダー mysqlbinlog を使用して、MySQL バイナリログから
MySQL ソーステーブルの変更イベントを取得できます。
バイナリログリーダーと PowerExchange キャプチャプロセスは、同じ Linux または Windows マシンで実行
する必要があります。このマシンは、MySQL ソースデータベースサーバーからリモートにすることができま
す。PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプションです。
PowerExchange はリアルタイム変更ストリームまたは Linux、UNIX、および Windows 用の
PowerExchange ロガーログファイルから変更レコードを抽出し、PowerCenter CDC セッションで変更を利用
できるようにします。

PowerExchange CDC データソース       17



PowerExchange は、MySQL 用の DataDirect ODBC ドライバを使用して、MySQL データベースサーバから変
更データとソースメタデータを取得します。この ODBC ドライバは、PowerExchange インストールに含まれ
ています。
関連項目：
•「MySQL CDC」  (ページ 119)

Oracle データソース
PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle ソースからの変更データをキャプチャします。
Informatica では、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）とともに PowerExchange 
Express CDC for Oracle を使用することを強くお勧めしています。
次の表は、選択した Oracle 機能を PowerExchange Express CDC がどのようにサポートするかを示していま
す。

機能 PowerExchange Express CDC for Oracle サポート
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）

PowerExchange ロッガーの使用を強くお勧めします

マルチスレッド処理 ○
CDC 処理速度 高速
Oracle REDO ログ処理 アクティブログ、および Oracle アーカイブプロセスの外部で

作成されたアーカイブログのコピーを含むアーカイブ REDO
ログから直接変更データを読み取ります。

Oracle データディクショナリの使用 データディクショナリをメモリに透過的に格納します。
チェックポイント処理チェックポインティ
ング

実行中のトランザクションの状態情報を、チェックポイント
処理チェックポインティング用にテーブルまたはファイルシ
ステムファイルに定期的に書き込みます。

Oracle RAC および ASM 環境からのキャプ
チャ

○

Oracle Data Guard 環境からのキャプチャ Data Guard の論理および物理スタンバイデータベースからデ
ータをキャプチャできます。

Oracle マルチテナント環境からのキャプチ
ャ

1 つのプラガブルデータベース（PDB）からデータをキャプ
チャできます。

Amazon Elastic Compute Cloud（EC2）お
よび Amazon RDS for Oracle 環境からのキ
ャプチャ

○

Oracle Exadata マシンからのキャプチャ ○
Oracle Exadata Hybrid Columnar 
Compression（EHCC）を使用するテーブ
ルからのキャプチャ

○。ダイレクトパス操作を除く。
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機能 PowerExchange Express CDC for Oracle サポート
Oracle Advanced Security Transparent 
Data Encryption（TDE）を使用するオブジ
ェクトからのキャプチャ

暗号化されたテーブルスペースからデータをキャプチャでき
ますが、暗号化されたカラムからはキャプチャできません。

Oracle Advanced Compression を使用する
オブジェクトからのキャプチャ

Advanced Compression を使用するテーブルおよびテーブル
パーティションとサブパーティションから、従来およびダイ
レクトパスの DML 操作をキャプチャできます。

ダイレクトパス操作 EHCC を使用するテーブルを除く、ダイレクトパス操作をキ
ャプチャできます。

DDL 操作 テーブルを CDC に登録できないため、CREATE TABLE…AS 
SELECT 操作をキャプチャしません。
ALTER TABLE ADD、ALTER TABLE ADD PARTITION、ALTER 
TABLE ADD CONSTRAINT、CREATE USER、ALTER USER、お
よび DROP USER 操作を許容します。DDL の変更はキャプチ
ャされませんが、他の変更の CDC 処理は継続されます。

Oracle RESETLOGS イベント アーカイブログ内の RESETLOGS 境界を越えてデータをキャ
プチャできます。

EXCHANGE PARTITION 操作 交換操作または生成される行をキャプチャしません。
CDC に登録されている場合、交換のターゲットであったテー
ブルまたはパーティションの以降の DML 変更をキャプチャで
きます。

SQL*Loader ユーティリティでロードされ
たソースデータ

ユーティリティのロードタイプが通常パスで、ロード方法が
Insert の場合、EHCC で圧縮されたデータを除いて、データを
キャプチャできます。

索引構成表（IOT）からのキャプチャ ○
マテリアライズドビューからのキャプチャ ビューの元になるマスタテーブルからデータをキャプチャで

きます。
システムパーティショニングまたは参照パ
ーティショニングを使用するテーブルから
のキャプチャ

○

ソート済みハッシュクラスタ内のテーブル
からのキャプチャ

×

派生データを含む仮想カラムからのキャプ
チャ

×

LOB カラムからのキャプチャ はい
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関連項目：
•「Express CDC for Oracle」  (ページ 135)

PostgreSQL データソース
PowerExchange は登録済みの PostgreSQL ソーステーブルの DML および切り詰め操作を、PowerExchange
で使用するために、PostgreSQL 論理レプリケーションスロットから読み取ります。その後、PowerExchange
は、変更を PostgreSQL データベースの PowerExchange レプリケーションストアテーブルに保持します。
キャプチャ処理が開始されると、PowerExchange はレプリケーションスロットとレプリケーションストアテ
ーブルを自動的に作成します。環境用にテーブルをカスタマイズする場合は、変更のキャプチャを開始する前
に、テーブルを手動で作成できます。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプションです。CDC セッションが開始さ
れたら、PowerExchange はリアルタイムでレプリケーションスロットから、または PowerExchange ロッガ
ー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更レコードを取得できます。
PowerExchange は、ソーストランザクションの開始、挿入、更新、削除、コミット、および切り詰め操作を
キャプチャします。PowerExchange は、PostgreSQL ソースに対して行われた切り詰め操作以外の DDL の変
更はキャプチャしません。
各ソーステーブルにはプライマリキーが必要です。
関連項目：
•「PostgreSQL CDC」  (ページ 214)

SAP HANA データソース
PowerExchange CDC for SAP HANA は、Windows または Linux 上の SAP HANA テーブルからの挿入、更新、
および削除をキャプチャします。SAP HANA はログファイルへの直接アクセスを提供しないため、キャプチャ
プロセスはソーステーブルのトリガを使用して、変更データをキャプチャするタイミングを決定します
PowerExchange Navigator は、オプションで PKLOG および PROCESSED ログテーブルのスクリプトを作成
し、ソーステーブルのキャプチャ登録を作成するときに DDL をトリガできます。テーブルを作成する際に
Navigator を使用しない場合、PowerExchange はログテーブルを作成し、抽出プロセスの実行時にトリガし
ます。
トリガは、PKLOG トランザクションログテーブルへの変更の挿入、更新、および削除を行います。これらの変
更はテーブル順に読み取られ、PowerCenter CDC セッションまたは PowerExchange CDC Publisher に抽出
するために使用できます。PowerExchange は、SAP HANA CDC の操作後の画像レコードのみを提供します。
各ソーステーブルにはプライマリキーが必要です。

オフロード処理による IBM i と z/OS データソース
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）と組み合わせて CDC オフロード処理を使用すると、
PowerExchange ロッガーを実行しているシステム以外のシステム上にあるデータソースの変更データを記録
できます。
オフロード処理を使用すると、Linux、UNIX、および Windows 上の PowerExchange ロッガープロセスによ
り、IBM i（i5/OS）および z/OS システムだけではなく、Linux、UNIX、または Windows のシステムからも変
更データを記録できます。例えば、PowerExchange ロガーでは、z/OS 上の DB2 インスタンスから変更デー
タを記録できます。
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PowerExchange CDC コンポーネント
変更データキャプチャ（change data capture: CDC）には、複数の PowerExchange コンポーネントが関わっ
ています。
これらのコンポーネントを以下に示します。
• PowerExchange Listener。 PowerExchange と PowerCenter Integration Service が同じ物理マシンに

インストールされていない場合は必須。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）。 オプション。
• PowerExchange Navigator。 必須。

PowerExchange Listener
PowerExchange Listener では、すべての CDC データソースのキャプチャ登録お+よび抽出マップを管理しま
す。DB2 テーブル用にデータマップを作成している場合は、そのデータマップも管理します。
PowerExchange Listener では、次のファイルでこの情報を管理します。
• CCT ファイル（キャプチャ登録）
• CAMAPS ディレクトリ（抽出マップ）
• DATAMAPS ディレクトリ（DB2 データマップ）
PowerExchange Listener では、変更データレプリケーションおよびバルクデータ移動の PowerCenter 抽出
要求も処理されます。
PowerExchange Navigator でキャプチャ登録または抽出マップを作成、編集、または削除する場合、
PowerExchange Navigator は登録グループと抽出グループの場所の値を使用して PowerExchange Listener
にアクセスします。この場所は、dbmover.cfg ファイルの NODE 文に対応しています。例えば、RDBMS イン
スタンスの登録グループを開くと、PowerExchange Navigator は PowerExchange Listener と通信して、そ
のインスタンスに定義されているすべてのキャプチャ登録を取得します。
PowerExchange と PowerCenter Integration Service が同じ物理マシンで実行されている場合、
PowerExchange Listener は必要ありません。
関連項目：
•「PowerExchange Listener」  (ページ 28)

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）では、DB2 データベースログ、Microsoft SQL 
Server 分散データベース、MySQL バイナリログ、Oracle REDO ログ、または PowerExchange が
PostgreSQL 論理レプリケーションスロットのデータを格納する PostgreSQL テーブルから、変更データをキ
ャプチャすることができます。その後、PowerExchange ロッガーは、キャプチャしたデータを
PowerExchange ロッガーログファイルに書き込みます。
PowerExchange ロッガーは、必要に応じて使用できます。PowerExchange ロッガーを使用するには、デー
タベースタイプおよびインスタンスごとに 1 つの PowerExchange ロッガープロセスを実行します。
PowerExchange ロッガーでは、正常に完了したすべての UOW を、終了時刻に基づく時系列順にログファイ
ルに書き込みます。この方法では、トランザクションの整合性が維持されます。バッチモードまたは継続モー
ドのいずれかで、PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出できます。
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PowerExchange ロッガーには次のような利点があります。
• PowerExchange が変更データを読み取るためにソースログファイルやデータベースにアクセスする回数が

少なくなるため、ソースデータベースのオーバーヘッドが減ります。Oracle の場合は、このオーバーヘッ
ドが大幅に減少します。

• CDC に対応するために、ソース RDBMS ログファイルを通常よりも長い期間保持する必要はありません。
• PowerExchange では、データの読み取りを再開するログ内のポイントを再配置する必要はありません。こ

の機能により、リスタート時間が大幅に短縮されます。
ヒント: Informatica では、PowerExchange Express CDC for Oracle ソースには、リアルタイム抽出モードで
はなく PowerExchange ロッガーを使用することを強くお勧めしています。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）」  (ページ 37)

PowerExchange Navigator
PowerExchange Navigator は、キャプチャ登録、抽出マップ、およびデータマップの定義および管理に使用
する、グラフィカルユーザーインタフェースです。
各ソーステーブルに対してキャプチャ登録を定義する必要があります。PowerExchange Navigator によって
対応する抽出マップが生成されます。DB2 ソースでは、ユーザー定義カラムの追加やユーザー定義カラムに入
力する式の作成など、カラムレベルの処理を実行する必要がある場合、データマップを定義することもできま
す。ターゲットへの変更データの移動に使用できるように、抽出マップを PowerCenter にインポートできま
す。
注: PowerExchange では、キャプチャ登録の作成時に SQL Server サービスを使用します。DB2、Microsoft 
SQL Server、MySQL、Oracle、PostgreSQL、および SAP HANA データソースの場合、RDBMS クライアント
ソフトウェアは不要です。代わりに、PowerExchange Navigator から、ソース DB2 データベース、ソース
Microsoft SQL Server サーバー、ソース MySQL サーバー、ソース Oracle インスタンス、ソース PostgreSQL
サーバー、ソース SAP HANA サーバーが存在するマシンの PowerExchange リスナを指すことができます。 
PowerExchange Navigator の詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイド』を参照してく
ださい。

PowerExchange CDC のアーキテクチャ
PowerExchange CDC アーキテクチャは、多くの変更データレプリケーションシナリオを柔軟に処理できます。
PowerExchange を PowerCenter と組み合わせて使用すると、同じ RDBMS タイプの複数のソースからの変更
データを、複数の異なるタイプのターゲットに 1 回のセッションでレプリケートできます。
ターゲットのテーブルまたはファイルは、ソースと同じシステムにあっても、別のシステムにあっても構いま
せん。PowerCenter 統合サービスでは、一部の RDBMS のテーブル、フラットファイル、および XML ファイ
ルにデータを書き込むことができます。PowerExchange、または他の非リレーショナルターゲットやリレーシ
ョナルターゲットへの接続を可能にする PowerExchange（PowerCenter Connect）製品をインストールして
いる場合は、それらのターゲット（DB2 for z/OS テーブル、VSAM データセット、IMS セグメント、
WebSphere MQ など）にデータをロードすることもできます。
1 つのシステムで、PowerExchange CDC コンポーネントの複数のインスタンスを実行できます。例えば、ソ
ース RDBMS ごとに別の PowerExchange ロッガーを実行して、RDBMS タイプごとに異なるログファイルの
セットを作成することもできます。
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以下の図に、PowerExchange ロガーなしで変更ストリームから変更データに直接アクセスするためにリアル
タイム抽出モードを使用する、単純な CDC の構成を示します。

このリアルタイム構成では、PowerExchange CDC は CAPXRT アクセス方式を使用して、SQL Server 分散デ
ータベース、DB2 データベースログ、および Oracle REDO ログから変更データをキャプチャします。抽出要
求が実行されると、PowerCenter は PowerExchange Call Level Interface（SCLI）に接続し、
PowerExchange リスナにアクセスします。変更データは SCLI に渡された後で、PWXPC CDC リアルタイムリ
ーダーに渡されます。PowerCenter 抽出セッションは、PowerExchange がキャプチャした変更データをこの
方法でプルします。PWXPC Reader が変更データを読み取ると、PowerCenter は、ユーザーが作成したマッ
ピングとワークフローを使用してデータを変換し、ターゲットにロードします。この構成では、同じデータベ
ースまたはインスタンスの複数のソースから複数のターゲットテーブルに 1 回の抽出プロセスで変更データを
レプリケートできます。
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以下の図に、バッチ抽出モードと継続抽出モードで PowerExchange ロガーを使用する CDC 構成を示します。

この構成では、PowerExchange ロガーは Microsoft SQL Server、Oracle、および DB2 テーブルの変更ストリ
ームから変更データをキャプチャし、そのデータをログファイルに書き込みます。データが PowerExchange
ログファイルに書き込まれた後、必要に応じてソース RDBMS ログファイルを削除できます。抽出セッション
が実行されると、PWXPC が PowerExchange リスナにアクセスします。PowerExchange リスナは
PowerExchange ロッガーログファイルを読み取り、PowerCenter 統合サービスマシンの SCLI を呼び出して
変更データを PowerCenter に送信します。
一部のソーステーブルでは、PWXPC は、CAPX アクセス方式を使用してバッチ抽出モードで PowerExchange
ロッガーログファイルから変更データを抽出します。このモードでは、ログファイルの処理が完了すると、抽
出セッションが停止します。その他のソーステーブルでは、PWXPC は、CAPXRT アクセス方式を使用して継
続モードで変更データを抽出します。このモードでは、抽出セッションで継続的に変更データが抽出されます。
PowerCenter では、両方の抽出モードを対象とするソース定義とマッピングをそれぞれ 1 つずつ作成できま
す。ただし、バッチ抽出と継続抽出は別々のセッションとして実行する必要があります。バッチ抽出セッショ
ンでは、PWX CDC 変更アプリケーション接続を使用します。継続抽出セッションでは、PWX CDC リアルタイ
ムアプリケーション接続を使用します。例えば、定期的に同期化する必要があるターゲットに変更データをレ
プリケートするためにバッチ抽出を実行し、近似リアルタイムに同期化する必要があるターゲットに変更デー
タをレプリケートするために継続抽出を実行することができます。バッチ抽出セッションと継続抽出セッショ
ンは同時に実行できます。

PowerExchange の PowerCenter との統合
PowerCenter は、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）と連携して、PowerExchange がキャ
プチャした変更データを抽出し、1 つ以上のターゲットに適用します。
PWXPC の主な機能は、PowerExchange と PowerCenter を統合して、PowerExchange で制御されるデータ
に PowerCenter からアクセスし、各種ターゲットに書き込みできるようにすることです。 PWXPC を使用する
と、CDC セッションで、変更ストリームおよび PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ロ
グファイルから変更データを直接抽出できます。
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PowerCenter では、CDC セッションで利用可能なトランスフォーメーション機能とデータクレンジング機能
が用意されています。
PWXPC の詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』を参照してください。

PowerExchange と PowerCenter との環境変数の非互換性
PowerCenter®と PowerExchange が同じ Linux、UNIX、または Windows マシンにインストールされている
場合、場合によっては、PATH や LD_LIBRARY_PATH 環境変数の要件が競合することがあります。これらの場
合に正しく実行するには、PowerExchange と PowerCenter は別々の環境で実行する必要があります。
この要件は、PowerCenter 統合サービスまたは PowerCenter リポジトリサービスが、以下の
PowerExchange コンポーネントのいずれかと同じマシンで実行されている場合に適用されます。
• PowerExchange リスナ
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）
• PowerExchange Navigator
• createdatamaps ユーティリティ以外の任意の PowerExchange ユーティリティ
以下の表に、PowerExchange 環境および PowerCenter 環境において PATH 変数および LD_LIBRARY_PATH
変数に適用される制限を示します。

環境 PATH LD_LIBRARY_PATH
PowerExchange $INFA_HOME が$PWX_HOME より先

行してはいけません。それ以外の場
合は、PowerExchange リスナまた
はロッガーをコマンドラインから開
始することはできません。

LD_LIBRARY_PATH に PowerCenter のエントリ
が含まれてはいけません。この要件は、
PowerExchange ユーティリティはライブラリを
必ず$PWX_HOME からのみピックアップするこ
とを保証します。

PowerCenter $PWX_HOME エントリが
$INFA_HOME エントリより先行では
いけません。

$LD_LIBRARY_PATH 変数定義は必ず
$INFA_HOME と$PWX_HOME の両方を含み、
$INFA_HOME が$PWX_HOME より先行である必
要があります。以下に例を示します。
$INFA_HOME/server/bin:$PWX_HOME:$LD_LIBRARY_PATH

PowerExchange インスタンスまたは PowerCenter インスタンスの正しい環境を同じマシンに設定するには、
以下のいずれかのストラテジを使用します。
• PowerExchange と PowerCenter は常に別のアカウントで起動し、各アカウントに適切な環境変数を設定

します。
• PowerExchange コンポーネントを開始するたびに、pwxsettask.sh または pwxsettask.bat スクリプトを

実行します。
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CDC 実装タスクのサマリ
PowerExchange のインストール後、変更データキャプチャおよび抽出を設定し、ターゲットをマテリアライ
ズして、抽出処理を開始することができます。
次の表に、Linux、UNIX、または Windows のデータソースに対する変更データキャプチャの実装を実行する
タスクおよび抽出処理を示します。

ステ
ップ

タスク 参照

1 PowerExchange リスナの dbmover.cfg ファイル
でパラメータを設定します。

「CDC に対応するための dbmover コンフィギュレ
ーションファイルのカスタマイズ」  (ページ 28)

2 ソースデータベースが存在するマシンで
PowerExchange リスナを起動します。

「PowerExchange リスナの起動」  (ページ 33)

3 CDC に対応するための RDBMS 固有の設定タスク
を実行します。

- 第 4 章, 「Linux、UNIX、または Windows 上の
DB2 CDC」  (ページ 83)

- 第 5 章, 「Microsoft SQL Server CDC」  (ページ
101)

- 第 6 章, 「MySQL CDC」  (ページ 119)
- 第 7 章, 「Express CDC for Oracle」  (ページ

135)
- 第 8 章, 「PostgreSQL CDC」  (ページ 214)

4 （オプション）PowerExchange ロガーを設定しま
す。

「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ 45)

5 （オプション）PowerExchange ロガーを起動しま
す。

「PowerExchange ロッガーの起動」  (ページ 67)

6 PowerExchange Navigator で、データソースのキ
ャプチャ登録および抽出マップを定義してアクテ
ィブにします。

PowerExchange Navigator ユーザーガイド

7 DB2 ソースに操作対象のユーザー定義または複
数フィールドのカラムがある場合は、DB2 デー
タマップを使用します。

PowerExchange Navigator ユーザーガイド

8 ソースからターゲットをマテリアライズします。 PowerExchange バルクデータ移動ガイド
9 抽出の開始ポイントを設定します。 「リスタートトークンとリスタートトークンファ

イル」  (ページ 270)
10 PowerCenter で、マッピング、ワークフロー、

接続、およびセッションを設定します。次にワー
クフローを実行します。

- PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース
- PowerCenter デザイナガイド
- PowerCenter ワークフローベーシックガイド
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パート II: PowerExchange CDC コ
ンポーネント

この部には、以下の章があります。
• PowerExchange Listener, 28 ページ
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）, 37 ページ
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第  2  章

PowerExchange Listener
この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange Listener の概要, 28 ページ
• CDC に対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ, 28 ページ
• PowerExchange リスナの起動, 33 ページ
• PowerExchange リスナの停止, 35 ページ
• アクティブな PowerExchange Listener タスクの表示, 36 ページ

PowerExchange Listener の概要
変更データキャプチャ（change data capture: CDC）環境では、PowerExchange Listener は次のサービスの
一部またはすべてを提供できます。
• キャプチャ登録、抽出マップ、および CDC データソースのデータマップを保存して管理する。
• PowerCenter CDC の実行時に、キャプチャ済み変更データを PowerCenter に提供する。
• 抽出マップまたはデータマップのデータベース行のテストを実行するときに、キャプチャ済み変更データま

たはソーステーブルのデータを PowerExchange Navigator に提供する。
• 別のノードにある他の PowerExchange Listener と対話し、PowerExchange Navigator、PowerCenter 

Integration Service、データソース、および PowerExchange 処理がオフロードされるすべてのシステム間
の通信を促進する。

CDC に対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
dbmover コンフィギュレーションファイルで、CDC 処理の文をいくつか設定する必要があります。
PowerExchange Listener は、dbmover の文を使用して次の機能を実行します。
• ソースリレーショナルデータベースとオブジェクトに接続して変更データをキャプチャする。
• キャプチャ登録、抽出マップ、および PowerExchange ロッガーのログファイルを格納するディレクトリを

決定する。
• PowerExchange ロッガーのログファイルがあるシステムに接続し、変更データを抽出する。
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次に示す主な dbmover 文は、CDC で必要とされ、PowerExchange が Linux、UNIX、または Windows 上で
サポートするすべてのソース RDBMS に関連しています。
• CAPI_CONNECTION 文

- ソース固有の CAPI_CONNECTION 文。ソースタイプごとに記述されます
- CAPX CAPI_CONNECTION（継続抽出モードを使用する場合）

• CAPI_SRC_DFLT 文
• CAPT_PATH 文
• CAPT_XTRA 文
これらの各パラメータの説明を確認します。 他の dbmover.cfg 文については、『PowerExchange リファレン
スマニュアル』を参照してください。

CAPI_CONNECTION 文
PowerExchange が変更データのキャプチャまたは抽出を行うすべての Linux、UNIX、Windows システム上の
dbmover コンフィギュレーションファイルには、CAPI_CONNECTION 文が定義されている必要があります。
PowerExchange は CAPI_CONNECTION 文を使用してソースの抽出変更データへの変更ストリームに接続しま
す。
各データソースに対して、次に示すいずれかのソース固有の CAPI_CONNECTION 文を定義する必要がありま
す。
• Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合: UDB CAPI_CONNECTION
• Microsoft SQL Server ソースの場合: MSQL CAPI_CONNECTION
• MySQL ソースの場合: MYSQL CAPI_CONNECTION
• Express CDC for Oracle ソースの場合: ORAD CAPI_CONNECTION
• PostgreSQL ソースの場合: PG CAPI_CONNECTION
• SAP HANA ソースの場合: HANA CAPI_CONNECTION
継続抽出モードを使用して PowerExchange ロッガーのログファイルから変更データを抽出する場合は、CAPX 
CAPI_CONNECTION 文も同様に定義する必要があります。
CAPX CAPI_CONNECTION 文を除外して最大 8 つのソースタイプの CAPI_CONNECTION 文を DBMOVER 構成
ファイルで指定することができます。これらの文の 1 つを、包括的デフォルトの CAPI_CONNECTION 文とし
て識別できます。同じソースタイプに対して複数の CAPI_CONNECTION 文を定義する場合は、ソース固有の
デフォルトを指定することもできます。デフォルト設定に加えて、またはデフォルト設定の代わりに、固有の
CAPI_CONNECTION オーバーライドを複数の方法で定義することができます。PowerExchange が使用する
CAPI_CONNECTION 文の優先順位は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』に記載されています。
注: PowerExchange Navigator に対してローカルなキャプチャ登録で定義されたデータソースのデータベース
行のテストを実行するには、PowerExchange Navigator マシンで適切な CAPI_CONNECTION 文を指定する必
要があります。それ以外の場合は、データベース行のテストを実行するために CAPI_CONNECTION 文を指定
する必要はありません。
関連項目：
•「CAPI_CONNECTION - CAPX 文」  (ページ 61)
•「CAPI_CONNECTION - MSQL 文」  (ページ 110)
•「CAPI_CONNECTION - MYSQL 文」  (ページ 128)
•「CAPI_CONNECTION - UDB 文」  (ページ 91)
•「CAPI_CONNECTION - ORAD 文」  (ページ 180)
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•「CAPI_CONNECTION - PG 文」  (ページ 221)

CAPI_SRC_DFLT 文
CAPI_SRC_DFLT 文は、CAPI 接続オーバーライドが指定されない場合に、特定のデータソースタイプに
PowerExchange がデフォルトで使用する CAPI_CONNECTION 文を指定します。
Informatica では、ソースへのアクセスに適切なタイプの CAPI_CONNECTION 文が使用されるように、各ソー
スタイプにこの文を指定することを推奨しています。さまざまなプラットフォームで実行される複数のソース
タイプがあり、各ソースタイプに CAPI_SRCE_DFLT 文を指定しない場合は、PowerCenter データプレビュー
または CDC セッション中の特定の状況において、ソースアクセスの問題が発生する可能性があります。
オペレーティングシステム: すべて
データソース: すべて
関連した文: CAPI_CONN_NAME および CAPI_CONNECTION
必須: いいえ
構文: 
CAPI_SRC_DFLT=(source_type              ,capi_connection_name)
パラメータ: 
source_type

必須。CDC ソースタイプです。以下の表に、有効なソースタイプのオプションを示します。

オプション ソースタイプ
ADA Adabas ソース
AS4 Db2 for i（i5/OS）ソース
CAPX 継続抽出モードでデータを抽出し、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、

Windows 用）または PowerExchange Condense を使用しているソース
DB2 Db2 for z/OS ソース
DCM CA Datacom ソース
HAN SAP HANA CDC ソース
IDL CA IDMS/DB ログベース CDC ソース
IML IMS ログベース CDC ソース
IMS IMS 同期 CDC ソース
MSS Microsoft SQL Server ソース
MYS MySQL ソース
ORA Oracle ソース
PGS PostgreSQL ソース

30       第 2 章: PowerExchange Listener



オプション ソースタイプ
UDB Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソース
VSAM または VSM VSAM ソース

capi_connection_name
必須。指定されたソースタイプのデフォルトとして使用する CAPI_CONNECTION 文の一意の名前。この
名前は、CAPI_SRC_DFLT source_type と互換性のある TYPE 値を持つ、CAPI_CONNECTION 文の NAME
値に一致する必要があります。
以下の表に、CAPI_SRC_DFLT オプションごとに、互換性のある CAPI_CONNECTION タイプを示します。

CAPI_SRC_DFLT オプション CAPI_CONNECTION 文の型
AS4 UOWC
CAPX CAPX
ADA、DB2、DCM、IDL、IDM、IML、IMS、
VSAM、VSM

UOWC

HAN HANA
ORA ORAD（PowerExchange Express CDC for Oracle の場

合）
MSS MSQL
MYS MYSQL
PGS PG
UDB UDB

使用上の注意: 
• ソースタイプに複数の CAPI_CONNECTION 文を定義した場合、CAPI_SRC_DFLT 文を定義して、そのソー

スタイプのデフォルトの CAPI_CONNECTION を識別できます。CAPI_SRC_DFLT 文は、互換タイプの
CAPI_CONNECTION 文を指し示している必要があります。

• オプションで、DBMOVER ファイル内のすべての CAPI_CONNECTION 文から、全般的なデフォルト文を指
定する CAPI_CONN_NAME 文を定義できます。

• デフォルトを指定する代わりに、またはデフォルトを指定した上に、以下の CAPI 接続名オーバーライドを
使用して、CDC セッションまたはデータベース行テストの特定の CAPI_CONNECTION 文を指し示すことが
できます。
- CDC セッションの場合、PWX CDC アプリケーション接続で［CAPI 接続名オーバーライド］属性を使用し

ます。
- PowerExchange Condense の場合、CAPTPARM コンフィギュレーションファイルで CONN_OVR パラメ

ータを使用します。
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- PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の場合、pwxccl.cfg コンフィギュレーション
ファイルで CONN_OVR パラメータを使用します。

- リスタートトークンを生成する DTLUAPPL ユーティリティ操作の場合、DTLUAPPL 制御文で CONN_OVR
パラメータを使用します。

- PowerExchange Navigator で CAPXRT データベース行のテストを行う場合は、［CAPXRT 詳細パラメー
タ］ダイアログボックスで［CAPI 接続名］値を使用します。リスタートトークンを生成するために SQL
文を追加する場合、CONNAME パラメータを含めて、オーバーライド CAPI_CONNECTION を指し示すこ
とができます。

- PowerExchange ODBC 接続の場合、odbc.ini ファイルまたは SQL エスケープシーケンスオーバライド
DTLCONNOVR で DTLCONN_OVR パラメータを使用します。

CAPT_PATH 文
CAPT_PATH 文は、CDC 制御ファイルを格納する Linux、UNIX、または Windows システム上のディレクトリ
へのパスを指定します。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: DB2、Microsoft SQL Server、MySQL、Oracle、および Linux、UNIX、Windows 上の
PostgreSQL ソース、さらにリモートロギングを使用する場合は IBM i（i5/OS）または z/OS 上のデータソー
ス
関連した文: CAPT_XTRA
必須: Linux、UNIX、および Windows での CDC ソースの場合、はい
構文: 
CAPT_PATH=path
値: 以下の CDC 制御ファイルを格納するディレクトリへのパスを入力します。 
• キャプチャ登録を含む CCT ファイル。
• ODBC 接続を使用する PowerCenter 抽出用のアプリケーション名を含んだ CDEP ファイル。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルについての情報を含む CDCT フ

ァイル。
このディレクトリは、これらの制御ファイル専用に作成したディレクトリにすることも、別のディレクトリに
することもできます。
Windows ネットワークパスを指定する場合、PowerExchange でネットワークパスが正しく解析されるよう
に、先頭にバックスラッシュ（\\\）を 3 つ追加してください。以下に例を示します。
CAPT_PATH=\\\host\Shared Folders\C\CDC_SHARED\capture
デフォルトの場所は、PowerExchange のインストールディレクトリです。
使用上の注意: 
• これらの CDC オブジェクトを PowerExchange コードから切り離すために、一意のディレクトリ名を使用

することをお勧めします。このようにすれば、別の PowerExchange バージョンへの移行が簡単になりま
す。

• CCT、CDEP、および CDCT ファイルなどの PowerExchange C-ISAM 制御ファイルは、ローカルディスク
上に保存する必要があります。これらのファイルを SAN または NAS ストレージには置かないでください。

• 抽出マップを含むディレクトリへのパスを指定するには、CAPT_XTRA 文を使用します。
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CAPT_XTRA 文
CAPT_XTRA 文は、CDC の抽出マップを格納する Linux、UNIX、または Windows システム上のディレクトリ
へのパスを指定します。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: DB2、Microsoft SQL Server、MySQL、Oracle、および Linux、UNIX、Windows 上の
PostgreSQL ソース
関連した文: CAPT_PATH
必須: Linux、UNIX、および Windows での CDC ソースの場合、はい
構文: 
CAPT_XTRA=path
値: 抽出マップを格納するディレクトリへのパスを入力します。 
このディレクトリは、抽出マップ専用に作成したディレクトリにすることも、別のディレクトリにすることも
できます。
Windows ネットワークパスを指定する場合、PowerExchange でネットワークパスが正しく解析されるよう
に、先頭にバックスラッシュ（\\\）を 3 つ追加してください。以下に例を示します。
CAPT_XTRA=\\\host\Shared Folders\C\CDC_SHARED\capture\xtramaps
デフォルトの場所は、PowerExchange のインストールディレクトリです。
使用上の注意: CDC 用の CCT および CDEP 制御ファイルを格納するディレクトリを指定するには、
CAPT_PATH 文を使用します。 

PowerExchange リスナの起動
PowerExchange リスナは、dtllst プログラムを実行するか、他のシステム固有の方法を使用して起動できま
す。
注: PowerExchange リスナを起動するために pwxcmd プログラムまたは infacmd プログラムを使用すること
はできません。 

PowerExchange リスナの起動（Linux または UNIX）
Linux または UNIX システムで PowerExchange リスナを起動するには、以下に示す方法のどれかを使用しま
す。
• コマンドラインに dtllst を入力し、PowerExchange リスナをフォアグラウンドモードで実行します。 構

文：
dtllst node1 [config=directory/myconfig_file] [license=directory/mylicense_key_file]
元の dbmover.cfg ファイルと license.key ファイルをオーバーライドするコンフィギュレーションファイ
ルとライセンスキーファイルを指定する場合は、オプションの config パラメータと license パラメータを
含めます。
PowerExchange リスナをバックグラウンドモードで実行するには、最後にアンパサンド（&）を追加しま
す。 また、最初にプレフィクス nohup を追加すると、PowerExchange リスナを永続的に実行することが
できます。 構文：
nohup dtllst node1 [config=directory/myconfig_file] [license=directory/mylicense_key_file] &
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• PowerExchange のインストール時に提供される startlst スクリプトを実行します。このスクリプトは、
detail.log ファイルを削除して PowerExchange リスナを起動します。

注意: 同じユーザーアカウントを使用して PowerExchange と PowerCenter を同じマシンで実行する場合は、
PowerExchange と PowerCenter に個別の環境を作成する必要があります。適切な PowerExchange 環境を作
成して PowerExchange リスナを起動するには、pwxsettask.sh スクリプトを実行します。 
以下の構文を使用します。
pwxsettask.sh dtllst node_name ["config=directory/config_file"] ["license=directory/license_key_file"]
引用符はオプションです。
詳細については、「PowerExchange と PowerCenter との環境変数の非互換性」  (ページ 25)を参照してくださ
い。

PowerExchange リスナの起動（Windows）
Windows システムで PowerExchange リスナを起動するには、以下に示す方法のどれかを使用します。
• 次のいずれかのアクションを実行することで、PowerExchange リスナを Windows サービスとして実行し

ます。
- Windows の［スタート］メニューで、［スタート］ > ［プログラム］ > ［Informatica 

PowerExchange］ > ［PowerExchange リスナの起動］の順にクリックします。
- dtllstsi プログラムを使用して、Windows のコマンドプロンプトで起動コマンドを入力します。
dtllstsi start “service_name” 

• dtllst を入力します。
構文は、&オペランドと nohup オペランドがサポートされていない以外は、Linux と UNIX の構文と同じで
す。 dtllst を手動で実行するには、製品ライセンスが必要です。

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合、PowerExchange リスナを
PowerExchange ロッガーログファイルへの READ アクセスを持つユーザー ID で実行する必要があります。
Informatica ドメインで PowerExchange リスナをアプリケーションサービスとして実行する場合、
Informatica Administrator ツールから PowerExchange リスナサービスを有効にして起動します。詳細につ
いては、『Informatica アプリケーションサービスガイド』を参照してください。
注意: 同じユーザーアカウントを使用して PowerExchange と PowerCenter を同じマシンで実行する場合は、
PowerExchange と PowerCenter に個別の環境を作成する必要があります。適切な PowerExchange 環境を作
成して PowerExchange リスナを起動するには、pwxsettask.bat スクリプトを実行します。 
以下の構文を使用します。
pwxsettask dtllst node_name ["config=directory/config_file"] ["license=directory/license_key_file"]
引用符は必須です。
詳細については、「PowerExchange と PowerCenter との環境変数の非互換性」  (ページ 25)を参照してくださ
い。
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PowerExchange リスナの停止
PowerExchange リスナを停止するには、CLOSE コマンドまたは CLOSE FORCE コマンドを使用します。 アク
ティブな PowerExchange リスナタスクを停止するには、STOPTASK コマンドを使用します。
以下の表に、これらのコマンドと、フォアグラウンドモードで実行されている PowerExchange リスナタスク
に対してコマンドラインから各コマンドを発行する構文を示します。

コマンド 説明 コマンドラインの構文
CLOSE 次に示すすべてのサブタスクが完了すると、

PowerExchange リスナを停止する。
- Unit of Work（UOW）の次のコミットで停止する CDC

サブタスク
- バルクデータ移動サブタスク
- PowerExchange リスナサブタスク

Linux、UNIX、Windows の場
合:
C

CLOSE 
FORCE

すべてのユーザーサブタスクを強制的にキャンセルして
PowerExchange リスナを停止する。PowerExchange は、
PowerExchange リスナの現在のユーザーサブタスクが完
了するまで 30 秒間待機する。そして、PowerExchange は
残りのすべてのユーザーサブタスクをキャンセルして
PowerExchange リスナを停止する。このコマンドは、
PowerExchange リスナ上で長時間実行するサブタスクが
ある場合に役立つ。

Linux、UNIX、Windows の場
合:
C F

STOPTASK 特定の抽出アプリケーションプロセスの PowerExchange
リスナタスクを停止する。PowerExchange は、UOW の終
わりかコミットしきい値に達してから PowerExchange リ
スナを停止する。

Linux、UNIX、Windows の場
合:
STOPTASK app_name
app_name は、アクティブな
変更データ抽出プロセスの名
前である。この名前は、
PowerExchange リスナの
DISPLAY ACTIVE コマンドで出
力される PWX-00712 メッセー
ジから取得できる。

または、次のいずれかの方法を使用することもできます。
• Linux、UNIX、Windows システムの場合は pwxcmd プログラムを使用し、ローカルシステムまたはリモー

トシステムで、フォアグラウンドモードまたはバックグラウンドモードで実行されている PowerExchange
リスナに対し、close コマンド、closeforce コマンド、または stoptask コマンドを発行します。 これらの
pwxcmd コマンドは、コマンドラインから発行することが可能であり、スクリプトまたはバッチファイル
に含めることもできます。

• Linux または UNIX システムでは、PowerExchange リスナがバックグラウンドモードで実行されている場
合は、オペレーティングシステムの標準的なコマンドを使用して、PowerExchange リスナのプロセス ID
を見つけてからそのプロセスを「停止」します。 「停止」操作と CLOSE 操作は類似しています。

• Windows システムでは、PowerExchange リスナが CLOSE FORCE コマンドに応答しない場合は、Ctrl キ
ーを押しながら C キーを 1 回押して CLOSE を発行するか、Ctrl キーを押しながら C キーを 2 回押して
CLOSE FORCE を発行します。
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アクティブな PowerExchange Listener タスクの表示
DISPLAY ACTIVE コマンドを使用すると、Linux、UNIX、または Windows 上でフォアグラウンドモードで実行
されている PowerExchange Listener のアクティブな各タスクの情報を表示できます。 この情報には、
TCP/IP アドレス、ポート番号、アプリケーション名、アクセスタイプ、およびステータスが含まれています。
Linux、UNIX、または Windows システムで、PowerExchange Listener タスクがフォアグラウンドモードで
実行されている画面のコマンドラインに次のコマンドを入力します。
D
または、Linux、UNIX、Windows システムで、ローカルシステムやリモートシステムで実行されている
PowerExchange Listener に対し、コマンドライン、スクリプト、またはバッチファイルから pwxcmd 
listtask コマンドを発行することもできます。 pwxcmd listtask コマンドは、DISPLAY ACTIVE コマンドと同
じ出力を生成します。
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第  3  章

PowerExchange ロッガー
（Linux、UNIX、Windows 用）

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange ロッガーの概要, 37 ページ
• PowerExchange ロッガーのタスク, 39 ページ
• PowerExchange ロッガーファイル, 39 ページ
• ファイルスイッチ, 42 ページ
• PowerExchange ロッガーの操作モード, 43 ページ
• PowerExchange ロッガーの使用に関する考慮事項, 44 ページ
• IBM i または z/OS ソースのデータをリモート PowerExchange Logger ログにロギング, 45 ページ
• PowerExchange ロッガーの設定, 45 ページ
• PowerExchange ロッガーの起動, 67 ページ
• PowerExchange ロッガーの管理, 73 ページ

PowerExchange ロッガーの概要
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）は、PowerExchange データソースから変更データ
をキャプチャし、そのデータを PowerExchange ロッガーログファイルに書き込みます。PowerExchange ロ
ッガーでは、正常に完了した Unit of Work（UOW）のみを、終了時刻に基づく時系列順にログファイルに書き
込みます。
PowerCenter CDC セッションが実行されると、変更ストリームからではなくログファイルから変更データを
抽出します。
注: PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）は IBM i（i5/OS）または z/OS システム上の
PowerExchange Condense と機能が似ています。
PowerExchange ロッガーでは、DB2 データベースログ、Microsoft SQL Server 分散データベース、MySQL
バイナリログ、Oracle REDO ログ、または論理レプリケーションスロットから抽出した変更を記録する
PostgreSQL レプリケーションストアテーブルから、変更データをキャプチャすることができます。リモート
ロギング機能を使用する場合は、Linux、UNIX、または Windows 上の PowerExchange ロッガープロセスで、
IBM i または z/OS システムのデータソースのデータを処理することもできます。
PowerExchange ロッガーを使用して CDC 処理のオーバーヘッドを削減します。PowerExchange ロッガーに
より、PowerExchange が変更データを読み取るためにソースデータベースにアクセスする回数が少なくなり、
データベース I/O が軽減されます。また、変更データは PowerExchange ロッガーログファイルから抽出され
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るので、CDC 処理に対応するためにソースデータベースログファイルの保持期間を延長する必要がなくなりま
す。
PowerExchange ロッガープロセスは、登録グループで定義されているように、ソースタイプおよびインスタ
ンスごとに 1 つ実行する必要があります。PowerExchange ロッガーはソースデータベースサーバー、
PowerCenter 統合サービスマシン、または継続モードまたはバッチモードのシステム上で実行できます。
複数の PowerExchange ロッガーインスタンスを同じ PowerExchange リスナおよび dbmover.cfg 構成下で
実行できます。ただし、単一の dbmover.cfg に含めることができる CAPI_CONNECTION 文は最大 8 文である
ため、単一のリスナ下で実行できるソースインスタンス数および PowerExchange ロッガーインスタンスおよ
び dbmover.cfg は制限されます。詳細については、「CAPI_CONNECTION 文」  (ページ 29)を参照してくださ
い。
処理がオフロードされる IBM i および z/OS データソースなど、データソースのキャプチャ登録を作成する場合
は、［圧縮］オプションを［部分］に設定します。PowerExchange ロッガーでは、部分圧縮処理のみをサポー
トしています。IBM i または z/OS データソースの場合、キャプチャ登録の［圧縮］オプションを［フル］に設
定すると、PowerExchange ロガーは登録を無視し、それらのソースの変更データを処理しません。
PowerExchange ロッガープロセスごとに、構成ファイルを定義する必要があります。PowerExchange には、
pwxccl.cfg という名前のサンプルの構成ファイルが用意されています。この構成ファイルには、
PowerExchange ロッガーを制御するためのパラメータおよびソースインスタンスを識別するためのパラメー
タが含まれています。PowerExchange ロッガーを継続モードとバッチモードのどちらで実行するかを制御す
るには、COLL_END_LOG パラメータを使用します。
PowerCenter CDC セッションが実行されると、PowerExchange ログリーダープロセスでは、
PowerExchange ロッガーログファイルから継続抽出モードまたはバッチ抽出モードで変更データを抽出しま
す。
PowerExchange ロッガーログファイルに格納する社会保障番号などの機密データを、ログファイルの AES 暗
号化を有効にしてセキュリティ保護することができます。PowerExchange ロッガー構成ファイルで、使用す
る AES 暗号化アルゴリズムを選択できます。暗号化を有効にするには、暗号化パスワードを PowerExchange
ロッガー構成ファイル、または PowerExchange ロッガーをコマンドラインからコールドスタートするために
使用する pwxccl コマンドのいずれかに指定する必要があります。コールドスタートに対応するために、暗号
化パスワードを pwxccl コマンドに指定し、後で CDCT ファイルをリストアする必要がある場合は、リストア
操作に対して同じ暗号化パスワードを入力する必要があります。
ヒント: 暗号化パスワードへの不正アクセスのリスクを軽減するため、構成ファイルにパスワードを指定するの
ではなく、コールドスタート対応の pwxccl コマンドにパスワードを指定することをお勧めします。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーの操作モード」  (ページ 43)
•「PowerExchange ロッガーのタスク」  (ページ 39)
•「PowerExchange ロッガーファイル」  (ページ 39)
•「ファイルスイッチ」  (ページ 42)
•「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ 45)
•「PowerExchange ロッガーの管理」  (ページ 73)
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PowerExchange ロッガーのタスク
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）には次のタスクおよびサブタスクが含まれます。
コントローラタスク

PowerExchange ロッガーの pwxccl コンフィギュレーションファイルからパラメータ設定をロードしま
す。CCT ファイルからキャプチャ登録をロードします。この情報をロードした後、コントローラは、コマ
ンドハンドラサブタスクを開始し、次に Writer サブタスクを開始します。

コマンドハンドラサブタスク
ユーザーの stdin や pwxcmd プログラムなど、さまざまなソースからの PowerExchange ロッガーコマン
ドを処理します。 pwxccl.cfg ファイルで PROMPT パラメータが Y に設定されている場合、コマンドハン
ドラは、Writer サブタスクが初期化されるまでユーザーコマンドを受け付けません。

Writer サブタスク
CPU 時間を消費する PowerExchange ロッガーの処理のほとんどを実行します。 Writer は、ソースデー
タベースの CAPI の初期化、変更ストリームの開始ポイントまたはリスタートポイントの判別、変更スト
リームからの変更データの読み取り、および PowerExchange ロッガーログファイルへの変更データの書
き込みを行います。 Writer では、ファイルスイッチ時に CDCT ファイルにレコードを書き込み、期限切れ
の CDCT レコードを削除し、前の時点から PowerExchange ロッガーをウォームスタートする際に CDCT
レコードをロールバックします。pwxccl コンフィギュレーションファイルで PROMPT パラメータが Y に
設定されている場合、Writer はユーザーが確認プロンプトに応答するまではコールドスタートまたは
CDCT レコードのロールバックを実行せずに待機します。

注: PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出するログリーダーは、独立したプロセスとし
て実行します。

PowerExchange ロッガーファイル
PowerExchange ロッガーのプロセスでは、CDCT ファイル、PowerExchange ロッガーのログファイル、およ
び PowerExchange メッセージログに情報を書き込みます。
PowerExchange ロッガーは、処理中にロックファイルも使用します。
関連項目：
•「CDCT ファイル」  (ページ 39)
•「PowerExchange ロッガーログファイル」  (ページ 40)
•「ロックファイル」  (ページ 41)
•「メッセージログファイル」  (ページ 42)

CDCT ファイル
PowerExchange ロッガーは、ログファイルとリスタート情報を CDCT ファイルに保存します。
継続抽出モードまたはバッチ抽出モードで PowerCenter CDC セッションが実行されると、PowerExchange 
Listener は、CDCT ファイルを読み取り、変更データの抽出元となる PowerExchange ロッガーログファイル
を判別します。
PowerExchange ロッガーを実行中のシステム上にある dbmover コンフィギュレーションファイルの
CAPT_PATH 文で指定されているディレクトリに、PowerExchange ロッガーが CDCT ファイルを作成します。
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CDCT ファイルは、ローカルディスク上に存在する必要があります。CAPT_PATH 文が指定されていない場合
は、PowerExchange ロッガーの呼び出し元のローカルディレクトリに CDCT ファイルが格納されます。
CDCT ファイル名は CDCT_dbid の形式をとり、ここで dbid には、PowerExchange ロッガーの構成ファイル
の中の DBID の値が入ります。
起動後またはファイルスイッチ後に PowerExchange ロッガーが最初に該当データを受け取ったときに、
PowerExchange ロッガーはデータ書き込み先のログファイルを開き、このログファイルに関するエントリを
CDCT ファイルに作成します。PowerExchange ロッガーがログファイルにデータの書き込みを完了すると、
CDCT ファイルでこのファイルを閉じられたものとしてマーク付けます。PowerExchange ロッガーは、CDC
に関する変更が送られてこない期間を利用して、CDCT ファイル内のリスタート情報を更新します。
PowerExchange ロッガーのエラーが発生してログファイルが開いたままになった場合、PowerExchange ロ
ッガーはそのログファイルの CDCT エントリに、削除するためのマークを付けます。次回 PowerExchange ロ
ッガーが起動したときに、そのログファイルのエントリが削除され、新しいログファイルが作成されます。こ
のログファイルに入っているレコードを基にして、ログファイルの CDCT エントリを再構築することができま
す。
PowerExchange では、PowerExchange ロッガーの初期化と正常終了時に自動的に CDCT ファイルのバック
アップを作成します。これらのバックアップは CDCT ファイルと同じディレクトリにあり、ファイル名の形式
は、CDCT_dbid_INIT.bkp および CDCT_dbid_TERM.bkp です。
ヒント: PWXUCDCT ユーティリティを使うことで、CDCT レコードに関する情報の印刷、CDCT ファイルのバ
ックアップ、バックアップからの CDCT ファイルの再作成、PowerExchange ロッガーのログファイルに基づ
いた CDCT ファイルの再作成、および期限の切れた CDCT レコードの削除を行うことができます。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーの CDCT ファイルとログファイルを保持するための PWXUCDCT コマンド」  (ペ

ージ 78)

PowerExchange ロッガーログファイル
PowerExchange ロッガーは、対象となるソーステーブルおよびカラムの変更が初めて発生したときに、変更
データレコードを格納するログファイルを作成します。 これらのソーステーブルおよびカラムはアクティブな
キャプチャ登録で定義する必要があります。
PowerExchange ロッガーでは、pwxccl コンフィギュレーションファイルの EXT_CAPT_MASK パラメータに
基づいてログファイルを作成します。このパラメータは、ログファイルを格納するディレクトリへのパスおよ
びログファイル名のプレフィックスを指定します。ログファイル名の形式は以下のとおりです。

      path/prefix.CND.CPyymmdd.Thhmmnnn
説明：
• path/prefix は EXT_CAPT_MASK 値です。
• yymmdd はファイルの作成日です。
• hhmm は、ファイルの作成時刻（24 時間形式）です。
• nnn は、各ファイル名を一意にするために生成される連番です。
ログファイルは、ファイルスイッチが行われるか PowerExchange ロッガーがシャットダウンするまで、開い
たままです。
継続抽出モードまたはバッチ抽出モードで PowerCenter CDC セッションを実行すると、PowerExchange に
よって、PowerExchange ロッガーログファイルから変更データが抽出されます。
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ロックファイル
初期化中に PowerExchange ロッガーのプロセスが、他の PowerExchange ロッガープロセスが同じ CDCT フ
ァイルおよびログファイルに同時にアクセスしないようにするため、ロックファイルを作成します。
PowerExchange ロッガープロセスがロックファイルのロックを保持している間は、ロックファイルが作成さ
れたリソースに対してロックが有効になります。
PowerExchange ロッガーのロックは、Linux、UNIX、または Windows の各システムのローカルディスクで機
能します。 また、Linux システムまたは UNIX システムの以下の共有ファイルシステムでも機能します。
• Veritas Storage Foundation™ Cluster File System（Symantec）
• IBM General Parallel File System
• EMC Celerra ネットワーク接続型ストレージ（Network Attached Storage: NAS）（Network File System

（NFS）プロトコルバージョン 3 対応）
• NetApp NAS（NFS バージョン 3 対応）
PowerExchange ロッガーでは、以下の順序でロックファイルを作成します。
1. ソースインスタンスの CDCT ファイルのロックファイル。 dbmover コンフィギュレーションファイルの

CAPT_PATH パラメータで指定されているディレクトリに基づいて、PowerExchange ロッガーがロック
ファイルの名前と場所を生成します。

2. 次のいずれかのロックファイル。
• グループ定義ファイルを使用する場合、グループ定義ファイルの GROUP 文で定義されている

PowerExchange ロッガーログファイルのセットごとに 1 つのロックファイル。 GROUP 文の
external_capture_mask パラメータに基づいてロックファイルの名前と場所が生成されます。 この場
合、PowerExchange ロッガーは、ロックファイルの作成時およびログファイルの処理時に pwxccl コ
ンフィギュレーションファイルの EXT_CAPT_MASK パラメータを無視します。

• グループ定義ファイルを使用しない場合、PowerExchange ロッガーログファイルのロックファイル。 
pwxccl コンフィギュレーションファイルの EXT_CAPT_MASK パラメータで指定されているディレク
トリとファイル名のプレフィックスに基づいて、PowerExchange ロッガーがロックファイルの名前と
場所を生成します。

ロックファイル名の末尾は、_lockfile.lck になります。 例えば、CDCT ファイルのロックファイルの名前は、
CDCT_oracoll1_lockfile.lck のようになります。
PowerExchange ロッガープロセスが終了すると、ロックファイルのロックが解除されて、それまでロックさ
れていたリソースに他の PowerExchange ロッガープロセスがアクセスできるようになります。
ロックを保持している PowerExchange ロッガープロセスを特定するには、Windows システムでは、タスク
マネージャでプロセス ID（Process ID: PID）を確認します。UNIX システムまたは Linux システムでは、ps コ
マンドを発行します。
また、PowerExchange ロッガーは、ロックステータスを示すメッセージを PowerExchange メッセージログ
に書き込みます。 主なメッセージは以下のとおりです。
• ロックファイルが作成されたことを確認するには、次のような PWX-25802 メッセージを検索します。

PWX-25802 Process pwxccl.exe pid 5428 locked file C:\capture\captpath\CDCT_instance_lockfile.lck
• ロックファイルのロックが解除されたことを確認するには、次のような PWX-25803 メッセージを検索しま

す。
PWX-25803 Process pwxccl.exe pid 5428 unlocked file C:\capture\extcapt\loggerfiles_lockfile.lck

• PowerExchange ロッガープロセスは、一部のリソースにアクセスするために必要なロックファイルを見つ
けられない場合、メッセージ PWX-25800 を書き込みます。
PWX-25800 Could not find lock file file_name
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• ロックファイルが別のプロセスによってロックされている場合、PowerExchange ロッガープロセスは、
PWX-25814 で指定されている再試行の最大間隔が経過する前にロックを取得できたかどうかに応じて、次
のメッセージの一部またはすべてを書き込みます。
PWX-25804 Error trying to lock PowerExchange Logger filesPWX-25811 File file_name is locked by process process_name pid process_id on host host_name date date time timePWX-25812 File file_name is locked by pid process_id start offset length bytesPWX-25813 No information is available on process which locked file file_namePWX-25814 Trying to lock file file_name until number seconds elapsesPWX-25815 File file_name is locked by another process and no more waiting is allowed.

PowerExchange ロッガープロセスがメッセージ PWX-25815 および戻りコード 25815 で異常終了した場合は、
ロックを保持している他の PowerExchange ロッガープロセスのステータスを確認します。 このような他のプ
ロセスは、メッセージ PWX-25811 で示されます。 例えば、他のプロセスが完全にはシャットダウンしていな
い場合や、pwxccl コンフィギュレーションファイルの間違いにより両方のプロセスが同じファイルを使用しよ
うとしている場合があります。

メッセージログファイル
PowerExchange ロッガーは、PowerExchange メッセージログファイルにメッセージを書き込みます。
デフォルトでは、Linux、UNIX、および Windows において、このファイルは detail.log という名前で、
PowerExchange ロッガープロセスが実行される作業ディレクトリに格納されています。 ただし、必要に応じ
て、PowerExchange メッセージログファイル用に別のディレクトリを指定できます。 代替ログファイルの使
用を有効にすることもできます。
PowerExchange メッセージログファイル用に一意のディレクトリを指定するには、dbmover コンフィギュレ
ーションファイルに LOGPATH パラメータを含めます。これで、PowerExchange のメッセージログファイル
の検索がさらに楽に行えます。
また、dbmover コンフィギュレーションファイルに TRACING 文を指定して、代替ロギングを実装することも
できます。代替ロギングを有効にすると、各 PowerExchange ロッガープロセスを含む、PowerExchange プ
ロセスごとに代替ログファイルのセットが個別のディレクトリに作成されます。 代替ログファイルがいっぱい
になった場合は、別の代替ログファイルに切り替わります。 このメッセージログファイルの自動切り替えによ
り、空き領域不足を防ぐことができます。 また、PowerExchange により、メッセージは、特定のフラッシュ
間隔でディスク上の代替ログファイルに書き込まれる前にバッファされます。 この方法でメッセージを書き込
むことにより、代替ログファイルに対する I/O アクティビティを軽減できます。

ファイルスイッチ
継続モードで実行している場合、PowerExchange ロッガーは、開いているログファイルにデータが含まれて
いるときはそれらのログファイルを定期的に閉じて、ログファイルの新しいセットを開きます。 このプロセス
をファイルスイッチと呼びます。
pwxccl コンフィギュレーションファイルのパラメータのうち次の条件が満たされると、PowerExchange ロッ
ガーが自動的にファイルスイッチを実行します。
• FILE_SWITCH_CRIT
• FILE_SWITCH_VAL
これらのパラメータの条件が満たされたときに、開いているログファイルにデータが含まれていない場合、フ
ァイルスイッチは行われません。 PowerExchange ロッガーは、次回ファイルスイッチの基準が満たされると
きまで待機します。それでもファイルにデータが含まれていない場合は、PowerExchange ロッガーは設定さ
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れた間隔でログファイルをチェックし続けます。 ログファイルにデータが含まれている場合にのみ、ファイル
スイッチが行われます。
また、コマンドラインから fileswitch コマンドを入力して、ファイルスイッチを強制的に実行することもでき
ます。別の方法として、Linux、UNIX、または Windows では、ローカルシステムまたはリモートシステムで
実行されている PowerExchange ロッガーのプロセスに対し pwxcmd fileswitch コマンドを送信することもで
きます。
PowerExchange ロッガーが変更ストリーム内のコミット境界にない場合、ファイルスイッチが自動的に、あ
るいは fileswitch コマンドによって開始される場合、PowerExchange ロッガーは、コミットの発生を 10 秒間
待ってからファイルスイッチを実行させます。

PowerExchange ロッガーの操作モード
PowerExchange ロッガープロセスは、継続モードまたはバッチモードで実行できます。
操作モードを設定するには、pwxccl コンフィギュレーションファイルの COLL_END_LOG パラメータを使用
します。

継続モード
継続モードでは、PowerExchange ロッガープロセスは、手動で停止するまで実行が継続されます。
以下の状況では、継続モードを使用します。
• 変更アクティビティが高い頻度で継続的に発生するデータベースを使用している。
• 断続的なアクティビティが不定期に発生するデータベースを使用している。
• PowerExchange ロッガーの実行のスケジューリングによるオーバーヘッドを避ける必要がある。
• 変更ボリュームに対応するのに十分な頻度で PowerExchange ロッガープロセスをリスタートすることがで

きない。
継続モードを有効にするには、COLL_END_LOG パラメータを 0 に設定します。
継続モードでは、Writer サブタスクでロギングサイクルが完了するたびに、PowerExchange ロッガープロセ
スが一時的に停止します。次のログサイクルは、以下のいずれかのイベントによって開始されます。
• pwxccl コンフィギュレーションファイルの NO_DATA_WAIT パラメータで定義されている待機間隔が経過

したとき。
• コマンドラインまたは pwxcmd プログラムで、CONDENSE コマンドが手動で入力されたとき。
• コマンドラインまたは pwxcmd プログラムで、FILESWITCH コマンドが手動で入力されたとき。
PowerExchange ロッガープロセスは、SHUTDOWN コマンドまたは SHUTCOND コマンドを入力するまで実
行が継続されます。ログファイルが大きくなりすぎないように、PowerExchange ロッガープロセスでは、フ
ァイルスイッチが定期的に実行されます。ログファイルが大きすぎると、継続抽出モードまたはバッチ抽出モ
ードで実行される CDC セッションのリスタート時間が長くなることがあります。
pwxccl コンフィギュレーションファイルの NO_DATA_WAIT2 パラメータを使用すると、PowerExchange が
変更データを受信していないときに PowerExchange ロッガーによる CPU 時間の大量消費を防ぐことができま
す。例えば、NO_DATA_WAIT2 パラメータを 30 秒に設定すると、受信される更新がない場合、
PowerExchange ロッガーは 30 秒間スリープ状態になり、その後、別の処理サイクルを実行します。ただし、
NO_DATA_WAIT2 値を大きくすると、SHUTDOWN コマンドの処理が遅くなることがあります。処理の少ない
システムで PowerExchange ロッガーがスリープ状態になる時間を減らす必要がある場合は、
FILE_FLUSH_VAL および FILE_SWITCH_VAL の各パラメータで調整することができます。
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また、UOW 内にデータソース対象の変更データが含まれていなくても、PowerExchange ロッガーがリスター
トトークンおよびシーケンストークンに進めるように、ソースに固有の MSQL、または PowerExchange 
Express CDC for Oracle のコンフィギュレーションファイルで、UDB CAPI_CONNECTION 文または OPTIONS
文に RSTRADV の時間間隔を指定します。
継続モードで PowerExchange ロッガーを実行する場合、PowerExchange ロッガーログファイルから変更デ
ータを抽出するワークフローには、継続抽出モードかバッチ抽出モードのどちらかを使用できます。
ヒント: バッチモードを使用する明確な理由がない限り、継続モードで PowerExchange ロッガーを実行しま
す。Linux または UNIX では、PowerExchange Logger の継続プロセスをバックグラウンドモードで実行して、
pwxcmd プログラムでコマンドを使って PowerExchange ロッガーのバックグラウンドプロセスに送信するこ
とができます。

バッチモード
バッチモードの PowerExchange ロッガーは、ログの終わり（EOL）に達し、pwxccl コンフィギュレーション
ファイルの NO_DATA_WAIT2 パラメータで設定された待機間隔を過ぎてもそれ以上の変更データを受け取る
ことがなければ、プロセスをシャットダウンします。
以下の場合は、バッチモードを使用します。
• データベースを更新するバッチアプリケーションが完了した後に、スケジュールに基づいて

PowerExchange ロッガーを実行する。
• テストやその他の目的で PowerExchange ロッガーを手動で実行する。
バッチモードを有効にするには、pwxccl コンフィギュレーションファイルで COLL_END_LOG パラメータを 1
に設定します。
バッチモードで PowerExchange ロッガーを実行する場合、PowerExchange ロッガーログファイルから変更
データを抽出するワークフローには、バッチ抽出モードを使用します。

PowerExchange ロッガーの使用に関する考慮事項
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、または Windows 用）を実行する前に、使用に関する以下の考慮事
項を確認してください。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）と PowerExchange ロッガーログファイルから

データを抽出するプロセスは同じシステム上で実行することをお勧めします。PowerExchange ロッガーシ
ステムで PowerExchange リスナを設定し、PowerCenter PWX CDC 接続の［場所］属性でそのノード場所
を指定します。PowerExchange ロッガーと抽出プロセスを個別のシステムで実行し、NFS を使用してログ
ファイルにアクセスする場合は、NFS マウントポイントの属性とデータキャッシュを無効にします。この
ように処理しないとセッションが失敗することがあります。

• Linux と UNIX では、変更データを処理するのに十分な量のメインメモリと仮想メモリが PowerExchange
ロッガーに必要です。メモリが足りない場合、Linux または UNIX で PowerExchange ロッガーを起動しよ
うとすると、エラーメッセージ PWX-00271 および PWX-00904 が PowerExchange メッセージログファイ
ルに書き込まれます。
この問題を防ぐには、Linux または UNIX の ulimit コマンドを使用して、最大メモリおよび仮想メモリのサ
イズ制限を unlimited に設定します。 ulimit の具体的な構文は、プラットフォームおよびシェルによって
異なります。 このコマンドの詳細については、Linux オペレーティングシステムまたは UNIX オペレーティ
ングシステムのマニュアルを参照してください。
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• Linux と UNIX では、PowerExchange ロッガープロセスをバックグラウンドモードで実行できます。
PowerExchange ロッガーのバックグラウンドで実行されるプロセスの場合、pwxccl コンフィギュレーシ
ョンファイルで COLL_END_LOG パラメータを 0 に設定して、PowerExchange ロッガーを継続的に実行す
ることをお勧めします。また、PROMPT パラメータを N に設定します。PROMPT=Y を使用する場合、
PowerExchange ロッガーはこの設定を無視して、エラーメッセージを発行します。バックグラウンドで実
行されている PowerExchange ロッガープロセスにコマンドを送信するには、pwxcmd プログラムを使用
します。pwxcmd の使用を有効にするには、CONDENSENAME 文を pwxccl コンフィギュレーションファ
イルに定義し、SVCNODE 文を dbmover 構成ファイルに定義します。

IBM i または z/OS ソースのデータをリモートPowerExchange Logger ログにロギング
Linux、UNIX、または Windows システム上の IBM i（i5 / OS）または z / OS システムにあるデータソースのデ
ータを PowerExchange ロガーログファイルに記録することができます。
その後、継続抽出モードで実行されている CDC セッションで、ソースシステムからではなく、
PowerExchange ロガーログファイルから変更データを抽出できます。これにより、z/または i/OS システム
で CDC 処理にかかる時間を短縮できます。
z/OS データソースに最高レベルのセキュリティを提供するには、z/OS DBMOVER コンフィギュレーションフ
ァイルで SECURITY 文の最初のパラメータを 2 に設定します。この設定では、ユーザークレデンシャルが
z/OS セキュリティチェックに合格した場合にのみ、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）
は z/OS システムから取得したデータを記録できます。PowerExchange ロッガーは、FACILITY クラスの
CAPX.REG.*リソースプロファイルへの READ アクセスを持つ z/OS の有効なユーザー ID とパスワードを使用
する必要があります。これは、z/OS のセキュリティ製品によって管理されます。
詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
関連項目：
•「リモートロギングの概要」  (ページ 238)

PowerExchange ロッガーの設定
PowerExchange ロッガーを設定するには、登録グループで定義されているように、ソースタイプおよびイン
スタンスごとに PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルを定義する必要があります。
また、PowerExchange ロッガーが処理するすべてのソーステーブルに対して、キャプチャ登録で圧縮オプシ
ョンが「一部」に設定されていることを確認してください。
テーブルのグループによって別々のログファイルのセットを PowerExchange ロッガーで作成する必要がある
場合は、PowerExchange のグループ定義ファイルを作成します。グループ定義ファイルは、グループ名、ロ
グファイルのパスとファイル名のプレフィックス、およびグループの登録を定義します。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ」  (ページ 46)
•「PowerExchange ロッガーに対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ」  

(ページ 60)
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•「PowerExchange ロッガーグループ定義の使用」  (ページ 64)
•「PowerExchange ロッガーで使用するキャプチャ登録の有効化」  (ページ 46)

PowerExchange ロッガーで使用するキャプチャ登録の有効化
PowerExchange ロッガーでキャプチャ登録を使用するには、登録のステータスがアクティブであり、［圧縮］
の設定が［部分］である必要があります。
PowerExchange ロッガーは、アクティブなキャプチャ登録が見つからない場合、エラーメッセージ
PWX-06427 を発行して終了します。
PowerExchange ロッガーでキャプチャ登録を使用できるようにするには：
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を開きます。 
2. リソースインスペクタで、［ステータス］リストの［アクティブ］を選択します。 
3. ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。 

PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
PowerExchange ロッガーを起動する前に、PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルでパ
ラメータを設定します。
PowerExchange では、pwxccl という名前のサンプルのコンフィギュレーションファイルが、
PowerExchange がインストールされたディレクトリに用意されています。このディレクトリは、Linux また
は UNIX では PWX_HOME 環境変数に、Windows では PATH 環境変数に指定されています。このサンプルファ
イルを基に、カスタマイズしたファイルを作成します。サンプルファイルの元の状態を保存しておくために、
名前を変更し別のディレクトリにコピーします。次にこのコピーをカスタマイズします。PowerExchange ロ
ッガーを起動するときに、カスタムコンフィギュレーションファイルのパスとファイル名が特定できるように、
CS パラメータを指定する必要があります。
コンフィギュレーションファイルをカスタマイズするときに、１つまたは複数のスペース文字を含んだ
Windows のパスなどのパラメータ値を入力する場合、その値を二重引用符（"）で囲んでください。必ず直線
の引用符（"）を使用してください。
注: リリース 8.6.1 より古い PowerExchange に含まれる、それと同様の PowerExchange Condense コンポー
ネントを使用した場合は、その dtlca.cfg コンフィギュレーションファイルをコピーし、コピーしたものをカ
スタマイズすることができます。ファイル名を pwxccl に変更するか、CS 実行パラメータを使用します。
PowerExchange Condense コンポーネントは、Linux、UNIX、Windows ではサポートしないことになりまし
た。

パラメータ説明
PowerExchange ロッガーパラメータを pwxccl.cfg 構成ファイルで指定します。
ここでは、各パラメータについて説明します。
パラメータの構文では、次の表記規則を使用します。
• 斜体は変数を示します。
• 中括弧{ }は選択可能なオプションを囲んでいます。オプションは 1 つだけ指定します。オプションを指定す

る際、括弧は入力しないでください。
• 縦棒|は相互に排他的な選択肢を示します。括弧とともに使用されている場合、項目の 1 つを入力する必要

があります。
• 下線はデフォルト値を示します。
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パラメータ:
CAPT_IMAGE={AI|BA}

PowerExchange ロッガーによってログファイルに格納されるデータ画像の種類です。PowerExchange
ロッガーでログファイルにデータの操作後の画像のみ格納するか、操作前の画像と操作後の画像の両方を
格納するかを制御するには、このパラメータを使用します。
このパラメータは、PowerExchange ロッガーログファイルに使用するストレージ量、および操作前の画
像データを抽出処理で使用できるかどうかに影響します。
次のいずれかのオプションを入力します。
• AI。操作後の画像のみ PowerExchange ロッガーログファイルに格納します。
• BA。操作前の画像と操作後の画像の両方を PowerExchange ロッガーログファイルに格納します。
デフォルトは AI です。AI を使用した場合、PowerExchange ロッガーログファイルに必要なストレージ
は少なくなります。ただし、以下の CDC 制限が適用されます。
• 抽出処理でデータの操作前の画像は使用できません。操作前の画像（Before Image: BI）フィールドを

抽出マップに追加すると、BI フィールドを参照する PowerCenter CDC セッションは失敗します。
• 変更インジケータ（Change Indicator: CI）フィールドを抽出マップに追加すると、CI フィールドを参

照する PowerCenter CDC セッションは失敗します。
大きなログファイル用に十分なストレージがある場合は、BA を入力することをお勧めします。
PowerExchange に用意されているサンプルの pwxccl 構成ファイルでは BA を指定しています。
注: BA を使用し、CI カラムを抽出マップに追加した場合、ソースに対して挿入および削除を実行すると、
CI カラムは NULL 値になります。ソースに対して更新を実行すると、CI カラムは Y インジケータまたは N
インジケータになります。

CAPTURE_NODE={node_name|local}
オプション。PowerExchange ロッガーでキャプチャ登録および変更データを取得するために使用するノ
ード名です。PowerExchange ロッガーを使用して、リモートシステム上のソースから変更データをキャ
プチャする場合のみ、このパラメータを指定します。
PowerExchange ロッガーが実行されるシステム上の DBMOVER 構成ファイルの NODE 文で指定されてい
るように、リモートソースシステムのノード名を入力します。PowerExchange ロッガーは、キャプチャ
登録および変更データを読み取るために、指定されたノード名を使用してリモートソースノード上の
PowerExchange リスナに接続します。その後、PowerExchange ロッガーは、変更データをローカルロ
グファイルに書き込みます。
デフォルトはローカルです。PowerExchange ロッガーが実行されるローカルマシン上にキャプチャ登録
および変更データがある場合は、このパラメータを指定しないでください。
必要に応じて、指定したノードへの接続を制御するためにユーザー ID とパスワードを指定することもでき
ます。詳細については、CAPTURE_NODE_UID パラメータと CAPTURE_NODE_EPWD または
CAPTURE_NODE_PWD パラメータを参照してください。

CAPTURE_NODE_EPWD=encrypted_password 
CAPTURE_NODE_UID パラメータに指定されたユーザー ID に関連付けられている暗号化パスワードです。
このパスワードは、CAPTURE_NODE_UID 値とともに、キャプチャ登録および変更データへの
PowerExchange アクセスを制御するために使用します。
ヒント: PowerExchange Navigator で暗号化パスワードを作成するには、［ファイル］ > ［パスワードの
暗号化］を選択します。
IBM i（i5/OS）または z/OS 上のデータソースのリモートロギングを PowerExchange ロガー（Linux、
UNIX、Windows 用）インスタンスに対して行う場合は、暗号化されたパスワードの代わりに暗号化され
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た PowerExchange パスフレーズを入力できます。無効な文字を含むパスフレーズは暗号化しないでくだ
さい（二重引用符、一重引用符、通貨記号など）。
注: CAPTURE_NODE_EPWD を指定する場合、CAPTURE_NODE_PWD を指定しません。

CAPTURE_NODE_PWD=password
CAPTURE_NODE_UID パラメータに指定されたユーザー ID に関連付けられているクリアテキストのパス
ワード。このパスワードは、CAPTURE_NODE_UID 値とともに、キャプチャ登録および変更データへの
PowerExchange アクセスを制御するために使用します。
IBM i（i5/OS）または z/OS 上のデータソースのリモートロギングを PowerExchange ロガー（Linux、
UNIX、Windows 用）インスタンスに対して行う場合は、パスワードの代わりに有効な PowerExchange
パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9〜31 文字の範囲で指定できます。z/OS のパス
フレーズは、9〜128 文字の範囲で指定できます。パスフレーズには次の文字を含めることができます。
• 英字（大文字と小文字）
• 数字（0〜9）
• スペース
• 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはできません。
パスフレーズを入力するときは、以下に示すように二重引用符（"）で囲む必要があります。
CAPTURE_NODE_PWD="This is a passphrase!"
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。PowerExchange は、検証のために
RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を SECURITY=(1,N)以上にして
PowerExchange リスナを実行します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の

「SECURITY 文」を参照してください。
注: CAPTURE_NODE_PWD を指定する場合、CAPTURE_NODE_EPWD を指定しません。

CAPTURE_NODE_UID=user_id
ローカルマシン、または CAPTURE_NODE パラメータで指定されているリモートノードで、キャプチャ登
録および変更データへのアクセス制御に使用されるユーザー ID。
このパラメータが必要かどうかは、ローカルまたはリモートのノードのオペレーティングシステムと、そ
のノードの DBMOVER 構成ファイルの SECURITY 設定によって決まります。
CAPTURE_NODE でリモート IBM i（i5/OS）または z/OS ノードが指定されている場合、SECURITY 設定
には次のような影響があります。
• SECURITY 設定が 0 の場合は、このパラメーターを指定しません。PowerExchange は

PowerExchange リスナジョブを実行するユーザー ID を使用して、キャプチャ登録および変更データ
へのアクセスを制御します。

• SECURITY 設定が 1 の場合は、このパラメーターに有効なオペレーティングシステムユーザー ID を入
力します。このようにしないと、サインオンエラーを示すエラーメッセージ PWX-00231 が発行されま
す。ただし、PowerExchange は PowerExchange リスナジョブを実行するユーザー ID を使用して、
キャプチャ登録および変更データへのアクセスを制御します。
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• SECURITY 設定が 2 の場合は、このパラメーターに有効なオペレーティングシステムユーザー ID を入
力します。このようにしないと、サインオンエラーを示すエラーメッセージ PWX-00231 が発行されま
す。PowerExchange はこのユーザー ID を使用して、キャプチャ登録および変更データへのアクセス
を制御します。指定されたユーザー ID にキャプチャ登録または変更データの読み取りに必要な権限が
ない場合は、アクセスに失敗します。

CAPTURE_NODE が Linux、UNIX、または Windows のローカルまたはリモートノードを指定する場合
は、データソースタイプに有効なユーザー ID を入力します。
• Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合、DB2 の DBADM または SYSADM 権限を持つ

有効なオペレーティングシステムのユーザー ID を入力します。
• SQL Server 認証を使用する Microsoft SQL Server インスタンスの場合、SQL Server 分散データベー

スにアクセスできるデータベースユーザー ID を入力します。Windows 認証を使用する SQL Server イ
ンスタンスの場合、PowerExchange では、PowerExchange リスナが開始されたユーザー ID を使用
します。この場合、別のユーザーを指定しない限り、このパラメータを使用してはなりません。

• Linux または Windows 上の MySQL ソースの場合は、MySQL バイナリログへのアクセスを許可するデ
ータベースユーザ ID を入力します。このユーザーには、MySQL CDC に必要な権限が与えられている
必要があります。詳細については、「MySQL ソースの準備」  (ページ 126)を参照してください。

• Oracle ソースの場合、定義した ORACAPTL ユーザー ID を入力します。これにより、Oracle オンライ
ンおよびアーカイブ REDO ログへのアクセスが許可されます。

• Windows 上の PostgreSQL ソースの場合は、PostgreSQL ソースデータベースへのアクセスを許可す
るデータベースユーザー ID を入力します。このユーザーには、PostgreSQL CDC に必要な権限が与え
られている必要があります。詳細については、「PostgreSQL CDC ソースの準備」  (ページ 219)を参照
してください。

注: CAPTURE_NODE_UID を指定する場合、CAPTURE_NODE_PWD または CAPTURE_NODE_EPWD パラ
メータ（この両方ではなく一方）を使用して、パスワードまたは暗号化されたパスワードを入力する必要
があります。

COLL_END_LOG={0|1}
必須。PowerExchange ロッガーの操作モード。
次のいずれかのオプションを入力します。
• 0。ユーザーが手動で停止するまで、PowerExchange ロッガーを継続的に実行します。Writer サブタ

スクは 1 つの処理サイクルを完了すると、NO_DATA_WAIT パラメータで分単位で指定されている時間
待機してから、別の処理サイクルを開始します。

• 1。PowerExchange ロッガーをバッチモードで実行します。NO_DATA_WAIT2 パラメータで指定され
ている秒数を経過し、データが受信されないと、PowerExchange ロッガーはシャットダウンします。

デフォルトは 0（継続モード）です。
COND_CDCT_RET_P={days|60}

推奨。CDCT レコードと PowerExchange ロッガーログファイルの保持期間（日数）。この期間より古いロ
グファイルおよびそれらに対応する CDCT レコードは、PowerExchange ロッガーのクリーンアップ処理
で自動的に削除されます。クリーンアップ処理は、スタートアップ、ファイルスイッチ、またはシャット
ダウン処理時に実行されます。
0 より大きい値を入力します。デフォルトは 60 です。
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このパラメータを設定する場合、アクセスが必要となる最も古い変更データを含むログファイルを保持し
ながら、CDCT ファイルのサイズを最小化するようにします。次のガイドラインを使用します。
• 保持期間を小さい値に設定する場合、PowerExchange が期間中に PowerExchange ロッガーのログフ

ァイルから変更データを抽出することを確認します。抽出しない場合、保持期間が経過したログファイ
ルは削除され、変更データが失われることがあります。例えば、保持期間が 5 日で、10 日間の休暇中
に抽出を実行しない場合、保持期間を 15 日に延長します。この方法により、必要な変更データを含む
ログファイルは、再び抽出を実行するまで削除されなくなります。

• 保持期間を大きい値に設定する場合、アクティブなキャプチャ登録の数によっては、CDCT は非常に大
きなサイズになります。また、PowerExchange ロッガーログファイルの数が増加する可能性がありま
す。継続抽出モードの場合、PowerExchange ロッガーの FILE_SWITCH パラメータを使用して、ログ
ファイルの数を減らし、代わりにそのサイズを大きくすることができます。

• 継続抽出モードを使用する場合、PowerExchange は、CAPX CAPI_CONNECTION 文の FILEWAIT パラ
メータで指定されている時間間隔が経過するたびに CDCT ファイルを読み取ります。CDCT ファイルの
サイズが大きくなると、読み取りアクティビティにおける I/O、システムリソース使用量、および変更
データ抽出の待ち時間が増加することがあります。バッチ抽出モードを使用する場合、読み取りアクテ
ィビティにおける負荷の高さを考慮する必要はありません。

CONDENSENAME=service_name
オプション。infacmd pwx または pwxcmd コマンドが発行される、PowerExchange ロガー（Linux、
UNIX、Windows 用）プロセスのコマンド処理サービスの名前。
このサービス名は、dbmover 構成ファイル内の関連する SVCNODE 文で指定したサービス名と一致して
いる必要があります。SVCNODE 文は、infacmd pwx または pwxcmd コマンドのためにこのサービスが
リスンする TCP/IP ポートを指定します。
最大 12 文字の長さのサービス名を入力します。これは、SVCNODE 文で指定できるサービス名の最大長で
す。デフォルトは使用不可能です。
ヒント: PowerExchange ロッガーを継続モードのバックグラウンド処理として実行する場合、pwxcmd
プログラムを使用して PowerExchange ロッガーにコマンドを発行できるようにこのパラメータを指定し
ます。pwxcmd を使用しないと、バックグラウンドで実行されている PowerExchange ロッガープロセス
をシャットダウンしたり、PowerExchange ロッガーが実行されている場所に対してリモートなコンピュ
ータにステータス情報を送信したりすることができません。

CONDENSE_SHUTDOWN_TIMEOUT={seconds|600}
PowerExchange ロッガーが SHUTDOWN コマンドまたは pwxcmd shutdown コマンドを受信した後、
停止する前に待機する最大時間（秒）。
0 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは 600 です。
シャットダウン中に PowerExchange ロッガーは、変更データのキャプチャに使用されるキャプチャ登録
ごとに CDCT ファイルを更新します。多くのキャプチャ登録を使用する場合、このタイムアウト時間を増
加する必要が生じることがあります。

CONN_OVR=capi_connection_name
推奨。PowerExchange ロッガーで使用する CAPI_CONNECTION のオーバーライド文の名前。
CONN_OVR を入力しない場合、PowerExchange ロッガーでは dbmover 構成ファイルのデフォルトの
CAPI_CONNECTION が使用されます（指定されている場合）。
ソースタイプに有効な CAPI_CONNECTION 名を入力します。
PowerExchange ロッガーで使用できるオーバーライドは CONN_OVR だけなので、Informatica では、
CONN_OVR を指定することを推奨しています。
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DBID=instance_name
必須。ソース識別子。インスタンス名と呼ばれることもあり、これはキャプチャ登録で定義されています。
DB_TYPE と共に使用する場合、これにより CCT ファイルのキャプチャ登録について選択基準が定義され
ます。
この値は、PowerExchange Navigator のリソースインスペクタで、キャプチャ登録を含む登録グループ
に対して表示されるインスタンス名またはデータベース名と一致します。
Linux、UNIX、および Windows 上のソースの場合、次のいずれかのオプションを入力します。
• Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合、リソースインスペクタの登録グループに対

して表示されるデータベース名を入力します。
• Microsoft SQL Server の場合、この値は、PowerExchange ロッガー構成ファイルでオプションの

DISTSRV パラメータと DISTDB パラメータも指定したかどうかによって、また登録グループを作成す
るときにインスタンス識別子を入力したかどうかによって異なります。
- オプションの DISTSRV および DISTDB パラメータを指定して、1 つの PowerExchange ロッガーイ

ンスタンスに、ディストリビューションデータベースにパブリッシュされるすべての登録済み記事の
データを記録させる場合は、すべての登録のコレクション識別子として機能する名前を入力します。
この名前は 1〜8 文字で、文字で始まる必要があります。この名前は、個々の登録に関連付けられて
いるインスタンス名をオーバーライドします。
注: CAPXRT データベース行のテストを実行する場合、この名前を CAPXRT の［詳細パラメータ］ダ
イアログボックスの［MSS LUW DBId］フィールドに入力する必要があります。PowerExchange ロ
ッガーログファイルからデータを抽出する PowerCenter CDC セッションの PWXPC 接続を定義する
場合、PowerCenter PWX MSSQL CDC リアルタイム接続の［ロッガー DBID］属性にこの値を入力し
ます。

- DISTSRV パラメータと DISTDB パラメータを指定しない場合は、インスタンスフィールドからの値を
入力します。これは、PowerExchange Navigator リソースインスペクタの登録グループに表示され
ます。インスタンス識別子は、PowerExchange Navigator で登録グループ作成中にデータベース名
とデータベースサーバーの組み合わせでオプションで入力された一意のユーザー定義識別子か、イン
スタンス識別子を指定しなかった場合は PowerExchange が生成したインスタンス識別子のいずれか
です。

• MySQL の場合、リソースインスペクタの登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力しま
す。

• Oracle の場合、リソースインスペクタの登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力しま
す。この値は、dbmover 構成ファイル内にある ORACLEID 文の最初の位置パラメータにも一致する必
要があります。

• PostgreSQL の場合、リソースインスペクタの登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力
します。

PowerExchange ロガーを使用して IBM i（i5/OS）または z/OS 上のリモートデータソースから取得した
データを記録する場合は、次のいずれかのオプションを入力します。
• Adabas の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力します。
• Datacom の場合、登録グループに対して表示される MUF 名の値を入力します。

または、Datacom 同期 CDC を使用する場合、MUF JCL で指定された DTLINPUT データセットで MUF
パラメータの値を入力します。あるいは、Datacom テーブルベース CDC を使用する場合、RUNLIB ラ
イブラリの ECCRDCMP メンバ内にある REG_MUF パラメータの値を入力します。

• DB2 for i の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力します。この名前は、CFG
ファイルの DBMOVER メンバの AS4J CAPI_CONNECTION 文の INST パラメータ値と一致する必要が
あります。
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• DB2 for z/OS の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力します。この名前は、
RUNLIB（REPDB2OP）メンバの DB2 文の RN パラメータ値と一致する必要があります。

• IDMS ログベース CDC の場合、登録グループに対して表示される Logsid 値を入力します。この値は、
RUNLIB（ECCRIDLP）メンバの LOGSID パラメータ値と一致する必要があります。

• IMS の場合、登録グループに対して表示される IMSID 値を入力します。IMS ログベース CDC の場合、
この値は RUNLIB（CAPTIMS）メンバの IMSID 文の最初のパラメータ値と一致する必要があります。

• VSAM の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力します。
DB_TYPE={ADA|AS4|DB2|DCM|IDL|IMS|MSS|MYS|ORA|PGS|UDB|VSM}

必須。ソースデータベースのタイプ。
Linux、UNIX、または Windows 上のソースの場合、次のいずれかのオプションを入力します。
• MSS、Microsoft SQL Server ソースの場合
• MYS、MySQL ソースの場合
• ORA、Oracle ソースの場合
• PGS、PostgreSQL ソースの場合
• UDB、Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合
PowerExchange ロッガーを使用して IBM i（i5/OS）または z/OS システム上のリモートデータソースか
ら取得したデータを記録する場合は、次のいずれかのオプションを入力します。
• ADA、Adabas ソースの場合
• AS4、DB2 for i ソースの場合
• DB2、DB2 for z/OS ソースの場合
• DCM、Datacom ソースの場合
• IDL、IDMS ログベース CDC ソースの場合
• IMS、IMS ソースの場合
• VSM、VSAM ソースの場合

DISTDB=distribution_database_name
Microsoft SQL Server ソースの場合、ディストリビューションデータベースの名前。ソースパブリケーシ
ョンデータベースに関係なく、1 つの PowerExchange ロッガーインスタンスがディストリビューション
データベースにパブリッシュされるすべての登録済み記事のデータを読み取るように指定する場合、この
パラメータを入力します。それ以外の場合は、ソースデータベースごとに別個の PowerExchange ロッガ
ーインスタンスを実行する必要があります。
MSQL CAPI_CONNECTION 文に MULTIPUB=Y が指定されている場合、このパラメータは必須です。それ
以外の場合、このパラメータはオプションになります。
このパラメータを指定する場合、DISTSRV パラメータも指定する必要があります。
注: PowerExchange ロッガーで、ディストリビューションデータベースから複数のパブリケーションデー
タベースの記事の変更データを 1 つのパスで抽出するには、MSQL CAPI_CONNECTION 文の MULTIPUB
パラメータを Y に設定する必要もあります。設定しない場合、メッセージ PWX-15757 が表示されて抽出
は失敗します。また、PowerCenter PWX MSSQL CDC リアルタイム接続で、［ロッガー DBID］属性の
DBID パラメータ値を指定する必要があります。

DISTSRV=distribution_database_server
Microsoft SQL Server ソースの場合、ディストリビューションデータベースをホストするサーバーのネッ
トワーク名。ディストリビューションデータベースが別のサーバーに置かれている場合、この名前は SQL 
Server インスタンスのネットワーク名と異なることがあります。ソースパブリケーションデータベースに

52       第 3 章: PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）



関係なく、1 つの PowerExchange ロッガーインスタンスがディストリビューションデータベースにパブ
リッシュされるすべての登録済み記事のデータを読み取るように指定する場合、このパラメータを入力し
ます。それ以外の場合は、ソースデータベースごとに別個の PowerExchange ロッガーインスタンスを実
行する必要があります。
MSQL CAPI_CONNECTION 文に MULTIPUB=Y が指定されている場合、このパラメータは必須です。それ
以外の場合、このパラメータはオプションになります。
このパラメータを指定する場合、DISTDB パラメータも指定する必要があります。
注: PowerExchange ロッガーで、ディストリビューションデータベースから複数のパブリケーションデー
タベースの記事の変更データを 1 つのパスで抽出するには、MSQL CAPI_CONNECTION 文の MULTIPUB
パラメータを Y に設定する必要もあります。設定しない場合、メッセージ PWX-15757 が表示されて抽出
は失敗します。また、PowerCenter PWX MSSQL CDC リアルタイム接続で、［ロッガー DBID］属性の
DBID パラメータ値を指定する必要があります。

ENCRYPTEPWD=encrypted_encryption_password
PowerExchange ロッガーのログファイルの暗号化を有効にするための暗号化形式のパスワード。このパ
スワードにより、PowerExchange ロッガーはロッガーログファイルごとに一意の暗号化キーを生成でき
ます。パスワードは CDCT ファイルに暗号化形式で格納されます。セキュリティのため、パスワードは
CDCT バックアップファイルに格納されず、PWXUCDCT ユーティリティで生成できる CDCT レポートに
は表示されません。
ENCRYPTOPT パラメータでのログファイルの暗号化に使用できるように、AES アルゴリズムを設定でき
ます。デフォルトは AES128 です。
このパラメータを指定する場合は、同じ pwxccl.cfg ファイル内で ENCRYPTPWD パラメータを指定しな
いでください。
このパラメータを指定して、encryptepwd パラメータを含んだ pwxccl コマンドで PowerExchange ロッ
ガーをコールドスタートすると、構成ファイル内の ENCRYPTEPWD パラメータが優先されます。
ログファイルが暗号化されてからこの ENCRYPTEPWD パスワードを変更する場合は、PowerExchange
ロッガーをコールドスタートする必要があります。そうしないと、変更は無視されます。
ヒント: セキュリティを最適に保つため、pwxccl.cfg 構成ファイルではなく、pwxccl コマンドに暗号化パ
スワードを指定して、PowerExchange ロッガーのコールドスタートに対応することをお勧めします。こ
のプラクティスを実行すると、次の理由により、暗号化パスワードへの不正アクセスのリスクを軽減でき
ます: 1）暗号化パスワードは pwxccl.cfg ファイル内に格納されない、2）コールドスタートの成功後に、
パスワードをコマンドラインから削除できる。コールドスタートに対応するために、暗号化パスワードを
pwxccl コマンドに指定し、後で CDCT ファイルをリストアする必要がある場合は、同じ暗号化パスワー
ドを PWXUCDCT ユーティリティの RESTORE_CDCT コマンドに入力する必要があります。
PowerExchange ロッガーログファイルを暗号化しないようにするには、暗号化パスワードを pwxccl.cfg
構成ファイルまたはコールドスタート対応の pwxccl コマンドに入力しないでください。

ENCRYPTOPT={AES128|AES192|AES256}
PowerExchange ログファイルの暗号化に使用する AES 暗号化アルゴリズム。暗号化を有効にするには、
pwxccl.cfg 構成ファイルの ENCRYPTEPWD または ENCRYPTPWD パラメータに暗号化パスワードを指定
するか、PowerExchange ロッガーをコールドスタートするために使用する pwxccl コマンドに
encryptepwd パラメータを指定する必要もあります。
デフォルトは AES128 です。

ENCRYPTPWD=clear_text_encryption_password
PowerExchange ロッガーログファイルの暗号化を可能にするクリアテキスト形式のパスワード。このパ
スワードにより、PowerExchange ロッガーはロッガーログファイルごとに一意の暗号化キーを生成でき
ます。パスワードは CDCT ファイルに暗号化形式で格納されます。セキュリティのため、パスワードは
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CDCT バックアップファイルに含まれず、PWXUCDCT ユーティリティで生成できる CDCT レポートには
表示されません。
ENCRYPTOPT パラメータでのログファイルの暗号化に使用できるように、AES アルゴリズムを設定でき
ます。デフォルトは AES128 です。
このパラメータを指定する場合は、同じ pwxccl.cfg ファイル内で ENCRYPTEPWD パラメータを指定しな
いでください。
このパラメータを指定して、encryptepwd パラメータを含む pwxccl コマンドで PowerExchange ロッガ
ーをコールドスタートすると、エラーが発生します。構成ファイルに ENCRYPTPWD パラメータを指定し
ないでください。また、encyptepwd パラメータを PWXCCL コマンド内に指定してください。
ログファイルが暗号化されてからこの ENCRYPTPWD パスワードを変更する場合は、PowerExchange ロ
ッガーをコールドスタートする必要があります。そうしないと、変更は無視されます。
ヒント: セキュリティを最適に保つため、pwxccl.cfg 構成ファイルではなく、pwxccl コマンドに暗号化パ
スワードを指定して、PowerExchange ロッガーのコールドスタートに対応することをお勧めします。こ
のプラクティスを実行すると、次の理由により、暗号化パスワードへの不正アクセスのリスクを軽減でき
ます: 1）暗号化パスワードは pwxccl.cfg ファイル内に格納されない、2）コールドスタートの成功後に、
パスワードをコマンドラインから削除できる。コールドスタートに対応するために、暗号化パスワードを
pwxccl コマンドに指定し、後で CDCT ファイルをリストアする必要がある場合は、同じ暗号化パスワー
ドを PWXUCDCT ユーティリティの RESTORE_CDCT コマンドに入力する必要があります。
PowerExchange ロッガーログファイルを暗号化しないようにするには、暗号化パスワードを pwxccl.cfg
構成ファイルまたはコールドスタート対応の pwxccl コマンドに入力しないでください。

EPWD
廃止されました。代わりに、CAPTURE_NODE_EPWD を使用します。CAPTURE_NODE_EPWD と EPWD
の両方を指定した場合、CAPTURE_NODE_EPWD が優先されます。

EXT_CAPT_MASK=path/prefix
必須。PowerExchange ロッガーログファイルを生成するために使用する、既存のディレクトリパスおよ
び一意のプレフィックス。
最大長は 256 文字です。
以下に例を示します。
/capture/pwxlog
スペース文字を含んだ値を入力する場合は、値を二重引用符（"）で囲む必要があります。
Windows ネットワークパスを入力する必要がある場合は、PowerExchange がネットワークパスを正しく
解析できるように、先頭に 3 つのバックスラッシュ（\\\）を使用します。以下に例を示します。
EXT_CAPT_MASK=\\\host\Shared Folders\C\CDC_SHARED\logfiles
このパスおよびプレフィックスと一致する既存のファイルがないことを確認します。このパスおよびプレ
フィックスと一致しているファイルは、PowerExchange ロッガーの処理と無関係な場合でも、
PowerExchange ロッガーログファイルであると見なされます。
ログファイルを作成するには、PowerExchange ロッガーで以下の情報を追加します。
.CND.CPyymmdd.Thhmmssnnn
説明:
• yymmdd は、2 桁の年、月、および日で構成される日付です。
• hhmmss は、時間、分、秒で表示される 24 時間形式の時刻値です。
• nnn は、ファイル名が必ず一意になるように生成されるシーケンス番号です。
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以下に例を示します。
/capture/pwxlog.CND.CP080718.T1545001

FILE_FLUSH_VAL={seconds|-1}
推奨。秒単位のファイルフラッシュ間隔。この間隔が経過すると、PowerExchange ロッガーはソースか
ら読み取ったすべての処理中の変更データをディスク上のログファイルに書き込みます。変更データによ
ってディスクがフラッシュされた後は、継続抽出モードを使用する CDC セッションで変更データを読み取
ることができます。このパラメータは、継続変更データ抽出の待ち時間に影響を与えます。
有効な値は次のとおりです。
• -1。PowerExchange ロッガーは、ディスク上の現在のログファイルに対してはこのパラメータに基づ

いて処理中の変更データをフラッシュしません。この値は、バッチ抽出モードを使用する場合にのみ入
力します。継続抽出モードを使用する場合は、この値で継続抽出セッションの待ち時間を延長できま
す。

• 0。PowerExchange ロガーは、各レコード後に処理中の変更データをフラッシュします。
• 1〜86400 の任意の値。PowerExchange ロッガーは、指定した間隔で処理中の変更データをフラッシ

ュします。
デフォルトは-1 です。
警告: 値を 0 にすると、PowerExchange ロッガーおよびファイルシステムのパフォーマンスが低下するこ
とがあります。 
この値は、使用している CDC 環境に合わせて設定します。値が高すぎると変更抽出の待ち時間が増加する
ことがあり、値が低すぎると PowerExchange ロッガーおよびシステムのパフォーマンスが低下すること
があります。NO_DATA_WAIT2 期間が経過するまでファイルフラッシュを行うことはできないので、この
パラメータは NO_DATA_WAIT2 値以上の値に設定することをお勧めします。

FILE_SWITCH_CRIT={M|R}
自動ファイルスイッチを行うタイミングを決める、FILE_SWITCH_VAL パラメータに使用する単位のタイ
プ。
次のいずれかのオプションを入力します。
• M（分）。
• R（レコード）。
デフォルトは M です。

FILE_SWITCH_ON_CHECKPOINT={Y|N}
PowerExchange ロッガーにチェックポイントイベントが通知されたときに、自動ファイル切り替えを行
うかどうかを制御します。ロッガーは、チェックポイントの通知を受信するとファイルの切り替えを開始
して、キャプチャされたデータをディスクに書き込み、リスタートポイントを進めます。次のオプション
があります。
• Y。チェックポイントイベントが発生したときに自動ファイル切り替えを有効にします。
• N。チェックポイントイベントが発生したときの自動ファイル切り替えを無効にします。
デフォルトは Y です。

FILE_SWITCH_VAL={minutes_or_records|30}
PowerExchange がファイルスイッチを実行するまでに経過する、FILE_SWITCH_CRIT で決定された時間

（分）または変更レコードの数。
0 より大きい値を入力します。デフォルトは 30 です。非常に大きい数値を入力すると、予期しない結果が
生じる可能性があります。
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例えば、30 を使用し、FILE_SWITCH_CRIT を R とした場合、PowerExchange ロッガーは 30 個のレコー
ドごとにファイルスイッチを実行します。FILE_SWITCH_CRIT を M とした場合、PowerExchange ロッガ
ーは 30 分ごとにファイルスイッチを実行します。
FILE_SWITCH_VAL しきい値に達したときに PowerExchange ロッガーログファイルにデータが含まれて
いない場合、ファイルスイッチは実行されません。
この値は、PowerExchange ロッガーログファイルのサイズに影響します。使用している環境に適したサ
イズのログファイルが生成されるように値を指定します。
ヒント: 継続抽出モードを使用する場合、ログファイルのサイズは大きく、CDCT ファイルのサイズは小さ
くなるようにこのパラメータを設定します。バッチ抽出モードを使用する場合、このパラメータを、変更
抽出の待ち時間要件を満たす時間枠でファイルスイッチを実行する値に設定します。

GROUPDEFS=path/file_name
オプションの PowerExchange ロッガーグループ定義ファイルのパスおよびファイル名。このファイル
は、個別のログファイルセットに変更データをキャプチャするために PowerExchange ロッガーが使用す
るキャプチャ登録のグループを定義します。また、各グループの変更データを格納するログファイルを作
成するために PowerExchange ロッガーが使用するパスも定義します。
このパラメータはオプションであり、デフォルト値はありません。
Windows ネットワークパスを入力する必要がある場合は、PowerExchange がネットワークパスを正しく
解析できるように、先頭に 3 つのバックスラッシュ（\\\）を使用します。
最大長は 255 文字です。

IBMIJRNLOVRD=library/journal
PowerExchange ロッガーへの DB2 for i ソースデータのリモートロギングが設定されている場合に使用す
るオーバーライド DB2 for i ライブラリ/ジャーナル値。ライブラリ名の最大長は 128 文字、ジャーナル名
の最大長は 10 文字です。このパラメータは、PowerExchange ロッガー処理の場合のみ、AS4J 
CAPI_CONNECTION 文の JOURNAL パラメータ値をオーバーライドします。

LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS={Y|N}
保持期間の期限が切れているログファイルに対する CDCT レコードを PowerExchange ロッガーに削除さ
せるかどうかをコントロールします。
次のいずれかのオプションを入力します。
• Y。PowerExchange ロッガーは、期限の切れた CDCT レコードをファイルスイッチの間に削除します。

PWXUCDCT ユーティリティの DELETE_EXPIRED_FILES コマンドを、期限の切れたログファイルとそ
の関連の CDCT レコードを手動で削除するために使用することはできません。

• N。PowerExchange ロッガーは、期限の切れた CDCT レコードを削除しません。しかし、
PWXUCDCT ユーティリティの DELETE_EXPIRED_FILES コマンドを使用して、期限切れのログファイ
ルとその関連の CDCT レコードを手動で削除することができます。
注: このパラメータは、前回の地点に合わせたコールドスタートまたはウォームスタートのため、
PowerExchange ロッガーによるロールバックされた CDCT レコードの削除への影響はありません。

デフォルトは Y です。
NO_DATA_WAIT={minutes|1}

PowerExchange ロッガーを継続モードで実行する場合、次回のロギングサイクルを開始する前に
PowerExchange ロッガーが待機する時間（分）を指定します。
0 より大きい値を入力します。デフォルトは 1 です。
値を 0 にすると、PowerExchange ロッガーの処理サイクル間に待機が発生しません。ソースデータを使
用できない場合、CAPI はスリープ状態になります。

56       第 3 章: PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）



継続抽出モードの場合、待機しないように「0」を入力するか、現在のロギングサイクルが完了した直後
に次回のロギングサイクルが開始されるように、低い値を入力します。
FILE_SWITCH_CRIT の値が M で、FILE_SWITCH_VAL の値が NO_DATA_WAIT の値より小さい場合、
PowerExchange ロッガーは FILE_SWITCH_VAL 値を代わりに使用します。

NO_DATA_WAIT2={seconds|600}
PowerExchange が PowerExchange ロッガーに制御を返す前にログの終わりで変更データを待機する秒
数。この待機期間を過ぎても新しい変更データが受信されない場合、PowerExchange は
PowerExchange ロッガーに制御を返し、PowerExchange ロッガーが現在のロギングサイクルを停止し
ます。
0 より大きい値を入力します。デフォルトは 600 です。
推奨値は 10 です。より大きな値を入力すると、PowerExchange ロッガーによるコマンドの実行が遅延す
ることがあります。
FILE_FLUSH_VAL パラメータにも同じ値を使用します。

PROMPT={Y|N}
PowerExchange ロッガーをフォアグラウンドモードで実行する場合、以下のいずれかのアクションの実
行時に PowerExchange がユーザー確認プロンプトを表示して応答を待機するかどうかを制御します。
• PowerExchange ロッガーをコールドスタートします。
• 変更ストリームの前の位置から PowerExchange ロッガーをウォームスタートします。この状況は、

削除されたファイルに関するレコードが CDCT ファイルにまだ残っている場合にのみ起こります。
次のいずれかのオプションを入力します。
• Y。コールドスタートの場合には PWX-33236、ウォームスタートの場合には PWX-33242 の確認メッセ

ージをそれぞれ表示します。スタートアップ処理を続行するには、このメッセージに応答する必要があ
ります。

• N。確認メッセージを表示しません。PowerExchange は、ユーザー確認を表示せずに開始処理を行い
ます。

PowerExchange ロッガーをフォアグラウンドモードで実行する場合、デフォルトは Y です。
PowerExchange ロガーをバックグラウンドモードで実行するか、Informatica ドメインで
PowerExchange ロガーサービスとして実行する場合、デフォルトは N です。この場合、pwxccl.cfg ファ
イルに PROMPT=Y と入力しても、この設定は無視され、エラーメッセージ PWX-33253 が発行されて、処
理が続行されます。

PWD
廃止されたパラメータ。代わりに、CAPTURE_NODE_PWD を使用します。CAPTURE_NODE_PWD と
PWD の両方を指定した場合、CAPTURE_NODE_PWD が優先されます。

RESTART_TOKEN および SEQUENCE_TOKEN
PowerExchange ロッガーがコールドスタートした場合に変更データの処理を開始するためのリスタート
ポイントを定義するトークン値のペア。
これらのパラメータの設定方法に応じて、コールドスタート時に以下のいずれかのリスタートポイントか
ら PowerExchange ロッガー処理が開始されます。
• これらのパラメータを指定しない場合、現在のログの終わりから処理が開始されます。

PowerExchange ロッガーの設定       57



• 両方のパラメータに 0 を入力すると、次のようにソースタイプのデフォルトの開始位置から処理が開
始されます。
- DB2 の場合、デフォルト位置は、PowerExchange キャプチャカタログが作成された時点でのログの

位置です。
- Microsoft SQL Server の場合、デフォルト位置はパブリケーションデータベースで使用可能な最も古

いデータです。
- MySQL の場合、デフォルトの位置はバイナリログで利用可能な最も古いデータです。この位置は、

最小の数値サフィックスを含むログ名を持つバイナリログの先頭になります。SHOW BINARY LOGS
文を使用して、このログを識別できます。

- Oracle の場合、デフォルトの場所は最新のアーカイブログの先頭です。
- PostgreSQL の場合、デフォルトの場所は、レプリケーションストアテーブルに格納されている最も

古いデータです。レプリケーションストアテーブルが空の場合、デフォルトの場所は、論理レプリケ
ーションスロットからの読み取りを待機している最も古いレコードです。

• 0 以外のリスタートトークンおよびシーケンストークンを入力した場合、これらのトークン値で定義さ
れた特定のリスタートポイントから処理が再開されます。PowerExchange ロッガーの特殊スタートを
実行するには、RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータに特定の値を指定す
る必要があります。SEQUENCE_TOKEN 値は、CDCT ファイル内のシーケンストークンを超えるもの
でなければなりません。

IBM i（i5/OS）z/OS データソースから取得した変更データのリモートロギングを使用する場合、これらの
パラメータに入力する値については、『PowerExchange CDC Guide for i5/OS』または『PowerExchange 
CDC Guide for z/OS』の「PowerExchange Condense」の章を参照してください。

SIGNALLING={N|Y}
特定のエラーが発生した場合に PowerExchange ロッガーで自動的に処理を試行するかどうかを指定しま
す。
次のいずれかのオプションを入力します。
• N。システムエラーのトラップおよび処理が PowerExchange ロッガーによって自動的に行われませ

ん。代わりに、オペレーティングシステムによって、デフォルトのエラー処理が実行されます。デフォ
ルトの処理では通常、エラーのあるプログラム行が報告され、メモリのダンプが実行されます。

• Y。メモリ破損などの特定のエラーが PowerExchange ロッガーによって自動的に処理されます。
PowerExchange ロッガーはエラーを処理した後に、管理された方法でシャットダウンを試行します。

デフォルトは N です。
STATS=(MONITOR[,interval|0])

PowerExchange ロッガーで次の監視統計の収集が有効になります。
• PowerExchange ロッガーのプロセス ID（PID）
• PowerExchange ロッガーの Writer タスクのステータス
• PowerExchange ロッガーが使用した CPU 時間 - 合計のほか、Writer タスクの関数における同じ情報。
• キロバイト単位のメモリ使用量（現在/合計/最大）、合計のほか、コントローラ、コマンドハンドラ、

および Writer の各タスクにおける同じ情報が報告されます
• レコード数。PowerExchange ロッガーが処理した挿入、更新、削除、およびコミットの数、ロッガー

が開始されてからの合計、さらに、現在アクティブなログファイルとアクティブなロギングサイクルを
含みます。

• Writer タスクで処理した UOW の合計数およびバイト。

58       第 3 章: PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）



PowerExchange ロッガーグループ定義に関する（定義されている場合）次の統計の収集も有効になりま
す。
• 各グループで処理された DML 操作およびコミットの数
• ディスク上のロッガーログファイルにまだフラッシュされていない変更レコードの数
• 各グループで開かれているロッガーログファイルの名前と、ログファイルが開かれた時間を示すタイム

スタンプ
次のいずれかのイベントが発生すると、ロッガーの統計が PowerExchange メッセージログおよび画面に
出力されます。
• コマンドラインに DL または DG コマンドを入力するか、リモートの Linux、UNIX、または Windows

システムから pwxcmd displaystats -tp {logger|groups}コマンドを入力した場合。
• 継続モードで実行する PowerExchange ロッガーに SHUTCOND または SHUTDOWN コマンドを発行

した場合。
• バッチモードで実行する PowerExchange ロッガーが実行を終了してシャットダウンした場合。
監視コマンドおよび関連するレポートの詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参
照してください。
オプションで、STATS 文に interval サブパラメータを含めた場合、ロッガーの統計が定期的にパブリッシ
ュされます。
{interval|0}

オプション。PowerExchange が PowerExchange ロッガーの監視統計をパブリッシュする間隔（分
単位）。PowerExchange メッセージログファイルに書き込まれる定期的な統計は、DL（または DS）
コマンドおよび pwxcmd displaystats -tp logger コマンドによりパブリッシュされる統計と同じで
す。ただし、時間の経過とともに画面がメッセージで溢れないように、画面にはメッセージ出力のサ
ブセットが表示されます。
注: interval パラメータを指定したかどうかに関係なく、ロッガーは引き続きシャットダウン時に監
視メッセージを発行します。
有効な値は 0〜120。デフォルトは 0 です。これにより、PowerExchange ロッガーの監視統計の定期
的なレポートが無効になります。デフォルト値では、PowerExchange は次のいずれかのロッガーコ
マンドが発行されるときにのみ、これらの統計を書き込みます: DL、pwxcmd displaystats -tp 
logger、SHUTCOND、または SHUTDOWN。

UID
廃止されたパラメータ。代わりに、CAPTURE_NODE_UID を使用します。CAPTURE_NODE_UID と UID
の両方が指定された場合、CAPTURE_NODE_UID が優先されます。

VERBOSE={Y|N}
クリーンアップ、圧縮、ファイルスイッチなど頻繁に実行する処理に関して PowerExchange ロッガーが
PowerExchange メッセージログファイルに書き込むメッセージを詳細にするか簡潔にするかを指定しま
す。
次のいずれかのオプションを入力します。
• Y。詳細なメッセージ。PowerExchange ロッガーは、ソースデータの読み取りやファイルスイッチの

実行のサイクルを開始または終了する時点など、処理のさまざまな時点で複数のメッセージを記録しま
す。詳細なメッセージには、多くの場合、処理レコードや経過時間などの処理統計が含まれます。

• N。簡潔なメッセージ。PowerExchange ロッガーは、ファイルスイッチごとに簡潔なメッセージを 1
つずつ記録します。

デフォルトは Y です。
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pwxccl コンフィギュレーションファイルの例
PowerExchange では、PowerExchange がインストールされたディレクトリ内に、PowerExchange ロッガー
のコンフィギュレーションのサンプル（pwxccl）を提供しています。このファイルを使用してカスタムのコン
フィギュレーションファイルを作成することができます。
次の例に、基本的なコンフィギュレーション文を示します。
/* Name for PWXCMD control/*CONDENSENAME=PWXCCL1
DBID=ORACOLL1 DB_TYPE=ORA CAPTURE_NODE_UID=user_idCAPTURE_NODE_EPWD=encrypted_password/* CAPTURE_NODE_PWD=plain_text_password
PROMPT=Y
EXT_CAPT_MASK=/capture/condenseO COND_CDCT_RET_P=50LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS=Y
/* 0 = continuous, 1 = Stop at end-of-log (batch)COLL_END_LOG=0
/* Number of minutes to wait between CAPI read cycles NO_DATA_WAIT=0 /* Number of seconds to wait at the end-of-log for more change dataNO_DATA_WAIT2=60
/* Number of seconds before flushing, or writing, data to the current log file on disk/* -1 = No flush, 0 = flush every record, 1 to N flush every N seconds/*FILE_FLUSH_VAL=60/* Minimum number of FILE_SWITCH_CRIT units after new CDCT source entry (normal,coldstart)FILE_SWITCH_CRIT=MFILE_SWITCH_VAL=20 
CAPT_IMAGE=BA SEQUENCE_TOKEN=00RESTART_TOKEN=00

PowerExchange ロッガーに対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
PowerExchange ロッガーを使用するには、CAPT_PATH 文およびソース固有の特定の文を dbmover コンフィ
ギュレーションファイルに定義する必要があります。
また、いくつかのオプションパラメータを含めることで、PowerExchange ロッガーのメッセージが見つけや
すくなったり、バックグラウンドモードで実行されている PowerExchange ロッガープロセスにコマンドを送
信したりできるようになります。
使用する主なパラメータは、以下のとおりです。
CAPT_PATH

必須。CCT ファイルおよび CDCT ファイルを含む、CDC の制御ファイルが含まれている Linux、UNIX、
Windows システムのローカルディレクトリのパス。CCT ファイルには、キャプチャ登録に関する情報が
含まれています。CDCT ファイルには、ファイル名やレコード数など、PowerExchange ロッガーログフ
ァイルに関する情報が含まれています。

CAPX CAPI_CONNECTION
継続抽出モードで必須。PowerExchange ロッガーのログファイルからの変更データの抽出に CAPI で継
続抽出モードを使用する必要がある場合は、CAPX CAPI_CONNECTION 文を定義する必要があります。
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LOGPATH
オプション。Linux、UNIX、Windows システムの PowerExchange メッセージログファイルの一意のパ
スとディレクトリ。このパラメータを使用すると、現在の作業ディレクトリとは別のディレクトリにメッ
セージログファイルが作成され、メッセージログファイルが見つけやすくなくなります。

SVCNODE
オプション。pwxcmd プログラムを使用して発行されたコマンドを PowerExchange ロッガープロセスの
コマンド処理サービスがリスンする TCP/IP ポート。Linux または UNIX システムで PowerExchange ロッ
ガープロセスをバックグラウンドモードで実行する場合、このパラメータを定義する必要があります。
pwxcmd コマンドの詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。

TRACING
オプション。代替ロギングを有効にします。代替ログファイルのセットが、PowerExchange プロセスご
とに個別のディレクトリに作成されます。ディレクトリの場所、ログファイルの数、およびログファイル
サイズ（MB 単位）を指定できます。ログファイルが指定されたサイズに達した場合、次のログファイル
に切り替えられ、そのファイル内にあるすべてのデータの上書きが開始されます。代替ロギングを使用す
ると、処理が高速化され、継続モードで実行されている PowerExchange ロッガープロセスなど、長時間
実行するジョブ用にログに記録されるデータ量をカスタマイズできます。この文を指定する場合は、
LOGPATH 文も指定します。

これらのパラメータに加えて、PowerExchange ロッガーにはソース固有の文が必要です。
すべての DBMOVER 設定パラメータの詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照し
てください。

CAPI_CONNECTION - CAPX 文
CAPX CAPI_CONNECTION 文は、コンシューマ API（consumer API：CAPI）が PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを継続的に抽出するときに使用する名前付きパラ
メータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
必須: 継続抽出モードの場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=([DLLTRACE=trace_id]                 ,NAME=capi_connection_name                [,TRACE=trace_name]                 ,TYPE=(CAPX                       ,DFLTINST=instance_name                      [,FILEWAIT={seconds|1}]                      [,NOSEQVAL={N|Y}]                      [,RSTRADV=seconds]                      [,RSTRANMODE={N|Y}]                      [,VALIDATEREGS={N|Y}]                 ))
パラメータ: 
DLLTRACE=trace_id

オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

NAME=capi_connection_name
必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前。
最大長は英数字 8 文字です。
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TRACE=trace_name
オプション。共通の CAPI トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義名。このパラメータは、
Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

TYPE=(CAPX, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。継続抽出モードの場合、この値は CAPX にする必要があります。
DFLTINST=instance_name

必須。登録グループに指定されているソースインスタンス識別子。この値は、PowerExchange ロッ
ガーコンフィギュレーションファイルで指定されている DBID 値と一致する必要があります。
この値を特定するには、PowerExchange Navigator の登録グループプロパティを参照します。ソー
スタイプに応じて、次のいずれかの値を入力します。
• Adabas、Db2 for i（i5/OS）、Db2 for z/OS、MySQL、Oracle、PostgreSQL、および VSAM の場

合、リソースインスペクタで、登録グループの［インスタンス］フィールドに表示される名前を
入力します。

• Datacom の場合、［MUF 名］フィールドに Multi-User Facility（MUF）の名前を入力します。
• Linux、UNIX、または Windows の Db2 ソースの場合、［データベース］フィールドにデータベー

ス名を入力します。
• IDMS ログベースソースの場合、［DB 名］フィールドにデータベース名を入力します。
• IMS ソースの場合、［RECON ID］フィールドにデータベースの RECON 識別子を入力します。
• Microsoft SQL Server の場合、この値は PowerExchange ロッガーのコンフィギュレーションフ

ァイルでオプションの DISTSRV および DISTDB パラメータを指定するかどうかによって異なりま
す。
- DISTSRV と DISTDB パラメータを指定した場合は、すべての登録にコレクション識別子として

使用する DBID 名を入力します。この名前は、個々の登録に関連付けられているインスタンス名
をオーバーライドします。

- DISTSRV および DISTDB パラメータを指定しない場合、PowerExchange Navigator で生成さ
れ、登録グループのリソースインスペクタの［インスタンス］フィールドに表示される値を入力
します。生成した値はデータベース名の最初の 4 文字で構成され、000 から始まる生成番号が続
きます。

最大長は英数字 8 文字です。
FILEWAIT={seconds|1}

オプション。PowerExchange が新しい PowerExchange ロッガーログファイルをチェックするまで
待機する秒数。
seconds 変数には、1 - 86400 の数値を入力します。デフォルトは 1 です。

NOSEQVAL={N|Y}
オプション。CDC セッションの開始後にエラーメッセージ PWX-36944 が表示される場合には、
PWXPC が PowerExchange に渡したシーケンストークンが PowerExchange ロッガー CDCT ファイ
ルに記録されているシーケンストークンよりも古いことを意味しています。セッションを続行してデ
ータがいくらか消失しても容認できる場合は、このパラメータを Y に設定します。この設定により、
ログリーダーはログファイル内で使用できる最も古いものを抽出し始めます。デフォルト値の N にし
た場合、セッションは停止します。
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RSTRADV=seconds
オプション。データソースの CDC に関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が
登録済みデータソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間
インターバル（単位: 秒）。待機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた

「空の UOW」を返します。これには更新されたリスタート情報のみが含まれます。
seconds 変数には、0 - 86400 の数値を入力します。デフォルト値は指定されていません。値を 0 に
指定すると、UOW の処理ごとに PowerExchange が空の UOW を返します。したがって、値を 0 に
すると、パフォーマンスが低下することがあります。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットしま
す。
• PowerExchange が CDC に関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
• CDC に関連する新しい変更を受信しないまま、RSTRADV 待機インターバルを過ぎたため、

PowerExchange が「空の UOW」を返した。
例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の
RSTRADV インターバルを過ぎた後、5 秒待機します。その後、PowerExchange は次にコミットされ
た「空の UOW」（更新されたリスタート情報を含む）を返し、待機インターバルを 0 にリセットしま
す。
RSTRADV パラメータに有効な値を指定する場合、ログリーダーがロッガーログファイルの最後に達
すると、RSTRADV インターバルを過ぎていなくても、PowerExchange では常にリスタートトーク
ンおよびシーケンストークンが送信されます。この動作により、CDC セッションの実行時間が
RSTRADV インターバルよりも短い場合でも、リスタートトークンおよびシーケンストークンが送信
されます。ソーステーブルに低レベルの更新アクティビティがある場合、この状況が発生する可能性
が高くなります。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange
は登録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。この場合、
PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスター
トポイントから読み取ります。
Db2 for i（i5/OS）ソースでは、i5/OS ジャーナルレシーバから PowerExchange が読み取る変更レ
コードをコミットメント制御下で作成する場合に、このパラメータを使用することをお勧めします。
コミットメント制御なしに変更レコードを作成する場合は、このパラメータを指定できません。

RSTRANMODE={N|Y}
オプション。以前に PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用していなかった
CDC セッションに対して、リアルタイム抽出モードから継続抽出モードに移行する場合、このパラメータ
を Y に設定します。この設定により、PowerExchange は、CDC セッションが実行するときに、
PowerExchange ロッガーで必要になる形式にリスタートトークン情報を変換できます。登録されたすべ
てのソーステーブルと、この CAPX CAPI_CONNECTION を使用するすべての CDC セッションについて、
PowerExchange がリスタートトークンの変換を完了するまで、Y 設定を保持します。その後、このパラ
メータを N に設定するか、削除します。デフォルトは N です。

VALIDATEREGS={N|Y}
オプション。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）からの PowerExchange のデータ
抽出で、PowerExchange ロッガーが変更データをキャプチャしない CDC 関心リストにソースエントリが
見つかった場合に、この処理を終了または続行するかどうかを制御します。この状況になると、抽出プロ
セスは、メッセージ PWX-36947 をエラーメッセージまたは情報提供メッセージとして発行します。
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次のオプションがあります。
• Y。PowerExchange ロッガーの抽出プロセスは、メッセージ PWX-36947 をエラーメッセージとして

発行し、終了します。
• N。PowerExchange ロッガーの抽出プロセスは、メッセージ PWX-36947 を情報提供メッセージとし

て発行し、処理を続行します。
デフォルトは N です。

PowerExchange ロッガーグループ定義の使用
テーブルのグループに対して PowerExchange ロッガーログファイルのセットを個別に作成するには、
PowerExchange ロッガーグループ定義ファイルを作成します。次に、pwxccl コンフィギュレーションファイ
ルの GROUPDEFS パラメータに、そのパスとファイル名を指定します。
PowerExchange ロッガープロセスを起動すると、このグループ定義ファイルが読み取られ、定義されている
グループごとに個別のログファイルセットが作成されます。
抽出処理ではより詳細化された PowerExchange ロッガーログファイルのセットがターゲットになるので、グ
ループ定義を設定すると抽出セッションの効率を向上させることができます。
デフォルトでは、PowerExchange ロッガーの処理対象は、DBID パラメータで指定されているインスタンス上
に存在し、［圧縮］オプションが［部分］に設定されているアクティブなキャプチャ登録を含むすべてのテーブ
ルの変更データです。これらのすべてのテーブルの変更は、単一のログファイルセットに書き込まれます。変
更アクティビティの頻度が低いテーブルに対する抽出プロセスでは、関連する変更が見つかるまでに、
PowerExchange ロッガーログファイルで多くの変更レコードを読み取る必要が生じることがあります。
グループ定義を使用すると、キャプチャ登録のサブセットを含むグループを定義できます。その後、
PowerExchange ロッガーは、これらの登録に関連付けられているテーブルの個別のログファイルセットに変
更データを書き込みます。抽出プロセスの実行時に、対象のグループのログファイルだけが読み取られるので、
グループ内にあるテーブルの変更データをより迅速に見つけることができるようになります。
例えば、変更アクティビティが少ないソーステーブルが 5 つと、変更アクティビティが多いソーステーブルが
1 つある場合、アクティビティが少ないテーブルを含むグループとアクティビティが多いテーブルだけを含む
別のグループを定義できます。次に、PowerCenter で、アクティビティが少ないグループの PowerExchange
ロッガーログファイルから変更データを抽出する CDC セッションと、アクティビティが多いグループのログフ
ァイルから変更を抽出する別の CDC セッションを定義します。このように設定すると、アクティビティが少な
いテーブルに対する CDC セッションでは、これらのテーブルの検索および抽出対象となる変更レコード数を減
らすことができ、処理がはるかに速くなります。
テーブル名は同じでもスキーマが異なるテーブルが複数存在する場合、そのテーブルにキャプチャ登録を 1 つ
定義し、そのキャプチャ登録をグループ定義ファイル内の単一のグループで 1 回指定できます。スキーマが異
なる同じテーブルを含むその他のグループについては、SCHEMA 文を使用してグループ定義のスキーマ名をオ
ーバーライドできます。SCHEMA 文を使用すると、キャプチャ登録を複数作成する必要も、グループ定義ファ
イルで 1 つ 1 つ指定する必要もなくなります。例えば、北部、南部、東部、および西部の各地域に対応する異
なるスキーマを持つ EMPLOYEE テーブルがある場合は、まず、北部 EMPLOYEE テーブルのみを登録し、
NORTH グループでキャプチャ登録名を指定できます。次に、EAST、WEST、および SOUTH の各グループで
オーバーライドスキーマのみを指定します。
注: SCHEMA 文は、DB2 for i（i5/OS）ソースおよび Linux、UNIX、Windows 上の DB2 ソースと Oracle ソー
ス向けのオプションです。SCHEMA 文は、Windows 上の SQL Server ソースまたは SAP HANA ソースおよび
z/OS 上のデータソースではサポートされません。
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Linux、UNIX、および Windows では、未登録バージョンのテーブル（グループ定義ファイルで REG 文の代わ
りに SCHEMA 文が指定されるテーブル）に関する PowerExchange の要件は、ソースタイプによって異なりま
す。
• Linux、UNIX、Windows 上の DB2 の場合、DB2 DATA CAPTURE CHANGES 句を使用して、未登録バージ

ョンのテーブルを定義する必要があります。
• Microsoft SQL Server の場合、PowerExchange でテーブルのすべてのバージョンを登録し、グループ定義

ファイルで REG 文を指定する必要があります。
• MySQL の場合、PowerExchange でテーブルのすべてのバージョンを登録し、グループ定義ファイルで

REG 文を指定する必要があります。
• Oracle の場合、未登録テーブルに対して Oracle 補足ロググループを作成する必要があります。これは、登

録完了時にテーブルの登録コピーに対して作成される補足ロググループに似ています。
• PostgreSQL の場合、PowerExchange でテーブルのすべてのバージョンを登録し、グループ定義ファイル

で REG 文を指定する必要があります。
• Linux 上の SAP HANA の場合、PowerExchange でテーブルのすべてのバージョンを登録し、グループ定義

ファイルで REG 文を指定する必要があります。
ヒント: グループ定義を使用する場合は、グループ定義ファイルで定義されているテーブルのグループごとに
PowerCenter の CDC セッションを定義することによって、抽出の効率を最適化できます。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーグループ定義ファイル」  (ページ 65)
•「グループ定義のファイルの例」  (ページ 66)

PowerExchange ロッガーグループ定義ファイル
PowerExchange ロッガーグループ定義ファイルには、1 つ以上の GROUP 文が含まれます。各 GROUP 文に
は、REG パラメータまたは SCHEMA パラメータが含まれます。これらのパラメータは、PowerExchange ロッ
ガーログファイルの異なるセットを作成するキャプチャ登録およびテーブルのグループを直接または間接に識
別します。
PowerExchange ロッガーでグループ定義ファイルを使用するには、pwxccl.cfg ファイルの GROUPDEFS パラ
メータでファイルのパスとファイル名を指定する必要があります。
注: GROUPDEFS パラメータを指定する場合、ログファイルの作成時に pwxccl.cfg ファイルの
EXT_CAPT_MASK パラメータは無視されます。
次の表に、グループ定義ファイルの文とパラメータを示します。

文 位置パラメータ 説明 データ型およ
び長さ

GROUP group_name グループに対する一意のユーザー定義名。このパ
ラメータは必須です。

VARCHAR(255)

external_capture_mask グループのテーブルに対して作成される
PowerExchange ロガーログファイルの一意のパス
とファイル名プレフィックス。このパラメータは
必須です。
注: pwxccl.cfg ファイルの EXT_CAPT_MASK パラ
メータで指定されているパスとプレフィックスの
代わりに、このパスとプレフィックスがグループ
に使用されます。

VARCHAR(255)
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文 位置パラメータ 説明 データ型およ
び長さ

REG registration_name オプション。キャプチャ登録の［名前］フィール
ドに指定されている登録名。この小文字の名前は、
完全な登録名にすることも、名前の最初の部分と
それに続くアスタリスク（*）によるワイルドカー
ドで指定することもできます。このパラメータは
オプションです。省略した場合、REG=*とみなさ
れます。

VARCHAR(8)

SCHEMA schema_name オプション。オーバーライドスキーマの名前。こ
のパラメータは、必要に応じて、DB2 for i

（i5/OS）ソースおよび Linux、UNIX、Windows 上
の DB2 LUW ソース、MySQL ソース、Oracle ソー
スに使用できます。
注: このパラメータは、Windows 上の SQL Server
ソースではサポートされません。また、オフロー
ド処理機能を使用して PowerExchange ロッガー
で z/OS ソースのデータを処理する場合は、z/OS
ソースでもサポートされません。

VARCHAR(255)

PowerExchange ロッガーグループ定義ファイルを作成するときは、以下の規則およびガイドラインに従いま
す。
• 各 group_name はグループ定義ファイル内で一意である必要があります。
• 各 external_capture_mask はシステム上で一意である必要があります。
• SCHEMA 文は、DB2 for i（i5/OS）ソースおよび Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 LUW ソース、

MySQL ソース、Oracle ソース向けのオプションです。SCHEMA 文は、Windows 上の SQL Server ソース
および z/OS 上のデータソースではサポートされません。

• SCHEMA 文を使用する場合、グループのキャプチャ登録を定義する必要があります。スキーマの異なるテ
ーブルをグループに含める場合は、GROUP の下に複数の SCHEMA 文を指定できます。

• REG 文はその前にある SCHEMA 文に適用されます。SCHEMA 文がない場合、REG 文はその前にある
GROUP 文に適用されます。

• ファイルに SCHEMA 文または REG 文が含まれている場合に、その前に GROUP 文がないと、
PowerExchange ロッガーから構文エラーが発行されます。

• 同じ schema.table 値を複数のグループで使用してはなりません。1 つのテーブルが複数のグループに含ま
れている場合、そのテーブルに対する変更は、そのテーブルを含む最初のグループでしか記録されません。

• GROUP に対して REG 文を 1 つも定義しない場合、指定した DBID インスタンスに対して定義されており、
［圧縮］オプションが［部分］に設定されているアクティブなキャプチャ登録がすべて含まれます。

• 1 つの登録が複数のグループに属している場合、その登録に対する変更は、グループ定義ファイルにおいて
その登録が含まれる最初のグループでしか記録されません。

グループ定義のファイルの例
PowerExchange では、サンプルのグループ定義ファイル（pwxcclgrp.cfg）が PowerExchange インストール
ディレクトリに用意されています。 このサンプルを基に、独自のグループ定義ファイルを作成します。
サンプルファイルには、以下の文が含まれています。
GROUP=(Company1People,"/user/logger_files/people/company1/condense") REG=Emp* REG=Manager GROUP=(UK_People,"/user/logger_files/people/UK/condense") SCHEMA=Company2 
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REG=Manager REG=Emp* REG=Em* SCHEMA=Company3 REG=Manager REG=Emp* GROUP=(All_Managers,"/user/logger_files/people/managers/condense") SCHEMA=Company1 REG=Manager SCHEMA=Company2 REG=Manager SCHEMA=Company3 REG=Manager GROUP=(AllCompany3_Locations,"/user/logger_files/locations/company3/condense")REG=loc* GROUP=(Company2Jobs,"/user/logger_files/jobs/company2/condense") REG=Job* 
注: このサンプルは Linux システムまたは UNIX システム上のグループ定義ファイル用であるため、パスにはス
ラッシュが含まれています。 Windows システム上のグループ定義ファイルも円記号が使用される以外は同様
になります。
このサンプルファイルでは、以下のグループを定義します。
• Company1People グループ。 "Emp"で始まる名前か"Manager"という名前のキャプチャ登録に関連付け

られているすべてのテーブルをグループ化します。 これらのテーブルに対する変更は、ファイル名
が"condense"で始まり、"/user/logger_files/people/company1/"に配置されたログファイルに記録され
ます。

• UK_People グループ。 スキーマが Company2 であるテーブルのうち、"Emp"または"Em"で始まる名前
か"Manager"という名前のキャプチャ登録に関連付けられているテーブルをグループ化します。 これらの
テーブルに対する変更は、名前が"condense"で始まり、"/user/logger_files/people/UK/"に配置されたロ
グファイルに記録されます。

• All_Managers グループ。 スキーマが Company1、Company2、または Company3 であるテーブルのう
ち、"Manager"という名前のキャプチャ登録に関連付けられているテーブルをグループ化します。 これら
のテーブルに対する変更は、名前が"condense"で始まり、"/user/logger_files/people/managers/"に配
置されたログファイルに記録されます。

• AllCompany3_Locations グループ。 "loc"で始まる名前のキャプチャ登録に関連付けられているすべての
テーブルをグループ化します。 これらのテーブルに対する変更は、名前が"condense"で始まり、"/user/
logger_files/locations/company3/"に配置されたログファイルに記録されます。

• Company2Jobs グループ。 "Job"で始まる名前のキャプチャ登録に関連付けられているすべてのテーブル
をグループ化します。 これらのテーブルに対する変更は、名前が"condense"で始まり、"/user/
logger_files/jobs/company2/"に配置されたログファイルに記録されます。

テーブルによっては、複数のグループに含まれている場合があります。 例えば、テーブル
COMPANY2.MANAGERS は、Company1People、UK_People、および All_Managers の各グループに含まれ
ています。 ただし、このテーブルに対する変更は、ファイル内においてこのテーブルが含まれる最初のグルー
プである Company1People グループでしか記録されません。

PowerExchange ロッガーの起動
PowerExchange ロッガープロセスは、コールドスタート、ウォームスタート、または特殊スタートが可能で
す。
PowerExchange ロッガーのログファイルに対し読み書きのアクセスが与えられたユーザ ID で、
PowerExchange ロッガーを起動する必要があります。また、PowerExchange ロッガーのログファイルに対
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し読み取り専用のアクセスが認められたユーザー ID で、PowerExchange リスナが実行されている必要があり
ます。
現在の状況に適した起動方法を選択します。
• コールドスタートでは、pwxccl コンフィギュレーションファイルのリスタートトークンとシーケンストー

クンを使用して（存在する場合）、変更ストリーム内の、PowerExchange ロッガーが変更の読み取りを開
始するポイントを判別します。PowerExchange ロッガーを初めて起動する場合は、コールドスタートを実
行する必要があります。 pwxccl コマンドを入力して PowerExchange ロッガーを起動する場合、coldstart
パラメータを Y に設定します。

• ウォームスタートでは、CDCT ファイルのリスタートトークンとシーケンストークンを使用して CDC 処理
を再開します。PowerExchange ロッガーを以前に実行したことがあり、そのデータベースインスタンスに
関する最近の CDCT ファイルがある場合にのみ、ウォームスタートを実行することができます。pwxccl コ
マンドを入力して PowerExchange ロッガーを起動する場合、coldstart パラメータを N に設定するか、パ
ラメータの設定を省略します。

• 特殊スタートは、pwxccl.cfg ファイル内のリスタートトークンとシーケンストークンを使用して、
PowerExchange ロッガー実行用の CDCT ファイル内のトークン値をオーバーライドします。特殊スタート
よりも前にキャプチャされたデータが消失することはありません。pwxccl.cfg に、SEQUENCE_TOKEN パ
ラメータと RESTART_TOKEN パラメータを入力する必要があります。SEQUENCE_TOKEN 値は、CDCT フ
ァイル内のシーケンストークン以上に設定する必要があります。
ログの問題のある部分から変更がキャプチャされないようにするには、特殊スタートを使用します。特殊ス
タートは以下のような状況で実行できます。
- Oracle カタログのアップグレードを PowerExchange ロッガーにキャプチャさせない場合。この場合、ア

ップグレードの前に PowerExchange ロッガーを停止します。アップグレードが完了した後で、アップグ
レード後の SCN に基づいて PowerExchange ロッガーの新しいシーケンスとリスタートトークンを生成
します。特殊スタートを実行するには、pwxccl.cfg ファイルに SEQUENCE_TOKEN パラメータと
RESTART_TOKEN パラメータを指定する必要があります。その後で、PowerExchange ロッガーの特殊ス
タートを実行します。

- CDC 対象ではない未処理 UOW によって引き起こされた使用不可能な古いログを PowerExchange ロッガ
ーに再処理させない場合。この場合、PowerExchange ロッガーを停止します。使用できる最古のログの
SCN が反映されるように RESTART_TOKEN 値を編集し、その後で特殊スタートを実行します。未処理
UOW のどれかが CDC 対象である場合、データが消失することがあります。

注: PowerExchange ロッガーを起動するために pwxcmd プログラムまたは infacmd プログラムを使用するこ
とはできません。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーによるコールドスタートの開始ポイントの判別方法」  (ページ 71)
•「PowerExchange ロッガーのコールドスタート 」  (ページ 72)
•「PWXCCL コマンドパラメータ」  (ページ 70)

PWXCCL の構文とパラメータ
PowerExchange ロッガープロセスを起動するには、pwxccl プログラムを実行します。このプログラムは、デ
フォルトでは、PowerExchange インストールディレクトリにあります。

PWXCCL コマンドの構文
PowerExchange ロッガーの起動に使用される pwxccl コマンドの構文は次のとおりです。
pwxccl    [coldstart={Y|N}]
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   [specialstart={Y|N}]   [config=path/pwx_config_file]    [cs=path/pwxlogger_config_file]   [license=path/license_file]   [encryptepwd=encrypted_password]
pwxccl コマンドを入力するときは、以下の規則およびガイドラインに従います。
• PowerExchange ロッガーをコールドスタートするには、coldstart パラメータを Y に設定します。デフォ

ルトは N です。
• 変更ストリーム内の特定ポイントから PowerExchange ロッガーの特殊スタートを実行するには、

specialstart パラメータを Y に設定します。デフォルトは N です。さらに、pwxccl.cfg ファイルで
SEQUENCE_TOKEN パラメータと RESTART_TOKEN パラメータも指定する必要があります。

• pwxccl コマンドのパラメータはどれもオプションです。ただし、config パラメータまたは license パラメ
ータを指定する場合は、cs パラメータが必須になります。

• config、cs、および license の各パラメータでは、フルパスは、ファイルがデフォルトの場所にない場合に
のみ必要です。

• Linux および UNIX では、PowerExchange ロッガーをバックグラウンドモードで実行するには、文の最後
にアンパサンド（&）を追加します。 以下に例を示します。
pwxccl [coldstart=Y|N] [specialstart={Y|N}] [config=directory/myconfig_file] [cs=directory/mycondense_config_file][license=directory/mylicense_key_file] &

pwxccl の構文の詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。
注意: 同じマシン上および同じユーザーアカウントで PowerExchange と PowerCenter を実行する場合は、
PowerExchange と PowerCenter に対してそれぞれ別の環境を作成する必要があります。適切な
PowerExchange 環境を作成して PowerExchange ロッガーを起動するには、pwxsettask.bat スクリプト

（Windows の場合）または pwxsettask.sh スクリプト（Linux または UNIX の場合）を実行します。 
Windows では、次の構文を使用します。
pwxsettask pwxccl    ["coldstart={Y|N}"]   ["config=path/pwx_config_file"]    ["cs=path/pwxlogger_config_file"]   ["license=path/license_file"]   ["encryptepwd=encrypted_password"]
Windows では引用符が必要です。
Linux および UNIX では、以下の構文を使用します。
pwxsettask.sh pwxccl    [coldstart={Y|N}]   [config=path/pwx_config_file]    [cs=path/pwxlogger_config_file]   [license=path/license_file]   [encryptepwd=encrypted_password]
Linux と UNIX では引用符はオプションです。
詳細については、「PowerExchange と PowerCenter との環境変数の非互換性」  (ページ 25)を参照してくださ
い。
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PWXCCL コマンドパラメータ
PowerExchange ロッガーを起動する pwxccl コマンドには、オプションパラメータをいくつか指定できます。
次の表に、各パラメータを示します。

パラメータ 説明
coldstart PowerExchange ロッガーをコールドスタートするかウォームスタートするかを示します。

次のいずれかの値を入力します。
- Y。PowerExchange ロッガーをコールドスタートします。コールドスタートを実行するに

は、COLDSTART を Y に指定する必要があります。CDCT ファイルにログエントリがある
場合、PowerExchange ロッガーはこれらのエントリを削除します。

- N。CDCT ファイルに示されているリスタートポイントから PowerExchange ロッガーを
ウォームスタートします。CDCT ファイル内にリスタート情報が存在しない場合、エラー
メッセージ PWX-33239 を表示して PowerExchange ロッガーが停止します。

デフォルトは N です。
config インストールディレクトリ内のデフォルトの dbmover 構成ファイルをオーバライドする

dbmover 構成ファイルのフルパスとファイル名。このオーバーライドファイルのパスまた
はファイル名は、デフォルトファイルのパスまたはファイル名と異なっている必要があり
ます。
このオーバーライドファイルは、PWX_CONFIG 環境変数でオプションとして指定した他の
オーバーライド設定ファイルよりも優先されます。

cs PowerExchange ロッガー設定ファイルのフルパスおよびファイル名。インストール先ディ
レクトリ内のデフォルトの pwxccl 構成ファイルをオーバーライドする PowerExchange ロ
ッガーの構成ファイルを、このパラメータで指定します。このオーバーライドファイルの
パスまたはファイル名は、デフォルトファイルのパスまたはファイル名と異なっている必
要があります。

encryptepwd PowerExchange ロッガーのログファイルの暗号化を有効にするための暗号化形式のパスワ
ード。このパスワードにより、PowerExchange ロッガーはロッガーログファイルごとに一
意の暗号化キーを生成できます。パスワードは CDCT ファイルに暗号化形式で格納されま
す。セキュリティのため、パスワードは CDCT バックアップファイルに格納されず、
PWXUCDCT ユーティリティで生成できる CDCT レポートには表示されません。暗号化され
たパスワードは PowerExchange Navigator から生成できます。
このパラメータを指定する場合は、同じ pwxccl コマンドで coldstart=Y も指定する必要が
あります。
このコマンドラインパラメータと ENCRYPTEPWD パラメータを PowerExchange ロッガー
構成ファイルに指定する場合は、構成ファイル内のパラメータが優先されます。このコマ
ンドラインパラメータと ENCRYPTPWD パラメータを PowerExchange ロッガー構成ファイ
ルに指定すると、エラーが発生します。
pwxccl.cfg ファイルの ENCRYPTOPT パラメータで、ログファイル暗号化に AES アルゴリズ
ムを使用するように設定できます。デフォルトは AES128 です。
ヒント: セキュリティを最適に保つため、pwxccl.cfg 構成ファイルではなく、pwxccl コマン
ドに暗号化パスワードを指定して、PowerExchange ロッガーのコールドスタートに対応す
ることをお勧めします。このプラクティスを実行すると、次の理由により、暗号化パスワ
ードへの不正アクセスのリスクを軽減できます: 1）暗号化パスワードは pwxccl.cfg ファイ
ル内に格納されない、2）コールドスタートの成功後に、パスワードをコマンドラインから
削除できる。コールドスタートに対応するために、暗号化パスワードを pwxccl コマンドに
指定し、後で CDCT ファイルをリストアする必要がある場合は、同じ暗号化パスワードを
PWXUCDCT ユーティリティの RESTORE_CDCT コマンドに入力する必要があります。
PowerExchange ロッガーログファイルを暗号化しないようにするには、暗号化パスワード
をコールドスタート対応の pwxccl コマンドまたは pwxccl.cfg 構成ファイルに入力しないで
ください。
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パラメータ 説明
ライセンス インストールディレクトリ内のデフォルトのライセンスキーファイルをオーバーライドす

るライセンスキーファイルのフルパスおよびファイル名。オーバーライドファイルは、デ
フォルトのファイルとは異なるファイル名またはパスである必要があります。
このオーバーライドファイルは、PWX_LICENSE 環境変数でオプションとして指定した他の
オーバーライドライセンスキーファイルよりも優先されます。

specialstart PowerExchange ロッガーの特殊スタートを実行するかどうかを指定します。特殊スタート
は、ユーザーが指定する、変更ストリーム内の特定ポイントから PowerExchange キャプチ
ャ処理を開始します。このスタートポイントは、CDCT ファイル内の情報に基づいて再起動
ポイントをオーバーライドします。特殊スタートによって CDCT ファイルの内容が削除さ
れることはありません。
このパラメータは、ソースログ内の問題のある部分よりも後に再起動ポイントを進める場
合に使用します。特殊スタートより前にキャプチャされたデータが消失することはありま
せん。
次のいずれかの値を入力します。
- Y。PowerExchange ロッガーの特殊スタートを、pwxccl.cfg 構成ファイル内の

SEQUENCE_TOKEN パラメータ値と RESTART_TOKEN パラメータ値で定義される、変更
ストリーム内のポイントから実行します。特殊スタートを実行するには、pwxccl.cfg ファ
イルに有効なトークン値を指定する必要があります。これらのトークン値は、CDCT ファ
イル内の情報に基づいてリスタートポイントをオーバーライドします。有効なトークン
値を生成するには、Informatica グローバルカスタマサポートに連絡してください。
pwxccl.cfg ファイル内の SEQUENCE_TOKEN の値が CDCT ファイルによる現在のシーケ
ンストークンよりも確実に大きいか同じになるようにします。
注: 有効なシーケンスおよびリスタートトークンを生成するにはカスタマサポートによる
支援が必要なため、specialstart パラメータはカスタマサポートの指示の下でのみ使用す
ることをお勧めします。

- N。特殊スタートを実行しません。coldstart パラメータで指定されたとおりに、コール
ドスタートまたはウォームスタートを実行します。

デフォルトは N です。
coldstart=Y と specialstart=Y の両方を指定することは避けてください。両方を指定すると、
coldstart=Y パラメータが優先されます。

注: これらのパラメータでは、フルパスは、ファイルがデフォルトの場所にない場合にのみ必要です。

PowerExchange ロッガーによるコールドスタートの開始ポイントの判別方法
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）は、そのプロセスをコールドスタートするときに、
pwxccl コンフィギュレーションファイルの RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータ
を使用して（存在する場合）、変更の読み取りを開始する変更ストリーム内のポイントを判別します。
これらのパラメータの設定方法に基づいて、変更ストリームの次のいずれかのポイントから PowerExchange
ロッガーが開始されます。
• RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータに有効なトークン値を入力した場合、

PowerExchange ロッガーは、トークン値によって指定される変更ストリーム内のポイントから開始されま
す。特定のポイントから PowerExchange ロガーを開始するには、この方法を使用します。

• RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータを定義しない場合、PowerExchange ロガ
ーは、現在のログの終わり（EOL）、つまり変更ストリーム内の現時点から開始されます。
ヒント: 現在の EOL のリスタートトークンとシーケンストークンを生成するには、RSTTKN GENERATE パ
ラメータを指定して DTLUAPPL ユーティリティを実行するか、PowerExchange ナビゲータで SELECT 
CURRENT_RESTART SQL 文を使用してデータベース行のテストを実行します。
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• RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータにゼロ（1 個の 0、または偶数個の 0）し
か入力しなかった場合、PowerExchange ロガーの処理は、データソースタイプに応じて以下のいずれかの
開始位置から開始されます。
- Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合、処理は、DTLUCUDB ユーティリティが DB2 カ

タログスナップショットを作成した位置から始まり、PowerExchange キャプチャカタログテーブルを初
期化します。ただし、このデフォルトの再開位置は、DTLUCUDB UPDTDRP コマンドを使用して変更でき
ます。

- Microsoft SQL Server ソースの場合、ディストリビューションデータベース内にある利用可能な最も古い
データの位置から処理が開始されます。

- PowerExchange Express CDC for Oracle ソースの場合、最新の Oracle アーカイブログの先頭から処理が
開始されます。

- MySQL ソースの場合、処理はバイナリログで利用可能な最も古いデータから開始されます。この位置は、
最小の数値サフィックスを含むログ名を持つバイナリログの先頭になります。SHOW BINARY LOGS 文を
使用して、このログを識別できます。

- PostgreSQL ソースの場合、処理はレプリケーションストアテーブルで利用可能な最も古いデータから開
始されます。レプリケーションストアテーブルが空の場合、処理は論理レプリケーションスロットからの
読み取りを待機している最も古いレコードから開始されます。

- リモート DB2 for i（i5/OS）ソースの場合、現在の一連のレシーバ内にある最も古いレシーバの先頭から
処理が開始されます。

- リモート z/OS データソースの場合、PowerExchange ロガー（z/OS 用）のアクティブログファイルの先
頭から処理が開始されます。

PowerExchange ロッガーのコールドスタート
PowerExchange ロッガーをコールドスタートするには、この手順を使用します。 start 文では、パラメータ
COLDSTART=Y を指定する必要があります。
コールドスタートの間に、PowerExchange ロッガーが CDCT ファイル内のレコードを削除します。
1. PowerExchange ロッガーを以前に実行したことがあり、既存の CDCT とログファイルがある場合、これ

らのファイルを履歴用に保持します。 
これらのファイルは、別の PowerExchange ロッガープロセスで使用されていない限り、移動したり名前
を変更したりできます。 変更処理の履歴を維持する必要がある場合は、ファイルを削除しないでくださ
い。
警告: : CCT ファイルを削除、移動、名称を変更すると、キャプチャ登録が使用できなくなります。

2. pwxccl コンフィギュレーションファイルで RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメ
ータを、PowerExchange ロッガーが変更ストリームの適切なポイントから開始されるように設定します。 

3. PowerExchange ロッガーをコールドスタートするには、コマンドラインで以下のコマンドを入力します。 
pwxccl coldstart=y
coldstart パラメータは y に設定する必要があります。
デフォルトの dbmover.cfg、pwxccl.cfg、および license.key ファイルをオーバーライドする場合は、オ
プションの config、cs、および license パラメータを指定します。 Linux および UNIX では、
PowerExchange ロッガーをバックグラウンドモードで実行するには、文の最後にアンパサンド（&）を追
加します。 PowerExchange ロッガーの start の構文の詳細については、『PowerExchange コマンドリフ
ァレンス』を参照してください。
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PowerExchange ロッガーの管理
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の状態を評価するために、PowerExchange ロッガ
ーの処理、メモリ使用量、および CPU 使用率に関するメッセージを表示できます。
場合によっては、PowerExchange ロッガーの停止が必要になることもあります。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーの監視」  (ページ 74)
•「PowerExchange ロッガーの詳細なメッセージ」  (ページ 77)
•「PowerExchange ロッガープロセスの制御と停止」  (ページ 73)
•「PowerExchange ロッガーの CDCT ファイルとログファイルを保持するための PWXUCDCT コマンド」  (ペ

ージ 78)
•「PowerExchange ロッガーファイルのバックアップ」  (ページ 80)
•「エラー発生後の CDCT ファイルの再生成」  (ページ 81)

PowerExchange ロッガープロセスの制御と停止
PowerExchange は、PowerExchange ロッガーを停止するコマンド、ファイルスイッチを手動で起動するコ
マンド、別のロギングサイクルを開始するコマンドを提供します。
これらのコマンドは、コマンドラインから入力できます。また、リモートの Linux、UNIX、または Windows
システムでは、pwxcmd プログラムを使用してこれらのコマンドを入力できます。出力は画面に表示されると
ともに、PowerExchange メッセージログに書き込まれます。
注: pwxcmd プログラムを使用するには、pwxccl.cfg ファイルで CONDENSENAME パラメータを指定し、
dbmover.cfg ファイルで SVCNODE 文を指定する必要があります。
次の表で、これらの各コマンドについて説明します。

コマンドライ
ンのコマンド

pwxcmd コ
マンド

説明

CONDENSE 圧縮 PowerExchange ロッガーを継続モードで実行している場合に、別のサイク
ル開始の待機時間が経過する前に PowerExchange ロッガーの新しいロギン
グサイクルを手動で開始します。 待機時間は、pwxccl.cfg の
NO_DATA_WAIT パラメータで定義します。

FILESWITCH fileswitch 開いている PowerExchange ロッガーログファイルにデータが含まれている
場合にログファイルを閉じ、ログファイルの新しいセットに切り替えま
す。 ログファイルにデータが含まれていない場合は、ファイルスイッチは
行われません。
バッチ抽出モードでは、このコマンドを使用すると、次のファイルスイッ
チが行われる前に、現在のログファイル内の変更データを抽出処理に使用
できます。 スクリプトファイルまたはバッチファイルから fileswitch コマ
ンドを発行するには、pwxcmd プログラムを使用する必要があります。 通
常、継続抽出モードを使用する場合は、手動ファイルスイッチを実行する
必要はありません。
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コマンドライ
ンのコマンド

pwxcmd コ
マンド

説明

SHUTCOND shutcond 最後のロギングサイクルが開始されて完了した後、PowerExchange ロッガ
ーを管理された方法で停止します。 最後のロギングサイクルにより、
PowerExchange ロッガーでは、コマンドが発行されたポイントまでのすべ
ての変更をキャプチャできます。 ロギングサイクルの完了後、
PowerExchange ロッガーは、開いているログファイルを閉じ、CDCT ファ
イルを更新し、CAPI を閉じ、Writer サブタスクとコマンドハンドラサブタ
スクを停止し、pwxccl プログラムを終了します。このコマンドは、ロギン
グサイクルが最近実行されていない場合に使用します。

SHUTDOWN shutdown PowerExchange ロッガーのログファイルが開いていればそれを閉じ、最新
のリスタート位置を CDCT ファイルに書き込んだ後に、管理された方法で
PowerExchange ロッガーを停止します。シャットダウン処理中に
PowerExchange ロッガーが、開いているログファイルを閉じ、CDCT ファ
イルを更新し、CAPI を閉じ、Writer サブタスクとコマンドハンドラサブタ
スクを停止し、pwxccl プログラムを終了します。継続モードで実行されて
いる PowerExchange ロッガープロセスを停止するには、このコマンドを使
用します。

コマンド構文、出力例、および pwxcmd の使用法の詳細については、『PowerExchange コマンドリファレン
ス』を参照してください。

PowerExchange ロッガーの監視
PowerExchange には、PowerExchange ロッガーの処理およびパフォーマンスを監視するために使用できる
いくつかのコマンドが用意されています。
これらのコマンドは、コマンドラインから入力できます。また、リモートの Linux、UNIX、または Windows
システムでは、pwxcmd プログラムを使用してこれらのコマンドを入力できます。出力は画面に表示されると
ともに、PowerExchange メッセージログに書き込まれます。
注: pwxcmd プログラムを使用するには、pwxccl.cfg ファイルで CONDENSENAME パラメータを指定し、
dbmover.cfg ファイルで SVCNODE 文を指定する必要があります。
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次の表で、これらのコマンドの概要を説明します。

コマンドラ
インのコマ
ンド

pwxcmd コマンド 説明

DG pwxcmd 
displaystats -tp 
groups

定義された PowerExchange ロッガーグループごとに（ある場合）、監
視統計を表示します。統計には次の情報が含まれます。
- グループ名およびグループ内のキャプチャ登録数
- グループに対して PowerExchange ロッガーが処理した挿入、更新、

および削除レコードの合計数
- グループに対して PowerExchange ロッガーが処理したコミットの

数
- メモリからディスク上のログファイルに PowerExchange ロッガー

がまだフラッシュしていない変更レコードの数
- 開かれているロッガーログファイルの名前と、そのファイルがいつ

開かれたかを示すタイムスタンプ
このコマンドを使用するには、pwxccl.cfg 構成ファイルで
STATS=(MONITOR)パラメータを指定する必要があります。

DISPLAY 
CPU

pwxcmd 
displaycpu

現在のロギングサイクル中に PowerExchange ロッガーの処理に費や
された CPU 時間（マイクロ秒単位）を処理段階別に表示します。処理
段階には次のものがあります。
- ソースデータの読み込み
- PowerExchange ロッガーログファイルへのデータの書き込み
- ファイル切り替えの実行
- コマンドの初期化やコマンドハンドラ処理などの"その他の処理"の

実行
また、PowerExchange ロッガーのすべての処理に費やした CPU 時間
の合計も表示されます。

DISPLAY 
EVENTS

pwxcmd 
displayevents

PowerExchange ロッガーコントローラ、コマンドハンドラ、および
Writer の各タスクが待機しているイベントを表示します。Writer がデ
ータを処理しているか、Writer がイベントまたはタイムアウトが発生
するまで待機している間スリープ状態になっているかどうかも示しま
す。

DISPLAY 
MEMORY

pwxcmd 
displaymemory

PowerExchange ロッガーの各タスクおよびサブタスクでの
PowerExchange ロッガーのメモリ使用量（バイト単位）を表示しま
す。PowerExchange ロッガープロセス全体の合計も示されます。

DISPLAY 
RECORDS

pwxcmd 
displayrecords

現在の処理サイクル中に PowerExchange ロッガーが処理した挿入、
更新、削除、およびコミットの回数を表示します。PowerExchange ロ
ッガーが現在のサイクル中に変更を受信しなかった場合、
PowerExchange ロッガーログファイルの現在のセットについて変更レ
コードのカウントを表示します。
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コマンドラ
インのコマ
ンド

pwxcmd コマンド 説明

DISPLAY 
STATUS

pwxcmd 
displaystatus

PowerExchange ロッガーの Writer サブタスクのステータスを表示しま
す。

DL pwxcmd 
displaystats -tp 
logger

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）プロセスとそ
のタスクに関する監視統計を表示します。統計には次の情報が含まれ
ます。
- PowerExchange ロッガーのプロセス ID
- コマンド発行時における PowerExchange ロッガーの Writer サブタ

スクのステータス
- PowerExchange ロッガーが、開始以降使用した CPU 時間
- コントローラ、コマンドハンドラ、および Writer の各タスクによる

PowerExchange ロッガーのメモリ使用量。現在、合計、および最大
の各カテゴリでタスクのメモリ使用量が報告されます。

- PowerExchange ロッガーが処理した挿入、更新、削除、コミットの
回数、および合計。さらに、開かれているロッガーログファイルと
アクティブなロギングサイクルにおける同じ情報が報告されます

このコマンドを使用するには、pwxccl.cfg 構成ファイルで
STATS=(MONITOR)パラメータを指定する必要があります。

これらのコマンドの詳細とサンプル出力については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してく
ださい。
pwxccl.cfg 構成ファイルの STATS=(MONITOR)パラメータでオプションの interval サブパラメータを指定した
場合、DL コマンドで生成される監視統計と同じ情報を特定の間隔でパブリッシュできます。
STATS=(MONITOR,interval)
画面に表示される定期的な統計メッセージは、メッセージログに書き込まれる数よりも少なくなります。これ
により、時間の経過とともに画面がメッセージで溢れることが回避されます。例えば、画面には次のようなメ
ッセージが表示されます。
PWX-37132    Controller: (981/983/1849) KB    Command Handler: (0/0/34) KB    Writer: (5127/5147/5181) KBPWX-37135   Status  7144                  Totals  I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37136    CurrFileOpened : 2015-08-11 13:20:39 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37137     Active Cycle  : 2015-08-11 13:21:01 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684
PowerExchange メッセージログには、次のような定期的な統計が書き込まれています。
PWX-37130   PWXCCL pid = 7144       Writer status = Reading or waiting for source dataPWX-37134   CPU Time =    0:00:02.589616PWX-37131   Memory  (Current/Total/Maximum)PWX-37132    Controller: (981/983/1849) KB    Command Handler: (0/0/34) KB    Writer: (5127/5147/5181) KBPWX-37135   Status  7144                  Totals  I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37136    CurrFileOpened : 2015-08-11 13:20:39 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37137     Active Cycle  : 2015-08-11 13:21:01 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684
また、pwxccl.cfg 構成ファイルで STATS=(MONITOR)を指定した場合（interval サブパラメータを指定して、
または指定せずに）、PowerExchange ロッガーはシャットダウン時にサマリ監視統計をパブリッシュします。
継続モードで実行するロッガーは、SHUTCOND または SHUTDOWN コマンドを発行するとシャットダウンし
ます。バッチモードで実行するロッガーは、バッチ実行の終わりに達するとシャットダウンします。これらの
サマリ監視統計は、シャットダウン出力に含められます。出力例については、『PowerExchange コマンドリフ
ァレンス』にあるロッガーの SHUTCOND および SHUTDOWN コマンドを参照してください。
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PowerExchange ロッガーが変更をキャプチャしたかどうかの判別
対象となる登録済みテーブルのコミットされた変更を PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）がキャプチャしたかどうかを判別するには、次のメッセージを PowerExchange メッセージログで検索し
ます。
PWX-09967 CAPI i/f: End of log for time 10/05/20 14:18:18 reached
このメッセージは、ロギングサイクルの開始時に使用可能であったすべての変更を PowerExchange ロッガー
が読み取ったことを示します。 予想した期間内に PowerExchange ロッガーログファイルで変更データが受信
されない場合は、このメッセージを検索します。 遅延はさまざまな理由で発生します。 例えば、現在のリスタ
ートポイントから PowerExchange ロッガーをコールドスタートする場合に、アーカイブされた REDO ログで
Oracle オンラインカタログの最新のコピーが使用できないと、PowerExchange では、変更のキャプチャを開
始するポイントを判別するまでに、多数のアーカイブされたログの読み取りが必要になることがあります。
このメッセージは、PowerExchange ロッガーの CATINT、CATBEGIN、および CATEND の各パラメータが有
効になるポイントも示します。 これらのパラメータは、Oracle でカタログをコピーする頻度、およびコピー操
作が行われる期間を制御します。

PowerExchange ロッガーの詳細なメッセージ
pwxccl.cfg 構成ファイルで VERBOSE=Y と入力した場合、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）は、初期化、圧縮、ファイルスイッチ、レコードの有効期限処理、およびシャットダウンの処理
中により詳細なメッセージを生成します。このメッセージを使用して、PowerExchange のパフォーマンスと
処理ステータスを評価できます。
例えば、次の詳細なメッセージは、Writer サブタスクによる CPU 使用率を示しています。
• メッセージ PWX-33274 は、初期化後に Writer サブタスクがソースデータの読み取りを開始する前、およ

び PowerExchange ロッガーがシャットダウンする前に発行されます。
PWX-33274 CPU Total number. CAPI Read number. Writing number. File switching number. Other number

• 各ファイルスイッチの後に発行されたメッセージ PWX-33279:
PWX-33279 CPU total number. This file total number. CAPI Reads number. Writing file number. Other number

詳細なメッセージを使用しない場合は、DL、DG、DISPLAY CPU、および DISPLAY RECORDS コマンドを使用
して、PowerExchange ロッガーのパフォーマンスとステータスを評価するのに役立つ統計を収集できます。
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PowerExchange ロッガーの CDCT ファイルとログファイルを保持するための PWXUCDCT コマンド
PWXUCDCT ユーティリティを使用すると、PowerExchange ロッガーの CDCT ファイルやログファイルを管理
できます。
次の表に、メンテナンスタスクの実行に使用できる PWXUCDCT コマンドを示します。

コマンド 説明
CONVERT_CDCT 以前のリリースから 9.5.1 HotFix 1 以降にアップグレードする場合、このコマ

ンドを発行すると、CDCT ファイルから新しいフォーマットへの 1 回限りの変
換を手動で実行できます。別の方法として、PowerExchange ロッガーが初め
てウォームスタートするときに、自動的に CDCT ファイルを新しいフォーマッ
トに変換させることもできます。
この変換によって、元の CDCT ファイルから CDCT_dbid ファイルインスタン
スが作成されます。CDCT ファイル名の dbid の値が、コマンドを実行する
PowerExchange ロッガー pwxccl コンフィギュレーションファイルの DBID パ
ラメータの値と、必ず一致するようにしてください。
注: 古い CDCT ファイルに複数のデータベースインスタンスの情報が含まれて
いる場合は、このコマンドを複数回（インスタンスごとに 1 回）実行する必要
があります。コマンド実行のたびに、CS パラメータがそのインスタンスの正
しい pwxccl コンフィギュレーションファイルを指しているか確認してくださ
い。

CREATE_CDCT_BACKUP 最新のコンフィギュレーションインカネーションに基づき、ソースデータベー
スの CDCT ファイルインスタンス内のレコードをすべて手動でバックアップし
ます。
注: PowerExchange ロッガーは、初期化と終了時にバックアップを自動的に生
成します。

DELETE_EXPIRED_CDCT このコマンドは廃止されましたが、後方互換を保つため、現在でもサポートさ
れています。代わりに、DELETE_EXPIRED_FILES を使用してください。

DELETE_EXPIRED_FILES 保持期限が切れたログファイルと、それら期限切れのログを参照していた
CDCT レコードを削除します。このコマンドを機能させるには、pwxccl コンフ
ィギュレーションファイルで LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS パ
ラメータを N に設定する必要があります。

DELETE_ORPHAN_FILES CDCT ファイルのどのレコードも参照していない PowerExchange ロッガーロ
グファイルを削除します。

DERIVE_CDCT_BACKUP CDCT ファイルが破損しているか削除されていて、CDCT バックアップが存在
しないか、または利用できる直近のバックアップが相当のデータ再処理を引き
起こす可能性があるときは、このコマンドを使用して、リカバリ用にバックア
ップテキストファイルを取得してください。
このコマンドは、PowerExchange ロッガーのコンフィギュレーションファイ
ルから EXTERNAL_CAPTURE_MASK パラメータ値を、あるいはグループ定義フ
ァイルから external_capture_mask 位置パラメータを使用して、
PowerExchange ロッガーのログファイルのリストを生成します。次に、これ
らのログファイルの内容を使用して、RESTORE CDCT コマンドへの入力に使用
できるテキストファイルを生成します。
PowerExchange ロッガーのログファイルも壊れているか削除されている場合
は、このコマンドを使用しないでください。
ヒント: PREVBACKUPFILE パラメータを使用して、利用可能な最も新しいバッ
クアップファイルの名前を指定します。以前のバックアップファイルを使用す
ると、より多くの履歴情報が CDCT ファイルに保持されます。また、このユー
ティリティは、バックアップを取った以降に作成されたログファイルすべて
を、抽出されたバックアップファイルに追加します。
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コマンド 説明
REPORT_CDCT CDCT ファイルの内容を印刷します。この情報は、主にデバッグのために使用

されます。
最新のロッガーコンフィギュレーションインカネーションでは、レポートが次
のように表示されます。
- インカネーション識別子、ステータス、および作成の理由（Rsn）。原因は、

コールドスタートの場合もあれば、コンフィギュレーションの変更の場合も
あります。

- ソースインスタンス（または DBID）の名前とイメージのタイプ。
- グループ定義ファイルで定義されたグループ数。定義されたグループがない

場合、デフォルトの 1 が使用されます。
- 開始タイムスタンプと終了タイムスタンプ。
- 開始および終了のリスタートトークンとシーケンストークン
各ロッガーグループで、レポートが次のように表示されます。
- グループ番号と名前。
- グループが属するインカネーション。
- グループログファイルのパス。
- 登録数。
- ログファイル数と最初と最新のログシーケンス番号。
- 最も古いログファイルのタイムスタンプ。
各登録で、レポートが次のように表示されます。
- 登録タグ名とステータス。
- インカネーションおよび登録が属するグループ。
- デフォルトのスキーマ名。

REPORT_CDCT_FILES CDCT に記録されているログファイルごとに、次の情報を報告します。
- ログファイルの名前と連番。
- ログファイルが属するコンフィギュレーションインカネーションとグルー

プ。
- レコード数、コミット数、コミットされていないデータが存在するかどう

か。
- 開始タイムスタンプと終了タイムスタンプ。
- 開始および終了のリスタートトークンとシーケンストークン
- ファイルオープンのタイムスタンプ
- ファイルクローズのタイムスタンプ

REPORT_CONFIG 関連付けられた PowerExchange Logger の pwxccl コンフィギュレーションフ
ァイルに定義されたパラメータ設定をリストします。
グループ定義ファイルを作成し、pwxccl ファイル内の GROUPDEFS パラメー
タでそのファイルを指定した場合、このコマンドにより、そのグループ定義フ
ァイル内のグループ文もレポートされます。

REPORT_EXPIRED_CDCT このコマンドは廃止されましたが、後方互換を保つため、現在でもサポートさ
れています。代わりに、REPORT_EXPIRED_FILES を使用してください。

REPORT_EXPIRED_FILES 保持期限が切れた PowerExchange ロッガーのログファイルを表示します。
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コマンド 説明
REPORT_FILES_BY_NAME ファイル名ごとに PowerExchange ロッガーのログファイルをリストします。

この情報は、CDCT ファイルではなく、ログファイルのディレクトリ情報に基
づいています。
各ファイルについて、このコマンドで以下の情報がレポートされます。
- ファイルが書き込まれた日付と時刻。
- シーケンス番号
- パスおよびファイル名。
また、このコマンドにより、pwxccl コンフィギュレーションファイルの
EXT_CAPT_MASK パラメータで指定されているデフォルトのマスクと一致する
ログファイルの数もレポートされます。pwxccl ファイルの GROUPDEFS パラ
メータでグループ定義ファイルを指定した場合、このコマンドにより、グルー
プ定義ファイル内のマスクのいずれかと一致するログファイルの数がレポート
されます。

REPORT_FILES_BY_TIME PowerExchange ロッガーのログファイルを作成順（古いものが先で新しいも
のが後）に一覧表示します。この情報は、CDCT ファイルではなく、ログファ
イルのディレクトリ情報に基づいています。
各ファイルについて、このコマンドで以下の情報がレポートされます。
- ファイルが書き込まれた日付と時刻。
- シーケンス番号。
- パスおよびファイル名。
また、このコマンドにより、pwxccl コンフィギュレーションファイルの
EXT_CAPT_MASK パラメータで指定されているデフォルトのマスクと一致する
ログファイルの数もレポートされます。pwxccl ファイルの GROUPDEFS パラ
メータでグループ定義ファイルを指定した場合、このコマンドにより、グルー
プ定義ファイル内のマスクのいずれかと一致するログファイルの数がレポート
されます。

REPORT_ORPHAN_FILES CDCT ファイルのどのレコードも参照していない PowerExchange ロッガーロ
グファイルを一覧表示します。

RESTORE_CDCT 特定時点までの CDCT ファイルをバックアップからリストアします。この時点
より新しいデータがあれば、PowerExchange ロッガーがそれを再処理します。
復元操作が完了した後に、DELETE_ORPHAN_FILES コマンドを実行してくださ
い。

コマンドの構文に CS パラメータを含めて、PowerExchange Logger の特定の pwxccl コンフィギュレーショ
ンファイルへのパスを指定します。PWXUCDCT ユーティリティコマンドについての詳細は、

『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照してください。

PowerExchange ロッガーファイルのバックアップ
PowerExchange ロッガーでは、初期化時と正常終了時に CDCT ファイルのバックアップを自動的に作成しま
す。ログファイルのバックアップは手動で行う必要があります。
最近生成された CDCT バックアップが利用できない場合、PWXUCDCT ユーティリティを使って、手動で CDCT
バックアップを作成することができます。PWXUCDCT ユーティリティの CREATE_CDCT_BACKUP コマンドを
使用すると、最新のロッガーコンフィギュレーションインカネーションに基づいて CDCT ファイルがバックア
ップされます。
別の方法として、エラーによって CDCT ファイルとその最近のバックアップが損傷または削除された場合、
DERIVE_CDCT_BACKUP コマンドを使って、利用できる PowerExchange ロッガーのログファイルに基づいて

（さらに任意で直前に利用可能だったバックアップファイルに関連付けて）バックアップを抽出することができ
ます。この前回のバックアップは、自動的に生成されたバックアップである場合もあれば、自分で作成したも
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のである場合もあります。前回のバックアップを使用することによって、より多くの履歴情報が CDCT ファイ
ルに保持されます。このユーティリティは、抽出されたバックアップファイルに、そのバックアップがとられ
た後に作成されたログファイルをすべて追加します。
ヒント: CDCT ファイルとログファイルを手動でバックアップする場合、データベースアクティビティが低下す
る間、すなわちデータがログファイルにほとんど（またはまったく）書き込まれないときに、バックアップを
実行するようにしてください。

エラー発生後の CDCT ファイルの再生成
CDCT ファイルおよびその最近のバックアップが破損したまたは削除された場合は、利用できる
PowerExchange ロッガーのログファイルに基づいて CDCT ファイルを再作成することができます。CDCT の
バックアップを抽出した後に、それを使って CDCT ファイルをリストアすることができます。
このプロシージャでは、PowerExchange ロッガーのログファイルが利用できることが前提です。ログファイ
ルは損傷または削除されていた場合も、このプロシージャを使用しないでください。
1. PWXUCDCT ユーティリティの DERIVE_CDCT_BACKUP コマンドを発行して、利用できる

PowerExchange ロッガーのログファイルからバックアップを取得します。 
ヒント: 利用可能な最も新しい CDCT バックアップファイルの名前を指定するために PREVBACKUPFILE パ
ラメータを含めます。前回のバックアップを使用することによって、より多くの履歴情報が CDCT ファイ
ルに保持されます。このユーティリティは、このバックアップがとられた後に作成されたすべてのログフ
ァイルを、抽出されたバックアップファイルに追加します。

2. 抽出バックアップから CDCT ファイルをリストアするには、PWXUCDCT ユーティリティの
RESTORE_CDCT コマンドを発行します。 

3. 次のように、リストア操作が成功したことを確認します。 
• PWXUCDCT ユーティリティからの戻りコードがゼロであることを確認します。
• メッセージ PWX-25140 から PWX-25145 で、バックアップファイルから読み取ったレコードおよび

CDCT ファイルで変更されたレコードについて、適切なレコード数が示されていることを確認します。
4. DELETE_ORPHAN_FILES コマンドを実行して、復元された CDCT ファイルによって参照されないように

なったログファイルを削除してください。 
PowerExchange ロッガーをウォームスタートした後に、それらのファイルの CDCT の内容が再作成され
ます。

PWXUCDCT ユーティリティコマンドについての詳細は、『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照し
てください。
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パート III: PowerExchange CDC
データソース

この部には、以下の章があります。
• Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 CDC, 83 ページ
• Microsoft SQL Server CDC, 101 ページ
• MySQL CDC, 119 ページ
• Express CDC for Oracle, 135 ページ
• PostgreSQL CDC, 214 ページ
• SAP HANA CDC, 227 ページ
• データのリモートロギング, 238 ページ
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第  4  章

Linux、UNIX、または Windows
上の DB2 CDC

この章では、以下の項目について説明します。
• Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 CDC の概要, 83 ページ
• DB2 CDC の計画, 84 ページ
• Db2 for CDC の設定, 87 ページ
• PowerExchange for DB2 CDC の設定, 88 ページ
• DB2 データマップの使用, 96 ページ
• DB2 CDC の管理, 97 ページ
• DB2 CDC トラブルシューティング, 100 ページ

Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 CDC の概要
PowerExchange は、Linux、UNIX、または Windows 上のソーステーブルの DB2 データベースログから変更
データをキャプチャします。PowerExchange は、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）を
PowerCenter と連動して使用し、キャプチャされた変更データを 1 つ以上のターゲットに移動します。
PowerExchange で DB2 変更データをキャプチャするには、DB2 で以下の設定タスクを実行する必要がありま
す。
• データベースでアーカイブロギングが有効になっていることを確認します。
• データベースに PowerExchange キャプチャカタログテーブルを作成します。キャプチャカタログテーブル

には、カラム定義や DB2 ログの位置など、ソースデータベースのすべてのテーブルに関する情報が格納さ
れます。

また、PowerExchange で以下の設定タスクも実行します。
• 各ソーステーブルに対してキャプチャ登録を定義します。キャプチャ登録では、データをキャプチャするた

めのカラムのサブセットを選択できます。対応する抽出マップが PowerExchange によって生成されます。
必要に応じて、追加の抽出マップを定義できます。

• カラムのデータタイプと矛盾する形式でデータを保存するカラムがソーステーブルに含まれる場合、必要に
応じて式を使用してデータを操作するデータマップを作成できます。例えば、パックされたデータを CHAR
カラムに格納する場合、データマップを作成してデータを操作し、そのデータをターゲットにロードする準
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備をすることができます。キャプチャ登録作成時に、データマップをソーステーブルの抽出マップと統合す
る必要があります。

• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用して変更データをキャプチャし、
PowerExchange ロッガーのログファイルに書き込む場合は、PowerExchange ロッガーを設定します。そ
の後、PowerExchange ロッガーログファイルから変更データが抽出されます。PowerExchange ロガーに
は、データベースへのアクセス量が少なくなる、CDC のリスタートが速くなる、変更キャプチャのために
DB2 ログファイルの保持期間を延長する必要がなくなるなどの利点があります。PowerExchange は
PowerCenter と連携し、変更データを DB2 データベースログまたは PowerExchange ロガーのログファイ
ルから抽出し、そのデータを 1 つ以上のターゲットにロードします。

関連項目：
•「DB2 CDC の計画」  (ページ 84)
•「PowerExchange for DB2 CDC の設定」  (ページ 88)
•「DB2 データマップの使用」  (ページ 96)
•「DB2 CDC の管理」  (ページ 97)
•「変更データ抽出の概要」  (ページ 259)
•「PowerExchange ロッガーの概要」  (ページ 37)

DB2 CDC の計画
Linux、UNIX、または Windows 上のソース用に DB2 CDC を構成する前に、次の前提条件とユーザー権限要件
が満たされていることを確認します。また、CDC が適切に設定できるように、制限事項も確認します。

前提条件
PowerExchange CDC には以下の前提条件があります。
• 変更データをキャプチャするソーステーブルが含まれるデータベースに対して、アーカイブロギングをアク

ティブにしておく必要があります。
• DB2 ソーステーブルは、キャプチャ処理を実行するために DATA CAPTURE CHANGES 句を使用して定義し

ておく必要があります。
• PowerExchange ユーザーに有効な DB2 環境が存在する必要があります。Linux、および UNIX 上では、

DB2 クライアントへのパスを PATH およびライブラリパス環境変数で指定する必要があります。

必要なユーザー権限
PowerExchange で Db2 ログから変更データを読み取るには、データベースアクセスに指定するユーザー ID
に、SYSADM 権限または DBADM 権限がある必要があります。通常、dbmover.cfg ファイルの UDB 
CAPI_CONNECTION 文でこのユーザー ID を指定します。
ユーザーに SYSADM 権限がある場合、ソースデータベースの PowerExchange キャプチャカタログに対する
SELECT、INSERT、UPDATE、および DELETE 権限がこのユーザーにあることも確認してください。GRANT 
DATAACCESS 文を使用して、データベースに対するこれらの権限をユーザーに付与することができます。
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CDC でサポートされる DB2 データタイプ
PowerExchange では CDC 用のほとんどの DB2 データタイプをサポートしています。
以下の表に、PowerExchange が CDC でサポートする DB2 のソースデータタイプとサポートしないソースデ
ータタイプを示します。

DB2 データ型 CDC でサポー
トされているか

コメント

BIGINT はい -
BLOB いいえ ラージオブジェクト（LOB）カラムを使用したテーブルを登録す

る場合、PowerExchange は LOB カラムの変更をキャプチャしな
いが、テーブル内のその他のカラムの変更はキャプチャできる。

CHAR はい -
CLOB いいえ LOB カラムを使用したテーブルを登録する場合、PowerExchange

は LOB カラムの変更をキャプチャしないが、テーブル内のその他
のカラムの変更はキャプチャできる。

DATE はい -
DBCLOB いいえ LOB カラムを使用したテーブルを登録する場合、PowerExchange

は LOB カラムの変更をキャプチャしないが、テーブル内のその他
のカラムの変更はキャプチャできる。

DECFLOAT いいえ DECFLOAT カラムを使用したテーブルを登録する場合、
PowerExchange は DECFLOAT カラムの変更をキャプチャしない
が、テーブル内のその他のカラムの変更はキャプチャできる。

DECIMAL はい -
DOUBLE はい -
GRAPHIC はい -
INTEGER はい -
LONG VARCHAR はい -
LONG VARGRAPHIC はい -
REAL はい -
REF いいえ DB2 は、REF カラムを使用したテーブルの変更データキャプチャ

を許可しない。
SMALLINT はい -
TIME はい -
TIMESTAMP はい -
UDT1 いいえ PowerExchange は、UDT カラムを使用したテーブルの変更データ

をキャプチャしない。
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DB2 データ型 CDC でサポー
トされているか

コメント

VARCHAR はい -
VARGRAPHIC はい -
XML いいえ XML カラムを使用したテーブルを登録する場合、PowerExchange

は XML カラムの変更をキャプチャしないが、テーブル内のその他
のカラムの変更はキャプチャする。

1. DISTINCT や STRUCT などのユーザー定義のデータタイプ。

DB2 CDC に関する考慮事項
DB2 CDC 処理を計画する際は、以下の CDC の機能と制限を考慮します。
• 変更データがキャプチャされる DB2 サーバーからリモートの位置にある DB2 クライアントマシンで変更デ

ータを抽出するには、両方のマシンのアーキテクチャが同じである必要があります。異なっていた場合、変
更データキャプチャ処理はエラーメッセージ PWX-20628 で失敗する可能性があります。

• DB2 9.7 以降のソースの場合、PowerExchange は DB2 行の圧縮を使用するテーブルから変更データをキャ
プチャできます。これらのテーブルは、COMPRESS の YES オプションで作成または変更されたものです。

• ソーステーブルが圧縮されている場合は、PowerExchange がテーブルの変更データを読み取る、圧縮され
た DB2 ログレコードと互換性のある圧縮ディクショナリがあることを確認します。このような圧縮ディク
ショナリがない場合、DB2 は PowerExchange の読み取り要求のログレコードを解凍できません。DB2 で
はディスク上で現在の圧縮ディクショナリおよび以前の圧縮ディクショナリのバックアップが保持されるた
め、通常、互換性のある圧縮ディクショナリが使用できます。
圧縮ソーステーブルに対し、REPLACE オプションまたは RESUME NO オプションを使用して DB2 REORG 
TABLE ユーティリティまたは DB2 LOAD ユーティリティを実行する場合、Informatica では、ユーティリ
ティに KEEPDICTIONARY オプションを指定することをお勧めします。KEEPDICTIONARY オプションは、
圧縮ディクショナリが存在する場合、DB2 に現在の圧縮ディクショナリの保持を強制します。
RESETDICTIONARY オプションを使用すると、DB2 は圧縮ディクショナリを再構築します。この場合、
DB2 ログレコードと一致する以前の圧縮ディクショナリはすでに使用できない可能性があります。

• PowerExchange では、以下の DB2 データタイプについては変更データをキャプチャできません。
- DECFLOAT、LOB、および XML の各データタイプ。DECFLOAT、LOB、および XML の各データタイプの

カラムが含まれるテーブルのキャプチャ登録を作成することはできますが、登録にはこれらのカラムは含
まれず、それらの変更データが PowerExchange によってキャプチャされることはありません。登録され
たテーブル内のデータタイプがサポートされているその他のカラムの変更データは、PowerExchange に
よってキャプチャされます。

- ユーザー定義のデータタイプ。ユーザー定義のデータタイプのカラムが含まれるテーブルは、変更データ
キャプチャを登録できません。PowerExchange は、これらのテーブルの変更データをキャプチャできま
せん。

• パーティション化されたデータベースのパーティションを追加または削除し、更新されたパーティショング
ループ間でテーブルデータを再配分するか、データベースパーティショングループを再設定するには、特殊
な手順を使用する必要があります。そうしないと、PowerExchange が変更データキャプチャを正常に再開
できない場合があります。

• FOR BIT DATA に対してカラムのデータタイプを変更する場合、PowerExchange ではデータタイプの変更
が検出されません。PowerExchange は、既存のキャプチャ登録で指定されたデータタイプを使用し続けま
す。
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• ソーステーブルを変更することで CDC 対象の DB2 カラムの DEFAULT 値を変更した場合、
PowerExchange では、キャプチャ処理時にこの DDL 変更が検出されません。その結果、PowerExchange
で以下の処理を行う際に正しい DEFAULT 値を使用することができません。
- カラムが追加されたテーブルの既存の短い行を渡す。
- VALUE COMPRESSION オプションを使用するソーステーブルと、COMPRESS SYSTEM DEFAULT オプシ

ョンおよびデフォルト値を含むカラムのあるソーステーブルの行を渡す。
• パーティション化されたデータベースでテーブルの行に対する UPDATE によってパーティションキーが変

更され、それによって行が別のパーティションに移動する場合、PowerExchange では UPDATE が DELETE
と INSERT の 2 つの操作として処理されます。ただし、PowerExchange は、DB2 ログ情報に基づいて
DELETE と INSERT の操作が実行される順序を予測することはできません。INSERT が最初に処理される場
合は、DELETE が処理されるまで、元の行と更新された行の両方がターゲットに存在します。

• PowerExchange が変更データをキャプチャできる行の最大長は 128,000 バイトです。
• PowerExchange は変更データキャプチャにマルチスレッド処理を使用します。デフォルトでは、

PowerExchange は最大 9 個までのスレッドを使用します。スレッドの数を設定するには、UDB CAPI 
CONNECTION 文で THREADING パラメータを指定します。DB2 のパーティション化されたデータベースを
使用している場合、最大でデータベースパーティションノードごとにスレッドを 1 つと、CAPI とマージ処
理用に追加スレッドを 2 つ使用できます。

• PowerExchange では、zLinux 上の DB2 10.5 ソースをサポートしません。

Db2 for CDC の設定
Linux、UNIX、または Windows で DB2 for CDC を設定するには、次のタスクを実行します。
1. DB2 コントロールセンターのデータベースロギングの構成ウィザードで、DB2 データベースのアーカイブ

ロギングを有効にします。詳細については、IBM DB2 の資料を参照してください。
アーカイブロギングが有効でない場合、PowerExchange は CDC 時に PWX-20204 および PWX-20229 の
エラーメッセージを発行します。

2. PowerExchange CDC または DTLUCUDB プログラムを実行するプロセスで以下のユーザー環境変数を設
定します。
• DB2NOEXITLIST を ON に設定します。
• DB2CODEPAGE を 1208 に設定します。

3. DB2 ソーステーブルが DATA CAPTURE CHANGES 句を使用して定義されていることを確認します。
4. PowerExchange が、監視メッセージ PWX-20177 で、承認 ID、および DB2 トランザクションに関連付け

られているアプリケーションをレポートできるようにするには、DB2 で DB2_LOGGING_DETAIL レジスト
リ変数を APPLINFO に設定します。
この変数を現在の DB2 インスタンス用に設定するには、以下のコマンドを入力します。
db2set DB2_LOGGING_DETAIL=APPLINFO
この変数をシステム上のすべての DB2 インスタンス用に設定するには、以下のコマンドを入力します。
db2set -g DB2_LOGGING_DETAIL=APPLINFO

5. 変更データキャプチャに選択されたテーブルに LONG データタイプのカラムが含まれる場合は、
PowerExchange が LONG カラムのデータをキャプチャできるように、INCLUDE LONGVAR COLUMNS 句
を使用してテーブルを変更します。そうしないと、PowerExchange は CDC 処理時にエラーメッセージ
PWX-20094 を発行する場合があります。
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PowerExchange for DB2 CDC の設定
PowerExchange for Db2 CDC を構成するために実行するタスクは、Linux、UNIX、および Windows 用の
PowerExchange ロガーを使用するかどうか、および使用する予定の抽出モードにより異なります。
関連項目：
•「PowerExchange ロッガーを使用しない PowerExchange CDC の設定」  (ページ 88)
•「PowerExchange ロッガーを使用した PowerExchange CDC の設定」  (ページ 88)
•「キャプチャカタログテーブルの作成」  (ページ 89)
•「キャプチャカタログテーブルの初期化」  (ページ 89)
•「DB2 CDC に対応するための dbmover 構成ファイルのカスタマイズ」  (ページ 90)

PowerExchange ロッガーを使用しない PowerExchange CDC の設定
リアルタイム抽出モードで抽出を行い、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用しな
い場合は、PowerExchange CDC を設定するために以下のタスクを実行します。
1. PowerExchange キャプチャカタログテーブルを作成します。
2. DTLUCUDB SNAPSHOT コマンドを実行して、キャプチャカタログテーブルを初期化します。
3. dbmover.cfg ファイルを設定するときは、次の文を含めます。

• CAPT_PATH
• CAPT_XTRA
• UDB CAPI_CONNECTION

4. PowerExchange Navigator で、各ソーステーブルに対してキャプチャ登録を作成します。
PowerExchange Navigator によって対応する抽出マップが生成されます。フィールドレベルの処理を実
行する場合は、オプションとしてデータマップを作成します。
ヒント: PowerExchange ロッガーを使用しない場合でも、特定の理由がない限り、［圧縮］オプションに
は［部分］を設定します。これにより、後で PowerExchange ロッガーを使用することになった場合にキ
ャプチャ登録を編集する必要がなくなります。同じキャプチャ登録で定義されたテーブルに対してリアル
タイム抽出と継続抽出の両方を実行し、PowerExchange ロッガーを使用して登録テーブルの変更データ
をキャプチャしない場合は、［圧縮］オプションを［なし］に設定できます。
ソーステーブルに対するキャプチャ登録がすでに存在している場合は、既存の登録および抽出マップを削
除して新しく作成します。

5. キャプチャ登録をアクティブにします。通常、このタスクはターゲットをマテリアライズした後に行いま
す。

次の手順：抽出を設定し開始します。リアルタイム抽出モードを使用する必要があります。

PowerExchange ロッガーを使用した PowerExchange CDC の設定
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用し、バッチ抽出モードまたは継続抽出モード
で抽出を行う場合は、PowerExchange CDC を設定するために以下のタスクを実行します。
1. PowerExchange キャプチャカタログテーブルを作成します。
2. DTLUCUDB SNAPSHOT コマンドを実行して、キャプチャカタログテーブルを初期化します。
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3. dbmover.cfg ファイルを設定するときは、次の文を含めます。
• CAPT_PATH
• CAPT_XTRA
• UDB CAPI_CONNECTION
• CAPX CAPI_CONNECTION（継続抽出モードのみ）

4. PowerExchange ロッガーの pwxccl.cfg ファイルを設定します。
5. PowerExchange Navigator で、各 DB2 ソーステーブルのキャプチャ登録を作成します。［圧縮］ドロッ

プダウンリストで、［部分］を選択する必要があります。 PowerExchange Navigator によって対応する抽
出マップが生成されます。
これらのテーブルに対するキャプチャ登録がすでに存在している場合は、既存の登録および抽出マップを
削除して新しく作成します。

6. キャプチャ登録をアクティブにします。 通常、このタスクはターゲットをマテリアライズした後に行いま
す。

7. PowerExchange ロッガーを起動します。
次の手順：抽出を設定し開始します。 バッチ抽出モードか継続抽出モードのどちらかを使用できます。

キャプチャカタログテーブルの作成
PowerExchange キャプチャカタログテーブルには、CDC ソーステーブル、カラム定義、および有効な DB2 ロ
グの場所に関する情報が格納されます。このテーブルは、変更データをキャプチャするソーステーブルが含ま
れる同一のデータベースで作成する必要があります。
データベースに複数のパーティションがある場合、キャプチャカタログテーブルには各パーティションの位置
情報が格納されます。データベースに単一のパーティションしかない場合にも、キャプチャカタログテーブル
にはパーティションの位置情報が含まれます。
以下の DDL を使用してキャプチャカタログテーブルを作成します。
CREATE TABLE DTLCCATALOG (    VTSTIME  TIMESTAMP       NOT NULL,    VTSACC   INTEGER         NOT NULL,    NODENUM  SMALLINT        NOT NULL,    SEQ      INTEGER         NOT NULL,    TBSCHEMA VARCHAR(128),    TBNAME   VARCHAR(128),    OP       VARCHAR(1024)   NOT NULL,    PRIMARY KEY(VTSTIME, VTSACC, NODENUM, SEQ) );
この DDL のテーブル名は DTLCCATALOG です。必要に応じて、別のテーブル名を指定できます。
ヒント: Informatica では、PowerExchange キャプチャカタログテーブルを DB2 カタログパーティションに配
置することをお勧めします。 

キャプチャカタログテーブルの初期化
PowerExchange キャプチャカタログテーブルを初期化するには、DTLUCUDB ユーティリティを SNAPSHOT
コマンドとともに実行します。このタスクを実行するのは 1 回のみにする必要があります。
コマンドを指定するには、次の構文を使用します。
DTLUCUDB SNAPSHOT [DB=database_name] [CCATALOG=capture_catalog_name] [UID=user_id] [EPWD=encrypted_password] [REPLACE=Y|N]
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キャプチャカタログテーブルに既存のデータ行が含まれる場合は、REPLACE パラメータを Y に設定して、
PowerExchange がデータを上書きできるようにする必要があります。新規のキャプチャカタログテーブルで
は、デフォルトの N を使用します。
スナップショットが正常に終了したら、キャプチャカタログテーブルをバックアップして、リカバリのための
一貫性ポイントを作成します。
注: DB2 カタログを更新しながら DTLUCUDB SNAPSHOT コマンドを実行すると、スナップショットは失敗し
ます。このように失敗した場合、DB2 カタログの更新が完了してから SNAPSHOT コマンドを再実行します。 

DB2 CDC に対応するための dbmover 構成ファイルのカスタマイズ
dbmover 構成ファイルでは、Linux、UNIX、または Windows で DB2 CDC の文を追加します。
DB2 CDC には次の文を含める必要があります。
CAPT_PATH 文

CDC の制御ファイルが含まれている Linux、UNIX、または Windows システムのローカルディレクトリの
パス。
これらのファイルは、キャプチャ登録の CCT ファイル、ODBC 抽出に使用されるアプリケーション名の
CDEP ファイル、および PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の CDCT ファイルで
す。

CAPT_XTRA 文
CDC の抽出マップが格納されている Linux、UNIX、または Windows システムのローカルディレクトリの
パス。

UDB CAPI_CONNECTION 文
変更ストリームに接続して、DB2 ソースの CDC 処理を制御するためにコンシューマ API（Consumer API: 
CAPI）が使用するパラメータの名前付きセット。
この文を、DB2 キャプチャ登録が存在するシステム上の dbmover.cfg ファイルに追加します。この場所
は、登録グループを定義するときに指定する［場所］ノードに対応します。通常、この場所は、ソースデ
ータベースが存在する場所です。

継続抽出モードを使用する場合は、以下の文も含める必要があります。
CAPX CAPI_CONNECTION 文

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを継続抽出するた
めに CAPI が使用するパラメータの名前付きセット。

また、メッセージを見つけやすくするために LOGPATH 文と TRACING 文を含めることをお勧めします。
LOGPATH 文を指定すると、PowerExchange メッセージログファイルのディレクトリが明確に定義されます。
TRACING 文を指定すると、PowerExchange は PowerExchange プロセスごとにメッセージログファイルの代
替セットを作成できるようになります。
DBMOVER のすべての文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。
関連項目：
•「CAPI_CONNECTION - CAPX 文」  (ページ 61)
•「CAPI_CONNECTION - UDB 文」  (ページ 91)
•「CAPT_PATH 文」  (ページ 32)
•「CAPT_XTRA 文」  (ページ 33)
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DB2 の dbmover 文の例
この例では、DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC で通常定義される dbmover 文を示します。
CAPT_PATH=c:/pwxcapt/VnnnCAPT_XTRA=c:/pwxcapt/Vnnn/extrmapsCAPI_CONN_NAME=UDBCCCAPI_CONNECTION=(NAME=UDBCC                ,DLLTRACE=bbbb                ,TYPE=(UDB                      ,CCATALOG=mylib.captcat_tbl                      ,USERID=db2admin                      ,PASSWORD=db2admin))

CAPI_CONNECTION - UDB 文
UDB CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、DB2 for Linux, UNIX, and Windows ソースの CDC
処理を制御するために、コンシューマ API（consumer API：CAPI）が使用する名前付きパラメータセットを指
定します。
このステートメントを、DB2 キャプチャ登録が存在するシステム上の dbmover.cfg ファイルに追加します。
この場所は、登録グループを定義するときに指定する［場所］ノードに対応します。通常、この場所は、ソー
スデータベースが存在する場所です。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: DB2 for Linux, UNIX, and Windows
必須: CDC の場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=([DLLTRACE=trace_id]                 ,NAME=capi_connection_name                [,TRACE=trace_name]                 ,TYPE=(UDB                      [,AGEOUTPERIOD=minutes]                      [,CCATALOG={capture_catalog|creator.DTLCCATALOG}]                      [,DBCONN=database_name]                      [,EPWD=encryted_password]                      [,LARGEOPS=number_of_operations]                      [,LIMITRESCAN={Y|N}]                      [,LOGBUFSIZE=[kilobytes][,kilobytes]]                      [,MEMCACHE={cache_size|1024}]                      [,MONITORINT={minutes|5}]                      [,PASSWORD=password]                      [,RSTRADV=seconds]                      [,SPACEPRI={AUTO|MAX|NONE|nn}]                      [,THREADING={AUTO|MAX|NONE|nn}]                      [,UDBSCHEMA=schema]                      [,UPDINT={seconds|600}]                      [,UPDREC={records|1000}]                      [,USERID=user_id]                  )) 
パラメータ: 
DLLTRACE=trace_id

オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前
です。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

NAME=capi_connection_name
必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前です。
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最大長は英数字 8 文字です。
TRACE=trace_name

オプション。共通の CAPI トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義名です。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

TYPE=(UDB, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。DB2 for Linux, UNIX, and Windows の場合、この値は UDB にす
る必要があります。
AGEOUTPERIOD=minutes

CDC の対象となる変更レコードがない未解決の UOW が CDC リスタートポイントの計算から削除さ
れるまでに経過する必要がある分数。経過時間は、未処理の UOW の開始時刻と現在の時刻の差とし
て計算されます。
このパラメータは、トランザクションが未処理のうちにキャプチャ処理を停止して再開すると発生す
る可能性がある CDC エラーを防止する目的で使用します。再起動後、未処理の UOW が開始された
DB2 トランザクションログが使用できない可能性があります。これにより、PowerExchange DB2 の
読み取りプロセスが失敗します。
有効な値は 60〜43200 です。デフォルト値は指定されていません。

CCATALOG={capture_catalog|creator.DTLCCATALOG}
オプション。PowerExchange キャプチャカタログテーブルの名前（creator.table_name の形式）。
デフォルトは creator.DTLCCATALOG です。ここで、creator はデータベースへの接続に使用される
ユーザー ID です。

DBCONN=database_name
オプション。登録グループに指定されているデータベースの代わりに、データ抽出のために接続する
オーバーライドデータベースの名前。オーバーライドデータベースは、元のデータベースと同じテー
ブルおよびカラムを含む必要があります。登録タグ名と抽出マップ名には、元のデータベースが含ま
れます。

EPWD=encryted_password
オプション。データベースアクセスで USERID パラメータのユーザー ID とともに使用される暗号化
されたパスワード。
このパラメータを指定する場合、USERID パラメータも指定する必要があります。ただし、
PASSWORD パラメータは指定しないでください。
ヒント: 暗号化されたパスワードは、PowerExchange Navigator で作成できます。

LARGEOPS=number_of_operations
オプション。レポート目的で、PowerExchange がトランザクションを大規模トランザクションとし
て特定するためのデフォルト値をオーバーライドします。トランザクションが大規模トランザクショ
ンと見なされるために含むべき DML 操作の数（挿入、更新、削除）を、千単位で入力します。
PowerExchange は、この条件を満たす大規模トランザクションに対してステータスメッセージを発
行します。PowerExchange が多くのメッセージを発行しすぎる場合、この値を引き上げて、メッセ
ージの数を制限することができます。
有効な値は 1〜2147483 です（1000〜2,147,483,000 の操作）。デフォルト値は、最も近い千の位に
切り上げされた MEMCACHE パラメータ値の 1/2 です。デフォルトの MEMCACHE 値、1024 KB に基
づき、デフォルトの LARGEOPS 値は 1000（1,000,000 の操作）です。
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注: コミットされたトランザクションが DB2 データベースの複数のパーティションにまたがる場合、
PowerExchange はすべてのパーティションの SQL 操作数およびトランザクションサイズをレポート
します。

LIMITRESCAN={Y|N}
オプション。PowerExchange 変更キャプチャ処理が DB2 ログ内のソーステーブルの圧縮レコードを
検出した場合、PowerExchange がプロパゲート可能なテーブルのレコードのログを内部的に設定さ
れた制限までスキャンするか、またはバッファがいっぱいになるか、あるいはログの終わり（EOL）
になるまでスキャンを続行するかどうかを制御します。このパラメータを使用して、ログの過剰なス
キャンを回避します。これにより、PowerExchange キャプチャのタイムアウトが発生し、パフォー
マンスが低下する可能性があります。
• Y。変更キャプチャ用のログレコードの PowerExchange スキャンを制限します。潜在的な

PowerExchange キャプチャのタイムアウトとエラーを回避するため、このオプションを選択する
ことが推奨されます。

• N。バッファがいっぱいになるか、ログの終わり（EOL）になるまで、PowerExchange によるロ
グレコードのスキャンを続行します。この場合、PowerExchange キャプチャ処理がタイムアウト
エラーで異常終了する可能性があります。この問題は、ソーステーブルのボリューム変更アクテ
ィビティが少ない場合に発生する可能性が高くなります。

デフォルトは N です。
LOGBUFSIZE=[kilobytes_normal][,kilobytes_filtered]

オプション。PowerExchange キャプチャプロセスが通常読み取りモードとフィルタ処理読み取りモ
ードで DB2 ログレコードを読み取るために使用するバッファサイズ（キロバイト単位）。フィルタ処
理読み取りモードでは、PowerExchange はプロパゲート可能なテーブルから圧縮レコードをスキャ
ンします。1 つまたは両方のログ読み取りモードのバッファサイズを指定できます。
最初の通常読み取りバッファサイズについては、0 を入力するか、値を指定しない場合はデフォルト
で 128 KB が使用されます。2 番目のフィルタ処理読み取りのバッファサイズについては、0 を入力す
るか、値を指定しない場合はフィルタ処理読み取り操作には、デフォルトで最初の通常読み取りバッ
ファサイズが使用されます。
注: Informatica グローバルカスタマサポートの指示で PowerExchange capdl_bufsize 環境変数を設
定した場合、環境変数値により LOGBUFSIZE パラメータのバッファサイズが上書きされます。

MEMCACHE={cache_size|1024}
オプション。PowerExchange が完全な UOW を再構築するために割り当てることができる最大メモ
リキャッシュサイズ（単位: キロバイト）です。
0 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは、1024KB です。0 を入力すると、システム上の
使用可能なメモリのみでメモリキャッシュサイズが制限されます。ここでは 0 を入力することをお勧
めします。
抽出セッションごとに、PowerExchange は、UOW の終わりレコードを処理するまで、保留中の各
UOW のすべての変更をメモリキャッシュに格納します。PowerExchange では、このパラメータで指
定される限度まで段階的にメモリキャッシュを割り当てます。メモリキャッシュが小さすぎて UOW
のすべての変更を保持できない場合、PowerExchange は、ディスク上の UOW スピルファイルとい
うシーケンシャルファイルに変更を渡します。
それぞれの UOW スピルファイルには 1 つの UOW からの変更データが含まれています。1 つの UOW
のすべての変更を格納するために複数の UOW スピルファイルが必要なこともあります。変更ストリ
ームに複数の大容量 UOW があり、メモリキャッシュが不足する場合、PowerExchange によって多
数の UOW スピルファイルが作成されることがあります。
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UOW スピルファイルを使用する必要がない方が、PowerExchange での変更ストリームの処理効率が
高くなります。UOW スピルファイルが多数あると、抽出パフォーマンスが低下するほか、ディスク
領域の不足を招くこともあります。
重要: 変更ストリームに含まれる UOW が小さな場合は、デフォルト値でおそらく十分です。ただし、
多くの場合、デフォルト値では小さすぎて、UOW スピルファイルをなくすことはできません。
PowerExchange が UOW スピルファイルを割り当てる場所は、以下のように、オペレーティングシ
ステムによって異なります。
• Linux および UNIX の場合、PowerExchange は、デフォルトで現在のディレクトリを使用しま

す。別のディレクトリを使用するには、TMPDIR 環境変数を指定する必要があります。
PowerExchange は、プレフィックス"dtlq"とオペレーティングシステムの tempnam 関数を使用
して UOW スピルファイルに名前を付けます。
注: UOW スピルファイルは、PowerExchange によって閉じられるときに削除される一時ファイ
ルです。これらのファイルは開いている間、ディレクトリには表示されません。

• Windows の場合、PowerExchange は、UOW スピルファイルにデフォルトで現在のディレクト
リを使用します。別のディレクトリを使用するには、TMP 環境変数を指定します。
PowerExchange は、プレフィックス"dtlq"と Windows _tempnam 関数を使用して UOW スピル
ファイルに名前を付けます。

警告: PowerExchange は抽出操作ごとにキャッシュサイズを割り当てます。大きい MEMCACHE 値を
使用し、多数の同時抽出セッションを実行すると、メモリ制約が発生することがあります。

MONITORINT=minutes
オプション。PowerExchange が長期処理中トランザクションおよび大規模トランザクションのトラ
ンザクションアクティビティをチェックする時間間隔（分単位）。長期処理中トランザクションとは、
2 つの監視間隔でアクティブなままのトランザクションで、大規模トランザクションとは、
LARGEOPS 条件を満たすトランザクションです。この時間間隔が経過すると、PowerExchange は大
規模トランザクションと長期処理中トランザクションを識別するメッセージを発行し、その処理アク
ティビティをレポートします。PowerExchange は、変更ストリーム内の現在の位置を識別するメッ
セージも発行します。有効な値は 0〜720 です。値を 0 にすると監視が無効になります。デフォルト
は 5 です。

PASSWORD=password
オプション。データベースアクセスで USERID パラメータのユーザー ID とともに使用されるクリア
テキストパスワード。
このパラメータを指定する場合、USERID パラメータも指定する必要があります。ただし、EPWD パ
ラメータは指定しないでください。

RSTRADV=seconds
データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済みデータソー
スのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間間隔（秒単位）。待
機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を返します。これ
には更新されたリスタート情報のみが含まれます。
0 - 86400 の数値を入力します。デフォルトは指定されていません。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットしま
す。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
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• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機間隔を過ぎたため、PowerExchange が空
の UOW を返した。

例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の待機イ
ンターバルを過ぎた後、5 秒待機します。その後、PowerExchange は次にコミットされた空の UOW

（更新された最近情報を含む）を返し、待機間隔を 0 にリセットします。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange
は登録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。
PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスター
トポイントから読み取ります。
注目: 値を 0 にすると、パフォーマンスが低下することがあります。PowerExchange は、登録済みソ
ースに関連する変更を含む UOW のほか、登録済みソースに関連する変更を含まない各 UOW に対し
てそれぞれ空の UOW も返します。

SPACEPRI={primary_space|2147483647}
オプション。UOW スピルファイルを一時ファイルとして割り当てるために、PowerExchange が使用
するディスク領域の容量（バイト単位）。
1 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは 2147483647 バイトです。

THREADING={AUTO|MAX|NONE|nn}
オプション。UDB CAPI が DB2 データベースからの変更データをキャプチャするのに使用するスレッ
ドの数を制御します。このパラメータはキャプチャ処理のパフォーマンスを向上させるために使用し
ます。パーティション化されたデータベースを使用している場合、最大で各データベースパーティシ
ョンノードごとにスレッドを 1 つと、CAPI とマージ処理用に追加スレッドを 2 つ使用できます。
有効な値は以下のとおりです。
• AUTO。9 スレッドまで使用できます。
• MAX。各データベースパーティションごとに 1 スレッド、さらに CAPI およびマージ処理用に 2 つ

の追加スレッド使用します。スレッドの最大数は 99 です。
• NONE。キャプチャ処理に複数のスレッドを使用しません。
• nn。スレッド数をユーザが指定します。有効な値は 1〜99 です。パーティション化されたデータ

ベースで、入力した値が(number_of_database_partitions + 2)の合計を超えた場合は、CAPI は
超過するスレッドを使用しません。

デフォルトは［AUTO］です。
UDBSCHEMA=schema

オプション。キャプチャ登録のスキーマ名をオーバーライドするスキーマ名。
UPDINT={seconds|600}

オプション。パーティションの DB2 ログレコードで仮想タイムスタンプ（VTS）を検出した後、
PowerExchange キャプチャカタログテーブルに位置決定エントリを書き込むまで、PowerExchange
が待機する必要のある最小の秒数。位置決定エントリにはログシーケンス番号（LSN）および VTS が
含まれ、DB2 ログ内の場所を示します。
1 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは 600 秒です。
注: PowerExchange が位置決定エントリをキャプチャカタログテーブルに書き込むには、その前に
UPDREC パラメータで指定されている最小レコード数も満たされている必要があります。
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UPDREC={records|1000}
オプション。位置決定エントリを PowerExchange キャプチャカタログテーブルに書き込む前に、
PowerExchange がパーティション用に読み取る必要のある DB2 ログレコードの最小数。位置決定エ
ントリは、LSN および VTS を含み、DB2 ログ内の場所を示します。
1 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは 1000 レコードです。
注: PowerExchange が位置決定エントリをキャプチャカタログテーブルに書き込むには、その前に
UPDINT パラメータで指定されている最小待機期間も満たされている必要があります。

USERID=user_id
オプション。SYSADM または DBADM 権限を持つデータベースユーザー ID。
このパラメータを指定する場合、PASSWORD パラメータまたは EPWD パラメータも指定する必要も
あります。

DB2 データマップの使用
PowerExchange で DB2 ソーステーブルのレコードに対してフィールドレベルの処理を実行する場合は、デー
タマップを使用する必要があります。
例えば、DB2 環境では、複数のパックされたデータフィールドを格納する CHAR または VARCHAR のカラムな
ど、カラムのデータタイプと一致しない形式でフィールドの配列を格納する単一のカラムがテーブルに含まれ
る場合があります。PowerCenter がターゲットに対してレプリケートする前に、このデータを変更する式を使
用できます。また、レコードビューのテーブルにユーザー定義フィールドを追加する場合、フィールドを作成
する式を構築できます。PowerExchange Navigator では、データマップについてのみ式を定義できます。
PowerExchange バルクデータ移動を使用してデータターゲットをマテリアライズした場合、ソーステーブル
に対して使用可能なデータマップが存在する可能性があります。バルクデータ移動にはデータマップが必要で
す。データソースの抽出マップと統合した場合は、CDC のバルクデータマップを使用できます。ユーザーがキ
ャプチャ登録を作成すると、PowerExchange Navigator によって自動的に抽出マップが生成されます。また、
手動で抽出マップを追加することもできます。
注: データマップのフィールド名は、DB2 キャプチャ登録で指定される実際のカラム名と一致する必要があり
ます。 

DB2 データマップの使用のタスクフロー
変更データキャプチャのために DB2 データマップを使用するには、以下のタスクを実行します。
1. PowerExchange Navigator で、DB2 ソーステーブルのキャプチャ登録を作成します。
2. 以前のバルクデータ移動操作から使用できない場合は、同じ DB2 ソーステーブルの DB2 データマップを

作成します。
3. DB2 データマップをテーブルの抽出マップと統合します。
4. 統合された抽出マップで行テストを実行します。
詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイド』を参照してください。
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DB2 CDC の管理
テーブル定義を変更する場合など、DB2 ソーステーブルの CDC を停止する必要がある場合があります。
関連項目：
•「DB2 CDC の停止」  (ページ 97)
•「パーティション化されたデータベースまたはデータベースパーティショングループの再設定」  (ページ

98)
•「DB2 CDC トラブルシューティング」  (ページ 100)
•「DB2 ソーステーブル定義の変更」  (ページ 97)

DB2 CDC の停止
キャプチャカタログテーブルのメンテナンスや再設定されたデータベースパーティション間のテーブルデータ
の再分配など、トラブルシューティングまたは定期的なメンテナンスタスクを実施するために、DB2 ソーステ
ーブルの変更データキャプチャの停止が必要になる場合があります。
変更データキャプチャを停止するには、次のいずれかの方法を使用します。
• ソーステーブルのキャプチャ登録を開き、［ステータス］オプションを［アクティブ］から［履歴］に変更

します。
警告: ステータスを［履歴］に変更すると、登録を再びアクティブにすることはできません。このステータ
スを変更すると、キャプチャ登録に基づく変更データキャプチャは永続的に停止します。

• 変更データキャプチャを一時的に停止するには、DATA CAPTURE NONE 句を指定して DB2 テーブルを変更
します。
ALTER owner.table_name DATA CAPTURE NONE
DATA CAPTURE NONE が指定されると、DB2 では DB2 ログファイルに拡張フォーマットで変更が書き込ま
れなくなります。CDC には拡張フォーマットが必要であるため、PowerExchange はログファイルからテー
ブルの変更データをキャプチャできなくなります。設定を DATA CAPTURE CHANGES に戻したときは、タ
ーゲットの再マテリアライズが必要になる場合があります。

関連項目：
•「PowerCenter CDC セッションの停止」  (ページ 307)

DB2 ソーステーブル定義の変更
時々、変更データキャプチャに登録済みの DB2 ソーステーブルの構造定義の変更が必要になる場合がありま
す。
変更データがキャプチャされるカラムに影響を及ぼすテーブル定義の変更を行う場合は、この手順を実行して、
PowerExchange が以前のキャプチャデータへのアクセスを維持しながら更新されたテーブル定義へ切り替え
できるようにします。これらのテーブル定義の変更には、カラムの追加、変更、または削除が含まれます。カ
ラムのサブセットに対して選択的に変更データをキャプチャしており、選択されたカラムのうちにテーブル定
義の変更によって影響を受けるものがない場合は、この手順を実行しないでください。
ヒント: テーブルのカラムから変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、キャプチャ登録を変更し
ないまま、抽出マップからカラムを削除できます。カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽
出は行われません。 
1. ソーステーブルを更新するすべてのトランザクション、アプリケーション、およびその他のアクティビテ

ィを停止します。 
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2. これまでのテーブル定義の下でキャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確
認します。次に、テーブルで変更データを抽出するすべてのワークフローを停止します。 

3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、ロッガーをシャットダウン
します。 

4. PowerExchange Navigator で、元のキャプチャ登録と抽出マップを削除します。 
5. テーブルを変更するには、DDL を使用します。 
6. PowerExchange Navigator で、メタデータの変更を反映した新しいキャプチャ登録を作成し、そのステ

ータスを［アクティブ］に設定します。対応する抽出マップが生成されます。 
ヒント: キャプチャ登録を作成する場合は、元の登録名を使用します。そうすると、変更されたソーステ
ーブルを含む PowerCenter CDC ワークフローによって使用されるマップ名を編集する必要がありません。

7. PowerExchange ロガーをシャットダウンする場合は、これをウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーは、新しいキャプチャ登録に基づいて変更のキャプチャを開始します。

8. 必要に応じて、ソーステーブルのメタデータの変更を反映するようにターゲットテーブルの定義を変更し
ます。 

9. PowerCenter Designer で、変更したソーステーブルの新規抽出マップをインポートして、新規ソース定
義を作成します。必要であれば、マッピングを編集します。 
ターゲットテーブルも変更した場合は、ターゲット定義を編集または再作成します。次に、必要であれば、
マッピングを編集します。

10. 必要に応じて、ターゲットテーブルを再マテリアライズします。実体化が終了したら、新しいリスタート
トークンを作成します。 

11. もう一度、ソーステーブルで更新アクティビティを有効にします。 
12. PowerCenter ワークフローを再開します。 

テーブル定義で CDC 対象の影響を受けるカラムが変更されるか、マッピングを編集する必要がある場合
は、セッションをコールドスタートします。それ以外の場合は、セッションをウォームスタートします。

パーティション化されたデータベースまたはデータベースパーティショングループの再設定
Linux、UNIX、または Windows の DB2 パーティションデータベース環境では、いくつかの再構成タスクを実
行する必要があります。
通常、以下のタスクを実行します。
• パーティション化されたデータベースに新しいパーティションを追加するか、既存のパーティションを削除

します。次に、データベースパーティショングループを再設定して変更を反映します。
• 既存のパーティションを追加または削除して、データベースパーティショングループを再設定します。
通常、このような変更を行った後、DB2 REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP コマンドを実行して、
更新されたデータベースパーティショングループのパーティション間でテーブルデータを再分配します。
パーティション化されたデータベース環境で PowerExchange 変更データキャプチャがアクティブになってい
る場合、再設定の変更を行った後に変更データキャプチャを正常に再開するには、以下の手順を使用する必要
があります。

98       第 4 章: Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 CDC



データベースパーティションの追加または削除
この手順を使用して、パーティション化されたデータベースに新しいパーティションを作成するか、既存のパ
ーティションを削除してから、変更に該当するデータベースパーティショングループを更新します。
1. ソーステーブルの更新を停止します。 
2. キャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認します。 
3. PowerCenter で、パーティション化されたデータベースインスタンスのテーブルの変更データを抽出する

CDC セッションをすべて停止します。 
4. DATA CAPTURE CHANGES 句が指定された各テーブルに対して、DATA CAPTURE NONE を指定します。 

注: この手順によって、ログファイルへの変更の DB2 キャプチャが一時的に無効になります。 この手順を
実行しないと、通常の変更データアクティビティと同様に、DB2 によって REDISTRIBUTE コマンドによ
るデータ再分配の変更が記録されます。 

5. 新しいデータベースパーティションを追加するか、既存のパーティションを削除する SQL を実行します。 
6. ALTER DATABASE PARTITION GROUP SQL を実行して、該当するデータベースパーティショングループ

に対して新しいパーティションを追加するか、パーティションを削除します。 
7. DB2 REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP コマンドを実行して、変更されたデータベースパー

ティショングループのパーティション間でテーブルデータを再分配します。 
8. PowerExchange キャプチャカタログテーブルをバックアップします。 
9. PowerExchange DTLUCUDB SNAPUPDT コマンドを実行します。 REPLACE オプションを Y に設定しま

す。この手順によって、再設定されたパーティション化データベースを反映して PowerExchange キャプ
チャカタログテーブルが更新されます。 
ヒント: 最初に REPLACE オプションを N に設定してテストを実行することをお勧めします。 

10. 手順 2 で DATA CAPTURE NONE を指定した各テーブルについて、DATA CAPTURE CHANGES 句に戻しま
す。 

11. PowerCenter CDC セッションを再起動して、抽出処理をリスタートします。 

データベースパーティショングループの再設定
この手順を使用して、パーティション化されたデータベースインスタンスのパーティションを変更せずに、デ
ータベースパーティショングループに対してパーティションの追加または削除を行います。
1. ソーステーブルの更新を停止します。 
2. キャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認します。 
3. PowerCenter で、パーティション化されたデータベースインスタンスのテーブルの変更データを抽出する

CDC セッションをすべて停止します。 
4. DATA CAPTURE CHANGES 句が指定された各テーブルに対して、DATA CAPTURE NONE を指定します。 

注: この手順によって、ログファイルへの変更の DB2 キャプチャが一時的に無効になります。 この手順を
実行しないと、通常の変更データアクティビティと同様に、DB2 によって REDISTRIBUTE コマンドによ
るデータ再分配の変更が記録されます。 

5. ALTER DATABASE PARTITION GROUP SQL を実行して、該当するデータベースパーティショングループ
に対して新しいパーティションを追加するか、パーティションを削除します。 

6. DB2 REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP コマンドを実行して、変更されたデータベースパー
ティショングループのパーティション間でテーブルデータを再分配します。 

7. 手順 2 で DATA CAPTURE NONE を指定した各テーブルについて、DATA CAPTURE CHANGES 句に戻しま
す。 

8. PowerCenter CDC セッションを再起動して、抽出処理をリスタートします。 
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DB2 CDC トラブルシューティング
Linux、UNIX、または Windows で DB2 CDC を実行するときに以下の問題が発生した場合は、説明する解決策
を試します。問題が解決しない場合は、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせください。

AIX の SQL1224 エラーの回避策
AIX システムでのみ、ローカルに接続している DB2 データベースにローカル接続が他にも複数ある場合、DB2 
SQL1224 エラーについて以下の PowerExchange メッセージが表示される場合があります。
PWX-20604 State=08001, Code=-1224, Msg=[IBM][CLI Driver] SQL1224N  A database agent could not be started to service a request, or was terminated as a result of a database system shutdown or a force command.  SQLSTATE=55032.
この問題を回避するには、ローカル DB2 データベースに対してループバック TCP/IP 接続を行います。データ
ベースは、共有メモリ上でプロセス間通信（IPC）の代わりに TCP/IP を使用するリモートクライアントとして
動作できるようになります。
ユーザーがデータベース接続のために入力するデータベースのエイリアスを変更せずにループバック接続を実
行するには、以下の DB2 コマンドを発行します。
db2 catalog tcpip node node_name1 remote server_name1 server port_number1 db2 uncatalog database database_name1db2 catalog database database_name1 at node node_name1db2 catalog database database_name1 as database_alias1db2 catalog database database_alias1 as database_name1 at node node_name1
これらのコマンドの詳細については、IBM DB2 のマニュアルを参照してください。
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第  5  章

Microsoft SQL Server CDC
この章では、以下の項目について説明します。
• Microsoft SQL Server CDC の概要, 101 ページ
• SQL Server CDC の計画, 102 ページ
• CDC に対応するための SQL Server の設定, 107 ページ
• SQL Server CDC に対応するための PowerExchange の設定, 107 ページ
• SQL Server CDC の管理, 115 ページ

Microsoft SQL Server CDC の概要
PowerExchange は、SQL Server トランザクションレプリケーションを使用して、SQL Server データベース
内のテーブルから変更データをキャプチャします。PowerExchange は、PowerExchange Client for 
PowerCenter（PWXPC）を PowerCenter と連動して使用し、キャプチャされた変更データを 1 つ以上のター
ゲットに移動します。
CDC を機能させるには、変更データがキャプチャされる SQL Server インスタンスで、SQL Server レプリケー
ションを有効にする必要があります。データベースの変更アクティビティが多い場合は、分散サーバーを分散
データベースのホストとして使用します。
PowerExchange で CDC を設定する場合、各ソーステーブルでキャプチャ登録を定義する必要があります。キ
ャプチャ登録では、データをキャプチャするためのカラムのサブセットを選択できます。対応する抽出マップ
が PowerExchange によって生成されます。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用して変更データをキャプチャし、
PowerExchange ロッガーのログファイルに書き込む場合は、PowerExchange ロッガーを設定します。その
後、PowerExchange ロッガーログファイルから変更データが抽出されます。PowerExchange ロッガーを使
用するメリットは、データベースにアクセスする回数が少なくなり、分散データベースで保持されるデータの
量が減ることです。
PowerExchange は PowerCenter と連携し、変更データを SQL Server 分散データベースまたは
PowerExchange ロッガーログファイルから抽出し、そのデータを 1 つ以上のターゲットにロードします。
関連項目：
•「SQL Server CDC の計画」  (ページ 102)
•「CDC に対応するための SQL Server の設定」  (ページ 107)
•「SQL Server CDC に対応するための PowerExchange の設定」  (ページ 107)
•「SQL Server CDC の管理」  (ページ 115)
•「PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）」  (ページ 37)
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•「変更データ抽出の概要」  (ページ 259)

SQL Server CDC の計画
SQL Server の変更データキャプチャ（change data capture: CDC）を設定する前に、次の前提条件とユーザ
ー権限の要件が満たされていることを確認します。 また、CDC が適切に設定できるように、制限事項も確認し
ます。

SQL Server CDC の要件
PowerExchange での SQL Server CDC の前提条件は次のとおりです。
• PowerExchange では、トランザクションレプリケーションをサポートする SQL Server 2008 以降のエディ

ションが必要です。CDC を実行するソースシステムで、トランザクションレプリケーションを設定して有
効にする必要があります。

• Microsoft SQL Server エージェントとログリーダーエージェントは、変更データが抽出される Windows マ
シンで実行する必要があります。通常、SQL Server エージェントは、最初に起動するとそのまま実行され
ます。詳細については、SQL Server のマニュアルを参照してください。

• パブリケーションデータベースで変更キャプチャ用に登録されている各ソーステーブルには、プライマリキ
ーが必要です。

• PowerExchange リスナは Windows システムまたは Linux システムで実行できます。ただし、
PowerExchange リスナは UNIX システムでは実行できません。

• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用している場合、PowerExchange リスナ
が実行されているシステム上、またはリモートログを設定する別の Linux、UNIX、または Windows システ
ム上で実行できます。

• PowerExchange リスナおよび PowerExchange Navigator のマシンに、Microsoft SQL Server CDC の使
用を許可するキーを含む license.key ファイルがあることを確認します。

SQL Server CDC に必要なユーザー権限
登録および SQL Server 設定タスクを完了するための適切な権限レベルがあることを確認します。
次のユーザー権限レベルが必要です。
• パブリケーションデータベースでトランザクションレプリケーションを有効にするには、システム管理者の

ロールが割り当てられている必要があります。
• ディストリビューションデータベースに関連付けられている PowerExchange パブリケーションを作成する

には、システム管理者のロールが割り当てられている必要があります。
注: PowerExchange Navigator では、別個のパブリケーションデータベースの登録グループを初めて追加
するときに、PowerExchange が「PowerExchange 変更キャプチャ」という名前のパブリケーションを作
成し、レプリケーションが有効になっていない場合はパブリケーションデータベースでトランザクションレ
プリケーションを有効にします。PowerExchange パブリケーションを作成するには、システム管理者のロ
ールが必要です。その後、同じパブリケーションデータベースに対して追加の登録を作成する場合は、
DB_OWNER ロールが必要です。

• PowerExchange Navigator からキャプチャ登録を作成し、PowerExchange でパブリケーション内の対応
する SQL Server 記事を生成できるようにするには、DB_OWNER ロールを割り当てられる必要があります。
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• SQL Server 分散データベースに対して変更データの抽出を行うには、データベースへの読み取りアクセス
が必要です。また、分散データベースの MSrepl_commands および MSrepl_transactions システムテーブ
ルに対する SELECT 権限も必要です。

• Microsoft SQL Server NTLM と Active Directory 認証を使用して SQL Server データベースへのアクセスを
制御する場合は、登録グループを作成するとき、またはデータベース行のテストを実行するときに適切な権
限を持つユーザー ID とパスワードを入力できます。ユーザー ID は domain\user_name の形式で入力します。

登録グループの作成時にユーザー ID とパスワードを指定しないと、PowerExchange Navigator と抽出プロセ
スが、ユーザーの Windows ユーザー ID とパスワードを使用して SQL Server 分散データベースに接続しよう
とします。

CDC でサポートされる SQL Server データ型
PowerExchange は、一部の例外を除き、CDC で使用されるほとんどの SQL Server データ型をサポートして
います。
以下の表に、PowerExchange が CDC 用にサポートしている SQL Server データ型とサポートしていない SQL 
Server データ型を示します。

データ型 CDC でサポートされ
ているか

コメント

bigint はい -
binary はい -
bit はい -
char はい -
date はい PowerCenter では、PowerExchange からソー

スメタデータをインポートしてソース定義を作
成すると、date カラムが timestamp カラムに
変換されます。この変換が行われるのは、
PowerCenter のデータ型処理との一貫性を保つ
ためです。

datetime はい -
datetime2 はい -
datetimeoffset はい PowerCenter はこのデータ型を varchar として

扱います。
decimal はい -
float はい -
geography いいえ -
geometry いいえ -
hierarchyid いいえ -
image1 いいえ 代わりに varbinary(MAX)を使用。
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データ型 CDC でサポートされ
ているか

コメント

int はい -
money はい -
nchar はい -
ntext1 いいえ 代わりに nvarchar(MAX)を使用。
numeric はい -
nvarchar はい -
real はい -
smalldatetime はい -
smallint はい -
smallmoney はい -
sql_variant いいえ PowerExchange は sql_variant カラムの変更デ

ータをキャプチャしないが、同じテーブル内の
他のカラムの変更データはキャプチャする。

text1 いいえ 代わりに varchar(MAX)を使用。
time はい -
timestamp はい -
tinyint はい -
uniqueidentifier はい PowerCenter は、uniqueidentifier データ型を

38 文字の varchar データ型としてインポートす
る。

ユーザー定義のデータ型
（User-Defined Datatype: UDT）

はい PowerExchange は UDT を UDT の元となるデー
タ型と同様に扱う。

varbinary はい -
varchar はい -
xml はい PowerExchange はこのデータ型を

varchar(MAX)として扱う。
1. データ型が image、ntext、または text のカラムには SQL Server トランザクションレプリケーションの制
限があるため、PowerExchange はこれらのカラムの変更データをキャプチャできない場合があります。代
わりに、「コメント」に記載の Microsoft が推奨する代替のデータ型を使用してください。
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SQL Server CDC の操作に関する考慮事項
PowerExchange for SQL Server CDC には、次の操作上の考慮事項があります。
• PowerExchange は Transparent Data Encryption（TDE）が有効な SQL Server 分散データベースから変

更データをキャプチャできます。特別な設定タスクは必要ありません。
• PowerExchange は、Microsoft SQL Server 用の DataDirect ODBC ドライバを使用して、キャプチャ登録

を作成し、分散データベースから変更データをキャプチャします。PowerExchange のインストールによ
り、pwx_base_installation\ODBCversion\Drivers ディレクトリに ODBC ドライバが提供されます。ドライバの
設定は不要です。

• PowerExchange は、SQL Server システムテーブルの変更データをキャプチャしません。
• PowerExchange が変更データをキャプチャおよび処理できる行の最大長は 128,000 バイトです。
• PowerExchange は、データベースを更新した元のトランザクションに関連付けられたユーザー ID をキャ

プチャしません。
• PowerExchange がキャプチャされた各変更に対して記録するタイムスタンプは、元のトランザクションが

発生した時期ではなく、SQL Server レプリケーションログリーダーによって分散データベースに変更が書
き込まれた時期を示しています。

• PowerExchange は、保持されない派生カラムの変更データをキャプチャしません。SQL Server は、実行
時に式に基づいてこれらのカラムの値を計算しますが、テーブルにその値を格納しません。

• SQL Server は遅延更新を、UPDATE ではなく DELETE 後の INSERT として SQL Server テーブルにパブリ
ッシュします。その結果、CDC 接続で［イメージタイプ］属性に AI を選択したとしても、
PowerExchange は遅延更新を DELETE 後の INSERT としてプロパゲートします。PowerExchange は、
DELETE レコードおよび INSERT レコードに、操作前の画像（Before Image: BI）および変更インジケータ

（Change Indicator: CI）情報を含めません。ビジネス上の都合により見送られた更新を UPDATE としてキ
ャプチャする必要がある場合は、SQL Server 8207 トレースフラグを設定します。このフラグにより、SQL 
Server レプリケーションログリーダーは DELETE と INSERT のペアを組み合わせて単一の UPDATE にしま
す。見送られた更新の SQL Server 処理および SQL Server 8207 トレースフラグの詳細情報については、
SQL Server のドキュメントを参照してください

• PowerExchange は、SQL Server に接続する際、および登録作成時にパブリケーションを作成する際、ロ
ーカルエイリアスの使用をサポートしていません。

• 複数の SQL Server キャプチャ登録のステータスを、アクティブから非アクティブ、または非アクティブか
らアクティブに切り替える必要がある場合は、MSSOPTS UPDATESTATUS パラメータを指定して
DTLUCBRG ユーティリティを使用します。このオプションのパラメータにより、多くの登録のステータス
を 1 つの操作で切り替えて、関連する SQL Server パブリケーションを再生成できます。

• SQL Server 分散データベースを実行するシステムからリモートの Linux システムまたは Windows システ
ムで PowerExchange リスナを実行する場合、リスナシステムの DBMOVER 構成ファイルで、SQL Server
分散データベースの接続情報を提供する MSQL CAPI CONNECTION 文を定義する必要があります。また、
PowerCenter 統合サービスのマシンや PowerExchange Navigator システム上の DBMOVER 構成ファイル
で、PowerExchange リスナシステムを指すように NODE 文を定義します。SQL Server システムを接続す
るために、PowerExchange リスナは PowerExchange が提供する DataDirect ODBC ドライバを使用しま
す。

• NOT NULL および DEFAULT オプションを使用してカラムが Microsoft SQL Server 2012 以降のソーステー
ブルに追加されている場合、PowerExchange は、カラムのデータ型に基づく適切なデフォルト値を、キャ
プチャされた操作前のイメージに追加します。これにより、抽出処理を続行できます。PowerExchange
は、追加されたカラムを、ソース上で以降の Update または Delete が実行されるまで処理しません。
PowerExchange が使用するデフォルト値を変更することはできません。環境でデフォルト値の使用が受け
入れられない場合、カラムの追加後にソーステーブルを再構築する必要があります。

• SQL Server トランザクションレプリケーションを使用する PowerExchange CDC では、データベース照合
とは異なるコードページを持つ CHAR、VARCHAR、および TEXT カラムでのカラムレベルの照合設定はサ
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ポートしていません。変更データの損失または破損を防ぐために、カラムレベルの照合を使用しないか、
CHAR、VARCHAR、および TEXT カラムのデータ型を NCHAR、NVARCHAR、または NTEXT に変更してく
ださい。

• SQL Server データソースのキャプチャ登録を作成する際、PowerExchange Navigator マシンの
license.key ファイルで SQL Server CDC の使用が許可されない場合、PowerExchange Navigator はライ
センスキーエラーで失敗します。この場合、Informatica Network（https://network.informatica.com）
に移動して eSupport にアクセスしてください。その後、type=shipping のケースを作成して、SQL 
Server CDC を含むキーを要求してください。

• PowerExchange では、SQL Server Always On 可用性グループ内の可用性データベースに書き込まれた変
更をキャプチャできます。可用性グループは、Windows Server フェールオーバークラスタリング（WSFC）
クラスタ内の複数のノードにあるプライマリとセカンダリのレプリカデータベースで構成されます。
PowerExchange CDC に対してテストを実施し、動作が保証された構成は次のとおりです。
- ディストリビューションデータベースが、Always On 可用性グループクラスタ外の SQL Server の要件を

満たすノードにインストールされている。
- PowerExchange が Always On 可用性グループクラスタ外のノードにインストールされている。
- SQL Server Always On 可用性グループの登録グループを作成する際に、［データベースサーバー］フィー

ルドに可用性グループリスナ名を指定している。
注: 上記と異なる構成を希望する場合は、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせくださ
い。ご要望にお応えできるよう対応させていただきます。
CDC 処理の実行中にプライマリデータベースが別のノード上のセカンダリレプリカデータベースにフェイ
ルオーバーした場合も、PowerExchange はディストリビューションデータベースから変更データを引き続
きキャプチャでき、データの損失は発生しません。

• PowerExchange は、SQL Server 用 DataDirect ODBC ドライバを使用して SQL Server ソースデータベー
スに接続します。次の処理に対して指定するサーバーで使用される接続文字列に ODBC パラメータを追加
する場合は、dbmover.cfg ファイルで ODBC_CONN_PARAMS ステートメントを定義します。
- 変更データキャプチャ
- PowerExchange Navigator または DBLUCBRG ユーティリティからのキャプチャ登録の作成、削除、ま

たは変更
例えば、サイトのポリシーでデータベース接続に SSL 暗号化、特定の暗号化プロトコル、または自己署名
またはサードパーティの署名付き SSL 証明書を使用する必要がある場合は、ODBC パラメータを追加する
必要があります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

• PowerExchange は、SQL Server ビューの変更内容をキャプチャしません。
• CAPI_CONNECTION パラメータを GUIDBRACES=N に設定して、uniqueidentifier データ型を持つ登録済

み SQL Server カラムからキャプチャされたデータの GUID 値を囲んでいる中かっこ{}を削除するようにし
ます。

複数のパブリケーションデータベースのデータ抽出
複数のパブリケーションデータベースの記事の情報を含む Microsoft SQL Server ディストリビューションデー
タベースからデータを単一のパスで抽出する場合、抽出処理を成功させるには、いくつかのパラメータを設定
する必要があります。
この要件は、リアルタイム抽出モードでの変更ストリーム、または継続抽出モードでの PowerExchange ロッ
ガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルからのデータの直接抽出に適用されます。
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次のパラメータを指定します。
• dbmover コンフィギュレーションの MSQL CAPI_CONNECTION 文で、MULTIPUB パラメータがデフォル

ト設定の Y に設定されていることを確認します。 この設定を使用しないと、メッセージ PWX-15757 が表示
されて抽出は失敗します。
ヒント: 単一のパブリケーションデータベースのデータを抽出する場合は、抽出処理をより効率的にするた
めにこのパラメータを N に設定します。

• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、以下のパラメータを設定し
ます。
- PowerExchange ロッガーのコンフィギュレーションファイル、pwxccl で、DBID、DISTDB、および

DISTSRV の各パラメータが定義されていることを確認します。 これらのパラメータは、一般に SQL 
Server ソースの PowerExchange ロッガー処理に必要です。

- PowerCenter PWX MSSQL CDC Change または Real Time 接続定義で、［ロッガー DBID］属性に対して
PowerExchange ロッガーの DBID パラメータ値を指定します。

- データベース行のテストを実行するには、CAPXRT の［詳細パラメータ］ダイアログボックスの［MSS 
LUW DBId］フィールドで PowerExchange ロッガーの DBID パラメータ値を指定します。

CDC に対応するための SQL Server の設定
SQL Server で PowerExchange 変更データキャプチャ（change data capture: CDC）を行うには、いくつか
の設定タスクを実行する必要があります。
SQL Server テーブルに高レベルの更新アクティビティがある場合は、変更データがキャプチャされるディスト
リビューションデータベースのホストとして分散サーバーを使用します。これにより、PowerExchange CDC
と使用している本番サーバー間で、CPU の使用とディスクストレージの競合を回避することができます。
1. SQL Server エージェントとログリーダーエージェントが実行されていない場合は、これらを起動します。

詳細については、Microsoft SQL Server のマニュアルを参照してください。
2. 変更キャプチャ用に登録する各ソーステーブルにプライマリキーがあることを確認してください。
また、パブリケーションデータベースでトランザクションレプリケーションを有効化する必要があります。通
常、トランザクションレプリケーションは、データベース内の任意のテーブルを変更データのキャプチャ用に
最初に登録するときに有効化されます。追加のテーブルを登録するたびに、PowerExchange はトランザクシ
ョンレプリケーションがまだ有効かどうかを確認し、必要に応じて再度有効にします。必要に応じて、SQL 
Server でトランザクションレプリケーションの設定を構成できます。
ヒント: ディストリビュータでのトランザクションのデフォルトの保持期間は 72 時間です。PowerExchange
ロッガーを使用している場合は、このデフォルトの保持期間を受け入れます。PowerExchange ロッガーを使
用していない場合は、保持期間を 14 日間に延長することをお勧めします。ただし、トランザクション量が多
い場合や容量に制約がある場合は、保持期間の日数値を少なくする必要がある場合もあります。詳細について
は、Microsoft SQL Server のマニュアルを参照してください。

SQL Server CDC に対応するための PowerExchangeの設定
PowerExchange に変更データキャプチャ（change data capture: CDC）を設定するタスクは、
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用するかどうか、および、どの抽出モードを使
用するかによって異なります。
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関連項目：
•「SQL Server CDC に対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ」  (ページ

109)
•「PowerExchange ロッガーを使用した PowerExchange CDC の設定」  (ページ 108)
•「PowerExchange ロッガーを使用しない PowerExchange CDC の設定」  (ページ 108)

PowerExchange ロッガーを使用しない PowerExchange CDC の設定
リアルタイム抽出モードで抽出を行い、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用しな
い場合は、PowerExchange CDC を設定するために以下のタスクを実行します。
1. dbmover.cfg ファイルを設定するときは、次の文を定義します。 

• CAPT_PATH
• CAPT_XTRA
• MSQL CAPI_CONNECTION

2. PowerExchange Navigator で、各 SQL Server ソーステーブルのキャプチャ登録を作成します。 
PowerExchange Navigator によって対応する抽出マップが生成されます。 
ヒント: PowerExchange ロッガーを使用しない場合でも、特定の理由がない限り、［圧縮］オプションに
は［部分］を設定します。 これにより、後で PowerExchange ロッガーを使用することになった場合にキ
ャプチャ登録を変更する必要がなくなります。 同じキャプチャ登録で定義されたテーブルに対してリアル
タイム抽出と継続抽出の両方を実行し、PowerExchange ロッガーを使用して特定の登録テーブルの変更
データをキャプチャしない場合は、［圧縮］オプションを［なし］に設定できます。 
これらのテーブルに対するキャプチャ登録がすでに存在している場合は、既存の登録および抽出マップを
削除して新しく作成します。
PowerExchange Navigator が、各キャプチャ登録に対応する抽出マップを生成します。

3. キャプチャ登録をアクティブにします。 通常、このタスクはターゲットをマテリアライズした後に行いま
す。 

次の手順: 抽出を設定し開始します。 リアルタイム抽出モードを使用する必要があります。

PowerExchange ロッガーを使用した PowerExchange CDC の設定
バッチ抽出モードまたは継続抽出モードで抽出を行い、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）を使用する場合は、PowerExchange CDC を設定するためにこの手順を実行します。
1. DBMOVER 構成ファイルを設定するときは、次の文を定義します。 

• CAPT_PATH
• CAPT_XTRA
• MSQL CAPI_CONNECTION
• CAPX CAPI_CONNECTION（継続抽出モードのみ）

2. PowerExchange ロッガーの pwxccl コンフィギュレーションファイルを設定します。 
3. PowerExchange Navigator で、各 SQL Server ソーステーブルのキャプチャ登録を作成します。 

［圧縮］オプションは［部分］に設定する必要があります。これらのテーブルに対するキャプチャ登録がす
でに存在している場合は、登録バージョンに影響を与えずに［圧縮］オプションを編集できます。
PowerExchange Navigator によって対応する抽出マップが生成されます。

108       第 5 章: Microsoft SQL Server CDC



4. PowerExchange ロッガーを起動します。 
5. キャプチャ登録をアクティブにします。 

通常、このタスクはターゲットをマテリアライズした後に行います。
次の手順：抽出を設定し開始します。 バッチ抽出モードか継続抽出モードのどちらかを使用できます。

SQL Server CDC に対応するための dbmover コンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
dbmover コンフィギュレーションファイルで、Microsoft SQL Server CDC に文を追加します。
SQL Server CDC には次の文を指定する必要があります。
CAPT_PATH 文

CDC の制御ファイルが含まれている Linux、UNIX、または Windows システムのローカルディレクトリの
パス。
これらのファイルは、キャプチャ登録の CCT ファイル、ODBC 抽出に使用されるアプリケーション名の
CDEP ファイル、および PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の CDCT ファイルで
す。

CAPT_XTRA 文
抽出マップが格納されている Linux、UNIX、または Windows システムのローカルディレクトリのパス。

MSQL CAPI_CONNECTION 文
変更ストリームに接続して SQL Server ソースの CDC 処理を制御するためにコンシューマ API

（Consumer API: CAPI）が使用するパラメータの名前付きセット。
この文を、SQL Server のキャプチャ登録が格納されるシステム上の dbmover.cfg ファイルに追加しま
す。 この場所は、登録グループを定義するときに指定した［場所］ノードに対応しています。 通常、この
場所はソースデータベースが存在する場所です。

継続抽出モードを使用する場合は、以下の文も含める必要があります。
CAPX CAPI_CONNECTION 文

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを継続抽出するた
めに CAPI が使用するパラメータの名前付きセット。

また、メッセージを見つけやすくするために LOGPATH 文と TRACING 文を含めることをお勧めします。 
LOGPATH 文を指定すると、PowerExchange メッセージログファイルのディレクトリが明確に定義されます。
TRACING 文を指定すると、PowerExchange は PowerExchange プロセスごとにメッセージログファイルの代
替セットを作成できるようになります。
DBMOVER のすべての文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。
関連項目：
•「CAPI_CONNECTION - CAPX 文」  (ページ 61)
•「CAPI_CONNECTION - MSQL 文」  (ページ 110)
•「CAPT_PATH 文」  (ページ 32)
•「CAPT_XTRA 文」  (ページ 33)
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SQL Server の dbmover 文の例
以下の文は、dmover.cfg ファイルに含まれる SQL Server CDC 用の一般的な文です。
LOGPATH="C:\Informatica\PowerExchangeVnnn\Logs"CAPT_XTRA="C:\Informatica\PowerExchangeVnnn\Capture\camaps"CAPT_PATH="C:\Informatica\PowerExchangeVnnn\Capture"CAPI_CONN_NAME=CAPIMSSCCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPIMSSC                ,TYPE=(MSQL,DISTSRV=AUX159908\PWXPC                      ,DISTDB=distribution                      ,RSTRADV=30))
注: 空白が含まれた値には、半角の二重引用符を使用する必要があります。

CAPI_CONNECTION - MSQL 文
MSQL CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、Microsoft SQL Serve ソースの CDC 処理を制御
するために、コンシューマ API（consumer API：CAPI）が使用する名前付きパラメータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Windows
データソース: Microsoft SQL Server
必須: Microsoft SQL Server CDC の場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=([DLLTRACE=trace_id]                 ,NAME=capi_connection_name                [,TRACE=trace_name]                 ,TYPE=(MSQL                      ,DISTDB=distribution_database                      ,DISTSRV=distribution_server                      [,BATCHSIZE=number]                      [,DWFLAGS={flag1flag2flag3flag4|NNNN}]                      [,ENABLELWM={N|Y}]                      [,EOF={N|Y}]                      [,GUIDBRACES={Y|N}]                      [,MEMCACHE={cache_size|256}]                      [,MULTIPUB={N|Y}]                      [,POLWAIT={seconds|1}]                      [,RECONNTRIES={number|12}]                      [,RECONNWAIT={seconds|5}]                      [,RSTRADV=seconds]                      [,SQLNOLOCK={N|Y}]                      [,UIDFMT={DBNAME|NONE}]                  )) 
パラメータ: 
DLLTRACE=trace_id

オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

NAME=capi_connection_name
必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前。
最大長は英数字 8 文字です。

TRACE=trace_name
オプション。共通の CAPI トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義名。このパラメータは、
Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。
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TYPE=(MSQL, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。Microsoft SQL Server ソースの場合、この値は MSQL にする必
要があります。
DISTDB=distribution_database_name

必須。ディストリビューションデータベースの名前。
DISTSRV=distribution_database_server

必須。ディストリビューションデータベースをホストするサーバーのネットワーク名。ディストリビ
ューションデータベースが別のインスタンスに置かれている場合、この名前は SQL Server パブリケ
ーションインスタンスのネットワーク名と異なります。
注: データベースサーバーがデフォルトのポート番号である 1433 以外のポート番号を使用する場合、
次の形式を使用して、デフォルト以外のポート番号をサーバー名の後ろに付けます: 
\server_name,port_number\。そうしなければ、キャプチャ処理は失敗します。

BATCHSIZE=number
オプション。カーソルを閉じてまた開く前に、PowerExchange が変更データをキャプチャする行の
数。このパラメータにより、リソースを定期的に解放して、システムメモリでのキャプチャ処理の負
荷を低減し、tempdb データベースの一時テーブルを削減することができます。有効な値は 0〜
2147483647 です。デフォルトは指定されていません。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。
PowerExchange がデータの読み取りクエリを頻繁に発行するため、CDC のパフォーマンスが低下す
ることがあります。

DWFLAGS={flag1flag2flag3flag4|NNNN}
オプション。データ消失、切り詰め、スキーマの変更、または認識されないトランザクションログレ
コードが発生した場合に、処理を停止するか続行するかを制御する、一連の 4 つの位置パラメータ。
この文は、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。
以下の位置パラメータを入力します。
• flag1。PowerExchange が、予期しない長さのデータをディストリビューションデータベースか

ら取得した場合に、変更データ抽出を停止するかどうかを制御します。処理を継続するには Y を、
処理を停止するには N を入力します。

• flag2。PowerExchange が、スキーマ変更を検出したときに、変更データ抽出を停止するかどう
かを制御します。処理を継続するには Y を、処理を停止するには N を入力します。

• flag3。要求された開始シーケンスがトランザクションログで見つからなかったときに、
PowerExchange が変更データ抽出を停止するかどうかを制御します。処理を継続するには Y を、
処理を停止するには N を入力します。

• flag4。認識されないレコードがトランザクションログ内で見つかったときに、PowerExchange
が変更データ抽出を停止するかどうかを制御します。エラーメッセージ PWX-15742 の後に処理を
続行するには Y を、処理を停止するには N を入力します。

デフォルトは、パラメータが何も設定されていないことを示す NNNN です。
ENABLELWM={N|Y}

オプション。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合に、データが
PowerExchange ロッガーログファイルに固定されるか、PowerExchange の公開有効期限が経過し
た後で、PowerExchange コンシューマ API（CAPI）接続処理が、SQL Server 分散データベースから
読み取ったデータを削除するかどうかを制御します。このパラメータを使用して、分散データベース
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のパフォーマンスを改善し、PowerExchange ロッガーの使用中に分散データベースのサイズが大き
くなり過ぎるのを防ぐことができます。
次のいずれかのオプションを入力します。
• N。分散データベースクリーンアップジョブは、PowerExchange の公開有効期限が経過した後

で、分散データベースからのデータを削除します。このオプションにより、分散データベースク
リーンアップジョブのパフォーマンスが低下することがあります。また、分散データベースが過
剰に大きくなる場合があります。

• Y。CAPI 接続処理は、分散データベースからの処理済みデータを、PowerExchange ロッガーログ
ファイルに固定された後に削除します。ログファイルを切り替えた後、PowerExchange ロッガー
は CAPI 接続処理にローウォーターマーカーを送信し、ファイルを切り替える前に最終 UOW を特
定します。次回のキャプチャサイクルの最期に、CAPI 接続処理で分散データベースで使用可能な
データの最後まで読み取った後、CAPI は、分散データベースの
distribution.dbo.MSrepl_commands テーブルからのローウォーターマークデータを含む、そこ
までの PowerExchange パブリケーションの処理済みデータをすべて削除します。
注: PowerExchange ロッガーを実行するユーザー ID には、MSrepl_commands テーブルに対す
る削除権限が必要です。
このオプションにより、分散データベースのパフォーマンスが改善され、分散データベースのサ
イズが制御されます。ただし、CAPI 接続がローウォーターマークデータを処理しているときに、
SQL Server Log Reader Agent が非常に大きい UOW を分散データベースに書き込んでいる場合、
分散データベースのパフォーマンスは一時的に低下することがあります。これは、CAPI 接続処理
が MSrepl_commands テーブルのロックを待機する必要があるためです。
注: 単一の分散データベースに対して、異なるパブリケーションデータベース用に複数の抽出を実
行し、1 つの CAPI 接続で ENABLELWM=Y を使用し、別の CAPI 接続で RSTRADV 値を持つ
ENABLELWM=N を使用する場合、PowerExchange は ENABLELWM=N を持つ接続でエラーメッ
セージ PWX-15756 を発行することがあります。このメッセージは変更データが消失したことを誤
って報告しています。このエラーが表示されないようにするには、MSQL CAPI_CONNECTION 文
に DWFLAGS=NNYN パラメータを追加します。

デフォルトは N です。
EOF={N|Y}

オプション。ログの終わり（EOL）に達したときに PowerExchange が変更データ抽出を停止するか
どうかを制御します。
次のいずれかのオプションを入力します。
• N。PowerExchange は、EOL に達しても変更データ抽出を停止しません。
• Y。PowerExchange は、EOL に達したときに変更データ抽出を停止します。
デフォルトは N です。
このパラメータは MSQL CAPI_CONNECTION 文のすべてのユーザーに影響するので、以下のいずれ
かの代替方法を使用して、EOL で変更データ抽出を停止することをお勧めします。
• リアルタイム抽出モードを使用する CDC セッションの場合、PWX MSSQL CDC リアルタイムアプ

リケーション接続の［アイドル時間］属性に 0 を入力します。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の場合、pwxccl.cfg 構成ファイルの

COLL_END_LOG 文に「1」と入力します。
• ODBC 接続を使用する CDC セッションの場合、ODBC データソースの WAITTIME パラメータに 0

を入力します。
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GUIDBRACES={Y|N}
オプション。登録済み SQL Server カラムのデータ型が uniqueidentifier の場合に、そのカラムから
キャプチャされたデータの GUID 値を囲む中かっこ{}を維持するかどうかを制御します。
PowerCenter セッションで SQL Server ターゲットの uniqueidentifier カラムにデータを書き込む場
合、このパラメータを N に設定し、中かっこが削除されるようにします。そうしないと、セッション
で書き込みエラーが発生します。
• N。中かっこを削除します。
• Y。中かっこを維持します。
デフォルトは Y です。

MEMCACHE={cache_size|256}
SQL Server ディストリビューションデータベースからキャプチャされた単一の SQL 操作の変更デー
タを格納するメモリキャッシュの最大サイズ（キロバイト単位）。メモリキャッシュには完全な行イ
メージが格納されます。その中には、前後両方のイメージと LOB データが含まれることがあります。
有効な値は 0〜2147483647 です。デフォルトは 256 です。0 を入力すると、デフォルト値が使用さ
れます。

MULTIPUB={N|Y}
オプション。ディストリビューションデータベースから単一のパブリケーションデータベースまたは
複数のパブリケーションデータベースどちらの記事の変更データをキャプチャするかを示します。こ
のオプションは、リアルタイム抽出モードでの CDC 処理、および PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の継続抽出モードでの CDC 処理のパフォーマンスに影響を与えるこ
とがあります。
次のいずれかのオプションを入力します。
• N。このオプションは、単一のパブリケーションデータベースの記事の変更データをキャプチャす

る場合に指定します。PowerExchange でより効率的に変更を抽出できるため、このシナリオでは
このオプションを使用することをお勧めします。リソース使用量の削減にも役立ちます。

• Y。このオプションは、単一の CDC セッションまたは単一の PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）パスで複数のパブリケーションデータベースの記事の変更データを抽出する
場合に使用します。このシナリオでこのオプションを使用しないと、メッセージ PWX-15757 が表
示されて抽出処理は失敗します。
このオプションにより、変更レコードがディストリビューションデータベースに書き込まれる速
度が遅くなることがあります。パフォーマンスを向上させるには、ディストリビューションデー
タベースに以下のインデックスを追加します。
USE [distribution]GO/****** Object: Index [IX_MSrepl_transactions] Script Date: 03/31/2012 11:56:07 ******/CREATE NONCLUSTERED INDEX [IX_MSrepl_transactions] ON [dbo].[MSrepl_transactions] ([entry_time] ASC,[publisher_database_id] ASC,[xact_seqno] ASC,[xact_id] ASC)WITH (PAD_INDEX = OFF, STATISTICS_NORECOMPUTE = ON, SORT_IN_TEMPDB = OFF, IGNORE_DUP_KEY = OFF, DROP_EXISTING = OFF, ONLINE = OFF, ALLOW_ROW_LOCKS = ON, ALLOW_PAGE_LOCKS = ON) ON [PRIMARY]GO

デフォルトは Y です。
変更をキャプチャした後に、MULTIPUB 設定を変更できます。データの整合性を維持するには、

『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』の MULTIPUB パラメータ設定の変更
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手順に従います。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用し、設定を Y から
N に変更している場合は、PowerExchange ロッガーをコールドスタートする必要があります。

POLWAIT={seconds|1}
オプション。ログの終わり達した後、変更データをさらに探すためにソースデータベースをポーリン
グするまで、PowerExchange が待機する最大秒数。
Microsoft SQL Server ソースの場合、ポーリング頻度は PowerExchange ロッガーの
NO_DATA_WAIT2 パラメータにも依存します。PowerExchange ロッガーを使用しない場合、ポーリ
ング頻度は PWX CDC アプリケーション接続の PWX 待ち時間属性に依存します。NO_DATA_WAIT2
または PWX 待ち時間値が POLWAIT 値よりも小さい場合、小さい方の値が優先されます。この場合、
PowerExchange は POLWAIT パラメータのみに基づいて予想されるよりも頻繁にソースをポーリン
グします。
有効な値は 1〜2147483647 です。デフォルトは 1 です。

RECONNTRIES={number|12}
接続が切断された後に、PowerExchange が Microsoft SQL Server データベースに再接続を試す最大
の回数。次の ODBC 接続エラーが発生し、接続の復元性を向上させる場合は、このパラメータを
RECONNWAIT パラメータと組み合わせて使用します。
PWX-15790 ODBC driver for Microsoft SQL Server returned error [08S01][Informatica][ODBC SQL Server Wire Protocol driver]Unexpected Network Error. ErrNum = 10054.
有効な値は 0 または任意の正の数値です。値 0 を指定すると、接続の再試行は行われません。デフォ
ルトは 12 です。

RECONNWAIT={seconds|5}
接続が切断された後、PowerExchange が Microsoft SQL Server データベースに再接続を試すまで待
機する秒数。ODBC ドライバエラーの PWX-15790 メッセージを受け取り、接続の復元性を向上させ
る場合は、このパラメータを RECONNTRIES パラメータと組み合わせて使用します。
有効な値は 0 - 3600 です。値 0 を指定すると、接続の再試行までの待機時間はありません。デフォル
トは 5 です。

RSTRADV=seconds
データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済みデータソー
スのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間インターバル（単位: 
秒）。待機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を返しま
す。これには更新されたリスタート情報のみが含まれます。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットしま
す。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機間隔を過ぎたため、PowerExchange が空

の UOW を返した。
有効な値は 0〜86400 です。デフォルトは指定されていません。
例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の待機イ
ンターバルを過ぎた後、5 秒待機します。その後、PowerExchange は次にコミットされた空の UOW

（更新された最近情報を含む）を返し、待機間隔を 0 にリセットします。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange
は登録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。この場合、
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PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスター
トポイントから読み取ります。
警告: 値を 0 にすると、パフォーマンスが低下することがあります。PowerExchange は、登録済み
ソースに関連する変更を含む UOW のほか、登録済みソースに関連する変更を含まない各 UOW に対
してそれぞれ空の UOW も返します。

SQLNOLOCK={N|Y}
オプション。変更データをキャプチャするために SQL Server 分散データベースをクエリするときに
PowerExchange SELECT 文で NOLOCK ヒントを使用するかどうかを制御します。NOLOCK ヒント
を使用すると、SQL Server ユーティリティとのロック競合を回避できますが、PowerExchange で一
部の変更レコードがスキップされる場合があります。
次のいずれかのオプションを入力します。
• N。分散データベースからデータを取得する PowerExchange SELECT クエリで NOLOCK ヒント

が使用されません。いくつかの変更レコードでロックが保持されている場合、PowerExchange ク
エリはそのロックが解放されるまでデータを取得できません。この設定を使用すると、
PowerExchange クエリの完了により長い時間がかかる場合があります。ただし、スキップされる
変更がないため、データの整合性が維持されます。このオプションは、MULTIPUB パラメータが
Y に設定されている場合にのみ使用します。

• Y。分散データベースからデータを取得する PowerExchange SELECT クエリで NOLOCK ヒント
が使用されます。このオプションは、MULTIPUB パラメータが N に設定されている場合にのみ使
用します。MULTIPUB パラメータが Y に設定されている場合、SQL Server は割り当て順のスキャ
ンを使用して PowerExchange クエリのデータを取得することがあるため、変更データがスキッ
プされてデータが破損する可能性があります。
ヒント: SQLNOLOCK=Y を使用する代わりに、分散データベースの分離レベルを
READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON に設定し、データ整合性の問題を回避することをお勧めしま
す。

MULTIPUB が Y に設定されている場合のデフォルトは N、MULTIPUB が N に設定されている場合の
デフォルトは Y です。

UIDFMT={DBNAME |NONE}
オプション。PowerExchange が各変更レコードの生成された DTL__CAPXUSER カラムへの入力に使
用する値のタイプを制御します。次のオプションがあります。
• DBNAME。Microsoft SQL Server のパブリケーションデータベース名を返します。
• NONE。ユーザー ID を使用できないため、NULL を返します。
デフォルトは NONE です。

SQL Server CDC の管理
テーブル定義を変更する場合など、ソーステーブルの CDC を停止する必要がある場合があります。
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SQL Server ソースの変更データのパブリケーションの無効化
SQL Serve ソースの変更データのパブリケーションを無効にすることができます。 例えば、パブリケーション
を無効にすることで、一部のデータベースのメンテナンスを行ったり、テーブル定義を変更したり、不要な変
更のキャプチャを回避することができます。
u テーブルのキャプチャ登録を開き、［ステータス］の設定を［アクティブ］から［履歴］に変更します。 

このアクションにより、テーブルの SQL Server アーティクルの分散データベースに対するパブリケーシ
ョンが無効になり、変更のキャプチャが停止します。

警告: 登録ステータスを［履歴］に設定すると、CDC 使用の登録を再びアクティブにすることはできません。 

SQL Server ソーステーブル定義の変更
変更データキャプチャ用に登録されている SQL Server ソーステーブルの定義を変更する場合は、この手順に
従って PowerExchange を有効化し、更新されたテーブル定義を使用して以前キャプチャされたデータへのア
クセスを保持します。テーブル定義の変更には、カラムの追加、変更、または削除が含まれます。
ヒント: テーブルのカラムから変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、キャプチャ登録を変更し
ないまま、抽出マップからカラムを削除できます。カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽
出は行われません。
SQL Server ソーステーブル定義を変更する手順
1. テーブルのデータ変更アクティビティ（挿入、更新、および削除）を停止します。 
2. 現在のテーブル定義の下でキャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認し

ます。次に、テーブルの変更データを抽出するすべての PowerCenter ワークフローを停止します。 
3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、ロッガーをシャットダウン

します。 
4. キャプチャ登録および抽出マップを削除します。 
5. DDL を使用して、SQL Server でテーブル定義を変更します。 

新しいキャプチャ登録を作成し、メタデータの変更を反映します。［圧縮］オプションを［一部］に、ステ
ータスを［アクティブ］に設定します。PowerExchange Navigator を使用してキャプチャ登録を作成し
ている場合、PowerExchange は対応する抽出マップを作成します。

6. PowerExchange Navigator で、メタデータの変更を反映した新しいキャプチャ登録を作成します。［圧
縮］オプションを［一部］に、登録ステータスを［アクティブ］に設定します。 
PowerExchange Navigator によって対応する抽出マップが作成されます。
これにより、新しく有効になったキャプチャ登録を変更データキャプチャに使用することができます。

7. PowerExchange ロッガーをウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーは、新しいキャプチャ登録に基づいて変更のキャプチャを開始します。

8. 必要に応じて、ソーステーブルのメタデータの変更を反映するようにターゲットテーブルの定義を変更し
ます。 

9. PowerCenter Designer で、変更されたソース定義とターゲット定義をインポートします。必要であれば、
マッピングを編集します。 

10. 必要に応じて、ターゲットテーブルを再実体化します。実体化が完了したら、ターゲットテーブルの新し
いリスタートトークンを作成します。 

11. 変更されたテーブルの新しいリスタートトークンを作成します。 
12. テーブルに対して DELETE、INSERT、および UPDATE のアクティビティを再度有効にします。 
13. 抽出ワークフローをコールドスタートします。 
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抽出実行後の MULTIPUB パラメータ設定の変更
変更データ抽出処理の実行後、MSQL CAPI_CONNECTION 文の MULTIPUB パラメータ設定を変更できます。
CDC 対象のソースを含むパブリケーションデータベースを追加または削除する場合に、このタスクの実行が必
要になることがあります。データの整合性を維持するために、正しい手順を使用する必要があります。
MULTIPUB パラメータは、単一のパブリケーションデータベースまたは複数のパブリケーションデータベース
のどちらの記事のデータを抽出するかを示します。単一のパブリケーションデータベースの場合、MULTIPUB
を N に設定して、PowerExchange がより効率的な抽出処理を使用できるようにすることをお勧めします。複
数のパブリケーションの場合、MULTIPUB を Y に設定する必要があります。これはデフォルト設定です。この
パラメータは、変更ストリームからの直接のリアルタイム抽出、および継続抽出モードでの PowerExchange
ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）抽出に適用されます。
MULTIPUB 設定を Y から N に切り替える手順:
この手順を使用して、MULTIPUB をデフォルトの Y から N に切り替えます。PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、この変更を加えた後にコールドスタートする必要がありま
す。
1. SQL Server ディストリビューションデータベースを処理する、リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モ

ードで実行されている抽出ワークフローを停止します。
2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー

を停止します。
3. dbmover コンフィギュレーションファイルで、MSQL CAPI_CONNECTION 文を編集して MULTIPUB パラ

メータ設定を Y から N に切り替えます。
4. PowerExchange ロッガーをコールドスタートします。
5. 抽出ワークフローを再起動します。

注: シーケンストークンにタイムスタンプが含まれなくなります。
MULTIPUB 設定を N から Y に切り替える手順:
この手順を使用して、MULTIPUB を N から Y に戻します。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）を使用する場合、この変更を加えた後にコールドスタートする必要はありません。
1. SQL Server ソーステーブルで、DELETE、INSERT、および UPDATE アクティビティを停止します。
2. 抽出ワークフローがログの終端に達するまで待ってから、ワークフローを停止します。
3. dbmover 構成ファイルで、MSQL CAPI_CONNECTION 文を編集して MULTIPUB パラメータ設定を Y か

ら N に切り替えます。
4. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、DISTSRV パラメータと

DISTDB パラメータが PowerExchange ロッガーの pwxccl.cfg 構成ファイルに指定されていることを確認
します。MULTIPUB=Y の場合、これらのパラメータは必須です。

5. パフォーマンスの低下を避けるには、ディストリビューションデータベースで以下のインデックスを定義
します。
USE [distribution]GO/****** Object: Index [IX_MSrepl_transactions] Script Date: 03/31/2012 11:56:07 ******/CREATE NONCLUSTERED INDEX [IX_MSrepl_transactions] ON [dbo].[MSrepl_transactions] ([entry_time] ASC,[publisher_database_id] ASC,[xact_seqno] ASC,[xact_id] ASC)WITH (PAD_INDEX = OFF, STATISTICS_NORECOMPUTE = ON, SORT_IN_TEMPDB = OFF, IGNORE_DUP_KEY = OFF, DROP_EXISTING = OFF, ONLINE = OFF, ALLOW_ROW_LOCKS = ON, ALLOW_PAGE_LOCKS = ON) ON [PRIMARY]GO
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6. ログの終端の現在のリスタートトークンを取得するには、以下のいずれかの方法を使用します。
• GENERATE RSTKKN オプションを指定して DTLUAPPL ユーティリティを実行します。
• PowerExchange Navigator で、SELECT CURRENT_RESTART SQL 文を使用してデータベース行のテ

ストを実行します。
• PWXPC リスタートトークンファイルの特殊なオーバーライド文 RESTART1 および RESTART2 で

CURRENT_RESTART オプションを指定します。CDC セッションが実行されると、PWXPC は、
PowerExchange が現在の EOL に対してリスタートトークンを提供するように要求します。PWXPC
は、このリスタート情報を使用して抽出開始ポイントを特定します。

7. 抽出の現在のリスタートトークンをリスタートトークンファイルに追加します。
8. SQL Server テーブルで、DELETE、INSERT、および UPDATE アクティビティの再開を許可します。
9. 抽出ワークフローをコールドスタートします。

注: PowerExchange はシーケンストークンにタイムスタンプを追加して、抽出処理中に複数のパブリケー
ションデータベースのデータを統合します。
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第  6  章

MySQL CDC
この章では、以下の項目について説明します。
• MySQL CDC の概要, 119 ページ
• バイナリログファイルについて, 120 ページ
• MySQL ソーステーブル定義の DDL 更新カタログ, 120 ページ
• MySQL CDC の運用上の考慮事項, 122 ページ
• CDC でサポートされている MySQL データ型, 124 ページ
• 実装タスクフロー, 125 ページ
• MySQL ソースの準備, 126 ページ
• PowerExchange for MySQL CDC の設定, 127 ページ
• MySQL CDC の管理, 132 ページ

MySQL CDC の概要
PowerExchange は、MySQL バイナリログリーダ mysqlbinlog を使用して、ソーステーブルの変更イベント
を MySQL バイナリログから読み込みます。次に、PowerExchange はリアルタイム変更ストリームまたは
Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロガーログファイルから変更レコードを抽出し、
PowerCenter CDC セッションで変更を利用できるようにします。
バイナリログリーダーと PowerExchange キャプチャプロセスは、同じ Linux または Windows マシンで実行
する必要があります。このマシンは、MySQL ソースデータベースサーバーからリモートにすることができま
す。
PowerExchange ロッガーは、必要に応じて使用できます。MySQL CDC は、Linux または Windows 上で実行
されるロッガーインスタンスでの動作が保証されています。
MySQL Enterprise Edition ソースを保有している場合、PowerExchange は MySQL 用の DataDirect ODBC ド
ライバを使用して、MySQL データベースサーバーからソースメタデータを取得します。この ODBC ドライバ
は、Linux 向けの PowerExchange インストールに含まれています。MySQL Community Edition ソースを保
有している場合は、MySQL ネイティブの ODBC ドライバを使用する必要があります。PowerExchange ではネ
イティブのドライバは提供していません。
PowerExchange は、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）と連携して、リアルタイム変更ス
トリームまたは PowerExchange ロガーログから変更レコードを抽出し、そのデータを CDC セッションに送り
ます。CDC セッションは、1 つまたは複数のターゲットにデータをロードできます。PowerCenter トランスフ
ォーメーションの使用はオプションです。
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関連項目：
•「MySQL ソースの準備」  (ページ 126)
•「PowerExchange for MySQL CDC の設定」  (ページ 127)
•「MySQL CDC の管理」  (ページ 132)

バイナリログファイルについて
MySQL ソースの場合、PowerExchange が、MySQL mysqlbinlog ユーティリティを使用して、バイナリ形式
の変更イベントをバイナリログファイルから読み込みます。
mysqlbinlog ユーティリティが、バイナリログが存在する MySQL サーバ上にない場合、MYSQL 
CAPI_CONNECTION 文の MYSQLBINLOG パラメータ、または PATH 環境変数で、mysqlbinlog ユーティリテ
ィの場所を指定します。
MySQL バイナリログファイルには、データの変更や DDL の変更など、データベースの変更を記述するイベン
トが含まれています。「バイナリログファイル」とは、データベースイベントを含み、一意の名前を持つ個々の
ログファイルを指します。「バイナリログ」とは、一連のバイナリログファイルと、使用したことがあるバイナ
リログファイルの名前を含むインデックスファイルを指します。
バイナリログファイルは、base_name_binlog.numeric_suffix の形式で、ベース名と生成される数値サフィ
ックスで構成されます。たとえば、mysql_5_7_binlog.000001 などです。数値サフィックスは、新しいログ
ファイルが生成されるたびにインクリメントされます。
MySQL が新しい物理バイナリログファイルを作成すると、ログファイル名の数値サフィックスをインクリメン
トします。MySQL は、次の条件で新しいログファイルを作成します。
• MySQL サーバーが再起動されます。
• バイナリログファイルは、MySQL の max_binlog_size 変数で定義されている最大サイズに達します。
MySQL サーバーが新しい binlog ベース名で再起動されると、新しい一連のバイナリログが開始されます。新
しい一連の最初のログファイルには、000001 という数値サフィックスが付きます。オンラインバイナリログ
ファイル名に基づくクエリは、以前のバイナリログに関する情報を省きます。ただし、以前のバイナリログと
インデックスファイルは、サーバーディスク上に残ります。
重要: このシナリオではデータが失われる可能性があります。データの整合性を確保するには、データキャプチ
ャの開始または再開時に現在のログベース名を確認します。

MySQL ソーステーブル定義の DDL 更新カタログ
PowerExchange は、MySQL データベース内のカタログを使用して、MySQL ソーステーブル定義を格納しま
す。PowerExchange は、ソーステーブルに対する CDC 対象の DDL 変更を検知すると、カタログ内のソース
テーブル定義を更新します。更新ソーステーブル定義のカタログで、DDL 更新テーブルの変更データを読み込
む際に発生する PowerExchange によるエラーを回避することができます。
PowerExchange は、CDC に影響する DDL 変更イベントに対してのみ、カタログ内のソーステーブル定義を更
新します。通常、これらの DDL 変更では、ソーステーブルに対するキャプチャ登録と抽出マップの再生成また
は変更が必要になります。たとえば、カラムの追加、削除、名前変更、またはテーブルの削除、名前変更など
が含まれます。
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カタログを利用できるようにするには、以下のタスクを実行します。
1. カタログテーブルの PWXCatTables と PWXCatUpdates を Linux システムまたは Windows システム上に

作成します。これらのテーブルは、MySQL ソースデータベースまたは別のローカルもしくはリモートの
MySQL データベース内に配置できます。PWXCATMY ユーティリティを使用します。
注: 単一のカタログに、複数の PowerExchange 登録グループインスタンスに対する MySQL ソーステーブ
ル定義を記録できます。

2. カタログテーブルの形式が正しいことを確認します。PWXCATMY ユーティリティを使用します。
3. 各ソーステーブルに対してアクティブなキャプチャ登録が存在していることを確認します。
4. ソーステーブル定義のスナップショットを作成し、そのスナップショット情報をカタログに記録します。

このスナップショットが、以降の DDL 変更によって更新されるベースラインテーブル定義になります。
PWXCATMY ユーティリティを使用します。

5. DBMOVER 構成ファイルで、MySQL CAPI_CONNECTION 文を編集し、CATSCHEMA パラメータにカタロ
グテーブルのスキーマを指定します。オプションで、カタログ接続パラメータを指定することもできます。
これらのパラメータは、変更キャプチャの処理中に使用されます。

PWXCATMY ユーティリティで、次のカタログ関連タスクのすべてを実行できます。
• カタログテーブルを作成する。
• カタログテーブルを作成するための DDL 文を表示する。
• カタログテーブルの形式が正しいことを確認する。
• ソーステーブル定義のスナップショットを作成して、その情報をカタログに書き込む。
• ソーステーブルをカタログから削除（登録解除）する。
• カタログに存在しているテーブル定義のソーステーブル名を一覧表示する。
• カタログに記録されているソーステーブル定義をダンプする。
• カタログテーブルを削除する。
PWXCATMY ユーティリティの詳細については、『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照してくださ
い。
カタログを構成した後、次の利用上の注意事項に気を付けてください。
• 変更データをキャプチャした登録済みテーブルの名前を変更してから、その名前を元のテーブル名に戻す

と、2 回目の名前変更イベントはカタログに記録されません。
• 登録済みソースカラムの NOT NULL オプションを NULL に変更すると、ソーステーブルは無効になり、

CDC 処理が終了します。CDC セッションをウォームスタートする試みは失敗します。ただし、NULL オプ
ションを NOT NULL に変更すると、その変更はカタログに記録され、処理は続行します。

• カタログ構成後、binlog を移動したり、名前を変更して、元の binlog が使用できなくなった場合、カタロ
グからそのソーステーブル定義を削除（登録解除）して、ソーステーブル定義のスナップショットをカタロ
グ内に作成し直してから、CDC セッションをコールドスタートする必要があります。詳細については、「バ
イナリログの場所またはベース名の変更」  (ページ 134)を参照してください。
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MySQL CDC の運用上の考慮事項
MySQL CDC の以下の運用上の考慮事項を確認してください。
• PowerExchange は、InnoDB ストレージエンジンを使用する MySQL ソースデータベースで認定されてい

ます。PowerExchange は、MySQL が使用できる他のタイプのストレージエンジンでは認定されていませ
ん。

• PowerExchange は、クラウド環境に配備された MySQL データベースをサポートしていません。
• PowerExchange は、InnoDB テーブルスペースの暗号化を使用するテーブルスペースと、Transparent 

Data Encryption（TDE）を使用する InnoDB テーブルからの変更データをキャプチャできます。
• PowerExchange は、MySQL の mysqlbinlog ユーティリティを使用して、MySQL バイナリログファイル

から変更イベントを読み取ります。PowerExchange がログファイルの処理を完了するまで、バイナリログ
ファイルを削除しないでください。ログファイルを削除すると、PowerExchange がいくつかの変更イベン
トを見逃すことがあります。

• MySQL ソースの変更データを抽出する CDC セッションを実行した後、変更データ喪失の可能性を最小限に
抑えるために、バイナリログファイルのベース名、またはバイナリログファイルを含むディレクトリの名前
または場所を変更しないでください。バイナリログの場所またはベース名を変更する必要がある場合は、

「バイナリログの場所またはベース名の変更」  (ページ 134)を参照してください。
• バイナリログファイルを読み込むときに、バイナリログリーダーが登録された MySQL ソーステーブルを変

更する DDL イベントに遭遇すると、通常、キャプチャ処理はエラーで終了します。PowerExchange は、
次の DDL イベントを認識して対応します。

DDL PowerExchange の反応
TRUNCATE TABLE MYSQL CAPI_CONNECTION 文の ONTABLETRUNC パラメーターが FAIL に設定さ

れている場合、キャプチャー処理は終了します。ONTABLETRUNC パラメータが
WARN に設定されている場合、PowerExchange は警告メッセージを発行し、次
の変更レコードで CDC 処理を続行します。

CREATE TABLE PowerExchange ロガーを使用していない場合、キャプチャ処理は続行され、テ
ーブルは無視されます。
PowerExchange ロガーを使用している場合、テーブルが以前に登録されていな
ければ、ロガーは引き続き実行されます。テーブルが以前に登録され、再作成さ
れた場合、ロガーは終了します。

DROP TABLE キャプチャー処理はエラーで終了します。
RENAME TABLE キャプチャー処理はエラーで終了します。
ALTER TABLE 
RENAME COLUMN

キャプチャー処理はエラーで終了します。

ALTER TABLE ADD 
COLUMN

キャプチャ処理は続行されます。

ALTER TABLE DROP 
COLUMN

キャプチャー処理はエラーで終了します。

ALTER TABLE 
CHANGE COLUMN

キャプチャー処理はエラーで終了します。
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• GEOMETRY などの空間データ型を持つ 1 つ以上のカラムを含む MySQL ソーステーブルのキャプチャ登録
を作成することはできません。したがって、PowerExchange はこれらのテーブルから変更データをキャプ
チャできません。

• MySQL ソーステーブルにバイナリデータを含むネイティブ JSON カラムが含まれている場合、
PowerExchange は JSON バイナリデータを CDC 処理のテキスト表現に変換します。

• PowerExchange では、次のいずれかの文字セットで定義された 1 つ以上のカラムを含む MySQL ソーステ
ーブルを登録することはできません。

文字セット 説明
amrscii8 ARMSCII-8 Armenian
バイナリ バイナリ擬似文字セット
dec8 DEC 西ヨーロッパ
eucjpms UJIS for Windows 日本語
geostd8 GEOSTD8 グルジア語
hp8 HP 西ヨーロッパ
keybcs2 DOS Kamenicky チェコ語 - スロバキア語
koi8u IOI8-U ウクライナ語
swe7 7-bit スウェーデン語

• mysqlbinlog ユーティリティがリモートバイナリログに接続するとき、MySQL は接続に必要な MySQL パ
スワードを平文として渡します。パスワードは、実行中のプロセスとその起動パラメータをリストするツー
ルで確認できます。

• mysqlbinlog ユーティリティが、リモートバイナリログを読み込むと、server-id オプションで指定された
特定のサーバー ID を使用して、MySQL サーバーへの接続を開きます。PowerExchange は server-id 369
を使用して MySQL に接続し、変更データを抽出します。369 の server-id を使用する他のツールやアプリ
ケーションが MySQL にアクセスしないようにしてください。また、一度に 1 つの CDC セッションのみア
クティブにしてください。

• PowerExchange は、MySQL の DataDirect ODBC ドライバを使用して MySQL ソースデータベースに接続
します。次の処理に対して指定するサーバーで使用される接続文字列に ODBC パラメータを追加する場合
は、dbmover.cfg ファイルで ODBC_CONN_PARAMS ステートメントを定義します。
- 変更データキャプチャ
- PowerExchange Navigator または DBLUCBRG ユーティリティからのキャプチャ登録の作成、削除、ま

たは変更
例えば、サイトのポリシーでデータベース接続に SSL 暗号化、特定の暗号化プロトコル、または自己署名
またはサードパーティの署名付き SSL 証明書を使用する必要がある場合は、ODBC パラメータを追加する
必要があります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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CDC でサポートされている MySQL データ型
変更データをキャプチャする予定の MySQL カラムに、PowerExchange がサポートするデータタイプがあるこ
とを確認します。PowerExchange CDC は、空間タイプを除くすべてのネイティブ MySQL データ型をサポー
トしています。
次の表は、PowerExchange がサポートする MySQL データ型と、CDC ではサポートしない MySQL データ型を
示しています。

データ型 CDC でサポート
されているか

コメント

bigint はい -
binary はい -
bit はい -
blob ○ -
char はい -
date はい -
datetime はい -
decimal はい -
double ○ -
enum ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
float はい -
int はい -
json はい PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。

PowerExchange はバイナリ json 列のデータを内部の varchar 型に変換
し、次にテキスト形式の json データに変換します。
PowerExchange では、json 列に UTF-8 文字セットが使用されます。

longblob ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
longtext ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
mediumblob ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
mediumint ○ -
mediumtext ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
set ○ PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
smallint はい -
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データ型 CDC でサポート
されているか

コメント

空間タイプ × 空間タイプには、geometry、point、linestring、polygon、multipoint、
multilinestring、multipolygon、および geometrycollection がありま
す。
空間カラムを含むソーステーブルは、PowerExchange Navigator または
DTLUCBRG ユーティリティで CDC に登録することはできません。

text ○ -
time はい -
timestamp はい -
tinyblob ○ -
tinyint はい -
tinytext ○ -
varbinary はい PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
varchar はい PowerExchange は、98,304 バイトより長い列データを切り捨てます。
year はい -

実装タスクフロー
MySQL CDC を実装するには、MySQL、PowerExchange、および PowerCenter でいくつかのタスクを完了す
る必要があります。以下の上位タスクフローの概要を使用します。
1. MySQL ソースを準備します。詳細については、「MySQL ソースの準備」  (ページ 126)を参照してくださ

い。
2. PowerExchange Navigator または DTLUCBRG ユーティリティのいずれかを使用して、MySQL ソーステ

ーブルのキャプチャ登録と抽出マップを作成します。詳細については、PowerExchange Navigator ユー
ザーガイドおよび PowerExchange ユーティリティガイドを参照してください。

3. MySQL CAPI_CONNECTION 文とその他の必要な文を、PowerExchange のキャプチャ登録と抽出マップ
が保存されているシステム上の DBMOVER 構成ファイルに追加します。「dbmover 構成ファイルの設定」 
(ページ 127)を参照してください。

4. ソーステーブルの DDL 変更イベントを記録するための PowerExchange カタログテーブルを作成します。
詳細については、「DDL 更新カタログテーブルの作成」  (ページ 132)を参照してください。

5. カタログに取り込むソーステーブル定義のスナップショットを作成します。詳細については、「ソーステー
ブル定義のスナップショットを作成する」  (ページ 132)を参照してください。

6. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
を設定します。「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ 45)を参照してください。

7. CDC のリスタートポイントを設定します。「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)を参照し
てください。
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8. ターゲットテーブルをマテリアライズします。いずれかのツールを使います。PowerExchange の一括デ
ータ移動は、現在 MySQL ソースをサポートしていません。

9. 設定されている場合、PowerExchange ロガーを開始します。「PowerExchange ロッガーのコールドスタ
ート 」  (ページ 72)を参照してください。

10. MySQL ソースを含む PowerCenter CDC ワークフローを作成します。MySQL CDC アプリケーション接続
を使用します。詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』ガイドを参照し
てください。

11. CDC ワークフローをコールドスタートします。

MySQL ソースの準備
PowerExchange CDC 用に MySQL ソースシステムを準備するには、いくつかの設定タスクを実行する必要が
あります。
1. MySQL バージョンがサポートされており、サポートされている Red Hat Linux または Windows オペレー

ティングシステムにインストールされていることを確認してください。
2. 変更キャプチャ処理が行われるシステムに MySQL mysqlbinlog ユーティリティがインストールされてい

ることを確認します。この場所は、ソースデータベースに対してローカルでもリモートでもかまいません。
この要件を満たす構成は次のとおりです。
• MySQL ソースデータベースサーバーで PowerExchange と mysqlbinlog ユーティリティを実行しま

す。
• MySQL ソースデータベースサーバーから離れたマシンで PowerExchange と mysqlbinlog ユーティリ

ティを実行します。Path 環境変数に mysqlbinlog パスを指定するか、dbmover 構成ファイルの
MYSQL CAPI_CONNECTION 文で、MYSQLBINLOG パラメータに mysqlbinlog フルパスとファイル名
を指定します。

3. PowerExchange キャプチャが Linux システムで実行される場合、PowerExchange が ODBC ドライバを
使用して MySQL サーバーに接続できるように、そのシステムで ODBC を構成します。以下の手順を実行
します。
• ODBCINI と ODBCINST の環境変数を設定します。次のエクスポート文を使用します。

export ODBCINI=$PWX_HOME/ODBC7.1/odbc.iniexport ODBCINST=$PWX_HOME/ODBC7.1/odbcinst.ini
• 共有 LD_LIBRARY_PATH 環境変数を設定します。以下の文を使います。

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:$PWX_HOME/ODBC7.1/lib; export LD_LIBRARY_PATH
• odbc.ini と odbcinst.ini ファイルの ODBC ドライバ情報を更新します。たとえば、次の文を追加しま

す。
Driver=pwx_home/ODBC7.1/lib/DWmysql27.so
pwx_home 変数は、PowerExchange が使用する DataDirect インストールへのローカルパスを表しま
す。

4. 次のいずれかの方法で、MySQL ソースデータベース上で PowerExchange が必要とするオプションによ
りバイナリログを有効にします。
• コマンドラインから MySQL データベースサーバーを起動する場合は、次のコマンドを入力します。

mysqld --server-id[=server_id] --log-bin[=base_name] --binlog-format[=row] --binlog-row-image[=full]
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• MySQL データベースサーバーを Windows 上のサービスまたは Linux 上のデーモンとして起動する場
合は、.ini または.cnf 構成ファイルにデータベース構成設定を指定できます。デフォルトファイル
my.ini は、MySQL インストールディレクトリにあります。バイナリロギングを有効にするには、
MySQL 設定ファイルに次の行を追加します。
[mysqld]server-id=server_idlog-bin=base_namebinlog-format=rowbinlog-row-image=full

メモ: 
• MySQL 5.7.x では、server-id 値に 0 より大きい数値を使用する必要があります。
• Informatica では、オプションの log-bin パラメータを指定して、バイナリログファイルのシーケンス

のベース名を指定することを推奨しています。バイナリログファイル名を作成するために、MySQL は
新しいバイナリログが作成されるたびにインクリメントされる数値サフィックスをベース名に追加しま
す。ベース名を指定しない場合、MySQL はデフォルトのベース名 host_name-bin を使用します。

• PowerExchange では、行イメージタイプが full の row-based バイナリログが必要です。binlog-
format パラメータが row に設定され、binlog-row-image パラメータが full に設定されていることを
確認します。これらの値はデフォルト値です。

5. PowerExchange が MySQL データベースに接続するために使用できる MySQL ユーザーを作成します。次
の SQL 文を使用します。
CREATE USER 'pwx_user'@'%' IDENTIFIED BY 'password';

6. CDC に必要な以下の権限を PowerExchange ユーザーに付与します。
GRANT SELECT ON database_name.* TO 'pwx_user'@'%';GRANT REPLICATION CLIENT ON *.* TO 'pwx_user'@'%';
ユーザーがリモート MySQL サーバー上のバイナリログにアクセスする必要がある場合は、次の追加権限
を付与します。
GRANT REPLICATION SLAVE ON database_name.* TO 'pwx_user'@'%';

PowerExchange for MySQL CDC の設定
MySQL CDC を準備するには、いくつかの PowerExchange 設定タスクを完了する必要があります。このタス
クは、Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロガーを使用するかどうか、および使用する抽
出モードのタイプにより異なります。

関連項目：
•「MySQL CDC の概要」  (ページ 119)
•「MySQL ソースの準備」  (ページ 126)
•「MySQL CDC の管理」  (ページ 132)

dbmover 構成ファイルの設定
キャプチャ登録と CDC 制御ファイルが格納されているシステムの dbmover 構成ファイルでは、MySQL CDC
に必要な文を追加します。このシステムは、登録グループ定義の場所フィールドで指定されています。
次の文も必要です。
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MYSQL CAPI CONNECTION
コンシューマー API（CAPI）が、変更ストリームに接続し、MySQL ソースデータベースサーバー上のソー
ステーブルの CDC 処理を制御するために使用する、パラメータの名前付きセット。

CAPT_PATH
CDC の制御ファイルが含まれている Linux または Windows システムのローカルディレクトリのパス。
これらのファイルには、キャプチャ登録の CCT ファイル、ODBC 抽出に使用されるアプリケーション名の
CDEP ファイル、および Linux、UNIX、Windows 用 PowerExchange ロガーの CDCT ファイルが含まれ
ます。

CAPT_XTRA
CDC の抽出マップが格納されている Linux または Windows システムのローカルディレクトリのパス。

継続抽出モードを使用する場合は、以下の文も含める必要があります。
CAPX CAPI_CONNECTION

PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを継続抽出するため
に CAPI が使用するパラメータの名前付きセット。

また、Informatica では、メッセージを見つけやすくするために LOGPATH 文と TRACING 文を含めることを
お勧めします。LOGPATH 文を指定すると、PowerExchange メッセージログファイルのディレクトリが明確
に定義されます。TRACING 文を指定すると、PowerExchange は PowerExchange プロセスごとにメッセージ
ログファイルの代替セットを作成できるようになります。
DBMOVER のすべての文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。

CAPI_CONNECTION - MYSQL 文
MYSQL CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、MySQL ソースの CDC 処理を制御するために、
コンシューマ API（consumer API：CAPI）が使用する名前付きパラメータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Linux および Windows
データソース: MySQL
必須: MySQL CDC の場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=(NAME=capi_connection_name                [,DLLTRACE=trace_id]                 ,TYPE=(MYSQL                       ,SERVER={database_server|localhost}                       ,CATSCHEMA=catalog_schema_name                      [,CATSERVER=catalog_server]                      [,CATUSERNAME=catalog_user_name]                      [,CATEPASSWORD=encrypted_catalog_user_password]                      [,CATPASSWORD=catalog_user_password]                      [,MYSQLBINLOG=path/binlog_file [option1 option2 ...]]                      [,ONDATATRUNC={WARN|FAIL}]                      [,ONTABLEDDL={WARN|WARN-UNTIL-EOL|FAIL}]                      [,ONTABLETRUNC={WARN|FAIL}]                      [,RECONNTRIES={reconnection_attempts|12}]                      [,RECONNWAIT={seconds|5}]                      [,ROWMEMMAX=bytes]                      [,RSTRADV=seconds]                      [,UOWREADAHEAD={minimum_transactions|5},{maximum_transactions|10}]                       ))
パラメータ: 
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NAME=capi_connection_name
必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前です。
最大長は英数字 8 文字です。

DLLTRACE=trace_ID
オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

TYPE=(MYSQL, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。MySQL ソースの場合、この値は MYSQL にする必要があります。
SERVER={server_name|localhost}[,port_number]

必須。MySQL ソースデータベースを実行する MySQL サーバーのホスト名または IP アドレス。
MySQL サーバーと PowerExchange リスナが同じマシン上でローカルに実行されている場合は、

「localhost」と入力できます。
デフォルトのポート番号以外のポートでソースサーバーがリスンするようにするには、ポート番号を
サーバー名に追加します。

CATSERVER
オプション。MySQL ソーステーブルの定義を格納する DDL 更新済みカタログテーブルを含むサーバ
ー名。
デフォルトは、MySQL ソースサーバー名です。ソースサーバー上でカタログテーブルを作成して
MySQL ODBC ドライバをインストールした場合、このデフォルトを使用できます。

CATSCHEMA
必須。DDL カタログテーブルのスキーマの名前。

CATUSERNAME
オプション。カタログサーバーに接続するために使用されるユーザー名。
ソースサーバー上にカタログテーブルが存在する場合、デフォルトは MySQL ソースユーザー名です。

CATEPASSWORD
オプション。指定されたカタログサーバーの暗号化されたパスワード。CATEPASSWORD または
CATPASSWORD を指定します。ただし、両方指定してはいけません。
ソースサーバー上にカタログテーブルが存在する場合、デフォルトは MySQL ソースのパスワードで
す。

CATPASSWORD
オプション。指定されたカタログユーザーのクリアテキストパスワード。CATPASSWORD または
CATEPASSWORD を指定します。ただし、両方指定してはいけません。
ソースサーバー上にカタログテーブルが存在する場合、デフォルトは MySQL ソースのパスワードで
す。

MYSQLBINLOG=path/binlog_file_name [option1 option2...]
オプション。MySQL サーバーがローカルホストにインストールされていない場合は、mysqlbinlog
ユーティリティへのパスをこのパラメータまたは PATH 環境変数に指定します。PowerExchange は、
mysqlbinlog ユーティリティを使用して、MySQL バイナリログから変更イベントを読み取ります。
オプションで、mysqlbinlog ユーティリティでサポートされるオプション（--ssl-オプションなど）
を含めることができます。PowerExchange は、CDC セッションの実行時にオプションをユーティリ
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ティに渡します。ユーティリティオプションの詳細については、『MySQL リファレンスマニュアル』
を参照してください。
MYSQLBINLOG 値にスペースが含まれる場合は、MYSQLBINLOG 値全体を二重引用符（"）で囲む必
要があります。さらに、path\binlog_file_name 値またはオプションにスペースが含まれる場合は、
値をバックスラッシュ（\）文字でエスケープしてから、値を二重引用符で囲む必要があります。次に
例を示します。
MYSQLBINLOG="\"c:\bin\test dir\mysqlbinlog.exe\" --ssl-mode required "
path\binlog_file_name 値がハイフン（-）文字で始まる場合、path/file_name 値が指定されていな
いかのように、値全体がユーティリティオプションとして処理されます。
注: PowerExchange がサポートする mysqlbinlog ユーティリティの最小バージョンはバージョン 3.4
です。それ以前のバージョンは使用しないでください。

ONDATATRUNC={WARN|FAIL}
オプション。PowerExchange が、mediumblob、longblob、mediumtext、longtext、enum、
json、set、varbinary、または varchar のデータ型を持ち、98,304 バイトを超える MySQL カラムか
らデータを切り詰める必要がある場合に、警告メッセージを発行して処理を続行するか異常終了する
かを示します。
デフォルトは FAIL です。

ONTABLEDDL={WARN|WARN-UNTIL-EOL|FAIL}
オプション。ソース登録と整合性のないソースの DDL レコードを検出した場合に、PowerExchange
が警告メッセージを発行して処理を続行するか、異常終了するかを指定します。次のオプションがあ
ります。
• WARN。警告メッセージを発行し、キャプチャ処理を続行します。
• WARN-UNTIL-EOL。警告メッセージを発行し、ログの最後（EOL）までキャプチャ処理を続行し

ます。その後エラーメッセージを発行し、キャプチャ処理を終了します。
• FAIL。エラーメッセージを発行し、キャプチャ処理を終了します。
デフォルトは WARN-UNTIL-EOL です。

ONTABLETRUNC={WARN|FAIL}
オプション。PowerExchange が、変更ストリームで TRUNCATE TABLE レコードを見つけたときに、
警告メッセージを発行して処理を続行するか、異常終了するかを示します。
デフォルトは FAIL です。

RECONNTRIES={reconnection_attempts|12}
オプション。PowerExchange が、データベースサーバーのシャットダウンまたはサーバーとのネッ
トワーク接続の切断を検出した後で、MySQL Server データベースサーバーへの再接続を試みる最大
回数。PowerExchange とデータベースサーバーが同じマシンで実行されている場合、
PowerExchange は変更レコードをログの最後まで処理してから、サーバーがまだ実行中かどうかを
確認します。PowerExchange がリモートデータベースサーバーに接続しているときに、サーバーが
シャットダウンするか、サーバーとのネットワーク接続が切断された状態になると、バイナリログリ
ーダーの接続が切断される場合があります。この場合は、このパラメータを RECONNWAIT パラメー
タとともに使用して、接続の回復性を向上できます。
有効な値は 0 または任意の正の数値です。値 0 を指定すると、接続の再試行は行われません。デフォ
ルトは 12 です。
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RECONNWAIT={seconds|5}
オプション。PowerExchange が、サーバーのシャットダウンまたはサーバーとのネットワーク接続
の切断を検出した後、MySQL Server データベースサーバーへの再接続を試みるまでに待機する秒数。
このパラメータを RECONNTRIES パラメータとともに使用して、接続の回復性を向上できます。
有効な値は 0 - 3600 です。値 0 を指定すると、接続の再試行までの待機時間はありません。デフォル
トは 5 です。

ROWMEMMAX=maximum_bytes
オプション。MySQL ソーステーブルからの行の変更を保存するために、PowerExchange が使用でき
るメモリの最大サイズ（バイト単位）。デフォルト値はありません。最大サイズを指定しない場合、
PowerExchange は、キャプチャされた行の変更についてメモリを制限しません。

RSTRADV=seconds
オプション。データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済
みデータソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間間隔

（秒単位）。待機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を
返します。これには更新されたリスタート情報のみが含まれます。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットしま
す。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機間隔を過ぎたため、PowerExchange が空

の UOW を返した。
有効な値は 0〜86400 です。デフォルトは指定されていません。値 0 は、送信処理のリスタートを無
効にします。
例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の待機イ
ンターバルを過ぎた後、5 秒待機します。その後、PowerExchange は次にコミットされた空の UOW

（更新された最近情報を含む）を返し、待機間隔を 0 にリセットします。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange
は登録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。この場合、
PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスター
トポイントから読み取ります。

UOWREADAHEAD=minimum_transactions_in_queue,maximum_transactions_in_queue
オプション。変更データをプリフェッチするために PowerExchange が使用する UOW 先読みキュー
の、I/O を制御するトランザクションの最小数と最大数。UOW 先読みキューは、PowerExchange の
キャプチャプロセスによる読み取りを待機する、バッファされたトランザクションの動的キューで
す。キューがトランザクションの最大数に達すると、キューリーダースレッドは停止し、超過分のト
ランザクションが読み取られてトランザクション数が最大値に戻るまでスリープ状態になります。次
の場合、キュー内のトランザクション数が最小数を下回ることがあります。
• PowerExchange がバイナリログの最後まで読み取ったが、他に変更がない場合。
• キュー内のトランザクションが、バイナリログからの変更の読み取りより早くなくなった場合。
minimum_transactions フィールドの場合、デフォルト値は 5 で、値の有効範囲は 0 から 100 です。
maximum_transactions フィールドの場合、デフォルト値は 10 で、最大値は 100 です。
注: キューが保持できるトランザクションの最大数は 100 です。
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DDL 更新カタログテーブルの作成
変更をキャプチャし始める前に、カタログテーブルの PWXCatTables と PWXCatUpdates を、MySQL ソース
データベースまたは別のローカルもしくはリモート MySQL データベースに作成する必要があります。DDL 文
を手動で実行するか、PWXCATMY ユーティリティを使用して、カタログテーブルを作成できます。
PWXCATMY ユーティリティからカタログテーブルを作成するには、このユーティリティがインストールされて
いる PowerExchange ルートディレクトリから次のコマンドを実行します。
PWXCATMY OPERATION=CREATE CATHOSTNAME=catalog_host_name CATUSERNAME=catalog_user_name CATPASSWORD=user_password CATSCHEMA=catalog_schema
指定のカタログホスト上にテーブルが作成されます。
カタログテーブルを手動で作成するには、まず、PWXCATMY ユーティリティ上で SHOWDDL 操作を実行して、
正しい形式でテーブルを作成するための DDL 文を取得します。次のユーティリティコマンドを実行します。
PWXCATMY OPERATION=SHOWDDL
次に、このコマンドにより返される DDL 文を実行します。
ヒント: PWXCATMY OPERATION=VERIFY コマンドを使って、カタログテーブルが正しい形式で作成されてい
ることを確認できます。
ユーティリティの詳細については、『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照してください。

ソーステーブル定義のスナップショットを作成する
カタログテーブルを作成したら、最初にカタログに取り込むソーステーブル定義のスナップショットを作成し
ます。CDC 処理を開始した後、PowerExchange は、MySQL バイナリログで CDC 対象の DDL 変更イベントを
検知すると、カタログ内のベースラインテーブル定義を更新します。
ソーステーブル定義のスナップショットを作成するには、PWXCATMY ユーティリティを使用します。次のコマ
ンドを実行して、登録を行います。
PWXCATMY OPERATION=REGISTER source_connection_parameters catalog_connection_parameters table_parameters
table_parameters に、次のいずれかの基準を入力して、テーブル定義をカタログに登録するソーステーブル
を選択できます。
• 特定のテーブル名
• MySQL ワイルドカードを含むテーブル名マスク
• ソースに対して PowerExchange 登録グループで定義したソースインスタンス名
このコマンドの詳細については、『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照してください。

MySQL CDC の管理
CDC の実行後は、MySQL CDC 環境を管理および管理するために、いくつかのタスクを実行する必要がありま
す。
次のようなタスクがあります。
• MySQL CDC 処理の停止
• ソーステーブルの構造の変更
• キャプチャ登録の追加
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MySQL ソーステーブルの変更データのキャプチャを停止する
テーブルが削除された場合、変更アクティビティがテーブルで発生しなくなった場合、またはテーブル内のデ
ータが CDC 処理の対象になっていない場合は、MySQL ソーステーブルの変更データのキャプチャを停止する
ことができます。
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を開き、［ステータス］オプションを［履歴］に設定しま

す。 
ステータスが［履歴］であるキャプチャ登録は、再度アクティブにすることはできません。

2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
をシャットダウンしてからウォームスタートします。 
この手順により、PowerExchange ロガーで使用する登録情報がリフレッシュされます。

3. PowerCenter では、CDC ワークフローを削除または更新して、ワークフローが削除されたテーブルを処
理しないようにします。 

一時的に MySQL CDC 処理を停止する
問題のトラブルシューティングやターゲットデータベースの保守タスクを行うために、MySQL CDC 処理を一
時停止する必要がある場合があります。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガーをシ
ャットダウンして、全ソーステーブルの CDC 処理を停止します。その後、PowerExchange ロッガーをウォー
ムスタートすると、変更データを失わずに変更キャプチャ処理を再開できます。この方法をお勧めします。

MySQL ソーステーブルの構造の変更
カラムを追加、変更、または削除する DDL の変更を、PowerExchange が変更をキャプチャする登録済みの
MySQL ソーステーブルに行うことが必要になる場合があります。以前にキャプチャしたデータへのアクセスを
維持する方法で、新しいテーブル定義に切り替えることができます。
このトピックでは、新しいテーブル定義に正しく切り替える手順について説明します。
注: 以下の状況では、これらの手順を実行する必要はありません。
• カラムのサブセットの変更データを選択的にキャプチャし、DDL の変更はこれらの列またはその序数値の

いずれにも影響しません。
• 1 つのカラムの変更データ抽出処理を停止する必要がある場合。この場合は、そのカラムを抽出マップから

削除します。キャプチャ登録は編集しません。CDC セッションが実行されると、PowerExchange ではその
カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽出は行われません。

1. テーブルのデータ変更アクティビティ（挿入、更新、および削除）を停止します。 
2. 現在のテーブル定義の下でキャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認し

ます。次に、テーブルの変更データを抽出するすべての PowerCenter ワークフローを停止します。 
3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、ロッガーをシャットダウン

します。 
4. PowerExchange Navigator で、元のキャプチャ登録を開き、そのステータスを［履歴］に設定します。 

PowerExchange では、ステータスが［履歴］または［非アクティブ］のキャプチャ登録に基づく変更デ
ータはキャプチャされません。
ヒント: カラムから変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、キャプチャ登録を変更しない
まま、抽出マップからカラムを削除できます。カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽
出は行われません。

5. テーブルの DDL を変更します。 
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6. PowerExchange Navigator で、DDL の変更を反映したテーブルの新規キャプチャ登録を作成します。 
次の設定を必ず含めます。
• ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。
• ［ステータス］のリストから、［アクティブ］を選択します。

7. PowerExchange ロッガーをシャットダウンする場合は、これをウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーは、新しいキャプチャ登録に基づいて変更のキャプチャを開始します。

8. 必要に応じて、ソーステーブルの変更を反映するようにターゲットテーブルの定義を変更します。 
9. PowerCenter Designer で、変更したソーステーブルの新規抽出マップをインポートして、新規ソース定

義を作成します。また、ターゲットテーブルを変更した場合は、ターゲット定義を編集または再作成しま
す。次に、必要であれば、マッピングを編集します。 

10. 必要に応じて、ターゲットテーブルを再マテリアライズしてから、新規リスタートトークンを作成します。 
11. テーブルに対する変更アクティビティを許可して再開します。 
12. PowerCenter ワークフローを再開します。 

抽出処理が再開されます。

バイナリログの場所またはベース名の変更
MySQL ソースの変更データを抽出する CDC セッションを実行した後、変更データ喪失の可能性を最小限に抑
えるために、バイナリログファイルのベース名、またはバイナリログファイルを含むディレクトリの名前また
は場所を変更しないでください。
バイナリログの場所を変更する必要がある場合は、次の作業を行います。
1. MySQL ソースからのデータを処理するすべての CDC セッションを停止します。
2. MySQL サーバをシャットダウンします。
3. バイナリログ用の log-bin オプションでは、ベース名の前にパスとディレクトリなど、新しいバイナリロ

グの場所を追加します。
4. 既存のバイナリログファイルとインデックスを新しい場所にコピーします。
5. MySQL サーバーを再起動します。
6. CDC セッションをウォームスタートします。
バイナリログのベース名を変更する必要がある場合、または既存のバイナリログファイルを新しい場所にコピ
ーせずにバイナリログの場所を変更する場合は、次のタスクを実行します。
1. MySQL ソースからのデータを処理するすべての CDC セッションを停止します。
2. MySQL サーバーをシャットダウンします。
3. バイナリロギングの log-bin オプションでは、新しいベース名を追加するか、新規または既存のベース名

を使用して新しい場所を追加します。
4. PWXCATMY ユーティリティを使用して、カタログからソーステーブル定義を削除（登録解除）します。

次に、このユーティリティを使用して、ソース定義のスナップショットをカタログに再生成（再登録）し
ます。

5. MySQL サーバーを再起動します。
6. CDC セッションをコールドスタートします。
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第  7  章

Express CDC for Oracle
この章では、以下の項目について説明します。
• Express CDC for Oracle の概要, 135 ページ
• PowerExchange Express CDC for Oracle の利点, 136 ページ
• Oracle アーキテクチャ用の PowerExchange Express CDC, 136 ページ
• CDC 環境に関する情報の収集, 141 ページ
• Express CDC に関する考慮, 143 ページ
• 実装タスクフロー, 170 ページ
• Express CDC に対応するための Oracle の設定, 170 ページ
• Express CDC に対応するための PowerExchange の設定, 175 ページ
• PowerExchange Express CDC for Oracle の管理, 209 ページ

Express CDC for Oracle の概要
PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle のアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログから変
更データを直接キャプチャするか、アーカイブ REDO ログのコピーから変更データをキャプチャし、ターゲッ
トへのプロパゲーションのためにこのデータを PowerCenter CDC セッションで利用できるようにします。
PowerExchange Express CDC には、リアルタイムの抽出処理のために REDO ログから直接変更データを取得
するための独自のログリーダーが用意されています。このアーキテクチャは、ログの読み取りが Oracle ソース
システムのパフォーマンスに与えるログ読み取りの影響を軽減しますするために役立ちます。
PowerExchange Express CDC のキャプチャコンポーネントは、挿入、更新、および削除がトランザクション
別に編成される変更ストリームを生成し、それぞれのトランザクションは元のコミット順序で整列されます。
PowerExchange Express CDC は、ほとんどのタイプのデータソース環境から変更データをキャプチャできま
す。例えば、Automatic Storage Management（ASM）を使用する Oracle RAC、Oracle Data Guard の論理
スタンバイデータベース、物理スタンバイデータベース、または Far Sync インスタンス、Oracle マルチテナ
ントのプラガブルデータベース、および Oracle Exadata データベースマシンから、変更データをキャプチャ
できます。
また、PowerExchange Express CDC は、Amazon Elastic Compute Cloud (EC2)または Amazon Relational 
Database Service (RDS) for Oracle 環境にデプロイされるクラウドベースのインスタンスをキャプチャしま
す。
PowerExchange Express CDC では、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプ
ションですが、使用することを強くお勧めします。PowerExchange ロッガーでは、正常に完了した Unit of 
Work（UOW）を、終了時刻の時系列順に PowerExchange ロッガーログファイルに書き込みます。CDC セッ
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ションではその後、継続抽出モードまたはバッチ抽出モードで PowerExchange ロッガーログファイルから変
更データを抽出できます。PowerExchange ロッガーには、データベースへのアクセス量が少なくなる、CDC
のリスタートが速くなる、CDC のために Oracle REDO ファイルの保持期間を延長する必要がなくなるなどの
利点があります。
PowerExchange Express CDC を設定構成するには、Oracle 固有の文を DBMOVER 構成ファイルに追加し、
pwxorad.cfg というデフォルトのファイル名を持つ別の PowerExchange Express CDC 構成ファイルを定義す
る必要があります。また、通常どおりにキャプチャ登録を作成し、PowerCenter CDC セッションを設定して、
リスタート処理を設定します。PowerExchange Express CDC for Oracle ソース用のリスタートトークンの形
式は、他のデータソースタイプの形式とは異なります。
Oracle でいくつかの設定タスクも実行する必要があります。PowerExchange Express CDC では、最少グロー
バル補足ログを有効にした状態で、Oracle データベースを ARCHIVELOG モードで実行する必要があります。

PowerExchange Express CDC for Oracle の利点
PowerExchange Express CDC for Oracle には、Oracle の他の変更キャプチャソリューションと比較して、以
下の利点があります。
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、マルチスレッド処理により、スループットを向上します。
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、大量の変更と大容量 UOW がある環境において、変更を効率

的に処理できます。
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、RAC 環境と ASM 環境をサポートします。
• PowerExchange Express CDC は、Amazon RDS for Oracle または Amazon EC2 を使用して、クラウドに

デプロイされた Oracle データベースをサポートします。
• PowerExchange Express CDC は Oracle LOB をサポートします。
• Oracle データディクショナリの定期的なダンプを設定する必要はありません。PowerExchange Express 

CDC for Oracle は、初期化時に Oracle データディクショナリをメモリにコピーします。

Oracle アーキテクチャ用の PowerExchange Express CDC
ここでは、設定例により、PowerExchange Express CDC for Oracle の一般的なアーキテクチャを示します。
設定には、次のようなコンポーネントが含まれています。
• Oracle のソーステーブルと REDO ログ
• ログリーダーなどの PowerExchange Express CDC のキャプチャコンポーネント
• PowerExchange リスナ
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）（オプションだが、使用することを強く推奨）
• PowerExchange Navigator
• PowerCenter および PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）
注: PowerExchange Express CDC for Oracle では、PowerExchange UOW Cleanser は使用しません。
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設定 1: 全キャプチャコンポーネントを Oracle システム上に設定
十分な CPU とディスク容量がある Linux、UNIX、または Windows システムがある場合は、Oracle インスタ
ンス、Oracle Express の変更キャプチャコンポーネント、PowerExchange リスナ、および PowerExchange
ロッガーをすべてそのシステム上で実行することをお勧めします。 PowerExchange ロッガーログファイルは、
同じシステム上にあります。 この設定は、ネットワーク関連のパフォーマンスの低下を回避でき、設定と保守
が最も容易です。
以下の図は設定 1 を示しています。

Express CDC のログリーダーが、変更レコードを Oracle REDO ログから直接読み取り、コミット済みの変更
を PowerExchange ロッガーに転送します。 PowerExchange ロッガーはこの変更を自身のローカルのログフ
ァイルに記録します。 PowerCenter CDC セッションの実行時に、変更データは PowerExchange ロッガーロ
グファイルから取り出され、ターゲットテーブル（通常は別のシステム上にある）に送信されます。 
PowerExchange リスナは、変更データに対する要求の処理に加えて、データベース行のテストなどの他の機
能で使用される Oracle メタデータまたはデータ、登録、および抽出マップに対する PowerExchange 
Navigator および PWXPC の要求も処理します。
この設定では、PowerExchange Express CDC システムには、PowerExchange Express CDC for Oracle 構成
ファイル、PowerExchange ロッガー構成ファイル、および dbmover.cfg 構成ファイルが含まれています。
dbmover.cfg ファイルには、ORAD CAPI_CONNECTION、CAPX CAPI_CONNECTION、ORACLEID、および
ORACLE_CAPTURE_TYPE 文が含まれています。 継続抽出モードを使用する場合、dbmover.cfg ファイルには
CAPX CAPI_CONNECTION も含まれています。
設定 2: ASM を使用しない RAC 環境内の PowerExchange Express CDC
Oracle RAC 環境内の変更データをキャプチャする場合は、PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセ
スと PowerExchange ロッガーを、RAC 外のサーバーで実行することをお勧めします。 この設定では、ある
RAC メンバノードで障害が発生しても、Express CDC は引き続き実行され、Oracle が別のアクティブな RAC
メンバノードへの接続を確立します。
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この設定でも、Express CDC のログリーダーが、変更レコードを Oracle REDO ログから直接読み取り、コミ
ット済みの変更を PowerExchange ロッガーに転送します。 アーカイブおよびオンライン REDO ログは、
PowerExchange ロッガーが実行されているサーバーからアクセス可能な共有ディスク上に存在する必要があ
ります。 PowerExchange ロッガーはこの変更を自身のローカルのログファイルに記録します。 PowerCenter 
CDC セッションが実行されると、PWXPC によってこれらのログファイルから変更が抽出されます。
変更データを読み取るには、PowerExchange Express CDC のログリーダーを、オンラインおよびアーカイブ
REDO ログへの読み取りアクセスを持つユーザー ID とパスワードで実行する必要があります。 また、Oracle
クライアントを、PowerExchange の ora_orad.sql ファイルに記載されているように、対象となるデータベー
スオブジェクトに対する SELECT 権限が付与されているユーザー ID とパスワードで実行する必要があります。
以下の図は、2 つのメンバノードがある RAC と、PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセスおよび
PowerExchange ロッガーがある別の Linux システムを示しています。

注: PowerExchange リスナも Linux システム上で実行されます。
このシナリオでは、tnsnames.ora ファイルは Linux システム上にあり、FAILOVER オプションと、いずれか
の RAC メンバノードへの接続を可能にする以下の接続記述子を指定しています。
ORATEST2=  (DESCRIPTION=    (FAILOVER=ON)    (ADDRESS_LIST=      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=rclnxrac21.informatica.com)(PORT=1521))      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=rclnxrac22.informatica.com)(PORT=1521))    )    (CONNECT_DATA=      (SERVICE_NAME=ORATEST2.informatica.com)    )  )
以下の PowerExchange ファイルも Linux システム上にあります。
• CCT、CDEP、および CDCT ファイル
• PowerExchange ロッガーログファイル
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• PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル
• ORAD CAPI_CONNECTION、CAPX CAPI_CONNECTION、ORACLEID、および ORACLE_CAPTURE_TYPE

文が含まれている dbmover.cfg 構成ファイル
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルには、RAC 内の CDC 用に以下の文を指定する必要があ
ります。
RAC MEMBERS=2;
注: MEMBERS パラメータでは、RAC のメンバーインスタンスについて、PowerExchange Express CDC for 
Oracle で追跡可能な、処理中のスレッドおよび終了したスレッドを含む REDO ログスレッドの最大数を指定し
ます。
設定 3: ASM を使用する RAC 環境内の PowerExchange Express CDC
Oracle RAC 環境内の変更データをキャプチャする場合は、PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセ
スと PowerExchange ロッガーを、ASM インスタンスがある RAC メンバノードで実行することをお勧めしま
す。 この設定によりパフォーマンスが最高になります。
PowerExchange Express CDC ログリーダーが REDO ログを読み取るには、ASM インスタンスおよびデータベ
ースに接続できる必要があります。ASM インスタンスに接続するログリーダーは SYSDBA または SYSASM 権
限を持つ ASM ログインユーザー ID を使用する必要があります。ログリーダーのデータの読み取り後に、
Express CDC はコミット済みの変更を PowerExchange ロッガーに転送します。PowerExchange ロッガーは
この変更を自身のローカルのログファイルに記録します。 PowerCenter CDC セッションが実行されると、
PWXPC によってこれらのログファイルから変更が抽出されます。
このサンプル設定では、Express CDC のログリーダーが ASM インスタンスに接続し、SYSDBA 権限を持つユ
ーザー ID およびパスワード下で実行されます。Express ログリーダーも Oracle データベースに接続するため、
Express CDC には引き続き PowerExchange ora_orad.sql ファイルに記載されている権限を持つユーザー ID
およびパスワードが必要です。
以下の図は、2 つのメンバノードがある RAC を示しています。各ノードにデータベースインスタンスと ASM
インスタンスがあり、1 つのノードに PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセスと
PowerExchange ロッガーがあります。
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このシナリオでは、RAC メンバ 1 の tnsnames.ora ファイルで、いずれかの RAC メンバノード上の ASM イン
スタンスへの接続を可能にする以下の ASM 接続記述子を指定できます。
ASMTst=  (DESCRIPTION=    (FAILOVER=ON)    (ADDRESS_LIST=      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=rclnxrac21.informatica.com)(PORT = 1521))      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=rclnxrac22.informatica.com)(PORT = 1521))    )    (CONNECT_DATA=      (SERVICE_NAME=+ASM)    )  )
以下の PowerExchange ファイルは RAC メンバ 1 上にあり、Express CDC と PowerExchange ロッガーはこ
のメンバ上で実行されます。
• CCT、CDEP、および CDCT ファイル
• PowerExchange ロッガーログファイル
• PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル
• ORAD CAPI_CONNECTION、CAPX CAPI_CONNECTION、ORACLEID、および ORACLE_CAPTURE_TYPE

文が含まれている dbmover.cfg 構成ファイル

140       第 7 章: Express CDC for Oracle



PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルには、READER 文（ASM パラメータを含む）と RAC 文
を指定する必要があります。
RAC MEMBERS=2;READER   MODE=ACTIVE   ASM_CONNECT_STRING=tns_connect_string   ASM_EPWD=encrypted_password|ASM_PASSWORD=password   ASM_USERID=user_id   other optional parameters;
注: ASM_EPWD と ASM_PASSWORD のいずれか（両方ではなく）を指定します。

CDC 環境に関する情報の収集
実装の準備をするには、Oracle CDC 環境に関する情報を収集します。
Oracle DBA に以下の質問をします。
Oracle データベース名は何か。

答え:
どの Oracle テーブルの変更データをキャプチャする必要があるか。

答え:
CDC に関連するいずれかの Oracle オブジェクトが、PowerExchange Express CDC for Oracle の制限と競合する
か。

答え:
ARCHIVELOG モードと最少グローバル補足ログが Oracle ソースデータベースに有効にされているか。されてい
ない場合は、有効にできるか。

答え:
使用している環境の REDO ログへの読み取りアクセスを持っているか。

答え:
REDO ログを直接読み取る権限を持っていない場合、アーカイブ REDO ログファイルを任意のファイルシステ
ムにコピーし、そのファイルシステムから、コピーした REDO ログファイルにアクセスできるか。

答え:
PowerExchange Express CDC for Oracle で必要な特権を持つ新しい Oracle ユーザーを作成できるか。どのよう
なユーザー名を使用するか。

答え:
REDO ログは ASM-managed ストレージ内にあるか。ASM インスタンスに接続して REDO ログを読み取る場合
に、SYSDBA または SYSASM 権限を持つ ASM のログインユーザー ID の作成を許可されているか。

REDO ログを読み取るには、ASM インスタンスとデータベースに接続する必要があります。ASM ログイン
ユーザー ID には、SYSDBA 権限または SYSASM 権限が必要です。SYSASM 権限を使用できるのは、
PowerExchange Express CDC 設定ファイルの READER 文で ASM_ASSYSASM を Y に設定した場合です。
答え:

CDC 処理中にエラーまたは異常が発生した場合、診断に使用するアーカイブ REDO ログを Informatica グロー
バルカスタマサポートに提供できるか。

答え:
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変更を RAC からキャプチャする必要があるか。非アクティブなノードも含めて、RAC にはいくつのメンバノー
ドが含まれているか。

答え:
Oracle データベースのピーク期間中とピーク期間外に作成されるアーカイブログの 1 時間あたりの平均量はい
くつか。

答え:
ソーステーブルの Unit of Work（UOW）の一般的なサイズはいくつか。

答え:
Oracle システムに、PowerExchange Express CDC for Oracle をローカルに実行できる容量があるか。

答え:
一意の行 ID をキャプチャするソーステーブルの中に、キーのないテーブルがあるか。

答え:
精度が 28 より高い、または長さが未定義の NUMBER カラムの変更をキャプチャする必要があるか。

答え:
精度が 15 を超える FLOAT カラムの変更をキャプチャする必要があるか。

答え：
Oracle Data Guard の論理スタンバイデータベース、物理スタンバイデータベース、または Far Sync インスタ
ンスから変更データをキャプチャする必要があるか。

答え：
TDE で暗号化されたテーブルスペースまたは暗号化されたカラムから変更データをキャプチャする必要がある
か。

答え：
Oracle 索引構成表から変更データをキャプチャする必要があるか。

答え：
Oracle マルチテナント環境のプラガブルデータベース（PDB）から変更データをキャプチャする必要がある
か。

答え：
Oracle ダイレクトパス操作をキャプチャする必要があるか。

答え：
Amazon RDS for Oracle にデプロイされたクラウドベースのデータベースに対する変更データをキャプチャす
る必要がありますか？

答え:
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Express CDC に関する考慮
PowerExchange Express CDC for Oracle を設定する前に、制限、操作とパフォーマンスに関する考慮事項、
およびサポートされているデータタイプのテーブルを確認します。この情報は、この CDC ソリューションを効
果的に設定して使用するのに役立ちます。
また、PowerExchange ユーザーに有効な Oracle 環境が存在することを確認してください。Linux、および
UNIX 上では、Oracle クライアントへのパスを PATH およびライブラリパス環境変数で指定する必要がありま
す。
関連項目：
•「PowerExchange Express CDC for Oracle の制限」  (ページ 143)
•「操作に関する考慮事項」  (ページ 147)
•「パフォーマンスに関する考慮事項」  (ページ 152)
•「Express CDC でサポートされる Oracle のデータタイプ」  (ページ 144)
•「ASM に関する考慮事項」  (ページ 154)
•「RAC に関する考慮事項」  (ページ 153)
•「ソースとしての Amazon RDS for Oracle データベースインスタンス」  (ページ 165)

PowerExchange Express CDC for Oracle の制限
PowerExchange Express CDC for Oracle には次の制限が適用されます。
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、次の Oracle オブジェクトの変更データをキャプチャできま

せん。
- Oracle Advanced Security Transparent Data Encryption（TDE）以外のあらゆるタイプの暗号化を使用

するテーブルスペース
- ソート済みハッシュクラスタ内のテーブル
- Oracle が REDO ログに記録しない派生データを含む仮想カラム
- サポートされないデータタイプを含むカラム

これらの列はキャプチャ登録に含めることはできません。ただし、PowerExchange Express CDC for 
Oracle は、登録済みの同じテーブル内の他のカラムの変更データをキャプチャできます。

- Oracle グローバル一時テーブル
これらのテーブルは、PowerExchange Navigator または DTLUCBRG ユーティリティでの変更キャプチャ
に登録することはできません。テーブルのデータが Oracle の REDO ログで使用できないため、
PowerExchange はこれらのテーブルから変更データをキャプチャできません。データは、プライベート
で使用するために一時テーブルスペースに格納され、データベースセッションの終了時に削除されます。
PowerExchange Navigator にグローバル一時テーブルを登録しようとすると、ナビゲータは選択するテ
ーブルを一覧表示しません。したがって、登録プロセスを完了することはできません。グローバル一時テ
ーブルを DTLUCBRG ユーティリティに登録しようとすると、ユーティリティはテーブルの登録を行いま
せん。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、CREATE TABLE...AS SELECT 操作をキャプチャしません。
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、SQL*Loader ユーティリティが Insert、Append、または

Replace のロード方法を使用して Oracle テーブルにロードしたデータをキャプチャできます。切り詰めは
使用しません。切り詰めを使用すると、SQL*Loader は TRUNCATE TABLE DDL を発行します。
PowerExchange は、TRUNCATE TABLE DDL によって生じる行の削除をキャプチャできません。
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• PowerExchange Express CDC ソースインスタンスに RAW デバイスの REDO ログがあり、ログが ASM に
よって管理されていない場合、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）およびデータベ
ースは、ログを処理しようとすると行テストに失敗します。

• マルチテナント環境では、PowerExchange Express は、コンテナデータベース（CDB）内のプラガブルデ
ータベース（PDB）から変更データをキャプチャできます。

• Oracle 19c 以降を使用している場合、4 KB のテーブルスペースで Oracle のインデックス付きオーガナイ
ズテーブル（IOT）から変更データをキャプチャしようとすると、データの損失や破損が発生する可能性が
あります。

• PowerExchange Express CDC for Oracle 登録に Oracle ソーステーブル名または 30 文字を超える 1 つ以
上のカラム名が含まれている場合、Oracle はテーブル全体の補足ログを抑制し、PowerExchange はテー
ブルの変更をキャプチャできません。この問題は、Oracle の制限が原因で発生します。この状況では、テ
ーブルをキャプチャ処理から除外するか、長いテーブル名とカラム名を 30 文字以下の名前に変更してくだ
さい。

Express CDC でサポートされる Oracle のデータタイプ
変更データのキャプチャ元の Oracle ソーステーブル内のカラムのデータタイプが、PowerExchange Express 
CDC for Oracle でサポートされているデータタイプであることを確認します。
Oracle では、Oracle REDO ログにある一部のデータタイプを持つカラムのデータはログに記録されなかった
り、完全に記録されなかったりします。このため、PowerExchange では、これらのカラムの変更データを取
得できません。
以下の表に、PowerExchange Express CDC for Oracle でサポートされている Oracle データタイプとサポート
されていないデータタイプを示します。

データ型 CDC
でサ
ポー
トさ
れて
いる
か

コメント

BFILE × このデータ型があるカラムデータは、Oracle REDO ログに完全に記録され
ず、キャプチャすることはできません。

BINARY_DOUBLE ○ -
BINARY_FLOAT ○ -
CHAR ○ -
DATE ○ 日付はグレゴリオ暦の西暦 1 年 1 月 1 日から西暦 9999 年 12 月 31 日の範

囲内でなければなりません。西暦 9999 年より先の日付はエラーになりま
す。
また、PowerExchange では、-0001-12-20-00-00-00 のような負の日付はサ
ポートしていません。負の日付を受け取った場合、PowerExchange は日付
の絶対値を代入して、日付を含む Oracle ログレコードを許容します。

FLOAT ○ dbmover.cfg ファイルで ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文を Y に設
定すると、Oracle CDC ソーステーブルの PowerExchange 登録処理により、
精度が 15 より高い FLOAT カラムは、VARCHAR カラムに変換されます。こ
の設定により、データの損失を防止できます。
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データ型 CDC
でサ
ポー
トさ
れて
いる
か

コメント

LOB はい Oracle LOB でサポートされるデータ型は、BLOB、CLOB、および NCLOB
です。PowerExchange は、最大行サイズ制限の 8MB 内で、同じソーステ
ーブル内の LOB カラムと非 LOB カラムから変更データをキャプチャでき
ます。

LONG × このデータ型があるカラムは、キャプチャ登録に含めることはできません。
LONG RAW × このデータ型があるカラムは、キャプチャ登録に含めることはできません。
NCHAR ○ -
NUMBER ○ PowerExchange では NUMBER カラムが次のように処理されます。

- 精度の値が 10 未満でスケールが 0 の数値は INTEGER として処理される。
- 精度とスケールが定義された数値は NUMCHAR として処理される。
- 精度とスケールが定義されていない数値は、デフォルトでは倍精度浮動

小数点数として処理される。
dbmover.cfg ファイルで ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文を Y に設
定すると、Oracle CDC ソーステーブルの PowerExchange 登録処理により、
精度が 28 より高い、または長さが未定義の NUMBER カラムは、可変長文
字列として処理されます。この設定により、データの損失を防止できます。

NVARCHAR2 ○ -
RAW ○ -
ROWID ○ -
TIMESTAMP ○ 日付はグレゴリオ暦の西暦 1 年 1 月 1 日から西暦 9999 年 12 月 31 日の範

囲内でなければなりません。西暦 9999 年より先の日付はエラーになりま
す。
また、PowerExchange では、-0001-12-20-00-00-00 のような負の日付はサ
ポートしていません。負の日付を受け取った場合、PowerExchange は日付
の絶対値を代入して、日付を含む Oracle ログレコードを許容します。
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データ型 CDC
でサ
ポー
トさ
れて
いる
か

コメント

TIMESTAMP WITH 
TIME ZONE

○ PowerExchange は、このデータ型のデータを UTC タイムスタンプとして
キャプチャします。
日付はグレゴリオ暦の西暦 1 年 1 月 1 日から西暦 9999 年 12 月 31 日の範
囲内でなければなりません。西暦 9999 年より先の日付はエラーになりま
す。
また、PowerExchange では、-0001-12-20-00-00-00 のような負の日付はサ
ポートしていません。負の日付を受け取った場合、PowerExchange は日付
の絶対値を代入して、日付を含む Oracle ログレコードを許容します。
注: PowerCenter は、このデータ型をサポートしません。PowerCenter を使
って、このデータ型を含んだソーステーブルからターゲットテーブルをマ
テリアライズする場合は、Source Analyzer でデータ型をタイムスタンプデ
ータ型でオーバーライドします。また、sys_extract_utc()関数を使用する
ために PowerCenter から PowerExchange に送信される、生成済みの SQL 
SELECT 文を編集します。構文:
select sys_extract_utc(tmstmpwith_tz) from schema.source_table

TIMESTAMP WITH 
LOCAL TIME ZONE

○ PowerExchange は、このデータ型のデータを UTC タイムスタンプとして
キャプチャします。
日付はグレゴリオ暦の西暦 1 年 1 月 1 日から西暦 9999 年 12 月 31 日の範
囲内でなければなりません。西暦 9999 年より先の日付はエラーになりま
す。
また、PowerExchange では、-0001-12-20-00-00-00 のような負の日付はサ
ポートしていません。負の日付を受け取った場合、PowerExchange は日付
の絶対値を代入して、日付を含む Oracle ログレコードを許容します。
注: PowerCenter は、このデータ型をサポートしません。PowerCenter を使
って、このデータ型を含んだソーステーブルからターゲットテーブルをマ
テリアライズする場合は、Source Analyzer でデータ型をタイムスタンプデ
ータ型でオーバーライドします。また、sys_extract_utc()関数を使用する
ために PowerCenter から PowerExchange に送信される、生成済みの SQL 
SELECT 文を編集します。構文:
select sys_extract_utc(tmstmpwith_tz) from schema.source_table

UROWID × -
ユーザー定義型

（UDT）
× -

VARCHAR2 ○ -
XML 型 × -

注: PowerExchange Express CDC for Oracle は、仮想カラムとユーザー定義のタイプ（UDT）のカラムをサポ
ートしていません。これらのカラムをキャプチャ登録に含めることはできないため、PowerExchange では、
これらのカラムの変更データをキャプチャしません。ただし、PowerExchange は、登録済みの同じテーブル
内の他のカラムの変更データをキャプチャできます。
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操作に関する考慮事項
PowerExchange Express CDC for Oracle の操作に関する次の考慮事項を確認してください。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプションです。しかし、これを使用

して、システムに対する CDC の影響（データベース I/O の増加や、通常より長くアーカイブログを保持す
る必要があることなど）を軽減または回避することを強くお勧めします。PowerExchange ロッガーは、バ
ッチモードまたは継続モードで実行できます。

• PowerExchange が変更データをキャプチャおよび処理できる行の最大長は 128,000 バイトです。
• PowerExchange Express CDC for Oracle キャプチャ処理および REDO ログを含む Oracle ソースインスタ

ンスは、異なるオペレーティングシステムおよびアーキテクチャのマシン上で実行できます。サポートされ
ている Linux、UNIX、Windows オペレーティングシステムを自由に組み合わせて使用できます。
異種プラットフォーム間にわたる変更をキャプチャするには、Oracle ソーステーブルを PowerExchange
ロッガーシステムに登録する必要があります。

• PowerExchange Express for Oracle の取得プロセスと Oracle REDO ログが異なるオペレーティングシス
テム（1 つは Windows で、もう 1 つは Linux または UNIX）にある場合、PowerExchange は、ログをロ
ーカルで処理できるように、REDO ログに対して、パスの前方スラッシュまたは後方スラッシュを変換でき
ます。この場合、PowerExchange から以下のメッセージが発行される。
PWX-36113 ORAD Info Mbr 1: Server log file path_filename_on_source_server will be processed locally as local_path_filename.
注: DIRSUB の設定は引き続き適用され、パス内のスラッシュは適切に変換されます。

• PowerExchange Express for Oracle は、ASM-managed ストレージ内、標準ファイルシステム上、または
ネットワークファイルシステム（NFS）上にある Oracle REDO ログを読み取ることができます。しかし、
ログが NFS 上にあり、NFS バッファが古くなると、Express CDC がアクティブログの読み取り時にエラー
メッセージ PWX-36171 を表示して失敗することがあります。この問題を回避するには、以下のいずれかの
オプションを使用します。
- Oracle データベースを設定して ASM-managed ストレージにアクティブ REDO ログを書き込む。
- pwxorad.cfg ファイル内の READER MODE パラメータを ARCHIVEONLY または ARCHIVECOPY に設定す

ることで、PowerExchange Express CDC によるアクティブ REDO ログの利用を無効化する。
- アクティブ REDO ログのための NFS マウントポイントを設定する場合は、読み取りバッファおよび属性

キャッシュを無効化する。
注: Linux 上の PowerExchange Express CDC for Oracle では、Oracle の直接 I/O 書き込みと、NFS 経由の
アクティブ REDO ログの読み取りを組み合わせることは保証されません。Linux NFS サーバーでは、直接
I/O を使用してファイルを開く要求が受け入れられません。直接 I/O 書き込みとバッファ型読み取りを組み
合わせると、ページキャッシュの破損につながる場合があります。PowerExchange Express CDC が、破損
したページキャッシュを検出すると、Express CDC は失敗し、エラーメッセージ PWX-36171 が表示されま
す。状況によっては、アクティブ REDO ログを二重にすることで、PowerExchange Express CDC が失敗か
らリカバリできる場合があります。失敗を完全に回避するには、Oracle の FILESYSTEMIO_OPTIONS パラ
メータを none に設定することで、Oracle の直接 I/O を無効にすることが必要になる場合があります。

• HP-UX 上で実行される Oracle データベースがある場合は、PowerExchange リスナー、PowerExchange
ロッガー、および PowerExchange Express CDC を Linux マシン上で実行して、変更データをリモートで
キャプチャすることができます。この特殊なプラットフォーム間シナリオでは、Oracle REDO ログは ASM-
managed または NFS マウントであることが必要です。CDC 処理はリモートであるため、パフォーマンス
が低下する可能性があります。

• Oracle の ARCHIVELOG モードと最少グローバル補足ログを有効にする必要があります。また、変更データ
をキャプチャする登録済みの Oracle ソーステーブルのカラムを、無条件の補足ロググループ（ALWAYS 補
足ロググループとも呼ばれる）に関連付ける必要があります。無条件補足ログでは、行内のいずれかのカラ
ムが更新されるたびに、Oracle はカラムデータの操作前の画像を REDO ログに記録します。
PowerExchange Express CDC for Oracle では、更新を適切に処理するために、操作前の画像が必要です。

Express CDC に関する考慮       147



• PowerExchange Express CDC for Oracle のログリーダーは、Oracle REDO ログファイルにアクセスでき
る必要があります。Oracle REDO ログファイルが ASM に格納されていない場合、PowerExchange 
Express CDC for Oracle ログリーダーを実行するオペレーティングシステムのユーザー ID に、REDO ログ、
またはアーカイブ REDO ログのコピーを読み取る権限が必要です。REDO ログが ASM に格納されている場
合、ユーザー ID には、SYSDBA 権限または SYSASM 権限のいずれかが必要です。SYSASM 権限を使用する
場合は、PowerExchange Express CDC 設定ファイルの READER 文で ASM_ASSYSASM を Y に設定します。

• デフォルトでは、PowerExchange Express CDC for Oracles は、アクティブ REDO ログとアーカイブ
REDO ログを読み取ります。Express CDC でアーカイブ REDO ログのみを読み取るようにする場合は、
Express CDC 構成ファイルで、MODE パラメータを ARCHIVEONLY に設定します。アクティブ REDO ログ
またはアーカイブ REDO ログを読み取る権限を持っていない場合、ファイルシステムにあるアーカイブロ
グのコピーを読み取るように Express CDC を設定できます。この場合、MODE パラメータを
ARCHIVECOPY に設定して、PowerExchange ロッガーをバッチモードで実行します。

• CDC の問題が発生した場合、Informatica グローバルカスタマサポートでは、診断に使用するために、変更
のキャプチャ元の Oracle アーカイブ REDO ログの提供を求める場合があります。

• PowerCenter との統合には、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）を使用する必要があり
ます。PowerExchange ODBC ドライバでは、PowerExchange Express CDC for Oracle をサポートしてい
ません。

• Oracle マテリアライズドビューを使用する場合、PowerExchange はこれらのビューの元になるマスタテ
ーブルからの変更データをキャプチャできます。PowerExchange は、任意のタイプのマテリアライズドビ
ューの変更キャプチャをサポートします。ビューとその基本テーブルは、1 対 1 の対応関係を持っていて、
同じ名前を共有します。
PowerExchange ナビゲータの［データベース行のテスト］ダイアログボックスから DTLDESCRIBE テーブ
ルを発行した場合、結果には、マテリアライズドビューに対する行と基本テーブルに対する行が含まれま
す。［タイプ］カラムはマテリアライズドビューに対する行はどれか、およびテーブルに対する行はどれか
を示します。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、リレーショナルソースに対して標準の PowerExchange リス
タートおよびリカバリ処理を使用します。PowerExchange Express CDC for Oracle のリスタートトークン
の形式は、他のデータソースタイプの形式とは異なります。
PowerExchange Express CDC for Oracle のデフォルトのリスタートポイントは、変更ストリーム内の以下
のポイントのいずれかです。
- バッチ抽出モードまたは継続抽出モードで実行されている CDC セッションの場合は、CDCT ファイルに記

録されている最も古い PowerExchange ロッガーログファイルの先頭。
- リアルタイム抽出モードで実行されている CDC セッションの場合は、アーカイブされた最後のログシー

ケンスの先頭。
• アーカイブされた REDO ログからのみ変更データをキャプチャし、PowerExchange ロガーを使用しない場

合、Express CDC のログリーダーでは、初期化時に以下のいずれかのデフォルト開始位置を使用します。
- 非 RAC インスタンスの場合、利用可能な最も新しいアーカイブログの低 SCN。
- RAC インスタンスの場合、すべてのアクティブノードにおいて最後にアーカイブされたログの最も高い低

SCN。
推奨に従い、アーカイブされた REDO ログからのみ変更データをキャプチャし、PowerExchange ロガーを
使用する場合、PowerExchange ロガーがコールドスタートした後のデフォルトの再開位置は、pwxccl.cfg
ファイルで RESTART_TOKEN パラメータと SEQUENCE_TOKEN パラメータを設定していない限り、利用
可能な最も新しいアーカイブログの終端（現在のログの終わり（EOL）とも呼ばれます）になります。RAC
環境では、EOL はすべてのアーカイブノードにおいて最後にアーカイブされたログの最も低い高 SCN と見
なされます。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は Oracle Exadata データベースマシンからデータをキャプチャ
できます。ただし、「PowerExchange Express CDC for Oracle の制限」  (ページ 143)の制限があります。
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• 行の移動が有効にされていないテーブルでは、抽出マップ内の PowerExchange で生成された
DTL__CAPXROWID カラムと、PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーションファイル
内の OPTIONS ROWID=Y 文を使用して、Oracle の物理行 ID 値を変更レコードに含めることができます。
この機能は、CDC 抽出セッション中に、キーのないテーブル内の行を処理する場合に便利です。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle Exadata Hybrid Columnar Compression（EHCC）
を使用するテーブルを除く Oracle ダイレクトパス操作をキャプチャすることができます。
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルの OPTIONS 文の SUPPORT_DIRECT_PATH_OPS
パラメータのデフォルトは Y で、Oracle ダイレクトパス操作をキャプチャします。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle Advanced Compression を使用するテーブルおよび
テーブルパーティションとサブパーティションから従来およびダイレクトパスの DML 変更をキャプチャす
ることができます。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle Exadata Hybrid Columnar Compression（EHCC）
を使用するテーブルおよびテーブルパーティションとサブパーティションから、従来の DML 変更をキャプ
チャすることができます。ただし、Express CDC は、EHCC を使用するオブジェクトの Oracle ダイレクト
パス操作をキャプチャしません。

• PowerExchange Express CDC for Oracle では、Oracle Data Guard の論理スタンバイデータベース、物理
スタンバイデータベース、および Far Sync インスタンスから変更をキャプチャできます。PowerExchange 
Express CDC は、Oracle Data Guard でサポートされるプライマリデータベースおよびスタンバイデータベ
ースの任意の構成をサポートします（ASM 環境内の RAC データベースなど）。プライマリシステム上のノ
ード数とスタンバイシステム上のノード数は一致しなくてもかまいません。例えば、プライマリシステムは
複数のメンバインスタンスが存在する RAC を含むことができ、スタンバイシステムは単一の非 RAC インス
タンスを含むことができます。物理スタンバイデータベースに関係する、データベースロールの遷移を処理
するには、PowerExchange Express CDC 構成ファイル内のいくつかの文の更新が必要になる場合がありま
す。詳細については、「ソースとしての Oracle Data Guard 物理スタンバイデータベースまたは Far Sync
インスタンス」  (ページ 161)を参照してください。

• ソースデータベースで Oracle RESETLOGS イベントが発生しても、PowerExchange Express CDC は、ア
ーカイブ REDO ログの RESETLOGS 境界全体にわたって変更キャプチャ処理を続行できます。RESETLOGS
イベントは、RESETLOGS オプションを使用してデータベースを開く必要がある状況で発生します。例え
ば、フラッシュバックデータベース操作の後、不完全なポイントインタイムリカバリの後、バックアップ制
御ファイルを使用したポイントインタイムリカバリの後などです。また、RESETLOGS イベントは、不完全
なリカバリの後のフェイルオーバーまたはスイッチオーバー後、ALTER DATABASE ACTIVATE PHYSICAL 
STANDBY DATABASE 操作の前に、物理スタンバイデータベースが含まれる Data Guard 環境で透過的に発
生する可能性もあります。RESETLOGS 操作では、現在のオンライン REDO ログのアーカイブ、1 へのログ
シーケンス番号のリセット、新しいデータベースインカーネーションの作成、オンライン REDO ログ用の
新しいタイムスタンプと SCN の作成、および新しい RESETLOGS SCN による現在のすべてのデータファイ
ルの更新が行われます。
PowerExchange Express CDC のリスタートトークンには、リスタート処理で使用するデータベースインカ
ーネーションを特定するための RESETLOGS ID が含まれます。PowerExchange Express CDC は初期化時
に RESTARTLOGS ID を使用して、データベースが RESETLOGS イベントで処理されたかどうかを確認しま
す。RESETLOGS イベントが発生している場合、PowerExchange Express CDC は、PowerExchange 
Logger ログファイルに書き込まれたリスタート情報と最終変更データが有効であり、それらがイベントに
よって孤立していないことを確認します。その後、PowerExchange Express CDC はキャプチャ処理を続行
します。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は Oracle 索引構成表（IOT）から変更をキャプチャできます。
• Oracle 12c で導入された Oracle Multitenant オプションを使用した場合、PowerExchange Express CDC 

for Oracle は Oracle マルチテナントコンテナデータベース（CDB）内のプラガブルデータベース（PDB）
から変更データをキャプチャできます。PowerExchange Express CDC は、同時に 1 つの PDB からのみデ
ータをキャプチャできます。詳細については、「ソースとしての Oracle マルチテナントプラガブルデータベ
ース」  (ページ 163)を参照してください。
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• PowerExchange Express CDC は Amazon Elastic Compute Cloud（EC2）環境の Oracle データベースか
ら変更をキャプチャできます。Amazon EC2 インスタンスは 64 ビット Red Hat Linux サーバーで実行され
ている必要があります。Express CDC は、64 ビット Windows サーバー上の EC2 インスタンスをサポート
しません。PowerExchange、Oracle データベース、PowerCenter 統合サービス、および Informatica ド
メインの設定には柔軟性があります。このすべてのアプリケーションはクラウド内の EC2 インスタンスで
実行できます。またそのいくつかは、オンプレミスで実行できます。クラウドおよびオンプレミスでこれら
のアプリケーションを任意に組み合わせることができます。
変更データをキャプチャするのに、PowerExchange Express CDC は特別な設定タスクを必要としません。
通常どおりに、Express CDC で Oracle アーカイブ REDO ログにアクセスできることを確認します。また、
オンプレミスの CDC 処理で必要とされる特権と同じ特権が Express CDC ユーザーにあることを確認しま
す。

• PowerExchange Express CDC for Oracle は、Amazon Relational Database Service（RDS）for Oracle 
environment にデプロイされるクラウドベースのデータベースインスタンスのオンライン REDO ログとア
ーカイブ REDO ログから変更データをキャプチャできます。PowerExchange は、ARCHIVELOG_DIR およ
び ONLINELOG_DIR ディレクトリにある REDO ログから変更データを読み取ります。これらのディレクト
リの作成およびその他の必要な設定タスクの実行の詳細については、「ソースとしての Amazon RDS for 
Oracle データベースインスタンス」  (ページ 165)を参照してください。
制限: PowerExchange Express CDC は、Oracle ウォレットが使用できないため、Amazon RDS Oracle デ
ータベースの TDE 暗号化表領域から取得された変更データをキャプチャできません。

• Oracle テーブルで EXCHANGE PARTITION 操作を実行する場合、PowerExchange Express CDC は交換操
作または生成される行をキャプチャしません。ただし、CDC に対して登録した場合、Express CDC は交換
操作のターゲットであったテーブルまたはパーティションでの後続の DML 変更をキャプチャします。

Oracle LOB データの処理
Oracle ソーステーブルの場合、PowerExchange は BLOB、CLOB、および NCLOB カラムからの変更データを
処理できます。PowerExchange で処理できる最大行サイズは 8MB です。Oracle 属性 ENABLESTORAGE IN 
ROW で定義されている BLOB または CLOB データ型を持つテーブルの場合、PowerExchange は、
PowerExchange Oracle 接続を使用する PowerCenter ワークフローに最大 3964 バイトのデータを提供しま
す。Oracle では、ENABLE STORAGE IN ROW 属性を有効にすると、LOB データを行に完全にインラインで格
納することも、LOB ファイルスペースにオフラインで格納することもできます。Oracle は、部分的な LOB デ
ータを行に格納しません。
PowerExchange で生成された DTL__ST_columnname 制御カラムと、PowerCenter 式トランスフォーメー
ションおよび接続されていないルックアップトランスフォーメーションを使用して、BLOB カラムと CLOB カ
ラムからすべての LOB データを取得できます。その後、セッションはデータをターゲットに送信できます。
注: Oracle の最大カラムサイズは 4000 バイトです。行に格納されている LOB の場合、カラムには 20 バイト
の LOB ロケータ、16 バイトの LOB ノード、および最大 3694 バイトのデータが含まれます。CLOB データの
場合、このデータは 2 バイト文字セットとして格納されるため、カラムの文字セットが 1 バイトであっても、
最大サイズは 1847 文字に削減されます。

式トランスフォーメーションとルックアップトランスフォーメーションを使用
して、完全にインライン格納されていない CLOB データを取得する
補助テーブルスペースに完全にまたは部分的に格納されている CLOB データを抽出する必要がある場合は、
PowerCenter CDC ワークフローで式トランスフォーメーションと接続されていないルックアップトランスフ
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ォーメーションを使用します。また、抽出マップで PowerExchange が生成した DTL__ST_columnname カ
ラムを使用します。

DTL__ST カラムが抽出マップ内にあることを確認する
ソース CLOB カラムの DTL__ST カラムは、CLOB 値全体を変更ストリームで使用できるように
PowerExchange で CLOB カラムからすべてのデータを抽出できたかどうかを示します。DTL__ST カラムの値
が C（complete）である場合、データがベーステーブルスペースに完全にインライン格納されているか NULL
であるため、PowerExchange はすべての CLOB データを抽出できています。PowerExchange は、データを
ターゲットに直接適用する PowerCenter ワークフローに、CLOB 値全体または NULL を指定できます。
DTL__ST カラムの値が I（incomplete）である場合、CLOB データは補助テーブルスペースに完全または部分
的に格納されているため、PowerExchange はすべての CLOB データを抽出できていません。この場合、
PowerCenter ワークフローでルックアップトランスフォーメーションを使用して、ソーステーブルから現在の
すべての CLOB データを取得する必要があります。CLOB データは、次のいずれかの理由により、補助テーブ
ルスペースに格納されます。
• CLOB カラムが INLINE LENGTH(byte)句で定義されていない。すべての CLOB データが補助テーブルスペ

ースに格納されている。
• CLOB カラムは、INLINE LENGTH(byte)句で定義され、CLOB データの量がインライン長を超えている。こ

の場合、超過データは補助テーブルスペースに格納されます。
デフォルトでは、DTL__ST カラムは抽出マップに含まれる対象として選択されます。PowerCenter にインポ
ートしてソース修飾子を作成する予定の抽出マップで DTL__ST カラムが選択されていることを確認するには、
PowerExchange Navigator で抽出マップを開きます。次に、［抽出定義］ウィンドウを右クリックし、［自動
生成されたカラムの表示］を選択します。
式トランスフォーメーションとルックアップトランスフォーメーションを 含むPowerCenter CDC ワークフローの作成
PowerExchange ソースからの不完全な CLOB データを処理する PowerCenter ワークフローを作成する場合
は、次のおおよその手順を実行します。
1. Source Analyzer で、ソースの PowerExchange 抽出マップをインポートして、CDC ソース定義を作成し

ます。抽出マップを一覧表示するには、［CDC データマップ］を選択する必要があります。このソース定
義はマッピングのソース修飾子として使用されます。

2. Source Analyzer で、PowerExchange から別のソース定義をインポートしますが、［CDC データマップ］
は選択しないでください。PowerExchange は、指定した Oracle データベースインスタンスの Oracle カ
タログからソース定義を取得します。このソース定義はルックアップソースとして使用されます。

3. Target Designer で、ターゲット定義を作成します。
4. PowerCenter Designer で、CDC ソース定義とターゲット定義をマッピングに追加します。
5. ［トランスフォーメーション］メニューで、式トランスフォーメーションと接続されていないルックアップ

トランスフォーメーションを作成します。作成したトランスフォーメーションをマッピングに追加します。
ソース修飾子の出力ポートを式の入力ポートに接続し、式の出力ポートをターゲット定義の入力ポートに
接続します。

式トランスフォーメーションを作成する場合は、次のガイドラインを使用します。
• ポートが正しい属性で作成されるように、必要なソース修飾子カラムを式にドラッグします。
• ［式ポート］タブで、次の操作を実行します。

- CLOB カラムポートの名前（例では「LOBVALUE」）を column_name_IN（LOBVALUE_IN）に変更しま
す。次に、このポートの［O］チェックボックスをオフにします。［I］チェックボックスはオンにしたま
まにします。

- column_name_OUT ポート（例では「LOBVALUE_OUT」）を追加します。次に、このポートの［I］チェ
ックボックスをオフにします。［O］チェックボックスはオンにしたままにします。
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- column_name_OUT ポート（「LOBVALUE_OUT」）の［式］フィールドに、DTL__ST_columnname 値
が I（incomplete）であり、SQL の変更が DELETE でない場合に lookup LKP()関数を呼び出す式を入力
します。以下に例を示します。
IIF( (DTL__ST_LOBVALUE='I') AND (DTL__CAPXACTION != 'D'), :LKP.LKP_DSNB_Q1CLOB_INLINE(KEYCOL), LOBVALUE_IN))

ルックアップトランスフォーメーションを作成する場合は、次のガイドラインを使用します。
• ソーステーブルに複数の LOB カラムが含まれている場合は、それぞれのカラムに対して個別のルックアッ

プトランスフォーメーションを作成します。
• ルックアップトランスフォーメーションを作成するときは、［ルックアップテーブルの場所］フィールドで

［ソース］を選択します。次に、CDC ソース定義ではなく、Oracle ソースを選択していることを確認してく
ださい。

• ルックアップオブジェクトで、入力または戻り値に使用されるカラムを除くすべてのカラムを削除します。
lookup 関数は、CLOB の 1 つの戻りカラムのみ受け入れます。
ヒント: ROWID カラムが REORG の後に確実に変更されない限り、ROWID カラムではなく、プライマリキ
ーカラムでルックアップを実行することをお勧めします。

• ルックアップトランスフォーメーションの［トランスフォーメーションの編集］ダイアログボックスにある
［トランスフォーメーションのポート］タブで次のアクションを実行します。

- テーブルキーカラムと同じ属性を持つ入力キーカラムポート（例では「KEYCOL_IN」）を作成します。［I］
チェックボックスをオンにします。

- キーカラムポート（「KEYCOL」）の場合は、［L］チェックボックスをオンにして、Oracle ルックアップに
渡される SQL 文で使用されるようにします。［O］チェックボックスをオフにします。

- CLOB カラムポート（「LOBVALUE」）の場合は、［O］、［L］、および［R］のチェックボックスをオンにし
ます。［L］を設定すると、SQL で使用されたカラムが Oracle ルックアップに渡されます。［O］を設定す
ると、Oracle からカラムデータが返されます。［R］を設定すると、ルックアップから返されるカラムデ
ータが式トランスフォーメーションに渡されます。

• ［条件］タブで、ルックアップテーブルのキーカラム（「KEYCOL」）が入力キーカラムポート
（「KEYCOL_IN」）と等しいことを指定するルックアップ条件を定義します。

式トランスフォーメーションとルックアップトランスフォーメーションの詳細については、『PowerCenter ト
ランスフォーメーションガイド』を参照してください。

パフォーマンスに関する考慮事項
PowerExchange Express CDC for Oracle のパフォーマンスに関しては、次の考慮事項があります。
• 設定された MEMOPS が使い果たされたときに CDC のパフォーマンスが低下し、PowerExchange Express 

CDC for Oracle がリソースを解放するためにスピルファイルを作成する必要がある場合は、次の手順を実
行します。
1. スピルファイルに使用されるストレージがパフォーマンス低下の根本的な原因ではないことを確認して

ください。スピルファイルに低速のネットワークストレージを使用すると、パフォーマンスが大幅に低
下する可能性があります。

2. OPTIONS 文の以下のパラメータを変更します。
•SPILLMAX=2097151.使用するスピルファイルの数が少ないほど効率的です。
•SPILLFILEBUFFSZ=1024。スピルファイルのファイルバッファリングを増やして、物理 I/O を減らし

ます。
3. 前の手順でパフォーマンスが改善されない場合は、PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファ

イルの OPTIONS 文の MEMOPS パラメータ値を、メモリ内の変更データ量を処理するのに十分なレベ
ルまで増やすことを検討してください。
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• 継続抽出モードを使用する場合は、CDCT ファイルのサイズを最小化します。CDCT ファイルには、
PowerExchange ロッガーログファイルについての情報が含まれます。PowerExchange は、CAPX 
CAPI_CONNECTION 文の FILEWAIT パラメータで指定されている間隔が経過するたびに CDCT ファイルを
読み取ります。CDCT ファイルのサイズが大きいと、PowerExchange の読み取り操作の結果として、I/O
アクティビティのレベルが高くなり、システムリソースの使用が増え、抽出の待ち時間が長くなる可能性が
あります。CDCT ファイルサイズを管理するには、PowerExchange ロッガーの pwxccl.cfg コンフィギュ
レーションファイルで COND_CDCT_RET_P 文を使用します。

RAC に関する考慮事項
PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle RAC 環境内のオンラインおよびアーカイブ REDO ログフ
ァイルから変更をキャプチャできます。
PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセスと PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）は、RAC メンバインスタンス上、または RAC 外のサーバー上で実行できます。 どちらの場合も、
PowerExchange には、Oracle のオンラインおよびアーカイブ REDO ログへの読み取りアクセスが必要です。 
回復機能を高めるには、Express CDC のキャプチャプロセスと PowerExchange ロッガーを RAC 外のサーバー
上で実行します。 この設定では、PowerExchange が接続されている RAC メンバノードで障害が発生しても、
Express CDC は引き続き実行され、再接続を試みます。 Oracle では、Oracle tnsnames.ora ファイル内のエ
ントリで参照される別のアクティブな RAC メンバに接続要求を送信します。
RAC 内で CDC 向けに PowerExchange を設定するには、PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイ
ルで RAC 文に MEMBERS パラメータを定義する必要があります。 MEMBERS 値には、RAC のメンバーインス
タンスについて、PowerExchange Express CDC で追跡可能な、処理中のスレッドおよび終了したスレッドを
含む REDO ログスレッドの最大数を入力します。
ASM を使用していない場合に、PowerExchange Express CDC のキャプチャプロセスと PowerExchange ロッ
ガーを RAC 外のサーバーで実行するときは、DIRSUB 文の定義も必要になることがあります。 DIRSUB 文を定
義するのは、PowerExchange Express のキャプチャプロセスが実行されるサーバーで、オンラインおよびア
ーカイブ REDO ログがあるディレクトリへのマウントポイントとして、PowerExchange が接続されている
RAC Oracle インスタンスが使用しているマウントポイントとは異なるポイントを使用している場合です。
Oracle の FAILOVER 機能を使用している場合は、複数の RAC メンバインスタンスを対象とする単一のエント
リを tnsnames.ora ファイルに定義できます。 RAC メンバノードが実行を停止した場合に PowerExchange 
Express CDC for Oracle で障害が発生するのを防ぐために、FAILOVER 機能を使用することをお勧めします。 
tnsnames.ora ファイルの次のサンプルエントリでは、FAILOVER オプションが有効にされていて、2 つの RAC
ノードが対象となっています。
ORA1A=  (DESCRIPTION=    (FAILOVER=ON)    (ADDRESS_LIST=      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=node1.informatica.com)(PORT=1521))      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=node2.informatica.com)(PORT=1521))    )    (CONNECT_DATA=      (SERVICE_NAME=ORA1A.informatica.com)    )  )
ASM を使用している場合は、次の同等エントリを tnsnames.ora ファイルで使用します。
ASMAny=  (DESCRIPTION=    (FAILOVER=ON)    (ADDRESS_LIST=      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=node1.informatica.com)(PORT = 1521))      (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=node2.informatica.com)(PORT = 1521))    )    (CONNECT_DATA=      (SERVICE_NAME=+ASM)
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    )  )
注: SERVICE_NAME では、ネットサービス名の「+ASM」を指定する必要があります。
また、PowerExchange Express CDC では、すべての処理中のスレッドおよび終了したスレッドそれぞれに
RAC ノードが関連付けられていることを前提としています。処理中のスレッドおよび終了したスレッドの数が
Oracle の CLUSTER_DATABASE_INSTANCES パラメータの値と一致しない場合、Express CDC は次のエラー
メッセージを発行します。
PWX-36127 ORAD: Enabled thread count does not match instance count. Enabled threads = <number_of_threads> : Cluster Instances = <number_of_instances>.
このエラーを受け取ったら、次の SQL 文を使用して不要なスレッドを無効にします。
ALTER DATABASE DISABLE THREAD number_of_redundant_threads

ASM に関する考慮事項
PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle Automatic Storage Management（ASM）で管理されて
いるアクティブおよびアーカイブの REDO ログファイルから変更をキャプチャできます。
PowerExchange Express CDC for Oracle リーダーを設定して、ASM インスタンスに接続して REDO ログを読
み取れるようにします。PowerExchange は ASM インスタンスと Oracle データベース両方への接続を確立し
ます。PowerExchange Express CDC のログリーダーは、READER 文に指定された ASM_CONNECT_STRING、
ASM_USERID、ASM_EPWD または ASM_PASSWORD、および ASM_ASSYSASM パラメータに基づいて、ASM
インスタンスに接続します。ASM_USERID パラメータには、SYSDBA 権限または SYSASM 権限を持つユーザ
ー ID を指定する必要があります。SYSASM 権限を使用するには、PowerExchange Express CDC 構成ファイル
の READER 文で ASM_ASSYSASM パラメータを Y に設定する必要があります。必要とされる権限レベルがある
ため、ASM ユーザー ID は一般に次のユーザー ID とは異なります。
• データを PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルに抽出する場合（推奨）:

- dbmover.cfg ファイル内の ORAD CAPI_CONNECTION 文の USERID。
- PowerExchange ロッガー構成ファイル内の CAPTURE_NODE_UID。

• データを直接 PowerCenter に抽出する場合:
- PowerCenter CDC セッションの PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続の［ユーザー名］属性。

CDC のパフォーマンスを向上させるには、Express CDC キャプチャプロセスと PowerExchange ロッガーを同
じノードで ASM インスタンスとして実行します。または、ASM インスタンス上のステージングファイルに
REDO ログのチャンクを書き込むように PowerExchange Express CDC を設定することもできます。作成した
ステージングファイルは標準の I/O 通信を使用して読み取ることができます。詳細については、「ASM 環境で
のステージングファイルの使用による CDC パフォーマンスの最適化 」  (ページ 154)を参照してください。
PowerExchange Express CDC を ASM インスタンスに接続するには、プロセス間通信（IPC）プロトコルを使
用します。Oracle DBA に連絡して、Oracle の listener.ora および tnsnames.ora ファイルを IPC 接続用に設
定するよう依頼してください。

ASM 環境でのステージングファイルの使用による CDC パフォーマンスの最適
化
変更データのキャプチャ元となるアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログが ASM 環境にある場合、必
要に応じて、Oracle REDO ログのチャンクをステージングファイルに書き込むことができます。この機能によ
り、CDC のパフォーマンスとデータスループットが大幅に向上し、ASM の CPU 使用率が下がります。ASM 外
部で REDO ログの二重ロギングを実行する必要はありません。
PowerExchange Express CDC はアクティブな Oracle REDO ログスレッドごとにステージングファイルを 1 つ
使用します。
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ステージングファイルの使用を有効にするには、次の操作を実行します。
1. PowerExchange Express CDC が接続する ASM インスタンスが存在するマシンにステージングディレクト

リを作成します。
2. PowerExchange Express CDC for Oracle の構成ファイル pwxorad.cfg に ASMSTAGING 文を記述し、そ

のステージングディレクトリを指定します。
CDC セッションの実行時に、使用可能な REDO ログデータが 32KB 未満である場合、PowerExchange 
Express CDC はネットワーク上のログからデータを直接読み取ります。使用可能な REDO ログデータが 32KB
を超える場合、PowerExchange Express CDC は ASM に対して 1 回呼び出しを行い、REDO ログのチャンクを
ステージングファイルに書き込みます。最大チャンクサイズは ASMSTAGING 文の TARGETSIZE パラメータに
より決定されます。ASM は、PowerExchange のファイル命名規則である PWX_STG_dbid_thread（例: 
PWX_STG_1497849897_0）を使用して、ステージングディレクトリにステージングファイルを生成します。
その後、PowerExchange Express CDC は標準の I/O 通信を使用してステージングファイルから変更データを
読み取ることができます。単一の操作でステージングファイルからデータを読み取ることができるため、ASM
から同じ量のデータを抽出するためにログに対して多数の SQL*NET 読み取り操作を実行しなくてはならない
場合に比べてはるかに効率的です。
シャットダウン時に、クリーンアップ処理によってステージングファイルはステージングディレクトリから削
除されます。
ステージングファイルの使用を計画している場合は、次の考慮事項を確認してください。
• PowerExchange Express CDC がステージングファイルからデータをリモートで読み取るように設定されて

いる場合は、PowerExchange が読み取り権限を持つ NFS またはその他の共有ストレージ内にステージン
グディレクトリがあることを確認します。

• PowerExchange Express CDC が ASM に対する 1 回の呼び出しで REDO ログデータを 32KB 読み取れる場
合、ステージングファイルの使用が設定されている場合でも、PowerExchange Express CDC はステージン
グファイルからではなくログからデータを直接読み取ります。

• PowerExchange Express CDC は、Oracle がコミットした最後の既知のブロックよりあとのデータは読み
取りません。データベースがポーリングされて最新の状態が取得されるまで新しいデータは読み取られない
ため、読み取りが遅延する可能性があります。ポーリング間隔を制御するには、READER 文の
STATUSCHECKINTERVAL パラメータを使用します。

• PowerExchange Express CDC ユーザーには、少なくともステージングファイルに対する読み取り権限が必
要です。また、Express CDC がクリーンアップ処理とファイルのサイズ変更を実行できるように、
PowerExchange Express CDC ユーザーにステージングファイルへの書き込み権限も付与することをお勧め
します。書き込み権限を付与しない場合は、ASMSTAGING 文の TARGETSIZE パラメータでサイズを指定し
てステージングファイルを割り当てることを検討してください。また、Express CDC ユーザーを Oracle 
DBA グループに追加することもできます。

• PowerExchange Express CDC がステージングファイルにアクセスできない場合は、警告が発行されて
REDO ログの通常の ASM 読み取りに方法に戻ります。以降 5 回のログスイッチで、PowerExchange 
Express CDC はステージングファイルへのアクセスを再試行します。すべての試行が失敗した場合、
PowerExchange Express CDC はステージングファイルからのデータの読み取りを永久に無効にします。
RAC では、この動作は各 RAC メンバに個別に適用されます。ワークロードが RAC メンバ全体に分散されて
いない場合、ステージングファイルが一人のメンバに対してのみ使用でき、他のメンバには使用できない可
能性があります。

• RAC 構成の ASM を使用している場合は、ASMSTAGING 文の TARGETSIZE パラメータで指定したクラスタ
化ストレージの量を各 RAC メンバが使用できることを確認してください。
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実行中のトランザクションのチェックポインティングチェックポイント処理
チェックポイント処理チェックポインティングによって、実行中のトランザクションの状態がをディスクまた
はテーブルに定期的に保持されします。
PowerExchange Express キャプチャプロセスが停止してからウォームスタートを実行した場合、Express CDC
はチェックポイント情報を使用して、未処理のトランザクションの処理を最後に記録されたチェックポイント
から再開します。チェックポイントを使用することで、Express CDC は、プロセスが停止したときにアクティ
ブであったすべてのトランザクションの状態を再構築し、時間のかかる大量の REDO ログの再処理を回避しま
す。
実行中のトランザクションの状態情報は、ファイルシステムファイルまたは 3 つの Oracle テーブルに保存す
ることができます。ファイルベースのストレージの場合、Express CDC を実行するユーザー ID に、ファイル
を作成するための適切な権限が付与されていることを確認してください。テーブルベースのストレージの場合、
データベースユーザーに、テーブルを作成および更新するための適切な権限があることを確認してください。
テーブルはを手動で作成することも、することや Express CDC に自動的に作成させることもできますることも
できます。チェックポインティングチェックポイント処理を有効にした後の CDC プロセスの最初の初期化時
に、Express CDC は、テーブルがまだ存在しない場合に自動的にテーブルを作成します。テーブルを手動で作
成する必要がある場合は、「チェックポイント処理用の状態テーブルを手動で作成するための DDL 文」  (ペー
ジ 157)に記載されている DDL 文を使用できます。
チェックポイント処理チェックポインティングを設定するには、PowerExchange Express CDC 構成ファイル
で CHECKPOINT 文と STATESTORAGE 文を指定する必要があります。チェックポイントを指定したデータを
含むスピルファイルを暗号化する場合は、必要に応じて OPTIONS 文に SPILLENCRYPTPASS または
SPILLENCRYPTEPASS パラメータを設定できます。
チェックポインティングチェックポイント処理の設定を開始する前に、設定の選択に影響を与える可能性のあ
る次の使用上の考慮事項を確認してください。
• チェックポインティングチェックポイント処理は、実行中のトランザクションに対してのみ発生します。ト

ランザクションに不完全な操作が含まれる場合、トランザクションをチェックポイントとして指定すること
はできません。

• DPL トランザクションをチェックポイント指定することはできません。
• トランザクションで完了したすべての操作は、チェックポイントを指定する前にディスクにスピルする必要

があります。
• チェックポインティングチェックポイント処理は OPTIONS 文の AGEOUT パラメータとは互換性がなく、

同パラメータを置き換えられます。AGEOUT パラメータとは異なり、チェックポインティングチェックポ
イント処理では損失のない無損失再起動が保証されます。

• COMPLETEDEVENTSAGE パラメータで指定した経過時間より古いトランザクションは、チェックポインテ
ィングチェックポイント処理を容易にするためにディスクに強制的にスピルさせることができます。
注: トランザクション経過時間は、トランザクションの開始時刻とトランザクションマネージャが処理した
最後のイベントとの時間の差として計算されます。

• CHECKPOINT 文で MAXCHKPTSIZE パラメータを使用することで、非常に大規模なトランザクションの強
制スピルを無効にすることができます。この方法は、大規模なバッチサイクル中でのリソース使用量の削減
に役立つ場合があります。
注: リソースが制限されても、るとトランザクションがディスクにスピルされるする可能性があり、その場
合は、トランザクションをチェックポイントとして指定することができます。

• リスタートポイントが進行しない場合、チェックポイントは書き込まれません。スタックにデータがあるト
ランザクションでは、スタックがクリアされるまでチェックポインティングチェックポイント処理がブロッ
クされます。
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• チェックポイントは、PowerExchange Consumer API（CAPI）によってがリスタートポイントがチェック
ポイントのリスタートポイントを超えるまで、てリチェックポイントはスタートポイントを進行するまで取
得されません。アイドル状態のシステムでは、Informatica は、CHECKPOINT 文の
COMPLETEDEVENTSAGE パラメータを OPTIONS 文の RSTRADV パラメータと同じ値に設定することをお
勧めしています。

• データベース内の LOB データを保持するオーバーヘッドを回避するため、Express CDC は、チェックポイ
ント処理中に常にスピルファイルをディスクにコピーします。

• 頻繁なチェックポインティングチェックポイント処理を設定した場合、または COMPLETEDEVENTSAGE 値
を減らした場合は、パフォーマンスが低下し、スピルファイルに必要なとなるストレージが増加する可能性
があります。

• チェックポイントイベントが発生すると、PowerExchange Express CDC は PowerExchange ロッガーに通
知を送りますします。Express CDC が受信する次の読み取り要求は PowerExchange ロッガーからの確認
応答として機能し、期限切れのチェックポイントデータのクリーンアップ処理をトリガします。

• 再起動が発生すると、チェックポイントデータが読み込まれ、検証されます。PowerExchange ロッガーの
リスタートポイントよりも小さいリスタートポイントを持つ有効な最新のチェックポイントは、そのチェッ
クポイントの時点で未処理であるすべてのトランザクションの状態を再構築するために使用されます。実際
のリスタートポイントは、チェックポイントが指定されたすべてのトランザクションの中で最大の SCN に
置き換えられます。

• 有効かつ適切なチェックポイントがリスタートに使用できない場合、リスタートポイントは
PowerExchange ロッガーのリスタートポイントに戻ります。

• PowerExchange ロッガーをコールドスタートした場合、チェックポイントデータがクリアされます。
• スピルファイルを暗号化するかどうかを決めるときには決定する場合は、チェックポインティングチェック

ポイント処理によってスピルファイルの数とリテンションが増える傾向があることを考慮してください。

チェックポイント処理用の状態テーブルを手動で作成するための DDL 文
ファイルベースのストレージを使用していない場合、チェックポインティングチェックポイント処理には、ト
ランザクションの状態の保存ストレージとチェックポインティングチェックポイント処理の情報用のに 3 つの
テーブルが必要です。
チェックポインティングチェックポイント処理を有効にした後の CDC の最初の初期化時に、PowerExchange 
Express CDC for Oracle は、テーブルがまだ存在しない場合はテーブルを自動的に作成します。データベース
ユーザーには、テーブルを作成するための適切な権限が必要です。ある必要があります。テーブルを手動で作
成する必要がある場合は、テーブルに対する SELECT および UPDATE の最小の権限が必要です。
適切なスキーマでテーブルを手動で作成するには、次の DDL 文を使用します。
CREATE TABLE [tableowner].[prefix]_CHECKPOINTBASE"    (    "CHECKPOINTNUM" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "CHECKPOINTNUMSEQ" NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE,     "CHECKPOINTDATA" VARCHAR2(4000 BYTE) NOT NULL ENABLE,      CONSTRAINT "ORCL_CHECKPOINTBASE_PK" PRIMARY KEY ("CHECKPOINTNUM", "CHECKPOINTNUMSEQ"));CREATE TABLE [tableowner].[prefix]_CHECKPOINTUOWS   (    "CHECKPOINTNUM" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "STARTSCN" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "XID" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "CHECKPOINTNUMSEQ" NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE,     "CHECKPOINTDATA" VARCHAR2(4000 BYTE) NOT NULL ENABLE,      CONSTRAINT "ORCL_CHECKPOINTUOWS_PK" PRIMARY KEY ("CHECKPOINTNUM", "STARTSCN", "XID", "CHECKPOINTNUMSEQ"));CREATE TABLE [tableowner].[prefix]_CHECKPOINTUOWSPILL   (    "CHECKPOINTNUM" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "STARTSCN" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "XID" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,     "FILEID" NUMBER(5,0) NOT NULL ENABLE,     "CHECKPOINTNUMSEQ" NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE, 
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    "CHECKPOINTDATA" VARCHAR2(4000 BYTE) NOT NULL ENABLE,      CONSTRAINT "ORCL_CHECKPOINTUOWSPILL_PK" PRIMARY KEY ("CHECKPOINTNUM", "STARTSCN", "XID", "FILEID", "CHECKPOINTNUMSEQ"));
これらの文を以下に解説します。では:
• tableowner は、Express CDC 構成ファイルの STATESTORAGE 文のオプションの TABLEOWNER パラメー

タの値を表します。
• prefix は、STATESTORAGE 文でオプションの PREFIX パラメータを指定してその値をオーバーライドして

いない場合、ORAD CAPI_CONNECTION 文の ORACOLL パラメータ値を表します。

動的ディクショナリ
PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle カタログのスナップショットに基づく動的ディクショナ
リをサポートし、再起動処理の際のソーステーブルおよびテーブルパーティションへの DDL 変更に対応しま
す。動的ディクショナリを使用すると、Express CDC は、DDL の変更がコミットされたときに、CDC の対象と
なるソーステーブルのメモリ内のディクショナリ情報を更新できます。変更は、SCN およびシーケンス番号と
ともに、対象のすべての変更を記録する外部ステージテーブルまたはファイルに保持されます。
ソーステーブルへの DDL 変更が発生する可能性が高い環境では、動的ディクショナリを使用します。このタイ
プの環境で静的ディクショナリを使用すると、テーブルが再編成または名前変更された場合や、テーブルまた
はパーティションが削除された場合、またはテーブルカラムが追加、削除、または変更された場合に、CDC の
再起動後にデータの損失または破損が発生する可能性があります。動的ディクショナリを使用することにより、
再起動後のデータの損失と破損を回避できます。
動的ディクショナリを使用するには、次の高レベルの実装手順を実行します。
1. 設定タスクを実行します。
2. Oracle カタログの初期スナップショットが動的ディクショナリの状態テーブルまたはファイルに入力され

ていることを確認します。初期スナップショットは、動的ディクショナリ設定後に PowerExchange 
Express CDC が最初に初期化されたときに自動的に作成されます。

3. PowerExchange Express CDC をウォームスタートするか、PowerExchange ロガーをコールドスタート
します。PowerExchange Express CDC は、ウォームスタートまたはコールドスタートの初期化中に、外
部状態ストレージからメモリ内のディクショナリをロードします。

詳細については、以下のセクションを参照してください。
設定タスク
動的ディクショナリを使用するには、PowerExchange Express CDC 構成ファイルで DICTIONARY 文と
STATESTORAGE 文の両方を定義する必要があります。
DICTIONARY 文で、MODE パラメータを DYNAMIC に設定します。
STATESTORAGE 文で、CDC の対象となる各ソーステーブルの動的ディクショナリ情報を保持するストレージ
を定義します。この情報をソースデータベースの状態テーブルまたはファイルシステムディレクトリの
CCATALOG ファイルに保存するように Express CDC を設定できます。ユーザーが通常のアクセス用に構成さ
れたユーザーとは異なる権限を必要とする場合は、STATESTORAGE 文でデータベースユーザーを指定するこ
ともできます。
ファイルベースのストレージを使用する場合、PowerExchange Express CDC ユーザーは、ファイルシステム
内でサブディレクトリとファイルを作成するために適切な権限を持っている必要があります。Express CDC ユ
ーザーが、ベースディレクトリに対する読み取り権限、書き込み権限、および実行権限を持っていることを確
認します。PowerExchange Express CDC を初めて起動すると、ベースディレクトリの下に 1 つ以上のサブデ
ィレクトリが作成されます。
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テーブルを使用してディクショナリの状態情報を格納する場合は、次のいずれかの方法でテーブルを作成でき
ます。
• PowerExchange Express CDC にテーブルを作成させる。動的ディクショナリの使用を有効にした後で

Express CDC を初めて初期化する。そうすると、状態テーブルがまだ存在しない場合は、状態テーブルの作
成を試みます。Express CDC ユーザーが通常のアクセス用に構成されたユーザーとは異なる権限を必要とす
る場合は、STATESTORAGE 文で、Oracle ソースシステムでの状態テーブルの作成を許可するデータベース
権限を持つデータベースユーザーを指定する。

• 「動的ディクショナリの状態テーブルを手動で作成するための DDL 文」  (ページ 160)で提供されているサン
プル DDL 文を使用して、テーブルを手動で作成する。データベースユーザーがテーブルに対する SELECT
および UPDATE 権限を持っていることを確認します。

初期スナップショット
動的ディクショナリの使用が設定された後、PowerExchange Express CDC が最初に初期化されるときに、状
態テーブルまたはファイルディレクトリがチェックされます。テーブルまたはディレクトリが存在しない場合、
Express CDC はそれを作成しようとします。Express CDC ユーザーにテーブルの作成権限がない場合、初期化
は失敗します。
テーブルまたはファイルディレクトリが存在する場合、Express CDC は Oracle カタログのメモリ内スナップ
ショットを取得し、それを外部化して状態テーブルまたはファイルにデータを入力し、それによって初期スナ
ップショットを作成します。
増分スナップショット
動的ディクショナリの使用後、登録または名前変更操作によって CCT 対象リストにテーブルが追加されると、
Express CDC の初期化中に増分スナップショットがトリガされます。Express CDC は、新しい対象リストを使
用して現在のカタログのメモリ内スナップショットを取得し、そのスナップショットを古い対象リストと比較
します。古い対象リストで一致しないテーブルは、「futures」として動的ディクショナリに提供されます。

「futures」とマークされたテーブルのログ内の操作は、それらを含むトランザクションのコミット SCN が、テ
ーブルがディクショナリに追加されたときの現在の SCN と一致するか、それを超えるまで除外されます。
ウォームスタート処理
CDC 処理をウォームスタートするために、PowerExchange Express CDC はデータディクショナリの SCN を
使用して、ログのどこまでさかのぼって CDC 処理を開始するかを計算し、対象のテーブルの DDL 変更が失わ
れないようにします。
ウォームスタートは Oracle カタログからではなく、状態テーブルまたはファイルからメモリ内カタログをイン
スタンス化します。ただし、Express CDC は引き続き Oracle カタログを参照して、CDC の対象のすべてのテ
ーブルの補足ログステータスを確認し、新しいテーブルが対象リストに追加されているかどうかを確認します。
テーブルが追加されている場合は、増分スナップショットが取得されます。
コールドスタート処理
PowerExchange ロガーがコールドスタートされ、動的ディクショナリの最後のリスタート SCN が
PowerExchange ロガーのリスタート SCN よりも小さい場合、PowerExchange ロガーは動的ディクショナリ
のリスタート SCN を使用して変更をキャプチャし、ディクショナリにギャップが含まれないようにします。
この動作は、DICTIONARY 文で SNAPSHOTONCOLDSTART=Y を設定することで変更できます。この設定によ
り、現在の Oracle カタログの新しいスナップショットが取得され、動的ディクショナリの既存の情報が置き換
えられます。
使用に関する考慮事項
• CDC の対象となる各ソーステーブルの構造は、キャプチャ登録と一致している必要があります。
• CDC の対象でなくなったソーステーブルが、登録を削除するか、あるいは登録の［ステータス］または

［圧縮］オプションを編集することによって CCT の対象リストから削除された場合、動的ディクショナリは
その変更を追跡し続けます。その後、テーブルが対象リストに追加された場合、PowerExchange Express 
CDC はテーブルの別のスナップショットを取得することを求めません。
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• 動的ディクショナリは、静的ディクショナリではサポートされていない次のタイプの操作を処理します。
- テーブルのオンライン再編成。Express CDC は、データの損失を発生させたり、再起動を必要としたりす

ることなく、CDC の対象となるテーブルのオンライン再編成操作をサポートします。
- 一致する名前に変更。動的ディクショナリにないテーブルの名前が、ソースオブジェクトの CCT 対象リス

トに一致する名前に変更された場合、Express CDC は Oracle カタログにクエリを実行してテーブル構造
を取得し、その情報を状態ストレージに保持します。次に、Express CDC は、テーブルを含めるための新
しいフィルタを作成し、それを前のフィルタと比較します。前のフィルタでテーブルが「不要」とマーク
されている場合、CDC はシャットダウンします。

- 一致しない名前に変更。動的ディクショナリのテーブルの名前が、CCT 対象リストのどのエントリとも一
致しない名前に変更された場合、Express CDC はテーブルのデータのキャプチャを停止しますが、処理を
続行します。

- ロールアップ。動的ディクショナリは、初期化中およびその後 24 時間に 1 回、ディクショナリのベース
を自動的にロールアップします。テーブルに対するすべての DDL 操作は、そのテーブルのベーススナップ
ショットにマージされ、保持期間で許可されているオブジェクト履歴の量のみが保持されます。ロールア
ップ中に、削除されたテーブルとパーティションに関する情報がディクショナリから削除されます。保存
期間が短すぎると、これらのテーブルの情報が失われる可能性があります。

- テーブルまたはパーティションの削除。CDC 対象のテーブルまたはパーティションの削除は、削除操作が
発生したときにコミット SCN とともにストレージコンテナに記録されます。ウォームスタートによって
ディクショナリがリスタート SCN の時点に再構築されるため、リスタート SCN が削除の前であり、デー
タが失われない場合でも、ディクショナリはオブジェクトを認識します。

• PowerExchange Express CDC は、CCT 対象リストのテーブルに Oracle カタログのエントリがない場合に
警告を発行します。その後、テーブルが作成または名前変更された場合、CDC 対象としてマークされ、テ
ーブルフィルタに含まれます。一致する名前が変更されたテーブルの場合、Express CDC は Oracle カタロ
グにテーブル構造を照会し、その情報を状態ストレージに保持します。新しいフィルタは前のフィルタと比
較されます。古いフィルタでテーブルが CDC に対して不要としてマークされている場合、CDC は、発生す
る可能性があるデータ損失を回避するためにシャットダウンします。この場合、Express CDC をウォームス
タートして、ログパーサーフィルタを更新し、CDC が対象となっているデータを破棄しないようにする必
要があります。

• PowerExchange ロガーがコールドスタートされ、ディクショナリに書き込まれた最後の SCN がロガーの
リスタート SCN よりも小さい場合、ディクショナリの SCN がコールドスタートに使用されます。この動作
により、ディクショナリから欠落する操作がなくなります。この動作を変更するには、
SNAPSHOTONCOLDSTART=Y を設定して、現在の Oracle カタログの新しいスナップショットを強制的に
取得します。これにより、既存のディクショナリの内容が置き換えられます。

動的ディクショナリの状態テーブルを手動で作成するための DDL 文
ファイルベースのストレージを使用していない場合、またはテーブルを自動的に作成しない場合、動的ディク
ショナリには、CDC の対象となるソーステーブルごとに、SCN やシーケンス番号などの状態情報を格納するテ
ーブルが必要です。
動的ディクショナリの使用を有効にした後の CDC の最初の初期化時に、PowerExchange Express CDC for 
Oracle は、CCATALOG というテーブルがまだ存在しない場合は自動的に作成します。STATESTORAGE 文で指
定されるデータベースユーザーは、テーブルを作成するための適切な権限を持っている必要があります。
または、DDL 文を送信して、テーブルを手動で作成することもできます。テーブルを手動で作成する場合、デ
ータベースユーザーは、CCATALOG 状態テーブルに対する SELECT および UPDATE の最小権限を持っている
必要があります。
適切なスキーマでテーブルを手動で作成するには、次の DDL 文を使用します。
CREATE TABLE [table_owner].[prefix]_CCATALOG  (       "SCN" NUMBER(19,0) NOT NULL ENABLE,          "ROWTYPE" NUMBER(3,0) NOT NULL ENABLE,          "SEQ" NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE, 
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         "OP" VARCHAR2(4000 BYTE) NOT NULL ENABLE,          PRIMARY KEY ("SCN", "ROWTYPE", "SEQ"));
これらの文の変数は次のとおりです。
• tableowner は、Express CDC 構成ファイルの STATESTORAGE 文のオプションの TABLEOWNER パラメー

タの値を表します。
• prefix は、STATESTORAGE 文でオプションの PREFIX パラメータを指定してその値をオーバーライドして

いない場合、ORAD CAPI_CONNECTION 文の ORACOLL パラメータ値を表します。

ソースとしての Oracle Data Guard 物理スタンバイデータベースまたは Far Sync インスタンス
PowerExchange Express CDC for Oracle では、Oracle Data Guard 物理スタンバイデータベースおよび Far 
Sync インスタンスから変更データをキャプチャできます。PowerExchange は、インスタンス上のスタンバイ
およびアーカイブ REDO ログを監視します。
注: Oracle Data Guard Far Sync インスタンスをソースとして使用するには、Informatica グローバルカスタ
マサポートにお問い合わせください。
ネットワーク経由ではログデータの読み取りが低速になる可能性があるため、物理スタンバイデータベースま
たは Far Sync インスタンスを備えたマシンに PowerExchange をインストールして実行することをお勧めし
ます。プライマリデータベースのマシンに PowerExchange をインストールする必要はありません。
物理スタンバイデータベースまたは Far Sync インスタンスからの変更キャプチャを設定するには、以下の設定
タスクを実行する必要があります。
• 変更キャプチャが実行されるシステムの dbmover.cfg 構成ファイルで、ORACLEID 文の以下のパラメータ

を設定します。
- 登録を作成するために、プライマリデータベースを指すように 3 番目の位置パラメータ

source_connect_string を設定します。
- 4 番目の位置パラメータ capture_connect_string は指定しないでください。この情報は、pwxorad.cfg

ファイルの DATABASE 文または STANDBY 文によって指定されます。
• PowerExchange Navigator クライアントで、変更が発生するプライマリシステム上のインスタンス用の登

録グループと Oracle ソーステーブル用のキャプチャ登録を作成します。
• 変更キャプチャが実行されるシステムの Express CDC pwxorad.cfg 構成ファイルで、以下の文を定義しま

す。
- プライマリデータベースが RAC データベースの場合は RAC 文。この値は、プライマリデータベースのア

クティブなスレッドの数です。
- Oracle カタログへのアクセスを許可するための接続情報を指定する DATABASE 文。

ソースが読み取り専用で開いている物理スタンバイデータベースである場合は、スタンバイインスタンス
の接続情報を指定します。
ソースが Far Sync インスタンスまたはマウント状態の物理スタンバイデータベースである場合は、プラ
イマリインスタンスの接続情報を指定します。

- Far Sync インスタンスまたはマウント状態の物理スタンバイデータベースへの接続情報を指定する
STANDBY 文。STANDBY 接続に指定するユーザーは、固定ビューにアクセスし、開かれていないデータベ
ースにおけるプライマリからのログトランスポートの進捗を監視するための SYSDBA 権限を持っている必
要があります。

• 変更キャプチャが実行されるシステム上の PowerExchange ロッガーの pwxccl.cfg 構成ファイルで、プラ
イマリシステムの登録済みソーステーブルを含むインスタンスの登録グループに定義されている Oracle コ
レクション ID を指定する DBID パラメータを設定します。
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注: マウントモードでは、ユーザー認証にパスワードファイルを使用します。ユーザーへの SYSDBA のプライ
マリ付与時にユーザーに永続的な SYSDBA 権限が付与されないようにするには、プライマリパスワードファイ
ルを物理スタンバイまたは Far Sync インスタンスにコピーし、コピー操作の直後に権限を取り消します。パス
ワードファイルを更新するたびに、このプロセスを繰り返す必要があります。

物理スタンバイデータベースへのロールの遷移に関する考慮事項
Oracle Data Guard 環境では、物理スタンバイデータベースがプライマリロールに遷移する可能性があります。
通常、ロールの遷移はフェイルオーバーまたはスイッチオーバーが原因で発生します。遷移中は、物理スタン
バイデータベースへのすべてのアクティブな接続が終了します。
物理スタンバイデータベースがプライマリロールに遷移した後、CDC 処理を再開できるようにするには、遷移
ポイントを超えて PowerExchange の処理が行われるように元のスタンバイシステムの PowerExchange 
Express CDC 構成ファイルのいくつかの構成パラメータを調整することが必要になる場合があります。遷移が
完了したら、新しいプライマリデータベース環境でパフォーマンスを最適化するようパラメータを再度調整で
きます。次の表で、この構成設定について遷移段階別に説明します

文 > パラメータ 遷移前 遷移中 遷移後
RAC >
MEMBERS

プライマリデータベー
ス上のアクティブなス
レッドの数を指定しま
す。

スタンバイデータベー
スとプライマリデータ
ベースの両方のデータ
ベース上で一意のスレ
ッド ID を持つアクテ
ィブなスレッドの総数
を指定します。
例えば、プライマリデ
ータベースがスレッド
ID1 と 2 を使用する 2
ノードの RAC データ
ベースであり、スタン
バイデータベースがス
レッド ID2、3、4 を使
用する 3 ノードの RAC
データベースの場合、
MEMBERS=4 と指定し
ます。

リスタートポイントが遷移ポ
イントを超えるまで進行した
ら、必要に応じて MEMBERS
パラメータ値を編集し、新し
いプライマリデータベースか
らの変更データキャプチャの
パフォーマンスを最適化しま
す。
PowerExchange Express CDC
のスレッド追跡によるオーバ
ーヘッドを最小限に抑えるた
め、環境に適した最小値を使
用することをお勧めします。
適切な最小の MEMBERS 値を
確認するためのクエリを実行
できます。このクエリの詳細
については、「RAC 文」  (ペー
ジ 202)を参照してください。

STANDBY 開かれていない物理ス
タンバイデータベース
のみに適用されます。
読み取り専用アクセス
に対して開かれている
物理スタンバイデータ
ベースには適用されま
せん。

STANDBY 文を削除し
ます（存在する場合）。

STANDBY 文が存在しないこ
とを確認します。この文はプ
ライマリデータベースでは使
用しません。
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文 > パラメータ 遷移前 遷移中 遷移後
DATABASE >
CONNECT_STRING

スタンバイデータベー
スが開かれていない場
合、プライマリデータ
ベース用の接続文字列
を定義します。
STANDBY 文も指定す
る場合、この接続文字
列を使用してテーブル
のメタデータを取得し
ます。
スタンバイデータベー
スが開かれている場
合、スタンバイデータ
ベース用の接続文字列
を定義します。

ロールの遷移後にプラ
イマリロールになるデ
ータベース用の接続文
字列を指定します。

CONNECT_STRING パラメー
タで新しいプライマリデータ
ベースの接続文字列が定義さ
れていることを確認します。

OPTIONS1 >
CONNRETRYMAX
CONNRETRYWAIT

予定外のロール遷移の
後にデータベースに再
接続できるよう十分に
高い値をこの接続回復
機能パラメータに設定
します。

ロール遷移の後にデー
タベースに再接続でき
るよう十分に高い値を
接続回復機能パラメー
タに設定していること
を確認します。

必要に応じて、新しいプライ
マリデータベース環境に合わ
せて接続回復機能パラメータ
を調整します。

1. 物理スタンバイデータベースから変更データをキャプチャするための接続回復機能パラメータには、ロー
ル遷移後にデータベースに再接続できるよう十分に高い値を設定し、REDO ログ内のリスタートポイントが
遷移ポイントまで進行できるようにすることをお勧めします。接続回復機能によってリスタートポイントが
遷移ポイントまで進行できる場合、それ以降の CDC ウォームスタートでは、「遷移後」列に記載された、す
べての文およパラメータの構成設定のみが必要とされます。

PowerExchange Express CDC がロールの遷移にどのように対応するかは、この構成設定のほか、ロールの遷
移時に CDC がアクティブであったかどうかによって決まります。
• ロールの遷移が発生する前に PowerExchange Express CDC がシャットダウンしていた場合、CDC 処理を

再開するには、ウォームスタートを実行する前に、「遷移中」列に記載された、すべての文とパラメータの
設定要件（CONNRETRYMAX と CONNRETRYWAIT の推奨設定を除く）が満たされている必要があります。

• ロールの遷移が発生したときに PowerExchange Express CDC がアクティブであり、PowerExchange 
Express CDC の設定が「遷移中」列の要件を満たしている場合、CDC 処理は中断することなく続行します。

• ロールの遷移が発生したときに PowerExchange Express CDC がアクティブであり、PowerExchange 
Express CDC の設定が「遷移中」列の要件を満たしていない場合、CDC の処理は、Oracle 接続障害により
異常終了するか、データベースロールの遷移が Express CDC により検出されたときにシャットダウンしま
す。

ソースとしての Oracle マルチテナントプラガブルデータベース
Oracle 12c では、マルチテナントコンテナデータベースが導入されました。Oracle Multitenant オプションを
サポートする Oracle バージョンがある場合は、PowerExchange Express CDC for Oracle を使用して、マルチ
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テナントコンテナデータベース（CDB）内のプラガブルデータベース（PDB）に存在するソーステーブルの変
更データをキャプチャできます。
Oracle マルチテナント環境には、CDC に関する次の考慮事項が適用されます。
• PowerExchange Express CDC が一度にキャプチャできるのは、CDB 内の 1 つの PDB の変更データみで

す。同じ CDB 内の別の PDB の変更データをキャプチャする場合は、別々の CDC 環境を設定する必要があ
ります。Informatica では、CDC 環境ごとに固有の Oracle キャプチャユーザー ID、pwxorad.cfg ファイ
ル、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）インスタンスと pwxccl.cfg ファイル、およ
びキャプチャ登録を使用することを推奨しています。

• PowerExchange Express CDC で変更データをキャプチャするときのキャプチャ元の PDB を別の CDB に移
動または複製する場合、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）と Oracle データベース
との接続が失われます。変更データの損失を回避するには、PowerExchange ロッガーのコールドスタート
を実行する必要があります。

タスクフロー: Oracle マルチテナントプラガブルデータベースからの変更キャ
プチャの設定
Oracle コンテナデータベース（CDB）内のプラガブルデータベース（PDB）から変更データをキャプチャする
には、次のタスクを実行します。
1. PDB が開いていることを確認します。
2. CDB が ARCHIVELOG モードで実行されていることを確認します。
3. PDB サービス名が含まれる PDB エントリを tnsnames.ora ファイルに追加します（このエントリがまだ

存在しない場合）。以下に例を示します。
PDB1234=  (DESCRIPTION=     (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=host1)(PORT=1521))           (CONNECT_DATA=             (SERVER=DEDICATED)             (SERVICE_NAME=pdb1234.informatica.com)))

4. PDB または CDB に対して最少グローバル補足ログを有効にします。ora_orad.sql ファイル内で次の SQL
文を使用します。
ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;COMMIT;

5. 推奨。DBA ロールを持つユーザーとして CDB$ROOT コンテナに接続します。
または、PDB ディレクトリにログインします。
DBA ロールを使用して CDB$ROOT に接続する場合は、次の SQL 文を実行してソース PDB に切り替えま
す。
ALTER SESSON SET CONTAINER=pdb_name

6. CDC 用の一意の Oracle ユーザー ID を作成し、PDB からの変更データのキャプチャで必要とされる特権
をこのユーザーに付与します。
ora_orad.sql ファイル内で CREATE USER 文と GRANT 文を使用します。このファイルでは、ユーザー名

「ORACAPTL1」が使用されます。別のユーザー名を使用する場合は、この名前を変更できます。
Oracle マルチテナント環境の PowerExchange Express CDC で必要とされる次の GRANT 文を必ず発行し
ます。
GRANT CREATE SESSION TO “ORACAPTL1”;GRANT SELECT on “PUBLIC”.”V$PDBS” TO “ORACAPTL1”;

7. 変更キャプチャが実行されるシステム上にある dbmover.cfg 構成ファイルで、PDB が含まれるデータベ
ースの名前と、tnsnames.ora ファイル内の PDB サービスエントリの名前をポイントする ORACLEID 文
を追加します。以下に例を示します。
ORACLEID=(PDB1234,ORADBNAME,PDB1234,PDB1234)
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このサンプル文の説明:
• 1 番目の位置パラメータは、ORACLEID 文を識別する collection_id 値です。この場合は、PDB 名でも

あります。
• 2 番目の位置パラメータは、PDB が含まれる Oracle データベースの名前です。
• 3 番目の位置パラメータは、tnsnames.ora ファイルで定義されているソースデータベースの接続文字

列です。PowerExchange Navigator はこの接続文字列を使用します。
• 4 番目の位置パラメータは、tnsnames.ora ファイル内の PDB サービスエントリの名前です。

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）は変更データのキャプチャにこの情報を使
用します。

また、ORACLEID 文の collection_id 値と一致する ORACOLL 値が含まれる ORAD CAPI_CONNECTION 文
も追加します。

8. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の構成ファイル（pwxccl.cfg）で、DBID パラ
メータが dbmover.cfg ファイル内の ORACLEID 文の collection_id 値と一致することを確認します。

9. オプション。PowerExchange Express CDC for Oracle の構成ファイル（pwxorad.cfg）で DATABASE 文
を指定した場合、CONNECT_STRING パラメータが tnsnames.ora ファイル内の PDB サービスエントリ
の名前をポイントしていることを確認します。また、変更キャプチャユーザーとして定義した Oracle ユ
ーザー名が USERID パラメータで指定されていることを確認します。

10. PowerExchange ナビゲータで、登録グループを作成します。次に、PDB 内のソーステーブルごとにキャ
プチャ登録を登録グループに追加します。
注: 登録グループに対して指定した収集 ID の値は、dbmover.cfg ファイル内の ORACLEID 文の
collection_id 値と一致する必要があります。PowerExchange Navigator がソースデータベースに接続し
て PDB にテーブルを登録できるようにするには、dbmover.cfg ファイルの ORACLEID 文で、3 番目の位
置にあるパラメータ source_connect_string を指定している必要があります。

ソースとしての Amazon RDS for Oracle データベースインスタンス
PowerExchange Exchange Express CDC for Oracle は、Amazon Relational Database Service（RDS）for 
Oracle 環境にデプロイされるデータベースインスタンスのオンライン REDO ログとアーカイブ REDO ログか
ら変更データをキャプチャできます。
REDO ログは、RDS ファイルシステムの ONLINELOG_DIR ディレクトリおよび ARCHIVELOG_DIR ディレクト
リに存在する必要があります。Express CDC はオンプレミスで実行され、REDO ログから変更データを読み取
ります。
制限: PowerExchange Express CDC for Oracle は、Oracle ウォレットが使用できないため、Amazon RDS 
Oracle データベースの TDE 暗号化表領域から取得された変更データをキャプチャできません。
Oracle のバージョンおよびオペレーティングシステムおよびその他の Oracle の機能に関連する Amazon RDS
の制限事項および要件については、Amazon RDS の資料を参照してください。
Amazon RDS Oracle データベースの変更データキャプチャを構成するには、次のタスクを実行します。
1. RDS ファイルシステム上にオンライン REDO ログとアーカイブ REDO ログをそれぞれ保持する

ONLINELOG_DIR ディレクトリおよび ARCHIVELOG_DIR のディレクトリを作成します。次の実行文を使
用します。
exec rdsadmin.rdsadmin_master_util.create_archivelog_dir; exec rdsadmin.rdsadmin_master_util.create_onlinelog_dir;

2. Express CDC for Oracle ユーザー、ORACAPTL1 に権限を付与します。
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重要: GRANT 文とプロシージャを実行するには、マスターユーザー名で Amazon RDS にログインする必
要があります。
CDC 処理に必要なオブジェクトとシステムテーブルで、少なくとも SELECT 権限を付与するには、次の
GRANT 文を実行します。
GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$ARCHIVED_LOG"           TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$DATABASE"               TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$LOG"                    TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$LOGFILE"                TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$TRANSPORTABLE_PLATFORM" TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$THREAD"                 TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$DATABASE_INCARNATION"   TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_LOG_GROUPS"        TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_LOG_GROUP_COLUMNS" TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_TABLESPACES"       TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."OBJ$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TAB$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."IND$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."COL$"          TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."PARTOBJ$"      TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABPART$"      TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABCOMPART$"   TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABSUBPART$"   TO "ORACAPTL1";COMMIT;
追加のオブジェクトに対して SELECT 権限を付与するには、次の Amazon RDS プロシージャを実行しま
す。
beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'DBA_USERS',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT',p_grant_option => false);end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'ALL_TABLES',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT',p_grant_option => false);end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'ALL_TAB_PARTITIONS',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT',p_grant_option => false);end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$PARAMETER',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$SPPARAMETER',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--
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beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$STANDBY_LOG',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$VERSION',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'INDPART$',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;---- To register sources and perform other tasks in the PowerExchange Navigator:beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$PARAMETER',p_grantee => 'registration_user',p_privilege => 'SELECT');end;
Amazon RDS のオンライン REDO ログとアーカイブ REDO ログへの読み取りアクセスを提供するには、
次の GRANT 文を実行します。
GRANT READ ON DIRECTORY ONLINELOG_DIR to "ORACAPT1";GRANT READ ON DIRECTORY ARCHIVELOG_DIR to "ORACAPT1";
特定のタスクを実行するには、必要に応じて次の GRANT 文を実行します。
-- To run PowerExchange Logger tasks and extract change data continuously:GRANT CREATE SESSION TO "ORACAPTL1";---- To register sources and perform other tasks in the PowerExchange Navigator:GRANT SELECT ON table TO "registration_user";       <-Repeat for each source table.-- Or specify the following statement if your site security rules allow it: -- GRANT SELECT ANY TABLE to registration_user---- To run the SQL for creating supplemental log groups at the end of registration:GRANT ALTER ANY TABLE TO "navigator_user";-- Or give the SQL file to your DBA. The DBA can run the SQL in the file.--

3. アーカイブ REDO ログの適切な保持時間を定義します。次の実行文を使用します。
exec rdsadmin.rdsadmin_util.set_configuration('archivelog retention days',number_of_days);

4. Amazon RDS コンソールで、データベースインスタンスの自動バックアップを有効にするために、ソース
データベースのバックアップ保持期間を 0 より大きい値に設定します。
注: この手順では、データベースに対して ARCHIVELOG モードを有効にします。

5. データベースレベルで補足ロギングを有効にします。次の実行文を使用します。
exec rdsadmin.rdsadmin_util.alter_supplemental_logging('ADD');

6. オプションで、Amazon RDS コンソールでは、パラメータグループを作成し、デフォルトのバッファープ
ールのキャッシュサイズを定義することができます。デフォルトのバッファプールは、プライマリデータ
ベースのブロックサイズを使用するバッファを保持します。次の DB_CACHE_SIZE パラメータ値を使用し
ます。
• DB_2K_CACHE_SIZE
• DB_4K_CACHE_SIZE
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• DB_16K_CACHE_SIZE
• DB_32K_CACHE_SIZE
次に、ソースデータベースのパラメーターグループを選択します。

7. 「Express CDC に対応するための PowerExchange の設定」  (ページ 175)の説明に従って、通常の
PowerExchange 設定タスクを実行します。
PowerExchange Express CDC for Oracle の構成ファイルを構成するときは、ソースデータベースが
Amazon RDS for Oracle 環境にあることを示すために、DATABASE 文で RDS=Y を指定します。

透過的なデータ暗号化を使用するソーステーブルスペース
PowerExchange Express CDC for Oracle では、Oracle Advanced Security Transparent Data Encryption

（TDE）を使用して暗号化された Oracle テーブルスペースから変更データをキャプチャできます。
TDE で暗号化された変更データをテーブルスペースからキャプチャするには、次のタスクを実行する必要があ
ります。
• PowerExchange Express CDC 構成ファイルで DATABASE 文に TDEKEYSTORE パラメータを入力して、キ

ーストアのタイプ、場所、およびパスワードを指定し、PowerExchange がデータの暗号化と復号化のため
に暗号化キーにアクセスできるようにします。キーストアは、ASM、ファイル、またはハードウェアセキュ
リティモジュール（HSM）に配置できます。

• PowerExchange Express CDC 構成ファイルの DATABASE 文の TDEKEYSTORE パラメータでデフォルトの
ウォレットのタイプ、ステータス、および場所を指定していない場合は、ORACAPTL ユーザーに次の権限
を付与して、これらのデフォルトのウォレットのタイプ、ステータス、および場所に関する情報を取得しま
す。
GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$ENCRYPTION_WALLET" TO "ORACAPTL";

• TDE ウォレットをファイルシステムに保存する場合は、PowerExchange Express CDC がファイルの読み取
り権限でファイルにアクセスできることを確認してください。Oracle データベースサーバーで
PowerExchange を実行していない場合は、PowerExchange が実行されているマシンに NFS を使用して
TDE ウォレットディレクトリをマウントするか、PowerExchange がアクセス可能なファイルシステムの場
所にウォレットをコピーして、DATABASE 文の TDEKEYSTORE パラメータでその場所を指すように
WALLETDIR オプションを指定します。

• Oracle TDE ウォレットがデータベース内でオープンになっていることを確認します。
制限: PowerExchange Express CDC は、Oracle ウォレットが使用できないため、Amazon RDS Oracle データ
ベースの TDE 暗号化表領域から取得された変更データをキャプチャできません。

Express CDC が変更を読み取る REDO ログの制限
PowerExchange Express CDC 構成ファイルの READER 文で、アーカイブログの保存先および Express CDC ロ
グリーダーが変更レコードを読み取るアーカイブ REDO ログを制限するパラメータを指定することができま
す。Express CDC は、これらのパラメータを使用して、読み取る REDO ログのリストを構築します。
アーカイブログの場合、Express CDC は、読み取る必要のある各ログのプライマリコピーとセカンダリコピー
を識別しようとします。Express CDC は、アーカイブ保存先番号の順序に基づいて、プライマリおよびセカン
ダリのアーカイブログの保存先を識別します。ここでアーカイブ保存先番号は、LOG_ARCHIVE_DEST_n パラ
メータの n 値です。プライマリの保存先は、1）PowerExchange の使用に適した使用可能なログを含む保存
先、2）使用可能なアーカイブログがある他の保存先と比較して n 値が低い保存先です。この動作は、
ARCHIVEDEST パラメータを Express CDC 構成ファイルの READER 文に指定することで、オーバーライドする
ことができます。
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READER 文で MODE=ACTIVE を指定する場合は、次のいずれかのオプションパラメータを使用して、アクティ
ブな REDO ログまたはアーカイブログの保存先をフィルタすることができます。
• ACTIVELOGMASKOracle インスタンスで REDO ログの多重化を使用している場合に、PowerExchange 

Express CDC のログリーダーのアクティブ REDO ログを選択するためのマスクを指定します。
• ARCHIVEDESTPowerExchange Express CDC が有効なアーカイブログを探す、ログの保存先リストを指定

します。各アーカイブログのコピーを複数作成する場合は、このパラメータを使用してプライマリおよびセ
カンダリのログの保存先を指定します。

詳細については、「READER 文」  (ページ 203)を参照してください。
ACTIVE と ARCHIVEONLY のどちらのモードでも、PowerExchange Express CDC は ARCHIVEDEST パラメー
タを使用して、アーカイブログの保存先を次のようにフィルタします。
• ARCHIVEDEST ログの保存先を 1 つ指定する場合、PowerExchange Express CDC は、ARCHIVEDEST 設定

が指している、LOG_ARCHIVE_DEST_n パラメータに指定されているログの保存先のみを使用します。例
えば、ARCHIVEDEST=(2)の場合、PowerExchange Express CDC は、LOG_ARCHIVE_DEST_2 パラメータ
に指定されているログの保存先を使用します。
注: ARCHIVEDEST に対してログの保存先を 1 つ指定すると、ログリーダーはアーカイブログの 1 つの保存
先からのログのみを処理することになるため、PowerExchange Express CDC ログリーダーの回復が制限さ
れます。

• ARCHIVEDEST の保存先を 2 つ指定すると、PowerExchange Express CDC はまず ARCHIVEDEST の最初に
指定された保存先を使用しようとします。ログリーダーがこの保存先からアーカイブログを読み取れない場
合、PowerExchange Express CDC は、ARCHIVEDEST の 2 つめに指定されたログの保存先を使用しようと
します。例えば、ARCHIVEDEST=(2,4)を指定すると、PowerExchange Express CDC は、まず
LOG_ARCHIVE_DEST_2 パラメータに指定されているログの保存先にあるアーカイブログを読み取ろうとし
ます。PowerExchange Express CDC がこのプライマリ保存先からログを読み取れないと、
LOG_ARCHIVE_DEST_4 パラメータに指定されている保存先からログを読み取ろうとします。

• ARCHIVEDEST の保存先を 3 つ以上指定すると、PowerExchange は ARCHIVEDEST に指定されている保存
先と順序に基づいて、v$archived_log に最初の 2 つの有効なアーカイブログをクエリします。ログリーダ
ーが取得した最初のログを読み取れない場合、取得した 2 つめの保存先でログを読み取ろうとします。取得
した 2 つめの保存先でログを読み取れない場合、プロセスは終了します。
例えば、ARCHIVEDEST=(7,6,5,4,3,1)を指定し、クエリが保存先 6 と 1 にあるアーカイブログを返したとし
ます。この場合、PowerExchange Express CDC が読み取ろうとする最初のログは、保存先 6 のログです。
ログを読み取れない場合、PowerExchange Express CDC は保存先 1 からログを読み取ろうとします。
PowerExchange Express CDC が保存先 1 からログを読み取れない場合、プロセスは終了します。

• ARCHIVEDEST パラメータを指定しない場合、PowerExchange Express CDC は保存先でアーカイブログク
エリをフィルタしません。

READER 文で MODE=ARCHIVECOPY を指定した場合、PowerExchange Express CDC のログリーダーは、ファ
イルシステムにあるアーカイブ REDO ログを読み取ります。アーカイブ REDO ログのコピーが含まれるベース
ディレクトリを特定するには、DIR パラメータを指定する必要があります。ログリーダーでスキャンするベー
スディレクトリ下のサブディレクトリと、そのサブディレクトリ内にあるアーカイブログファイルのコピーを
フィルタするには、サブディレクトリ名またはログファイル名あるいはその両方のマスクを使用して FILE パラ
メータも指定する必要があります。
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実装タスクフロー
PowerExchange Express CDC for Oracle の新しい環境を設定して開始するには、以下の高レベルのタスクを
完了します。
1. CDC の Oracle ソースを設定します。

PowerExchange に付属の ora_orad.sql ファイル内のサンプル SQL を使用します。詳細については、
「Express CDC に対応するための Oracle の設定」  (ページ 170)を参照してください。Amazon RDS for 

Oracle 環境については、「ソースとしての Amazon RDS for Oracle データベースインスタンス」  (ページ
165)も参照してください。

2. CDC 向けに PowerExchange を設定します。
詳細については、「Express CDC に対応するための PowerExchange の設定」  (ページ 175)を参照してく
ださい。

3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を設定します。
PowerExchange ロッガーの使用はオプションですが、使用することを強くお勧めします。
PowerExchange ロッガーの設定と起動の詳細については、「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ
45)および「PowerExchange ロッガーの起動」  (ページ 67)を参照してください。

4. CDC のリスタートポイントを設定します。
詳細については、「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)を参照してください。

5. ターゲットテーブルをマテリアライズします。
6. PowerExchange ロッガーを起動します。
7. Express CDC ソーステーブルを含む PowerCenter CDC ワークフローを作成します。

Oracle CDC アプリケーション接続を使用します。詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange
インタフェース』ガイドを参照してください。

8. ワークフローをコールドスタートします。

Express CDC に対応するための Oracle の設定
PowerExchange Express CDC for Oracle の準備をするには、Oracle でいくつかの設定タスクを実行する必要
があります。
アーカイブログの使用を設定していない場合は、ARCHIVELOG モードを有効にして、プライマリアーカイブロ
グの保存先を指定します。 次に、PowerExchange のインストールディレクトリに用意されているサンプルフ
ァイル（ora_orad.sql）を使用して、他のタスクを実行します。ora_orad.sql ファイルの SQL 文を実行する
には、DBA のロールが割り当てられている必要があります。
以下の Oracle 設定タスクを完了します。
1. PowerExchange Express CDC for Oracle で使用するアーカイブログの保存先が未定義の場合は、これを

指定します。
2. ARCHIVELOG モードをまだ有効にしていない場合は、有効にします。
3. ARCHIVELOG モードを有効にした後、Oracle データベースを停止してリスタートします。
4. Oracle ユーザーを作成し、ユーザー特権を付与します。
5. ASM を使用している場合に、ASM インスタンスに接続して ASM-managed Oracle REDO ログを読み取る

には、SYSDBA または SYSASM 権限を持つ ASM ユーザーを作成してください。
6. Oracle 最少グローバル補足ログを有効にします。
Oracle マルチテナント環境に固有の設定タスクについては、「タスクフロー: Oracle マルチテナントプラガブ
ルデータベースからの変更キャプチャの設定」  (ページ 164)を参照してください。
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アーカイブログの保存先の指定
アーカイブログの保存先（Express CDC のログリーダーがアーカイブ REDO ログファイルを選択する場所）を
指定する必要があります。
Oracle DBA に問い合わせてください。アーカイブログの保存先を構成するには、次のいずれかの操作を実行し
ます。
• init.ora ファイルを編集して、アーカイブログの保存先とファイル名の形式を指定します。init.ora ファイ

ルの詳細については、Oracle データベースの管理者ガイドを参照してください。
• 適切なサーバーパラメータファイル（spfile）をカスタマイズして、アーカイブログの保存先を指定します。

以下に例を示します。
CONNECT SYS/sys_pwd AS SYSDBA;     ALTER SYSTEM SET      log_archive_dest_1 = 'location=/oracle_path/arch'      SCOPE=SPFILE;

• Oracle RDS for Oracle 環境に配備された Oracle データベースの場合、アーカイブ REDO ログとオンライ
ン REDO ログのそれぞれに、ARCHIVELOG_DIR と ONLINELOG_DIR のディレクトリを作成します。次の実
行文を使用します。
exec rdsadmin.rdsadmin_master_util.create_archivelog_dir; exec rdsadmin.rdsadmin_master_util.create_onlinelog_dir;
また、アーカイブ REDO ログに適切な保持ポリシーを定義します。次の実行文を使用します。
exec rdsadmin.rdsadmin_util.set_configuration('archivelog retention days',number_of_days);
ヒント: Express CDC for Oracle ユーザーは、これらのディレクトリ内のオンライン REDO ログファイルお
よびアーカイブ REDO ログファイルへの読み取り専用アクセスを求めます。

ARCHIVELOG モードの有効化
PowerExchange Express CDC for Oracle では、Oracle が ARCHIVELOG モードで実行されている必要があり
ます。
デフォルトでは、ARCHIVELOG モードは有効になっていません。
Amazon RDS 環境にない Oracle データベースに対する ARCHIVELOG モードを有効にするには、次の SQL 文
を発行します。
SHUTDOWN IMMEDIATE;STARTUP MOUNT;ALTER DATABASE ARCHIVELOG;ALTER DATABASE OPEN;SHUTDOWN IMMEDIATE;STARTUP;
ヒント: 各 SHUTDOWN コマンドの後にデータベースをバックアップします。
ARCHIVELOG モードがデータベースに対して設定されていることを確認するには、次の SQL 文を入力します。
SELECT LOG_MODE FROM SYS.V&DATABASE;
Amazon RDS for Oracle データベースの場合、データベースを ARCHIVELOG モードにして、自動バックアッ
プを有効にするために、バックアップの保存期間を設定します。
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Oracle ユーザーの作成とユーザー特権の付与
Oracle REDO ログから変更データをキャプチャするには、CDC ユーザーを定義して、特定の Oracle システム
とオブジェクトの特権をそのユーザーに付与します。
必要な特権を持っている既存のユーザーを CDC ユーザーとして使用するか、ユーザーを作成してそのユーザー
に対して必要な特権を付与することができます。ora_orad.sql ファイルには、Oracle ユーザーを作成してそ
のユーザーに必要な特権を付与するためのサンプル SQL 文が PowerExchange によって用意されています。
注: Amazon RDS ソースの GRANT 文とプロシージャを実行するには、マスターユーザー名で Amazon RDS コ
ンソールにログインする必要があります。
1. DBA のロールを持っているユーザーとして Oracle にログインします。 
2. マルチテナント環境に Oracle ソースがある場合、次の SQL 文を発行して、コンテナデータベース（CDB）

ではなく、変更データをキャプチャするプラガブルデータベース（PDB）で Oracle ユーザーが作成され
るようにします。 
ALTER SESSION SET CONTAINER=pdb_name;

3. ORACAPTL1 という名前のユーザーを作成するには、次の SQL 文を発行します。 
CREATE USER "ORACAPTL1"  PROFILE "DEFAULT"    IDENTIFIED BY "oracaptl"    ACCOUNT UNLOCK;COMMIT;

4. 正しいキャプチャ処理に必要な情報を取得するには、ORACAPTL1 ユーザーに対して、特定のオブジェク
トおよびシステムテーブルで、少なくとも SELECT 権限を付与します。 
GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$ARCHIVED_LOG"           TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$DATABASE"               TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$LOG"                    TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$LOGFILE"                TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$TRANSPORTABLE_PLATFORM" TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$THREAD"                 TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$DATABASE_INCARNATION"   TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON “PUBLIC”.”V$PARAMETER”              TO "ORACAPTL1";  GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$SPPARAMETER"            TO "ORACAPTL1"; GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$STANDBY_LOG"            TO "ORACAPTL1";  GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$VERSION"                TO "ORACAPTL1";  
GRANT SELECT ON "SYS"."ALL_TABLES"         TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."ALL_TAB_PARTITIONS" TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_LOG_GROUPS"        TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_LOG_GROUP_COLUMNS" TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_USERS"             TO "ORACAPTL1";       GRANT SELECT ON "SYS"."DBA_TABLESPACES"       TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."OBJ$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TAB$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."IND$"          TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."COL$"          TO "ORACAPTL1";
GRANT SELECT ON "SYS"."PARTOBJ$"      TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABPART$"      TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."INDPART$"      TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABCOMPART$"   TO "ORACAPTL1";GRANT SELECT ON "SYS"."TABSUBPART$"   TO "ORACAPTL1";---- To run PowerExchange Logger tasks and extract change data continuously:GRANT CREATE SESSION TO "ORACAPTL1";---- To extract change data from a multitenant container database:GRANT CREATE SESSION TO "ORACAPTL1";                              <--If not already specifiedGRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$PDBS" TO "ORACAPTL1";-- -- To capture data from Oracle TDE-encrypted tablespaces:         <--Not for Amazon RDSGRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$ENCRYPTION_WALLET" TO "ORACAPTL1";---- To capture data from encrypted columns when OPTIONS SUPPORT_COL_ENCRYPTION=Y:GRANT SELECT ON "SYS"."ENC$" TO "ORACAPTL1";--
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-- To register sources and perform other tasks in the PowerExchange Navigator: GRANT SELECT ON "PUBLIC"."V$PARAMETER" TO "registration_user";GRANT SELECT ON table TO "registration_user";     <--Repeat for each source table-- Or specify the following statement if your site security rules allow it: -- GRANT SELECT ANY TABLE to registration_user---- To enable minimal supplemental logging at the database level:ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;---- To run the SQL for creating supplemental log groups at the end of registration:GRANT ALTER ANY TABLE TO "navigator_user";-- Or give the SQL file to your DBA. The DBA can run the SQL in the file.--COMMIT;
Amazon RDS for Oracle のソースについては、Amazon RDS ソースに適用しないものを除き、上記の権限
付与を行ってください。次に、以下の手順を実行して追加の付与を行います。
-- To access online and archived redo logs in Amazon RDS for Oracle Database:GRANT READ ON DIRECTORY ONLINELOG_DIR to "ORACAPTL1";GRANT READ ON DIRECTORY ARCHIVELOG_DIR to "ORACAPTL1";--/* To grant the SELECT privilege on some objects, you must log in under the master username and run the following Amazon RDS procedures:*/beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'DBA_USERS',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT',p_grant_option => 'false');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$PARAMETER',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$PARAMETER',p_grantee => 'registration_user',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$SPPARAMETER',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$STANDBY_LOG',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'V_$VERSION',p_grantee => 'ORACAPTL1',p_privilege => 'SELECT');end;--beginrdsadmin.rdsadmin_util.grant_sys_object(p_obj_name => 'INDPART$',p_grantee => 'ORACAPTL1',
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p_privilege => 'SELECT');end;
注目: ASM を使用していない場合、PowerExchange Express CDC for Oracle のキャプチャプロセスを実行す
るオペレーティングシステムのユーザー ID には、Oracle のオンラインおよびアーカイブ REDO ログを読み取
る権限も必要です。この権限がない場合、Express CDC のログリーダーはログファイルを直接読み取ることが
できず、CDC セッションはエラーメッセージ PWX-36140 で終了します。

ASM ユーザーの作成
ASM を使用している場合に、ASM インスタンスに接続して変更データを ASM-managed Oracle REDO ログか
ら取得するには、SYSDBA または SYSASM 権限を持つ ASM ログインユーザー ID を設定する必要があります。
Oracle 11.1.0.7 以降の ASM 環境は、ASM ユーザーを作成し、そのユーザーに以下のいずれかの権限レベルを
付与します。
• SYSDBA
• SYSASM

SYSASM を使用するには、PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル（pwxorad.cfg）の
READER 文で ASM_ASSYSASM パラメータを Y に設定する必要もあります。

ASM ユーザーの作成の詳細については、『Oracle Automatic Storage Management Administrator's Guide』
を参照してください。

Oracle 最少グローバル補足ログの有効化
PowerExchange Express CDC for Oracle では、連鎖した行を適切に処理するために、Oracle 最少グローバル
補足ログが必要です。
オンプレミスデータベースに対して補足ログを有効にするには、Oracle データベースにログインして、次の
SQL 文を発行します（この文はサンプルの ora_orad.sql スクリプトファイルに含まれています）。
ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;COMMIT;
データベースに対して最小限のグローバル補足ログがすでに有効になっているときにこのステートメントを実
行すると、この文は有効ではありません。
Oracle データベースが開かれている間にこの文を実行すると、Oracle は実行中のトランザクションが完了す
るまで待機するため、データベースのパフォーマンスに影響することがあります。この問題は、ユーザーアク
ティビティが高レベルのデータベースで発生する可能性があります。この問題を回避するために、データベー
スを閉じてから開き直して、文を手動で発行することができます。
Oracle RDS for Oracle 環境のデータベースレベルで補足ログを有効にするには、次の exec 文を実行します。
exec rdsadmin.rdsadmin_util.alter_supplemental_logging('ADD');
注: Oracle ソーステーブルごとに補足ロググループを定義する必要もあります。PowerExchange Navigator
で Oracle テーブルを登録すると、PowerExchange がテーブルに対して補足ロググループを追加するための
DDL を生成します。補足ロググループによって、Oracle は変更されたデータの操作前の画像と操作後の画像を
完全に記録するようになります。PowerExchange ではこれらの画像が必要です。
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Express CDC に対応するための PowerExchange の設定
PowerExchange Express CDC for Oracle を設定して変更キャプチャを開始するには、いくつかのタスクを完
了する必要があります。
必要なタスクは、設定によって異なります。以下のタスクフローでは、推奨どおりに PowerExchange ロッガ
ーを使用していることを前提としています。
重要: PowerExchange Express CDC for Oracle のキャプチャプロセスを実行するシステムのユーザー ID に、
Oracle REDO ログを読み取る権限があることを確認します。この権限がない場合、Express CDC のログリーダ
ーはログファイルを直接読み取ることができず、CDC セッションはエラーメッセージ PWX-36140 で終了しま
す。
1. CAPI を開始して変更データを Oracle ソースデータベースからキャプチャする PowerExchange システム

上に dbmover 構成ファイルを設定します。
以下の文を含めます。
• 必須。CAPT_PATH 文および CAPT_XTRA 文。
• 必須。ORAD CAPI_CONNECTION 文。
• 必須。ORACLEID 文。
• 推奨。ORACLE_CAPTURE_TYPE 文。
• 推奨。CAPX CAPI_CONNECTION 文（PowerExchange ロッガーと継続抽出モードを使用する場合）。
• オプション。ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文（精度が 28 より高い、または長さが未定義の

NUMBER カラムと、精度が 15 より高い FLOAT カラムを、可変長文字列として処理する場合）。この
動作により、データの損失を防止できます。この文は、登録を作成する前に、登録および抽出マップの
情報を定義する PowerExchange インスタンスに定義する必要があります。

注意事項: 設定 1 のように、PowerExchange Express CDC、PowerExchange リスナ、コンシューマ API
（Consumer API: CAPI）、および PowerExchange ロッガーを Oracle システムで実行する場合は、CAPX 

CAPI_CONNECTION および ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文をこの dbmover 構成ファイルに定
義します。 

2. 変更キャプチャシステム上の PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル（デフォルトのファ
イル名は pwxorad.cfg）をカスタマイズします。
変更を RAC メンバからキャプチャする場合は、RAC 文を含めます。
ASM を使用している場合は、READER 文内の ASM パラメータを含めます。
Oracle ソースデータベースが Amazon RDS for Oracle 環境にある場合は、DATABASE 文で RDS=Y を指
定します。
ヒント: Oracle 行の移動が有効にされていないテーブルの変更レコードに行 ID 値を含めるには、
OPTIONS ROWID=Y 文を指定します。9.1.2 以降のバージョンの PowerExchange Navigator を使用して
いる場合は、キャプチャされた変更レコード内に生成された DTL__CAPXROWID カラムに行 ID 値を書き
込むことができます。

3. PowerExchange ロッガーが実行されるシステム上の、「pwxccl.cfg」というデフォルトのファイル名が付
いている、PowerExchange ロッガー構成ファイルをカスタマイズします。
詳細については、「PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ」  (ページ
46)を参照してください。

4. キャプチャ登録または抽出マップをディスクから読み取る必要がある他の PowerExchange インスタンス
が CDC 環境内にある場合は、そのインスタンスに dbmover 構成ファイルを設定します。
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設定 2 を使用する場合は、別の PowerExchange リスナがあるシステム上の dbmover 構成ファイルに以
下の文を指定します。
• 必須。ORACLE_CAPTURE_TYPE 文。
• 必須。ORACLEID 文。
• 推奨。CAPX CAPI_CONNECTION 文（変更キャプチャシステムで PowerExchange ロッガーを実行し、

継続抽出モードを使用する場合）。
• オプション。ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文（PowerExchange で、精度が 28 より高い、ま

たは長さが未定義の NUMBER カラムと、精度が 15 より高い FLOAT カラムを、可変長文字列として処
理する必要がある場合）。

5. PowerExchange Navigator で、各 Oracle ソーステーブルに対して登録グループとキャプチャ登録を作成
します。
以下のフィールドに値を必ず入力します。
• ［タイプ］のリストから、［ORACLE］を選択します。
• ［コレクション ID］ボックスに、Oracle インスタンスのユーザー定義名を入力します。この値は、［場

所］フィールドに指定されているノード上の dbmover.cfg ファイル内の ORACLEID 文のコレクション
ID と一致している必要があります。PowerExchange ロッガーを使用する場合、この値は、
PowerExchange ロッガー構成ファイル内の DBID の値とも一致している必要があります。

• ［ステータス］オプションを［アクティブ］に設定します。
• ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。PowerExchange ロッガーを使用しない場合も、この設定を

お勧めします。この設定により、PowerExchange ロッガーが後で必要になった場合に、登録を変更せ
ずに実装できるためです。

• ［補足ロググループ名］ボックスに、Oracle 補足ロググループの名前を入力します。
ヒント: PowerExchange で生成される DDL を実行して、登録の完了時に補足ロググループを作成するに
は、［DDL を今すぐ実行］を選択します。しかし、これを選択せずに、生成された DDL をファイルに保存
して、Oracle DBA に渡すことをお勧めします。この手順を行うと、DBA は、PowerExchange をテスト
または QA 環境からプロダクション環境に移行するときに、この DDL を使用できます。

［完了］のクリック後、PowerExchange によって対応する抽出マップが生成されます。
登録および抽出マップの詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイド』を参照してくだ
さい。

6. 各抽出マップでデータベース行テストを実行します。
詳細については、『PowerExchange ナビゲータユーザガイド』を参照してください。

7. リスタートポイントを設定します。
詳細については、「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)を参照してください。

8. ターゲットをマテリアライズします。
9. PowerExchange ロッガーを起動します。
次に、PowerCenter CDC セッションを設定します。バッチ抽出モード、継続抽出モード、またはリアルタイ
ム抽出モードを使用できます。詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』を参
照してください。
関連項目：
•「dbmover 構成ファイルの設定 」  (ページ 177)
•「PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルのカスタマイズ」  (ページ 185)
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dbmover 構成ファイルの設定
dbmover コンフィギュレーションファイルに、PowerExchange Express CDC for Oracle に必要な文を定義し
ます。必要に応じてオプション文を指定します。
以下の文を、キャプチャ登録と CDC の制御ファイルが格納されているシステム（登録グループ内の［場所］ノ
ードで指定されているシステム）の dbmover コンフィギュレーションファイルに定義します。
CAPT_PATH

必須。CDC の制御ファイルが含まれているシステムのローカルディレクトリのパス。これらのファイル
は、キャプチャ登録の CCT ファイル、ODBC 抽出に使用されるアプリケーション名の CDEP ファイル、お
よび PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の CDCT ファイルです。

CAPT_XTRA
必須。CDC の抽出マップが格納されているシステムのローカルディレクトリのパス。

ORACLE_CAPTURE_TYPE
この文で、PowerExchange のインストールに PowerExchange Express CDC を使用するように D が指定
されていることを確認してください。
登録と抽出マップの処理に個別の PowerExchange リスナを実行している場合など、CDC 処理に複数のシ
ステムが関連している場合は、各システムの dbmover.cfg ファイルの ORACLE_CAPTURE_TYPE 設定を
確認してください。

ORACLEID
必須。CDC に使用される Oracle ソースインスタンス、データベース、および接続情報。
Oracle マルチテナント環境でプラガブルデータベース（PDB）から変更データをキャプチャする場合は、
次のパラメータ設定を含める必要があります。
• 2 番目の位置にあるパラメータ oracle_db では、PDB が含まれる Oracle データベースの名前を指定し

ます。
• 3 番目の位置にあるパラメータ source_connect_string では、PDB 内のテーブルを含む Oracle データ

ベースへの接続に使用される、TNS で定義された Oracle 接続文字列を指定します。PowerExchange 
Navigator では、キャプチャ登録を作成するとき、またはデータベース行のテストを実行するときにソ
ースデータベースにアクセスするためにこのパラメータ値が必要です。

• 4 番目の位置にあるパラメータ capture_connect_string では、tnsnames.ora ファイルの PDB サービ
スエントリの名前を指定します。

ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR
オプション。PowerExchange Express CDC ソースのキャプチャ登録処理で、精度が 28 を超える
NUMBER カラムまたは未定義の長さを可変長文字列として処理するか、精度が 15 を超える FLOAT カラ
ムを可変長文字列として処理するかを制御します。

ORAD CAPI_CONNECTION
必須。変更ストリームに接続して Oracle データソースの PowerExchange Express CDC for Oracle 処理
を制御するためにコンシューマ API（Consumer API: CAPI）が使用するパラメータの名前付きセット。こ
の文には、PowerExchange Express CDC for Oracle 専用の文とパラメータが含まれている別のコンフィ
ギュレーションファイルを指す PARMFILE パラメータを指定できます。pwxorad.cfg のデフォルトのファ
イル名をオーバーライドする場合は、PARMFILE パラメータを指定します。

ORACLE_CAPTURE_TYPE、ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR、および ORAD CAPI_CONNECTION 文の詳
細については、以下の詳細な説明を参照してください。DBMOVER の他のすべての文の詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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関連項目：
•「Oracle 変更キャプチャシステム用の dbmover 構成ファイルの例」  (ページ 184)
•「CAPI_CONNECTION - ORAD 文」  (ページ 180)
•「CAPI_CONNECTION - CAPX 文」  (ページ 61)
•「ORACLEID 文」  (ページ 178)
•「ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文」  (ページ 182)
•「ORACLE_CAPTURE_TYPE 文」  (ページ 180)
•「CAPT_PATH 文」  (ページ 32)
•「CAPT_XTRA 文」  (ページ 33)

ORACLEID 文
ORACLEID 文は、CDC の Oracle ソースインスタンス、データベース、および接続情報を指定します。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: Oracle CDC ソース
関連した文: CAPI_CONNECTION - ORAD
必須: PowerExchange Express CDC for Oracle の場合、必須はい
構文: 
ORACLEID=(collection_id         ,oracle_db                [,source_connect_string]        [,capture_connect_string]        [,fifth_positional_parameter]        [,USEDBNAME])
パラメータ: 
collection_id

必須。この ORACLEID 文に対するユーザー定義の識別子。この値は、ORAD CAPI_CONNECTION 文の
ORACOLL パラメータ値、ソーステーブル用に定義された登録グループのコレクション ID、および
PowerExchange ロッガーの pwxccl 設定ファイルの DBID 値と一致している必要があります。
最大長は 8 文字です。

oracle_db
必須。変更データキャプチャ対象として登録したソーステーブルを含む Oracle データベースの名前。
PowerExchange Express CDC for Oracle を使用して、Oracle マルチテナント環境にあるプラガブルデー
タベース（PDB）から変更データをキャプチャする場合、この値は、PDB を含むデータベースの名前にな
ります。

source_connect_string
オプション。ソーステーブルを含んだ Oracle データベースへの接続に使用される、TNS で定義された
Oracle 接続文字列。この接続文字列は、ソースデータベースを持つシステム上の Oracle Client 
tnsnames.ora ファイルで定義する必要があります。
PowerExchange Express CDC for Oracle の場合、ソース接続文字列は、Oracle ソースデータベースへの
PowerExchange Navigator アクセスにのみ使用されます。PowerExchange Navigator 要求に対して
PowerExchange リスナがデータを取得してくるマシン上の dbmover コンフィギュレーションファイル
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にこのパラメータを入力します。ソーステーブルの抽出マップに対してデータベース行テストを実行する
予定の場合は、capture_connect_string パラメータも指定します。
注: ソース接続文字列は、変更データの転送に使用されません。
この値が NULL であり、Oracle ソースがマルチテナント環境の PDB ではない場合、デフォルトで、
ORACLE_SID 環境変数の値が使用されます。PowerExchange Express CDC for Oracle を使用して PDB
から変更データをキャプチャする場合は、このパラメータの値を入力する必要があります。

capture_connect_string
オプション。PowerExchange Express CDC のソーステーブルを含んだ Oracle データソースへの接続に
PowerExchange ロッガーで使用される、TNS で定義された Oracle 接続文字列。この接続文字列は、
Oracle ソースデータベースへの接続に使用される Oracle Client tnsnames.ora ファイルで指定する必要
があります。PowerExchange Express CDC を使用して、Oracle マルチテナント環境内の PDB から変更
データをキャプチャする場合は、tnsnames.ora ファイル内の PDB サービスエントリの名前を指定しま
す。
この値が NULL であり、Oracle ソースがマルチテナント環境の PDB ではない場合、デフォルトで、
ORACLE_SID 環境変数の値が使用されます。
この値が NULL であり、Oracle ソースが PDB である場合、PowerExchange はソースの変更データをキ
ャプチャできません。PowerExchange Express CDC for Oracle を使用して PDB から変更データをキャプ
チャする場合は、このパラメータの値を入力する必要があります。
また、複数の Oracle データベースがあり、デフォルトのデータベース以外のデータベースから変更をキ
ャプチャする場合、source_connect_string パラメータと capture_connect_string パラメータの両方を
指定する必要があります。
ヒント: 可能な場合は、PowerExchange ロッガーが Oracle ソースデータベースと同じマシン上で稼働し
ている場合でも、PowerExchange ロッガーのパフォーマンスを高めるために SQL*Net の使用を避けま
す。可能な場合は必ず、以下の環境変数を設定して、capture_connect_string パラメータと SQL*Net を
使用せずに該当する Oracle データベースへの接続を有効にします。
• ORACLE_HOME
• ORACLE_SID
• PATH
• Linux または UNIX では、以下のいずれかを設定します。

- LD_LIBRARY_PATH
- LIBPATH
- SHLIB_PATH

fifth_positional_parameter
使用しません。例えば、USEDBNAME 位置パラメータを指定する場合は、カンマをプレースホルダとして
追加します。
ORACLEID=(collection_id,oracle_db,src_connect_string,capture_connect_string,,USEDBNAME)

USEDBNAME
オプション。このパラメータは、V$DATABASE ビューで以下の SQL クエリを実行し、クエリが NAME お
よび DB_UNIQUE_NAME フィールドに異なる値を返す場合（ORAABC1 と oraabc1 など大文字/小文字の
みが異なる場合も含む）にのみ指定します。
select name, db_unique_name from v$database;
このパラメータを指定すると、NAME 値と DB_UNIQUE_NAME 値の違いによって発生するリスタートエ
ラーを回避できます。
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ヒント: また、2 番目の位置パラメータ、oracle_db で DB_UNIQUE_NAME 値を指定することもできます。
使用上の注意: 
• PowerExchange は、変更データをキャプチャし抽出する Oracle データベースごとに ORACLEID 文を要求

します。1 つの dbmover コンフィギュレーションファイルに最大 20 個の ORACLEID 文を定義できます。
• PowerExchange ロッガーが稼働しているシステムで、または、PowerExchange ロッガーなしに Oracle 

CDC を実行する予定の場合は、PowerExchange 抽出を実行しているシステムで dbmover コンフィギュレ
ーションファイルに ORACLEID 文を定義します。

ORACLE_CAPTURE_TYPE 文
ORACLE_CAPTURE_TYPE 文により、PowerExchange のインストールに使用する CDC タイプを指定します。
使用可能なタイプは、PowerExchange Express CDC for Oracle のみです。
変更キャプチャのための Oracle システムへの接続を開始するシステムで定義された CAPI_CONNECTION 文の
ORAD タイプと一致するように、ORACLE_CAPTURE_TYPE 値は D に設定する必要があります。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: Oracle
必須: いいえ
構文: 
ORACLE_CAPTURE_TYPE=D
有効な値: 
• D。PowerExchange では、Express CDC for Oracle と ORAD CAPI_CONNECTION 文を使用します。
デフォルト値は指定されていません。D のみが有効な値です。 
使用上の注意: 
• PowerExchange Express CDC for Oracle は、すべての文字カラムを可変長カラムとして処理します。この

動作は、PowerExchange のカラムレベルの処理および PowerCenter にインポートされる CDC 抽出マップ
のビューに影響を与えます。Oracle 変更キャプチャ処理に関係するすべてのシステムで、使用中のい
OracleCDC タイプが認識されている必要があります。
ORAD CAPI_CONNECTION 文が定義された PowerExchange システムでは、CAPI_CONNECTION タイプで
CDC タイプがが暗黙的に定義されるため、ORACLE_CAPTURE_TYPE 文はオプションです。ただし、別の
PowerExchange リスナを実行している場合やオフロード処理を使用している場合など、CDC 処理に他のシ
ステムが関連している場合は、各システムの dbmover.cfg ファイルに ORACLE_CAPTURE_TYPE 文を定義
できます。

• ORAD CAPI_CONNECTION 文の場合、ORACLE_CAPTURE_TYPE 値は D である必要があります。D に設定
されていない場合、PowerExchange はエラーメッセージを発行し、異常終了します。

CAPI_CONNECTION - ORAD 文
ORAD CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、Oracle データソースの PowerExchange Express 
CDC for Oracle 処理を制御するために、コンシューマ API（Consumer API: CAPI）が使用する名前付きパラメ
ータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: Oracle
関連した文: ORACLEID、ORACLE_CAPTURE_TYPE
必須: PowerExchange Express CDC for Oracle の場合、はい
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構文: 
CAPI_CONNECTION=([DLLTRACE=trace_id]                 ,NAME=capi_connection_name                 ,TYPE=(ORAD                      [,EPWD=database_encrypted_password]                       ,ORACOLL=collection_id                      [,PARMFILE=express_cdc_configuration_file]                      [,PASSWORD=database_password]                      [,USERID=database_user_id]                  ))
パラメータ: 
DLLTRACE=trace_id

オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

NAME=capi_connection_name
必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前。
最大長は英数字 8 文字です。

TYPE=(ORAD, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。PowerExchange Express CDC for Oracle ソースの場合、この値
は ORAD である必要があります。
EPWD=database_encrypted_password

オプション。PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するた
めに PowerExchange が使用する暗号化されたパスワードです。USERID パラメータをこの文に指定
する場合、EPWD パラメータまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
この暗号化されたパスワードは、PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーション
ファイル内の DATABASE 文の EPWD パラメータ値と、CDC セッション接続属性の［パスワード］値
をオーバーライドします。これらの他の暗号化されたパスワードのいずれかを使用する場合は、
EPWD パラメータを ORAD CAPI_CONNECTION 文に含めないでください。

ORACOLL=collection_id
必須。Oracle インスタンスのコレクション識別子。この値は、同じ dbmover.cfg ファイル内にある
ORACLEID 文の最初の位置パラメータ内のコレクション ID に一致する必要があります。
この値は通常、Oracle インスタンスの登録グループに指定するコレクション ID にも一致します。別
のコレクション ID を登録グループに指定すると、その登録コレクション ID によってこの ORACOLL
値はオーバーライドされます。

PARMFILE=path_and_filename
オプション。PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーションファイルのパスとフ
ァイル名（現在の作業ディレクトリに相対的）。このパラメータを使用すると、デフォルトのパスと
ファイル名をオーバーライドすることや、PowerExchange ユーザーにデフォルトのパスとファイル
名を通知することができます。
このパラメータが指定されない場合、デフォルトでは pwx_home_directory\pwxorad.cfg が使用さ
れます。デフォルトのパスは、PWX_HOME 環境変数内のパスであり、この環境変数が定義されてい
ない場合は、PowerExchange の bin ディレクトリへのパスです。pwxorad.cfg ファイルがデフォル
トの場所に存在せず、PARMFILE のオーバーライドが定義されていない場合は、エラーメッセージ
PWX-09951 および PWX-00268 が発行され、変更キャプチャが失敗します。
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PASSWORD=database_password
オプション。PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するた
めに PowerExchange が使用するクリアテキストのパスワード。USERID パラメータをこの文に指定
する場合、EPWD パラメータまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
このクリアテキストのパスワードは、PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーシ
ョンファイル内の DATABASE 文の PASSWORD パラメータと、CDC セッション接続属性の［パスワ
ード］値をオーバーライドします。これらの他のパスワードのいずれかを使用する場合は、
PASSWORD パラメータを ORAD CAPI_CONNECTION 文に指定しないでください。

USERID=database_user_id
オプション。PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するた
めに PowerExchange が使用するユーザー ID。USERID パラメータをこの文に指定する場合、EPWD
パラメータまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
このユーザー ID は、PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーションファイル内の
DATABASE 文の USERID パラメータと、CDC セッション接続属性の［ユーザー名］値をオーバーラ
イドします。これらの他のユーザー ID のいずれかを使用する場合は、USERID パラメータを ORAD 
CAPI_CONNECTION 文に含めないようにします。

使用上の注意: 
• dbmover.cfg ファイルに複数の ORAD CAPI_CONNECTION 文を指定して、複数の Oracle インスタンスか

ら変更データをキャプチャしたり、同じ Oracle インスタンスに異なるパラメータ設定を使用したりするこ
とができます。

• 変更データのキャプチャのために Oracle ソースデータベースに接続する必要がある PowerExchange シス
テムで ORAD CAPI_CONNECTION および ORACLEID 文を定義します。通常は、PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）をこのシステムで実行します。
• データベースユーザー ID とパスワードまたは暗号化されたパスワードは、複数の場所に指定できます。こ

の場合の優先順位は次のとおりです。
1. dbmover コンフィギュレーションファイルの ORAD CAPI_CONNECTION 文に指定されている USERID

値および EPWD または PASSWORD 値
2. PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーションファイル（pwxorad.cfg）の

DATABASE 文に指定されている USERID 値および EPWD または PASSWORD 値
3. PowerCener CDC セッションの Oracle アプリケーション接続属性に指定されている［ユーザー名］お

よび［パスワード］値

ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文
ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文は、PowerExchange による一部の数値の Oracle ソースカラムの処
理方法を制御します。

「Y」を入力すると、以下の Oracle 数値データタイプが変換されます。
• 精度が 28 より高い、または長さが未定義の NUMBER カラムは、倍精度浮動小数点数値ではなく、可変長

文字列として処理されます。
• 精度の有効桁数が 15 より多い FLOAT カラムは、可変長文字列として処理されます。
PowerExchange では、キャプチャ登録の作成時に、ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 設定を使用しま
す。
この文は、PowerExchange Express CDC for Oracle ソースに適用されます。この文を使用すると、
PowerExchange による数値データのデフォルトの処理をオーバーライドして、特定の状況におけるデータの
損失を防ぐことができます。デフォルトの処理をオーバーライドするには、キャプチャ登録を作成する前に、
この文を指定する必要があります。
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オペレーティングシステム: Linux、UNIX、および Windows
データソース: Oracle
必須: いいえ
構文: 
ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR={Y|N}
有効な値: 
• N。PowerExchange では、Oracle NUMBER データのデフォルトの処理を使用します。精度が 28 より高

い、または長さが未定義の NUMBER カラム、あるいは精度が 15 より高い FLOAT カラムがある場合は、変
更データが失われることがあります。

• Y。PowerExchange では、NUMBER および FLOAT データを、データが失われないように処理します。
デフォルトは N です。 
使用上の注意: 
• NUMBER または FLOAT カラムが含まれている Oracle ソーステーブルのキャプチャ登録を作成する前に、

このパラメータに「Y」の値を入力します。登録の作成後にこのパラメータを入力すると、登録のステータ
スを［履歴］に設定した後で、登録の再作成が必要になります。そうしないと、変更データが失われる場合
があります。

• Oracle では、データタイプが NUMBER のカラムの精度とスケールを、そのカラムに書き込まれる数値デー
タで決めることができます。Oracle では、38 までの精度と+/-127 の指数をサポートしています。
変更データのキャプチャ元である NUMBER カラムの精度とスケールを明示的に定義しないと、
PowerExchange および PowerCenter による変更データの以下のデフォルト処理により、精度および変更
データが失われる場合があります。
- PowerExchange では、長さが未定義の、または 100 バイトより長い NUMBER カラム内のデータを、倍

精度浮動小数点数値として処理します。
- PowerCenter では、小数の場合 28 までの精度をサポートしています。
このタイプのデータで変更データが損失するのを防ぐには、この文に「Y」を入力してから、キャプチャ登
録を作成します。これにより、PowerExchange 登録処理で、精度が 28 より高い数値を可変長文字列とし
て処理できるようになります。
Oracle ターゲットにデータを書き込み中で、精度を可変長文字列として維持するには、ターゲット定義を
編集してカラムのデータタイプを変更します。PowerCenter のマッピング内で、可変長文字列を数値に変
換することができます。これを暗黙的に行うには数値ポートに接続し、明示的に行うには式を使用します。
暗黙的な変換で精度が失われないようにするには、マッピングを編集して、データを文字列としてソースか
らターゲットに渡すことが必要な場合があります。

• PowerExchange では、BINARY_DOUBLE および BINARY_FLOAT 数値データタイプを、内部 DOUBLE ま
たは FLOAT データタイプとして処理することでサポートしています。しかし、PowerCenter では、
BINARY_DOUBLE および BINARY_FLOAT データタイプを Oracle NUMBER(15)データタイプに変換するた
め、算術演算のオーバーフローとデータの損失が発生する場合があります。

• データタイプが Oracle 数値のカラムでは、PowerExchange は無限の値を 0 として処理します。
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Oracle 変更キャプチャシステム用の dbmover 構成ファイルの例
この例の dbmover 構成ファイルには、PowerExchange Express CDC for Oracle が変更キャプチャのために
Oracle への CAPI 接続を開始する Oracle システム上で必要な基本的な文が含まれています。
以下の dbmover 構成ファイルは、Express CDC のキャプチャプロセスと PowerExchange ロッガーが Oracle
データベースと同じシステム上で実行される、例での設定に対応しています。
LISTENER=(pwxlst1,TCPIP,2480)NODE=(local,TCPIP,192.168.6.220,2480)NODE=(pwxnode1,TCPIP,192.168.6.220,2480)NODE=(oranode1,TCPIP,192.168.6.220,2480)APPBUFSIZE=256000COLON=:COMPRESS=N CONSOLE_TRACE=NDECPOINT=.DEFAULTCHAR=*DEFAULTDATE=19800101MAXTASKS=60MSGPREFIX=PWXNEGSIGN=-PIPE=|POLLTIME=1000TIMEOUTS=(300,600,600)CAPT_PATH=/Informatica/PowerExchangeVR/captureCAPT_XTRA=/Informatica/PowerExchangeVR/capture/extmapsLOGPATH=/Informatica/PowerExchangeVR/capture/logs CODEPAGE=(utf-8,utf-8,utf-8)/*/* Define the ORACLE_CAPTURE_TYPE statement to explicitly define /* the CDC type.ORACLE_CAPTURE_TYPE=D/*/* Define an ORACLEID statement for each Oracle instance involved /* in CDC.ORACLEID=(ORAD1DB,ORAD1,ORAD1DB,ORAD1DB)/* /* An ORAD CAPI_CONNECTION statement is required for Oracle /* Express CDC.    CAPI_CONNECTION=(NAME=CAPORA3,TYPE=(ORAD,ORACOLL=ORAD1DB,PARMFILE=/Informatica/PowerExchangeVR/capture/pwxorad.cfg))/*    /* A CAPX CAPI_CONNECTION statement is required if you use /* the PowerExchange Logger and continuous extraction mode. CAPI_CONNECTION=(NAME=ora1cpx,TYPE=(CAPX,DFLTINST=ORAD1DB))
ORAD CAPI_CONNECTION は、Oracle への CAPI 接続を開始する PowerExchange システムで必須です。デフ
ォルトのファイル名または場所を使用しない場合は、PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュ
レーションファイルを指す PARMFILE パラメータを含めます。
このシステムには、ORAD CAPI_CONNECTION 文が存在するため、ORACLE_CAPTURE_TYPE 文は必須ではあ
りません。しかし、一貫性のために、ORACLE_CAPTURE_TYPE を含めることをお勧めします。ORAD の
CAPI_CONNECTION タイプと一致させるには、ORACLE_CAPTURE_TYPE 設定を D に設定する必要がありま
す。
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関連項目：
•「Oracle アーキテクチャ用の PowerExchange Express CDC」  (ページ 136)

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルのカスタマイズ
PowerExchange Express CDC for Oracle のパラメータは、dbmover.cfg ファイルとは別の構成ファイルに指
定します。
PowerExchange では、PWX_HOME 環境変数で指定されているディレクトリにサンプルの pwxorad.cfg ファ
イルが用意されています。この変数が定義されていない場合は、PowerExchange の bin ディレクトリに用意
されています。このサンプルファイルには、必須の文とオプションの文とキーワードを説明するコメントが含
まれています。
サンプルファイルをコピーして、コピーをカスタマイズします。ファイルを別の名前で、または別のディレク
トリにコピーする場合は、PARMFILE パラメータを dbmover.cfg ファイルの ORAD CAPI_CONNECTION 文に
含めて、カスタマイズされたコピーを指すようにする必要があります。
以下の表に、PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルに定義できる文の概要を示します。

文 必須またはオプション 説明
ASMSTAGING オプション PowerExchange Express CDC for Oracle が Oracle 

ASM に対する 1 回の呼び出しで REDO ファイルの
チャンクをステージングファイルにダンプできる
ようにします。そうすると、PowerExchange は標
準のファイル I/O を使用して、ステージングファ
イルから変更データを抽出できます。このプロセ
スにより、ASM 環境での CDC のパフォーマンス
が改善され、データスループットが向上し、CPU
使用率が下がります。

CHECKPOINT オプション 実行中のトランザクションの Oracle チェックポイ
ント処理用に PowerExchange Express CDC を有効
にします。

DATABASE オプション キャプチャ接続文字列やデータベースユーザー
ID、パスワードなどのデータベース接続情報への
オーバーライドを提供します。TDE 暗号化テーブ
ルスペースからの変更をキャプチャするために必
要な TDE キーストアのタイプ、場所、およびパス
ワードを提供します。ソースデータベースが
Amazon RDS for Oracle 環境に含まれているかど
うかを示します。

DICTIONARY 必須 PowerExchange が、動的ディクショナリまたは静
的ディクショナリから REDO ログを解釈するため
に使用する Oracle データディクショナリ情報を取
得するかどうかを示し、各モードのオプションを
含みます。
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文 必須またはオプション 説明
DIRSUB オプション PowerExchange Express CDC for Oracle が、アク

ティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログへのア
クセスに Oracle サーバーが使用する元のパスプレ
フィックスの代わりに使用するパスプレフィック
スを指定します。この代替パスは、
PowerExchange Express CDC のログリーダーが
Oracle サーバーとは別のシステムで実行されてい
て、別のパスを使用して REDO ログファイルにア
クセスする場合に必要になります。

OPTIONS オプション CDC 処理に、次のオプションが提供されていま
す。
- メモリにステージングされるログレコード数。
- 最大スピルファイルサイズ。
- スピルファイルの一時ファイルパスのプレフィ

ックス。
- オンライン REDO ログが上書きされた後、次の

アーカイブログが利用可能になるまで Express 
CDC が待機する時間。

- PowerExchange が接続の復元性を使用して、停
止した Oracle セッションを再試行するかどう
か。

- Express CDC が、Oracle ソーステーブルの文字
フィールドの末尾に出現する無効なマルチバイ
ト文字を検出し、削除するかどうか。

- PowerExchange が Oracle 行 ID 値およびダイレ
クトパス操作をキャプチャするかどうか。

- DROP PARTITION 操作が検出されたときに、
Express CDC が終了するか、キャプチャ処理を
続行するか。

- Express CDC が、登録済みのソーステーブルで
検出されたすべての DDL 操作をレポートするか
どうか。

- Express CDC がカラムレベルの暗号化をサポー
トするかどうか。

- 監視メッセージにパフォーマンス統計メッセー
ジを含めるかどうか。

RAC オプション 変更をキャプチャする Oracle RAC のメンバーイン
スタンスについて、PowerExchange Express CDC
で追跡可能な REDO ログスレッドの最大数を指定
します。

READER 必須 REDO ログの読み取りオプションを提供します。
STANDBY オプション 読み取り専用アクセスに対して Oracle 物理スタン

バイデータベースが開かれていない場合に、その
データベースへの接続を定義します。この文は、
CDC ソースが Oracle 物理スタンバイデータベー
スである場合にのみ適用されます。

STATESTORAGE オプション 状態情報のファイルベースまたはテーブルベース
のストレージを定義します。動的ディクショナリ
の場合、ストレージは、CDC の対象となるソース
テーブルのインメモリディクショナリからの DDL
変更を保持します。チェックポインティングの場
合、ストレージはチェックポイント処理用に、実
行中のトランザクションの状態を記録します。
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含める文ごとに、少なくとも 1 つの有効なキーワードを指定する必要があります。1 文の末尾はセミコロン
（;）で示されます。
関連項目：
•「PowerExchange Express CDC for Oraclee 構成ファイルの例」  (ページ 209)
•「DATABASE 文」  (ページ 189)
•「CHECKPOINT 文」  (ページ 188)
•「DICTIONARY 文」  (ページ 192)
•「DIRSUB 文」  (ページ 194)
•「OPTIONS 文」  (ページ 195)
•「RAC 文」  (ページ 202)
•「READER 文」  (ページ 203)
•「STANDBY 文」  (ページ 207)
•「STATESTORAGE 文」  (ページ 208)

ASMSTAGING 文
ASMSTAGING 文は、Oracle ASM 環境でステージングファイルを使用して CDC 処理用に REDO ファイルのチ
ャンクを保持できるようにします。ステージングファイルを使用することで、CDC のパフォーマンスとデータ
スループットが向上し、ASM の CPU 使用率が下がります。ASM 外部で Oracle の二重ロギングを実行する必
要はありません。
ステージングを有効にしなっている場合、使用可能な REDO ログデータが 32KB を超えると、
PowerExchange Express CDC は ASM に対して 1 回呼び出しを行い、ステージングファイルに REDO ログの
チャンクを書き込むよう要求します。ステージングファイルは、ユーザーがあらかじめ作成したステージング
ディレクトリに ASM が生成します。ASM はアクティブな REDO ログスレッドごとにステージングファイルを
1 つ生成します。その後、PowerExchange Express CDC は、標準の I/O 通信を使用して、ステージングファ
イルからデータを読み取ることができるようになります。このプロセスは、ASM から同じ量のデータを抽出す
るためにログに対して多数の SQL*NET 読み取り操作を実行しなくてはならない場合に比べてはるかに効率的
です。
構文: 
ASMSTAGING     STAGINGDIR="/path/directory"     [LOCALDIR="/localmountpoint/directory"]     [TARGETSIZE={50|number}]     [ASYNC={0|number}];
パラメータ: 
ASYNC=n

オプション。複数の非ブロックステージング要求をキューに入れて順番に ASM に送信します。ASYNC を
0 より大きい値に設定すると、ロッガーへのネットワーク書き込みが遅いためにログリーダースレッドが
リソースを奪われて長時間を費やす場合、または大規模な UOW の処理によって遅延が発生する場合に、
パフォーマンスを最適化できます。結果は、ログサイズとステージングストレージによって異なる場合が
あります。有効な値は 0〜20 です。作成されるステージングファイルの数は n+1 です。
例:
ASMSTAGING  STAGINGDIR="D:\\STAGING"  TARGETSIZE=50  ASYNC=2;
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この例では、ASYNC=2 であるため、3 つのステージングファイルが作成されます。
デフォルトは 0 です。

STAGINGDIR
必須。PowerExchange の接続先となる ASM インスタンスが存在するマシンにステージングファイル用に
作成したディレクトリのパス。値は次のように二重引用符（"）で囲みます。
"/oracle/staging"
ASM のデータスループットを最適化するためには、ASM インスタンスと同じ高速なストレージデバイス
にステージングディレクトリがある必要があります。
PowerExchange Express CDC for Oracle がリモートでステージングディレクトリにアクセスしている場
合は、NFS ストレージなどの共有ストレージ内のディレクトリを指定してください。

LOCALDIR
オプション。ステージングディレクトリ用のローカルの NFS マウントポイント。STAGINGDIR パスと異な
る場合にのみ指定してください。値は次のように二重引用符（"）で囲みます。
"/localmountpoint/staging"

TARGETSIZE
オプション。ステージングファイルにコピーする REDO ログの最大チャンクサイズ（MB）。この値によっ
て最大ファイルサイズも決まります。

CHECKPOINT 文
CHECKPOINT 文を使用することで、PowerExchange Express CDC for Oracle は、CDC 処理時に実行中のト
ランザクションのチェックポイントを書き込むことができます。次に、CDC プロセスが終了し、ユーザーがウ
ォームスタートを実行すると、PowerExchange は大量の REDO ログを再処理しなくても、長時間実行されて
いるトランザクションを再構築して最後のチェックポイントから処理を再開できます。
注: CHECKPOINT 文は、OPTIONS 文の AGEOUTPERIOD パラメータと互換性がありません。これらは同時に
指定しないでください。
構文: 
CHECKPOINT   [CHKPTINTERVAL=minutes]  [COMPLETEDEVENTSAGE=minutes]  [COMPLETEDEVENTSDIR=directory]  [MAXCHKPTSIZE=kilobytes]  [RETENTIONPERIOD=minutes]  [MINCHKPTSTOKEEP=number_of_checkpoints]  [EXCEPTIONS=(REJECT|TOLERATE}]  ;
パラメータ: 
CHKPTINTERVAL

チェックポイントを取得するまでに経過する必要のある間隔（分単位）。有効な値は 1〜1440 です。デフ
ォルト値は 5 分です。

COMPLETEDEVENTSAGE
アクティブな操作を含むトランザクションをディスクに強制的にスピルさせるまでに経過する必要のある
間隔（分単位）。チェックポイントを指定できるのは、ディスクにスピルされたトランザクションのみで
す。
有効な値は 0〜1440 です。値 0 の場合、アクティブな操作を含むトランザクションは、ディスクにスピル
してチェックポイントを指定する処理が強制されません。デフォルト値は 30 です。

188       第 7 章: Express CDC for Oracle



COMPLETEDEVENTSDIR
スピル済みのアクティブなトランザクションデータがチェックポイントの処理中にコピーされるファイル
システムディレクトリ。パスでは、ダブルスラッシュ（\\）またはシングルスラッシュ（\）を使用できま
す。シングルスラッシュを使用するには、パス全体を二重引用符（"）で囲む必要があります。以下に例を
示します。
=="C:\\Users\jdoe\resources\capt\CKPTOPS”
COMPLETEDEVENTSAGE パラメータ値が 0 より大きい場合は、この COMPLETEDEVENTSDIR パラメー
タまたは BASEDIRECTORY パラメータのいずれかを STATESTORAGE 文で指定する必要があります。デフ
ォルト値は BASEDIRECTORY 値です。

EXCEPTIONS
欠落したスピルファイルデータを許容するか、このタイプの例外を拒否するかを制御します。リスタート
ポイントへの回帰ではなくデータの損失を許容する場合にのみ、この例外を使用します。
次のオプションがあります。
• REJECT
• TOLERATE
デフォルトは REJECT です。

MAXCHKPTSIZE
単一のチェックポイント中に強制的にディスクにスピルできるデータの最大量（キロバイト単位）。このパ
ラメータを使用して、非常に大規模なトランザクションがディスクに強制的にスピルするのをブロックで
きます。これにより、大規模なバッチ処理中のパフォーマンスが向上する可能性があります。有効な値は、
1〜1024×1024（1 GB）です。デフォルト値は 50×1024（50 MB）です。

MINCHKPTSTOKEEP
保持するチェックポイントの最小数。有効な値は 2〜480 です。デフォルト値は 3 です。

RETENTIONPERIOD
チェックポイントデータが保持される期間（分単位）。有効な値は 0〜44640 です。デフォルト値は 10080

（1 週間）です。

DATABASE 文
DATABASE 文は、キャプチャ接続文字列やデータベースユーザー ID、パスワードのオーバーライドを指定しま
す。この文は、TDE で暗号化された表領域、および Amazon Relational Database Service（RDS）for Oracle
環境のデータベースインスタンスから、変更データをキャプチャするためのオプションも提供します。
DATABASE 文はオプションです。指定する場合、少なくとも 1 つのオプションのパラメータを含めます。
読み取りのみのアクセスに開かれている Oracle Data Guard 物理スタンバイデータベースから変更データをキ
ャプチャする場合は、スタンバイデータベースインスタンスに接続するように DATABASE 文を設定します。ス
タンバイデータベースが読み取りのみのアクセスに対して開かれていない場合は、プライマリデータベースイ
ンスタンスに接続するように DATABASE 文を設定し、STANDBY 文も定義します。
構文: 
DATABASE   [CONNECT_STRING=capture_connect_string]  [EPWD=database_encrypted_password|PASSWORD=database_password]  [RDS={N|Y}]   [TDEKEYSTORE=(TYPE=({ASM|FILE|HSM},parameters…))]  [USERID=database_user_id]  ;
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パラメータ: 
CONNECT_STRING

Oracle データベースへの接続に PowerExchange Express CDC for Oracle で使用される、TNS で定義さ
れた Oracle 接続文字列です。
この接続文字列は、CDC セッション接続属性の［接続文字列］値が指定されている場合、この値によりオ
ーバーライドされます。

EPWD
PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するために
PowerExchange が使用する暗号化されたパスワードです。USERID パラメータをこの文に指定する場合、
EPWD パラメータまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
この暗号化されたパスワードは、CDC セッション接続属性の［パスワード］値が指定されている場合、こ
の値をオーバーライドします。
この暗号化されたパスワードは、ORAD CAPI_CONNECTION 文の EPWD パラメータ値が指定されている
場合、この値によりオーバーライドされます。

PASSWORD
PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するために
PowerExchange が使用するクリアテキストのパスワード。USERID パラメータをこの文に指定する場合、
EPWD パラメータまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
このパスワードは、CDC セッション接続属性の［パスワード］値が指定されている場合、この値をオーバ
ーライドします。
このパスワードは、ORAD CAPI_CONNECTION 文の PASSWORD パラメータ値が指定されている場合、こ
の値によりオーバーライドされます。

RDS
Oracle ソースデータベースが Amazon Service （RDS） for Oracle 環境に含まれているかどうかを示しま
す。次のオプションがあります。
• Y。ソースデータベースインスタンスは、Amazon RDS for Oracle にデプロイされています。

PowerExchange Express CDC は、ONLINELOG_DIR および ARCHIVELOG_DIR ディレクトリにあるデ
ータベース REDO ログからデータを読み取ります。これらのディレクトリは、RDS ファイルシステム
上に作成します。

• N。ソースデータベースインスタンスは、Amazon RDS for Oracle にデプロイされていません。
デフォルトは N です。

TDEKEYSTORE
Oracle ソースが透過的データ暗号化（TDE）を使用してソースのテーブルスペースまたは変更キャプチャ
用に選択されたソーステーブルのカラムを暗号化する場合に、データの暗号化と復号化に必要な暗号化キ
ーを含むキーストアの場所を指定します。
暗号化されたテーブルスペースと、変更キャプチャ用に選択されている暗号化されたカラムのあるテーブ
ルを含む、分離モードで設定された PDB からデータをキャプチャする場合は、CDB と PDB の両方のウォ
レット情報を指定する必要があります。
キーストアは、Automatic Storage Management（ASM）、ファイル、またはハードウェアセキュリティ
モジュール（HSM）に配置できます。
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キーストアのタイプに応じて、次のいずれかの方法でこのパラメータを入力します。
• ASM ストアの場合、構文は次のとおりです。

TDEKEYSTORE=(TYPE=(ASM, WALLETDIR=path/directory,{PWD|EPWD}=wallet_password, [ASM_CONNECT_STRING=string,ASM_PASSWORD=asm_password,ASM_USERID=asm_userid,ASM_ASSYSASM=Y]))
説明：
- TYPE は、ASM のストアタイプである必要があります。
- WALLETDIR は、ASM ウォレットへの完全修飾パスです。
- {PWD|EPWD}は、ASM ウォレットにアクセスするために必要なパスワードまたは暗号化されたパスワ

ードです。
- ASM_CONNECT_STRING は、PowerExchange Express CDC ログリーダーが ASM インスタンスへの

接続に使用する、TNS で定義された Oracle 接続文字列です。
- ASM_PASSWORD は、ASM インスタンスへの接続に使用される、ASM_USERID パラメータで指定さ

れたユーザーのパスワードです。
- ASM_USERID は、PowerExchange Express CDC ログリーダーが SYSDBA または SYSASM 権限を持

つ ASM インスタンスに接続するために使用する Oracle ユーザー ID です。
- PowerExchange Express CDC ログリーダーが SYSASM 権限を持つユーザー ID を使用して ASM イン

スタンスに接続するには、ASM_ASSYSASM を Y に設定する必要があります。
注: TDEKEYSTORE パラメータで ASM_CONNECT_STRING を定義しない場合は、READER 文で ASM
接続パラメータを定義する必要があります。
例:
TDEKEYSTORE=(TYPE=(ASM,WALLETDIR="+DATA2/ORCL18/wallet/tde/",PWD=mypwd,ASM_CONNECT_STRING=ORCLASM,ASM_PASSWORD=asmpwd,ASM_USERID=sys,ASM_ASSYSASM=Y))

• ファイルストアの場合、構文は次のとおりです。
TDEKEYSTORE=(TYPE=(FILE,WALLETDIR=path/directory,[PWD|EPWD]=password))
説明：
- TYPE は、FILE のストアタイプである必要があります。
- WALLETDIR は、ファイルシステムウォレットへの完全修飾パスです。PowerExchange Express CDC

は、データベースからのパスの抽出を試行しません。
- {PWD|EPWD}は、ウォレットにアクセスするために必要なパスワードまたは暗号化されたパスワード

です。
例:
TDEKEYSTORE=(TYPE=(FILE,WALLETDIR="E:\orcl19\wallet\tde",PWD=mypwd));

• HSM ストアの場合、構文は次のとおりです。
TDEKEYSTORE=(TYPE=(HSM,HSMCLIENTLIB=path\module,[PWD|EPWD]=password))
説明：
- HSMCLIENTLIB は、HSM クライアントライブラリの完全修飾パスおよびモジュール名です。HSM デ

バイスまたはサーバーへのアクセスの設定については、HSM ベンダのドキュメントを参照してくだ
さい。PowerExchange Express CDC は、標準の PKCS #11 インタフェースを使用して HSM キーに
アクセスします。

- {PWD|EPWD}は、HSM デバイスにアクセスするために必要なパスワードまたは暗号化されたパスワ
ードです。

例:
TDEKEYSTORE=(TYPE=(HSM,HSMCLIENTLIB="E:\orcl19\okvutil\lib\liborapkcs19.dll",PWD=null))

複数の TDEKEYSTORE パラメータを定義した場合、PowerExchange Express CDC は、定義された順序で
マスタキーを検索します。
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USERID
PowerExchange Express CDC for Oracle の Oracle ソースデータベースに接続するために
PowerExchange が使用するユーザー ID。USERID パラメータをこの文に指定する場合、EPWD パラメー
タまたは PASSWORD パラメータのどちらかを指定する必要があります。
このユーザー ID は、CDC セッション接続属性の［ユーザー名］値が指定されている場合、この値をオー
バーライドします。
このユーザー ID は、ORAD CAPI_CONNECTION 文の USERID パラメータ値が指定されている場合、この
値によりオーバーライドされます。

使用上の注意: 接続文字列を複数の場所に指定することができます。この場合、PowerExchange は次の優先順
位を使用します。
1. CDC セッション接続属性の［接続文字列］値（指定されている場合）
2. dbmover.cfg ファイル内にある ORACLEID 文の 4 番目の位置パラメータ
3. PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル内の DATABASE 文の CONNECT_STRING パラメ

ータ値
4. ORACLE_SID 環境変数
上記のどの値も指定しないと、PowerExchange は NULL 値を OCI 呼び出しで渡します。 

DICTIONARY 文
DICTIONARY 文は、PowerExchange Express CDC for Oracle が REDO ログの解釈に使用するデータディクシ
ョナリ情報を取得する場所を示します。この文は、PowerExchange Express CDC for Oracle が REDO ログレ
コード内の DDL の変更を検出した場合の対応方法も制御します。
DICTIONARY 文は必須です。
構文: 
DICTIONARY   MODE={STATIC|DYNAMIC}  [SOURCE=ONLINE]  [EXCEPTIONS={FAIL|WARN}]  [RETENTIONPERIOD=hours]  [SNAPSHOTONCOLDSTART={Y|N}]  [UPDATEINTERVAL=minutes]  ;
パラメータ: 
MODE

必須。PowerExchange Express CDC for Oracle が、データディクショナリをメモリに読み込んだ後に、
ディクショナリが同じままであると想定するか、変更されると想定するかを示します。
STATIC モードでは、PowerExchange Express CDC はデータディクショナリが同じままであると想定し
ます。ソーステーブルの構造が変更されると、EXCEPTIONS パラメータにより、PowerExchange の処理
が失敗するか、警告が発行されるかが決まります。ただし、PowerExchange Express CDC は、
EXCEPTIONS 設定に関係なく、常に次のタイプの DDL 変更を許容し、CDC 処理を継続します。
• 1 つ以上のカラムをテーブルに追加する ALTER TABLE ADD 文
• ALTER TABLE ADD PARTITION 文
• ALTER TABLE ADD CONSTRAINT 文
• CREATE USER 文
• ALTER USER 文
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• DROP USER 文
DYNAMIC モードでは、PowerExchange Express CDC は、CDC の対象となるテーブルへの DDL 変更がコ
ミットされたときに、メモリ内の動的ディクショナリを更新します。Express CDC は、ソースデータベー
スの状態テーブルまたはファイルシステムの CCATALOG ファイルのいずれかにディクショナリ情報を長
期間保持します。保存される DDL 変更のタイプは次のとおりです。
• CDC の対象となるテーブルの再編成、再定義、または名前変更
• CDC の対象となるテーブルまたはパーティションの追加または削除
• テーブルカラムの追加、削除、または変更
ソーステーブルに対する DDL 変更が発生する可能性が高い環境では、動的ディクショナリは、CDC のウ
ォームスタートまたは PowerExchange ロガーのコールドスタート後に静的ディクショナリで発生する可
能性のあるデータの損失または破損を回避するのに役立ちます。例えば、Oracle オンラインの再編成およ
び再定義機能を使用する Oracle 環境で動的ディクショナリを使用します。
デフォルト値は STATIC です。

SOURCE
MODE=STATIC の場合に必要です。PowerExchange Express CDC for Oracle がそのデータディクショナ
リ情報を取得する場所を示します。有効な値は ONLINE のみです。この値により、変更キャプチャプロセ
スの初期化時に、Express CDC がデータディクショナリ情報を Oracle オンラインシステムから取得しま
す。

EXCEPTIONS
オプション。MODE が STATIC の場合に、変更データのキャプチャ元である Oracle テーブルの構造が変
更されたことを PowerExchange Express CDC for Oracle が検出すると、処理が失敗するか、警告メッセ
ージを発行して処理を続行するかを制御します。
このパラメータは、ADD PARTITION の変更には適用されません。PowerExchange Express CDC for 
Oracle は、ADD PARTITION の変更を許容します。
有効な値は次のとおりです。
• FAIL。CDC の処理は異常終了します。
• WARN。PowerExchange は警告メッセージを出力し、CDC 処理を続行します。このオプションでは、

変更データが失われることがあります。このオプションは、Informatica グローバルカスタマサポート
の指示の下でのみ使用します。

デフォルトは FAIL です。
RETENTIONPERIOD

オプション。MODE=DYNAMIC の場合、動的データディクショナリにデータを保持する期間（時間単位）。
操作は、Express CDC の初期化時にデータディクショナリベーススナップショットにロールアップされ、
その後、この保持期間が経過するまで 24 時間に 1 回ロールアップされます。有効な値は 1〜744 です。デ
フォルト値は 168 時間（1 週間）です。

SNAPSHOTONCOLDSTART
オプション。MODE=DYNAMIC の場合、PowerExchange ロガーのコールドスタートが要求されたときに
データベースのスナップショットを現在の Oracle カタログから強制的に取得する場合は、このパラメー
タを Y に設定します。デフォルト値は N で、スナップショットは取得されません。
デフォルト値の N を使用し、データが動的ディクショナリに存在しており、コールドスタートの再起動ポ
イント SCN が動的ディクショナリ SCN より大きい場合に、PowerExchange ロガーをコールドスタート
すると、コールドスタートはディクショナリ SCN を再起動ポイントとして使用します。この動作により、
再起動ポイント間のギャップで発生する変更がディクショナリに含まれるようになります。
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UPDATEINTERVAL
オプション。MODE=DYNAMIC の場合、データソースに対して対象の DDL 変更が発生していない期間に、
PowerExchange Express CDC がデータディクショナリの SCN 値を進めるまでに経過する必要がある間隔

（分単位）。再起動が発生すると、PowerExchange Express CDC は、データディクショナリリスタート
SCN を使用して、REDO ログのどこまでさかのぼって変更レコードの処理を開始するかを計算し、対象の
DDL 変更が失われないようにします。
有効な値は 1〜1440 です。デフォルト値は 0 です。これにより、OPTIONS 文の RSTRADV パラメータ値
が使用されます。実際のリスタート SCN は、PowerExchange ロガーのリスタート SCN と動的ディクシ
ョナリのリスタート SCN のいずれか小さい方です。

DIRSUB 文
DIRSUB ステートメントは、PowerExchange Express CDC が Oracle サーバー上の REDO ログの元のパスプレ
フィックスに代わるパスプレフィックスを指定します。この代替パスは、PowerExchange Express CDC のロ
グリーダーが Oracle サーバーとは別のシステムで実行されていて、別のマッピングを使用して REDO ログフ
ァイルにアクセスする場合に必要になります。
次の場合は、DIRSUB 文を追加する必要があります。
• REDO ログは共有ディスクに存在します。
• REDO ログは、Express CDC が実行されているシステムにコピーされています。
• アーカイブ REDO ログには、別の NFS マウントを使用してアクセスします。
注意事項: 
• PowerExchange Express CDC でアクセスする必要がある REDO ログの管理に Oracle Automatic Storage 

Management（ASM）を使用する場合、この文は使用しないでください。
• アーカイブログがコピーされる理由がデータベースの積極的なアーカイブ削除ポリシーのためである場合、

DIRSUB 文は適切ではありません。
• ARCHIVECOPY を有効にするときに効率を上げるには、DIRSUB を指定します。詳細については、「READER

文」  (ページ 203)を参照してください。
• ARCHIVECOPY を有効にするときに ASM ディレクトリを置き換えるには、DIRSUB を指定します。
複数の DIRSUB 文を指定できますが、それぞれの文には、Oracle サーバーが使用する元のパスプレフィックス
に対する一意の値が必要です。PowerExchange では、元のパスプレフィックスと、REDO ログのディレクト
リおよびファイル名を比較します。この比較は、ファイルの最も長い文字列から開始されます。一致するログ
ファイルがあると、PowerExchange Express CDC のログリーダーは、それに対応する代替パスプレフィック
スを使用して、REDO ログにアクセスします。
構文: 
DIRSUB SERVER="original_path_prefix",LOCAL="substitute_path_prefix";
Windows のパスの末尾にバックスラッシュを含めるには、バックスラッシュを 2 つ（\\）入力する必要があり
ます。
パラメータ: 
SERVER

必須。Oracle サーバーでの REDO ログの元のパスプレフィックス。この値は、DIRSUB 文ごとに一意であ
る必要があります。

LOCAL
必須。PowerExchange Express CDC のログリーダーが REDO ログへのアクセスに使用する代替パスプレ
フィックスです。この値は、DIRSUB 文ごとに一意である必要はありません。
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例: Oracle サーバーと PowerExchange Express CDC は別々の Linux システムで実行されています。REDO ロ
グは、共有ディスクの NFS マウントディレクトリにあります。次の DIRSUB 文では、Oracle サーバー上の
REDO ログへのパスは"/ora01/oraarchlogs/ORAB11"であり、Express CDC が共有ディスク上の REDO ログに
アクセスするために使用するパスは"oracle/oralogs/orab"です。 
DIRSUB SERVER="/ora01/oraarchlogs/ORAB11",LOCAL="/oracle/oralogs/orab";

OPTIONS 文
OPTIONS 文は、CDC 処理を制御するためのパラメータを指定します。これらのパラメータは、メモリ使用量、
スピルファイルサイズ、行 ID 値のキャプチャ、長期未処理 UOW、および変更キャプチャアクティビティが発
生しない場合にリスタートトークンを送信するまでの待機期間を制御します。
OPTIONS 文はオプションで、この文のパラメータはすべてオプションです。OPTIONS 文を指定する場合は、
少なくとも 1 つのパラメータを含めます。
構文: 
OPTIONS   [AGEOUTPERIOD=minutes]  [BCE_SUBSTITUTE_YEAR=year_value]                  [BCE_YEAR_HANDLING=IGNORESIGN|SUBSTITUTE|PRE1040|FAIL]  [CAPIEVENTS=number]  [CONNRETRYMAX=number]  [CONNRETRYWAIT=seconds]  [LARGEOPS=number_of_operations]  [LOGARCHIVEWAIT=seconds]  [MEMOPS=number_of_log_records]  [MEMOPS_MEMORY=memory_limit]  [MONITOR_INTERVAL=minutes]  [PARTITION_DROP_FAIL={Y|N}]  [PERFORMANCESTATS={Y|N}]  [REPORTDDL={Y|N}]  [RETRYONKILLSESSION={Y|N}]  [ROWID={Y|N}]   [ROW_MOVEMENT_FAIL={Y|N}]   [RSTRADV=seconds]  [SPILLENCRYPTPASS=passphrase]  [SPILLENCRYPTEPASS=encrypted_passphrase]  [SPILL_FILE_PREFIX=spill_file_name_prefix]  [SPILLFILEBUFFSZ=kilobytes]  [SPILLMAX=kilobytes]  [SUPPORT_COL_ENCRYPTION={Y|N}]  [SUPPORT_DIRECT_PATH_OPS={Y|N}]  [TIME_STAMP_MODE={LOGTIME|COMMITTIME|BEGINTIME}]  [TRUNCINVALIDCHARS={Y|N}]  ;
パラメータ: 
AGEOUTPERIOD=minutes

どれだけの時間が経過すると CDC 対象の変更レコードのない未処理 UOW が CDC リスタートポイントの
計算から除外されるかを示す分数。この時間は、未処理 UOW の開始と最新 UOW の開始の時間差として
計算されます。このエージアウト処理は監視間隔中に発生します。
このパラメータは、トランザクションが未処理のうちにキャプチャ処理を停止して再開すると発生する可
能性がある CDC エラーを防止する目的で使用します。リスタート後は、未処理 UOW が開始されたアーカ
イブ REDO ログは利用できない場合があり、Express CDC のログリーダーが失敗する原因となります。
有効な値は 60〜43200 です。デフォルトでは、値は指定されておらず、このパラメータは無効に設定され
ています。
Oracle は、すべての時間値をローカルタイムでログに保存します。その結果、夏時間の初めまたは終わり
に、UOW が 1 時間後または 1 時間前にエージアウトします。
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注: AGEOUTPERIOD パラメータは、CHECKPOINT 文と互換性がありません。これらは同時に指定しない
でください。

BCE_SUBSTITUTE_YEAR=year_value
BCE_YEAR_HANDLING パラメータが SUBSTITUTE に設定されている場合に使用する代替の年の値を指定
します。有効な値は 1〜9999 です。

BCE_YEAR_HANDLING ={IGNORESIGN|SUBSTITUTE|PRE1040|FAIL}
西暦紀元前（BCE）の日付で負の年を処理する方法を示します。
次のオプションがあります。
• IGNORESIGN。デフォルト。年を正の値としてキャプチャします。
• SUBSTITUTE。BCE_SUBSTITUTE_YEAR パラメータで指定した値に年を置き換えます。

BCE_YEAR_HANDLING=SUBSTITUTE を指定した場合は、BCE_SUBSTITUTE_YEAR の値を指定する
必要があります。

• PRE1040。負の値（-CCYY）を正の値（YY00）として報告するという以前の動作に戻します。
• FAIL。メッセージ PWX-36200 を介して BCE の日付をエラーとして報告し、PowerExchange ロッガ

ー（Linux、UNIX、Windows 用）をシャットダウンします。
デフォルトは IGNORESIGN です。

CAPIEVENTS
PowerExchange Express CDC と、PowerExchange ロッガー、ネットワーク、DBMI などのコンシューマ
との間のキューサイズを制御します。キューサイズを増やすと、PowerExchange Express CDC がリソー
スを待機して停止する前に、より多くのデータをキューに入れることができるため、断続的なデータロー
ドのパフォーマンスが向上します。このパラメータを変更するかどうかを判断するには、
PERFORMANCESTATS パラメータを Y に設定し、統計の SendWait 値を確認します。有効な値は 1〜
1048576 です。
デフォルトは 128 です。

CONNRETRYMAX
PowerExchange が Oracle ソースデータベースまたは ASM インスタンスへの再接続を試す最大の回数。
複数の PWX-36086 メッセージに続いて、接続が切断されたことを示す Oracle エラーが発生した場合、ま
たは RETRYONKILLSESSION パラメータを Y に設定している場合は、このパラメータを
CONNRETRYWAIT パラメータと組み合わせて使用します。
注: CONNRETRYMAX、CONNRETRYWAIT、および RETRYONKILLSESSION パラメータにより、接続の回
復機能が改善されます。
有効な値は 0〜86400 です。値 0 を指定すると再試行は行われません。デフォルトは 12 です。

CONNRETRYWAIT
PowerExchange による Oracle ソースデータベースまたは ASM インスタンスへの再接続試行間の待機秒
数。複数の PWX-36086 メッセージに続いて、接続が切断されたことを示す Oracle エラーが発生した場
合、または停止したセッションで接続の再試行を調整する場合は、このパラメータを CONNRETRYMAX パ
ラメータと組み合わせて使用します。このパラメータを使用すると、接続の回復機能が改善する場合があ
ります。有効な値は 1〜300 です。デフォルトは 5 秒です。

LARGEOPS
レポート目的で、PowerExchange がトランザクションを大規模トランザクションとして特定するための
デフォルト値をオーバーライドします。トランザクションが大規模トランザクションと見なされるために
処理する必要があるログレコード数を入力します。ログレコードには、複数の DML 操作が含まれる場合
や、1 つの操作の一部が含まれる場合があります。
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PowerExchange は、この条件を満たす大規模トランザクションに対してステータスメッセージを発行し
ます。PowerExchange が多くのメッセージを発行しすぎる場合、この値を引き上げて、メッセージの数
を制限することができます。
有効な値は 1〜2147483 です（1000〜2,147,483,000 の操作）。デフォルト値は、MEMOPS 値の 1/5 を最
も近い千の位に丸めた値です。例えば、MEMOPS 値が 5120 の場合、LARGEOPS のデフォルト値は 1000
です（1,000,000 回の操作）。

LOGARCHIVEWAIT
Oracle オンライン REDO ログの上書きが開始した後、変更データキャプチャ処理で新しいアーカイブ
REDO ログとしてログのコピーが使用できるようになるまでに PowerExchange Express CDC が待機する
秒数。Oracle Data Guard 環境で、Express CDC が変更データを物理スタンバイデータベースからキャプ
チャする場合、このパラメータは、次のアーカイブ REDO ログがプライマリデータベースからスタンバイ
データベースにトランスポートされるのを Express CDC が待機する秒数を指定します。
有効な値は 0〜86400 です。デフォルトは 30 です。READER 文の STATUSCHECKINTERVAL パラメータ
の値よりも小さい値を使用する場合、Express CDC は STATUSCHECKINTERVAL の期間待機します。

MEMOPS
Oracle トランザクションの処理中に PowerExchange がメモリにステージングできる DML 操作を含む、
REDO ログレコードの最大数です。
有効な値は 1000〜1048576 です。デフォルトは、5120 または RAC メンバーの数*2*1024 のいずれか大
きい方です。例えば、3 つの RAC メンバーがある場合、デフォルトは 6144 です。

MEMOPS_MEMORY
リソースを、必要に応じて、指定したメモリ制限（メガバイト単位）まで割り当てます。監視間隔中に使
用される最大メモリが減少し始めると、リソースが解放され始めます。リソースイベントの数が MEMOPS
で指定された値またはそのデフォルト値に達するか、より多くのメモリリソースが必要になると、縮小は
停止します。有効な値は 300〜102400 MB です。MEMOPS パラメータ値を増やすのではなく、過剰なス
ピルが生成されるたびに MEMOPS_MEMORY を指定してください。これにより、リソース使用量をワーク
ロードに適応させることができます。
MEMOPS_MEMORY を指定しない場合は、MEMOPS により、割り当てられるイベントリソースの数が決
まります。
デフォルトでは、値は指定されておらず、このパラメータは無効に設定されています。
注: この制限はイベントリソース専用です。イベントリソースの数を増やすと、リソースを格納およびト
ランスポートするための追加のオーバーヘッドが発生します。実際には、イベントリソースに割り当てら
れるメモリは、プロセス全体で使用されるメモリの 80％程度である可能性があります。

MONITOR_INTERVAL
PowerExchange が長期処理中トランザクションおよび大規模トランザクションのトランザクションアク
ティビティをチェックする時間間隔（分単位）。長期処理中トランザクションとは、2 つの監視間隔でアク
ティブなままのトランザクションで、大規模トランザクションとは、LARGEOPS 条件を満たすトランザク
ションです。この時間間隔が経過すると、PowerExchange は大規模トランザクションと長期処理中トラ
ンザクションを識別するメッセージを発行し、その処理アクティビティをレポートします。
PowerExchange は、変更ストリーム内の現在の位置を識別するメッセージも発行します。有効な値は 0
〜720 です。値を 0 にすると監視が無効になります。デフォルトは 5 です。

PARTITION_DROP_FAIL
登録済みの Oracle ソーステーブルに対する ALTER TABLE DROP PARTITION 操作がログリーダーによっ
て検出された場合に、PowerExchange Express CDC for Oracle をエラーで終了するか、処理を続行する
かを制御します。
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次のオプションがあります。
• Y。Express CDC 処理を終了し、エラーメッセージ PWX-36332 を出力します。このメッセージでは、

失敗の原因となった DROP PARTITION 操作のログ位置が報告されます。
• N。Express CDC は DROP PARTITION 操作を無視し、変更キャプチャ処理を続行します。Express 

CDC でソーステーブルの DROP PARTITION 操作が実行されたことがメッセージ PWX-36390 によって
報告されます。

デフォルトは Y です。
PERFORMANCESTATS

監視メッセージにパフォーマンス統計メッセージを含めるかどうかを制御します。
次のオプションがあります。
• Y。監視メッセージに統計メッセージを含めます。
• N。監視メッセージに統計メッセージを含めません。
デフォルトは Y です。

REPORTDDL={Y|N}
PowerExchange Express CDC が、アクティブなキャプチャ登録のある Oracle ソーステーブルについて
Oracle REDO ログで検出されたすべての DDL 操作をレポートするかどうかを制御します。Express CDC
は、Express CDC の実行元のディレクトリに生成されるファイルに対する各 DDL 操作について、DDL 文、
ログの位置、所有者番号、DDL オブジェクト番号、およびシーケンス番号の情報を書き込みます。ファイ
ルの命名規則は次のとおりです。
• RAC システムの場合は次のとおりです。

PWX_ORL_DDL_Dyyyymmdd_Thhmmss.MBRnode_sequence#.rpt
• 非 RAC システムの場合は次のとおりです。

PWX_ORL_DDL_Dyyyymmdd_Thhmmss.sequence#.rpt
これらのファイル名の sequence#は、0001 から始まり、新しいファイルごとに 1 ずつインクリメントさ
れる、生成される番号です。新しいファイルは、DDL 変更レコードの 20 MB ごとに生成されます。
次のオプションがあります。
• Y。登録済みのソーステーブルの DDL 操作のレポートを生成します。
• N。DDL 操作のレポートを生成しません。
デフォルトは N です。

RETRYONKILLSESSION
Oracle ソースインスタンスへの特定の PowerExchange 接続で Oracle KILL SESSION イベントが発生し
て接続を再試行し、Express CDC ログリーダーおよび PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）が処理を異常終了しない場合に、PowerExchange Express CDC が検出できるかどうかを制
御します。KILL SESSION イベントは、ユーザーが以下の SQL 文を発行した場合に発生します。
ALTER SYSTEM KILL SESSION ‘sid,serial_number’ [IMMEDIATE]
この文で、V$SESSION ビューに表示されるように、変数 sid はセッション ID で、変数 serial_number は
セッションのシリアル番号です。
次のオプションがあります。
• N。PowerExchange は、Express CDC 処理の停止したセッションを再確立しようとしません。KILL 

SESSION イベントが発生した場合、PowerExchange Express CDC ログリーダーおよび
PowerExchange ロッガーは異常終了します。
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• Y。PowerExchange は、Express CDC 処理の停止したセッションを再確立しようとします。また、
CONNRETRYMAX パラメータを 0 を超える値に設定し、PowerExchange がソースインスタンスに再接
続しようとする最大回数を示します。
ヒント: RETRYONKILLSESSION、CONNRETRYMAX、および CONNRETRYWAIT パラメータにより、接
続の回復機能が改善されます。

デフォルトは N です。
重要: このパラメータを Y に設定する前に、Oracle データベース管理者に問い合わせて、想定外の影響が
ないことを確認します。

ROWID
Oracle 行の移動が有効にされていないテーブルのキャプチャされた変更レコードに、Oracle の物理行 ID
値を含めるかどうかを制御します。PowerExchange では、行 ID 値を PowerExchange で生成された
DTL__CAPXROWID カラムに書き込みます。
例えば、抽出セッションの実行時に一意の行 ID が必要な処理を実行する必要があるソーステーブルの中
に、キーのないテーブルがある場合、このパラメータを使用することができます。
次のオプションがあります。
• N。行 ID 値をキャプチャしません。DTL__CAPXROWID カラムには NULL 値が含まれます。
• Y。行 ID 値をキャプチャします。DTL__CAPXROWID カラムには、行の移動が有効にされていないテ

ーブルの行 ID 値が含まれます。
デフォルトは N です。

ROW_MOVEMENT_FAIL
ROWID が Y の場合、ソーステーブルに対して行の移動が有効にされていることを PowerExchange が検
出すると、PowerExchange Express CDC for Oracle 処理が失敗するか、続行するかを制御します。
行の移動が有効にされているテーブルの行 ID 値をキャプチャする必要がない場合は、処理を続行すること
ができます。
次のオプションがあります。
• Y。行の移動が有効にされているテーブルを PowerExchange が検出すると、CDC 処理が失敗します。
• N。CDC 処理を続行します。行の移動が有効にされているテーブルは、DTL__CAPXROWID カラムに

NULL 値が含まれます。
デフォルトは Y です。

RSTRADV
データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済みデータソースの
リスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する秒数です。待機インターバルを過
ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を返します。これには更新されたリスター
ト情報のみが含まれます。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットします。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機間隔を過ぎたため、PowerExchange が空の

UOW を返した。
有効な値は 0〜86400 です。デフォルトは指定されていません。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange は登
録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。この場合、
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PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスタートポ
イントから読み取ります。
注: 値を 0 にすると、パフォーマンスが低下することがあります。PowerExchange は、登録済みソースに
関連する変更を含む UOW のほか、登録済みソースに関連する変更を含まない各 UOW に対してそれぞれ
空の UOW も返します。

SPILLENCRYPTPASS
スピルファイルの暗号化を可能にするパスフレーズ。PowerExchange は、トランザクションを格納する
メモリが十分にない場合、トランザクションをスピルファイルに書き込みます。必要に応じて、このパラ
メータまたは SPILLENCRYPTEPASS パラメータのいずれかを設定することで、スピルファイルを暗号化
して機密データを保護できます。パスフレーズの最大長は 1024 バイトです。デフォルト値は指定されて
いません。
注: チェックポイント処理が有効な場合にパスフレーズを変更すると、チェックポイントが指定されたス
ピルファイルを読み取ることができなくなります。そのため、チェックポイント処理が無効な場合、また
はコールドスタートを実行する予定がある場合にのみ、パスフレーズを変更してください。

SPILLENCRYPTEPASS
スピルファイルの暗号化を可能にする暗号化されたパスフレーズ。PowerExchange は、トランザクショ
ンを格納するメモリが十分にない場合、トランザクションをスピルファイルに書き込みます。必要に応じ
て、このパラメータまたは SPILLENCRYPTPASS パラメータのいずれかを設定することで、スピルファイ
ルを暗号化して機密データを保護できます。パスフレーズの最大長は 1024 バイトです。デフォルト値は
指定されていません。
注: チェックポイント処理が有効な場合にパスフレーズを変更すると、チェックポイントが指定されたス
ピルファイルを読み取ることができなくなります。そのため、チェックポイント処理が無効な場合、また
はコールドスタートを実行する予定がある場合にのみ、パスフレーズを変更してください。

SPILLFILEBUFFSZ
スピルファイル I/O に割り当てられるブロックバッファ（キロバイト単位）。メモリ使用量が増えることを
許容できる場合は、この値を増やして物理 I/O を減らし、パフォーマンスを向上させることができます。
有効な値は 0〜1024 です。デフォルトは 64 KB です。これにより、オペレーティングシステムは、最初の
書き込み操作が発生したときにブロックバッファを割り当てます。その場合、バッファのサイズはオペレ
ーティングシステムによって異なります。

SPILL_FILE_PREFIX
スピルファイルの一時ファイルパスの、ファイル名のプレフィックス。スピルファイルを配置するディレ
クトリを指定する場合は、一時ディレクトリへの完全修飾パスを指定します。
Linux または UNIX の例:
SPILL_FILE_PREFIX=”/tmp/spillfiles/”
Windows の例:
SPILL_FILE_PREFIX=”C:\tmp\spillfiles\xxx”
デフォルトパスは、TMP または TMPDIR 環境変数値です。TMP または TMPDIR が定義されていない場合
は、現在のディレクトリが使用されます。

SPILLMAX
UNIX 上の単一の PowerExchange Express CDC for Oracle スピルファイルの最大サイズ（単位: キロバイ
ト）です。PowerExchange は、トランザクションを格納するメモリが十分にない場合、トランザクショ
ンをスピルファイルに書き込みます。PowerExchange がスピルファイル内の全トランザクションを処理
すると、そのスピルファイルは解放されます。1 つのトランザクションに対して複数のスピルファイルを
作成することは避けてください。
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サイズが大きいスピルファイルは、小さいスピルファイルよりも、解放されるまでにディスク容量を長く
使用します。
有効な値は 1〜2097151 です。デフォルトは 1048576 です。

SUPPORT_DIRECT_PATH_OPS
登録済みのソーステーブルに対する Oracle ダイレクトパス操作（ダイレクトパス INSERT など）を
Express CDC がキャプチャするか無視するかを制御します。
次のオプションがあります。
• Y。ダイレクトパス操作のキャプチャを有効にします。

注: Express CDC は、Oracle Exadata Hybrid Columnar Compression（EHCC）を使用するテーブル
のダイレクトパス操作をキャプチャしません。

• N。ダイレクトパス操作のキャプチャを無効にします。ログリーダーでダイレクトパス操作の REDO ロ
グレコードが発生した場合、Express CDC はダイレクトパス操作を無視し、情報メッセージを表示し
て続行します。

デフォルトは Y です。
SUPPORT_COL_ENCRYPTION

PowerExchange がカラムレベルの暗号化をサポートするかどうかを制御します。有効にすると、
PowerExchange で、CDC 処理中に Oracle ソースカラムの暗号化されたデータを復号化できます。
次のオプションがあります。
• Y。ソースカラムのカラムレベルの暗号化をサポートします。PowerExchange は、暗号化されたソー

スカラムからデータを復号化し、CDC 処理を続行できます。
PowerExchange キャプチャユーザーが次の SELECT 特権を持っていることを確認してください。
GRANT SELECT ON "SYS"."ENC$" TO capture_user
DICTIONARY 文の MODE パラメータが DYNAMIC に設定されている場合は、カラムレベルの暗号化を
有効にした後、ディクショナリの新しいスナップショットを作成する必要があります。
暗号化されたテーブルスペースと、変更キャプチャ用に選択されている暗号化されたカラムのあるソー
ステーブルを含む、分離モードで設定されたプラガブルデータベース（PDB）からデータをキャプチャ
する場合は、DATABASE 文の TDEKEYSTORE パラメータで CDB と PDB の両方のウォレット情報を指
定する必要があります。以下に例を示します。
DATABASETDEKEYSTORE=(TYPE=(FILE,WALLETDIR="PDBWALLETDIR",EPWD=epassword))TDEKEYSTORE=(TYPE=(FILE,WALLETDIR="CDBWALLETDIR",EPWD=epassword))
Express CDC が動的または静的ディクショナリモードで実行されている場合、PowerExchange は、暗
号化アルゴリズムまたは整合性モードに再度入った結果として行われた Oracle 行の更新を検出し、そ
れらをキャプチャ処理から除外します。Express CDC が実行されておらず、静的ディクショナリモー
ドに設定されている場合、復号化エラーが発生し、CDC 処理が終了する可能性があります。この問題
を回避するには、CDC の対象となるソーステーブルのリストからソーステーブルを削除する必要があ
ります。

• N。ソースカラムのカラムレベルの暗号化をサポートしません。ソーステーブルで暗号化されたカラム
データが検出された場合、PowerExchange はデータを復号化できません。この場合、CDC 処理は異
常終了し、エラーメッセージ PWX-36335 が出力されます。

デフォルトは N です。
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TIME_STAMP_MODE
トランザクションに対して各変更レコードに生成された DTL__CAPXTIMESTAMP カラムに
PowerExchange が記録するタイムスタンプのタイプです。このパラメータは通常、Oracle ログタイムス
タンプではなく Oracle コミットタイムスタンプを表示する場合にのみ指定します。
次のオプションがあります。
• LOGTIME。Oracle が Oracle アーカイブログに定期的に書き込むタイムスタンプ。
• COMMITTIME。ソースデータベースに対するトランザクションのコミットのタイムスタンプ。このオ

プションは、タイムスタンプを使用して待ち時間を計算する場合に指定します。
• BEGINTIME。開始 UOW ログレコードのタイムスタンプ。
デフォルトは LOGTIME です。

TRUNCINVALIDCHARS
Oracle ソーステーブルの文字フィールドの末尾に出現する無効なマルチバイト文字を検出し、削除するか
どうかを指定します。この文字は切り詰められているため無効です。Oracle ターゲットがある
PowerCenter ワークフローにこの無効な文字を渡すことを許可した場合、PowerCenter が Unicode モー
ドで実行されていると、ターゲットテーブル内の以降のカラムが破損する可能性があります。
有効な値は次のとおりです。
• Y。無効なマルチバイト文字をソースデータから削除します。無効な文字は PowerCenter に渡されな

い、またはターゲットデータベースに適用されません。
• N。無効なマルチバイト文字をキャプチャして PowerCenter に渡します。PowerCenter ワークフロー

が無効な文字をターゲットに書き込もうとしている場合、ターゲットテーブルの以降のカラムのデータ
が PowerCenter によって破損される場合があります。

デフォルトは N です。

RAC 文
RAC 文では、Oracle Real Application Cluster（RAC）内で、PowerExchange Express CDC for Oracle が追
跡可能な、一意のスレッド ID を持つアクティブな REDO ログスレッドの最大数を指定します。アクティブな
スレッドには、ステータスが処理中または終了になっているスレッドが含まれます。アクティブなスレッドの
数がこのパラメータの値より多い場合、CDC 処理は終了します。
この文は、PowerExchange Express CDC を Oracle RAC 環境で使用する場合に定義する必要があります。
構文: 
RAC MEMBERS=number_of_threads;
パラメータ: 
MEMBERS

PowerExchange Express CDC で追跡可能な、RAC 内のアクティブな REDO ログスレッドの最大数。RAC
環境でプライマリデータベースをサポートする Data Guard 物理スタンバイデータベースの場合、この値
はプライマリデータベースのアクティブなスレッドの数です。
有効な値は 1〜100 です。デフォルトは 1 です。
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PowerExchange Express CDC のスレッド追跡によるオーバーヘッドを最小限に抑えるため、RAC 環境に
適した最小値を入力することをお勧めします。次のいずれかのクエリを実行して最小値を判断できます。
• RAC データベースの場合は、次のいずれかのクエリを使用します。

- v$thread ビューで処理中のスレッドおよびインスタンスが v$spparameter ビューでも識別される場
合は、次のクエリを使用します。
select count(*) from v$thread a,v$spparameter bwhere a.status != 'DISABLED' and b.name = 'thread' and b.sid = a.instance and b.value = TO_CHAR(a.thread#);

- v$thread ビューで処理中のスレッドおよびインスタンスが v$spparameter ビューで識別されない場
合は、次のクエリを使用します。
select count(*) from v$thread where status != 'DISABLED';

• Data Guard 物理スタンバイデータベースの場合は、次のクエリを使用します。
select distinct(thread#)from v$standby_logwhere thread# != 0;

READER 文
READER 文は、PowerExchange Express CDC のログリーダーが、REDO ログファイルの読み取り、ログ読み
取りステータスメッセージの発行、Oracle Automatic Storage Management（ASM）インスタンスへの接続、
および非アクティブな期間中の Oracle サーバーのステータスの確認に使用するパラメータを提供します。
READER 文は必須です。
構文: 
READER    MODE={ACTIVE|ARCHIVEONLY|ARCHIVECOPY}  [ACTIVELOGMASK=mask]   [ARCHIVEDEST=(log_destination1, log_destination2, log_destination3,...)]   [ASM_ASSYSASM={Y|N}]                                 [ASM_CONNECT_STRING=tns_connect_string]  [ASM_EPWD=encrypted_password]  [ASM_PASSWORD=password]  [ASM_USERID=user_id]  [DIR=base_directory_for_archived_log_copies]  [FILE=mask_for_archived_log_copies]  [READBUFFSIZE=kilobytes]  [STATUSCHECKINTERVAL=hundredths_of_seconds]  [STATUSREPORTINTERVAL=seconds]  ;
パラメータ: 
MODE

必須。PowerExchange Express CDC のログリーダーが読み取る REDO ログのソースとタイプを示すオプ
ションです。有効なオプションは以下のとおりです。
• ACTIVE。PowerExchange Express CDC for Oracle ログリーダーは Oracle オンラインシステムにある

アクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログを読み取ります。このオプションを使用すると、
PowerExchange（Linux、UNIX、Windows 用）を、継続モードまたはバッチモードのいずれかで実
行できます。オプションで、ACTIVELOGMASK パラメータを使用してアクティブな REDO ログをフィ
ルタし、ARCHIVEDEST パラメータを使用してアーカイブログを読み取るアーカイブログの保存先を制
限することができます。
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• ARCHIVEONLY。PowerExchange Express CDC のログリーダーはアーカイブ REDO ログのみを読み
取ります。オプションで、ARCHIVEDEST パラメータを使用して、アーカイブログを読み取るアーカイ
ブログの保存先を制限することができます。すべての有効なアーカイブログを読み取った後、ログリー
ダーは STATUSCHECKINTERVAL パラメータの設定に応じて、読み取ることのできる他のアーカイブ
ログがないかを確認します。
このモードでは、ログリーダーは初期化中に以下に示す値の 1 つを使って現在のログの終わり（EOL）
を判断します。
- RAC ではないインスタンスに対しては、最後にアーカイブされたログの高 SCN 値。
- RAC インスタンスに対しては、すべてのアクティブノードにおいて最後にアーカイブされたログの最

も低い高 SCN 値。
このオプションは、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）がバッチモードで実行
され、EOL でシャットダウンするときに適した選択です。この場合、PowerExchange ロッガーが
Oracle ログファイルスイッチを使用して実行するように調整する必要があります。
注: PowerExchange ロッガーが継続モードで実行されている場合、アーカイブログが利用可能になる
まで待っている間、ログリーダーは長時間アイドル状態になるので、このオプションは CDC 待ち時間
を増やすことになります。

• ARCHIVECOPY。PowerExchange Express CDC のログリーダーは、代替ファイルシステムにコピーさ
れているアーカイブ REDO ログを読み取ります。このオプションは次の状況で使用します。
- Oracle のアーカイブ REDO ログに直接アクセスするための権限がない。
- アーカイブ REDO ログが ASM に書き込まれているが、ASM にアクセスできない。
- データベースサーバーで積極的なアーカイブログ保持ポリシーが有効にされているため、アーカイブ

ログが十分な時間保持されない可能性がある。
このオプションを使用する場合は、PowerExchange ロッガーをバッチモードで実行します。
PowerExchange ロッガーを継続モードで実行すると、PowerExchange ロッガーは、ログが完全にコ
ピーされる前にログの読み取りを開始する状況を検出してリカバリしようとします。
アーカイブ REDO ログをプライマリの場所から代替場所にコピーするためのスクリプトを実装する必
要があります。アーカイブログをコピーするには、ログを破損しない任意の方法（バイナリモードの
FTP など）を使用できます。また、ベースディレクトリの名前を示す DIR パラメータも指定する必要
があります。ログリーダーはこのベースディレクトリをスキャンしてアーカイブログのコピーを読み取
ります。オプションで、FILE パラメータを使用して、ベースディレクトリに存在するアーカイブログ
のコピーをフィルタできます。
ASM ディレクトリを置き換えるには、DIRSUB を指定します。
他の MODE オプションとは異なり、ARCHIVECOPY はファイルシステムのディレクトリをスキャンし
てアーカイブ REDO ログの候補を特定します。このプロセスは ARCHIVEDEST パラメータを無視しま
す。また、v$archived_log 内の DELETED ステータスによるログ候補のフィルタを行いません。

デフォルトは ACTIVE です。
ACTIVELOGMASK

オプション。MODE パラメータが ACTIVE に設定されていて、Oracle インスタンスで REDO ログの多重化
を使用している場合、PowerExchange Express CDC のログリーダーのアクティブ REDO ログを選択する
ためのマスクを指定します。ログリーダーは、アクティブ REDO ロググループ内のメンバ名とマスクを比
較して、読み取るログを決定します。マスクでは、アスタリスク（*）ワイルドカードを使用して、0 個以
上の文字を表すことができます。
マスクの最大長は 128 文字です。マスクの大文字小文字は Linux と UNIX システムでは区別されますが、
Windows システムでは区別されません。
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ARCHIVEDEST
オプション。カンマで区切った 1 から 10 の数値のリストを指定します。各数値は、Oracle 
LOG_ARCHIVE_DEST_n 初期化パラメータの n 値を表します。各アーカイブログのコピーを複数作成する
場合、このパラメータは、PowerExchange Express CDC がアーカイブログを読み取るプライマリおよび
セカンダリのログの保存先を示します。最大で 10 の保存先を指定できます。リスト内の保存先を指定す
る順序によって、PowerExchange Express CDC がアーカイブログを検索する順序が決定されます。
PowerExchange Express CDC は、指定された保存先で見つかった最初の 2 つの有効なログを処理しよう
とします。PowerExchange が最初の 2 つのログを読み取れない場合、プロセスは終了します。
PowerExchange Express CDC は、例えば破損されたか削除されたためにプライマリの保存先が使用でき
ない場合、またはプライマリの保存先が読み取りできない場合に、セカンダリの保存先を使用します。
例えば、Oracle ソースデータベースは Oracle パラメータ LOG_ARCHIVE_DEST_1、
LOG_ARCHIVE_DEST_2、および LOG_ARCHIVE_DEST_3 を使用して、アーカイブログのコピーを作成し
ます。PowerExchange Express CDC に LOG_ARCHIVE_DEST_2 をプライマリの保存先、および
ARCHIVE_DEST_3 をセカンダリの保存先として使用させたい場合は、ARCHIVEDEST=(2,3)を設定します。
注: ARCHIVEDEST パラメータの値を 1 つ指定すると、ログリーダーはアーカイブログの 1 つの保存先か
らのログのみを処理することになるため、Express CDC ログリーダーの回復が制限されます。
ARCHIVEDEST を指定しない場合、PowerExchange Express CDC は v$archived_log に有効なアーカイ
ブログをクエリします。パフォーマンス上の理由でファイルシステムログの方が ASM ログより優先され
ます。ARCHIVEDEST を指定すると、このプロセスをより詳細に制御できます。例えば、データベースで
ASM とファイルシステムにアーカイブログが書き込まれ、ユーザーがファイルシステムログへのアクセス
権を持っていない場合、ARCHIVEDEST を使用して ASM の場所のみを指定することができます。

ASM_ASSYSASM
オプション。PowerExchange Express CDC ログリーダーで SYSASM 権限があるユーザー ID を使用して
ASM インスタンスに接続する場合は、このパラメータを Y に設定します。その後で、ASM_USERID パラ
メータで SYSASM 権限があるユーザー ID を指定します。SYSDBA 権限があるユーザー ID を使用する場合
は、このパラメータを N に設定します。デフォルト値は N です。

ASM_CONNECT_STRING
オプション。Oracle ASM 環境で、ソースデータベースのアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログ
のストレージを管理する ASM インスタンスへの接続に PowerExchange Express CDC のログリーダーで
使用される、TNS で定義された Oracle 接続文字列です。
注: TDE で暗号化されたソースのテーブルスペースがあってキーストアを ASM に格納する際に、
DATABASE 文の TDEKEYSTORE パラメータで ASM 接続パラメータを指定していない場合は、この文で
ASM_CONNECT_STRING、ASM_USERID、および ASM_PASSWORD または ASM_EPWD パラメータを指
定する必要があります。

ASM_EPWD
オプション。Oracle ASM 環境で、ASM_USERID パラメータに指定されているユーザーの暗号化されたパ
スワードです。PowerExchange Express CDC のログリーダーは、このパスワードと ASM ユーザー ID を
使用して、ソースデータベースのアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログのストレージを管理する
ASM インスタンスに接続します。ASM_EPWD または ASM_PASSWORD（両方ではなく）を定義します。

ASM_PASSWORD
オプション。Oracle ASM 環境で、ASM_USERID パラメータに指定されているユーザーのクリアテキスト
のパスワード。PowerExchange Express CDC のログリーダーは、このパスワードと ASM ユーザー ID を
使用して、ソースデータベースのアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログのストレージを管理する
ASM インスタンスに接続します。ASM_EPWD または ASM_PASSWORD（両方ではなく）を定義します。
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ASM_USERID
オプション。Oracle ASM 環境で、ソースデータベースのアクティブ REDO ログとアーカイブ REDO ログ
のストレージを管理する ASM インスタンスへの接続に PowerExchange Express CDC のログリーダーで
使用される、Oracle ユーザー ID です。このユーザー ID には SYSDBA 権限または SYSASM 権限が必要で
す。SYSASM 権限を使用するには、ASM_ASSYSASM パラメータを Y に設定する必要があります。

DIR
MODE パラメータを ARCHIVECOPY に設定した場合、このパラメータが必要です。PowerExchange 
Express CDC のログリーダーでアーカイブ REDO ログのコピーを読み取るためにスキャンするベースディ
レクトリの名前を指定します。このベースディレクトリに存在するログのコピーをフィルタするために、
FILE パラメータも指定することができます。

FILE
オプション。MODE パラメータを ARCHIVECOPY に設定した場合、このパラメータを使用して、
PowerExchange Express CDC のログリーダーで読み取るアーカイブ REDO ログのコピーをフィルタする
ためのマスクを指定できます。PowerExchange は、DIR パラメータに指定されたベースディレクトリの
下にあるサブディレクトリとファイルをこのマスクと照合します。サブディレクトリ名またはログファイ
ル名あるいはその両方のマスクを入力します。
例えば、マスクに/LOGS/*.DBF と指定した場合、PowerExchange Express CDC のログリーダーは、ベース
ディレクトリの下にある LOGS サブディレクトリをスキャンして、.DBF というファイル名拡張子を持つ
アーカイブログファイルのすべてのコピーを読み取ります。さまざまな名前のサブディレクトリがあると
きに、ログリーダーですべてのサブディレクトリをスキャンしてアーカイブログのすべてのコピーを読み
取る必要がある場合は、アスタリスク（*）ワイルドカードをサブディレクトリマスクおよびファイルマス
クとして使用できます。例えば、DIR=P:\oracle\orcl\archlogs と指定します。この下のサブディレクトリが
ログのコピー日付を使用して命名されている場合、\*\*というマスクは、次のアーカイブログのコピーと
一致する可能性があります。
P:\oracle\orcl\archlogs\2016-05-01\archlog1P:\oracle\orcl\archlogs\2016-05-01\archlog2P:\oracle\orcl\archlogs\2016-05-02\archlog10P:\oracle\orcl\archlogs\2016-05-02\archlog11

READBUFFSIZE
オプション。PowerExchange Express CDC のログリーダーが REDO ログの読み取りに使用するデフォル
トのバッファサイズ（単位: キロバイト）です。PowerExchange Express CDC for Oracle では、必要に応
じてこのバッファサイズを自動的に拡張できます。
READBUFFSIZE を大きくすると、ログリーダースレッドとログパーサースレッド間の処理のオーバーラッ
プが増え、ASM または低速の NFS から読み取る際のパフォーマンスが向上します。
有効な値は 1〜1048576 です。デフォルトは 10240 です。

STATUSCHECKINTERVAL
オプション。読み取るデータが無くなったときに、PowerExchange Express CDC のログリーダーが以下
の項目に対し Oracle に問い合わせる前に EOL で待機する時間間隔（100 分の 1 秒単位）。
• ACTIVE モードでは、アクティブ REDO ログファイルが有効で利用可能かどうか。
• ARCHIVEONLY モードでは、追加の Oracle アーカイブログが読み取りに使用できるかどうか。
• ログリーダーが読み取るデータブロックの数と Oracle が書き出したデータブロックの数が一致するか

どうか。
有効な値は 1〜8640000 です。デフォルトは 200 です。
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注: PowerExchange がメッセージ PWX-36171 を出力した場合、読み取りブロックの数と書き出しブロッ
クの数は一致していません。この場合、古い NFS 読み取りバッファが更新され、ログリーダー処理用の新
しいデータを受け入れることができるように、STATUSCHECKINTERVAL の値を増やしてみてください。

STATUSREPORTINTERVAL
オプション。PowerExchange Express CDC のログリーダーがメッセージ PWX-36151 を発行してログ読
み取り進捗を報告する頻度（単位: 秒）です。
有効な値は 1〜86400 です。デフォルトは 120 です。

STANDBY 文
データベースが読み取りのみのアクセスに対して開かれていない場合は、STANDBY 文で変更データのキャプ
チャのために Oracle 物理スタンバイデータベースへの接続を定義します。
STANDBY 文はオプションです。データベースが読み取りのみのアクセスに対して開かれていない場合にのみ
使用します。開かれていないデータベースへアクセスするには、SYSDBA 権限が必要です。
構文: 
STANDBY   CONNECT_STRING=capture_connect_string  [EPWD=database_encrypted_password|PASSWORD=database_password]   [USERID=database_user_id]  ;
パラメータ: 
CONNECT_STRING

データベースが読み取りのみのアクセスに開かれていない場合の変更のキャプチャ用に、
PowerExchange Express CDC for Oracle が Oracle 物理スタンバイデータベースへ接続するために使用す
る、TNS で定義された Oracle 接続文字列。

EPWD
変更のキャプチャ用に、PowerExchange Express CDC for Oracle が Oracle 物理スタンバイデータベース
へ接続するために使用する暗号化されたパスワード。
EPWD または PASSWORD パラメータのいずれかを指定する必要がありますが、両方指定することはでき
ません。

PASSWORD
変更のキャプチャ用に PowerExchange Express CDC for Oracle が Oracle 物理スタンバイデータベース
へ接続するために使用するクリアテキストのパスワード。
PASSWORD または EPWD パラメータのいずれかを指定する必要がありますが、両方指定することはでき
ません。

USERID
変更のキャプチャ用に、PowerExchange Express CDC for Oracle が Oracle 物理スタンバイデータベース
へ接続するために使用するユーザー ID。このユーザー ID には SYSDBA 権限が必要です。

使用上の注意: 
• プライマリシステムの Oracle データディクショナリにアクセスするには、PowerExchange Express CDC 

for Oracle で DATABASE 文を使用して、データベースがログへの読み取りのみのアクセスに開かれていな
い場合にプライマリシステムをポイントします。
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STATESTORAGE 文
STATESTORAGE 文では、状態情報のストレージのタイプ、およびこのストレージにアクセスするための接続
文字列と資格情報を定義します。これは、PowerExchange Express CDC チェックポイントおよび動的ディク
ショナリ機能を使用する際に必要です。
チェックポイント処理の場合、状態情報は、CDC プロセスが終了したときの実行中のトランザクションの状態
で構成されます。この情報は、再起動後に大量のログを再処理せずに最後のチェックポイントから CDC 処理を
再開するために使用されます。動的ディクショナリの場合、状態情報は Oracle カタログのスナップショットに
基づいており、作成、名前変更、再編成操作、テーブルやテーブルパーティションおよびカラムの削除など、
CDC の対象となるソーステーブルの DDL 変更がコミットされると更新されます。データディクショナリを使
用すると、データの損失や破損なしに、DDL の変更後に CDC を正しく再起動できます。
構文: 
STATESTORAGE   STORETYPE={Directory|Table}   BASEDIRECTORY="path\\directory"  [CONNECT_STRING=connect_string]  [PREFIX=collection_id]  [TABLEOWNER=userid]  [USERID=user_ID]  [PASSWORD=password]  [EPWD=encrypted_password];
パラメータ: 
STORETYPE

必須。状態情報のストレージのタイプ。リレーショナルテーブルまたはファイルシステムディレクトリを
使用できます。次のオプションがあります。
• Directory
• Table
デフォルト値は指定されていません。

BASEDIRECTORY
必須。状態情報を含むファイルまたはテーブルを含むサブディレクトリが生成されるベースディレクトリ。
STORETYPE パラメータが Directory に設定されている場合、またはチェックポイントを有効にする場合
は、このパラメータを指定します。パスでは、ダブルスラッシュ（\\）またはシングルスラッシュ（\）を
使用できます。シングルスラッシュを使用する場合は、パス全体を二重引用符（"）で囲む必要がありま
す。以下に例を示します。
BASEDIRECTORY="C:\Users\jdoe\resources\capt"
Express CDC ユーザーには、ディレクトリに対する読み取りおよび書き込み権限が必要です。サブディレ
クトリを作成するには、ユーザーに実行権限も必要です。
注: テーブルベースのチェックポイントストレージの場合、この BASEDIRECTORY パラメータまたは
COMPLETEDEVENTSDIR パラメータのいずれかを CHECKPOINT 文で指定する必要があります。Express 
CDC は、チェックポイントを指定したスピルファイルをこのディレクトリにコピーします。

CONNECT_STRING
オプション。状態テーブルが作成される Oracle データベースへの接続に使用される接続文字列。デフォ
ルト値は、DATABASE 文の CONNECT_STRING 値です。

PREFIX
オプション。状態情報が格納されているファイルまたはテーブルの名前の一意のプレフィックス。このプ
レフィックスは、ORAD CAPI_CONNECTION 文の ORACOLL パラメータで指定したコレクション ID であ
るデフォルト値をオーバーライドする場合にのみ指定してください。ORACOLL パラメータは、実行中の
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Express CDC インスタンスごとに一意の値を提供します。オプションの PREFIX パラメータを使用する場
合は、それが Oracle インスタンスへの一意の値も提供することを確認してください。

TABLEOWNER
オプション。状態テーブルの所有者。デフォルト値は、この文の USERID 値（指定されている場合）、ま
たは DATABASE 文の USERID 値です。

USERID
オプション。状態テーブルにアクセスするためのデータベースユーザー ID。デフォルト値は、DATABASE
文の USERID 値です。

PASSWORD
オプション。状態テーブルにアクセスするための資格情報を提供するために、ユーザー ID と組み合わせて
使用されるパスワード。デフォルト値は、DATABASE 文の PASSWORD 値です。EPWD パラメータも指定
しないでください。

EPWD
オプション。状態テーブルにアクセスするための資格情報を提供するために、ユーザー ID と組み合わせて
使用される暗号化されたパスワード。デフォルト値は、DATABASE 文の EPWD 値です。また、
PASSWORD パラメータは指定しないでください。

PowerExchange Express CDC for Oraclee 構成ファイルの例
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルで指定する必要のある最低限の文は、データディクシ
ョナリのタイプによって異なります。次の例は、各ディクショナリタイプの最低限の文を示します。
静的ディクショナリを使用する場合は、少なくとも次の文を指定してください。
DICTIONARY                    MODE=STATIC                 SOURCE=ONLINE;             READER                        MODE=ACTIVE;
ファイルシステム内の状態ストレージファイルで動的ディクショナリを使用する場合は、少なくとも次の文を
指定してください。
DICTIONARY                    MODE=DYNAMIC;             STATESTORAGE  STORETYPE=DIRECTORY  BASEDIRECTORY="C:\\path\\directory";

PowerExchange Express CDC for Oracle の管理
CDC の実行を開始した後、PowerExchange Express CDC for Oracle 環境の保守と管理を行うタスクを実行す
る必要がある場合があります。
次のようなタスクがあります。
• CDC 処理の監視
• キャプチャ登録の追加
• テーブルの CDC 処理の停止
• テーブルの構造の変更
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PowerExchange Express CDC for Oracle の監視
Express CDC のログリーダーによる REDO ログの読み取りの進捗を確認するには、PowerExchange メッセー
ジログファイル内の主要なメッセージを探し出します。
REDO ログの切り替えが発生すると、PowerExchange Express CDC for Oracle は次の例のようなメッセージ
を発行します。
110324 125031 WIN32 2216 PWX-36145 ORAD Info: Low SCN 0x0000.05c2b16e.0000[96645486]. Low SCN Time 03/24/2011 01:34:58.110324 125031 WIN32 2216 PWX-36146 ORAD Info: Next SCN 0x0000.05c32597.0000[96675223]. Next SCN Time 03/24/2011 07:11:09.
110324 125051 PWX-36144 ORAD Info: Reader processing active Log file \\s160020\fdrive\ORACLE\PRODUCT\ORADATA\ORCL\REDO03.LOG, SEQ 1797.110324 125051 PWX-36145 ORAD Info: Low SCN 0x0000.05c32597.0000[96675223]. Low SCN Time 03/24/2011 07:11:09.
Express CDC のログリーダーによる REDO ログの処理がどれくらい遅れているかを判断するには、各
PWX-36145 メッセージを確認し、メッセージの発行時刻とメッセージ内の Low SCN Time を比較します。 次
に、複数の PWX-36145 メッセージでこの時間間隔を比較します。 Low SCN は REDO ログ内の最小の SCN を
表し、Next SCN はログが閉じられたときの SCN です。
例のメッセージを使用して分析を行います。
• 最初の PWX-36145 メッセージで、メッセージ時刻の 12:50:31 と Low SCN Time の 1:34:58 を比較しま

す。 違いは約 11 時間 15 分です。
• 2 番目の PWX-36145 メッセージで、メッセージ時刻の 12:50:51 と Low SCN Time の 7:11:09 を比較しま

す。 違いは約 5 時間 40 分です。
この場合、時間間隔の大幅な減少は、Express CDC のログリーダーによる REDO ログからの変更レコードの読
み取りの遅れが解消されつつあることを示しています。
また、定期的に発行される PWX-36151 メッセージは、PowerExchange Express CDC for Oracle の進捗を示
します。 Express CDC のログリーダーが遅れを解消している、または遅れている場合、このメッセージは、ロ
グリーダーがアーカイブログ、アクティブログ、または現在のログを読み取っていることを示します。 ログリ
ーダーが遅れを解消すると、このメッセージは、ログリーダーが現在のログシーケンスの先頭を読み取ってい
ることを示します。 次の例の PWX-36151 メッセージは、ログリーダーが現在のログ内の、変更の読み取りの
遅れを解消したことを示しています。
110324 145352 WIN32 7844 PWX-36151 ORAD Info: Reading at the tip of the current log sequence 1798, block 28475. Low SCN 0x0000.05c3bee9.0000[96714473], Low SCN time 03/24/2011 14:53:48.
このメッセージの Low SCN Time は、Express CDC のログリーダーが読み取ったログの最後の期間に Oracle
ログライタが記録した最初の時刻です。 変更キャプチャの待ち時間を確認するには、前述の分析と同様に、
Low SCN Time と、メッセージの発行時刻を比較することができます。

別のキャプチャ登録の追加
PowerExchange Express CDC for Oracle の実行を開始した後、別の Oracle テーブルのキャプチャ登録の追加
が必要になる場合があります。
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を作成します。 

次の設定を必ず含めます。
• ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。
• ［補足ロググループ名］ボックスに、テーブルの補足ロググループの名前を入力します。 

PowerExchange Navigator が、補足ロググループを作成するための DDL を生成します。 ［DDL を今
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すぐ実行］を選択すると、登録の完了時に PowerExchange Navigator が DDL を実行します。 DDL を
実行する権限がない場合は、DBA に実行を依頼します。

• ［ステータス］のリストから、［アクティブ］を選択します。
2. テーブルの補足ロググループを作成するための DDL を実行します（登録の完了時に PowerExchange 

Navigator がこれを実行できるように設定していない場合）。 
3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー

をシャットダウンしてからウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーが、追加テーブルの変更データのキャプチャを開始します。

4. PowerCenter で、テーブルの抽出マップをインポートして、ソース定義を作成します。 
5. ソース定義を新規マッピングまたは既存のマッピングに追加します。 

ソース定義を既存のマッピングに追加する場合は、まずワークフローを停止する必要があります。
6. 追加したソーステーブルを処理するワークフローを開始します。 

テーブルの CDC 処理の停止
テーブルの変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、テーブルの PowerExchange Express CDC 
for Oracle 処理を停止できます。
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を開き、［ステータス］オプションを［履歴］に設定しま

す。 
ステータスが［履歴］であるキャプチャ登録は、再度アクティブにすることはできません。

2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
をシャットダウンしてからウォームスタートします。 

3. 次の SQL を使用して、テーブルの補足ロググループを削除します。 
ALTER TABLE schema.table_name DROP SUPPLEMENTAL LOG GROUP
Oracle はカラムデータのすべての操作前と操作後の画像の記録を停止します。
注: 変更キャプチャを回復する必要があるためテーブルの補足ロググループを再度追加する場合は、ター
ゲットを再マテリアライズする必要があります。

CDC 処理の一時停止
問題のトラブルシューティングやターゲットデータベースの保守タスクを行うために、PowerExchange 
Express CDC for Oracle 処理を一時停止する必要がある場合があります。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガーをシ
ャットダウンして、全ソーステーブルの CDC 処理を停止します。 その後、PowerExchange ロッガーをウォー
ムスタートすると、変更データを失わずに変更キャプチャ処理を再開できます。 この方法をお勧めします。

Oracle ソーステーブルの構造の変更
カラムを追加、変更、または削除する DDL の変更を、PowerExchange Express CDC for Oracle が変更をキャ
プチャする登録済みの Oracle ソーステーブルに行うことが必要になる場合があります。 ここでは、以前のキ
ャプチャデータへのアクセスを維持しながら、新しいテーブル定義に切り替える方法を示します。
このタスクは、以下の状況では必要ありません。
• カラムのサブセットに対して選択的に変更データをキャプチャしており、DDL の変更がこれらのカラムの

いずれにも影響を与えない場合。
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• 1 つのカラムの変更データ抽出処理を停止する必要がある場合。 この場合は、そのカラムを抽出マップから
削除します。キャプチャ登録は編集しません。 CDC セッションが実行されると、PowerExchange ではそ
のカラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽出は行われません。

1. テーブルのデータ変更アクティビティ（挿入、更新、および削除）を停止します。 
2. 現在のテーブル定義の下でキャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認し

ます。次に、テーブルの変更データを抽出するすべての PowerCenter ワークフローを停止します。 
3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、ロッガーをシャットダウン

します。 
4. PowerExchange Navigator で、元のキャプチャ登録を開き、そのステータスを［履歴］に設定します。 

PowerExchange では、ステータスが［履歴］または［非アクティブ］のキャプチャ登録に基づく変更デ
ータはキャプチャされません。
ヒント: カラムから変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、キャプチャ登録を変更しない
まま、抽出マップからカラムを削除できます。 カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽
出は行われません。

5. テーブルに対する補足ロググループを削除します。 
6. テーブルの DDL を変更します。 
7. PowerExchange Navigator で、DDL の変更を反映したテーブルの新規キャプチャ登録を作成します。 

次の設定を必ず含めます。
• ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。
• ［補足ロググループ名］ボックスに、テーブルに作成する必要がある補足ロググループの名前を入力し

ます。 PowerExchange Navigator が、補足ロググループを作成するための DDL を生成します。 
［DDL を今すぐ実行］を選択すると、登録の完了時に PowerExchange Navigator が DDL を実行しま

す。 DDL を実行する権限がない場合は、DBA に実行を依頼することができます。
• ［ステータス］のリストから、［アクティブ］を選択します。

8. PowerExchange ロッガーをシャットダウンする場合は、これをウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーは、新しいキャプチャ登録に基づいて変更のキャプチャを開始します。

9. 必要に応じて、ソーステーブルの変更を反映するようにターゲットテーブルの定義を変更します。 
10. PowerCenter Designer で、変更したソーステーブルの新規抽出マップをインポートして、新規ソース定

義を作成します。また、ターゲットテーブルを変更した場合は、ターゲット定義を編集または再作成しま
す。次に、必要であれば、マッピングを編集します。 

11. 必要に応じて、ターゲットテーブルを再マテリアライズしてから、新規リスタートトークンを作成します。 
12. テーブルに対する変更アクティビティを許可して再開します。 
13. ワークフローを再開します。 

抽出処理が再開されます。

登録された Oracle ソーステーブルの DDL 操作のレポート
アクティブなキャプチャ登録のある Oracle ソーステーブルについて Oracle REDO ログで検出された DDL 操作
をレポートするよう PowerExchange Express CDC for Oracle を構成できます。
DDL レポートを有効にするには、pwxorad.cfg 構成ファイルの OPTIONS 文でオプションの REPORTDDL=Y パ
ラメータを指定する必要があります。詳細については、「OPTIONS 文」  (ページ 195)を参照してください。
PowerExchange Express CDC は、登録されたテーブルについて Oracle REDO ログで検出されたすべての
DDL 操作（カラムの追加、削除、変更、またはパーティションの追加または削除を行う ALTER TABLE 操作な
ど）を報告します。Express CDC は、各 DDL 操作の情報（DDL 文、ログの位置、所有者番号、DDL オブジェ
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クト番号、およびシーケンス番号）を生成されたファイルに書き込みます。このファイルは、Express CDC が
実行されるディレクトリ（通常は、ルートの PowerExchange インストールディレクトリ）に生成されます。
ファイルの命名規則は次のとおりです。
• RAC システムの場合:

PWX_ORL_DDL_Dyyyymmdd_Thhmmss.MBRnode_sequence#.rpt
• 非 RAC システムの場合:

PWX_ORL_DDL_Dyyyymmdd_Thhmmss.sequence#.rpt
これらのファイル名では、sequence#は、0001 から始まり、新しいファイルごとに 1 ずつインクリメントさ
れる、生成される番号です。DDL 変更レコードが 20MB になるごとに新しいファイルが生成されます。
レポートの例:
次のレポートには、登録された同じ Oracle ソーステーブルの 2 つの DDL 操作を示しています。
--DDL found at Location : redo log position SCN 0x0000.00ff2e7a.0001 (16723578) RBA 0x0007cd.0000509c.0010 (file: 1997)-- Owner Number : 111, DDL Object 95944 Sequence 1 of total 1-- DDL String : alter table TSTV11.DDLTEST001 add COL03 varchar2(10) default NULL

--DDL found at Location : redo log position SCN 0x0000.00ff2e85.0001 (16723589) RBA 0x0007cd.000050a9.0010 (file: 1997)-- Owner Number : 111, DDL Object 95944 Sequence 1 of total 1-- DDL String : alter table TSTV11.DDLTEST001 add COL04 varchar2(10) default 'xxxx'
使用上の注意:
• DDL 操作のレポートは、主に情報と診断の使用を目的としています。このレポートを使用して、キャプチ

ャ処理でスキップした DDL 操作を確認できます。レポートされた DDL 文は、ターゲットの更新に直接使用
されません。登録されたソーステーブルに対して DDL の変更を行う必要がある場合は、「Oracle ソーステ
ーブルの構造の変更 」  (ページ 211)で説明されている推奨手順に従う必要があります。

• RAC 環境でレポートを生成し、いずれかのノードで DDL 操作が発生しなかった場合、そのノードのレポー
トは、「Starting DDL Report」と「Ending DDL Report」の行を除き、空になります。

• キャプチャ登録のステータスをアクティブから履歴に変更するか、ソーステーブルの登録を削除すると、
PowerExchange Express CDC は、テーブルの DDL 操作のレポートを停止しますが、アクティブな登録を
持つ他のテーブルの DDL 操作のレポートは続行されます。

• Express CDC を使用して変更データをキャプチャしているときに、登録されたソーステーブルの DDL 操作
のレポートを開始する場合は、pwxorad.cfg ファイルの OPTIONS 文で REPORTDDL=Y パラメータを定義
してから、Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロッガーを再起動します。
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第  8  章

PostgreSQL CDC
この章では、以下の項目について説明します。
• PostgreSQL CDC の概要, 214 ページ
• PostgreSQL CDC に関する考慮事項, 215 ページ
• CDC でサポートされる PostgreSQL のデータ型, 216 ページ
• 実装タスクフロー, 219 ページ
• PostgreSQL CDC ソースの準備, 219 ページ
• PowerExchange for PostgreSQL CDC の設定, 220 ページ
• PostgreSQL CDC の管理, 224 ページ

PostgreSQL CDC の概要
PowerExchange では、PostgreSQL ソーステーブルの挿入、更新、削除、および切り詰め操作をキャプチャ
できます。PowerExchange では、切り詰め操作以外の DDL の変更はキャプチャしません。
PostgreSQL データベースでは、論理レプリケーションが有効化されている必要があります。また、各ソース
テーブルにはプライマリキーが必要です。PostgreSQL のほとんどのデータ型がサポートされています。
PowerExchange は、pwx_decode.dll または pwx_decode.so という PowerExchange がインストールされた
プラグインを使用する、pwx_repl という PostgreSQL 論理レプリケーションスロットから変更データを取得
します。このレプリケーションスロットは、キャプチャ処理の実行時に、PowerExchange で使用するために
生成されます。PowerExchange は、ソースデータベースのレプリケーションストアテーブルに変更データを
保存します。キャプチャ処理時にレプリケーションストアテーブルがない場合は、PowerExchange で自動的
に生成されます。「レプリケーションストアテーブルの手動作成」  (ページ 220)で DDL 文を使用して、テーブ
ルを手動で作成することもできます。
PostgreSQL データベースサーバーからソースメタデータを取得するには、PowerExchange に PostgreSQL
用の DataDirect ODBC ドライバが必要です。PowerExchange のインストールにより、
root_install_directory\ODBCv.r\Drivers フォルダ（Windows の場合）または root_install_directory/
ODBCv.r/lib ディレクトリ（Linix の場合）にこの ODBC ドライバが提供されます。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプションです。PowerExchange ロッガ
ーを使用する場合、ロッガーはレプリケーションストアテーブルから変更データを取得して、データをログフ
ァイルに保存します。
CDC セッションの実行時に、PowerExchange は PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）と連携
して、リアルタイム変更ストリームまたは PowerExchange ロッガーログから変更レコードを取得して、デー
タを 1 つまたは複数のターゲットに転送します。
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関連項目：
•「実装タスクフロー」  (ページ 219)
•「PostgreSQL CDC ソースの準備」  (ページ 219)
•「PowerExchange for PostgreSQL CDC の設定」  (ページ 220)
•「PostgreSQL CDC の管理」  (ページ 224)

PostgreSQL CDC に関する考慮事項
PostgreSQL CDC の以下の運用上の考慮事項を確認してください。
• PowerExchange は、登録済みの PostgreSQL ソーステーブルの DML の変更（挿入、更新、削除）はキャ

プチャしますが、DDL の変更はキャプチャしません。
• CDC に登録するには、各 PostgreSQL ソーステーブルにプライマリキーが必要です。
• PostgreSQL CDC の場合、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の使用はオプション

です。
• PowerExchange ロッガーは、起動時にのみ PostgreSQL ソースのキャプチャ登録を読み取ります。

PowerExchange ロッガーの実行中に登録を変更した場合、ロッガーをウォームスタートすると、変更が反
映されます。

• 次のいずれかのアクションを実行しないと、レプリケーションストアのサイズが大きくなることがありま
す。
- PG CAPI_CONNECTION 文で ENABLELWM=Y を指定します。この設定を使用すると、PowerExchange

ロッガーログファイルに固定された変更データは、レプリケーションストアテーブルから自動的に削除さ
れます。テーブルデータを長い期間保持するために、レプリケーションストアテーブルをバックアップで
きます。

- 次の SQL コマンドを使用して、データをレプリケーションストアテーブルから手動で削除します。
DELETE FROM store_table_name [WHERE condition]
WHERE 句を省略すると、すべてのテーブル行が削除されます。

• 登録済みのソーステーブルに次の DDL の変更が行われた場合、アクションが必要になることがあります。
- 登録済みのソーステーブルを削除する場合、削除されたテーブルの DML の変更はキャプチャされないた

め、アクションは不要です。ただし、不要になった、関連するキャプチャ登録を削除することはできま
す。

- ソーステーブルにカラムを追加した場合、PowerExchange は CDC 処理を続行しますが、新しいカラムの
データは処理されません。これらのカラムのデータを処理するには、ソーステーブルのキャプチャ登録を
再作成してから、CDC セッションをウォームスタートする必要があります。

- ソーステーブルのキャプチャ登録に含まれているカラムを削除すると、エラーメッセージが表示され、セ
ッションは停止します。カラムを選択せずにキャプチャ登録を再作成してから、CDC セッションをウォー
ムスタートする必要があります。

• CDC セッションを停止した場合、変更データは PostgreSQL サーバー上の pg_xlog ファイルで引き続きキ
ャッシュされます。エラーを回避するために、pg_xlog ファイルが一杯にならないようにします。

• PowerExchange は EnterpriseDB (EDB) PostgreSQL をサポートしていません。
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• PowerExchange は、PostgreSQL 用 DataDirect ODBC ドライバを使用して PostgreSQL ソースデータベ
ースに接続します。次の処理に対して指定するサーバーで使用される接続文字列に ODBC パラメータを追
加する場合は、dbmover.cfg ファイルで ODBC_CONN_PARAMS ステートメントを定義します。
- 変更データキャプチャ
- PowerExchange Navigator または DBLUCBRG ユーティリティからのキャプチャ登録の作成、削除、ま

たは変更
例えば、サイトのポリシーでデータベース接続に SSL 暗号化、特定の暗号化プロトコル、または自己署名
またはサードパーティの署名付き SSL 証明書を使用する必要がある場合は、ODBC パラメータを追加する
必要があります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

• PostgreSQL CDC は、キーカラムの UPDATE および DELETE 操作時に正確な操作前の画像の値のみを返し
ます。キー以外のすべてのカラムは NULL 値を報告します。操作前の画像（BI）と変更インジケータ（CI）
の値を複製するには、ALTER TABLE <tblname> REPLICA IDENTITY FULL 文を使用してテーブルを変更します。

CDC でサポートされる PostgreSQL のデータ型
変更データをキャプチャする予定の PostgreSQL カラムに、PowerExchange が変更データのキャプチャ用に
サポートするデータ型があることを確認します。
次のテーブルに、サポートされる PostgreSQL のデータ型を示します。

データ型 CDC でサポ
ートされて
いるか

コメント

abstime はい PowerExchange はこのデータ型を timestamp として扱う。
配列型 はい PowerExchange はこれらのデータ型を varchar として扱う。
bigint はい PowerExchange はこのデータ型を num64 として扱う。
bit はい PowerExchange はこのデータ型を char として扱う。
bit varying はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
boolean はい PowerExchange はこのデータ型を num8 として扱う。
box はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
bytea - hex とエスケー
プ書式

はい PowerExchange はこれらのデータ型を varbin として扱う。

character はい PowerExchange はこのデータ型を char として扱う。
character varying はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
cid はい PowerExchange はこのデータ型を num64 として扱う。
cidr ○ PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
circle はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
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データ型 CDC でサポ
ートされて
いるか

コメント

date はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
daterange はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
double precision はい PowerExchange はこのデータ型を double として扱う。
inet はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
int4range はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
int8range はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
integer はい PowerExchange はこのデータ型を num32 として扱う。
interval はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
json 型 はい PowerExchange はこれらのデータ型を varchar として扱う。
line はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
lseg ○ PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
macaddr と macaddr8 ○ PowerExchange はこれらのデータ型を varchar として扱う。
money はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
name ○ PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
numeric はい PowerExchange はこのデータ型を numchar として扱う。精度が

100 を超える場合、またはスケールが 50 を超える場合、
PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。

numrange はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
oid はい PowerExchange はこのデータ型を num64 として扱う。
path はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
point はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
polygon はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
pg_lsn はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
real はい PowerExchange はこのデータ型を float として扱う。
regclass はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regcollation ○ PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regconfig はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
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データ型 CDC でサポ
ートされて
いるか

コメント

regdictionary はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regnamespace はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regoper はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regoperator はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regproc はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regprocedure はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regrole はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
regtype はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
reltime はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
smallint はい PowerExchange はこのデータ型を num16 として扱う。
text はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
time with time zone はい PowerExchange はこのデータ型を time として扱う。
time without time zone はい PowerExchange はこのデータ型を time として扱う。
timestamp with time 
zone

はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。

timestamp without 
time zone

はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。

tsquery はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
tsrange はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
tstzrange はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
tsvector はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
ユーザー定義型

（enum を含む）
はい PowerExchange はこれらのデータ型を varchar として扱う。

uuid はい PowerExchange はこのデータ型を char として扱う。
xid はい PowerExchange はこのデータ型を num64 として扱う。
xid8 ○ PowerExchange はこのデータ型を num64 として扱う。
xml はい PowerExchange はこのデータ型を varchar として扱う。
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実装タスクフロー
PostgreSQL CDC を実装するには、PostgreSQL、PowerExchange、および PowerCenter でいくつかのタス
クを完了する必要があります。以下のタスクフローの概要を使用します。
1. PostgreSQL ソース環境を準備します。詳細については、「PostgreSQL CDC ソースの準備」  (ページ 219)

を参照してください。
2. PowerExchange Navigator または DTLUCBRG ユーティリティのいずれかを使用して、PostgreSQL ソー

ステーブルのキャプチャ登録と抽出マップを作成します。詳細については、PowerExchange Navigator
ユーザーガイドおよび PowerExchange ユーティリティガイドを参照してください。

3. PG CAPI_CONNECTION 文とその他の必要な文を、PowerExchange のキャプチャ登録と抽出マップが保
存されているシステム上の DBMOVER 構成ファイルに追加します。「dbmover 構成ファイルの設定」  (ペ
ージ 220)を参照してください。

4. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
を設定します。「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ 45)を参照してください。

5. CDC のリスタートポイントを設定します。「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)を参照し
てください。

6. ターゲットテーブルをマテリアライズします。任意のツールを使用します。PowerExchange の一括デー
タ移動は、現在 PostgreSQL ソースをサポートしていません。

7. 設定されている場合、PowerExchange ロガーを開始します。「PowerExchange ロッガーのコールドスタ
ート 」  (ページ 72)を参照してください。

8. PostgreSQL ソースを含む PowerCenter CDC ワークフローを作成します。PostgreSQL CDC アプリケー
ション接続を使用します。詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』ガイ
ドを参照してください。

9. CDC ワークフローをコールドスタートします。

PostgreSQL CDC ソースの準備
PowerExchange CDC 用に PostgreSQL ソースシステムを準備するには、いくつかの設定タスクを実行する必
要があります。
1. PowerExchange を論理レプリケーションモードで PostgresSQL データベースサーバーに接続して、レプ

リケーションスロットを作成するための、PostgreSQL ユーザーロールを作成します。ロールを作成した
ら、LOGIN および REPLICATION 属性を指定します。次に例を示します。
CREATE ROLE pwx_role LOGIN REPLICATION;
このコマンドを使用するには、CREATEROLE または権限を持っているか、データベーススーパーユーザー
である必要があります。

2. PostgreSQL postgresql.conf 構成ファイルで wal_level=logical パラメータが指定されていることを確
認します。
このパラメータは、PostgreSQL がログ先行書き込み（WAL）に書き込む情報の量を決定します。logical
論理の設定によって、論理デコードのサポートに必要な情報が追加されます。
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3. 次のいずれかの方法で、PowerExchange が使用するレプリケーションスロットを作成するための
pwx_decode.dll プラグインをインストールします。
• pwx_decode.dll プラグインを PowerExchange ルートディレクトリから PostgreSQL lib ディレクト

リにコピーします。
PowerExchange キャプチャ処理が実行されると、PostgreSQL は pwx_decode.dll プラグインを使用
して"pwx_repl"レプリケーションスロットを作成します。

• PostgreSQL lib ディレクトリ内にプラグインをインストールする権限がない場合は、pwx_decode.dll
を別の場所にコピーできます。次に、レプリケーションスロットを手動で作成する必要があります。レ
プリケーションスロットを作成するには、pwx_decode.dll の場所を指す次のコマンドを使用します。
SELECT slot_name FROM pg_create_logical_replication_slot('pwx_repl', 'path/pwx_decode')

注: PowerExchange は、レプリケーションスロットから取得した DML の変更を記録するレプリケーショ
ンストアテーブルを自動的に作成します（存在しない場合）。ソース環境に合わせてレプリケーションスト
アテーブルを調整する必要がある場合は、テーブルを手動で作成できます。「レプリケーションストアテー
ブルの手動作成」  (ページ 220)を参照してください。

レプリケーションストアテーブルの手動作成
環境に合わせてレプリケーションストアテーブルをカスタマイズする必要がある場合は、テーブルを
PowerExchange キャプチャ処理で自動生成する代わりに、手動で作成できます。
例えば、テーブルパーティションをサポートするようにテーブルをカスタマイズできます。
テーブルを作成するには、次のサンプルの SQL 文を使用します。
CREATE TABLE table_name(         id bigserial,         lsn pg_lsn NOT NULL,         xid xid NOT NULL,         data text NOT NULL);CREATE UNIQUE INDEX ON table_name (id);CREATE INDEX ON table_name (lsn);
注意事項: 
• カスタマイズがサンプルの SQL 文のカラム定義と互換性があることを確認してください。
• デフォルト名の public.pwx_repl 以外のテーブル名を使用する場合は、dbmover.cfg ファイル内の PG 

CAPI_CONNECTION 文のパラメータにカスタム名を入力します。

PowerExchange for PostgreSQL CDC の設定
PostgreSQL CDC を準備するには、いくつかの PowerExchange 設定タスクを完了する必要があります。この
タスクは、Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロッガーを使用するかどうか、および使用
する抽出モードのタイプにより異なります。

dbmover 構成ファイルの設定
キャプチャ登録と CDC 制御ファイルが格納されているシステムの dbmover 構成ファイルでは、PostgreSQL 
CDC に必要な文を追加します。このシステムは、登録グループ定義の場所フィールドで指定されています。
次の文も必要です。
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PG CAPI CONNECTION
コンシューマ API（CAPI）が、変更ストリームに接続し、PostgreSQL ソースデータベースサーバー上の
ソーステーブルの CDC 処理を制御するために使用する、パラメータの名前付きセット。

CAPT_PATH
CDC の制御ファイルが含まれている Linux または Windows システムのローカルディレクトリのパス。
これらのファイルには、キャプチャ登録の CCT ファイル、ODBC 抽出に使用されるアプリケーション名の
CDEP ファイル、および Linux、UNIX、Windows 用 PowerExchange ロガーの CDCT ファイルが含まれ
ます。

CAPT_XTRA
CDC の抽出マップが格納されている Linux または Windows システムのローカルディレクトリのパス。

継続抽出モードを使用する場合は、以下の文も含める必要があります。
CAPX CAPI_CONNECTION

PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを継続抽出するため
に CAPI が使用するパラメータの名前付きセット。

また、メッセージを見つけやすくするために LOGPATH 文と TRACING 文を含めることをお勧めします。
LOGPATH 文を指定すると、PowerExchange メッセージログファイルのディレクトリが明確に定義されます。
TRACING 文を指定すると、PowerExchange は PowerExchange プロセスごとにメッセージログファイルの代
替セットを作成できるようになります。
DBMOVER のすべての文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。

CAPI_CONNECTION - PG 文
PG CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、PostgreSQL ソースの CDC 処理を制御するために、
コンシューマ API（CAPI）が使用する名前付きパラメータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Windows
データソース: PostgreSQL
必須: PostgreSQL CDC の場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=(NAME=capi_connection_name                [,DLLTRACE=trace_id]                 ,TYPE=(PG                 ,SERVER={database_server|localhost}[,port]                      [,CAPTUREALL={Y|N}]                      [,DATABASE=database_name                      [,ENABLELWM={Y|N}]                      [,FETCHLIMIT=maximum_rows_fetched|100]                      [,ONDATATRUNC={WARN|FAIL}]                      [,ONTABLETRUNC={WARN|FAIL}]                      [,RECONNTRIES={reconnection_attempts|12}]                      [,RECONNWAIT={seconds|5}]                      [,REPLSTORETBL=schema.table_name|public.pwx_repl}                      [,RSTRADV=seconds]                       ))
パラメータ: 
NAME=capi_connection_name

必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前です。
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最大長は英数字 8 文字です。
CAPTUREALL={N|Y}

このオプションのパラメータは、PowerExchange がソースデータベース内のすべてのテーブルの変更デ
ータをキャプチャして保存するか、CDC に登録されているテーブルのみの変更データをキャプチャして保
存するかを制御します。このパラメータを使用して、レプリケーションストアテーブルに格納されるデー
タの量を、登録されたソーステーブルからのデータのみに制限します。
次のオプションがあります。
• N。DML 変更をキャプチャし、登録されたソーステーブルについてのみ、変更をレプリケーションス

トアテーブルに保存します。このオプションは、ストアテーブルに収集および保存されるデータの量を
制限します。

• Y。DML 変更をキャプチャし、未登録のテーブルを含むソースデータベース内のすべてのテーブルの変
更をレプリケーションストアテーブルに保存します。この設定は、CDC 処理に必要なデータよりも多
くのデータがレプリケーションストアテーブルに保存される可能性があるため、お勧めしません。

デフォルトは N です。
DLLTRACE=trace_ID

オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

TYPE=(PG, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。PostgreSQL ソースの場合、この値は PG にする必要がありま
す。
SERVER={host_name|localhost}[,port_number]

必須。PostgreSQL ソースデータベースを実行するサーバーのホスト名または IP アドレス。データベ
ースサーバーと PowerExchange リスナが同じマシン上でローカルに実行されている場合は、

「localhost」と入力できます。
デフォルトのポート番号以外のポートでソースサーバーがリスンするようにする場合は、オプション
でポート番号をサーバー名に追加できます。

DATABASE=database_name
必須。指定されたサーバー上の PostgreSQL ソースデータベースの名前。

ENABLELWM={N|Y}
オプション。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合に、データが
PowerExchange ロッガーログファイルに固定された後で、PowerExchange コンシューマ API

（CAPI）キャプチャ処理が、レプリケーションストアテーブルから読み取ったデータを削除するかど
うかを制御します。このパラメータを使用して、キャプチャのパフォーマンスを改善し、
PowerExchange ロッガーの使用中にレプリケーションストアテーブルのサイズが大きくなり過ぎる
のを防ぐことができます。
次のオプションがあります。
• N。データが PowerExchange ロッガーログファイルに固定された後、レプリケーションストアテ

ーブルから処理済みデータを削除しません。このオプションを使用すると、レプリケーションス
トアテーブルが非常に大きくなり、CDC のパフォーマンスが低下することがあります。
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• Y。データが PowerExchange ロッガーログファイルに固定された後、レプリケーションストアテ
ーブルから処理済みデータを削除します。ログファイルを切り替えた後、PowerExchange ロッガ
ーは CAPI 処理にローウォーターマーカー（LWM）を送信し、ファイルを切り替える前に最終
UOW を特定します。次のキャプチャサイクルの最後に、CAPI 接続処理が使用可能なデータの最
後まで読み取った後、CAPI はレプリケーションストアテーブルで LWM までのすべての行を削除
します。

デフォルトは N です。
FETCHLIMIT

オプション。PowerExchange SELECT 呼び出しに応答して、レプリケーションストアテーブルから
取得できる最大行数。有効な値は 0〜1000000 です。値 0 は、事実上、上限がないことを示します。
デフォルトは 100 です。

ONDATATRUNC={WARN|FAIL}
オプション。PostgreSQL カラムから 98,304 バイトを超えているデータを切り捨てる必要がある場合
に、PowerExchange が警告メッセージを発行して処理を続行するか、異常終了するかを示します。
デフォルトは FAIL です。

ONTABLETRUNC={WARN|FAIL}
オプション。PowerExchange が、変更ストリームで TRUNCATE TABLE レコードを見つけたときに、
警告メッセージを発行して処理を続行するか、異常終了するかを示します。
デフォルトは FAIL です。

RECONNTRIES={reconnection_attempts|12}
オプション。PowerExchange がレプリケーションスロットからデータを取得しているか、レプリケ
ーションストアテーブルからデータを読み取っている際、接続が切断された後に、PowerExchange
が PostgreSQL データベースサーバーに再接続を試す最大の回数。接続の再試行に失敗した場合、
PowerExchange は RECONNWAIT パラメータで指定された秒数だけ待機してから、再度データベー
スサーバーへの再接続を試みます。このパラメータを RECONNWAIT パラメータとともに使用して、
接続の回復性を向上できます。
有効な値は 0〜2147483647 です。値 0 を指定すると、接続の再試行は行われません。デフォルトは
12 です。

RECONNWAIT={seconds|5}
オプション。PowerExchange による PostgreSQL データベースサーバーへの再接続試行間の待機秒
数。このパラメータを RECONNTRIES パラメータとともに使用して、接続の回復性を向上できます。
有効な値は 0 - 3600 です。値 0 を指定すると、接続の試行までの待機時間はありません。デフォルト
は 5 です。

REPLSTORETBL={schema.table_name|public.pwx_repl}
オプション。PostgreSQL 論理レプリケーションスロットからの変更データを含む PowerExchange
レプリケーションストアテーブルの名前。PowerExchange は、このテーブルから変更データを読み
取ります。
この値が指定されていない場合、public.pwx_repl のデフォルト名が使用されます。

RSTRADV=seconds
オプション。データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済
みデータソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間間隔

PowerExchange for PostgreSQL CDC の設定       223



（秒単位）。待機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を
返します。これには更新されたリスタート情報のみが含まれます。
次のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機間隔を 0 にリセットします。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を終了した。
• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機間隔を過ぎたため、PowerExchange が空

の UOW を返した。
有効な値は 0〜86400 です。デフォルトは指定されていません。値 0 は、送信処理のリスタートを無
効にします。
例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の待機イ
ンターバルを過ぎた後、5 秒待機します。その後、PowerExchange は次にコミットされた空の UOW

（更新された最近情報を含む）を返し、待機間隔を 0 にリセットします。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange
は登録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。この場合、
PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスター
トポイントから読み取ります。

PostgreSQL CDC の管理
CDC の実行後は、PostgreSQL CDC 環境を維持および管理するために、いくつかのタスクを実行する必要があ
ります。
次のようなタスクがあります。
• PostgreSQL CDC 処理の停止
• ソーステーブルの構造の変更
• キャプチャ登録の追加

PostgreSQL テーブルの変更データキャプチャの停止
テーブルが削除された場合、変更アクティビティがテーブルで発生しなくなった場合、またはテーブル内のデ
ータが CDC 処理の対象になっていない場合は、PostgreSQL ソーステーブルの変更データのキャプチャを停止
することができます。
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を開き、［ステータス］オプションを［履歴］に設定しま

す。 
ステータスが［履歴］であるキャプチャ登録は、再度アクティブにすることはできません。

2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
をシャットダウンしてからウォームスタートします。 
この手順により、PowerExchange ロガーで使用する登録情報がリフレッシュされます。

3. PowerCenter では、CDC ワークフローを削除または更新して、ワークフローが削除されたテーブルを処
理しないようにします。 
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PostgreSQL CDC 処理の一時停止
問題のトラブルシューティングやターゲットデータベースの保守タスクを行うために、PostgreSQL CDC 処理
を一時停止する必要がある場合があります。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガーをシ
ャットダウンして、全ソーステーブルの CDC 処理を停止します。その後、PowerExchange ロッガーをウォー
ムスタートすると、変更データを失わずに変更キャプチャ処理を再開できます。この方法をお勧めします。

PostgreSQL ソーステーブルの構造の変更
カラムを追加、変更、または削除する DDL の変更を、PowerExchange が変更をキャプチャする登録済みの
PostgreSQL ソーステーブルに行うことが必要になる場合があります。以前にキャプチャしたデータへのアク
セスを維持する方法で、新しいテーブル定義に切り替えることができます。
このトピックでは、新しいテーブル定義に正しく切り替える手順について説明します。
注: 以下の状況では、これらの手順を実行する必要はありません。
• カラムのサブセットの変更データを選択的にキャプチャし、DDL の変更はこれらの列またはその序数値の

いずれにも影響しません。
• 1 つのカラムの変更データ抽出処理を停止する必要がある場合。この場合は、そのカラムを抽出マップから

削除します。キャプチャ登録は編集しません。CDC セッションが実行されると、PowerExchange ではその
カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽出は行われません。

1. テーブルのデータ変更アクティビティ（挿入、更新、および削除）を停止します。 
2. 現在のテーブル定義の下でキャプチャされたすべての変更データの抽出処理が完了していることを確認し

ます。次に、テーブルの変更データを抽出するすべての PowerCenter ワークフローを停止します。 
3. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、ロッガーをシャットダウン

します。 
4. PowerExchange Navigator で、元のキャプチャ登録を開き、そのステータスを［履歴］に設定します。 

PowerExchange では、ステータスが［履歴］または［非アクティブ］のキャプチャ登録に基づく変更デ
ータはキャプチャされません。
ヒント: カラムから変更データをキャプチャする必要がなくなった場合は、キャプチャ登録を変更しない
まま、抽出マップからカラムを削除できます。カラムの変更データは引き続きキャプチャされますが、抽
出は行われません。

5. テーブルの DDL を変更します。 
6. PowerExchange Navigator で、DDL の変更を反映したテーブルの新規キャプチャ登録を作成します。 

次の設定を必ず含めます。
• ［圧縮］リストで、［部分］を選択します。
• ［ステータス］のリストから、［アクティブ］を選択します。

7. PowerExchange ロッガーをシャットダウンする場合は、これをウォームスタートします。 
PowerExchange ロッガーは、新しいキャプチャ登録に基づいて変更のキャプチャを開始します。

8. 必要に応じて、ソーステーブルの変更を反映するようにターゲットテーブルの定義を変更します。 
9. PowerCenter Designer で、変更したソーステーブルの新規抽出マップをインポートして、新規ソース定

義を作成します。また、ターゲットテーブルを変更した場合は、ターゲット定義を編集または再作成しま
す。次に、必要であれば、マッピングを編集します。 

10. 必要に応じて、ターゲットテーブルを再マテリアライズしてから、新規リスタートトークンを作成します。 
11. テーブルに対する変更アクティビティを許可して再開します。 

PostgreSQL CDC の管理       225



12. PowerCenter ワークフローを再開します。 
抽出処理が再開されます。
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第  9  章

SAP HANA CDC
この章では、以下の項目について説明します。
• SAP HANA CDC の概要, 227 ページ
• SAP HANA CDC に関する考慮事項, 228 ページ
• CDC でサポートされる SAP HANA データ型, 228 ページ
• SAP HANA CDC ログテーブル, 230 ページ
• 実装タスクフロー, 230 ページ
• PowerExchange CDC 用の SAP HANA サーバーの準備, 231 ページ
• PowerExchange CDC 用の SAP HANA データベースの準備, 233 ページ
• PowerExchange for SAP HANA CDC の設定, 235 ページ
• SAP HANA CDC の管理, 237 ページ

SAP HANA CDC の概要
PowerExchange CDC for SAP HANA は、Windows または Linux 上の SAP HANA テーブルからの挿入、更新、
および削除をキャプチャします。SAP HANA はログファイルへの直接アクセスを提供しないため、キャプチャ
プロセスはソーステーブルのトリガを使用して、変更データをキャプチャするタイミングを決定します。
オプションで、PowerExchange Navigator は、ソーステーブルの登録時に PKLOG ログテーブルと
PROCESSED ログテーブル、完全監査用の CDC テーブル、およびトリガ DDL を作成するためのスクリプトを
生成できます。Navigator のスクリプトを使用してログテーブルとトリガを作成しない場合、PowerExchange
は抽出プロセスの実行時にそれらを作成します。
トリガは、挿入、更新、および削除を PKLOG トランザクションログテーブルと CDC テーブルに書き込みま
す。これらの変更はテーブル順に読み取られ、PowerCenter CDC セッションまたは PowerExchange CDC 
Publisher に抽出するために使用できるようになります。
注: PowerExchange は、登録で完全監査オプションが指定されていない限り、SAP HANA CDC の操作後の画
像レコードのみを提供します。
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SAP HANA CDC に関する考慮事項
PowerExchange CDC for SAP HANA に関する次の考慮事項を確認してください。
• SAP HANA CDC は、SAP HANA 用の ODBC ドライバと JDBC ドライバの両方を使用します。これらのドラ

イバは、PowerExchange のインストールとは別にインストールして設定する必要があります。詳細につい
ては、「PowerExchange CDC 用の SAP HANA サーバーの準備」  (ページ 231)を参照してください。

• CDC に登録するには、各 SAP HANA ソーステーブルにプライマリキーが含まれている必要があります。
PowerExchange は、登録された各ソーステーブルに最大 16 カラムのプライマリキーをサポートします。

• 登録をフル監査に変更する場合、またはフル監査から変更する場合は、登録済みテーブルのトリガを削除す
る必要があります。トリガ機能を使用してスクリプトをエクスポートするか、PowerExchange Navigator
で行のテストを実行するか、PowerExchange ロッガーにトリガを自動的に作成させることにより、トリガ
を手動で作成できます。

• 登録をフル監査から PKLOG のみに変更した場合は、CDC シャドウテーブルを削除するか、履歴の目的で保
持することができます。フル監査を使用してキャプチャするには、シャドウテーブルが必要です。

• フル監査を使用しない場合、PowerExchange ではプライマリキーではないすべてのフィールドを NULL 可
能にする必要があり、PowerExchange はプライマリキーを除いて NULL 不可能なフィールドを NULL 可能
に切り替えます。フル監査を使用しないテーブル登録には操作前のイメージがないため、キャプチャ処理に
は NULL 可能フィールドが必要であり、キャプチャプロセスでの削除は NULL になります。

• SAP HANA ソーステーブルごとに個別のキャプチャ登録を作成する必要があります。
• SAP HANA CDC には、Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロガーが必要です。
• PowerExchange は、最大 120 文字の SAP HANA テーブル名をサポートします。120 文字を超える名前の

テーブルは、変更データキャプチャに登録できません。

CDC でサポートされる SAP HANA データ型
変更データをキャプチャする予定の SAP HANA カラムに、PowerExchange がサポートするデータ型があるこ
とを確認します。PowerExchange CDC は、空間タイプを除くすべてのネイティブ SAP HANA データ型をサポ
ートしています。
以下の表に、PowerExchange が CDC 用にサポートしている SAP HANA データ型とサポートしていない SAP 
HANA データ型を示します。

データ型 CDC でサポートされてい
るか

コメント

ALPHANUM(n) はい
ARRAY いいえ このデータ型はサポートされていません。
BIGINT ○
BINARY(n) はい
BINTEXT いいえ このデータ型はサポートされていません。
BLOB いいえ このデータ型はサポートされていません。
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データ型 CDC でサポートされてい
るか

コメント

BOOLEAN ○
CLOB いいえ このデータ型はサポートされていません。
DATE ○
DECIMAL(p,s) ○ このデータ型は、精度とスケールが明示的に指定されてい

る場合にのみサポートされます。
DOUBLE ○
FLOAT(n) ○
INTEGER ○
NCLOB いいえ このデータ型はサポートされていません。
NVARCHAR(n) ○
REAL ○
SECONDDATE はい
SHORTTEXT(n) はい
SMALLDECIMAL ○
SMALLINT ○
ST_POINT いいえ このデータ型はサポートされていません。
ST_GEOMETRY いいえ このデータ型はサポートされていません。
TEXT いいえ このデータ型はサポートされていません。
TIME ○
TIMESTAMP ○
TINYINT ○
VARBINARY(n) ○
VARCHAR(n) はい
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SAP HANA CDC ログテーブル
抽出プロセスでは、変更データを記録するために次のログテーブルを使用します。
• PKLOG トランザクションログテーブルには、キャプチャされた挿入、更新、削除、および関連するメタデ

ータが含まれています。
• PROCESSED ログテーブルには、最新の抽出サイクルの現在の最大シーケンス番号が含まれています。
• PowerExchaange は、完全監査オプションで登録されたソーステーブルごとに CDC テーブルを作成しま

す。CDC テーブルには、以下の情報が含まれています。
- 更新された行の操作前の画像
- キャプチャされた挿入、更新、削除
- ソーステーブルに関連するメタデータ

実装タスクフロー
SAP HANA CDC を実装するには、SAP HANA、PowerExchange、および PowerCenter または
PowerExchange CDC Publisher でタスクを完了する必要があります。以下のタスクフローの概要を使用しま
す。
1. PowerExchange Navigator または DTLUCBRG ユーティリティのいずれかを使用して、SAP HANA ソース

テーブルのキャプチャ登録を作成します。詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイ
ド』または『PowerExchange ユーティリティガイド』を参照してください。 

2. 接続で使用するために、ODBC ドライバと JDBC ドライバの両方をインストールします。詳細について
は、「PowerExchange CDC 用の SAP HANA サーバーの準備」  (ページ 231)を参照してください。 

3. データキャプチャ用に SAP HANA データベースを準備します。詳細については、「PowerExchange CDC
用の SAP HANA データベースの準備」  (ページ 233)を参照してください。 

4. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を設定します。詳細については、
「PowerExchange ロッガーの設定」  (ページ 45)を参照してください。 

5. ターゲットテーブルをマテリアライズします。任意のツールを使用します。ただし、PowerExchange の
バルクデータ移動は、現在 SAP HANA ソースをサポートしていません。 

6. PowerExchange ロッガーを起動します。詳細については、「PowerExchange ロッガーの起動」  (ページ
67)を参照してください。 

7. ターゲットに変更データを適用する PowerCenter ワークフローまたは PowerExchange CDC Publisher
ストリームを設定します。 
• PowerCenter で、SAP HANA ソースと SAP HANA CDC アプリケーション接続を含む CDC ワークフロ

ーを作成します。CDC ワークフローをコールドスタートする必要があることに注意してください。詳
細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』を参照してください。

• PowerExchange for CDC Publisher で、SAP HANA データを Apache Kafka などのターゲットメッセ
ージングシステムに移動する CDC ストリームを設定します。詳細については、『PowerExchange CDC 
Publisher ユーザーガイド』を参照してください。
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PowerExchange CDC 用の SAP HANA サーバーの準備
PowerExchange CDC の設定タスクは、SAP HANA ソースデータベースが Windows と Linux のどちらにある
かによって異なります。
• SAP HANA データベースが Windows 上にある場合は、https://tools.hana.ondemand.com/#hanatools

から適切な ODBC ドライバをダウンロードします。データソース名を指定するか、ホスト名とポート番号
を使用して接続を設定できます。

• SAP HANA データベースが Linux 上にある場合は、https://tools.hana.ondemand.com/#hanatools から
適切な ODBC ドライバをダウンロードします。Linux では、ホスト名とポート番号とともに DSN を指定す
る必要があります。

• SAP HANA クライアントと JDBC ドライバを https://developers.sap.com/tutorials/hana-clients-
install.html からダウンロードしてインストールします。

PowerExchange ODBC 接続の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくだ
さい。

Linux での ODBC の設定
Linux では、SAP HANA 用の DataDirect ODBC ドライバまたは unixODBC ドライバを使用して ODBC 接続を
確立できます。
注意事項: 
• DataDirect ドライバを使用する場合は、キャプチャ登録を作成するときにデータベース名を入力する必要

があります。
• unixODBC ドライバを使用する場合は、接続の DSN を指定する必要があります。
odbc.ini ファイルと odbcinst.ini ファイル、および ODBCHOME 変数で指定された ODBC ライブラリへのパ
スの環境変数を作成します。
ODBCINST=/dtl/install_directory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1/lib/odbcinst.iniODBCINI=/dtl/install_directory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1/lib/odbc.ini
ODBCHOME 変数のパスは、Linux システムでの ODBC ドライバをインストールした環境によって異なります。
次の例は、unixODBC ドライバのパスを示しています。
ODBCHOME=/usr/lib64
次の例は、DataDirect ドライバのパスを示しています。
export ODBCHOME=/dtl/install_directory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1
次の例は、odbcinst.ini ファイル内の SAP HANA ドライバのサンプルエントリを示しています。
[ODBC Drivers]HDBODBC=Installed[HDBODBC]DRIVER=/dtl/install_directory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1/lib/libodbcHDB.soDESCRIPTION=HANA DriverSETUP=/dtl/install_directory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1/lib/libodbcHDB.soCPTIMEOUT=0DriverManagerEncoding=UTF-8
次の例は、SAP HANA データソースの odbc.ini ファイルのサンプルエントリを示しています。
[HXEHOST]DRIVER=/dtl/installdirectory/ODBC/linux-x64/ODBC7.1/lib/libodbcHDB.soSERVERNODE=ip_address:port_numberUSER=user_name
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PASSWORD=passwordDATABASENAME=db_nameDRIVERUNICODETYPE=1DESCRIPTION=description

Windows での ODBC 設定
PowerExchange Administrator の ODBC 接続ウィザードを使用して、Windows 上の SAP HANA への ODBC
接続を確立します。
接続に使用する、ユーザー定義のデータソース名、サーバーホスト名または IP アドレス、およびポート番号を
入力します。

SAP HANA ソースへの登録を 1 つ以上作成した後、PowerExchange Navigator からサーバーのホスト名また
は IP アドレスを入力することもできます。

Windows または Linux での JDBC の設定
PowerExchange SAP HANA CDC には、ODBC に加えて JDBC アクセスが必要です。PowerExchange は、
SAP HANA CDC 用に次のファイルをインストールします。
• log4j-api-2.17.1.jar
• log4j-core-2.17.1.jar
• PWXHANACDC.jar
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SAP HANA CDC には、JDBC クライアントの ngdbc.jar ファイルへのアクセスも必要です。次の手順を使用し
て、PowerExchange に JDBC クライアントの ngdbc.jar ファイルへのアクセスを提供します。
1. ngdbc.jar ファイルを PowerExchange インストールの jars サブディレクトリにコピーします。デフォル

トでは、インストールディレクトリには PowerExchange とともにインストールされた.jar ファイルも含
まれています。

2. デフォルトでは、PowerExchange は jars ディレクトリ内の ngdbc.jar ファイルを想定しています。ファ
イルの名前が異なる場合は、ファイルの名前を ngdbc.jar に変更するか、dbmover.cfg ファイルに
HANA_CLASSPATH 文を追加して、必要なすべての.jar ファイルを指すようにします。各ファイル名の間
には、環境に適した区切り文字を使用してください。次の例は、Windows での HANA_CLASSPATH 文を
示しています。
HANA_CLASSPATH="D:/pwx/installdirectory/jars/PWXHanaCDC.jar;D:/pwx/installdirectory/jars/log4j-api-2.17.1.jar;D:/pwx/installdirectory/jars/log4j-core-2.17.1.jar;D:/pwx/installdirectory/jars/ngdbc.jar"
次の例は、Linux での HANA_CLASSPATH 文を示しています。
HANA_CLASSPATH="/dtl/installdirectory/jars/PWXHanaCDC.jar:/dtl/installdirectory/jars/log4j-api-2.17.1.jar:/dtl/installdirectory/jars/log4j-core-2.17.1.jar:/dtl/installdirectory/jars/ngdbc.jar"

注: PowerExchange は、最初に HANA_CLASSPATH 文内で依存する jar ファイルを探します。
HANA_CLASSPATH 文が存在しない場合、PowerExchange は PWX_HOME 環境変数で定義されたパスを使用
します。HANA_CLASSPATH 文または PWX_HOME 変数を含めない場合、PowerExchange は、CDC プロセス
を開始する場所に対する相対パスを使用します。

PowerExchange CDC 用の SAP HANA データベースの準備
PowerExchange SAP HANA CDC を使用するには、データベースにトリガを作成する権限を含め、データベー
スに対する明示的な権限を持つプロセスのユーザーを作成する必要があります。

CDC 用のユーザーの作成
SAP HANA CDC 用のユーザーを作成するには、管理者として SAP HANA データベースに接続し、次のコマンド
を発行します。
CREATE USER <user_id> password "<passwd>" NO FORCE_FIRST_PASSWORD_CHANGE;
このコマンドは、次のデフォルトの権限を持つ新しいユーザーをデータベースに作成します。
• TABLES を含むデータディクショナリビューを読み取る。
• ユーザー独自のスキーマにオブジェクトを作成する。

追加の権限の付与
デフォルトの権限に加えて、SAP HANA CDC ユーザーに、ソースデータベースへの CDC ユーザーのスキーマ
に対する INSERT 権限を付与し、ソースデータベーススキーマとテーブルに対するユーザーへの SELECT 権限
を付与する必要があります。
ソースデータベーススキーマで作成されたトリガにより、挿入、更新、および削除のデータキャプチャが開始
されます。キャプチャプロセスによって変更が PKLOG テーブルと CDC テーブルに書き込まれるため、SAP 
HANA CDC ユーザーには、PKLOG テーブルと CDC テーブルが存在するスキーマに対する挿入権限が必要で
す。通常、これは SAP HANA ソースデータベースと同じスキーマです。
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ソースデータベースへの権限を付与するには、SAP HANA CDC ユーザーに直接権限を付与するか、ユーザーロ
ールを作成して SAP HANA CDC ユーザーをそのロールに割り当てることができます。どちらの方法を選択する
場合でも、ユーザーは、変更データのキャプチャ用に登録されているソースデータベース内のすべてのテーブ
ルに対する SELECT 権限を持っている必要があります。
次のコマンドを使用すると、ソースデータベースでデータを PKLOG テーブルと CDC テーブルにキャプチャで
きます。
GRANT INSERT ON SCHEMA schema_name TO [user_id|user_role];
データベース内のすべてまたはほとんどのテーブルからデータをキャプチャする場合は、次のコマンドを発行
して、ソースデータベース内のすべてのオブジェクトへのアクセス権限を付与します。
GRANT SELECT ON SCHEMA schema_name TO [user_id|user_role];GRANT TRIGGER ON SCHEMA schema_name TO [user_id|user_role];
少数のテーブルからデータをキャプチャする場合は、アクセス権限をそれらのテーブルのみに制限できます。
登録されたテーブルごとに次のコマンドを発行します。
GRANT SELECT ON database.table_name TO [user_id|user_role]; GRANT TRIGGER ON database.table_name TO [user_id|user_role];

ログテーブルの手動作成
PowerExchange for SAP HANA CDC が起動すると、SAP HANA CDC ユーザー ID を使用してソースデータベー
スに接続し、PKLOG テーブルと PROCESSED テーブルをチェックします。これらのテーブルが存在しない場
合、PowerExchange は SAP HANA ユーザーのスキーマを使用してテーブルを作成します。
必要に応じて、SAP HANA CDC ユーザー ID を使用してデータベースに接続し、次のコマンドを使用してテー
ブルを手動で作成できます。
create column table PKLOG (INSERT_SEQ bigint primary key GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY,CHANGE_TS timestamp, SCHEMA_NAME nvarchar(256), CHANGE_TYPE varchar(1), PK1 nvarchar(256), PK2 nvarchar(256), PK3 nvarchar(256), PK4 nvarchar(256), PK5 nvarchar(256), PK6 nvarchar(256), PK7 nvarchar(256), PK8 nvarchar(256), PK9 nvarchar(256), PK10 nvarchar(256), PK11 nvarchar(256), PK12 nvarchar(256), PK13 nvarchar(256), PK14 nvarchar(256), PK15 nvarchar(256), PK16 nvarchar(256), TRANSACTIONID bigint, TRANSACTION_SEQ integer, TABLE_NAME nvarchar(256), HAS_SHADOW_TABLE boolean, PROCESSED_SEQ bigint,APPLICATION_USER nvarchar(256));
create column table PROCESSED (MAXIMUM_PROCESSED_SEQ bigint);
insert into PROCESSED(MAXIMUM_PROCESSED_SEQ) values(0);

トリガの手動作成
PowerExchange は、登録された各テーブルにクエリを実行して、挿入、更新、および削除のトリガが存在す
るかどうかを判断します。テーブルのトリガが存在しない場合、PowerExchange はそれを作成します。
または、変更データキャプチャ用に登録されたテーブルにトリガを手動で作成することもできます。
PowerExchange Navigator を使用して、トリガを含む DDL を作成できます。トリガを手動で作成するように
選択した場合は、「追加の権限の付与」  (ページ 233)の説明に従って、ソースデータベースに接続されている
ユーザー ID に権限を付与してください。
登録済みテーブルのリストからテーブルが削除されると、PowerExchange はそのテーブルから自動的に作成
したトリガを削除します。トリガを一覧表示すると、削除されたソーステーブルから PowerExchange によっ
てトリガが削除されたことを確認できます。トリガを一覧表示するには、次のコマンドを使用します。
SELECT * FROM TRIGGERS WHERE SCHEMA_NAME = '<schema_name>
登録済みテーブルの［フル監査］オプションを有効または無効にする場合は、そのテーブルのトリガを削除し
て再作成する必要があります。トリガを手動で作成することも、PowerExchange ロッガーがトリガを自動的
に作成するようにすることもできます。必要に応じて、CDC テーブルを削除して再作成することもできます。
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PowerExchange for SAP HANA CDC の設定
SAP HANA CDC の準備をするために、変更データをキャプチャする予定のシステムで dbmover.cfg ファイル
を設定するなど、いくつかの PowerExchange 設定タスクを完了する必要があります。

dbmover 構成ファイルの設定
キャプチャ登録と CDC 制御ファイルが格納されているシステムの dbmover 構成ファイルで、SAP HANA CDC
に必要な文を追加します。このシステムは、登録グループ定義の［場所］フィールドで指定されています。

CAPI_CONNECTION - HANA 文
HANA CAPI_CONNECTION 文は、変更ストリームに接続し、SAP HANA ソースの CDC 処理を制御するために、
コンシューマ API（CAPI）が使用する名前付きパラメータセットを指定します。
オペレーティングシステム: Windows および Linux
データソース: SAP HANA
必須: SAP HANA CDC の場合、はい
構文: 
CAPI_CONNECTION=(NAME=capi_connection_name            [,DLLTRACE=trace_id]            ,TYPE=(HANA              ,SERVER=[server_name|ip_address]:port              ,DATABASE=database_name     [,BUFFERSIZE=bytes]     [,FETCHSIZE=records]     [,LOGCLEAR=days]     [,ONDATATRUNC=[WARN|FAIL]]     [,SSL=[Y|N]]     [,TIMEOUT=milliseconds]     [,TRANSACTIONSIZE=records]     [,VMOPTS=options]     [,VMOPTSDEL=delimiter_character]         ))
パラメータ: 
NAME=capi_connection_name

必須。この CAPI_CONNECTION 文に対するユーザー定義の一意の名前です。
最大長は英数字 8 文字です。

DLLTRACE=trace_ID
オプション。この CAPI に対して内部 DLL トレースをアクティブにする TRACE 文のユーザー定義の名前。
このパラメータは、Informatica グローバルカスタマサポートの指示の下でのみ指定します。

TYPE=(HANA, ... )
必須。CAPI_CONNECTION 文のタイプ。SAP HANA ソースの場合、この値は HANA である必要がありま
す。
SERVER=[server_name|ip_address]:port

必須。ソーステーブルを含むデータベースサーバーのサーバー名または IP アドレス。
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デフォルトのポートは 39015 です。別のポート番号を使用する場合は、このパラメータでポートを指
定する必要があります。

DATABASE=database_name
必須。変更データキャプチャのソーステーブルを含む SAP HANA データベースの名前。

BUFFERSIZE =バイト
オプション。SAP HANA ソースから取得した CDC レコードのバッファの最大サイズ。最大バッファ
サイズに達すると、PowerExchange はバッファをフラッシュし、ログテーブルに変更をコミットし
ます。有効な値は 64000 バイト（64KB）から 4000000 バイト（4MB）です。
デフォルトは 64000 バイトです。

FETCHSIZE =レコード
オプション。SAP HANA ソースから一度に取得してバッファに書き込むことができるレコードの最大
数。有効な値は 100〜10000 です。
デフォルトは 1000 です。

LOGCLEAR =日
オプション。PowerExchange が PKLOG テーブルエントリをパージするまでの日数。有効な値は 0〜
366 です。値 0 は、PKLOG テーブルエントリがパージされないことを意味します。
デフォルトは 14 です。

ONDATATRUNC={WARN|FAIL}
オプション。PowerExchange がデータが切り捨てられるカラムに遭遇したときに警告メッセージを
発行して処理を続行するか、異常終了するかを示します。有効な値は WARN または FAIL です。
デフォルトは FAIL です。

SSL=[Y|N]
オプション。SAP HANA ソースへの接続が SSL/TLS プロトコルを使用するかどうかを制御します。
このパラメータは、JDBC ドライバを使用する接続にのみ影響します。ODBC ドライバを使用する接
続では、odbc.ini ファイルでセキュアな接続を指定する必要があります。
デフォルトは N です。

TIMEOUT=ミリ秒
オプション。PowerExchange がソーステーブルから応答を受信しない場合に変更サイクルが終了す
るまでのミリ秒単位の時間間隔。有効な値は 1000〜60000 です。
デフォルトは 10000 です。

TRANSACTIONSIZE=records
オプション。読み取りサイクルの 1 回のトランザクションで処理するレコードの数。Informatica は、
本番ワークロードに低い値を設定することを推奨していませんが、テスト時には低い値が役立つ場合
があります。有効な値は 1〜1000000 です。
注: UPDATE レコードを含む PowerExchange Navigator 行テストの TRANSACTIONSIZE を調整する
場合は、パラメータ値を 2 以上に設定してください。それ以外の場合、テストは最初の UPDATE レコ
ードまでの行のみを返します。
デフォルトは 500000 です。
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VMOPTS=オプション;オプション;...
オプション。セミコロン（;）または VMOPTSDEL パラメータで指定されたオーバーライド文字で区
切られた 1 つ以上の Java 仮想マシン（JVM）オプション。最大で 20 オプションを指定できます。

VMOPTSDEL=separator_character
オプション。VMOPTS パラメータで指定された JVM オプションを区切る区切り文字を指定します。
オプションが上書きされるシステムで有効な任意の区切り文字を使用できます。
デフォルトはセミコロン（;）です。

SAP HANA CDC の管理
CDC の実行後は、SAP HANA CDC 環境を維持および管理するために、いくつかのタスクを実行する必要があり
ます。
次のようなタスクがあります。
• SAP HANA CDC の処理の停止。
• ソーステーブルの構造の変更

SAP HANA ソーステーブルの変更データのキャプチャの停止
テーブルが削除された場合、変更アクティビティがテーブルで発生しなくなった場合、またはテーブル内のデ
ータが CDC 処理の対象になっていない場合は、SAP HANA ソーステーブルの変更データのキャプチャを停止す
ることができます。
1. PowerExchange Navigator で、キャプチャ登録を開き、［ステータス］オプションを［履歴］に設定しま

す。 
ステータスが［履歴］であるキャプチャ登録は、再度アクティブにすることはできません。

2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガー
をシャットダウンしてからウォームスタートします。 
この手順により、PowerExchange ロガーで使用する登録情報がリフレッシュされます。

3. PowerCenter では、CDC ワークフローを削除または更新して、ワークフローが削除されたテーブルを処
理しないようにします。 

SAP HANA CDC の処理の一時停止
問題のトラブルシューティングやターゲットデータベースの保守タスクを行うために、SAP HANA CDC 処理を
一時停止する必要がある場合があります。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、PowerExchange ロッガーをシ
ャットダウンして、全ソーステーブルの CDC 処理を停止します。その後、PowerExchange ロッガーをウォー
ムスタートすると、変更データを失わずに変更キャプチャ処理を再開できます。この方法をお勧めします。
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第  1 0  章

データのリモートロギング
この章では、以下の項目について説明します。
• リモートロギングの概要, 238 ページ
• キャプチャ登録の要件, 243 ページ
• z/OS ソースから取得したデータのセキュリティ設定, 243 ページ
• リモートロギングの設定タスク, 244 ページ
• z/OS データソースからのリモートロギングの例, 251 ページ
• DB2 for i データソースからのリモートロギングの例, 253 ページ
• Oracle ソースのための PowerExchange Express CDC からのリモートロギングの例, 255 ページ

リモートロギングの概要
サポートされているデータソースから取得した変更データを、別のシステムの PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルに記録できます。
IBM i（i5/OS）または z/OS システムのデータソースから取得した変更データを Linux、UNIX、または
Windows システム上の PowerExchange ロガーログファイルに記録できます。PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）はソースの PowerExchange から変更データを読み取り、そのデータをログフ
ァイルに記録します。その後、継続抽出モードで実行されている CDC セッションで、ソースからではなく、
PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出できます。
ソースシステムから離れた場所で変更データを記録または再記録することのメリットは、ソースタイプと CDC
環境によって異なります。リモートロギングを使用して、ソースシステムでのリソース使用率を削減し、一部
のリソースに集中する CDC 処理をリモートシステムに移動し、データ転送によるネットワークのオーバーヘッ
ドを軽減できます。
関連項目：
•「キャプチャ登録の要件」  (ページ 243)
•「リモートロギングの設定タスク」  (ページ 244)
•「PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルのリモートロギング用カスタマイズ」  (ページ

244)
•「データを記録するシステムでの DBMOVER 構成ファイルのカスタマイズ」  (ページ 249)
•「PowerCenter Integration Service システムでの DBMOVER 構成ファイルのカスタマイズ」  (ページ 250)
•「Oracle ソースのための PowerExchange Express CDC からのリモートロギングの例」  (ページ 255)
•「IBM i または z/OS ソースのデータをリモート PowerExchange Logger ログにロギング」  (ページ 45)
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IBM i または z/OS システム上のソースからのデータのリモートロギング
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用して、IBM i（i5/OS）および z/OS のデータソ
ースの変更データを抽出し、そのデータをより低価格の Linux、UNIX、または Windows システムに再記録で
きます。その後、複数の PowerCenter CDC セッションで、ローカルの PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）のログファイルから変更データを取得できます。
IBM i および z/OS のソースの場合、Linux、UNIX、または Windows システムへのデータのリモートロギング
には次のようなメリットがあります。
• 大量のリソースを消費するカラムレベルの処理および UOW Cleanser 処理を IBM i または z/OS システムか

ら、PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）が実行している Linux、UNIX、または
Windows システムに移動します。

• DB2 for i（i5/OS）ジャーナルレシーバまたは z/OS の PowerExchange ロガー（z/OS 用）ログファイルか
ら変更データを単一のパスで抽出し、そのデータをネットワーク経由で PowerExchange ロガー（Linux、
UNIX、Windows 用）に送信します。これらのデータはその後、PowerCenter CDC セッションでローカル
にアクセスして処理できます。この単一パス処理により、ネットワークトラフィックが軽減され、複数のデ
ータ抽出の読み取りによるオーバーヘッドが回避されます。

• IBM i または z/OS ソースシステムでのコストのかかる CPU 使用量、ディスク領域、CDC 処理時間が削減さ
れます。

このリモートロギングシナリオを設定するには、ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が実行しているシス
テム上の PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の構成ファイル pwxccl.cfg に、
CAPTURE_NODE 文を指定する必要があります。CAPTURE_NODE 文は、ソースシステムで実行する
PowerExchange リスナのノード名を指定します。PowerExchange ナビゲータに登録グループを作成する場
合、ソースシステムで実行している PowerExchange リスナのノード名を［場所］フィールドに入力します。
PowerCenter では、ソースからの変更データを処理する PowerCenter CDC セッションの PWX CDC リアルタ
イム接続を設定します。接続属性では、［場所］属性を PowerExchange ロッガーのログファイルが存在するシ
ステムで実行する PowerExchange リスナのノード名に設定し、［マッピング場所］属性を抽出マップが存在す
るソースシステムで実行する PowerExchange リスナのノード名に設定します。
注: PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が PowerCenter 統合サービスプラットフォーム

（ISP）マシンで実行している場合、このマシン上で PowerExchange リスナを実行するのではなく、ローカル
接続を使用できます。ただし、必要に応じて、コマンドを発行して、アクティブな PowerExchange リスナの
タスクに関する情報を表示し、PowerExchange リスナの監視統計を印刷し、PowerExchange リスナのタス
クを停止することができるように、PowerExchange リスナを PowerCenter ISP マシンで実行することをお勧
めします。
例えば、PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）が z/OS システムの PowerExchange ロガー

（z/OS 用）ログファイルから DB2 for z/OS の変更データを抽出し、PowerCenter ISP マシンの
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PowerExchange ロガーのログファイルに再記録するように設定できます。以下の図に、このリモートロギン
グ設定を示します。

このシナリオでは、PowerExchange ロガーの CAPTURE_NODE 文が、DB2 ログを含む z/OS システム上の
PowerExchange リスナのノード名を指すように設定します。PowerCenter の［場所］接続属性を、
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が実行している PowerCenter ISP マシン上の
PowerExchange リスナのノード名に設定します。［マップの場所］接続属性が、z/OS システム上の
PowerExchange リスナのノード名を指すように設定します。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）は、z/OS 上の PowerExchange リスナに変更デー
タのリクエストを送信します。この PowerExchange リスナはログ読み取り API（LRAPI）にアクセスし、
PowerExchange ロッガー（z/OS 用）のログファイルからキャプチャされた変更データを読み取ります。z/OS
上の PowerExchange リスナは単一ストリームの変更データをネットワーク経由で PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）に送信します。UOW Cleanser は Powercenter ISP マシンで実行してデータを
クレンジングし、その後、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）がそのデータをローカル
のログファイルに再記録します。Powercenter CDC セッションが実行し、CDC に関連するテーブルの変更デ
ータをリクエストする場合、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）は、ロガー（LUW 用）のロ
グファイルを含むシステム上の PowerExchange リスナから変更データを要求します。PowerExchange リス
ナはローカルの PowerExchange ロッガーログリーダーにアクセスし、ロッガーのログファイルから変更デー
タを読み取ります。PWXPC はデータを PowerCenter CDC セッションで使用できるようにします。複数の
PowerCenter CDC セッションで、ローカルの PowerExchange ロッガーのログファイルから変更データを抽
出できます。

Linux、UNIX、または Windows ソースから取得したデータのリモートロギング
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用して、Linux、UNIX、または Windows シス
テム上のソースから変更データを抽出し、そのデータを別の Linux、UNIX、または Windows システムに記録
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できます。その後、PowerCenter CDC セッションで、PowerExchange ロッガーシステムのログファイルから
変更データを抽出できます。
Linux、UNIX、および Windows ソースに対するデータのリモートロギングには、データベースサーバーへの
影響を最小化しながらキャプチャプロセスのパフォーマンスを最大化できるメリットがあります。リモートロ
ギングには次のメリットがあります。
• PowerExchange ロッガーの処理およびログファイルを別の Linux、UNIX、または Windows システムに移

動することにより、ソースデータベースサーバーでのディスク領域および CPU 使用量が削減されます。
• ソースデータベースおよびデータベースログへのローカルアクセスは維持されます。これにより、ネットワ

ーク経由でのソースのアクセスの待ち時間がなくなり、データベースログをエクスポートするように NFS
を設定する必要がなくなります。

• ソースシステムでのオブジェクトフィルタリングおよび内部 UOW クレンジング処理は維持されます。関連
するデータのみがネットワーク経由で送信されます。

• データベースサーバーでのオーバーヘッドを増加なく、PowerExchange ロッガーが PowerCenter と同じ
サーバーで実行している場合にはネットワークの待ち時間に影響を与えることなく、複数の PowerCenter
セッションで同じログデータにアクセスできます。

このリモートロギングシナリオを設定するには、ロッガーが実行しているシステム上の PowerExchange ロッ
ガー（Linux、UNIX、Windows 用）のコンフィギュレーションファイル pwxccl.cfg に、CAPTURE_NODE 文
を指定する必要があります。CAPTURE_NODE 文は、ソースシステムで実行する PowerExchange リスナのノ
ード名を指定します。PowerExchange Navigator に登録グループを作成する場合、ソースシステムで実行し
ている PowerExchange リスナのノード名を［場所］フィールドに入力します。PowerCenter では、ソースか
らの変更データを処理する PowerCenter CDC セッションの PWX CDC リアルタイム接続を設定します。接続
属性では、［場所］属性を PowerExchange ロッガーログファイルが存在するシステムで実行する
PowerExchange リスナのノード名に設定し、［マッピング場所］属性を抽出マップが存在するソースシステム
で実行する PowerExchange リスナのノード名に設定します。
注: PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が PowerCenter ISP マシンで実行している場
合、このマシン上で PowerExchange リスナを実行するのではなく、ローカル接続を使用できます。ただし、
必要に応じて、コマンドを発行して、アクティブな PowerExchange リスナのタスクに関する情報を表示し、
PowerExchange リスナの監視統計を印刷し、PowerExchange リスナのタスクを停止することができるよう
に、PowerExchange リスナを PowerCenter ISP マシンで実行することをお勧めします。
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例えば、PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）が Linux システムの DB2 データベースログ
から DB2 の変更データを抽出し、その後で、PowerCenter ISP システムの PowerExchange ロガーログファ
イルにそのデータを記録するように設定します。以下の図に、このタイプの設定を示します。

このシナリオでは、PowerExchange ロガーの CAPTURE_NODE 文を、DB2 ソースシステムの
PowerExchange リスナのノード名に設定します。PowerCenter の［場所］接続属性を、PowerExchange ロ
ッガーが実行している PowerCenter ISP マシンの PowerExchange リスナのノード名に設定します。［マップ
の場所］接続属性を、DB2 ソースシステムの PowerExchange リスナのノード名に設定します。
PowerExchange ロガーが変更データのキャプチャ要求を送信すると、ソースシステムの PowerExchange リ
スナは CAPI と通信し、DB2 LogRead API を使用して、DB2 データベースログから変更データを取得します。
PowerExchange リスナは CDC に関連するオブジェクトに対するコミットされた UOW のみをリモートシステ
ムの PowerExchange ロッガーに送信します。PowerExchange ロッガーはこのデータを自身のログファイル
に記録します。PowerCenter CDC セッションが CDC に関連するテーブルの変更データを要求する場合、
PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）は PowerExchange ロッガーシステムの
PowerExchange リスナと通信し、ローカルの PowerExchange ロッガーのログファイルから変更データを取
得します。
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キャプチャ登録の要件
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）でリモートのソースからの変更データを記録するに
は、キャプチャ登録に次の要件との互換性があることを確認します。
• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用するには、部分要約処理のためにキャプ

チャ登録を設定する必要があります。 PowerExchange Navigator で、各登録の［要約］リストの［部分］
を選択します。リモートの i5/OS または z/OS データソースに［要約］オプションで［完全］が指定されて
いるキャプチャ登録がある場合、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ではこれらの
登録が無視されます。PowerExchange ロッガーでは、［圧縮］オプションに［なし］を指定したキャプチ
ャ登録も無視されます。

• PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）のプロセスは、使用するすべてのキャプチャ登
録をソースシステムの 1 つの CCT ファイルから読み取れる必要があります。

• リモートデータソースでは、以下のいずれかの機能を使用するデータマップから作成したキャプチャ登録は
使用できません。
- ユーザーアクセス方法
- CALLPROG 関数を使用してプログラムを起動するユーザー定義フィールド
- レコードレベルの終了

z/OS ソースから取得したデータのセキュリティ設定
z/OS データソースから取得したデータのセキュリティを最も高くするには、抽出マップがある z/OS 
DBMOVER コンフィギュレーションメンバで SECURITY オプションを 2 に設定します。この設定により、
PowerCenter CDC セッションにおける PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファ
イルからの z/OS データの抽出が、ユーザークレデンシャルが z/OS のセキュリティチェックをパスした場合に
のみ許可されるようになります。
PowerExchange ロッガーのログファイルからデータを抽出する CDC セッションの PWXPC 接続を定義すると
きは、z/OS の有効なユーザー ID とパスワードを［マップの場所のユーザー］および［マップの場所のパスワ
ード］接続属性に入力します。ログファイルの場所がローカルでない場合は、z/OS のユーザー ID とパスワー
ドを、ログファイルが格納された Linux、UNIX、または Windows システム上の PowerExchange Listener で
使用する［ユーザー名］および［パスワード］接続属性に入力します。
データ抽出を行うには、それらの z/OS ユーザーのクレデンシャルに次の権限が必要です。
• PowerExchange Listener JCL の DTLCAMAP DD 文で定義された PowerExchange データセットに対する

READ アクセス
• z/OS のセキュリティ製品で管理される FACILITY クラスの CAPX.CND.*リソースプロファイルに対する

READ アクセス
セキュリティの詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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リモートロギングの設定タスク
リモートの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルに変更データを記録し、
PowerCenter CDC セッションでこれらのログファイルからデータを抽出するには、以下の設定タスクを実行
します。
1. PowerExchange ロッガーログファイルを置くシステムに PowerExchange をインストールします。
2. PowerExchange ロッガーログファイルがあるシステムで pwxccl.cfg コンフィギュレーションファイルを

カスタマイズします。
3. PowerExchange ロッガーログファイルがあるシステムで dbmover コンフィギュレーションファイルを

カスタマイズします。
ソースシステムからソース固有の CAPI_CONNECTION 文を PowerExchange ロッガーログファイルがあ
るシステムの DBMOVER ファイルにコピーします。
注: PowerExchange ロッガーには、それぞれ一意の pwxccl.cfg コンフィギュレーションファイルと一意
の DBMOVER コンフィギュレーションファイルが必要です。

4. PowerExchange ロッガーログファイルがあるシステムで PowerExchange Listener の DBMOVER 構成フ
ァイルを設定します。
PowerExchange ロッガーと PowerExchange Listener に対し、同じ dbmover ファイルを使用できます。
異なる DBMOVER ファイルを使用する場合、両方のファイルで同じ CAPT_PATH 値を指定する必要があり
ます。
PowerExchange ロッガーログファイルが PowerCenter Integration Service マシンにある場合、変更デ
ータ抽出のために PowerExchange Listener の代わりにローカル接続を使用できます。

5. 「ローカル」接続を使用していない場合、PowerExchange ロッガーログファイルがあるシステムで
PowerExchange Listener を起動します。

6. PowerExchange ロッガーログファイルがあるシステムで PowerExchange ロッガーを起動します。
7. PowerCenter Integration Service マシンで DBMOVER 構成ファイルをカスタマイズします。
8. PowerExchange ロッガーで使用するキャプチャ登録を設定します。
9. PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出するため、CDC セッションの PWX CDC リ

アルタイム接続属性を設定します。

PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイルのリモートロギング用カスタマイズ
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）でリモートソースから取得したデータを記録するに
は、PowerExchange ロッガーログファイルが存在するシステムで PowerExchange ロッガーコンフィギュレ
ーションファイルをカスタマイズする必要があります。
PowerExchange では、pwxccl.cfg という名前のサンプルのコンフィギュレーションファイルが
PowerExchange インストールディレクトリに用意されています。このファイルをコピーし、コピーしたファ
イルをカスタマイズできます。
PowerExchange ロッガーの構成パラメータの完全なリストについては、『PowerExchange CDC ガイド

（Linux、UNIX、Windows 用）』の PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）についての章を
参照してください。
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次の表にリモートロギングに必要なパラメータを示します。

パラメータ 説明
CAPTURE_NODE リモートロギングでは必須。PowerExchange ロガーがソースシステムからキャ

プチャ登録および変更データを取得するために使用するノード名。このノード
名は、PowerExchange ロッガーが実行されるシステム上の DBMOVER 構成ファ
イルの NODE 文で定義する必要があります。PowerExchange ロッガーは、こ
のノード名を使用してソースシステムの PowerExchange リスナに接続します。
この名前は、ソースシステムの LISTENER 文のノード名に対応する必要があり
ます。

CAPTURE_NODE_EPWD
または
CAPTURE_NODE_PWD

オプション。CAPTURE_NODE_UID パラメータで指定されたユーザー ID に関連
付けられている、暗号化されたパスワード（EPWD）またはクリアテキストの
パスワード（PWD）。
CAPTURE_NODE_UID を指定する場合、CAPTURE_NODE_EPWD または
CAPTURE_NODE_PWD のいずれかを指定する必要があります。ただし、
CAPTURE_NODE_EPWD と CAPTURE_NODE_PWD の両方は指定しないでくだ
さい。
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パラメータ 説明
CAPTURE_NODE_UID CAPTURE_NODE パラメータで指定されているリモートノード上のキャプチャ

登録および変更データに対する PowerExchange ロッガーの読み取りアクセス
を制御するユーザー ID。このパラメータが必要かどうかは、リモートノードの
オペレーティングシステムと、そのノードの PowerExchange リスナに関する
DBMOVER 構成ファイルの SECURITY 設定によって決まります。
CAPTURE_NODE が z/OS または i5/OS ノードで SECURITY 設定が 0 になってい
る場合、このパラメータは指定しないでください。PowerExchange は
PowerExchange リスナジョブを実行するユーザー ID を使用して、キャプチャ
登録および変更データへのアクセスを制御します。
CAPTURE_NODE が z/OS または i5/OS ノードで SECURITY 設定が 1 になってい
る場合、このパラメータに対して有効なオペレーティングシステムのユーザー
ID を入力する必要があります。このようにしないと、サインオンエラーを示す
エラーメッセージ PWX-00231 が発行されます。ただし、PowerExchange は
PowerExchange リスナジョブを実行するユーザー ID を使用して、キャプチャ
登録および変更データへのアクセスを制御します。
CAPTURE_NODE が z/OS または i5/OS ノードで SECURITY 設定が 2 になってい
る場合、このパラメータに対して有効なオペレーティングシステムのユーザー
ID を入力する必要があります。このようにしないと、サインオンエラーを示す
エラーメッセージ PWX-00231 が発行されます。PowerExchange はこのユーザ
ー ID を使用して、キャプチャ登録および変更データへのアクセスを制御しま
す。指定されたユーザー ID にキャプチャ登録または変更データの読み取りに必
要な権限がない場合は、アクセスに失敗します。
CAPTURE_NODE が Linux、UNIX、または Windows ノードを指定する場合は、
データソースタイプに有効なユーザー ID を入力します。
- Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合、DB2 の DBADM また

は SYSADM 権限を持つ有効なオペレーティングシステムのユーザー ID を入
力します。

- SQL Server 認証を使用する Microsoft SQL Server インスタンスの場合、SQL 
Server ディストリビューションデータベースにアクセスできるデータベース
ユーザー ID を入力します。Windows 認証を使用する SQL Server インスタン
スの場合、PowerExchange では、PowerExchange リスナが開始されたユー
ザー ID を使用します。この場合、別のユーザーを指定しない限り、このパラ
メータを使用してはなりません。

- Linux または Windows 上の MySQL ソースの場合は、MySQL バイナリログへ
のアクセスを許可するデータベースユーザ ID を入力します。このユーザーに
は、MySQL CDC に必要な権限が与えられている必要があります。詳細につい
ては、「MySQL ソースの準備」  (ページ 126)を参照してください。

- Oracle ソースの場合に対しては、PowerExchange Express CDC for Oracle を
使用するときは場合、Oracle オンラインおよびアーカイブ REDO ログにアク
セスできる定義済みの ORACAPTL ユーザー ID を入力します。

- PostgreSQL ソースの場合は、REPLICATION 属性が設定されたユーザーロー
ルを持ち、ソースデータベース内のレプリケーションストアテーブルへのア
クセスを許可するデータベースユーザー ID を入力します。

CONDENSENAME オプション。pwxcmd コマンドの発行先となる、PowerExchange ロッガー
（Linux、UNIX、Windows 用）プロセスのコマンド処理サービスの名前。

このサービス名は、DBMOVER 構成ファイルの関連する SVCNODE 文のサービ
ス名と一致する必要があります。

CONN_OVR 推奨。PowerExchange ロッガーで使用する CAPI_CONNECTION のオーバーラ
イド文の名前。CONN_OVR を入力しない場合、PowerExchange ロッガーでは
dbmover 構成ファイルのデフォルトの CAPI_CONNECTION が使用されます

（指定されている場合）。
ソースタイプに有効な CAPI_CONNECTION 名を入力します。
PowerExchange ロッガーで使用できるオーバーライドは CONN_OVR だけなの
で、Informatica では、CONN_OVR を指定することを推奨しています。
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パラメータ 説明
DB_TYPE 必須。ソースデータベースのタイプ。次のオプションがあります。

- ADA、Adabas ソースの場合
- AS4、DB2 for i（i5/OS）ソースの場合
- DB2、DB2 for z/OS ソースの場合
- DCM、Datacom ソースの場合
- IDL、IDMS ログベース CDC ソースの場合
- IMS、IMS ソースの場合
- MSS、Microsoft SQL Server ソースの場合
- MYS、MySQL ソースの場合
- ORA、Oracle ソースの場合
- PGS、PostgreSQL ソースの場合
- UDB、Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 ソースの場合
- VSM、VSAM ソースの場合
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パラメータ 説明
DBID 必須。ソース識別子。インスタンス名と呼ばれることもあり、これはキャプチ

ャ登録で定義されています。DB_TYPE と共に使用する場合、これにより CCT
ファイルのキャプチャ登録について選択基準が定義されます。
この値は、PowerExchange Navigator のリソースインスペクタで、キャプチャ
登録を含む登録グループに対して表示されるインスタンス名またはデータベー
ス名と一致する必要があります。
ソースタイプに応じて、以下の値のいずれかを入力します。
- Adabas の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力し

ます。
- Datacom の場合、登録グループに対して表示される MUF 名の値を入力しま

す。
または、Datacom 同期 CDC を使用する場合、MUF JCL で指定された
DTLINPUT データセットで MUF パラメータの値を入力します。あるいは、
Datacom テーブルベース CDC を使用する場合、RUNLIB ライブラリの
ECCRDCMP メンバ内にある REG_MUF パラメータの値を入力します。

- DB2 for i（i5/OS）の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名
を入力します。この名前は、CFG ファイルの DBMOVER メンバの AS4J 
CAPI_CONNECTION 文の INST パラメータ値と一致する必要があります。

- Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 の場合、登録グループに対して表
示されるデータベース名を入力します。

- DB2 for z/OS の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入
力します。この名前は、RUNLIB（REPDB2OP）メンバの DB2 文の RN パラメ
ータ値と一致する必要があります。

- IDMS ログベース CDC の場合、登録グループに対して表示される Logsid 値を
入力します。この値は、RUNLIB（ECCRIDLP）メンバの LOGSID パラメータ
値と一致する必要があります。

- IMS の場合、登録グループに対して表示される IMSID 値を入力します。IMS
ログベース CDC の場合、この値は RUNLIB（CAPTIMS）メンバの IMSID 文の
最初のパラメータ値と一致する必要があります。

- Microsoft SQL Server の場合、この値は PowerExchange ロッガーのコンフィ
ギュレーションファイルでオプションの DISTSRV および DISTDB パラメータ
も指定するかどうかによって異なります。
- オプションの DISTSRV と DISTDB パラメータを指定した場合は、すべての

登録にコレクション識別子として機能する名前を入力します。この名前は
1〜8 文字で、文字で始まる必要があります。この名前は、個々の登録に関
連付けられているインスタンス名をオーバーライドします。

- DISTSRV および DISTDB パラメータを指定しない場合、PowerExchange 
Navigator で生成され、登録グループのリソースインスペクタの［インス
タンス］フィールドに表示される値を入力します。

- MySQL の場合、リソースインスペクタの登録グループに対して表示されるイ
ンスタンス名を入力します。

- Oracle の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力しま
す。この値は、dbmover 構成ファイル内にある ORACLEID 文の最初の位置パ
ラメータにも一致する必要があります。

- PostgreSQL の場合、リソースインスペクタの登録グループに対して表示され
るインスタンス名を入力します。

- VSAM の場合、登録グループに対して表示されるインスタンス名を入力しま
す。

EXT_CAPT_MASK 必須。PowerExchange ロッガーログファイルを生成するために使用する、既存
のディレクトリパスおよび一意のプレフィックス。
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データを記録するシステムでの DBMOVER 構成ファイルのカスタマイズ
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）でリモートの Linux、UNIX、Windows、i5/OS、ま
たは z/OS ソースから取得したデータを記録するには、PowerExchange ロッガーログファイルが存在するシス
テムで DBMOVER 構成ファイルをカスタマイズする必要があります。
PowerExchange では、サンプルの dbmover ファイルが PowerExchange インストールディレクトリに用意
されています。このファイルをコピーし、コピーしたファイルをカスタマイズできます。すべての DBMOVER
構成文の完全なリストについては『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
次の表にリモートロギングに必要な DBMOVER 文を示します。

文 説明
CAPT_PATH 必須。PowerExchange ロガー CDCT ファイルが存在する Linux、UNIX、または

Windows システム上のディレクトリのパス。PowerExchange ロガーは、ログファ
イルに関する情報を CDCT ファイルに格納します。
変更データをキャプチャする PowerExchange ロガーには、それぞれ独自の CDCT
ファイルが必要です。

CAPX 
CAPI_CONNECTION

必須。Linux、UNIX、Window 用の PowerExchange ロガーログファイルから変更
データを継続抽出するために、コンシューマ API（Consumer API: CAPI）が使用す
るパラメータ。
この文の DFLTINST パラメータ値は、PowerExchange ロガーコンフィギュレーシ
ョンファイル（pwxccl.cfg）の DBID 値と一致する必要があります。

LOGPATH オプション。PowerExchange ロガーがログファイルにデータを記録する Linux、
UNIX、または Windows システム上にある PowerExchange メッセージログファイ
ルに対する一意のパスとディレクトリ。

NODE 必須。変更データをキャプチャするソースシステムの PowerExchange リスナに接
続するために PowerExchange が使用する情報。この情報には、一意のユーザー定
義のノード名、TCP/IP ホスト名、ポート番号が含まれます。
この文に入力するノード名は、PowerExchange ロガーコンフィギュレーションフ
ァイルの CAPTURE_NODE パラメータ値と一致する必要があります。

ソース固有の
CAPI_CONNECTION

必須。CAPI がソースタイプの変更ストリームに接続し、CDC 処理を制御するため
に使用するパラメータの名前付きセット。
ソースシステムの DBMOVER コンフィギュレーションファイルから、ソース固有の
CAPI_CONNECTION 文をコピーします。リモートでデータを記録しているソース
に合わせて、以下のいずれかのタイプの文を使います。
- DB2 for i（i5/OS）ソースの場合、AS4J および UOWC の CAPI_CONNECTION 文

を使用します。
- Linux、UNIX、および Windows の DB2 ソースの場合、UDB CAPI_CONNECTION

文を使用します。
- Microsoft SQL Server ソースの場合は、MSQL CAPI_CONNECTION 文を使用しま

す。
- MySQL ソースの場合は、MYSQL CAPI_CONNECTION 文を使用します。
- Express CDC for Oracle ソースの場合、ORAD CAPI_CONNECTION 文を使います。
- PostgreSQL ソースの場合は、PG CAPI_CONNECTION 文を使用します。
- z/OS ソースの場合、LRAP 文と UOWC CAPI_CONNECTION 文を使います。

UOWC 文から z/OS 固有のパラメータを削除します。
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文 説明
SVCNODE オプション。Linux、UNIX、および Windows 用の PowerExchange ロガープロセス

など、PowerExchange プロセスのコマンド処理サービスが、pwxcmd コマンドを
リッスンする TCP/IP ポート。

TRACING オプション。PowerExchange の代替ログを有効化し、代替ログファイルの属性を
指定します。PowerExchange では、メッセージを格納するために、デフォルトの
PowerExchange メッセージログファイルではなく、代替ログファイルが使用され
ます。

PowerCenter Integration Service システムでの DBMOVER 構成ファイルのカスタマイズ
ソースシステム以外のシステムの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルに変
更データを記録するには、CDC セッションが実行される PowerCenter Integration Service システムの
DBMOVER 構成ファイルをカスタマイズし、ソースと PowerExchange ロッガーノードを識別します。
以下のシステムで動作する PowerExchange Listener の NODE 文を追加します。
• キャプチャ登録が存在し、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が変更データを読み

取るソースシステム。
• PowerExchange ロッガーが変更データをログファイルに記録するリモートシステム。

PowerExchange ロッガーのキャプチャ登録の設定
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）がリモートソースから変更データを抽出するには、
ソーステーブルのキャプチャ登録で［圧縮］オプションに［部分］が指定されている必要があります。
注: この要件は、リモートログ固有ではありません。ソースシステムで使用される PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）にも適用されます。
キャプチャ登録で［圧縮］オプションに［部分］を指定しない場合、［圧縮］設定を編集できます。この変更で
登録バージョンは上がりません。そのまま同じ登録と抽出マップを使用できます。
ヒント: pwxccl.cfg コンフィギュレーションファイルで CAPT_IMAGE パラメータを［AI］に設定した場合、抽
出マップに DTL_BI または DTL_CI カラムを追加しないでください。［AI］が設定されていると、
PowerExchange ロッガーで操作後の画像のみが格納されます。そのため、抽出処理でデータの操作前の画像
は使用できません。また、CI フィールドを参照する CDC セッションは失敗します。
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ログファイルからデータを抽出するための PowerCenter 接続属性の設定
CDC セッションでソースシステム以外のシステムの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）
ログファイルから変更データを抽出するには、PWX CDC リアルタイム接続で特定の属性を設定する必要があり
ます。
次の表に、これらの接続属性を示します。

接続属性 値
場所 PowerExchange ロッガーログファイルが存在するシステムで動作する PowerExchange リ

スナのノード名を入力します。
ログファイルが PowerCenter 統合サービスマシンにある場合、「local」と入力します。

マップの場所 ソースシステムの PowerExchange リスナにより抽出マップが格納される場所のノード名
を入力します。通常、このノードはソースシステムのノードです。

マップの場所
のユーザーと
マップの場所
のパスワード

抽出マップにアクセスできるユーザーのユーザー ID とパスワードを入力します。
PowerExchange リスナが PowerExchange のセキュリティが有効なソースシステムで動作
している場合、ユーザー ID およびパスワードは DBMOVER コンフィギュレーションファ
イルの SECURITY 文の設定によって異なります。
SECURITY 文の最初のパラメータが 2 の場合にログファイルから z/OS のデータを抽出す
るには、これらのフィールドに z/OS の有効なユーザー ID とパスワードを入力します。ま
た、それらの z/OS ユーザーのクレデンシャルに次の権限があることを確認します。
- PowerExchange リスナ JCL の DTLCAMAP DD 文で定義された PowerExchange データ

セットに対する READ アクセス
- z/OS のセキュリティ製品で管理される FACILITY クラスの CAPX.CND.*リソースプロフ

ァイルに対する READ アクセス
CAPI 接続名の
上書き

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルが存在するシス
テムの PowerExchange リスナが使用する CAPX CAPI_CONNECTION 文の名前を入力しま
す。

PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続の詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange イン
タフェース』を参照してください。

z/OS データソースからのリモートロギングの例
この例では、DB2 for z/OS データソースの変更データを再記録するために、PowerExchange ロガー（Linux、
UNIX、Windows 用）インスタンスを UNIX システム上で使用します。PowerExchange ロッガーが実行される
システムは、CDC セッションを実行する PowerCenter Integration Service システムとは別です。
PowerExchange ロガー（z/OS 用）は登録された DB2 for z/OS テーブルの変更データをキャプチャし、この
データを z/OS システムのログファイルに記録します。PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）は PowerExchange ロッガー（z/OS 用）ログファイルからデータを読み取り、UNIX システムにこのデー
タを再記録します。次に PowerCenter CDC セッションは、z/OS ソースシステムのログファイルからではな
く、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから変更データを抽出します。
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）で、DB2 インスタンス DSN9 の登録されたテーブルの
変更データを読み取り、その後このデータをリモート UNIX システムのログファイルに再記録する必要があり
ます。そのためには、UNIX システムの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）コンフィギ
ュレーションファイル、および z/OS と UNIX の両システムの DBMOVER 構成ファイルをカスタマイズする必
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要があります。また、UNIX 上で PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出する
PowerCenter CDC セッションでは、ソース用に NODE 文を追加して PowerExchange ロッガーシステムを
Integration Service システムの DBMOVER 構成ファイルに追加し、PWXPC 接続属性を設定する必要がありま
す。
最初に、3 つのシステムすべてに PowerExchange をインストールします。PowerExchange リスナは、ソー
スシステムと PowerExchange ロッガーシステム上で実行する必要があります。PowerCenter Integration 
Service システムには、PowerExchange リスナは必要ありません。
1. z/OS ソースシステムでは、RUNLIB ライブラリの DBMOVER メンバに以下の CAPI_CONNECTION 文が含

まれていることを確認します。 
LISTENER=(MVS02,TCPIP,2480)/* UOW CleanserCAPI_CONNECTION=(NAME=MV2UOWC,TYPE=(UOWC,CAPINAME=M2_LRAP,RSTRADV=600,MEMCACHE=20480,DATACLAS=UOWC))/* Log Read API ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=MV2_LRAP,TYPE=(LRAP,LOG=MV2L,AGENT=MV2A))

2. PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルがある UNIX システムで、
DBMOVER 構成ファイルに以下の文が含まれていることを確認します。 
/*/* dbmover /*LISTENER=(unix1,TCPIP,2480)NODE=(MVS02,TCPIP,prodmvs2,2480)...LOGPATH=/pwx/logs/mvscondCAPT_XTRA=/pwx/capture/mvscond/camapsCAPT_PATH=/pwx/capture/mvscond/*/* Source-specific CAPI ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=MV2UOWC,TYPE=(UOWC,CAPINAME=M2_LRAP,RSTRADV=600,MEMCACHE=20480))CAPI_CONNECTION=(NAME=MV2_LRAP,TYPE=(LRAP,LOG=MV2L,AGENT=MV2A))/*/* CAPX CAPI Connection for continuous extractionCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPXDSN9,TYPE=(CAPX,DFLTINST=DSN9,FILEWAIT=60,RSTRADV=600))
注: CAPX CAPI_CONNECTION の DFLTINST 値は、PowerExchange ナビゲータの登録グループの［イン
スタンス］フィールドに表示される名前です。

3. PowerExchange ロッガーシステムログファイルがある UNIX システムで、PowerExchange ロッガー
（Linux、UNIX、Windows 用）の pwxccl.cfg コンフィギュレーションファイルをカスタマイズします。こ

の例では、次の文を含めます。 
/*/* pwxccl /*DBID=DSN9 DB_TYPE=DB2CONN_OVR=MV2UOWCCAPTURE_NODE=MVS02PROMPT=YEXT_CAPT_MASK=/pwx/capture/mvscond/condense COND_CDCT_RET_P=50 LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS=Y COLL_END_LOG=0 NO_DATA_WAIT=0NO_DATA_WAIT2=10  FILE_SWITCH_VAL=20000 FILE_SWITCH_CRIT=R CAPT_IMAGE=BA 
注: CAPTURE_NODE パラメータは、PowerExchange リスナがキャプチャ要求を処理するソースシステム
のノードをポイントします。

4. UNIX システムで PowerExchange リスナおよび PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）を起動します。z/OS システムでも PowerExchange リスナが実行されていることを確認します。 
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5. PowerCenter Integration Service システムで、DBMOVER ファイルに以下の NODE 文を追加します。 
• ソースシステムの PowerExchange リスナをポイントする NODE 文
• PowerExchange ロッガーログファイルがある UNIX システムの PowerExchange リスナをポイントす

る NODE 文（「ローカル」接続を使用していない場合）
この例では、PowerCenter Integration Service マシン上の DBMOVER ファイルにある以下の NODE 文を
使用します。
NODE=(unix1,TCPIP,unix1,2480)NODE=(MVS02,TCPIP,prodmvs2,2480)

6. PowerCenter のマッピング、セッション、ワークフローを作成します。 
7. UNIX システム上の PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出する、CDC セッション

の PWX DB2zOS CDC リアルタイムアプリケーション接続を設定します。 
この例では、次の接続属性を設定します。
• ［場所］属性には、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルが存在する

ノードをポイントする unix2 を入力します。CDC セッションは、この場所からデータを読み取ります。
• ［マップの場所］属性には、抽出マップの場所をポイントする MVS02 を入力します。抽出マップの場

所は z/OS ソースシステムのノードになります。
• ［マップの場所のユーザー］属性には、マップの場所に対して有効なユーザー ID を入力します。
• ［マップの場所のパスワード］属性には、マップの場所のユーザーのパスワードを入力します。
• ［CAPI 接続名］属性には、使用する CAPX CAPI_CONNECTION 文を示す CAPXDSN9 を入力します。

8. CDC セッションをコールドスタートします。 
セッションで、UNIX システムの PowerExchange ロッガーログファイルからの変更データの抽出が開始
します。

DB2 for i データソースからのリモートロギングの例
この例では、i5/OS の DB2 for i ジャーナルから変更データをキャプチャするために、PowerExchange ロガー

（Linux、UNIX、Windows 用）インスタンスを UNIX システムで使用します。PowerExchange ロッガーが実
行されるシステムは、CDC セッションを実行する PowerCenter Integration Service システムとは別です。
PowerExchange ロガーで、DB2 インスタンス PROD2 の DB2 ジャーナルから登録されたテーブルの変更デー
タをキャプチャし、その後このデータをリモート UNIX システムのログファイルに記録する必要があります。
そのためには、UNIX システムの PowerExchange ロッガーコンフィギュレーションファイル、および i5/OS
と UNIX の両システムの DBMOVER 構成ファイルをカスタマイズする必要があります。また、UNIX 上で
PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出する PowerCenter CDC セッションでは、ソー
ス用に NODE 文を追加して PowerExchange ロッガーシステムを Integration Service システムの DBMOVER
構成ファイルに追加し、PWXPC 接続属性を設定する必要があります。
最初に、3 つのシステムすべてに PowerExchange をインストールします。PowerExchange Listener は、ソ
ースシステムと PowerExchange ロッガーシステム上で実行する必要があります。PowerCenter Integration 
Service システムには、PowerExchange Listener は必要ありません。
1. i5/OS ソースシステムでは、datalib/CFG ライブラリの DBMOVER メンバに以下の CAPI_CONNECTION

文が含まれていることを確認します。 
LISTENER=(i50S1,TCPIP,2480)/* UOW Cleanser CAPI ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=i5UOWC,TYPE=(UOWC,CAPINAME=i5_AS4J,RSTRADV=600,MEMCACHE=20480))
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/* DB2 for i5/OS CAPI ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=i5_AS4J,TYPE=(AS4J,JOURNAL=PRODDATA/PRODJRN,INST=PROD2,EOF=N,STOPIT=(CONT=5),LIBASUSER=Y))
注: AS4J CAPI_CONNECTION 文の INST パラメータの値は、登録グループに関して PowerExchange 
Navigator に表示されるインスタンス名と一致する必要があります。

2. PowerExchange ロッガーログファイルがある UNIX システムで、DBMOVER コンフィギュレーションフ
ァイルに以下の文が含まれていることを確認します。 
/*/* dbmover/*LISTENER=(unix2,TCPIP,2480)NODE=(unix1,TCPIP,prod2,2480)...LOGPATH=/pwx/logs/i5oscondCAPT_XTRA=/pwx/capture/i5oscond/camapsCAPT_PATH=/pwx/capture/i5oscond/*/* Source-specific CAPI ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=i5UOWC,TYPE=(UOWC,CAPINAME=i5_AS4J,RSTRADV=600,MEMCACHE=20480))CAPI_CONNECTION=(NAME=i5_AS4J,TYPE=(AS4J,JOURNAL=PRODDATA/PRODJRN,INST=PROD2,EOF=N,STOPIT=(CONT=5),LIBASUSER=Y))/*/* CAPX CAPI Connection for continuous extractionCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPXPROD,TYPE=(CAPX,DFLTINST=PROD2,FILEWAIT=60,RSTRADV=600))
注: CAPX CAPI_CONNECTION の DFLTINST の値は、PowerExchange Navigator の登録グループの［イ
ンスタンス］フィールドに表示される名前です。

3. PowerExchange ロッガーシステムログファイルがある UNIX システムで、PowerExchange ロッガーの
pwxccl.cfg コンフィギュレーションファイルをカスタマイズします。この例では、次の文を含めます。 
/*/* pwxccl /*DBID=PROD2 DB_TYPE=AS4CONN_OVR=i5UOWCCAPTURE_NODE=i5OS1CAPTURE_NODE_UID=db2userCAPTURE_NODE_EPWD=encrypted_passwordPROMPT=YEXT_CAPT_MASK=/pwx/capture/i5oscond/condense  COND_CDCT_RET_P=50LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS=Y COLL_END_LOG=0 NO_DATA_WAIT=0NO_DATA_WAIT2=10  FILE_SWITCH_VAL=20000 FILE_SWITCH_CRIT=R CAPT_IMAGE=BA 
注: CAPTURE_NODE パラメータは、PowerExchange リスナがキャプチャ要求を処理するソースシステム
のノードをポイントします。

4. UNIX システムで PowerExchange Listener および PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）を起動します。i5/OS システムでも PowerExchange Listener が実行されていることを確認します。 

5. PowerCenter Integration Service システムで、DBMOVER ファイルに以下の NODE 文を追加します。 
• ソースシステムの PowerExchange Listener をポイントする NODE 文
• PowerExchange ロッガーログファイルがある UNIX システムをポイントする NODE 文
この例では、PowerCenter Integration Service システム上の DBMOVER ファイルにある以下の NODE 文
を使用します。
NODE=(i5OS1,TCPIP,i5OS1,2480)NODE=(unix2,TCPIP,prod2,2480)
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6. PowerCenter のマッピング、セッション、ワークフローを作成します。 
7. UNIX システム上の PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出する、CDC セッション

の PWX DB2i5OS CDC リアルタイムアプリケーション接続を設定します。 
この例では、次の接続属性を設定します。
• ［場所］属性には、PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルが存在する

ノードをポイントする unix2 を入力します。CDC セッションは、この場所からデータを読み取ります。
• ［マップの場所］属性には、抽出マップの場所をポイントする i5OS1 を入力します。抽出マップの場所

はソースシステムのノードになります。
• ［マップの場所のユーザー］属性には、マップの場所に対して有効なユーザー ID を入力します。
• ［マップの場所のパスワード］属性には、マップの場所のユーザーのパスワードを入力します。
• ［CAPI 接続名］属性には、使用する CAPX CAPI_CONNECTION 文を示す CAPXPROD を入力します。

8. CDC セッションをコールドスタートします。 
セッションで、UNIX システムの PowerExchange ロッガーログファイルからの変更データの抽出が開始
します。

Oracle ソースのための PowerExchange Express CDC からのリモートロギングの例
この例では、別の UNIX システム上にある Oracle インスタンスから変更データをキャプチャするために、
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）インスタンスを UNIX システムで使用します。
PowerExchange ロッガーで、PRODORA ホストで実行する Oracle ORAINST2 インスタンスの登録済みソース
テーブルから変更データをキャプチャし、その後このデータをリモートの UNIX2 システムのログファイルに記
録します。PowerExchange ロッガーが実行されるシステムは、CDC セッションを実行する PowerCenter 統
合サービスシステムとは別です。PowerExchange リスナは、ソースシステムと PowerExchange ロッガーシ
ステム上で実行する必要があります。PowerCenter 統合サービスシステムで PowerExchange リスナを実行す
る必要はありません。
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以下の図に、設定を示します。

最初に、3 つのシステムすべてに PowerExchange をインストールします。その後、次のステップを実行して
PowerExchange Express CDC for Oracle、dbmover、および PowerExchange ロッガー構成ファイルをカス
タマイズし、PowerCenter CDC セッションが PowerExchange ロッガーのログファイルから変更データを抽
出するのに必要な PWXPC 接続属性を設定します。
1. Oracle ソースシステムで、次の設定タスクを実行します。 

a. PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイルの設定 PWX_HOME 環境変数で指定されたデ
ィレクトリに用意されているサンプルの pwxorad.cfg ファイルを使用します。この変数が定義されて
いない場合は、PowerExchange の bin ディレクトリに用意されています。少なくとも次の文を含め
ます。 
DICTIONARY  MODE=STATIC  SOURCE=ONLINE;READER  MODE=ACTIVE;

b. dbmover 構成ファイルに次の文が含まれていることを確認します。 
LISTENER=(unix1,TCPIP,2480)ORACLE_CAPTURE_TYPE=DCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPIORA,TYPE=(ORAD,ORACOLL=COLINST2,PARMFILE=/Informatica/PowerExchangeVR/capture/pwxorad.cfg))ORACLEID=(COLINST2,ORAINST2)

2. ロッガーのログファイルがある PowerExchange ロッガーシステムで、次のタスクを実行します。 
a. dbmover 構成ファイルに次の文が含まれていることを確認します。 

LISTENER=(unix2,TCPIP,2480)NODE=(unix1,TCPIP,PRODORA,2480)...LOGPATH=/pwx/logs/oracondCAPT_XTRA=/pwx/capture/oracond/camapsCAPT_PATH=/pwx/capture/oracond/*
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ORACLE_CAPTURE_TYPE=D/* Source-specific CAPI ConnectionCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPIORA,TYPE=(ORAD,ORACOLL=COLINST2,PARMFILE=/Informatica/PowerExchangeVR/capture/pwxorad.cfg))/*/* CAPX CAPI Connection for continuous extractionCAPI_CONNECTION=(NAME=CAPXORA,TYPE=(CAPX,DFLTINST=COLINST2,FILEWAIT=60,RSTRADV=600))
注: ORAD CAPI_CONNECTION 文で、PARMFILE パラメータは、ソースシステムで作成した
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル（pwxorad.cfg）を指している必要がありま
す。

b. PowerExchange ロッガーシステムで、PowerExchange ロッガー構成ファイル（pwxccl.cfg）をカ
スタマイズします。この例では、次の文を含めます。 
DBID=COLINST2 DB_TYPE=ORACONN_OVR=CAPIORACAPTURE_NODE=unix1CAPTURE_NODE_UID=orauserCAPTURE_NODE_EPWD=encrypted_password
注: ソースシステムの ORACLEID 文で、DBID パラメータの値は最初の位置 collection_id パラメータ
である COLINST2 の値と一致する必要があります。CAPTURE_NODE パラメータは、
PowerExchange リスナがキャプチャ要求を処理するソースシステムのノードをポイントします。

3. PowerExchange ロッガーシステムで、PowerExchange ロッガーと PowerExchange リスナを起動しま
す。ソースシステムでも PowerExchange Listener が実行されていることを確認します。 

4. PowerCenter 統合サービスシステムで、DBMOVER 構成ファイルに以下の NODE 文を追加します。 
• ソースシステムの PowerExchange リスナをポイントする NODE 文
• PowerExchange ロッガーシステムをポイントする NODE 文
次の例は、これらの NODE 文を示してます。
NODE=(unix1,TCPIP,PRODORA,2480)NODE=(unix2,TCPIP,unix2,2480)

5. PowerCenter のマッピング、セッション、ワークフローを作成します。 
6. PowerExchange ロッガーログファイルから変更データを抽出する、CDC セッションの PWX Oracle CDC

リアルタイムアプリケーション接続を設定します。 
この例では、次の接続属性を設定します。
• ［場所］属性には、PowerExchange ロッガーログファイルが存在するノードをポイントする unix2 を

入力します。CDC セッションは、この場所からデータを読み取ります。
• ［マップの場所］属性には、抽出マップの場所をポイントする unix1 を入力します。抽出マップの場所

はソースシステムのノードになります。
• ［マップの場所のユーザー］属性には、有効な Oracle ユーザー ID を入力します。
• ［マップの場所のパスワード］属性には、Oracle ユーザー ID のパスワードを入力します。
• ［CAPI 接続名］属性には、使用する CAPX CAPI_CONNECTION 文を示す CAPXORA を入力します。

7. CDC セッションをコールドスタートします。 
セッションで、PowerExchange ロッガーログファイルからの変更データの抽出が開始します。
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パート IV: 変更データ抽出
この部には、以下の章があります。
• 変更データ抽出の概要, 259 ページ
• 変更データの抽出, 275 ページ
• 変更データ抽出の管理, 304 ページ
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変更データ抽出の概要
この章では、以下の項目について説明します。
• 変更データ抽出の概要, 259 ページ
• 抽出モード, 260 ページ
• PowerExchange で生成された抽出マップ内のカラム, 261 ページ
• 抽出マップの BI フィールドと CI フィールド, 268 ページ
• リスタートトークンとリスタートトークンファイル, 270 ページ
• CDC セッションでの複数ソースの処理, 271 ページ
• PWXPC によるコミット処理, 272 ページ
• チューニングオプション, 273 ページ

変更データ抽出の概要
PowerExchange は、PWXPC および PowerCenter と連携して、キャプチャした変更データを抽出し、1 つ以
上のターゲットに書き込みます。 ここでは、効率的なデータ抽出、適切な再起動およびリカバリを実現する
CDC セッションを構成できるように、抽出処理の主な概念について説明します。
PowerExchange がキャプチャした変更データを抽出するには、キャプチャソースのメタデータを
PowerCenter Designer にインポートします。 以下のいずれかの方法を用います。
• リレーショナルデータソースの場合、PowerExchange から抽出マップをインポートするか、データベース

からソースメタデータをインポートします。 ソースメタデータをインポートする場合、必要に応じて
Designer でソース定義を変更し、PowerExchange 定義の CDC カラムを追加するか、抽出マップに含まれ
ていないカラムを削除します。 抽出マップをインポートする場合、PowerCenter ソース定義からこれらの
カラムを手動で追加または削除します。

• 非リレーショナルデータソースの場合、PowerExchange から抽出マップをインポートします。
メタデータをインポートしたら、PowerCenter でソース定義を使用して、PowerExchange から変更データを
抽出するためのマッピング、セッション、ワークフローを作成できます。
関連項目：
•「抽出モード」  (ページ 260)
•「リスタートトークンとリスタートトークンファイル」  (ページ 270)
•「CDC セッションでの複数ソースの処理」  (ページ 271)
•「PWXPC によるコミット処理」  (ページ 272)
•「チューニングオプション」  (ページ 273)
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抽出モード
PowerExchange がキャプチャした変更データは、近似リアルタイムで抽出することも、バッチプロセスとし
て抽出することもできます。
抽出モードを示すには、PowerCenter 接続タイプと一部の PowerExchange CDC 構成パラメータを設定しま
す。一部の抽出モードは、PowerExchange Condense または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）を使用する場合にのみ有効です。
抽出の要件に基づいて、以下のいずれかの抽出モードを使用します。
リアルタイム抽出モード

近似リアルタイムで変更ストリームから変更データを連続して抽出します。抽出処理は、CDC セッション
が停止するか、中断されるまで継続します。
このモードで処理を実行するには、PowerCenter で、データソースタイプに合わせた PWX CDC リアルタ
イムアプリケーション接続を構成します。

バッチ抽出モード
IBM i（i5/OS）または z/OS の PowerExchange Condense 圧縮ファイルから、または PowerExchange
ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルから変更データを抽出します。データは、CDC セ
ッションが実行されているときに閉じられたファイルからのみ抽出されます。CDC セッションは、ファイ
ルの処理を完了すると終了します。
このモードで処理を実行するには、以下の項目を構成します。
• PowerExchange Navigator のキャプチャ登録で、［要約］オプションを［部分］または［フル］に設

定します。
• PowerCenter で、データソースタイプに合わせた PWX CDC Change アプリケーション接続を構成し

ます。
連続抽出モード。

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の開かれている、または閉じられているログフ
ァイルから、近似リアルタイムで継続的に変更データを抽出します。
IBM i（i5/OS）または z/OS のデータソースでは、この抽出モードは別のシステムでデータをリモートの
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）に記録する場合にのみ利用可能です。
このモードで処理を実行するには、以下の項目を構成します。
• PowerExchange Navigator のキャプチャ登録で、［要約］オプションを［部分］に設定します。
• PowerCenter で、データソースタイプに合わせた PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続を構

成します。
• DBMOVER コンフィギュレーション ファイルで、CAPX CAPI_CONNECTION 文を構成します。
• z/OS または i5/OS データソースからリモートの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows

用）にリモートログする場合、ソースシステムからの変更データを記録するようにリモートの
PowerExchange ロッガーを構成します。
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PowerExchange で生成された抽出マップ内のカラム
キャプチャ登録で定義されたテーブルカラムに加え、PowerExchange が生成したカラムも抽出マップに含ま
れます。
PowerExchange が生成したこれらのカラムには、SQL の変更のタイプとタイムスタンプなどの CDC 関連の情
報が含まれます。
Designer で抽出マップをインポートする場合、PWXPC は、ソース定義に PowerExchange が生成したカラム
を含みます。
抽出マップでデータベース行のテストを実行する場合、PowerExchange ナビゲータは、PowerExchange が
生成したカラムを結果に表示します。デフォルトでは、抽出マップを開くと、PowerExchange ナビゲータは
これらのカラムを非表示にします。これらのカラムを表示するには、抽出マップを開き、［抽出定義］ウィンド
ウの任意の場所を右クリックして、［自動生成されたカラムの表示］を選択します。
注: デフォルトでは、DTL__columnname_CNT、DTL__columnname_IND、DTL__CI_columnname を除く
すべてのカラムが抽出マップで選択されています。これらのカラムを追加するには、抽出マップを編集する必
要があります。
以下の表に、PowerExchange が変更レコードごとに生成するカラムを示します。

カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CAPXRESTART1 その変更レコードの UOW の末尾の位置を表すバイ
ナリ値です。この後に、変更レコード自体の位置が
来ます。
すべてのデータソースタイプのシーケンストークン
が同じ長さを持っている z/OS を除き、シーケンス
トークンの長さはデータソースのタイプによって異
なります。
DTL__CAPXRESTART1 の値は別名「シーケンストークン」です。これをリスタートトークンと組み合わ
せて、リスタートトークンペアを構成します。
変更レコードのシーケンストークンは、昇順に限定
されており、繰り返し可能な値です。

VARBIN 255

DTL__CAPXRESTART2 変更レコードの UOW 状態の再構築に使用できる変
更ストリームの位置を表すバイナリ値です。ただし、
次の例外があります。
- Microsoft SQL Server CDC。ディストリビューショ

ンデータベースの DBID およびディストリビュー
ションの名前を格納するバイナリ値です。

- z/OS または i5/OS で完全圧縮ファイルから抽出さ
れた変更データ。キャプチャ登録の登録グループ
からのインスタンス名を格納するバイナリ値です。

リスタートトークンの長さは、データソースのタイ
プによって異なります。z/OS では、完全圧縮ファイ
ルから抽出された変更データを除き、すべてのデー
タソースタイプのリスタートトークンが同じ長さで
す。
DTL__CAPXRESTART2 の値は別名「リスタートトークン」です。これをシーケンストークンと組み合わ
せて、リスタートトークンペアを構成します。

VARBIN 255
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CAPXROWID PowerExchange Express CDC for Oracle の場合は、
物理的な行 ID 値を入力します。PowerExchange で
は、テーブルで行の移動が有効になっていない場合
にのみ、行 ID 値を Oracle テーブルの変更レコード
に含めることができます。
行 ID 値のキャプチャを有効にするには、Express 
CDC 構成ファイルで OPTIONS ROWID=Y 文を設定す
る必要があります。
行 ID は、CDC の抽出セッションでキーのないテー
ブルを処理する場合に役立ちます。

CHAR 18

DTL__CAPXRRN Db2 for i ソースの場合のみ、2,147,483,647 までの相
対レコード番号を指定します。
DTL__CAPXRNN は廃止されましたが、
PowerExchange 10.5 より以前に作成された既存の抽
出マップでは引き続きサポートされます。

NUM32 4

DTL__CAPXEXRRN Db2 for i ソースの場合のみ、システムの最大値であ
る 4,294,967,288 までの拡張値を含む相対レコード番
号を指定します。

DTLNUM64U 8

DTL__CAPXUOW 変更レコードの UOW の先頭の変更ストリームの位
置を表すバイナリ値です。

VARBIN 255
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CAPXUSER データソースに変更を加えたユーザーのユーザー ID
です。ただし、次の例外があります。
- Adabas 8.3 CDC ソースの場合で Adabas ファイル

定義に SY=SECUID のシステムフィールドが含まれ
る場合、この値はユーザーのセキュリティユーザ
ー ID（SECUID）です。

- Datacom テーブルベース CDC ソースの場合、こ
の値は MUF 名です。

- DB2 for i（i5/OS）CDC ソースの場合、この値は、
AS4J CAPI_CONNECTION 文の LIBASUSER パラメ
ータによって決まります。LIBASUSER=Y の場合、
この値は、変更が加えられたファイルのライブラ
リ名とファイル名です。LIBASUSER=M の場合、
この値は、変更が加えられたファイルのライブラ
リ名、ファイル名、およびデータメンバ名です。
LIBASUSER=N の場合、この値は、変更を加えたユ
ーザーのユーザー ID です。LIBASUSER=P の場合、
この値は、変更を加えたプログラムの名前です。

- DB2 for z/OS CDC ソースの場合、この値は、LRAP 
CAPI_CONNECTION の UIDFMT パラメータによっ
て決まります。パラメータ設定に応じて、この値
は DB2 接続識別子、相関識別子、接続タイプ、プ
ラン名、ユーザー ID、またはこれらのすべての値

（形式 UID:PLAN:CORR:CONN:CTYPE）になります。
UIDFMT パラメータを指定しない場合、この値は、
変更を加えたユーザーのユーザー ID です。

- IDMS CDC ソースの場合、この値は、ユーザープ
ログラムが、アプリケーションサブスキーマ制御
ブロックのプログラム名フィールドに挿入する値
です。通常、この値はユーザープログラム名にな
ります。

- IMS 同期 CDC ソースの場合、この値は、LRAP 
CAPI_CONNECTION 文の UIDFMTIMS パラメータ
によって決まります。パラメータの設定に応じて、
この値は、ユーザー ID、PSB 名、またはuserid:psbname の形式による両方の値になる場合
があります。UIDFMTIMS パラメータを指定しない
場合、デフォルトではユーザー ID が使用されま
す。

- Microsoft SQL Server CDC ソースの場合、この値
は、MSQL CAPI_CONNECTION 文の UIDFMT パラ
メータによって決まります。UIDFMT=DBNAME の
場合、この値は SQL Server パブリケーションデー
タベース名です。UIDFMT=NONE の場合、この値
は NULL です。

- Oracle CDC ソースの場合、この値は
PowerExchange が Oracle から取得するユーザー
ID です（存在する場合）。それ以外の場合、この
値は NULL です。

VARCHAR 255
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CAPXTIMESTAMP ソース DBMS がデータベースの変更レコードに関し
て記録するタイムスタンプです。
この値は、ソース DBMS がデータベースログの変更
レコードに書き込むタイムスタンプの場合と、ソー
スデータベースに対するトランザクションコミット
のタイムスタンプの場合があります。
タイムスタンプのタイプは、ソースタイプと特定の
パラメータによって異なります。
- Linux、UNIX、または Windows の DB2 ソースの場

合、トランザクションコミットのタイムスタンプ
です。

- Microsoft SQL Server ソースでは、変更が配布デー
タベースに書き込まれたタイムになります。

- MySQL ソースの場合、MySQL が変更イベントを
バイナリログに記録した時刻です。

- Oracle ソースの場合、タイムスタンプの形式は、
Express CDC 構成ファイルの OPTIONS 文で
TIME_STAMP_MODE パラメータによって制御しま
す。

- UOWC CAPI_CONNECTION 文を必要とするソース
の場合はすべて、タイムスタンプの形式は、
DBMOVER ファイルの中の UOWC 
CAPI_CONNECTION 文の TIMESTAMP パラメータ
によって制御されています。

各ソースタイプのタイムスタンプの詳細については、
付録 A, 「DTL__CAPXTIMESTAMP のタイムスタンプ」  
(ページ 338)を参照してください。
タイムスタンプの形式は次のようになります。
YYYYMMDDhhmmssnnnnnn
説明:
- YYYY は西暦を表す 4 桁です。
- MM は月を示します。
- DD は日付です。
- hhmmssnnnnnn は、時間、分、秒、マイクロ秒

です。
注: DB2 for Linux, UNIX and Windows と Oracle で
は、タイムスタンプにマイクロ秒はサポートされま
せん。

CHAR 20
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CAPXACTION 抽出処理中に PowerExchange がターゲットに渡し
た変更レコードのタイプを示します。このインジケ
ータは、ソースデータベースの SQL 変更操作のタイ
プに対応します。
有効な値は以下のとおりです。
- I。挿入。
- D。削除。
- U: UPDATE 操作後の画像。
- T: UPDATE 操作前の画像。（ODBC 接続のみ）
CDC セッションの接続で［イメージタイプ］として

［BA］を指定した場合は、ソースの更新に対して削
除レコードと挿入レコードが PowerExchange によ
って生成されます。削除レコードの
DTL___CAPXACTION カラムの値は D、挿入レコード
の DTL__CAPXACTION カラムの値は I になります。
CDC セッションの接続で［イメージタイプ］として

［AI］を指定した場合は、1 回の更新に対して 1 つの
レコードが PowerExchange によって生成されます。
このレコードの DTL___CAPXACTION カラムの値は
U になります。
ODBC 接続を使用してステージングテーブルに変更
データを書き込む場合、ODBC ドライバの
CAPXIMAGETYPE パラメータを TU に設定するか、
PowerCenter で SQL エスケープシーケンス
DTLIMTYPE=TU を入力すると、このカラムに T また
は U の値を含めることができます。ソースの更新ご
とに、操作前の画像と操作後の画像にそれぞれ対応
する 2 つのレコードが PowerExchange によってス
テージングテーブルに渡されます。操作前の画像の
レコードの DTL__CAPXACTION カラムの値は T、操
作後の画像のレコードの DTL__CAPXACTION カラム
の値は U になります。

CHAR 1

DTL__CAPXCASDELIND （DB2 for z/OS のソースのみ）テーブルが ON 
DELETE CASCADE 句を指定したために DB2 が行を削
除したかどうかを示します。有効な値は以下のとお
りです。
- Y。カスケード削除のルールによって DB2 がこの

行を削除したことを示します。
- N。カスケード削除のルールによって DB2 がこの

行を削除しなかったことを示します。

CHAR 1

DTL__BI_columnname UPDATE 操作が変更される前のカラムの画像です。 ソースカラム
のデータ型

ソ
ー
ス
カ
ラ
ム
の
デ
ー
タ
長
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__CI_columnname UPDATE 操作でカラムの値が変更されたかどうかを
示します。有効な値は以下のとおりです。
- Y。UPDATE 操作によってカラムの値が変更されま

した。
- N。UPDATE 操作によってカラムが変更されまし

た。
- null: INSERT または DELETE 操作によってカラム

が変更されました。UPDATE 操作による変更では
ありません。

注: デフォルトでは、Change Indicator カラムは抽出
マップに含まれません。このカラムを追加するには、
抽出マップを編集してこの自動生成カラムを選択す
る必要があります。

CHAR 1
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__ST_lob_columnname （DB2 for z/OS LOB カラムの場合）カラムにすべて
の LOB データが含まれているかどうかを示します。
ECCR は、データがベーステーブルスペースに完全
にインラインで格納されていない場合、またはサイ
ズが 32KB を超える場合に、不完全な LOB データを
提供します。有効な値は以下のとおりです。
- C: このソースカラムには、すべての LOB データが

含まれます。ECCR は、データがベーステーブル
スペースに完全にインラインで格納され、サイズ
が 32KB を超えていないため、すべての LOB デー
タをキャプチャすることができました。

- I: このソースカラムには不完全な LOB データが含
まれます。データが補助テーブルスペースに格納
されているか、完全にインラインで格納されてい
るがサイズが 32KB を超えているため、ECCR はす
べての LOB データをキャプチャできませんでし
た。

- null: このカラムには null 値のみが含まれます。
LOB データがベーステーブルに完全にインラインで
格納されていない場合は、
DTL__ST_lob_columnname カラムを含めます。こ
のカラムが不完全な LOB データを示すために I を指
定している場合、PowerCenter トランスフォーメー
ションを使用して、関連付けられたソースカラムの
現在のすべての LOB データを取得できます。
Oracle LOB カラムの場合、
DTL__ST_job_columname は、関連付けられたソー
スカラムに LOB データが含まれているかどうかを示
します。PowerExchange Express CDC for Oracle は、
データが行に完全に格納されている場合、完全な
LOB データを提供します。有効な値は以下のとおり
です。
- C: このソースカラムには、すべての LOB データが

含まれます。データが行に完全にインラインで格
納されているため、PowerExchange Express CDC
はすべての LOB データをキャプチャしています。

- I: ソースカラムが変更されましたが、LOB データ
が含まれていません。データが行に完全にインラ
インで格納されていないため、PowerExchange 
Express CDC は LOB データキャプチャできません
でした。

- null: このソースカラムには null 値のみが含まれま
す。

LOB データがベーステーブルに完全にインラインで
格納されていない場合は、
DTL__ST_lob_columname カラムを含めます。この
カラムが不完全な LOB データを示すために I を指定
している場合、PowerCenter トランスフォーメーシ
ョンを使用して、関連付けられたソースカラムの現
在のすべての LOB データを取得できます。
注: このカラムは、デフォルトで抽出マップに含まれ
ています。削除するには、PowerExchange 
Navigator で抽出マップを開き、この自動生成カラ
ムをクリアします。 

CHAR 1
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カラム 説明 データ型 長
さ

DTL__columnname_CNT PowerExchange が VARCHAR タイプおよび VARBIN
タイプの可変長カラムに対して生成するバイナリカ
ウント。カウントは、変更データの抽出処理中にカ
ラムの長さを決定するために使用されます。
注: デフォルトでは、バイナリカウントカラムは抽出
マップに含まれません。このカラムを追加するには、
抽出マップを編集してこの自動生成カラムを選択す
る必要があります。

NUM32U 0

DTL__columnname_IND NULL 可能カラムに NULL が含まれているかどうか
を示します。PowerExchange では、NULL 可能カラ
ムに対してのみこのカラムを生成します。
注: デフォルトでは、NULL インジケータカラムは抽
出マップに含まれません。このカラムを追加するに
は、抽出マップを編集してこの自動生成カラムを選
択する必要があります。

BIN 1

抽出マップの BI フィールドと CI フィールド
PowerExchange キャプチャは、ソースカラムに対するどの SQL UPDATE 操作でも、データの操作前の画像と
操作後の画像の両方をキャプチャします。 CDC セッション中に操作前の画像データにアクセスして変更データ
を何らかの方法で処理する場合は、操作前の画像（BI）フィールドと変更インジケータ（CI）フィールドを抽
出マップに追加します。
例えば、以下の目的で BI フィールドと CI フィールドを使用できます。
• キャプチャしたデータを抽出および適用処理のためにフィルタ処理する場合。
• ソースのプライマリキーが変更されたかどうかに基づいてターゲットのプライマリキーを更新する場合。
例 1. 抽出および適用処理のために変更データをフィルタ処理する場合
抽出マップ内の 1 つ以上のデータカラム用に CI フィールドを追加する場合、PowerExchange は、そのカラム
用にキャプチャされたデータの操作前の画像と操作後の画像を比較します。 UPDATE が発生した場合、
PowerExchange が生成された DTL__CI_column_name の値が Y に設定します。
CDC セッションでは、WHERE 句フィルタで DTL__CI_column_name を使用し、抽出処理中に変更ストリー
ムをフィルタ処理できます。 PowerCenter のセッションプロパティの［フィルタオーバーライド］属性でフ
ィルタを定義します。 これらのフィルタを使用すると、PowerCenter が処理するデータの量を減らすことが
できます。
抽出処理中に、PWXPC は、WHERE 句フィルタを含む SQL SELECT 文を作成します。 PWXPC は、これらの文
を PowerExchange に渡します。 PowerExchange は、WHERE 条件に一致したデータを選択して返します。 
PWXPC は、このデータを CDC セッションで利用できるようにします。 マッピングの定義によっては、
PowerCenter でデータがさらに操作されることもあります。
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変更データを抽出および適用処理のためにフィルタ処理するには：
1. PowerExchange Navigator で、CDC セッションのソース定義としてインポートする抽出マップを編集し

ます。 フィルタ処理するカラムごとに CI フィールドを追加します。
PowerExchange は、DTL__CI_column_name という形式の名前を持つ CI フィールドを生成します。
CI フィールドに抽出マップを追加する方法の詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイ
ド』を参照してください。

2. PowerCenter の CDC セッションプロパティの［フィルタオーバーライド］属性で WHERE 句フィルタを
定義します。
フィルタに対して、DTL__CI_column_name の条件を入力します。 例えば、「DTL__CI_ACCOUNT='Y'」（「Y」
は更新が発生したことを示します）と入力します。
CDC セッションに対するフィルタオーバーライドの詳細については、『PowerCenter 用の
PowerExchange インタフェース』を参照してください。

CDC セッションが実行される際、PWXPC は、抽出および適用処理のために WHERE フィルタに一致する変更
データのみを PowerCenter に提供します。
注: CI フィールドで使用するフィルタが多すぎる場合、CPU のオーバーヘッドが大幅に増加する可能性があり
ます。
例 2. ターゲットでのプライマリキーフィールドの更新
ターゲットプライマリキーがソースプライマリキーに一致しない場合、またはソースデータベースがプライマ
リキーフィールドへの更新を許可している場合、CDC セッションは、操作後の画像データのみに基づいてター
ゲットキーに更新を適用することができません。
この問題を防ぐには、PWX CDC アプリケーション接続の［イメージタイプ］属性で［BA］オプションを選択
します。 このオプションにより、PWXPC はソースの UPDATE が発生するたびに 2 つのトランザクション

（DELETE、そしてその次に INSERT）を生成します。 DELETE は、操作前の画像に基づいて古い行を削除しま
す。 INSERT は、操作後の画像に基づいて行を挿入します。
または、ソースの UPDATE ごとに 2 つのトランザクションを生成するというオーバーヘッドを避けるために、

［イメージタイプ］属性の［AI］オプションを選択します。 CI カラムと BI カラムは、PowerCenter Flexible 
Target Key カスタムトランスフォーメーションと組み合わせても使用します。 この構成では、PowerCenter
は、ソースの UPDATE によってターゲットのプライマリキーフィールドが変更された場合にのみ INSERT また
は UPDATE トランザクションを生成します。 このソリューションを用いるには、以下の手順を実行します。
BI フィールドと CI フィールドを使用してターゲットのプライマリキーフィールドを更新するには：
1. PowerExchange Navigator で、CDC セッションのソース定義としてインポートする抽出マップを編集し

ます。 ソース上の 1 つ以上のプライマリキーカラムに対して BI フィールドと CI フィールドを追加しま
す。

2. CDC セッションの PWX CDC アプリケーション接続の［イメージタイプ］属性が［AI］になっていること
を確認します。
この設定により、PWXPC は更新を CDC セッションに更新として渡します。 抽出マップのキーカラムに対
して BI フィールドと CI フィールドを追加したので、これらのカラムの更新行には、操作前の画像と操作
後の画像が含まれています。

3. PowerCenter で、Flexible Target Key カスタムトランスフォーメーションを定義します。
トランスフォーメーションは、ソースキーカラムに DTL__CI インジケータを使用して、ターゲットのプラ
イマリキーカラムに対する更新がいつ必要になるかを検出します。

4. CDC セッションで、トランスフォーメーションをマッピングに追加します。
Flexible Target Key カスタムトランスフォーメーションの詳細については、『PowerCenter 用の
PowerExchange インタフェース』を参照してください。
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リスタートトークンとリスタートトークンファイル
PowerExchange は、「リスタートトークンペア」という一組のトークン値を使用し、CDC セッションで各ソー
スの変更ストリーム内で変更データの抽出を開始する場所を判別します。 リスタートトークンペアは、変更ス
トリーム内の特定の変更レコードの位置に対応しています。
リスタートトークンペアは、リスタートトークンファイルで指定できます。 PWXPC は、実行済みの CDC セッ
ションのリスタートトークンも状態テーブルまたは状態ファイルに格納します。 リスタートトークンファイル
のトークン値は、状態テーブルまたは状態ファイルの値をオーバーライドします。
以下の場合に、リスタートトークンファイルでリスタートトークンを指定します。
• 新しい CDC セッションの場合、セッションでソースのリスタートトークンペアを指定します。 ソースごと

に一意のリスタートトークンペアを定義することも、特殊なオーバーライド文を使用して、すべてまたは複
数のデータソースに関連するリスタートトークンペアを指定することもできます。 リスタートトークンは、
対応するターゲットをマテリアライズしたときに変更ストリーム内の時点を表します。

• データソースを CDC セッションに追加した場合、そのソースのリスタートトークンペアを指定します。
• CDC セッションで 1 つ以上のデータソースのトークン値をオーバーライドする必要がある場合、リスター

トトークンファイルでオーバーライド文を使用します。
リスタートトークンペアは以下のトークンタイプで構成されています。
シーケンストークン

UOW の最後の変更ストリーム位置および変更レコードの位置を、読み込まれた変更レコードごとに表す
バイナリ値です。 シーケンストークンは、昇順に限定されており、繰り返し可能な値です。

リスタートトークン
変更レコードの UOW 状態の再構築に PowerExchange が使用できる変更ストリームの位置を、読み込ま
れた変更レコードごとに表すバイナリ値です。
場合によっては、リスタートトークンが最も古い UOW の開始位置を含んでいることもあります。 UOW
の開始は、PowerExchange が変更ストリームから UOW の先頭を読み込んでいるものの、コミットレコ
ード（UOW の終わり）を読み込んでいない UOW です。

CDC セッションの実行時に、PWXPC は、状態テーブルまたは状態ファイルからソースごとのトークン値を読
み込むほか、リスタートトークンファイルも読み込みます。 PowerExchange は、適切なリスタートトークン
値を使用して、CDC セッションのソースごとに変更ストリームから変更データの読み込みを開始するポイント
を判別します。 開始ポイントを判別したら、PowerExchange は変更データの読み込みを開始し、それを
PWXPC に渡します。 PWXPC は、ソースのシーケンストークンを使用して、ソースの変更データの提供を開始
するポイントを判別します。
関連項目：
•「CDC セッションのリカバリおよびリスタート処理」  (ページ 291)
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 298)
•「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)
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CDC セッションでの複数ソースの処理
PWX CDC アプリケーション接続を使用して変更データを抽出する際に、PowerExchange は、マッピングのす
べてのソース定義に対して 1 回のパスで変更ストリームを読み込みます。ソースは同じタイプで、かつ同じ変
更ストリームを使用している必要があります。
Designer でソース定義を作成するには、ソースメタデータを以下のいずれかの方法でインポートします。
• PowerExchange 抽出マップをインポートするには、［PowerExchange からインポート］ダイアログボッ

クスを使用します。
• リレーショナルデータベースからテーブル定義をインポートするには、［PowerExchange からインポー

ト］ダイアログボックスまたは［データベースからインポート］ダイアログボックスを使用します。
抽出マップのインポートをお勧めします。マッピングとセッションの作成は以下の理由で簡単になります。
• ソース定義には、抽出マップ名が含まれています。セッションを構成する際に、この名前を提供する必要は

ありません。
• ソース定義には、PowerExchange が生成した CDC カラム（DTL__CAPX カラムなど）が含まれます。これ

らのカラムをソース定義に追加する必要はありません。
変更データ抽出時に PowerExchange は、マッピング内にある、ソースタイプが同じソース定義をすべて処理
します。マッピングには複数のデータソースタイプを含めません。複数のデータソースタイプを含めると、メ
ッセージ PWXPC_10080 で、CDC セッションが失敗します。
例えば、同じ変更ストリーム内に DB2 ソースおよび Oracle ソースに対する変更が存在する場合でも、DB2 と
Oracle の両方のソース定義を使用するマッピングを含む CDC セッションは実行しません。代わりに、すべて
の DB2 ソースを一括で処理するためのマッピングおよびセッションと、それとは別個に、すべての Oracle ソ
ースを一括で処理するためのマッピングおよびセッションを作成します。この場合、PowerExchange は変更
ストリームを 2 回読み込むことになります。DB2 ソースを含むセッションと Oracle ソースを含むセッション
に対して、それぞれ 1 回ずつ読み込みます。
次の図に 3 つの DB2 ソースを含む PowerCenter Designer のサンプルマッピングを示します。

PWX DB2LUW CDC アプリケーション接続を使用するセッションにこのマッピングを含める場合、
PowerExchange は 1 回のパスで変更ストリームを読み込み、3 つのすべてのソーステーブルの変更を抽出し
ます。PowerExchange は、UOW がいつ完了したかに基づいて時系列順に変更データを抽出します。変更デー
タが PWXPC に渡されると、PWXPC は該当するソース修飾子に変更を提供します。
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複数の CDC セッションを含むワークフローを作成すると、セッションが同じ変更ストリームから変更データを
抽出した場合でも、PowerExchange はセッションごとに接続を作成します。例えば、セッションで、同じ
PowerExchange ロッガーログファイルから変更データが抽出される場合があります。
注: 例のマッピングでは、抽出マップから作成したソース定義を使用しているので、バルクデータ移動操作には
使用できません。ただし、データベースリレーショナルメタデータから作成しソース定義を使用するマッピン
グは、変更データ抽出またはバルクデータ移動のどちらかに使用できます。 

PWXPC によるコミット処理
PowerCenter 統合サービスは PWXPC と連携し、［コミットのタイプ］セッションプロパティおよび PWX CDC 
Change またはリアルタイムアプリケーション接続で指定したコミットメント制御属性に基づいて、データを
ターゲットにコミットします。
デフォルトでは、［コミットのタイプ］セッションプロパティは、ターゲットベースのコミット処理に［ターゲ
ット］を指定します。 ただし、PowerCenter 統合サービスは、ソースベースのコミット処理を CDC セッショ
ンで常に使用します。 コミットタイプを［ソース］に変更します。 デフォルト値を保持して CDC セッション
を実行すると、PowerCenter 統合サービスは、ソースベースのコミット処理を自動的に使用し、メッセージ
WRT_8226 をセッションログに書き込みます。 PWXPC に無視されるので、［コミット間隔］セッションプロパ
ティを設定する必要はありません。
コミットが発生する時期を制御するには、PWX CDC 変更およびリアルタイムアプリケーション接続でコミット
メント制御属性を構成します。
次の表に、これらの接続属性を示します。

接続属性 PWX リアル
タイム接続
か Change
接続か

説明

コミットご
との最大行
数

両方 PWXPC がデータバッファをフラッシュして変更データをターゲットにコミッ
トする前に処理する変更レコードの最大数です。PWXPC は、この最大行制限
に達するまで、必要に応じて UOW の境界を超えて変更データを処理します。
PWXPC は、UOW の境界が変更データをコミットするまで待ちません。
デフォルトは 0 です。PWXPC はこの最大行数制限を使用しません。

コミットあ
たりの最小
行数

リアルタイ
ム

PowerExchange が変更ストリーム内のコミットレコードを PWXPC に渡す前
に、変更ストリームから読み込む変更データの最大数です。 この最小値に達
する前に、PowerExchange はコミットレコードをスキップし、変更レコード
のみを PWXPC に渡します。
デフォルトは 0 です。PowerExchange はこの最小行数制限を使用しません。

リアルタイ
ムフラッシ
ュ待ち時間

（ミリ秒）

リアルタイ
ム

PWXPC がデータバッファをフラッシュして変更データをターゲットにコミッ
トするまでに経過するミリ秒数です。この待ち時間が過ぎると、PWXPC は、
現在の UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。 その後で、
PWXPC はデータバッファをフラッシュして、変更データをターゲットにコミ
ットします。
デフォルトは 0 で、2,000 ミリ秒経過します。

UOW カウ
ント

両方 PWXPC がデータバッファをフラッシュして変更データをターゲットにコミッ
トするまでに処理する UOW の数です。
デフォルトは 1 です。
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PWXPC は、以下のしきい値のいずれかに最初に一致したときに、データバッファをフラッシュして変更デー
タをターゲットにコミットします。
• コミットごとの最大行数
• リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）
• UOW カウント

［コミットあたりの最小行数］を指定した場合、コミットの前にこのしきい値にも一致します。
PWXPC が変更データをコミットすると、UOW カウント、コミットごとの最大および最小行数、リアルタイム
フラッシュ待ち時間タイマーがリセットされます。PWXPC は、引き続き変更データを読み込みます。 コミッ
トメント制御しきい値のいずれかに一致すると、PWXPC は変更データをターゲットにコミットします。 コミ
ット処理は、CDC セッションが停止、終了、または異常終了するまで継続します。 PWXPC CDC Reader が正
常に終了すると、PWXPC は、完了してバッファされた UOW および最終リスタートトークンをすべてターゲッ
トにフラッシュするための最終コミットを発行します。 終了する前に、PWXPC CDC Reader は以下のメッセ
ージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12075 [INFO] [CDCRestart] Session complete. Next session will restart at:  Restart 1 [restart1_token] : Restart 2 [restart2_token]
関連項目：
•「コミットメント制御属性」  (ページ 286)
•「コミット制御処理の例」  (ページ 288)

チューニングオプション
PowerExchange では、CPU リソースを制限しているソースシステムの CPU 使用率を減らすために、柔軟なチ
ューニングオプションを利用できます。 これらのオプションは、CDC セッションのスループットを向上させる
可能性もあります。
チューニングオプションは、PowerCenter Integration Service マシンなどの別のマシンに抽出処理を移行し
ます。 処理のオフロード対象のマシンに十分なリソースがある場合、CDC セッションのパフォーマンスは向上
する可能性があります。
以下のチューニングオプションを使用すると、使用可能なシステムリソースを最大限に活用し、CDC セッショ
ンのスループットを最大化できる可能性があります。
• オフロード処理。 オフロード処理を使用して、ソースシステムの PowerExchange Listener から

PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange クライアントにカラムレベルの抽出処理を移
します。また、データソースタイプで UOW Cleanser（UOWC）を使用する必要がある場合、オフロードは
UOWC 処理を Integration Service マシンに移行します。 PowerExchange Listener 用のリソースがソース
システムで制限されている場合、オフロードを使用すればスループットの向上に役立ちます。

• 変更データのリモートロギング。 ソースシステム以外のシステムで、PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）のインスタンスを設定します。 PowerExchange ロッガーは、ソースから変更データ
を読み込み、ローカルログファイルにデータを書き込みます。 CDC セッションで、PowerExchange ロッ
ガーログファイルから変更データが抽出されます。 この設定により、大量のリソースを消費するカラムレ
ベルの処理がソースシステムから PowerExchange ロッガーシステムに移ります。 ソースシステムのリソ
ースが制約される場合に CDC セッションのスループットを向上するには、リモートログを使用します。
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• マルチスレッド。 大量のリソースを消費するカラムレベルの抽出処理のため、複数のワーカースレッドの
使用を有効化します。 ソースシステムでマルチスレッドを使用して、Linux、UNIX、または Windows デー
タソースからデータを処理することも、抽出処理が実行されている別のシステムでデータを処理することも
できます。 マルチスレッドは、抽出が CPU の制約を受けていると思われる場合にのみ有効にしてくださ
い。 マルチスレッドは、オフロード機能またはリモートログに使用できます。

関連項目：
•「CDC オフロード処理」  (ページ 334)
•「マルチスレッド処理」  (ページ 336)
•「リモートロギングの概要」  (ページ 238)
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第  1 2  章

変更データの抽出
この章では、以下の項目について説明します。
• 変更データの抽出の概要, 275 ページ
• z/OS データの抽出に関するセキュリティ上の考慮事項, 276 ページ
• 変更データの抽出のタスクフロー, 277 ページ
• 抽出マップのテスト, 277 ページ
• PowerCenter CDC セッションの設定, 279 ページ
• CDC セッションのリカバリおよびリスタート処理, 291 ページ
• 抽出用のリスタートトークンの作成, 297 ページ
• リスタートトークンの表示, 298 ページ
• リスタートトークンファイルの設定, 298 ページ

変更データの抽出の概要
PowerExchange は、PWXPC および PowerCenter と組み合わせて使用し、キャプチャした変更データを抽出
し、そのデータを 1 つ以上のターゲットに書き込みます。
PowerExchange がキャプチャした変更データを抽出するには、Designer で CDC のソースとターゲットのメ
タデータをインポートし、マッピングを作成します。 次に、Workflow Manager で、アプリケーション接続、
セッション、およびワークフローを作成します。 必要に応じて、同じソースとターゲットの定義を基に、複数
のマッピング、セッション、ワークフローを作成できます。
リレーショナルデータソースの場合、データベース定義からでも PowerExchange 抽出マップからでもメタデ
ータをインポートできます。 非リレーショナルソースの場合、PowerExchange 抽出マップからメタデータを
インポートする必要があります。
ヒント: PowerExchange 抽出マップからメタデータをインポートすることをお勧めします。 抽出マップを使
用する場合、追加した操作前の画像（BI）列および変更インジケータ（CI）列など、PowerExchange が生成
したすべての CDC 列がソース定義に含まれます。 また、PWXPC はソース定義から抽出マップ名を継承できる
ので、セッションプロパティで各ソースの抽出マップ名を指定する必要はありません。 
CDC セッションを初めて開始する前に、変更ストリーム内の抽出開始ポイントを定義するリスタートトークン
を作成しておきます。 場合によっては、リカバリシナリオで抽出処理を再開するためのリスタートトークンを
作成する必要もあります。
オプションで、ユーザー定義のイベントに基づいてリアルタイム抽出モードを使用した CDC セッションを停止
するようにイベントテーブル処理を設定できます。
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また、以下のチューニングオプションを使用すると、使用可能なシステムリソースを最大限に活用し、CDC セ
ッションのスループットを最大化できる可能性があります。
• オフロード処理。 オフロード処理を使用して、ソースシステムの PowerExchange Listener から

PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange クライアントにカラムレベルの抽出処理を移
します。

• 変更データのリモートロギング。 ソースシステム以外のシステムで、PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）のインスタンスを設定します。 PowerExchange ロッガーは、ソースから変更データ
を読み込み、別のシステムにある PowerExchange ロッガーのログファイルに記録します。 その後、CDC
セッションは、PowerExchange ロッガーのログファイルから変更データを抽出できるようになります。

• マルチスレッド。 複数のワーカースレッドを使用して、リソース負荷の大きな列レベルの抽出処理でマル
チスレッドを使用できるようにします。 Linux、UNIX、または Windows データソースからデータを処理す
る場合、または抽出処理が実行されている別のシステムでデータを処理する場合、ソースシステムでマルチ
スレッドを使用できます。

関連項目：
•「変更データの抽出のタスクフロー」  (ページ 277)
•「PowerCenter CDC セッションの設定」  (ページ 279)
•「CDC セッションのリカバリおよびリスタート処理」  (ページ 291)
•「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 298)

z/OS データの抽出に関するセキュリティ上の考慮事項
z/OS データソースから取得したデータを最も高いセキュリティレベルにするには、抽出マップが存在する
z/OS DBMOVER 構成メンバで SECURITY オプションを 2 に設定します。 この設定では、ユーザークレデンシ
ャルが z/OS セキュリティチェックに合格した場合にのみ、PowerCenter CDC セッションでデータを抽出でき
ます。
z/OS システムから z/OS ソースのデータを抽出する CDC セッションの PWXPC 接続を定義する場合は、［ユー
ザー名］および［パスワード］接続属性に、有効な z/OS のユーザー ID とパスワードを入力する必要がありま
す。
キャプチャした z/OS データをリモートの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファ
イルに記録する場合、これらのログファイルからデータを抽出する CDC セッションの PWXPC 接続を定義する
際に、［マップの場所のユーザー］および［マップの場所のパスワード］接続属性に、z/OS のユーザー ID とパ
スワードを入力します。 PowerExchange ロッガーログファイルの場所がローカルでない場合は、ログファイ
ルが配置されている Linux、UNIX、または Windows システムで PowerExchange Listener が使用するため
に、［ユーザー名］および［パスワード］接続属性に、z/OS のユーザー ID とパスワードを入力します。
どのケースでも、z/OS のユーザークレデンシャルは有効な z/OS のユーザー ID とパスワードの組み合わせで、
PowerExchange Listener JCL の DTLCAMAP DD 文で定義された PowerExchange データセットへの READ ア
クセスを持っている必要があります。
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）ログファイルから z/OS データを抽出するには、
z/OS のユーザークレデンシャルは FACILITY クラスの CAPX.CND.*リソースプロファイルへの READ アクセス
も持っている必要があります。これは、z/OS セキュリティ製品によって管理されます。
詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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変更データの抽出のタスクフロー
このタスクフローを使用して、抽出処理の設定を完了し、抽出処理を開始するために必要なタスクを特定しま
す。 これらのタスクは、PowerExchange Navigator、PowerCenter Designer、PowerCenter Workflow 
Manager で行います。
始める前に、データソースと PowerExchange の設定を完了し、PowerExchange Navigator でキャプチャ登
録を作成します。
1. 必要に応じて抽出マップを編集します。

以下の変更を加えることができます。
• 変更データを抽出しない列を選択解除します。 その場合でも、PowerExchange はその列の変更デー

タをキャプチャします。
• 変更インジケータ（CI）および操作前の画像（BI）列を追加します。

2. 抽出マップをテストするには、PowerExchange Navigator で抽出マップのデータベース行のテストを実
行します。

3. Designer で、ソースとターゲットのメタデータをインポートします。
4. Designer で、変更データを抽出して処理するようにマッピングを設定します。
5. Workflow Manager で、接続とセッションを設定します。
6. CDC セッションのリスタートトークンを作成します。
7. リスタートトークンファイルを設定します。
8. ユーザー定義のイベントに基づいて抽出処理を停止する場合は、イベントテーブル処理を実装します。
9. 列レベルの抽出処理および UOW Cleanser 処理をソースシステムから PowerCenter Integration Service

マシンにオフロードするには、オフロード処理を設定します。 また、オフロード処理を使用すると、別の
マシンのリモート PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）プロセスに変更データをオ
フロードすることもできます。
リアルタイム抽出用にオフロード処理を設定する場合、スループットを向上させるためにマルチスレッド
処理を設定することもできます。

10. CDC セッションを開始します。

抽出マップのテスト
PowerExchange Navigator で、データベース行のテストを実行し、登録されたソースから抽出マップに基づ
いて PowerExchange が変更データを取得できることを確認します。
データベース行のテストでは、以下のことを実行できます。
• 登録されたデータソースに対して PowerExchange がキャプチャした変更データをプレビューします。
• 登録されたソースに対して、i5/OS または z/OS の PowerExchange Condense がキャプチャした変更デー

タ、または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）がキャプチャした変更データをプレ
ビューします。

• 抽出マップが、キャプチャされた変更データを適切にマップすることを確認します。
1. PowerExchange Navigator で、抽出グループと抽出マップを開きます。 
2. 抽出マップを選択し、［ファイル］ > ［データベース行のテスト］をクリックします。 
3. ［データベース行のテスト］ダイアログボックスで、以下の情報を入力します。 
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DB タイプ
抽出モードを示すオプション:
• CAPXRT。 リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モード。
• CAPX。 バッチ抽出モード。

場所
キャプチャした変更データが存在するシステムの場所のノード名。この名前は、データベース行のテ
ストを実行する Windows マシン上の dbmover.cfg コンフィギュレーションファイルの NODE 文で
定義する必要があります。

ユーザー ID およびパスワード
オプション。ソースデータへのアクセスを提供するユーザー ID およびパスワード。

フェッチ
データをプレビューするには、［データ］を選択します。

アプリケーション
アプリケーション名。行のテストの場合、アプリケーション名は不要です。ただし、このフィールド
には少なくとも 1 文字を入力する必要があります。 PowerExchange では、この値を保持しません。

SQL 文
抽出マップのフィールドに対して PowerExchange が生成する SQL SELECT 文。 必要に応じて、こ
の文を編集できます。
この文では、テーブルは以下のように識別されます。
Schema.RegName_TableName
説明:
• Schema は、抽出マップのスキーマ名です。
• RegName は、抽出マップに対応するキャプチャ登録の名前です。
• TableName は、データソースのテーブル名です。

注: ［DB タイプ］フィールドに「CAPX」と入力した場合、変更データを抽出できるのは、
PowerExchange Condense または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）が少なくと
も 1 つの圧縮ファイルまたはログファイルを閉じた後のみです。 それ以外の場合、PowerExchange は、
変更データを表示せず、メッセージ PWX-04520 を PowerExchange メッセージログに書き込みます。 
PowerExchange は、キャプチャ、要約、または記録されたソースの変更データがない場合にもこのメッ
セージを書き込みます。 

4. ［詳細］をクリックします。 
5. ［CAPX 詳細パラメータ］ダイアログボックスまたは［CAPXRT 詳細パラメータ］ダイアログボックスの

各フィールドに入力します。 
• 継続抽出モードを使用する場合、［CAPI 接続名］フィールドに「CAPX CAPI_CONNECTION」という

名前を入力します。
• ソースに対してリモートのシステムにある PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）

ログファイルに変更データをオフロードする場合、［場所］フィールドに抽出マップの場所を入力しま
す。

6. ［OK］をクリックします。 
7. ［実行］をクリックします。 

データベース行のテストは、抽出開始ポイントから各変更を列ごとに返します。 この結果には、
PowerExchange が生成した CDC 列が含まれます。各列には、変更のタイプ、タイムスタンプ、ユーザー
ID などの情報が表示されています。
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PowerCenter CDC セッションの設定
CDC データソースのメタデータおよびターゲットを PowerCenter にインポートすると、変更データを抽出す
るためのマッピング、接続、CDC セッションを作成できます。 さまざまなセッションおよび接続の属性を設定
する必要があります。

セッションおよび接続属性のデフォルト値の変更
一部の PowerCenter セッションおよびアプリケーション接続属性は、バルクデータ移動操作にのみ適したデ
フォルト値を持っています。 CDC セッション用にこれらの属性を編集する必要があります。
以下の表に、CDC 用に設定する必要があるセッションと接続の属性を説明し、各属性の推奨値を示します。

属性名 属性の場所 CDC 用の推奨値 説明
コミットタイ
プ

セッションの
［プロパティ］

タブ
ソース デフォルト値は［ターゲット］です。 デフォルト

値のままにした場合、PowerCenter Integration 
Service は、ソースベースのコミット処理を使用す
るようにデフォルトを自動的にオーバーライドし
ます。
ただし、この属性を［ソース］に変更し、［ファイ
ルの終わりにコミットする］属性を無効にできる
ようにする必要があります。

ファイルの終
わりにコミッ
トする

セッションの
［プロパティ］

タブ
無効 デフォルトでは、この属性が有効になっていま

す。 デフォルト値のままにした場合、
PowerCenter Integration Service は、セッションが
終了したときにバッファ内の変更データをターゲ
ットにコミットします。 最終的なコミットは、
PWXPC CDC Reader が、リスタートトークンを含
め、バッファ内の完了した UOW をすべてターゲッ
トにコミットした後で実行されます。 このタイミ
ングによっては、リスタートトークンとターゲッ
トデータが同期しなくなることもあります。 最後
のリスタートトークンは、PowerCenter 
Integration Service がターゲットにコミットした最
終変更データよりも古い、変更ストリーム内のポ
イントを示すことがあります。 結果として、CDC
セッションの再起動時に重複データが発生する可
能性もあります。
重複データの可能性を避けるには、この属性を無
効にします。

リカバリスト
ラテジ

セッションの
［プロパティ］

タブ
最後のチェック
ポイントから再
開

デフォルト値は［タスクを失敗してワークフロー
を続行］です。 CDC セッションを正しく再起動す
るには、PowerExchange CDC および PWXPC で、
このオプションが［最後のチェックポイントから
再開］に設定されている必要があります。
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属性名 属性の場所 CDC 用の推奨値 説明
エラー時の停
止

セッションの
［設定オブジェ

クト］タブ
1 デフォルト値は 0 です。デフォルトでは、

PowerCenter Integration Service は、ターゲットに
書き込む際にエラーを致命的とはみなしません。 
以下のタイプのエラーが非致命的となります。
- キー制約違反
- 非 NULL フィールドへの NULL のロード
- データベーストリガの応答
書き込みエラーが発生した場合、PWXPC はその時
点でリスタートトークン値を先に進めているため、
変更データが失われる可能性があります。 ターゲ
ットデータとリスタートトークンの整合性を維持
するには、このオプションを 1 に設定します。

アプリケーシ
ョン名

アプリケーシ
ョン接続

各 CDC セッショ
ンの一意の名前
を入力します。

デフォルトは、ワークフロー名の最初の 20 文字で
す。
注目: デフォルトは一意の名前にならない可能性が
あるので、一意の名前を入力してください。 

リスタートト
ークンファイ
ルフォルダ

アプリケーシ
ョン接続

デフォルト値 デフォルトは$PMRootDir/Restart です。 このデフ
ォルトは、CDC では受け付けられます。

リスタートト
ークンフｧイル
名

アプリケーシ
ョン接続

各 CDC セッショ
ンの一意の名前
を入力します。

［アプリケーション名］の値を入力している場合、
デフォルトはそのアプリケーション名になります。

［アプリケーション名］の値を入力していない場
合、デフォルトはワークフロー名になります。
注目: デフォルトは一意の名前にならない可能性が
あるので、一意のリスタートトークンファイル名
を入力してください。 

リスタートト
ークンファイ
ルを保持する
ための実行数

アプリケーシ
ョン接続

1 以上 デフォルトは 0 です。PWXPC は、リスタートトー
クン初期化および終了ファイルのバックアップコ
ピーを 1 つだけ保持します。
0 より大きな値を入力し、リカバリプロセスで履歴
を利用できるようにします。

アプリケーション接続属性の設定
変更データを抽出するには、アプリケーション接続属性をいくつか設定する必要があります。 すべての PWX 
CDC アプリケーション接続属性の完全なリストについては、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェ
ース』を参照してください。

イメージタイプ
［イメージタイプ］属性を使用すると、更新を抽出してターゲットに適用する CDC セッションにキャプチャし

た更新を PWXPC がどのように渡すかを指定できます。
この属性では、次のいずれかのオプションを入力します。
• ［AI］。更新を更新操作として処理します。PWXPC は各更新を 1 つの更新レコードとして渡します。CDC セ

ッションのソース定義のためにインポートする抽出マップに操作前の画像（BI）フィールドおよび変更イン
ジケータ（CI）フィールドを追加しない限り、更新レコードにはデータの操作後の画像のみが含まれます。
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• ［BA］。更新を削除後の挿入として処理します。PWXPC は各更新を 1 つの削除レコードと 1 つの挿入レコー
ドとして渡します。削除レコードにはデータの操作前の画像が含まれ、挿入レコードには操作後の画像が含
まれています。

デフォルトは［BA］です。
［BA］を使用すると、PWXPC は、キャプチャした更新操作ごとに、データの操作前の画像を含む削除レコード

と操作後の画像を含む挿入レコードを生成します。ソース定義用にインポートする抽出マップ内の一部の列に
対して、BI フィールドと CI フィールドも定義した場合、PWXPC は、BI フィールドと CI フィールドに生成し
た削除レコードと挿入レコードの両方のデータを入れます。ただし、ソースでキャプチャされた挿入操作およ
び削除操作の場合、生成した削除レコードおよび挿入レコードの BI フィールドと CI フィールドには NULL 値
が含まれます。

［AI］を指定した場合でも、データの操作前の画像が存在する場合は、それを抽出処理に使用できます。
PWXPC は操作前の画像データと操作後の画像データを同じ更新行に埋め込みます。操作前の画像データを埋
め込むには、以下の設定タスクを実行する必要があります。
• PowerExchange Navigator で、PowerCenter のソース定義のためにインポートする抽出マップに BI フィ

ールドと CI フィールドを追加します。
• バッチまたは継続抽出モードを使用する場合、PowerExchange Condense または PowerExchange ロッガ

ー（Linux、UNIX、Windows 用）コンフィギュレーションファイルの CAPT_IMAGE パラメータに BA と入
力します。この設定により、操作前の画像と操作後の画像の両方が PowerExchange ロッガーログファイル
または PowerExchange Condense 圧縮ファイルに格納されます。CDC セッションが実行されると、これ
らのファイルからデータが抽出されます。

データの操作前の画像を処理する場合でも、［AI］設定の使用をお勧めします。CDC セッションでは、操作前
の画像データを取得する場合、1 つの更新レコードを処理する方が削除レコードおよび挿入レコードを個別に
処理するよりも効率的です。
例えば、プライマリキーへの変更を処理するには、操作前の画像データと操作後の画像データを同じ［更新］
行に入れます。プライマリキーへの変更が可能な DB2 for z/OS などのリレーショナルデータベースは、これら
の更新を、行の削除と新しいキー値での再追加と同じように処理します。PowerExchange でプライマリキー
の変更を検出できるようにするには、プライマリキー列の BI フィールドと CI フィールドをソース定義の抽出
マップに含めます。次に、PowerCenter で、ターゲットに対する変更を削除操作、およびそれに続く挿入操作
として適用するように Flexible Target Key カスタムトランスフォーメーションを定義します。CDC セッショ
ンで、トランスフォーメーションをマッピングに含めます。ターゲットリレーショナルデータベースでプライ
マリキーへの変更が許可されていない場合、プライマリキーに対する更新は失敗します。
注: フレキシブルターゲットキーカスタムトランスフォーメーションを使用するには、［イメージタイプ］属性
を［AI］に設定し、ソースの PowerExchange 抽出マップで BI フィールドと CI フィールドを設定します。
BI 列と CI 列を追加する方法の詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイド』を参照してく
ださい。

CAPI 接続名の上書き
複数の CAPI_CONNECTION 文を DBMOVER コンフィギュレーションファイルで定義している場合、［CAPI 接
続名オーバーライド］接続属性を使用すると、CDC セッション用にいずれかの文を 1 つ選択できます。
PowerExchange では、最大 8 つの CAPI_CONNECTION 文を DBMOVER コンフィギュレーションファイルで
定義できます。1 台のマシンの PowerExchange Listener で、複数の CAPI_CONNECTION 文を使用して複数
のソースタイプの変更を抽出することもできます。例えば、複数の CAPI_CONNECTION 文を指定することで、
1 つの PowerExchange リスナを介して Oracle ソースおよび DB2 ソースの変更を抽出できます。
CDC オフロード処理を使用する場合、PowerCenter Integration Service マシンにある dbmover.cfg ファイル
で CAPI_CONNECTION 文を定義する必要があります。CDC オフロード処理を使用しない場合、変更データが
存在するシステムで CAPI_CONNECTION 文を定義する必要があります。
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CAPI_CONNECTION 文を特定の CDC セッションで使用するように指定するには、［CAPI 接続名オーバーライ
ド］接続属性にその CAPI_CONNECTION 文の名前を入力します。デフォルトの CAPI_CONNECTION 文の代わ
りにオーバーライドを使用すると、セッションで使用する文を明示的に指定することになります。

アイドル時間
［アイドル時間］接続属性を使用すると、リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードを使用する CDC セッ

ションを継続して実行するか、ログの最後（EOL）に達したらシャットダウンするかを指定できます。
PowerExchange がシャットダウンする前に一定時間、変更アクティビティなしで待機するように指定できま
す。
次のいずれかの値を入力します。
• -1. CDC セッションは継続して実行されます。 CDC セッションを手動で停止すると、PowerExchange は

EOF（ファイルの終わり）のみを返します。
• 0. EOL に達すると、PowerExchange が EOF を返し、CDC セッションが終了します。

めったにアイドルにならないアクティブなシステムで、CDC セッションを定期的に終了する場合は、0 を入
力します。

• n. EOL に達すると、PowerExchange は指定した秒数（n 秒）待ちます。 PowerExchange がこの期間内で
対象の変更データを受信しなかった場合、PowerExchange は EOF を PowerCenter Integration Service
に送信し、CDC セッションは正常に終了します。
1 などの低い値を入力した場合、PowerExchange が変更ストリーム内の有効なデータをすべて読み取る前
に CDC セッションが終了する可能性もあります。

デフォルトは-1 です。
PowerExchange は、変更ストリームの読み込みを開始した時点での、変更ストリームの終わりによって EOL
を判別します。 PowerExchange が EOL の手法を用いるのは、変更ストリームが通常、静的ではないためで
す。 実際の EOL は以降も先に進みます。 PowerExchange は、EOL に達すると、メッセージ PWX-09967 を
PowerExchange メッセージログに書き込みます。
多くの場合、リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードで実行される CDC セッションはデフォルト値-1
を使用します。 PowerCenter Workflow Monitor、pmcmd コマンド、PowerExchange の STOPTASK コマン
ドを使用すると、長時間実行されている CDC セッションを手動で停止できます。

［アイドル時間］属性を 0 に設定している場合、PowerExchange が EOL に達すると、EOF が PWXPC に返さ
れます。 PWXPC および PowerCenter Integration Service は、その後で以下の処理を実行します。
1. PWXPC は、バッファされた UOW および終了リスタートトークンをターゲットにフラッシュします。
2. CDC Reader が終了します。
3. PowerCenter Integration Service がデータをターゲットにフラッシュすると、Writer が終了します。
4. セッション実行後のコマンドとタスクが実行されると、CDC セッションが終了します。

［アイドル時間］属性を正数に設定すると、以下の処理が実行されます。
1. PowerExchange は、EOL に達するまで変更ストリームを読み取り、EOL に達すると、［アイドル時間］

の待機が始まります。
2. EOL の後も変更ストリームにまだデータがある場合、PowerExchange は引き続き変更ストリームを読み

取り、CDC セッションに対する対象変更データを以下のように探します。
• PowerExchange が対象の変更レコードを CDC セッションに読み取る前にアイドル時間の期限が切れ

た場合、PowerExchange は変更ストリームの読み取りを停止します。
• PowerExchange が対象の変更レコードを CDC セッションに読み取ると、PowerExchange はタイマ

を再起動し、変更データを PWXPC に渡して、変更ストリームの読み取りを続行します。 この処理は、
アイドル時間の期限が切れるまで続行されます。

3. アイドル時間の期限が切れると、PowerExchange は EOF を PWXPC に渡します。
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4. PWXPC および PowerCenter Integration Service は［アイドル時間］の値が 0 の場合と同じ処理を実行
し、CDC セッションが終了します。

アイドル時間が経過したか、PowerExchange の STOPTASK コマンドが発行したために CDC セッションが終
了すると、PWXPC は以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
[PWXPC_10072] [INFO] [CDCDispatcher] session ended after waiting for [idle_time] seconds. Idle Time limit is reached
PowerExchange の STOPTASK コマンドで継続的な CDC セッションを停止すると、PWXPC は、
PWXPC_10072 メッセージの idle_time 変数の 86400 を置き換えます。
注: ［Reader の制限時間］属性と［アイドル時間］属性の両方を指定した場合、PowerCenter Integration 
Service は、これらの属性条件のうち、最初にあったものに一致すると、ソースからのデータの読み取りを停
止します。 Reader の制限時間は CDC セッションの通常終了にならないので、アイドル時間の制限のみを使用
することをお勧めします。 

リスタート制御属性
PWXPC リスタート制御属性を使用すると、CDC セッションで使用するリスタート情報を識別できます。 リス
タート情報によって、PowerExchange がセッションの変更データを読み取るポイントが決まります。
以下の状況でリスタート制御属性を指定します。
• CDC セッションを作成するとき。
• 既存の CDC セッションにソースを追加し、そのソースのリスタート情報を指定する必要があるとき。
• CDC セッションの状態テーブルまたは状態ファイルにある一部のリスタート情報をオーバーライドすると

き。
次の表に、PWX CDC アプリケーション接続に入力できる開始制御属性を示します。

接続属性 説明
アプリケーシ
ョン名

CDC セッションの一意のアプリケーション名。 アプリケーション名では、大文字と小文字
が区別されます。また、20 文字以内にする必要があります。
デフォルトは、ワークフロー名の最初の 20 文字です。デフォルトは一意の名前にならない
可能性があるので、一意の名前を入力することをお勧めします。

リスタートト
ークンファイ
ルフォルダー

リスタートトークンオーバーライドファイルを含む PowerCenter 統合サービスマシン上の
ディレクトリ名。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。

リスタートト
ークンファイ
ル名

リスタートトークンファイルの一意のファイル名。 このファイルは、［リスタートトーク
ンファイルフォルダー］属性で指定したディレクトリにあります。 PWXPC は、このファ
イルが存在する場合は、そのコンテンツを状態テーブルまたは状態ファイルと組み合わせ
て使用し、CDC セッションの再開ポイントを決定します。
デフォルトは［アプリケーション名］値です。または、アプリケーション名を指定してい
ない場合、デフォルトはワークフロー名です。

注目: ［アプリケーション名］属性と［リスタートトークンファイル名］属性は、CDC セッションごとに一意
にする必要があります。 これらの値のいずれか 1 つが一意でない場合、セッションの失敗や潜在的なデータ損
失など、予測できない結果が起こる可能性があります。
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イベントテーブル処理
イベントテーブル処理を使用すると、ー定義イベント（日の終わりなど）に基づいて、変更の抽出を停止でき
ます。
例えば、抽出プロセスを毎晩停止する場合、その日のすべての変更が処理された後、深夜にイベントテーブル
へ変更を書き込みます。 この変更によって、PowerExchange は変更データの読み取りを停止し、現在の
UOW が完了した後で抽出プロセスをシャットダウンします。
以下の規則およびガイドラインを使用します。
• イベントテーブル処理は、リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードでのみ使用します。
• イベントテーブルを作成し、テーブルを更新できるアプリケーションを定義する必要があります。
• PowerExchange Navigator で、変更データキャプチャのイベントテーブルを登録する必要があります。
• CDC セッションは 1 つのイベントテーブルを監視します。 ユーザー定義イベントごとに、独自のイベント

テーブルおよび抽出プロセスが必要です。
• CDC セッション内のイベントテーブルとすべてのソーステーブルは、同じソースタイプで構成する必要が

あります。

イベントテーブル処理の実装
以下の手順で、イベントテーブル処理を実装します。イベントテーブル処理では、ユーザー定義のイベントに
基づいて変更データ抽出を停止できます。
1. イベントテーブルを作成します。 

イベントテーブルのソースタイプは、変更データのソースタイプと一致している必要があります。また、
イベントテーブルは、抽出する変更データと同じマシン上に存在している必要があります。例えば、z/OS
で DB2 の変更データを抽出する場合、イベントテーブルは、抽出対象の DB2 ソーステーブルと同じ DB2
サブシステムに存在する DB2 テーブルであることが必須です。

2. PowerExchange Navigator で、イベントテーブルのキャプチャ登録を作成します。 
キャプチャ登録を作成する際に、PowerExchange Navigator は対応する抽出マップを生成します。

3. PowerCenter で、CDC 接続およびセッションを作成します。 
PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続の［イベントテーブル］属性で、作成したキャプチャ登録
に関連付けられた抽出マップの名前を入力します。

4. 定義したイベントが発生したときにイベントテーブルに更新を書き込むアプリケーションを定義します。 
PowerExchange が更新を読み取り、EOF（ファイルの終わり）を変更ストリームに配置します。PWXPC
が EOF を処理して、PowerCenter Integration Service に渡し、PowerExchange Reader をシャットダ
ウンします。PowerCenter Integration Service は、パイプライン内のすべてのデータをターゲットに書
き込むと、CDC セッションを終了します。

フラッシュ待ち時間
PowerExchange は、変更データをソースシステム上のバッファか、PowerCenter Integration Service マシン
のバッファ（オフロード処理を使用している場合）に読み込みます。 PowerExchange コンシューマ API

（CAPI）は、PowerCenter Integration Service マシンで変更データを PWXPC を転送するためのバッファを定
期的にフラッシュします。
以下のイベントのいずれか 1 つが発生すると、CAPI はバッファを PWXPC にフラッシュします。
• バッファがいっぱいになったとき。
• PWX CDC リアルタイム接続の［PowerExchange 待ち時間（秒）］属性で指定した CAPI タイムアウト値の

期限が切れたとき。
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• コミットポイントが発生したとき。
リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードで実行される CDC セッションのフラッシュ待ち時間を指定する
には、PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続で［PWX 待ち時間（秒）］属性を設定します。 この属性
は、PowerExchange が追加の変更データを待ってからデータを PWXPC にフラッシュするまでの最大時間を
指定します。 この属性は、ソースシステムの PowerExchange、または PowerCenter Integration Service マ
シンの PowerExchange クライアント（オフロード処理を使用している場合）に適用されます。
バッチ抽出モードを使用する CDC セッションの場合、PowerExchange はフラッシュ待ち時間として必ず 2 秒
を使用します。
PowerExchange は、メッセージ PWX-09957 を PowerExchange メッセージログに書き込み、［PWX 待ち時
間（秒）］属性に基づいて CAPI タイムアウト値を識別します。 アプリケーション接続で［PWX ログエントリ
の取得］を選択した場合、PWXPC はこのメッセージをセッションログにも書き込みます。
PowerExchange が変更データをフラッシュすると、PWXPC は以降の処理のために CDC セッションの Source 
Qualifier にデータを提供します。 その後で、PowerCenter Integration Service はデータをターゲットにコミ
ットします。
注: ［PWX 待ち時間（秒）］の値は、CDC セッションが Workflow Monitor または pmcmd プログラムによる
停止コマンドにどれくらい早く応答するかにも影響します。 PWXPC が停止要求を処理できるようになる前に、
PWXPC は、PowerExchange が制御を戻すのを待つ必要があります。 停止コマンド処理で受け付けられない
遅延を避けるには、［PWX 待ち時間（秒）］属性にデフォルト値 2 秒を使用します。

ターゲット待ち時間
ターゲット待ち時間は、変更データをターゲットに適用する場合の合計時間です。
この合計には、PWXPC が変更ストリームから変更データを取得する際にかかる時間、および PowerCenter 統
合サービスがその変更データをターゲットに適用する際にかかる時間が含まれます。 抽出処理および適用処理
が短時間で発生すると、ターゲット待ち時間は低くなります。
コミットメント制御属性の値はターゲット待ち時間に影響します。 コミットメント制御属性を設定する際、
PowerCenter 統合サービスマシンおよびターゲットデータベースでターゲット待ち時間の要件とリソースの消
費の間でバランスを取ります。
ターゲット待ち時間の値を低くすると、リソースの使用率は増えます。 このリソースの使用率が増加するの
は、PowerCenter 統合サービスが変更データをより頻繁にフラッシュする必要があるためです。また、ターゲ
ットデータベースは、より多くのコミット要求を処理する必要があります。
次の表に最小待ち時間を提供するコミットメント制御属性のデフォルト値を示します。

属性 デフォルト
コミットごとの最大行数 0：この属性は無効になります
コミットあたりの最小行数 0：この属性は無効になります
リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒） 0：2000 ミリ秒（2 秒）
UOW カウント 1

PWXPC は各 UOW の後または UOW の境界で変更をコミットするので、これらの値はターゲット待ち時間を下
げます。 ただし、これらの値には以下の欠点があります。
• ソースシステム、PowerCenter 統合サービスマシン、ターゲットデータベースでリソース消費が非常に高

くなります
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• PWXPC は PowerCenter 統合サービスまたはターゲットデータベースの変更データを非常に頻繁にフラッ
シュしてこの処理を実行するので、CDC セッションのスループットが低下します

リソース消費率を低下させ、CDC セッションのスループットを向上させるには、以下の属性のいずれか 1 つの
デフォルト値よりも大きな値を入力します。
• コミットあたりの最小行数
• UOW カウント
• リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）
他の属性を無効にします。

コミットメント制御属性
PWXPC は、PowerExchange および PowerCenter Integration Service と連携し、PWX CDC 接続のコミット
メント制御属性に基づいて CDC セッションのコミット処理のタイミングを制御します。
コミット処理は、単一のコミットメント制御属性によって制御されません。 これらの属性を設定する場合、パ
フォーマンスおよびリソース消費と待ち時間要件との間のバランスを取ってください。

［コミットごとの最大行数］、［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］、および［UOW カウント］属性
は、ターゲットへの変更データのリアルタイムフラッシュのタイミングを制御します。 ［コミットごとの最小
行数］属性は、コミットが発生可能かどうかを制御します。
以下のコミットメント制御属性の 1 つまたは複数を PWX CDC 接続で設定します。
コミットごとの最大行数

PWXPC がデータバッファをフラッシュして変更データをターゲットにコミットする前に処理する、ソー
ス UOW の変更レコードの最大数です。
この属性を使用すると、PWXPC は、UOW 境界（UOW の終わり）に一致しなくても変更データをターゲ
ットにコミットするようになります。 このタイプのコミットは、サブパケットコミットと呼ばれます。 サ
ブパケットコミットを大きな UOW で使用することによって、PowerCenter Integration Service マシン
のストレージの使用およびターゲットデータベースのロック競合を可能な限り抑えることができます。
注目: PWXPC は UOW 境界間で変更データをターゲットにコミットできるので、リレーションの整合性

（RI）が損なわれる可能性もあります。 RI 制約を持つ CDC セッションにターゲットがある場合は、この接
続を使用しないでください。 
最大行数制限に達すると、PWXPC は PowerCenter Integration Service マシンのバッファから変更デー
タをフラッシュし、データをターゲットにコミットします。 PWXPC は、メッセージ PWXPC_12128 をセ
ッションログにも書き込みます。 コミット処理が完了すると、RDBMS はターゲットデータベースのロッ
クを解除するので、PowerCenter Integration Service が追加の変更レコード用にバッファ容量を再利用
できるようになります。
最大行数制限は、CDC セッション内のすべてのソースを対象に累積した値です。 PWXPC は、変更が加え
られたソースの数に関係なく、制限に達するとリアルタイムフラッシュを発行します。
PWXPC は、リアルタイムフラッシュが発生すると、最大行数制限をリセットします。 フラッシュは、最
大行数制限、UOW カウント制限、リアルタイムフラッシュ待ち時間タイマが原因で発生する可能性もあ
ります。
PWXPC が UOW 境界に達したものの、最大行数制限に達していない場合でも、PWXPC は複数の UOW 境
界にわたって変更レコードを引き続き処理します。
変更ストリーム内に非常に大きな UOW があり、以下の問題につながる可能性がある場合は、最大行数制
限を使用します。
• ターゲットデータベースのロックの問題
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• PowerCenter Integration Service ノードのリソースの問題
例えば、単一のソースで 10,000 個の更新がある、非常に大きな UOW を持っており、［コミットごとの最
大行数］属性を 1000 に設定しているとします。 この場合、PWXPC は、1,000 個の変更レコードごとにサ
ブパケットコミットを発行します。
また、場合によっては、複数のソースの更新を含む UOW があります。 例えば、UOW がソース 1 の 900
個の更新、ソース 2 に 100 個の更新があり、その後でソース 1 に 500 個の更新が追加されたとします。 

［コミットごとの最大行数］属性を 1000 に設定した場合、1,000 個の変更レコードを読み取った後、また
はソース 2 の更新を処理した後で、PWXPC はサブパケットコミットを発行します。
デフォルトは 0 です。PWXPC はこの最大行数制限を使用しません。 最大行数制限で 0 を指定した場合、
または値を入力しなかった場合、コミットは UOW 境界でのみ発生します。
最大行数制限に低い値を指定した場合、CDC セッションは PowerCenter Integration Service マシンとタ
ーゲットシステムでより多くのシステムリソースを消費します。 このリソースの使用率が増加するのは、
PWXPC がデータをより頻繁にターゲットへフラッシュするためです。
注: ［コミットごとの最大行数］属性は、1 つの UOW 内のレコード数です。 ［UOW カウント］属性は、
完了した UOW の数です。 

コミットあたりの最小行数
コミットレコードを渡す前に、PowerExchange が PWXPC に渡す必要がある変更レコードの数。 最小行
数制限に触れると、PowerExchange は変更ストリームから読み取ったコミットレコードを破棄し、変更
レコードのみを PWXPC に渡します。 最小行数制限に合った後で、PowerExchange は、出会った次のコ
ミットレコードを PWXPC に渡し、最小行数制限カウンタをリセットします。
変更ストリームが小さな UOW を多く含んでいる場合、［コミットごとの最小行数］属性を設定すると、よ
り均一なサイズで構成されたより大きな UOW を作成できます。 トランザクション制御システムで実行さ
れている CICS や IMS などのオンライントランザクションは多くの場合、ごく少数の変更の後でコミット
します。これにより、多くの小さな UOW が変更ストリームに生まれます。 PowerExchange と PWXPC
は、少数の大きな UOW を多数の小さな UOW よりも効率的に処理します。 最小行数制限を使用して
UOW のサイズを増やすと、CDC 処理の効率を向上させることができます。
PowerExchange は追加のコミットポイントを変更データに作成しないので、最小行数制限はリレーショ
ンの整合性に影響しません。 PowerExchange は、変更ストリーム内の元のコミットレコードの一部をス
キップします。
デフォルトは 0 です。PowerExchange はこの最小行数制限を使用しません。
最小行数制限を入力した場合、PowerExchange は、この制限に合わせるか超えるように UOW 内の変更
レコードの数を変更します。
注: PWXPC は、最小行数制限に基づいて変更データをターゲットにコミットしません。 PWXPC は、［コ
ミットごとの最大行数］、［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］、［UOW カウント］属性に基づい
て、変更データをターゲットにコミットします。

リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）
リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードの場合、PWXPC がデータバッファをフラッシュして変更
データをターゲットにコミットするまでに経過するミリ秒数です。 フラッシュ待ち時間の間隔が期限切れ
になり、PWXPC が UOW 境界に達すると、PWXPC は、リアルタイムフラッシュを発行し、変更データと
リスタートトークンをターゲットにコミットします。 PWXPC は、メッセージ PWXPC_10082 をセッショ
ンログにも書き込みます。
PWXPC は、リアルタイムフラッシュが発生すると、フラッシュ待ち時間の間隔をリセットします。 フラ
ッシュは、最大行数制限、UOW カウント制限、リアルタイムフラッシュ待ち時間タイマが原因で発生す
る可能性もあります。
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リアルタイムフラッシュ待ち時間で有効な値を以下に示します。
• -1. 時間に基づいてデータフラッシュを無効にします。
• 0 - 2000。 間隔を 2000 ミリ秒（2 秒）を設定します。
• 2000 - 86400。 間隔を指定ミリ秒数に設定します。
デフォルトは 0 です。
フラッシュ待ち時間の間隔を 0 以上に設定した場合、間隔が期限切れになり、次の UOW 境界が発生する
と、PWXPC は完了したすべての UOW の変更データをフラッシュします。 フラッシュ待ち時間の間隔を
短く設定すると、PWXPC がターゲットに変更データをコミットする頻度が高くなります。 変更をターゲ
ットに適用するために低い待ち時間が必要な場合、フラッシュ待ち時間の間隔に低い値を入力します。
ただし、フラッシュ待ち時間の間隔に低い値を指定した場合、CDC セッションは PowerCenter 
Integration Service とターゲットシステムでより多くのシステムリソースを消費する可能性があります。 
このリソースの消費量が増加するのは、PWXPC が変更データをより頻繁にターゲットへコミットするた
めです。

UOW カウント
変更データをターゲットにフラッシュする前に、PWXPC が変更ストリームから読み取る完了 UOW の数。 
PWXPC が PowerExchange から変更データを読み取り、CDC セッションの Source Qualifier に提供する
と、UOW のカウントが始まります。
UOW カウントの制限に達すると、PWXPC はリアルタイムフラッシュを発行して変更データとリスタート
トークンをターゲットにコミットします。 PWXPC は、メッセージ PWXPC_10081 をセッションログにも
書き込みます。
UOW カウント制限またはリアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔が原因でリアルタイムフラッシュが発
生すると、PWXPC は UOW カウントをリセットします。
UOW カウントで有効な値は以下のとおりです。
• -1 または 0。 PWXPC は、コミット処理の制御に［UOW カウント］属性を使用しません。
• 1 - 999999999。 PWXPC は、指定した数の UOW を読み取ると変更データをフラッシュします。
デフォルトは 1 です。
UOW カウント値を低く設定すると、PowerCenter Integration Service は変更データをより速くターゲッ
トにコミットするようになります。 最も低い待ち時間が必要な場合、UOW カウント 1 を入力します。 た
だし、待ち時間を低く設定すると、セッションが PowerCenter Integration Service とターゲットシステ
ムでより多くのシステムリソースを使用する可能性があります。

注目: セッションプロパティで、［コミットタイプ］属性が［ソース］を指定していること、および［ファイル
の終わりでコミット］属性が無効になっていることを検証します。 デフォルトでは、［ファイルの終わりでコ
ミット］属性は有効になっています。 デフォルトのままにした場合、PowerCenter Integration Service は、
CDC Reader がリスタートトークンをコミットしてシャットダウンすると、追加データをターゲットに書き込
みます。 CDC セッションを再起動する際に、重複データがターゲットに書き込まれる可能性があります。 

コミット制御処理の例
コミットメント制御属性を使用して PWXPC でコミット処理を制御する方法については、以下の例を参照して
ください。
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例 1. サブパケットコミットと UOW カウント
この例では、コミット処理の制御に［コミットごとの最大行数］属性と［UOW カウント］属性を使用します。
変更データは、同じサイズの UOW で構成されます。 各 UOW には、1,000 個の変更レコードが含まれます。
次の表にこの例が使用するコミットメント制御属性値を示します。

属性 値
コミットごとの最大行数 300
コミットあたりの最小行数 0：この属性は無効になります
リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒） 0：2 秒
UOW カウント 1

PWXPC は、最大行数の値に基づいて UOW の最初の 300 レコードを読み取った後でデータバッファをフラッ
シュします。 このアクションは、変更データをターゲットにコミットします。 PWXPC は、引き続き 300 レコ
ードごとに変更データをターゲットにコミットします。
PWXPC は、UOW カウントとリアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔の場合にのみ、UOW 境界でコミットし
ます。 PWXPC が 300 個の変更レコードを読み取る前にリアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔が期限切れに
なった場合でも、PWXPC は最大行数の値に基づいてコミットを実行します。これは、UOW 境界に達する前
に、そのしきい値に達するためです。
UOW の終わりが読み取られると、［UOW カウント］値が 1 なので、PWXPC は変更データをコミットします。 
PWXPC は、コミットするたびに UOW および最大行数カウンタとリアルタイムフラッシュ待ち時間タイマをリ
セットします。 すべての UOW が同じ数の変更レコードを持っているので、PWXPC は、引き続き変更データ
を読み取り、各 UOW の同じポイントでデータをターゲットにコミットします。
この例では、PWXPC は以下のポイントで変更データをコミットします。
• 最大行数の値に基づく 300 個の変更レコード
• 最大行数の値に基づく 600 個の変更レコード
• 最大行数の値に基づく 900 個の変更レコード
• UOW カウント値に基づく 1,000 個の変更レコード

例 2. UOW カウントと時間ベースのコミット
この例は、コミット処理の制御に［UOW カウント］属性と［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］属
性を使用します。 変更データは、さまざまなサイズの UOW で構成されます。
次の表にこの例が使用するコミットメント制御属性値を示します。

属性 値
コミットごとの最大行数 0：この属性は無効になります
コミットあたりの最小行数 0：この属性は無効になります
リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒） 5000：5 秒
UOW カウント 1000
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最初に、PWXPC は 900 個の完全な UOW を 5 秒で読み取ります。 リアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔が
期限切れになっているので、PWXPC はデータバッファをフラッシュして、変更データをターゲットにコミッ
トします。 PWXPC は、UOW カウンタとリアルタイムフラッシュ待ち時間タイマの両方をリセットします。 
PWXPC が UOW 1,000 に達すると、PWXPC は変更データをターゲットにコミットしません。これは、UOW カ
ウンタが最後のコミットの後で 0 にリセットされているためです。
PWXPC は、4 秒間で次の 1,000 個の UOW を読み取ります。これは、リアルタイムフラッシュ待ち時間タイマ
よりも低い値です。 UOW カウンタに達しているので、PWXPC はこの変更データをターゲットにコミットしま
す。 このコミットの後で、PWXPC は、リアルタイムフラッシュ待ち時間タイマと UOW カウンタの両方をリ
セットします。
UOW カウンタまたはリアルタイムフラッシュ待ち時間のフラッシュ時間のうち、最初に制限に達した方に基
づいて、PWXPC は引き続き変更データを読み取り、データをターゲットにコミットします。
この例では、PWXPC は以下のポイントで変更データをコミットします。
• UOW 900 の後（リアルタイム待ち時間フラッシュ待ち時間タイマが最初に合ったため）。
• UOW 1,900 の後（2 番目のコミットサイクルの間に UOW カウントが最初に合ったため）。

例 3. 最小行と UOW カウント
この例では、コミット処理の制御に［コミットごとの最小行数］属性と［UOW カウント］属性を使用します。
変更データは、同じサイズの UOW で構成されます。 各 UOW には、10 個の変更レコードが含まれます。
次の表にこの例が使用するコミットメント制御属性値を示します。

属性 値
コミットごとの最大行数 0：この属性は無効になります
コミットあたりの最小行数 100
リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒） -1：この属性は無効になります
UOW カウント 10

PWXPC は、最小行数の値を PowerExchange に渡し、変更ストリームから変更ストリームを要求します。 最
小行数の値が 100 なので、PowerExchange は最初の 9 個の UOW のコミットレコードをスキップします。 
PowerExchange が 10 番目の UOW で最後の変更レコード読み取ると、最小行数制限に達します。 そこで、
PowerExchange は、10 番目の UOW のコミットレコードを PWXPC に渡し、最小行数カウンタをリセットし
ます。 PWXPC は UOW カウンタを 1 に増やします。
PowerExchange および PWXPC は、UOW カウンタは 10 になるまで変更データを読み取り続けます。 このポ
イントで、PWXPC はデータバッファをフラッシュして、変更データをターゲットにコミットし、UOW カウン
タをリセットします。
各 UOW は 10 個の変更レコードを含んでおり、［UOW カウント］が 10 なので、PWXPC は 1,000 個の変更レ
コードの後、または 10 個の UOW ごとに変更データをコミットします。
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CDC セッションのリカバリおよびリスタート処理
変更データを抽出する CDC セッションで［リカバリストラテジ］属性の［最後のチェックポイントから再開］
オプションを選択すると、PWXPC および PowerCenter はそのセッションのリカバリおよびリスタート処理を
提供します。
セッションが失敗すると、PowerCenter Integration Service は操作のセッション状態をリカバリし、PWXPC
はリスタート情報をリカバリします。
PWXPC は、CDC セッション内のすべてのソースのリスタート情報を保存します。 CDC セッションのリスター
ト情報は、リスタートトークンを含め、変更データの抽出元システムの PowerExchange に基づいたもので
す。 リレーショナルと非リレーショナルの両方のターゲットを 1 つの CDC セッションに含めることができま
す。 PWXPC は、以下の場所のいずれか 1 つを使用し、ターゲットタイプに基づいてリスタート情報を格納お
よび取得します。
• リレーショナルターゲットの場合、PWXPC はターゲットデータベースのリカバリ状態テーブルを使用しま

す。 PWXPC は、PowerCenter Integration Service と連携し、そのデータの変更データとリスタートトー
クンの両方を同じ 1 つのコミット操作でコミットします。 このコミットにより、適用されたデータとリス
タートトークンが同期されます。

• 非リレーショナルターゲットの場合、PWXPC は、PowerCenter Integration Service マシンの共有場所に
あるリカバリ状態ファイルを使用します。 PWXPC は、PowerCenter Integration Service と連携し、変更
データをターゲットファイルに、リスタートトークンをリカバリ状態テーブルに書き込みます。 そのため、
失敗した CDC セッションを再起動すると、重複データがターゲットに適用される可能性があります。

PowerCenter Integration Service は、操作のセッション状態を保存し、ターゲットリカバリテーブルを維持
します。 PowerCenter Integration Service は、$PMStorageDir で指定した共有場所に操作のセッション状態
を格納します。 PowerCenter Integration Service は、リレーショナルターゲットリカバリ情報をターゲット
データベースに保存します。
再開リカバリストラテジを使用する CDC セッションを実行している場合、PWXPC は、リカバリが有効である
ことを示すために以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12094 [INFO] [CDCRestart] Advanced GMD recovery in effect. Recovery is automatic.
CDC セッションをリカバリまたは再起動する際に、PWXPC は保存されたリカバリ情報を使用して、中断した
時点から変更データの読み取りを再開します。 PowerCenter Integration Service は、各ソース、ターゲット、
トランスフォーメーションの状態を含む操作のセッション状態を格納します。 PWXPC は PowerCenter 
Integration Service と連携し、どれくらいのソースデータを再処理する必要があるかを判別します。 
PowerExchange と PWXPC は、変更データの抽出およびターゲットへの適用を変更ストリーム内のどのポイ
ントから再開するか、リスタート情報を基に判別します。
再開リカバリストラテジでセッションを実行し、セッションが失敗した場合は、セッションを再起動する前に、
マッピング、セッション、または状態情報を変更しないでください。 これらを変更すると、PowerCenter お
よび PWXPC はリカバリを確実に実行できなくなるおそれがあります。
制限: CDC セッション内のいずれかのターゲットが CDC データをフラットファイルに書き込むために
PowerCenter File Writer を使用している場合は、再開リカバリストラテジを使用しないでください。 CDC セ
ッション内の（リレーショナルターゲットも含む）すべてのターゲットのリスタートトークンは、フラットフ
ァイルターゲットが同じセッションにある場合、悪影響を受けます。 データの損失や重複が発生する可能性が
あります。 
関連項目：
•「抽出用のリスタートトークンの作成」  (ページ 297)
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 298)
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リレーショナルターゲットの PowerCenter リカバリテーブル
PowerCenter Integration Service は、再開リカバリストラテジを持つ CDC セッションを実行する場合、ター
ゲットデータベースシステムのリカバリテーブルに情報を書き込みます。
セッションをリカバリする場合、PowerCenter Integration Service はターゲットテーブルへのデータのロー
ドを開始する場所を、リカバリテーブル内の情報に基づいて決定します。 PWXPC はさらにリカバリテーブル
内の情報を使用して、変更ストリームの読み取りを開始する場所を判別します。
PowerCenter Integration Service でリカバリテーブルを作成する場合は、ターゲットデータベース接続で構
成されているデータベースユーザー名にテーブル作成特権を付与します。 または、リカバリテーブルを手動で
作成する必要があります。
リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service は、ターゲットデータベースで以下の
リカバリテーブルを作成します。
PM_RECOVERY

セッション実行のためのターゲットロード情報が含まれています。PowerCenter Integration Service は、
各セッションが成功した後でこのテーブルから情報を削除し、後続のセッションの最初に情報を初期化し
ます。

PM_TGT_RUN_ID
PowerCenter Integration Service がデータベースの各ターゲットの識別に使用する情報が含まれていま
す。 この情報は、セッション実行後も次の実行まで維持されます。このテーブルを手動で作成する場合
は、セッションが正常にリカバリされるように、行を作成し LAST_TGT_RUN_ID に 0 以外を入力する必
要があります。

PM_REC_STATE
CDC セッションの状態情報とリスタート情報が含まれています。 PWXPC は、CDC セッションのすべての
ソースのアプリケーション名とリスタート情報を格納します。 PowerCenter Integration Service は、セ
ッションの状態情報を格納します。 セッションの状態情報とは違い、リスタート情報は、成功したセッシ
ョンにわたってこのテーブルで維持されます。 PowerCenter Integration Service は、ターゲットテーブ
ルへのコミットが発生するたびにこの情報を更新します。

セッションのリカバリ前にリカバリテーブルを編集または削除した場合、PowerCenter Integration Service
はセッションをリカバリできません。 また、PWXPC は、中断ポイントから CDC セッションを再開できませ
ん。
リカバリを無効にしても、PowerCenter Integration Service ではターゲットデータベースからリカバリ情報
が削除されません。 また、PWXPC は、ターゲットデータベースのリスタート情報を更新しません。

リカバリ状態テーブル
リカバリ状態テーブル PM_REC_STATE には、CDC セッションの状態情報および CDC リスタート情報が格納
されます。 このテーブルは、ターゲットテーブルと同じターゲットデータベースに存在します。
PowerCenter Integration Service は、CDC セッションごとに状態テーブルにエントリを作成します。 これら
のエントリは、複数行で構成できます。 複数の異なるターゲットテーブルで構成された CDC セッションには、
各リレーショナルターゲットデータベースに状態テーブルエントリが含まれており、PowerCenter 
Integration Service マシンの状態ファイルに非リレーショナルターゲットごとのエントリが存在します。例え
ば、Oracle テーブルおよび SQL Server テーブル、および MQ Series キューをターゲットとした CDC セッシ
ョンは、ターゲット Oracle データベースの状態テーブル、ターゲット SQL Server データベースの状態テーブ
ル、PowerCenter Integration Service マシンの状態ファイルのそれぞれにエントリがあります。
状態テーブルの各セッションエントリは、チェックポイント番号や CDC リスタート情報など、いくつかのリポ
ジトリ ID と実行状態データを含んでいます。 以下の列は、PWXPC 固有のリスタート情報を含めることができ
ます。
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APPL_ID
ソース PWX CDC アプリケーション接続の［アプリケーション名］属性を指定した値に CDC セッションの
タスクインスタンス ID を追加することで、PWXPC が作成する値が含まれます。 この値が状態テーブルの
行の APPL_ID 値に一致すると、PowerCenter Integration Service は PWXPC と連携し、CDC セッション
の状態テーブルから行を選択します。

STATE_DATA
変数長 1,024 バイトのバイナリ列に、セッションのリスタート情報が含まれます。 PowerCenter 
Integration Service は、ターゲットテーブルに変更データをコミットすると、そのデータのリスタート情
報もこの列にコミットします。 PWXPC は、この列からリスタート情報を使用して、CDC セッションのリ
スタート処理を実行します。
セッションのリスタート情報の量が 1,024 バイトを超えると、PowerCenter Integration Service は、リ
スタート情報の残りに対応するために行を追加します。 行が追加されるたびに、PowerCenter 
Integration Service は SEQ_NUM 列の値を 0 から 1 ずつ増やしています。

非リレーショナルターゲットの PowerCenter リカバリファイル
再開リカバリストラテジを CDC セッションで設定する場合、PowerCenter Integration Service は、
PowerCenter Integration Service マシンの操作のセッション状態を共有場所$PMStorageDir に格納します。 
非リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service は、PowerCenter Integration 
Service マシンの共有場所にあるリカバリ状態ファイルにターゲットリカバリ状態も格納します。 PWXPC は、
非リレーショナルターゲットファイルのリスタート情報をこの状態ファイルに格納します。

リカバリ状態ファイル
CDC セッションのすべての非リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service は、
PowerCenter Integration Service マシンのリカバリ状態ファイルを使用します。
非リレーショナルターゲットファイルには、MQ Series メッセージキュー、PowerExchange 非リレーショナ
ルターゲット、およびその他の PowerCenter 非リレーショナルターゲットを含まれています。
複数の異なるターゲットテーブルで構成された CDC セッションには、各リレーショナルターゲットデータベー
スに状態テーブルエントリが含まれており、PowerCenter Integration Service マシンの状態ファイルに非リ
レーショナルターゲットごとのエントリが存在します。
PowerCenter Integration Service は、$PMStorageDir で指定した共有場所にリカバリ状態ファイルを作成し
ます。 ソース名には、以下の接頭語が付いています。
pm_rec_state_appl_id
PWXPC は、ソース PWX CDC アプリケーション接続の［アプリケーション名］属性で指定した値に CDC セッ
ションのタスクインスタンス ID を追加することで、ファイル名に appl_id 変数の値を作成します。 
PowerCenter Integration Service は、さまざまなタスクおよびワークフローリポジトリ属性を使用して完全
なファイル名を生成します。 PowerCenter Integration Service がセッションログに書き込むメッセージ
CMN_65003 に完全なファイル名が含まれています。

アプリケーション名
PWXPC は PowerCenter Integration Service と連携し、CDC セッションのリスタート情報を格納および取得
する際に、指定したアプリケーション名をキーの一部として使用します。
PWX CDC アプリケーション接続を CDC セッションで設定する際に、［アプリケーション名］属性に一意の値を
入力します。 PWXPC は、CDC セッションのリポジトリタスクインスタンス ID をこの値に追加して、リカバリ
状態テーブルに APPL_ID 値を作成し、リカバリ状態ファイル名の appl_id の部分を作成します。
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APPL_ID 列の値と状態リカバリファイルには CDC セッションのタスクインスタンス ID が含まれているので、
セッションに対する変更によってリスタート処理が影響を受ける可能性があります。 CDC セッションのソース
またはターゲットを追加、削除する場合、リスタートトークンファイルを使用してリスタートトークンを提供
し、セッションをコールドスタートする必要があります。

CDC セッションのスタートタイプごとのリスタート処理
CDC セッションをどのように起動するかによって、PWXPC がセッションのソースの再起動ポイントを決定す
る方法が決まります。 各ソースに、独自の再起動ポイントがあります。
PWXPC は、スタートタイプごとに以下のように再起動ポイントを決定します。
• コールドスタートの場合、PWXPC はリスタートトークンファイルを使用してすべてのデータソースのリス

タートトークンを取得します。 PWXPC は、状態テーブルまたは状態ファイルを読み込まず、セッションを
リカバリしようとしません。 CDC セッションは、停止されるか中断されるまで実行を続けます。

• ウォームスタートの場合、PWXPC は、リスタートトークンファイル内のリスタートトークンを状態テーブ
ルまたは状態ファイル内のリスタートトークンに合わせます。 PWXPC は、必要に応じてリカバリ処理を実
行します。 セッションは、停止されるか中断されるまで実行を続けます。

• リカバリスタートの場合、PWXPC は該当する状態テーブルまたは状態ファイルからリスタートトークンを
読み取ります。 PWXPC は、必要に応じてリカバリ処理を実行します。 PWXPC が CDC セッションの各ソ
ースのリスタートトークンを基にリスタートトークンファイルを更新し、セッションが終了します。

初めて CDC セッションを実行する場合は、セッション内のソースごとにリスタートトークンファイルを作成
し、そこにリスタートトークンのペアを指定しておきます。 各リスタートトークンのペアは、ソースおよびタ
ーゲットが整合した状態にある変更ストリーム内のポイントに合わせる必要があります。
例えば、ターゲットテーブルをマテリアライズし、ソースに対する更新アクティビティを停止します。 開始ポ
イントまたは再起動ポイントを定義するには、リスタートトークンファイルに CURRENT_RESTART オプショ
ンを含む特殊なオーバーライド文を指定します。 PWX CDC アプリケーション接続のリスタートトークンファ
イル名と同じファイル名を持つリスタートトークンファイルを使用します。 CDC セッションをコールドスター
トすると、PWXPC は PowerExchange に現在の EOL を抽出開始ポイントとして使用するように要求します。 
ソースに対する更新アクティビティを再開できるようになります。
CDC セッションをコールドスタートしたものの、リスタートトークンファイルが存在しない場合、
PowerCenter Integration Service はセッションを実行します。 PWXPC は、すべてのソースの NULL リスタ
ートトークンを PowerExchange に渡します。 PowerExchange はメッセージ PWXPC_12060 を発行して各ソ
ースのリスタートトークンが NULL であることを示し、デフォルトの再起動ポイントを各ソースに割り当てま
す。
注目: NULL リスタートトークンを使用する場合、CDC セッションで不適切な結果が発生する可能性がありま
す。 CDC セッションをコールドスタートする際に、有効なリスタートトークンを提供します。 
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Null リスタートトークンのデフォルトリスタートポイント
PowerExchange は、CDC セッションのすべてのソースで NULL リスタートトークンを受信する場合、デフォ
ルトリスタートポイントを使用します。
次の表に、ソースタイプと抽出モードごとに、Linux、UNIX、または Windows でのデータソースのデフォル
トリスタートポイントを示します。

データソース バッチおよび継続抽出モード リアルタイム抽出モード
DB2 CDCT ファイルに記録される最も古

い PowerExchange ロガーのログファ
イル。

PowerExchange キャプチャカタログが作成され
た時点でのログの位置。

Microsoft SQL 
Server

CDCT ファイルに記録される最も古
い PowerExchange ロガーのログファ
イル。

パブリケーションデータベースで使用可能な最も
古いデータ。

MySQL CDCT ファイルに記録される最も古
い PowerExchange ロガーのログファ
イル。

バイナリログで利用可能な最も古いデータ。この
位置は、最小の数値サフィックスを含むログ名を
持つバイナリログの先頭になります。SHOW 
BINARY LOGS 文を使用して、このログを識別でき
ます。

Oracle CDCT ファイルに記録される最も古
い PowerExchange ロガーのログファ
イル。

変更ストリームで使用可能な最も古いポイント。
PowerExchange Express CDC for Oracle の場合、
最新のアーカイブログの先頭。

PostgreSQL CDCT ファイルに記録される最も古
い PowerExchange ロッガーのログフ
ァイル。

レプリケーションスロットまたはレプリケーショ
ンストアテーブルで利用可能な最も古いデータ。

PowerExchange は、CDC セッションのすべてのソースに NULL リスタートトークンがある場合のみ、デフォ
ルトリスタートポイントを使用します。一部のソースに非 NULL リスタートトークンがある場合、PWXPC は、
それらのトークンから最も古いリスタートポイントをリスタートトークンが指定されていないソースに割り当
てます。
例えば、新しい CDC セッションにソース A、B、C が含まれているとします。リスタートトークンファイルに
は、ソース A と B のリスタートトークンが含まれています。ソース A のリスタートポイントは、ソース B のリ
スタートポイントよりも古いものです。ソース C には、既存のリスタートトークンまたは提供されたリスター
トトークンがありません。CDC セッションの一部のソースには明示的なリスタートポイントがあるため、
PWXPC は NULL リスタートトークンをソース C に割り当てません。代わりに、ソース A のリスタートポイン
トが提供されている中で最も古いものなので、PWXPC はこのリスタートポイントをソース C に割り当てます。

コールドスタート処理用のリスタートトークンの指定
CDC セッションをコールドスタートする際、PWXPC はリスタートトークンファイルを使用してすべてのソー
スのリスタートトークンを決定します。 PWXPC は、CDC セッションのソースの状態テーブルまたは状態ファ
イルにあるエントリを無視します。
PWXPC は、以下のいずれかの方法を用いてリスタートトークンを決定します。
• リスタートトークンファイルが空になっているか、存在しない場合、PWXPC は、NULL リスタートトーク

ンを CDC セッションのすべてのソースに割り当てます。

CDC セッションのリカバリおよびリスタート処理       295



• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文のみが含まれている場合、PWXPC は以下の処理
を実行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
- 提供されている中で最も古い再起動ポイントを、明示的なオーバーライド文が指定されていないソースに

割り当てます。
• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文のみが含まれた場合、PWXPC は、特殊なオーバー

ライド文のリスタートトークンをすべてのソースに割り当てます。
• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文と明示的なオーバーライド文が含まれている場合、

PWXPC は以下の処理を実行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
- 特殊なオーバーライド文のリスタートトークンを残りのすべてのソースに割り当てます。

ウォームスタート処理用のリスタートトークンの指定
CDC セッションをウォームスタートする際、PWXPC は状態テーブルと状態ファイルを使用し、リスタートト
ークンファイルと組み合わせて、すべてのソースのリスタートトークンを決定します。
PWXPC は、以下のいずれかの方法を用いてリスタートトークンを決定します。
• リスタートトークンファイルが空になっているか、存在せず、状態テーブルまたは状態ファイルに一致する

エントリがない場合、PWXPC は、NULL リスタートトークンをセッションのすべてのソースに割り当てま
す。

• リスタートトークンファイルが空になっているか、存在せず、状態テーブルまたは状態ファイルに一致する
エントリが一部のソース（すべてのソースではなく）にある場合、PWXPC は以下の処理を実行します。
- 状態テーブルと状態ファイルで見つかったリスタートトークンを適切なソースに割り当てます。
- 使用可能な再起動ポイントの中で最も古いものを、リスタートトークンを持たないすべてのソースに割り

当てます。
• リスタートトークンファイルが空になっているか、存在せず、状態テーブルまたは状態ファイルのエントリ

がすべてのソースにある場合、PWXPC は状態テーブルまたは状態ファイルのリスタートトークンを使用し
ます。

• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文が含まれており、状態テーブルまたは状態ファイ
ルに一致するエントリがソースにない場合、PWXPC は以下の処理を実行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
- 提供されている再起動ポイントの中で最も古いものを、リスタートトークンを持たないすべてのソースに

割り当てます。
• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文が含まれており、状態テーブルまたは状態ファイ

ルに一致するエントリが一部のソース（すべてのソースではなく）にある場合、PWXPC は以下の処理を実
行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
- トークンがリスタートトークンで提供されていない場合、状態テーブルまたは状態ファイルから適切なソ

ースにリスタートトークンを割り当てます。
- 使用可能な再起動ポイントの中で最も古いものを、リスタートトークンファイルで提供されたリスタート

トークン、または状態テーブルや状態ファイルのリスタートトークンを持たないすべてのソースに割り当
てます。

• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文が含まれており、状態テーブルまたは状態ファイ
ルのエントリがすべてのソースにある場合、PWXPC は以下の処理を実行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
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- 状態テーブルまたは状態ファイルから、リスタートトークンファイルで提供されているリスタートトーク
ンがない残りのすべてのソースにリスタートトークンを割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文のみが含まれた場合、PWXPC は、特殊なオーバー
ライド文のリスタートトークンをすべてのソースに割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文と明示的なオーバーライド文が含まれている場合、
PWXPC は以下の処理を実行します。
- 明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定のソースに割り当てます。
- 特殊なオーバーライド文のリスタートトークンを残りのすべてのソースに割り当てます。

抽出用のリスタートトークンの作成
変更データの抽出を開始する前に、抽出開始ポイントを示すリスタートトークンを作成する必要があります。
リスタートトークンを生成する場合は、以下の点を考慮してください。
• 最適な開始ポイントは、ソースとターゲットを最後に同期した変更ストリーム内のポイントです。ソースに

対する更新アクティビティを推奨されているように停止した場合、ターゲットの実体化とリスタートトーク
ンの生成が完了するまで、このポイントは変更ストリームの最後、つまり現在のログの終わり（EOL）をマ
ークします。

• リスタートトークンの長さは、ソースタイプによって異なります。
• Microsoft SQL Server の場合、シーケンストークンは、PowerExchange が SQL Server 分散データベース

からの変更データの読み取りを開始するポイントを表します。 リスタートトークンには、分散データベー
スの DBID および分散サーバーの名前が格納されます。 PowerExchange は、リスタートトークンの分散デ
ータベースが CAPI_CONNECTION 文で指定されている分散データベースと一致していることを確認しま
す。

• PWXPC は、CDC セッション用の抽出処理を開始するときにリスタートトークンを生成できます。 また、
PowerExchange には、リスタートトークンの生成方法も備えられています。

現在の EOL に対して現在のリスタートトークンを作成するには、以下のいずれかの方法を使用します。
PWXPC リスタートトークンファイル

リアルタイムまたは継続抽出モードを使用する CDC セッションで現在のリスタートトークンを生成するに
は、PWXPC リスタートトークンファイルの特殊なオーバーライド文 RESTART1 と RESTART2 で
CURRENT_RESTART オプションを指定します。 CDC セッションが実行されると、PWXPC は、
PowerExchange が現在の EOL に対してリスタートトークンを提供するように要求します。 PWXPC は、
このリスタート情報を使用して抽出開始ポイントを特定します。

データベース行のテスト
PowerExchange Navigator で、SQL 文 SELECT CURRENT_RESTART を使用してデータベース行のテス
トを実行します。

DTLUAPPL ユーティリティ
GENERATE RSTKKN オプションを指定して DTLUAPPL ユーティリティを実行します。

DTLUAPPL ユーティリティまたは PowerExchange Navigator を使用してリスタートトークンを生成する場
合、CDC セッションを開始する前に PWXPC リスタートトークンファイルにトークンの値を入力します。
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リスタートトークンの表示
データベース行のテスト、抽出セッション、または DTLUAPPL PRINT 関数で、出力にリスタートトークン値
を表示できます。
PowerExchange Navigator から抽出マップでデータベース行のテストを実行する場合、変更データの各行の
リスタートトークンペアが出力に含まれます。 以下の列でトークン値が表示されます。
• DTL__CAPXRESTART1 にはシーケンストークン値が表示されます。
• DTL__CAPXRESTART2 にはリスタートトークン値が表示されます。
DTL__CAPXRESTART1 列と DTL__CAPXRESTART2 列を PowerCenter ソース定義に含める場合、
PowerExchange は、CDC セッションで変更データを抽出する際に各行のリスタートトークンを提供します。
CDC セッションが実行されると、PowerExchange と PWXPC は以下のメッセージでリスタートトークン値を
表示します。
• メッセージ PWX-04565 および PWX-09959 で、シーケンストークンはシーケンスフィールドに、リスター

トトークンは PowerExchange ロッガーフィールドにあります。
• メッセージ PWXPC_12060 と PWXPC_12068 では、シーケンストークンは Restart Token 1 フィールドに、

リスタートトークンは Restart Token 2 フィールドにあります。
• メッセージ PWXPC_10081、PWXPC_10082、および PWXPC_12128 では、シーケンストークンは最初のト

ークン値、リスタートトークンは 2 番目のトークン値です。
DTLUAPPL ユーティリティを使用してリスタートトークンを生成する場合、PRINT 文を使用すると、生成され
た値を表示できます。 PRINT の出力で、DTLUAPPL はシーケンストークンをシーケンスフィールドに表示し

（通常付いている末尾の 8 つのゼロは表示されません）、リスタートトークンを Restart フィールドに表示しま
す。

リスタートトークンファイルの設定
PowerCenter で CDC セッションを設定する際、リスタートトークンファイルの名前と場所を指定します。
リスタートトークンファイルを指定するには、ソースの PWX CDC アプリケーション接続で以下の属性を入力
します。
リスタートトークンファイルフォルダ

リスタートトークンファイルを格納しているディレクトリの名前を入力します。 $PMRootDir/Restart の
デフォルト値を使用し、Restart ディレクトリが存在しない場合、PWXPC はそのディレクトリを作成しま
す。 PWXPC は、リスタートトークンディレクトリを別の名前では作成しません

リスタートトークンフｧイル名
リスタートトークンファイルの一意の名前を入力します。 この値を指定しない場合、PWXPC は［アプリ
ケーション名］属性の値を（存在する場合は）使用します。 この値が存在しない場合は、ワークフロー名
が使用されます。 一意の名前を使用する必要があるので、［リスタートトークンファイルフォルダ］属性
の値を必ず指定することをお勧めします。
CDC セッションを実行する際、PWXPC はリスタートトークンファイルが存在することを確認します。 リ
スタートトークンファイルが存在しない場合、PWXPC は、この属性で指定した名前を使用して空のリス
タートトークンファイルを作成します。
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制限: ［リスタートトークンファイル名］属性の値は、CDC セッションごとに一意にする必要がありま
す。 一意ではないファイル名を使用すると、データの損失やセッションの失敗などの予期しない結果が起
こる可能性もあります。

CDC セッションのリスタートトークンファイル名を検索するには、以下の方法を使用します。
• 実行している CDC セッションの場合、セッションログでメッセージ PWXPC_12057 を探します。 このメッ

セージは、リスタートトークンファイルディレクトリとリスタートトークンファイルファイル名を示しま
す。

• Workflow Manager で、CDC セッションに関連付けられた PWX CDC アプリケーション接続の属性でリス
タートトークンファイルフォルダとリスタートトークンファイル名を探します。 リスタートトークンファ
イル名が存在しない場合、PWXPC はアプリケーション名を（指定されている場合は）使用します。 この値
が存在しない場合は、ワークフロー名が使用されます。

CDC セッションを初めて実行する場合は、変更データの抽出を開始する変更ストリーム内のポイントを示すよ
うにリスタートトークンファイルを設定しておきます。 場合によっては、ソースを CDC セッションに追加す
るため、または変更データ抽出を再開するポイントを指定するために、後でリスタートトークンファイルを変
更する必要も出てきます。

リスタートトークンファイルの文
必要に応じて、リスタートトークンファイルで明示的なオーバーライド文、特殊なオーバーライド文、および
コメントを指定できます。
これらの文には、次の用途があります。
• 明示的なオーバーライド文。特定のソースに対してリスタートトークンペアまたは CURRENT_RESTART オ

プションを指定します。PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）を使用する場合は、明示
的なオーバーライド文を使用して、ロッガーに記録されたデータの日付と時刻に基づいてリスタートポイン
トを定義できます。いずれの場合でも、ソースオブジェクトの PowerExchange 抽出マップ名を指定する必
要があります。ソースに応じて、リスタートトークンファイルで複数の明示的なオーバーライド文を定義す
ることができます。

• 特殊なオーバーライド文。CDC セッション内のすべてのソースに対して、リスタートトークンペアまたは
CURRENT_RESTART オプションを指定します。特定のリスタートトークンペアを提供することも、
PowerExchange に現在のリスタートポイントを使用するように要求することもできます。リスタートトー
クンファイルでは、特殊なオーバーライド文を 1 つのみ定義できます。また、同じファイル内に明示的なオ
ーバーライド文を定義して、ソース固有のリスタートポイントを指定することもできます。

• コメント。リスタートトークンファイルに追加するコメントを指定します。

一般的な構文ルールとガイドライン
リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文、特殊なオーバーライド文、およびコメントを定義
する際は、次のルールとガイドラインを使用します。
• 文はどの列で始めても構いません。
• どの文もオプションです。
• 文と文の間に空白行を入れないでください。
• コメント行の冒頭には、「<!--」を付ける必要があります。
• リスタートトークンファイルでは、1 つ以上の明示的なオーバーライド文と特殊なオーバーライド文を 1 つ

のみ指定できます。
• ソースの明示的なオーバーライド文は、特殊なオーバーライド文（定義されている場合）よりも優先されま

す。
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• ウォームスタートでは、明示的なオーバーライド文と特殊なオーバーライド文は、開始テーブルまたは開始
ファイルに格納されているソースのリスタートトークン値よりも優先されます。

明示的なオーバーライド文
明示的なオーバーライド文を使用して、CDC セッションの特定のソースの抽出リスタートポイントを指定しま
す。それぞれ異なるソースに対して、複数の明示的なオーバーライド文を指定できます。
CDC セッションをウォームスタートする際、ソースオブジェクトの明示的なオーバーライド文は、そのソース
の状態テーブルまたは状態ファイルのリスタートトークンをオーバーライドします。明示的なオーバーライド
文と特殊なオーバーライド文を組み合わせて使用すると、CDC セッションのすべてのソースに対してリスター
トトークンをオーバーライドできます。
ソースの明示的なオーバーライド文では、変更ストリームの特定のポイントを定義するリスタートトークンの
ペア、または変更ストリームの現在の終わりの CURRENT_RESTART オプションのいずれかを指定することが
できます。また、PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）を CDC アプリケーション接続とと
もに使用する場合は、必要に応じて、ロガーログファイルの抽出処理の時間ベースリスタートポイントを指定
する明示的なオーバーライド文を定義することもできます。
ソースのリスタートトークンを指定するには、それぞれ抽出マップ名とシーケンストークン（restart1）また
はリスタートトークン（restart2）値を含む文のペアを入力します。以下の構文を使用します。
extractionMapName=restart1_tokenextractionMapName=restart2_token
注: ソースには固有の名前が付いた複数の抽出マップを含めることができるため、ソースに対して明示的なオー
バーライド文の複数ペアの定義が必要な場合があります。
z/OS ソースの場合、LRAP CAPI_CONNECTION 文の FUZZYRSTART パラメータにデフォルト値の Y を使用す
ると、PowerExchange ロガー（z/OS 用）ログで抽出処理を開始する、begin-uow の位置以外の restart2 の
位置を入力することができます。次の例では、restart2_token の値が begin-uow レコードと一致しない RBA
の位置を指し、restart1_token の値が restart2_token の位置より前の位置を指しています。
• restart1_token の値には、000000000001000000000000000000000000000000000000 を指定します。この値は、12

番目の位置に「1」を持つ 48 個のゼロで構成されています。この値を指定すると、restart2_token の値に
より抽出によって返されるレコードが決定されます。

• restart2_token の値には、EBCDIC 形式の 6 バイトロガー ID（スペースで埋める）+6 バイトの RBA の位
置+8 個のゼロで構成される値を指定します。RBA の位置には、抽出処理をリスタートする場所の近くにあ
るログ内の任意の RBA を指定することができます。例: E2C2F2D340400000000AEF4000000000

これらのリスタートトークンの設定では、PowerExchange によって、restart1_token の位置またはそれより
前の最初のレコード、および restart2_token の位置に基づいて返される最初の UOW で抽出処理が開始されま
す。
変更ストリームの現在の終わりをリスタートポイントとして指定するには、次の構文を使用します。
extractionMapName=CURRENT_RESTART
PowerExchange ロガーに記録されたデータに時間ベースのリスタートポイントを指定するには、
RESTART_TIME オプションを含む文と日付と時刻の値を含む文のペアを入力します。以下の構文を使用しま
す。
extractionMapName=RESTART_TIMEextractionMapName=datetime
パラメータ説明:

300       第 12 章: 変更データの抽出



extractionMapName
データソースの抽出マップの名前。抽出マップ名を判別するには、以下のいずれかの方法を使用します。
• CDC データマップソースの場合、セッションプロパティの［スキーマ名のオーバーライド］属性と

［マップ名のオーバーライド］属性を参照します。これらの属性は、ソース抽出マップのスキーマ名と
マップ名をオーバーライドします。または、Designer で、ソースのメタデータエクステンションの

［スキーマ名］および［マップ名］の値を参照します。
• リレーショナルソースの場合、セッションプロパティで［抽出マップ名］属性を参照します。
注: 抽出マップを使用して変更データを抽出した後、テーブル名は extractMapName_tableName の形式
でこの値に追加されます。明示的なオーバーライド文を定義する際は、完全名を使用します。

restart1_token
リスタートトークンペアのシーケンストークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

restart2_token
リスタートトークンペアのリスタートトークン部分。この値は、データソースのタイプに基づいています。

CURRENT_RESTART
変更ストリームの現在の終わりを示すリスタートトークンのペアを生成するオプション。PWXPC CDC 
Reader は、PowerExchange への個別の接続を開始し、現在のリスタートトークンの生成を要求し、適用
可能なソースにトークン値を提供します。
必要に応じて、PowerExchange Navigator の［データベース行のテスト］ダイアログボックスで、現在
のリスタートトークンを生成できます。
制限: リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードを使用する CDC セッションでは、
CURRENT_RESTART オプションのみを使用します。

RESTART_TIME
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルを使用する場合、このオプション
を使用すると、ロガーログファイルの抽出処理のリスタートポイントとして日付と時刻の値を指定できま
す。

datetime
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルのリスタートポイントとして使用
する日付と時刻。この値は、YYYYMMDDhhmmssuuuuuu の形式で指定する必要があります。YYYY は 4
桁の年、MM は月、DD は日付、hh は時、mm は分、ss は秒です。uuuuuu はマイクロ秒です。

特殊なオーバーライド文
特殊なオーバーライド文を使用すると、リスタートトークンのペアを指定したり、CDC セッションのリスター
トポイントとして CURRENT_RESTART オプションを指定することができます。
CDC セッションをウォームスタートする際、特殊なオーバーライド文は、セッションの状態テーブルまたは状
態ファイルのリスタートトークンをオーバーライドします。特殊なオーバーライド文は、特定のソースに関連
する明示的なオーバーライド文と組み合わせて使用できます。この場合、特殊なオーバーライド文は、明示的
なオーバーライド文が定義されているソースを除き、CDC セッション内のすべてのソースのリスタートポイン
トを設定します。
特殊なオーバーライド文は、RESTART1 文と RESTART2 文のペアで構成されます。以下の構文を使用します。
RESTART1={restart1_token|CURRENT_RESTART}RESTART2={restart2_token|CURRENT_RESTART}
リスタートトークンファイルには、これらの文のペアを 1 つのみ指定できます。
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z/OS ソースの場合、LRAP CAPI_CONNECTION 文の FUZZYRSTART パラメータにデフォルト値の Y を使用す
ると、PowerExchange ロガー（z/OS 用）ログで抽出処理を開始する、begin-uow の位置以外の
restart2_token の位置を入力することができます。次の例では、restart2_token の値が begin-uow レコード
と一致しない RBA の位置を指し、restart1_token の値が restart2_token の位置より前の位置を指していま
す。
• restart1_token の値には、000000000001000000000000000000000000000000000000 を指定します。この値は、12

番目の位置に「1」を持つ 48 個のゼロで構成されています。この値を指定すると、restart2_token の値に
より抽出によって返されるレコードが決定されます。

• restart2_token の値には、EBCDIC 形式の 6 バイトロガー ID（スペースで埋める）+6 バイトの RBA の位
置+8 個のゼロで構成される値を指定します。RBA の位置には、抽出処理をリスタートする場所の近くにあ
るログ内の任意の RBA を指定することができます。例: E2C2F2D340400000000AEF4000000000

これらのリスタートトークンの設定では、PowerExchange によって、restart1_token の位置またはそれより
前の最初のレコード、および restart2_token の位置に基づいて返される最初の UOW で抽出処理が開始されま
す。
パラメータ説明:
restart1_token

リスタートトークンペアのシーケンストークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

restart2_token
リスタートトークンペアのリスタートトークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

CURRENT_RESTART
変更ストリームの現在の終わりを示すリスタートトークンのペアを生成するオプション。PWXPC CDC 
Reader は、PowerExchange への個別の接続を開始し、現在のリスタートトークンの生成を要求し、適用
可能なすべてのソースにトークン値を提供します。
必要に応じて、PowerExchange Navigator の［データベース行のテスト］ダイアログボックスで、現在
のリスタートトークンを生成できます。
制限: リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードを使用する CDC セッションでは、
CURRENT_RESTART オプションのみを使用します。

コメント文
リスタートトークンファイルの任意の場所でコメント文を使用できます。コメント文の冒頭には、「<!--」を付
ける必要があります。
以下に例を示します。
<!-- my comments

リスタートトークンファイルの例
このリスタートトークンファイルの例は、7 つのソーステーブルを使用する CDC セッション用です。 ファイル
には、3 つのソーステーブルに対してリスタートトークンを提供する明示的なオーバーライド文、残りの 4 つ
のテーブルに対してリスタートトークンを提供する特殊なオーバーライド文が含まれます。
リスタートトークンファイルには、以下の文が含まれています。
<!-- Restart Tokens for existing tables -->Restart1=000000AD775600000000000000AD77560000000000000000Restart2=C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_001 -->
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d1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=0000060D1DB2000000000000060D1DB20000000000000000d1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=C1E4E2D340400000013FF36200000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_002 -->d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=000000A3719500000000000000A371950000000000000000d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=C1E4E2D34040000000968FC600000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_004 -->d1dsn9.rrtb0004_RRTB_SRC_004=000006D84E7800000000000006D84E780000000000000000d1dsn9.rrtb0004_RRTB_SRC_004=C1E4E2D340400000060D1E6100000000
CDC セッションをウォームスタートする際、PWXPC はリスタートトークンファイルを読み取って、リスター
トトークンの任意のオーバーライド文を処理します。 この場合、リスタートトークンファイルは、CDC セッシ
ョンの全ソースの全リスタートトークンをオーバーライドします。 すべてのソースのリスタートトークンを解
決すると、PWXPC は、以下の情報を含んだメッセージ PWXPC_12060 をセッションログに書き込みます。

===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name           Restart Token 1                                   Restart Token 2                   Sourced1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001  0000060D1DB2000000000000060D1DB20000000000000000  C1E4E2D340400000013FF36200000000  Restart file d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002  000000A3719500000000000000A371950000000000000000  C1E4E2D34040000000968FC600000000  Restart file d1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn9.rrtb0004_RRTB_SRC_004  000006D84E7800000000000006D84E780000000000000000  C1E4E2D340400000060D1E6100000000  Restart file d1dsn9.rrtb0005_RRTB_SRC_005  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn9.rrtb0006_RRTB_SRC_006  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn9.rrtb0007_RRTB_SRC_007  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)
PWXPC は、ソースごとにリスタートトークン値のソースを示します。 リスタートトークンファイルに明示的
なオーバーライド文が記述されているソースの場合、PWXPC は「Restart file」を［Source］列に書き込みま
す。
PWXPC が特殊なオーバーライドリスタートトークンを割り当てる対象となるソースの場合、PWXPC は

「Restart file (special override)」を［Source］列に書き込みます。
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第  1 3  章

変更データ抽出の管理
この章では、以下の項目について説明します。
• PowerCenter CDC セッションの開始, 304 ページ
• PowerCenter CDC セッションの停止, 307 ページ
• PowerCenter CDC セッションの変更, 308 ページ
• PowerCenter CDC セッションのリカバリ, 311 ページ

PowerCenter CDC セッションの開始
CDC セッション用ワークフローまたはタスクを開始するには、Workflow Manager、Workflow Monitor、また
は pmcmd を使用します。 コールドスタート、ウォームスタート、リカバリスタートのいずれかを実行できま
す。 使用する方法によって、PWXPC が再起動の情報をどのように取得するかが決まります。
また、ワークフロー全体、ワークフローの一部、またはワークフロー内のタスクを開始できます。
CDC セッションを開始するには、以下のいずれかの方法を使用します。
コールドスタート

CDC セッションをコールドスタートするには、Workflow Manager または Workflow Monitor の Cold 
Start コマンドを使用します。 pmcmd starttask コマンドや startworkflow コマンド（norecovery オプ
ション指定）を使用することもできます。 リアルタイムまたは継続抽出モードを使用する CDC セッショ
ンは、停止または中断されるまで継続して実行されます。 バッチ抽出モードを使用する CDC セッション
は、ログの終端（EOL）に達するか、停止または中断されるまで実行されます。
CDC セッションをコールドスタートする際、PWXPC はリスタートトークンファイルを使用してすべての
ソースのリスタートトークンを取得します。 PWXPC は、状態テーブルまたは状態ファイルを読み込みま
せん。または、セッションをリカバリしようとしません。

ウォームスタート
CDC セッションをウォームスタートするには、Workflow Manager または Workflow Monitor の Start コ
マンドまたは Restart コマンドを使用します。 pmcmd starttask コマンドや startworkflow コマンドを
使用することもできます。 リアルタイムまたは抽出モードを使用する CDC セッションは、停止または中
断されるまで継続して実行されます。 バッチ抽出モードを使用する CDC セッションは、EOL に達するか、
停止または中断されるまで実行されます。
CDC セッションをウォームスタートする際に、PWXPC は、リスタートトークンファイルに指定されてい
るリスタートトークンを状態テーブルまたは状態ファイルに存在するリスタートトークンに合わせます。 
PWXPC は、必要に応じてリカバリ処理を実行します。
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リカバリスタート
CDC セッションのリカバリを開始するには、Workflow Manager または Workflow Monitor の Recover
コマンドを使用します。 pmcmd recoverworkflow コマンドや starttask または startworkflow コマンド

（recovery オプション指定）を使用することもできます。 リカバリが完了すると、CDC セッションは終了
します。
CDC セッションをリカバリする際、PWXPC は該当する状態テーブルまたは状態ファイルからリスタート
トークンを読み込みます。 PWXPC は、必要に応じてリカバリ処理を実行します。 PWXPC は、CDC セッ
ションの各ソースのリスタートトークンを基にリスタートトークンファイルを更新します。 その後で、セ
ッションが終了します。 変更データを再び抽出するには、セッションをコールドスタートまたはウォーム
スタートします。

コールドスタート処理
ワークフローとタスクをコールドスタートするには、Workflow Manager または Workflow Monitor のコール
ドスタートコマンドを使用します。 または、pmcmd starttask コマンドや startworkflow コマンド

（norecovery オプション指定）を使用することもできます。
CDC セッションのコールドスタートを要求すると、以下の処理が実行されます。
1. PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに書き込みます。

PWXPC_12091 [INFO] [CDCRestart] Cold start requested
2. PWXPC が、リスタートトークンファイルからのみリスタートトークンを読み込み、リスタートトークン

をセッション内の各ソースに関連付けます。
3. PWXPC が、最初のリスタートトークンで初期化リスタートトークンファイルを作成します。
4. PWXPC が、該当する状態テーブルまたは状態ファイルに各ソースのリスタートトークンをコミットし、

メッセージ PWXPC_12104 をセッションログに書き込みます。
5. PWXPC が、リスタートトークンを PowerExchange に渡します。 PowerExchange が、変更データの抽

出を開始し、データを PWXPC に渡して処理します。
6. PWXPC が、引き続き PowerExchange からの変更データを処理し、データとリスタートトークンをター

ゲットにコミットします。 この処理は、セッションが終了するか、ユーザーがセッションを停止するまで
継続します。

ウォームスタート処理
ワークフローとタスクをウォームスタートするには、Workflow Manager または Workflow Monitor のスター
トコマンドまたはリスタートコマンドを使用します。 または、pmcmd starttask コマンドや startworkflow
コマンドを使用することもできます。
ワークフローまたはタスクをウォームスタートすると、PWXPC がリカバリを自動的に実行します。 失敗した
ワークフローとタスクを再起動する前に、リカバリする必要はありません。
CDC セッションのウォームスタートを要求すると、以下の処理が実行されます。
1. PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに書き込みます。

PWXPC_12092 [INFO] [CDCRestart] Warm start requested. Targets will be resynchronized automatically if required
2. PWXPC が、PowerCenter Integration Service に対してすべてのターゲットのコミットレベルに関するク

エリーを行います。 セッション内のすべてのターゲットが同じコミットレベルの場合、PWXPC はリカバ
リ処理をスキップします。

3. PWXPC が、リスタートトークンファイルのリスタートトークンと状態テーブルまたは状態ファイルのリ
スタートトークンを調整します。
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制限: CDC セッションでリカバリ処理が必要な場合でも、PWXPC はリスタートトークンファイルを使用し
ません。 その結果、ソースのリスタートトークンをオーバーライドできなくなります。

4. PWXPC が、調整したリスタートトークンで初期化リスタートトークンファイルを作成します。
5. リカバリが必要な場合、PWXPC は、最も高いコミットレベルでターゲットにコミットされた最後の作業

単位（UOW）の変更データを再読み込みし、最も低いコミットレベルでターゲットにフラッシュします。 
PowerCenter Integration Service が、フラッシュされた変更データとリスタートトークンをリレーショ
ナルターゲットにコミットし、非リレーショナルファイルを更新します。

6. リカバリが不要で、調整されたリスタートトークンが状態テーブルまたは状態ファイルのものとは異なる
場合、PWXPC は、調整されたリスタートトークンをコミットし、メッセージ PWXPC_12104 をセッショ
ンログに書き込みます。

7. PWXPC が、リスタートトークンを PowerExchange に渡します。 PowerExchange が、変更データの抽
出を開始し、データを PWXPC に渡して処理します。

8. PWXPC が、引き続き PowerExchange からの変更データを処理し、データとリスタートトークンをター
ゲットにコミットします。 この処理は、セッションが終了するか、ユーザーがセッションを停止するまで
継続します。

リカバリ処理
ワークフローとタスクをリカバリするには、Workflow Manager または Workflow Monitor のリカバリコマン
ドを使用します。 または、pmcmd recoverworkflow コマンドや starttask または startworkflow コマンド

（recovery オプション指定）を使用することもできます。
リカバリスタートメソッドを使用して、CDC セッションのすべてのソースに関するリスタートトークンをリス
タートトークンファイルに含めます。 CDC セッションをコールドスタートすることも、ターゲットとリスター
トトークンが整合しているかどうかを確認することもできます。 ただし、失敗したワークフローとタスクを再
起動する前にリカバリする必要はありません。PWXPC は、ワークフローまたはタスクをウォームスタートす
る際にリカバリ処理を自動的に実行します。
CDC セッションのリカバリを要求すると、以下の処理が実行されます。
1. PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに書き込みます。

PWXPC_12093 [INFO] [CDCRestart] Recovery run requested. Targets will be resynchronized if required and processing will terminate
2. PWXPC が、PowerCenter Integration Service に対してすべてのターゲットのコミットレベルに関するク

エリーを行います。 セッション内のすべてのターゲットが同じコミットレベルの場合、PWXPC はリカバ
リ処理をスキップします。

3. PWXPC が、リスタートトークンを状態テーブルまたは状態ファイルから読み込みます。
制限: CDC セッションでリカバリ処理が必要な場合でも、PWXPC はリスタートトークンファイルを使用し
ません。 その結果、ソースのリスタートトークンをオーバーライドできなくなります。

4. PWXPC が、調整したリスタートトークンで初期化リスタートトークンファイルを作成します。
5. リカバリが必要な場合、PWXPC は、最も高いコミットレベルでターゲットにコミットされた最後の UOW

の変更データを再読み込みし、最も低いコミットレベルでターゲットにフラッシュします。 PowerCenter 
Integration Service が、フラッシュされた変更データとリスタートトークンをリレーショナルターゲット
にコミットし、非リレーショナルファイルを更新します。

6. PWXPC が、最後のリスタートトークンを基にリスタートトークンファイルを更新し、終了リスタートト
ークンファイルを作成し、終了します。

変更データをリカバリポイントから処理するには、ワークフローまたはタスクをウォームスタートまたはコー
ルドスタートします。
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PowerCenter CDC セッションの停止
CDC セッションは、PowerCenter からでも PowerExchange からでも停止できます。
PowerCenter の場合は、Workflow Monitor で停止または強制終了コマンドを発行します。 または、pmcmd 
stoptask、stopworkflow、aborttask、abortworkflow コマンドを使用します。
• Workflow Monitor の停止コマンドを発行するか、pmcmd stoptask または stopworkflow コマンドを使用

する場合、PWXPC CDC Reader および PowerCenter Integration Service は、パイプライン内の全データ
の処理を完了し、シャットダウンします。 その後で、CDC セッションが終了します。

• Workflow Monitor で強制終了コマンドを発行するか、pmcmd aborttask または abortworkflow コマンド
を使用すると、PowerCenter Integration Service は 60 秒間待ってから、Reader と Writer に対してパイ
プライン内の全データの処理の完了を許可し、シャットダウンします。 PowerCenter Integration Service
は、データ処理やコミットをこの期間内に完了できない場合、DTM プロセスを終了させて CDC セッション
を終了します。

これらの PowerCenter コマンドの詳細については、『Informatica Command Reference』または
『PowerCenter ワークフローベーシックガイド』を参照してください。

PowerExchange の場合、PowerExchange Listener の STOPTASK コマンドを以下のいずれかの方法で発行し
ます。
• 抽出処理を実行するシステムのコマンドラインから
• PowerExchange Navigator から
• DTLUTSK ユーティリティで
• pwxcmd プログラムで
STOPTASK コマンドを発行すると、PowerExchange は PowerExchange Listener で抽出タスクを停止し、
PowerCenter Integration Service に EOF を渡します。 その後で、CDC セッションが終了します。 
STOPTASK コマンドの詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。

停止コマンド処理
PowerCenter または PowerExchange で停止コマンドを発行すると、以下の処理が実行されます。
注: CDC セッションとワークフローを停止するには、Workflow Monitor の停止コマンドや pmcmd stopttask
または stopworkflow コマンドを使用できます。 または、PowerExchange の STOPTASK コマンドを使用で
きます。
1. PowerCenter の停止コマンドを使用する場合、PowerCenter Integration Service が PWXPC の停止を要

求します。
PowerExchange の STOPTASK コマンドを使用する場合、PowerExchange が EOF を PWXPC に送信しま
す。

2. PWXPC が、EOF を受信すると、完了したもののコミットされていない UOW および関連するリスタート
トークンをターゲットにフラッシュします。 PWXPC が、メッセージ PWXPC_12101 および
PWXPC_12068 をセッションログに書き込みます。

3. PowerCenter Integration Service が、パイプライン内の全データを処理し、ターゲットに書き込みます。
4. PowerCenter Integration Service が、ターゲットが更新済みであることを示す承認を PWXPC に送信し

ます。
5. PWXPC が終了リスタートトークンファイルを作成し、メッセージ PWXPC_12075 をセッションログに書

き込みます。
6. PWXPC CDC Reader がシャットダウンします。
7. PowerCenter Integration Service が、セッション実行後のタスクを実行し、セッションを終了します。
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終了条件
特定の終了条件を構成している場合は、ユーザー定義のイベントまたは EOL で CDC セッションを停止できま
す。
PWXPC が終了条件を満たした場合、ソースからの変更データの読み取りを中止し、変更データをターゲット
にフラッシュして、EOF を PowerCenter Integration Service に渡します。 PowerCenter Integration 
Service が、データをターゲットにコミットし、CDC セッションを終了します。
以下の接続属性および機能を終了条件として使用します。
イベントテーブル処理

イベントテーブルおよびテーブルのキャプチャ登録を作成します。 CDC セッションの PWX CDC リアルタ
イムアプリケーション接続のイベントテーブル属性で、テーブルの抽出マップを指定します。 
PowerExchange がイベントテーブルの変更レコードを読み込むと、EOF が PWXPC に渡され、CDC セッ
ションが終了します。

アイドル時間
PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続のアイドル時間属性で「0」と入力します。 
PowerExchange が EOL に達すると、EOF が PWXPC に渡され、CDC セッションが終了します。

バッチ抽出モード
バッチ抽出モードを使用した場合、PowerExchange は、閉じられているすべての PowerExchange 
Condense 圧縮ファイルまたは PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイ
ルを読み込みます。 PowerExchange は、EOF を PWXPC に渡し、CDC セッションを終了します。

PowerCenter CDC セッションの変更
CDC セッションを変更するには、以下の手順を実行します。 場合によっては、ソースとターゲットを追加また
は削除する必要があります。
CDC セッションを変更したら、コールドスタートしてください。 コールドスタートが必要なので、セッション
を再起動する前に、元のソースの最新のリスタートトークンを取得する必要もあります。 その際、リカバリを
実行できます。
CDC セッションを変更するには：
1. ワークフローを停止します。 
2. ワークフローが終了したら、CDC セッションをリカバリします。 

タスクをリカバリすると、PWXPC は、PWX CDC アプリケーション接続で指定したリスタートトークンフ
ァイルに CDC セッション内のすべてのソースの終了リスタートトークンを書き込みます。

3. 必要に応じて、セッションまたはワークフローに変更を加えます。 
4. ソース CDC 接続のリスタートトークンファイルが、リカバリで更新されたものと同じリスタートトークン

ファイルを指していることを確認します。 
5. ソースを CDC セッションに追加する場合は、追加ソースにリスタートトークンを提供する文をリスタート

トークンファイルに追加します。 
6. ソースを CDC セッションから削除する場合は、リスタートトークンを削除するためのリスタートトークン

ファイルを更新します。 
7. CDC セッションをコールドスタートします。 
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ソースの追加とリスタートトークンの作成の例
次の例では、CDC セッションにソースを追加し、そのソースのリスタートトークンを作成する方法を示しま
す。
最初の例では、リスタートトークンファイルで特殊なオーバーライド文の CURRENT_RESTART オプションを
使用して、現在のリスタートトークンを生成します。 2 番目の例では、DTLUAPPL を使用して現在のリスター
トトークンを生成します。

例 1. 特殊なオーバーライド文による現在のリスタートトークンの作成
この例では、ソーステーブル RRTB_SRC_004 を別の 3 つのソースがある CDC セッションに追加します。 リス
タートトークンファイルを編集して、追加ソースの変更ストリームの現在の末尾を表すリスタートトークンを
生成します。
リスタートトークンファイルで、RRTB_SRC_004 ソースに対して CURRENT_RESTART オプションを指定した
特殊なオーバーライド文を定義します。
別の 3 つのソースに対しては、既存の再起動ポイントを保持します。
CURRENT_RESTART リスタートトークンでソースを追加するには：
1. Workflow Monitor で、停止コマンドを使用してワークフローを停止します。 
2. ワークフローが停止したら、タスクリカバリコマンドを選択してリカバリセッションを実行します。 

PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12060 [INFO] [CDCRestart] 
===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name            Restart Token 1                                    Restart Token 2                    Sourced1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storage

PWXPC はまた、CDC アプリケーション接続属性で識別されているリスタートトークンファイルにもリス
タートトークンを書き込みます。

3. マッピング、セッション、ワークフローを編集し、ソース RRTB_SRC_004 を追加します。 
4. リスタートトークンファイルを編集し、RRTB_SRC_004 ソースに対して CURRENT_RESTART オプション

を指定した特殊なオーバーライド文 RESTART1 および RESTART2 を追加します。 
更新したファイルは次のようになります。
<!-- existing sourcesd1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000<!-- new sourceRESTART1=CURRENT_RESTART RESTART2=CURRENT_RESTART

5. セッションをコールドスタートします。 
PWXPC は PowerExchange に接続し、RRTB_SRC_004 ソースの変更ストリームの現在の末尾に一致する
リスタートトークンを生成します。 PWXPC は、生成したリスタートトークンを PowerExchange に渡し、
変更データ抽出を開始します。 他のソースの再起動ポイントは RRTB_SRC_004 の再起動ポイントよりも
前なので、PWXPC は、生成された再起動ポイントの後で加えられた最初の変更を読み込むまで
RRTB_SRC_004 の変更データを渡しません。
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例 2. DTLUAPPL ユーティリティによる現在のリスタートトークンの作成
この例では、ソーステーブル RRTB_SRC_004 を別の 3 つのソースがある CDC セッションに追加します。 
DTLUAPPL ユーティリティを使用して、変更ストリームの現在の末尾を表すリスタートトークンを生成しま
す。
別の 3 つのソースに対しては、既存の再起動ポイントを保持します。
1. Workflow Monitor で、停止コマンドを使用してワークフローを停止します。 
2. ワークフローが停止したら、タスクリカバリコマンドを選択してリカバリセッションを実行します。 

PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12060 [INFO] [CDCRestart] 
===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name            Restart Token 1                                    Restart Token 2                    Sourced1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storage

PWXPC はまた、CDC アプリケーション接続属性で識別されているリスタートトークンファイルにもリス
タートトークンを書き込みます。

3. マッピング、セッション、ワークフローを編集し、ソース RRTB_SRC_004 を追加します。 
4. RSTTKN GENERATE パラメータを指定して DTLUAPPL ユーティリティを実行し、追加ソースの変更スト

リームの現在の末尾を表すリスタートトークンを生成します。 
次の DTLUAPPL 制御カードを使用します。
mod  APPL dummy DSN7 rsttkn generate   mod rsttkn rrtb004end appl dummyprint appl dummy
PRINT コマンドによって、次の出力が生成されます。
Registration name=<rrtb004.1> tag=<DB2DSN7rrtb0041>             Sequence=<00000DBF240A0000000000000DBF240A00000000>             Restart =<C1E4E2D3404000000DBF238200000000>
Sequence の値の末尾に 8 つのゼロを追加すると、リスタートトークンファイルのシーケンス値を作成で
きます。

5. リスタートトークンファイルを編集し、ソースとそのリスタートトークンを追加します。 
更新されたファイルには、以下の行が含まれています。
<!-- existing sourcesd1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0001_RRTB_SRC_001=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0002_RRTB_SRC_002=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn9.rrtb0003_RRTB_SRC_003=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000<!-- new sourced1dsn9.rrtb0004_RRTB_SRC_004=00000DBF240A0000000000000DBF240A0000000000000000d1dsn9.rrtb0004_RRTB_SRC_004=C1E4E2D3404000000DBF238200000000

6. セッションをコールドスタートします。 
PWXPC は、リスタートトークンを PowerExchange に渡し、変更データ抽出を開始します。 他のソース
の再起動ポイントは RRTB_SRC_004 の再起動ポイントよりも前なので、PWXPC は、生成された再起動ポ
イントの後で加えられた最初の変更を読み込むまで RRTB_SRC_004 の変更データを渡しません。
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PowerCenter CDC セッションのリカバリ
Workflow Manager、Workflow Monitor、または pmcmd を使用すると、失敗した CDC セッションのワーク
フロー全体またはワークフロー内のタスクをリカバリできます。
CDC セッションは、以下の理由で失敗する可能性があります。
• 永続的なエラー（ソースまたはターゲットのデータエラーなど）
• 一時的なエラーまたは環境面のエラー（インフラストラクチャの問題、のエラー、ネットワークの可用性の

問題など）
再開リカバリストラテジでセッションを実行し、セッションが失敗した場合は、セッションを再起動する前に
状態情報またはセッションのマッピングを編集しないでください。
一時的なエラーまたは環境面のエラーによってセッションが失敗した場合は、エラーを修正してからセッショ
ンを再起動します。 CDC セッションをウォームスタートする際に、PWXPC は、必要に応じて自動的にリカバ
リを実行します。 または、CDC セッションをリカバリしてから、セッションを再起動することもできます。
SQL またはその他のデータベースのエラーなど、永続的なエラーが原因で CDC セッションが失敗した場合、
エラーを修正してから CDC セッションを再起動する必要があります。 エラーによっては、修正すれば CDC セ
ッションを再起動できるものもあります。 それ以外の場合、状態によっては、ソーステーブルからターゲット
テーブルを再マテリアライズしてから、変更データの抽出および適用を再開する必要があります。 ターゲット
テーブルを再マテリアライズする場合は、変更ストリームの実体化ポイントに一致するリスタートトークンを
指定してから、CDC セッションをコールドスタートします。
制限: CDC セッションでリカバリ処理が必要な場合でも、PWXPC はリスタートトークンファイルを読み込まな
いので、リスタートトークンをオーバーライドできません。

セッションリカバリの例
この例では、リレーショナルターゲットを指定した CDC セッションのリカバリ処理を示します。
Workflow Monitor から CDC セッションを強制終了し、タスクのリスタートコマンドを発行してセッションを
再起動したとします。
PWXPC は、セッションがウォームスタートすると自動的にリカバリ処理を実行し、以下のメッセージをセッ
ションログに書き込みます。
PWXPC_12092 [INFO] [CDCRestart] Warm start requested. Targets will be resynchronized automatically if required
次に、PWXPC は状態テーブルからリスタートトークンを読み込み、メッセージ PWXPC_12060 をセッション
ログに書き込みます。 このメッセージは、セッションとそのソースのリスタートトークンを記録します。次に
例を示します。

PWXPC_12060 [INFO] [CDCRestart] 
===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name            Restart Token 1                                    Restart Token 2                    Sourced1dsn8.rrtb0004_RRTB_SRC_004   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0009_RRTB_SRC_009   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0005_RRTB_SRC_005   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0006_RRTB_SRC_006   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0008_RRTB_SRC_008   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0003_RRTB_SRC_003   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0002_RRTB_SRC_002   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0001_RRTB_SRC_001   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0007_RRTB_SRC_007   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storage

リカバリが必要であることが検出された場合、PWXPC はメッセージ PWXPC_12069 をセッションログに書き
込みます。 このメッセージは通常、PWXPC がリカバリ時に再読み込みした未コミット UOW の UOW の開始と
UOW の終わりの両方のリスタートトークンを含んでいます。 PWXPC は通常、UOW の終わりリスタートトー
クンを状態テーブルまたは状態ファイルに格納します。 ただし、［コミットごとの最大行数］のしきい値を接
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続で指定した場合、PWXPC は変更データとリスタートトークンを UOW の境界間でコミットできます。 その
結果、リスタートトークンは UOW の終わりを表さない可能性があります。
次の PWXPC_12069 メッセージの例には、PWXPC_12060 メッセージの例と同じ「from」のリスタートトーク
ンが含まれています。

PWXPC_12069 [INFO] [CDCRestart] Running in recovery mode. Reader will resend the oldest uncommitted UOW to resync targets: from:  Restart 1 [00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF] : Restart 2 [C1E4E2D3404000000D21B1A500000000]   to:  Restart 1 [00000FCA65840000000000000D300D8000000000FFFFFFFF] : Restart 2 [C1E4E2D3404000000D21B1A500000000].
このセッションは最大行数のしきい値を指定しているので、「from」および「to」のリスタートトークンの両
方の Restart 2 フィールドのリスタートトークン値は開始 UOW 値です。 Restart 1 フィールドのシーケンスト
ークン値は、Restart 2 フィールドに表示されている UOW の開始および終了の変更レコードを表します。
リカバリ処理中に、PWXPC は、PWXPC_12069 メッセージで 2 つのリスタートトークン値によって定義され
た再起動ポイント間の変更データレコードを読み込みます。 その後で、PWXPC は変更データとリスタートト
ークンのコミットを発行します。 PowerCenter 統合サービスは、変更データをターゲットテーブルに、リス
タートトークンを状態テーブルに書き込みます。 その後で、セッションが終了します。
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パート V: 監視およびチューニング
この部には、以下の章があります。
• CDC セッションの監視, 314 ページ
• CDC セッションのチューニング, 326 ページ
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第  1 4  章

CDC セッションの監視
この章では、以下の項目について説明します。
• 監視の概要, 314 ページ
• PowerExchange での CDC セッションの監視, 314 ページ
• PowerCenter での CDC セッションの監視, 322 ページ

監視の概要
PowerExchange、PWXPC、PowerCenter で発行されるメッセージを使用して、CDC セッションの進捗状況
を監視できます。
また、PWXPC では、PowerCenter Workflow Monitor で CDC セッションの進捗状況と統計情報を表示するこ
ともできます。
関連項目：
•「PowerExchange での CDC セッションの監視」  (ページ 314)
•「PowerCenter での CDC セッションの監視」  (ページ 322)

PowerExchange での CDC セッションの監視
PowerExchange の特定のメッセージとコマンドを使用して、CDC セッションごとに変更データの抽出を監視
できます。
抽出の監視には、以下の PowerExchange メッセージおよび出力を使用します。
• 読み取り進捗メッセージ。 CDC セッションで読み取られた変更レコードの数を示すメッセージの書き込み

を PowerExchange に対して要求できます。
• 抽出統計メッセージ。 抽出セッションが終了すると、PowerExchange によって処理された変更レコードに

関する統計情報を含むメッセージが書き込まれます。
• マルチスレッド処理統計メッセージ。 マルチスレッド処理を使用した CDC セッションに関する統計情報の

書き込みを PowerExchange に対して要求できます。
• DISPLAY ACTIVE または LISTTASK コマンド。 アクティブな CDC セッションをリストするには、オペレー

ティングシステムおよびコマンド実行モードに基づき、これらのいずれかの PowerExchange Listener コ
マンドを使用します。 これらのコマンドの詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を
参照してください。
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読み取り進捗メッセージ
読み取り進捗メッセージの PowerExchange メッセージログファイルへの書き込みを PowerExchange に対し
て要求できます。 これらのメッセージは、CDC セッションで読み取られた変更レコードの数を示します。
PWX CDC アプリケーション接続で［PWX ログエントリを取得］オプションを選択すると、PWXPC によって
セッションログにもそれらのメッセージが書き込まれます。
PowerExchange で読み取り進捗メッセージを書き込むには、DBMOVER コンフィギュレーションファイルに
以下の文を入力します。
PRGIND=Y

Y と入力すると、PowerExchange によって PWX-04587 メッセージが PowerExchange メッセージログフ
ァイルに書き込まれます。 これらのメッセージは、CDC セッションで読み取られたレコードの数を示しま
す。 デフォルトは N です。

PRGINT=レコード数
PowerExchange が PWX-04587 メッセージを PowerExchange メッセージログファイルに書き込む前に
読み取る必要があるレコードの数を入力します。 デフォルトは 250 件のレコードです。

例えば、PowerExchange が 100 件のレコードを読み取った後に読み取り進捗メッセージを書き込むようにす
るには、以下の文を入力します。
PRGIND=YPRGINT=100
PWX-04587 メッセージの形式は以下のとおりです。
PWX-04587 int_server/workflow_name/session_name: Records read=records
説明:
• int_server は PowerCenter Integration Service の名前です。
• workflow_name は CDC セッションを含むワークフローの名前です。
• session_name は CDC セッションの名前です。
• records は CDC セッションの開始後に読み取られたレコードの累積数です。
例えば、実行中の CDC セッションの名前が s_cdc_DB2_SQL_stats である場合、PowerExchange では以下の
メッセージが書き込まれます。
PWX-04587 intserv/wf_cdc_mon_stats/s_cdc_DB2_SQL_stats: Records read=100
PWX-04587 intserv/wf_cdc_mon_stats/s_cdc_DB2_SQL_stats: Records read=200
PWX-04587 intserv/wf_cdc_mon_stats/s_cdc_DB2_SQL_stats: Records read=300
PowerExchange では、セッションが終了するまで、この CDC セッションの PWX-04587 メッセージの書き込
みが継続されます。 PowerExchange メッセージログファイルでは、これらのメッセージのそれぞれに日時ス
タンプが付いています。 この情報を使用して、PowerExchange が変更ストリームから取得した変更データを
処理する速度を判断します。

抽出統計メッセージ
CDC セッションが終了すると、PowerExchange によってセッションの抽出処理に関する統計情報を含むメッ
セージが書き込まれます。
これらのメッセージは以下のとおりです。
• PWX-04578。 PowerExchange により、CDC セッションの各ソースに対してこのメッセージが書き込まれ

ます。 このメッセージには、挿入、更新、削除、コミットの件数と、ソースで読み取られたレコード総数
が含まれています。
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• PWX-04588。 PowerExchange により、CDC セッション全体に対してこのメッセージが書き込まれます。 
このメッセージには、セッションで読み取られたレコードの総数が含まれています。

重要: PowerExchange メッセージの統計情報は、PowerExchange によって読み取られた CDC セッションの
変更情報が表されています。 この情報には、ターゲットに適用されたデータが反映されていないことがありま
す。 ターゲットに適用された変更データに関する統計情報については、セッションログを参照してください。

マルチスレッド処理の統計
マルチスレッド処理を使用している場合、マルチスレッド抽出処理の統計情報を含むメッセージを発行するよ
うに PowerExchange を設定できます。
これらのメッセージを発行するには、PowerCenter Integration Service マシンの DBMOVER コンフィギュレ
ーションファイルに SHOW_THREAD_PERF 文を指定する必要があります。
SHOW_THREAD_PERF=number_of_records 
この文により、マルチスレッド抽出処理に関する統計メッセージを PowerExchange メッセージログファイル
に書き込む前に PowerExchange が処理する必要のあるレコードの数を指定します。 この文の詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
CDC セッションのアプリケーション接続で［PWX ログエントリを取得］属性を選択すると、PWXPC によって
セッションログにそれらのメッセージが書き込まれます。 また、統計を生成できるようにマルチスレッド処理
を実装するには、アプリケーション接続の［ワーカースレッド］属性に 1 以上を指定する必要があります。
PowerExchange により、各統計インターバルで以下のメッセージが書き込まれます。
• PWX-31255。 サイクル時間。これは、PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange が

PWXPC に渡す前に変更データの処理に費やした合計時間です。 このメッセージには、時間と平均の割合の
合計と、最小時間、最大時間がマイクロ秒単位で記載されます。

• PWX-31256。 I/O 時間。これは、PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange がソースシ
ステムの PowerExchange Listener から取得した変更データの読み取りに費やした時間です。 このメッセ
ージには、合計時間における I/O の割合と、平均時間、最小時間、最大時間がマイクロ秒単位で記載されま
す。

• PWX-31257。 解析時間。これは、PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange がすべて
のスレッドの変更レコードをカラムレベルで処理するために費やした時間です。 このメッセージには、合
計時間と平均の解析の割合と、最小時間、最大時間がマイクロ秒単位で記載されます。

• PWX-31258。 外部時間。これは、PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange がすべて
のスレッドから取得したレコードを 1 つの PWXPC にまとめて PWXPC に渡し、PWXPC がデータを
PowerCenter にフラッシュするために費やした時間です。 このメッセージには、合計時間における外部の
割合と、平均時間、最小時間、最大時間がマイクロ秒単位で記載されます。

• PWX-31259。 遅延時間。これは、PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange がソース
システムの PowerExchange Listener から新しい変更レコードを受信するために待機した時間です。 この
メッセージには、合計時間と平均の遅延の割合と、最小時間、最大時間がマイクロ秒単位で記載されます。

例えば、SHOW_THREAD_PERF=10000 と指定すると、PowerExchange で 10,000 件の変更レコードを読み取
り、次の UOW 境界に達した後に、以下のメッセージが書き込まれます。
PWX-31254 PowerExchange threading stats for last 10000 rows. Cycle (array) size is 25 rows. 0 out of array occurred.PWX-31255 Cycle  time: 100% (avg:      5709 min:     4741 max:      7996 usecs)PWX-31256 IO     time:   4% (avg:       235 min:       51 max:      1021 usecs)PWX-31257 Parse  time:  79% (avg:      4551 min:     4102 max:      5495 usecs)PWX-31258 Extern time:  20% (avg:      1145 min:      618 max:      3287 usecs)PWX-31259 Delay  time:   0% (avg:         7 min:        4 max:       165 usecs)PWX-31254 PowerExchange threading stats for last 100000 rows. Cycle (array) size is 25 rows. 0 out of array occurred.PWX-31255 Cycle  time:  99% (avg:      5706 min:     4735 max:      7790 usecs)PWX-31256 IO     time:   4% (avg:       234 min:       51 max:       950 usecs)
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PWX-31257 Parse  time:  79% (avg:      4549 min:     4108 max:      5425 usecs)PWX-31258 Extern time:  20% (avg:      1144 min:      616 max:      3242 usecs)PWX-31259 Delay  time:   0% (avg:         7 min:        4 max:       115 usecs)
解析および外部処理時間が I/O 時間より長い場合、CDC セッションのスレッド数を増やし、スループットの改
善を図ることができます。

PowerExchange リスナの DISPLAY ACTIVE コマンドまたはLISTTASK コマンド
PowerExchange リスナでアクティブな CDC セッションを表示するには、PowerExchange リスナの DISPLAY 
ACTIVE または LISTTASK コマンドを実行します。
具体的なコマンド名や構文は、以下のように、コマンドの発行方法によって異なります。
• DISPLAY ACTIVE コマンドは、PowerExchange リスナが動作するシステムのコマンドラインから発行しま

す。詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。
• ローカルシステムまたはリモートシステムで動作している PowerExchange リスナに listtask コマンドを発

行するには、pwxcmd プログラムを使用します。詳細については、『PowerExchange コマンドリファレン
ス』を参照してください。

• PowerExchange ナビゲータでは、［データベース行のテスト］ダイアログボックスから LISTTASK コマン
ドを発行します。詳細については、『PowerExchange ナビゲーターガイド』を参照してください。

• Informatica ドメインで PowerExchange リスナをアプリケーションサービスとして実行する場合、
infacmd pwx プログラムを使用して ListTaskListener コマンドを発行します。詳細については、

『Informatica コマンドリファレンス』を参照してください。
コマンド出力では、［PwrCntrSess］ フィールドに PowerCenter セッション名が以下の形式で表示されます。
integration_server_name/workflow_name/session_name
例えば、2 つの CDC セッションがアクティブな場合、DISPLAY ACTIVE または LISTTASK コマンドで以下が書
き込まれます。
PWX-00711 Active tasks:PWX-00712 TaskId=1, Partner=10.10.10.01, Port=2480, PwrCntrSess=intserv1/workflow1/cdc_sess1,Application=appl_name1, Status=Active, AM=CAPXRT, Mode=Read, Process=,  SessId=PWX-00729 Userid=userid, Client=clientid, File=capture_registration_file_name, Table=table_name, DB=database_name PWX-00712 TaskId=2, Partner=10.10.10.02, Port=2480, PwrCntrSess=intserv2/workflow2/cdc_sess2,Application=appl_name2, Status=Active, AM=CAPXRT, Mode=Read, Process=,  SessId=PWX-00729 Userid=userid, Client=clientid, File=capture_registration_file_name, Table=table_name, DB=database_name PWX-00713 2 active tasksPWX-00709 0 Dormant TCBs

PowerExchange リスナの DISPLAYSTATS コマンド
PowerExchange リスナの DISPLAYSTATS または pwxcmd displalystats コマンドを使用して、i5/OS、
Linux、zLinux、UNIX、Windows、または z/OS で実行される PowerExchange リスナの監視統計を発行でき
ます。
コマンドを実行する前に、DBMOVER 構成ファイルで以下の文を構成します。
• DBMOVER 構成ファイル内の STATS 文の MONITOR パラメータを指定することにより、PowerExchange

がこれらの統計情報を収集できるようにします。interval サブパラメータを含めると、統計情報をオンデマ
ンドだけでなく定期的に発行できます。

• z/OS でモニタリング出力を正しく表示するためには、LOG_LINE_LIMIT 文を 132 に設定します。この設定
を行わないと、行が不自然に重なり、読みづらい状態になります。
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このコマンドは、次に示す方法のいずれかで実行できます。
• PowerExchange リスナが実行されている Linux、UNIX、Windows、または zLinux システムのコマンドラ

インから。
• PowerExchange リスナが実行されている z/OS で MVS MODIFY (F)コマンドを使用する。
• リモートの Linux、UNIX、および Windows システムからサポートされている任意のオペレーティングシス

テムのリスナに pwxcmd プログラムを使用する。
注: i5/OS 上の PowerExchange リスナの監視統計は、この方法を使用してオンデマンドで発行する必要が
あります。

コマンド構文は、オペレーティングシステムの種類と、pwxcmd を使用するかどうかによって異なります。詳
細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。
どのコマンドパラメータを使用するかに基づき、以下のレポートタイプの 1 つを発行できます。
• Listener。メモリの使用状況、CPU の処理時間、クライアント要求のために行われる活動などについての

PowerExchange リスナサマリ統計がレポートされます。これらの統計には、クライアントタスクの数、接
続数、送受信されたメッセージの数、送受信されたデータのバイト数、レポートジョブ数（z/OS のみ）な
どが含まれます。これらの統計には、バルクデータ移動と CDC タスクが含まれます。
注: Informatica ドメインで PowerExchange リスナサービスを実行する場合は、infacmd pwx 
displayStatsListener コマンドを使用してこれらの統計を発行できます。詳細については、『Informatica
コマンドリファレンス』を参照してください。

• Accessmethods。PowerExchange リスナメッセージとデータ転送活動の統計が、クライアントタスクと
アクセス方式別にレポートされます。これらの統計には、アクティブタスクとアクセス方式の組み合わせご
とに、読み取られた行および書き込まれた行の数、読み取られたデータおよび書き込まれたデータのバイト
数、ソースまたはターゲットのファイル名またはデータマップファイル名、および CPU 処理時間が含まれ
ます。アクセス方式として CAPX または CAPXRT を使用する CDC 要求の場合、レポートには SQL 挿入の
数、更新回数、タスクが処理した削除の数も含まれます。

• Clients。PowerExchange リスナ下で実行されているアクティブクライアントタスクについての情報が報
告されます。これらの統計には、ステータス、アクセス方式、読み取りまたは書き込みモード、プロセス
名、セッション ID（存在する場合）、CPU の処理時間、開始日時などの情報の一部またはすべてがタスクご
とに示されます。これらの統計には、クライアントのポート番号と IP アドレスも含まれます。クライアン
トが PowerCenter の場合、統計には PowerCenter セッション ID および CDC のアプリケーション名が含
まれます。

デフォルトでは、Listener レポートが発行されます。
z/OS 上の PowerExchange リスナのレポートは、i5/OS、Linux、zLinux、UNIX、または Windows 上の
PowerExchange リスナのレポートと同様です。
次の Listener レポート例は、z/OS 上の PowerExchange リスナの場合を示しています。
PWX-00723 Command <displaystats Listener> succeededPWX-37101  Listener <PWXLST  > ASID=375 (x'177') UserID=AUSRIDPWX-37102   MemoryPWX-37103    Region below 16-MB line:  In Use        108 KB  Limit Value       9192 KB  Free       9084 KBPWX-37104    Region above 16-MB line:  In Use      53912 KB  Limit Value    1675264 KB  Free    1621352 KBPWX-37117   CPU TimePWX-37118    TCB Time   = 0 SRB Time     = 0  zIIP-NTime = 0PWX-37119    Listener   = 0 hrs, 0 mins, 1 secs, 275762 mcrsPWX-37106   Cumulative RequestsPWX-37107    Total Tasks=        11 Active Tasks =         3 HWM Tasks =         3 Maxtasks  =        50PWX-37108    Connections=        11 Accepted     =        11 Active    =         0PWX-37109    Msgs Sent  =         0 Msgs Received=        22PWX-37110    Data Sent  =         0 Data Received=      7304PWX-37111    NetportJobs=         0
Memory、TCB Time、SRB Time、および NetportJobs 値は、z/OS 上の PowerExchange リスナ固有です。
i5/OS、Linux、UNIX、または Windows 上の PowerExchange リスナの場合、レポートには総メモリ使用量が
表示されます。
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このレポートを使用し、クライアントタスクの数が、DBMOVER 構成ファイルの MAXTASKS 文に設定されてい
る上限に達しているかどうかを確認できます。HWM Tasks 値を Maxtasks 値と比較します。HWM Task 値が
MAXTASKS 限界に達すると、PowerExchange リスナの処理が遅れ、スループットの低下と接続タイムアウト
が発生することがあります。
次の accessmethods レポートの例は z/OS 上の PowerExchange リスナの場合を示していますが、i5/OS、
Linux、UNIX、Windows、または zLinux 上の PowerExchange リスナでも同じフィールドが表示されます。
PWX-00723 Command <displaystats AccessMethods> succeededPWX-37201   Active Access MethodsPWX-37202    Task ID    = 42412 AM           =     CAPXRTPWX-37203                       Rows read    =       1029  Rows written  =          0PWX-37204                       Bytes read   =     116277  Bytes written =          0PWX-37205                       File         = d2ivd0.d002root_ROOTPWX-37206                       Table        = <Capture Extract Realtime>PWX-37208                       Inserts      =        564  Updates       =          0  Deletes     =        465PWX-37121                       CPU time     = 0 hrs, 0 mins, 0 secs, 299809 mcrsPWX-37202    Task ID    = 42414 AM           =       NRDBPWX-37203                       Rows read    =         10  Rows written  =          0PWX-37204                       Bytes read   =        570  Bytes written =          0PWX-37205                       File         = ABC.VSAM.MASTER_RECPWX-37206                       Table        = <Non-relational source>PWX-37202    Task ID    = 42414 AM           =       KSDSPWX-37203                       Rows read    =         10  Rows written  =          0PWX-37204                       Bytes read   =        800  Bytes written =          0PWX-37205                       File         = XYQ.TEST.V1.KSDSPWX-37206                       Table        = XYQ.TEST.V1.KSDSPWX-37121                       CPU time     = 0 hrs, 0 mins, 0 secs, 76151 mcrs
アクセス方式 CAPXRT と CAPX の場合、レポートには SQL 挿入の数、更新回数、CDC 要求のためにタスクで
処理された削除の数が含まれます。
1 つのクライアントタスクで複数のアクセス方式が使用されることがあります。例えば、ソースデータの読み
取りに 1 つの方式を使用し、リレーショナル形式ではないソースデータをリレーショナル形式にマップするた
めに 1 つの方式を使用するということが考えられます。この出力例では、タスク 42414 はアクセス方式として
NRDB を使用しており、File フィールドに指定されているデータマップファイルはリレーショナル形式でない
データをリレーショナル形式にマップします。この同じタスクが、アクセス方式 KSDS を使用して、File フィ
ールドに指定されている KSDS データからデータを取得します。
次の clients レポートの例は Windows 上の PowerExchange リスナの場合を示していますが、i5/OS、Linux、
zLinux、UNIX、または z/OS 上の PowerExchange リスナでも同じフィールドが表示されます。
PWX-00723 Command <displaystats Clients> succeededPWX-37112   Active TasksPWX-37113    Task ID    = 41942 Status       = ActivePWX-37114                       Port         = 2480  Partner = 127.0.0.1PWX-37115                       PwrCntrSess  = N/APWX-37207                       Application  = N/APWX-37116                       AM           = NRDB  Mode    = Read  Process = DTLLST3 SessionId =PWX-37121                       CPU time     = 0 hrs, 0 mins, 0 secs, 62400 mcrsPWX-37122                       Start time   = 2014-05-01 14:21:37PWX-37113    Task ID    = 41943 Status       = ActivePWX-37114                       Port         = 2480  Partner = 127.0.0.1PWX-37115                       PwrCntrSess  = N/APWX-37207                       Application  = N/APWX-37116                       AM           = NRDB  Mode    = Read  Process = DTLLST3 SessionId =PWX-37121                       CPU time     = 0 hrs, 0 mins, 0 secs, 124800 mcrsPWX-37122                       Start time   = 2014-05-01 14:22:01
Partner フィールドには、PowerExchange リスナによるタスク作成の原因となった要求を発行したクライア
ントの IP アドレスが示されます。この値は、IPv6 アドレスの場合、「::ffff」から始まります。
これらの各レポートのフィールドについての詳細は、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してく
ださい。

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）の監視統計
PowerExchange ロッガーの DL および DG コマンド、または pwxcmd displaystats -tp {logger|groups}コマ
ンドを使用して、PowerExchange ロッガープロセスとそのタスクの監視統計、または PowerExchange ロッ
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ガーグループ定義をオンデマンドでパブリッシュできます。監視統計を特定の間隔で、およびシャットダウン
時に出力するように、PowerExchange ロッガーを設定することもできます。
監視統計をオンデマンドで、シャットダウン時に、または特定の間隔でパブリッシュする前に、
PowerExchange ロッガー構成ファイル（pwxccl.cfg）で STATS=(MONITOR)パラメータを設定して、統計の
収集を有効にする必要があります。このパラメータにオプションの interval サブパラメータを含めることで、
統計を定期的にパブリッシュできます。
監視統計をオンデマンドでパブリッシュするには、次のコマンドを使用します。
• PowerExchange ロッガーを実行している Linux、UNIX、または Windows システムのコマンドラインウィ

ンドウから DL および DG コマンドを発行します。PowerExchange ロッガーをフォアグラウンドで実行し
ている必要があります。

• Linux、UNIX、または Windows システムからリモートシステムまたは同じシステム上の PowerExchange
ロッガーに pwxcmd displaystats -tp logger コマンドまたは pwxcmd displaystats -tp groups コマンドを
発行します。バックグラウンドモードで実行している PowerExchange ロッガープロセスにコマンドを発行
するには、この方法を使用する必要があります。

• PowerExchange ロッガーの SHUTDOWN または SHUTCOND コマンドを発行します。ロッガーは停止時に
サマリ統計をパブリッシュできます。

コマンド構文の詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』を参照してください。
統計は画面に表示されるとともに、PowerExchange メッセージログに出力されます。
DL ロッガーレポート
DL コマンドおよび pwxcmd displaystats -tp logger コマンドは、PowerExchange ロッガープロセスとその
タスクに関する統計を作成します。次のレポート例はこの統計を示しています。
PWX-26011 Command handler received command "DS"PWX-00723 Command <display L stats> succeededPWX-37130   PWXCCL pid = 7144       Writer status = Reading or waiting for source dataPWX-37134   CPU Time =    0:00:02.589616PWX-37131   Memory  (Current/Total/Maximum)PWX-37132    Controller: (981/983/1849) KB    Command Handler: (0/0/34) KB    Writer: (5127/5147/5181) KBPWX-37135   Status  7144                  Totals  I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37136    CurrFileOpened : 2015-08-11 13:20:39 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37137     Active Cycle  : 2015-08-11 13:21:01 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684
このレポートには、次のフィールドが含まれます。
• PWXCCL pid。PowerExchange ロッガープロセスのプロセス ID。
• Writer status。コマンド発行時における PowerExchange ロッガーの Writer サブタスクのステータス。
• CPU Time。PowerExchange ロッガーが、開始以降使用した CPU 時間。
• Controller。PowerExchange ロッガーのコントローラが使用したメモリの量（キロバイト単位）。
• Command Handler。PowerExchange ロッガーのコマンドハンドラが使用したメモリの量（キロバイト単

位）。
• Writer。PowerExchange ロッガーの Writer サブタスクが使用したメモリの量（キロバイト単位）。
• Status。PowerExchange ロッガープロセスのプロセス ID。
• I、U、D、C、Total。PowerExchange が処理した挿入、更新、削除、およびコミットの数と、このすべて

の操作タイプの合計。PowerExchange ロッガープロセス、現在開かれているログファイル、アクティブな
ロギングサイクルに対してこれらの値が報告されます。

• CurrentFileOpened。ログファイルが開かれた時間を示すタイムスタンプ。
• Active Cycle。アクティブなロギングサイクルが開始された時間を示すタイムスタンプ。
DG ロッガーグループ定義のレポート
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DG コマンドおよび pwxcmd displaystats -tp groups コマンドは、定義された PowerExchange ロッガーグル
ープ定義ごとに統計を作成します。グループ定義は、登録されたソーステーブルのグループに対して一連の
PowerExchange ロッガーログファイルを定義するものです。次のレポート例はこの統計を示しています。
PWX-26011 Command handler received command "DG"PWX-37138   Grp: dtld004 Regs=1 IUD=000000000000 C=000000000000 Unflushed=000000000000PWX-37138   Grp: dtld003 Regs=2 IUD=000000000470 C=000000000028 Unflushed=000000000000PWX-37138   Grp: dtld002 Regs=2 IUD=000000003276 C=000000000196 Unflushed=000000000000
このレポートには、次のフィールドが含まれます。
• Grp。グループ定義の名前。
• Regs。グループ内のキャプチャ登録の数。
• IUD。グループに対して処理された挿入、更新、および削除の合計数。
• C。グループに対して処理されたコミットの数。
• Unflushed。グループの変更レコードのうち、ディスク上の PowerExchange ロッガーログファイルにまだ

フラッシュされていない変更レコードの数。
定義された PowerExchange ロッガーグループがない場合、コマンドは PowerExchange ロッガーの監視統計
を次のように報告します。この場合、「condenseO」という 1 つのグループにすべての登録が属しているよう
に報告されます。
PWX-26011 Command handler received command "DG"PWX-37138   Grp: c:\pwx\capture/condenseO Regs=5 IUD=000000032292 C=000000001931 Unflushed=000000034223PWX-37139       FirstRec=2015-05-22 13:59:10.603648  Open file=c:\pwx\capture/condenseO.CND.CP150707.T1816001PWX-37140       BeginSeq =000000009DE6000000000000000088D800000000 BeginRstrt =D4C9C7D340400000000037DA00000000PWX-37141       LastSeq  =0000015874380000000000000158728600000000PWX-37142       CommitSeq=000001589B2400000000000001589B2400000000 CommitRstrt=D4C9C7D340400000000037DA00000000
• FirstRec。開かれているロッガーログファイル内の 1 番目のレコードのタイムスタンプ。
• BeginSeq。開かれているロッガーログファイル内の最も古いレコードのシーケンストークン。
• BeginRstrt。開かれているロッガーログファイル内の最も古いレコードのリスタートトークン。
• LastSeq。コミットレコードが後に続いていない、ロッガーログファイル内の最後の変更レコードのシーケ

ンストークン。この値は CommitSeq の値よりも大きい必要があります。
• CommitSeq。ロッガーログファイル内の最後のコミットレコードのシーケンストークン。
• CommitRstrt。ロッガーログファイル内の最後のコミットレコードのリスタートトークン。
ロッガーのシャットダウン時のサマリ統計
PowerExchange ロッガーのシャットダウン時にサマリ監視統計を出力するには、interval サブパラメータを
指定して、または指定せずに、pwxccl.cfg ファイルで STATS=(MONITOR)パラメータを指定します。ロッガー
はバッチ実行の終わりに達したとき、またはロッガーの SHUTDOWN または SHUTCOND コマンドを発行した
ときにシャットダウンします。
シャットダウン出力には、次のサマリ監視メッセージが含められます。
PWX-00723 Command <Shutdown stats> succeededPWX-37130   PWXCCL pid = 9064       Writer status = Shutting downPWX-37134   CPU Time =    0:00:00.686404PWX-37131   Memory  (Current/Total/Maximum)PWX-37132    Controller: (476/477/1853) KB    Command Handler: (476/477/1853) KB    Writer: (0/0/0) KBPWX-37105    Total Memory 16468 KBPWX-37135   Status  9064                  Totals  I=000000001404 U=000000000000 D=000000001404 C=000000000228 Total=000000003036                                                       PWX-37136    CurrFileOpened : 2016-08-19 10:37:47 I=000000000000 U=000000000000 D=000000000000 C=000000000000 Total=000000000000PWX-37137     Active Cycle  : 2016-08-19 10:37:47 I=000000001404 U=000000000000 D=000000001404 C=000000000228 Total=000000003036
注: SUSE Linux バージョン 11 マシン上で実行される PowerExchange ロッガーのサマリ統計を印刷する場合、
PWX-37105 メッセージで、PowerExchange ロッガーが使用したメモリの総量が誤って 0KB とレポートされ
ます。この問題は、以降の SUSE Linux バージョンでロッガーが実行される場合は発生しません。
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監視間隔統計
pwxccl.cfg ファイルで STATS=(MONITOR)パラメータと interval サブパラメータを指定した場合、特定の間隔
で DL コマンドによって出力されたものと同じ監視統計を出力できます。
PowerExchange メッセージログには、次のような定期的な統計が書き込まれています。
PWX-37130   PWXCCL pid = 7144       Writer status = Reading or waiting for source dataPWX-37134   CPU Time =    0:00:02.589616PWX-37131   Memory  (Current/Total/Maximum)PWX-37132    Controller: (981/983/1849) KB    Command Handler: (0/0/34) KB    Writer: (5127/5147/5181) KBPWX-37135   Status  7144                  Totals  I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37136    CurrFileOpened : 2015-08-11 13:20:39 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37137     Active Cycle  : 2015-08-11 13:21:01 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684
これらの監視統計のサブセットが画面に出力されます。
PWX-37132    Controller: (981/983/1849) KB    Command Handler: (0/0/34) KB    Writer: (5127/5147/5181) KBPWX-37135   Status  7144                  Totals  I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37136    CurrFileOpened : 2015-08-11 13:20:39 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684PWX-37137     Active Cycle  : 2015-08-11 13:21:01 I=000000024344 U=000000000000 D=000000024336 C=000000004004 Total=000000052684

PowerCenter での CDC セッションの監視
PowerCenter で、CDC セッションの進捗状況を監視できます。
CDC セッションを監視するには、以下の情報を使用します。
• セッションログのメッセージ。 PWXPC により、メッセージがセッションログに書き込まれます。
• Workflow Monitor のパフォーマンスの詳細。 CDC セッションでパフォーマンスの詳細がレポートされる

ように設定すると、Workflow Monitor でセッションの進捗状況を監視できます。
PowerCenter の監視オプションの詳細については、『PowerCenter パフォーマンスのチューニングの概要』を
参照してください。

セッションログメッセージ
PWXPC および PowerExchange によってセッションログに書き込まれるメッセージを使用して、CDC セッシ
ョンの進捗状況を監視できます。
PWXPC によって変更データがフラッシュされると、セッションログに以下のいずれかのメッセージが書き込
まれ、フラッシュの理由が示されます。
PWXPC_10081 [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1], [restart2] because the UOW Count [count] is reached
PWXPC_10082 [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1], [restart2] because Real-time Flush Latency [latency] is reached
PWXPC_12128 [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1], [restart2] because the Maximum Rows Per commit [count] is reached
これらの PWXPC フラッシュメッセージのリスタートトークンを使用して、変更データの処理を監視できます。
PWXPC フラッシュメッセージごとに、変更データがターゲットにコミットされた後、PowerCenter によって
WRT_8160 メッセージが書き込まれます。 このメッセージには、ソースベースのコミット統計が表示されま
す。
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Workflow Monitor のパフォーマンスの詳細
Workflow Monitor では、CDC セッションの実行プロパティでパフォーマンスデータを表示し、CDC セッショ
ンと抽出処理の効率性を評価できます。
セッションのパフォーマンスが低下した場合、［パフォーマンスカウンタ］カラムのデータを使用してボトルネ
ックを判断できます。
PWXPC ではパフォーマンスデータがリポジトリに格納されないため、CDC セッションの前回の実行時のパフ
ォーマンスの詳細を確認することはできません。
パフォーマンスの詳細の収集を有効化するには、CDC セッションプロパティの［プロパティ］タブで［パフォ
ーマンスデータの収集］を選択します。
CDC セッションが実行されると、PWXPC によってパフォーマンス統計が 10 秒ごとに更新されます。
CDC セッションの再開リカバリストラテジを有効化すると、PWXPC でパフォーマンスカウンタのすべてのフ
ィールドのデータが表示されます。
次の表に、パフォーマンスカウンタフィールドを示します。

パフォーマンスカウンタのフ
ィールド

説明

1 PowerExchange CDC リーダ
ーのステータス:

PWXPC リーダーの現在のステータス。以下のいずれかの値で示されます。
- 処理データなし。 最後の読み取りで、PowerExchange によってデータ

が PWXPC に渡されませんでした。
- 再起動の送信。 PowerExchange によってリスタートトークンが

PWXPC に渡されましたが、変更データは渡されませんでした。
- データ処理中。 PowerExchange によって変更データとリスタートトー

クンが PWXPC に渡され、処理中です。
1.1 最後のデータ行が読み取ら
れた時刻

PWXPC が PowerExchange から最後に受信したデータを読み取るために
費やした時間（単位: ミリ秒）。

1.2 現在の期間のデータ行数 現在の統計インターバルで PowerExchange から受信した変更レコードの
数。

1.3 現在の期間の終了パケット 現在の統計インターバルで PowerExchange から受信した UOW の数。
1.4 現在の期間のデータ読み取
り速度（行／秒）

現在の統計インターバルで PowerExchange によって読み取られた 1 秒あ
たりの変更レコードの数。
この値は変更データの数によって異なります。
- PowerExchange が変更ストリームから大量の変更データを読み取る場

合、通常はこの値は大きく、PowerExchange の最大スループットを反
映します。

- PowerExchange が変更ストリームの最後で変更データを待機している
場合、この値は小さくなります。

以下の要素がある場合、この値を大きくします。
- ネットワーク帯域幅が大きい
- CDC オフロード処理
- マルチスレッド処理

1.5 平均データ読み取り速度
（行／秒）

CDC セッションの開始時以降に PowerExchange によって読み取られた 1
秒あたりの変更レコードの平均数。

1.6 最大データ読み取り速度
（行／秒）

CDC セッションの開始時以降の統計インターバルで PowerExchange によ
って読み取られた 1 秒あたりの変更レコードの最大数。
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パフォーマンスカウンタのフ
ィールド

説明

2 PowerCenter の処理ステー
タス：

CDC セッションの全体のステータス。以下のいずれかの値で示されます。
- アイドル。 変更データの待機中です。
- データ処理中。 データの処理中です。
- リカバリ無効。 再開リカバリストラテジが有効化されていない場合、

PWXPC CDC リーダーは PowerCenter ステータス情報を取得できませ
ん。

2.1 最後のコミットの時刻 ターゲットへの最後のコミットのタイムスタンプ。
2.2 現在の期間にコミット処理
された行数

現在の統計インターバルで PWXPC リーダーによってフラッシュされた変
更レコードの数。 この数には、コミットされたすべての UOW の変更レコ
ードが含まれます。 これらの UOW のうちのいくつかは、現在の統計イン
ターバルの開始前に開始されていた可能性があります。

2.3 現在の期間でのコミット速
度（行／秒）

現在の統計インターバルで最後にコミットされた UOW に対する変更レコ
ードの処理速度（1 秒あたりの変更レコードの数）。 この処理には、
PowerExchange からの UOW の読み取りと、ターゲットへの変更データ
のコミットが含まれます。
この速度には、以下の要素が影響します。
- 使用可能な DTM バッファ数
- ターゲットの応答性
- パイプラインのトランスフォーメーション数

2.4 平均コミット速度（行／
秒）

［2.3 現在の期間でのコミット速度］に表示される速度に対する 1 秒あた
りの変更レコードの平均数。
この値は、セッションがアクティブにデータを処理する時間のみを考慮す
る点で、［2.6 平均スループット］の値とは異なります。 この値には
PowerCenter での処理の重複は反映されません。

2.5 最大コミット速度（行／
秒）

CDC セッションの開始時以降、［2.3 現在の期間でのコミット速度］に表
示されるコミット速度に対する 1 秒あたりの変更レコードの最大数。

2.6 平均スループット（行／
秒）

CDC セッションの平均処理速度。

2.7 最大スループット（行／
秒）

CDC セッションの最大スループット。

2.8 現在の期間でのコミット数 現在の統計インターバルでターゲットによる処理が完了したコミットの
数。

2.9 保留中のコミット数 PWXPC リーダーによって発行され、ターゲットにまだ到達していないコ
ミットの数。 この値が大きい場合、ターゲットの応答性に問題がある可
能性があります。

3 タイムスタンプのキャプチャ -
3.1 最後の終了パケット読み取
り時のタイムスタンプ

CDC セッションのソースで最後に読み取られた UOW から取得したキャプ
チャタイムスタンプである DTL__CAPXTIMESTAMP。

3.2 最後のターゲットコミット
時のタイムスタンプ

ターゲットに最後にコミットされた UOW から取得したキャプチャタイム
スタンプである DTL__CAPXTIMESTAMP。

324       第 14 章: CDC セッションの監視



パフォーマンスカウンタのフ
ィールド

説明

4 合計 -
4.1 経過時間 CDC セッションの合計経過時間。
4.2 読み取られた行数 PowerExchange から読み取られた変更レコードの合計数。
4.3 読み取られた終了パケット 読み取られた UOW の合計数。
4.4 PowerExchange 処理の時
間

CDC セッションでの PowerExchange の処理の合計時間。

4.5 処理された行数 PowerCenter を通じて処理され、ターゲットにコミットされた変更レコ
ードの合計数。

4.6 ターゲットへのコミット数 PWXPC リーダーによって発行され、ターゲットにコミットされたフラッ
シュの合計数。

4.7 最後のコミットのタイムス
タンプとコミット（2.1-3.2）
のタイプスタンプとの差

［3.2 最後のターゲットコミット時のタイムスタンプ］の値を、［2.1 最後
のコミットの時刻］の値から差し引いた結果。 この結果がマイナスであ
る場合、値が括弧で囲まれます。

Workflow Monitor のパフォーマンスの詳細の表示
Workflow Monitor で CDC セッションのパフォーマンスの詳細を表示し、CDC セッションの効率性を評価でき
ます。
1. Workflow Monitor でセッションを右クリックし、［実行プロパティの取得］を選択します。 
2. ［プロパティ］ウィンドウで、［パフォーマンス］領域をクリックします。 

［パフォーマンスカウンタ］カラムに、CDC セッションからのソース修飾子が表示されます。 ［カウンタ
値］カラムに、PowerCenter ノード名が表示されます。

3. パフォーマンスの詳細を表示するには、ソース修飾子を選択します。 
注: PWXPC で終了した CDC セッションのパフォーマンスの詳細を表示するには、セッションの実行中に
パフォーマンスの詳細を選択する必要があります。
PowerCenter では、［パフォーマンス］領域の［パフォーマンスカウンタ］フィールドにデータが表示さ
れます。
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第  1 5  章

CDC セッションのチューニング
この章では、以下の項目について説明します。
• チューニングの概要, 326 ページ
• CDC セッションのチューニングのための PowerExchange の DBMOVER 文, 327 ページ
• PowerCenter の接続属性とセッションのプロパティ, 330 ページ
• CDC オフロード処理, 334 ページ
• マルチスレッド処理, 336 ページ

チューニングの概要
PowerExchange および PowerCenter のオプションを使用して、CDC セッションのチューニングを行うこと
ができます。 これらのチューニングオプションは、スループットの向上、ソースシステムのオーバーベッドの
低減、CDC の効率性の向上に役立ちます。
CDC セッションをチューニングするには、以下のいずれかのオプションを使用します。
• PowerExchange DBMOVER 文。 DBMOVER コンフィギュレーションファイルの特定の文をカスタマイズ

し、バッファサイズの変更、圧縮やトレースの無効化などのチューニング調整を行います。
• PowerCenter 接続属性。 PWX CDC アプリケーション接続属性をカスタマイズし、暗号化や圧縮の無効化、

コミット処理の削減、オフロード処理やマルチスレッド処理の有効化などのチューニング調整を行います。
• バッファメモリ。小さいブロックを多数生成するには、PowerCenter の［DTM バッファサイズ］および

［デフォルトのバッファブロックサイズ］セッションプロパティを設定します。CDC では、このストラテジ
によりセッションのパフォーマンスが向上し、余分なバッファスペースを回避します。

• オフロード処理。 オフロード処理を使用して、ソースシステムの PowerExchange リスナから
PowerCenter Integration Service マシンの PowerExchange クライアントにカラムレベルの抽出処理を移
します。また、データソースタイプで UOW クレンザー（UOWC）を使用する必要がある場合、オフロード
処理により UOWC 処理を PowerCenter Integration Service マシンに移します。 オフロード処理により、
ソースシステムで PowerExchange リスナに使用できるリソースが制約される場合にスループットを向上で
きます。

• マルチスレッド処理。 大量のリソースを消費するカラムレベルの抽出処理のため、複数のワーカースレッ
ドの使用を有効化します。 CDC セッションの PWX 接続場所がローカルの場合、ソースシステムでマルチス
レッド処理を使用して、Linux、UNIX、Windows データソースからのデータを処理できます。 また、マル
チスレッド処理により、オフロード処理が有効なときに、ソースシステム以外のシステムからの変更データ
を抽出することもできます。 マルチスレッド処理を有効化するのは、抽出が CPU に制約されると思われる
場合のみにします。
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• Workload Manager（WLM）サービスクラス。ビジネス要件に基づき、PowerExchange CDC で開始され
た PowerExchange リスナ、PowerExchange エージェント、PowerExchange ロッガー、ログ作成後のマ
ージジョブ、PowerExchange ECCR、PowerExchange Condense タイプのタスクまたはジョブそれぞれ
を適切な WLM サービスクラスに割り当てます。サービスクラスには目標と重要度レベルが含まれ、WLM
はそれらを使用して z/OS 共有リソースの作業要求に優先順位を付けます。

注: ソースシステムから離れたところにあるシステム上の PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、
Windows 用）のインスタンスにもデータを記録できます。ある状況では、この構成はソースシステムでのリソ
ースの消費を減らし、カラムレベルおよび UOW Cleanser の処理をリモートシステムに移動して、データ転送
のネットワークオーバーヘッドを削減できます。詳細については、 第 10 章, 「データのリモートロギング」  
(ページ 238)を参照してください。
関連項目：
•「CDC セッションのチューニングのための PowerCenter 接続属性 」  (ページ 330)
•「CDC セッションのチューニングのための PowerExchange の DBMOVER 文」  (ページ 327)
•「コミット処理のチューニング」  (ページ 333)

CDC セッションのチューニングのためのPowerExchange の DBMOVER 文
dbmover.cfg コンフィギュレーションファイルの特定の文をカスタマイズして、CDC セッションをチューニン
グできます。
スループットの向上や CPU の低減を図るには、以下のいずれかのパラメータをカスタマイズします。
APPBUFSIZE=バイト数

PowerExchange がデータの読み取りや書き込みに使用するアプリケーションの最大データバッファサイ
ズ（単位: バイト）。 このバッファタイプは、ソースシステムまたはターゲットシステムに存在できます。
リモートターゲットシステムを使用している場合、PowerExchange はバッファがいっぱいになるまでソ
ースシステムのアプリケーションデータバッファに変更データを書き込みます。 その後、
PowerExchange はソースシステムの送信 TCP/IP バッファに変更データを送信します。 TCP/IP はターゲ
ットシステムの受信 TCP/IP バッファに変更データを転送します。 ターゲットシステムの
PowerExchange は、TCP/IP バッファからアプリケーションデータバッファにデータを読み取ります。 
その後、PWXPC が変更データを読み取り、PowerCenter に渡します。 PowerCenter はデータを処理し、
ターゲットに適用します。
送信する単一データ行の最大サイズより大きい APPBUFSIZE 値を入力します。
有効な値は 34816〜8388608 です。デフォルトは 256000 です。
ターゲットがリモートの場合は、ソースシステムおよびターゲットシステムにある DBMOVER コンフィギ
ュレーションファイルに同じ APPBUFSIZE 値を入力します。
APPBUFSIZE 値が最適ではない場合、PowerExchange はソースシステムの PowerExchange メッセージ
ログファイルにメッセージ PWX-01295 を書き込みます。 このメッセージにより、アプリケーションの最
小バッファサイズが推奨されます。
動的アプリケーションバッファのサイズ決定が有効な状態では、PowerExchange リスナが実行される間
に行われるすべての接続のアプリケーションデータバッファの初期サイズが APPBUFSIZE 文で定義されま
す。PowerExchange は、必要に応じて個々の接続のアプリケーションデータバッファのサイズを動的に
変更します。動的アプリケーションバッファのサイズ決定はデフォルトで有効になっています。この決定
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は、DBMOVER 構成ファイルの APPBUFSIZEDYN 文で「Y」を指定することによって明示的に有効にする
ことができます。

APPBUFSIZEDYN={N|Y}
動的アプリケーションバッファのサイズ決定を有効にするかどうかを指定します。
DBMOVER APPBUFSIZE 文は、PowerExchange リスナの実行中に行われるすべての接続の、アプリケー
ションバッファの初期サイズを定義します。APPBUFSIZEDYN=Y の場合、必要に応じて個々の接続のアプ
リケーションバッファのサイズが PowerExchange によって変更されます。
APPBUFSIZEDYN 文は、固定長または可変長のレコードを含むデータソースへの PowerExchange 接続に
適用されます。可変長レコードは、1 つ以上の可変長フィールドが含まれるレコードです。可変長フィー
ルドのデータ型は、VARCHAR または VARBIN です。
可変長レコードを含むデータソースへの接続ごとに、大きすぎてバッファに収まりきれないレコードが発
生した場合は、PowerExchange によってアプリケーションバッファのサイズが変更されます。
PowerExchange によって、アプリケーションバッファのサイズは、オーバーフローしたレコードのサイ
ズの 10 倍の値に増やされます（最大 8MB まで）。新しいサイズは、リスナが実行されている期間または
アプリケーションバッファのサイズが再度変更されるまで有効のまま維持されます。リスナの実行が開始
された後で、接続のためのアプリケーションバッファのサイズが PowerExchange によって減らされるこ
とはありません。
固定長レコードを含むデータソースへの接続ごとに、接続が開かれる時点で PowerExchange によってレ
コード長が確認されます。この際、必要に応じて、最大 8MB のバッファサイズとなるように、アプリケ
ーションバッファのサイズが一度変更されます。

CAPI_CONNECTION=( ...,(TYPE={UDB|UOWC},MEMCACHE=cache_size, ...))
PowerExchange が完全な UOW を再構築するために割り当てることができる最大メモリキャッシュサイ
ズ（キロバイト）です。この MEMCACHE パラメータは、UDB または UOWC CAPI_CONNECTION 文での
み指定します。
0 - 2147483647 の数値を入力します。デフォルトは 1024 です。0 を入力すると、メモリのキャッシュサ
イズは無制限になります。
PowerExchange は UOW の終わりレコードを処理するまで、各 UOW のすべての変更をキャッシュに格納
します。 PowerExchange では、このパラメータで指定される限度まで段階的にメモリキャッシュを割り
当てます。MEMCACHE の値が小さく、UOW のすべての変更をキャッシュに格納できない場合は、ディス
クファイルに変更が保存されます。
UOW スピルファイルにはそれぞれ UOW が 1 つずつ格納されます。 1 つの UOW のすべての変更を格納す
るために複数の UOW スピルファイルが必要なこともあります。 変更ストリームに複数の大容量 UOW が
あり、メモリキャッシュが不足する場合、PowerExchange によって多数の UOW スピルファイルが作成
されることがあります。
UOW スピルファイルを使用する必要がない方が、PowerExchange での変更ストリームの処理効率が高く
なります。 UOW スピルファイルが多数あると、抽出パフォーマンスが低下するほか、ディスク領域の不
足を招くこともあります。
変更ストリームに多数の小容量 UOW がある場合、デフォルト値である 1024 が適しています。UOW が
1024 KB を超える場合は、この値を大きくするか 0 を入力します。すべての変更がメモリキャッシュに格
納されている場合、PowerExchange での UOW の処理効率が上がります。 ほとんどの環境では、10240
が適切な開始値です。
注目: PowerExchange は変更データ抽出処理の接続ごとにメモリキャッシュを割り当てます。 メモリ使
用量が大きくならないよう、抽出処理の負荷と同時に実行される CDC セッションの数に対して妥当な
MEMCACHE 値を使用します。 値が大きすぎ、多数の同時セッションを実行すると、メモリ制約が発生す
ることがあります。
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CAPI_CONNECTION=( ...(TYPE={MSQL|UDB|UOWC},RSTRADV=rstr_seconds, ...))
データソースに関連する変更が UOW に含まれないときに、PowerExchange が登録済みデータソースの
リスタートトークンおよびシーケンストークンを送信する前に待機する時間インターバル（単位: 秒）。 待
機インターバルを過ぎると、PowerExchange は次にコミットされた「空の UOW」を返します。これには
更新されたリスタート情報のみが含まれます。
この RSTRADV パラメータは、以下のタイプの CAPI_CONNECTION 文でのみ指定します。
• MSQL
• UDB
• UOWC
0 - 86400 の数値を入力します。
RSTRADV を指定しないと、PowerExchange が関連する変更を受信しないときに、PowerExchange は登
録済みソースのリスタートトークンおよびシーケンストークンを送信しません。 この場合、
PowerExchange がウォームスタートすると、CDC に関連しない変更を含むすべての変更をリスタートポ
イントから読み取ります。
以下のいずれかのイベントが発生すると、PowerExchange は待機インターバルを 0 にリセットします。
• PowerExchange が関連する変更を含む UOW の処理を完了した。
• PowerExchange が関連する変更を受信しないまま待機インターバルを過ぎたため、PowerExchange

が空の UOW を返した。
変更アクティビティが少ないソースの場合、RSTRADV パラメータを使用して、それらのソースのリスタ
ートトークンを定期的に送信できます。 リスタートトークンを送信すると、再処理が必要な変更データの
量が最小化され、CDC セッションの再起動処理が迅速になります。
例えば、5 と入力すると、PowerExchange は最後の UOW の処理を完了した後、または前の待機インター
バルを過ぎた後、5 秒待機します。 その後、PowerExchange は次にコミットされた空の UOW（更新され
た最近情報を含む）を返し、待機間隔を 0 にリセットします。
値が小さいと、PWX CDC 接続の［UOW カウント］オプションが期待以上に迅速に一致します。 UOW カ
ウンタが一致すると、PWXPC はデータバッファをフラッシュし、リスタートトークンをターゲットにコ
ミットします。 大量のフラッシュアクティビティは、PowerCenter 統合サービスマシンとターゲットデ
ータベースのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。
注目: 値を 0 にすると、パフォーマンスが低下することがあります。 PowerExchange は、登録済みソー
スに関連する変更を含む UOW のほか、登録済みソースに関連する変更を含まない各 UOW に対してそれ
ぞれ空の UOW も返します。 

LISTENER=(node_name,TCPIP,port,send_bufsize,receive_bufsize,send_size,receive_size, ...)
指定された PowerExchange リスナプロセスが作業要求をリスンする TCP/IP ポート。
send_bufsize および receive_bufsize 位置パラメータは、PowerExchange が使用する TCP/IP 送受信バ
ッファサイズのデータ部分を定義します。 これらの値を指定しないと、PowerExchange によってオペレ
ーティングシステムのデフォルト設定が使用されます。
スループットを向上するには、ソースシステムの DBMOVER コンフィギュレーションファイルにある 
LISTENER 文で send_bufsize および receive_bufsize の値を大きくします。 使用する最適な値を決定す
るために支援が必要な場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

NODE=(node_name,TCPIP,host_name,port,send_bufsize,receive_bufsize,send_size,receive_size, ...)
PowerExchange が PowerExchange リスナプロセスに連絡するために使用する TCP/IP ホスト名および
ポート。
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send_bufsize および receive_bufsize 位置パラメータは、PowerExchange が使用する送受信バッファサ
イズのデータ部分を定義します。 これらの値を指定しないと、PowerExchange によってオペレーティン
グシステムのデフォルト設定が使用されます。
スループットを向上するには、ターゲットシステムの DBMOVER コンフィギュレーションファイルにある
NODE 文で send_bufsize および receive_bufsize の値を大きくします。 使用する最適な値を決定するた
めに支援が必要な場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

TRACE=(trace_id,trace_level,99)
Informatica グローバルカスタマサポートが PowerExchange コードの問題を解決するために使用する
PowerExchange 診断トレースを有効化します。
TRACE 文は PowerExchange のパフォーマンスに重大な影響を及ぼすことがあります。 これらの文は、
Informatica グローバルカスタマサポートから指示があったときにのみ使用します。
Informatica グローバルカスタマサポートが問題を診断した後、すべてのシステムの DBMOVER コンフィ
ギュレーションファイルから TRACE 文を削除またはコメントアウトします。

DBMOVER のこれらの文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。

PowerCenter の接続属性とセッションのプロパティ
CDC セッションをチューニングするために特定の PowerCenter の接続属性とセッションのプロパティを使用
できます。

CDC セッションのチューニングのための PowerCenter 接続属性
PowerCenter では、PWX CDC 接続のいくつかの属性をカスタマイズして CDC セッションをチューニングでき
ます。
以下の表に、チューニングのためにオプションで使用できる接続属性を示します。

接続オプ
ション

説明 チューニングの提案

圧縮 PowerCenter セッションでソースデータを圧縮するか
どうかを制御します。
デフォルトでは圧縮は無効化されています。

圧縮は使用しません。

暗号化タ
イプ

PowerExchange が使用するデータ暗号化タイプ。
デフォルト値は［なし］（暗号化しない）です。

暗号化は使用しません。

330       第 15 章: CDC セッションのチューニング



接続オプ
ション

説明 チューニングの提案

イメージ
タイプ

更新の抽出とターゲットへの適用を行う CDC セッショ
ンに PWXPC がキャプチャした更新を渡す方法を示しま
す。
次のオプションがあります。
- ［AI］。更新を更新操作として処理します。PWXPC は

各更新を 1 つの更新レコードとして渡します。CDC
セッションのソース定義のためにインポートする抽
出マップに操作前の画像（BI）フィールドおよび変
更インジケータ（CI）フィールドを追加しない限り、
更新レコードにはデータの操作後の画像のみが含ま
れます。

- ［BA］。更新を削除後の挿入として処理します。
PWXPC は各更新を 1 つの削除レコードと 1 つの挿入
レコードとして渡します。削除レコードにはデータ
の操作前の画像が含まれ、挿入レコードには操作後
の画像が含まれています。

デフォルトは BA です。
［AI］を指定しても、抽出処理でデータの操作前の画像

を使用することは可能です（使用可能な状態である場
合）。PWXPC は操作前の画像データと操作後の画像デ
ータを同じ更新行に埋め込みます。操作前の画像デー
タを埋め込むには、以下の設定タスクを実行する必要
があります。
- PowerExchange Navigator で、PowerCenter のソー

ス定義のためにインポートする抽出マップに BI フィ
ールドと CI フィールドを追加します。

- バッチまたは継続抽出モードを使用する場合、
PowerExchange Condense または PowerExchange
ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）コンフィギ
ュレーションファイルの CAPT_IMAGE パラメータに
BA と入力します。この設定により、PowerExchange
ロッガーログファイルまたは PowerExchange 
Condense 圧縮ファイルに操作前の画像と操作後の
画像の両方が格納されます。CDC セッションが実行
されると、これらのファイルからデータが抽出され
ます。

AI に設定します。

UOW カ
ウント

PWXPC がデータバッファをフラッシュしてターゲット
に変更データをコミットする前にソースから読み取る
UOW の数。
デフォルトは 1 です。

PowerCenter 統合サービスマシンお
よびターゲットデータベースの効率
性を向上するには、この値を大きく
してコミット処理を減らします。

リアルタ
イムフラ
ッシュ待
ち時間

（ミリ秒）

PWXPC がデータバッファをフラッシュしてターゲット
に変更データをコミットする頻度（単位: ミリ秒）。
デフォルトは 0 で、2 秒に相当します。

PowerCenter 統合サービスマシンお
よびターゲットデータベースの効率
性を向上するには、この値を大きく
してコミット処理を減らします。

PWX 待ち
時間（秒
単位）

ソースの PowerExchange インスタンスが PowerCenter
統合サービスマシンの PWXPC にデータをフラッシュす
る前に変更データを待機する最大時間（単位: 秒）。
デフォルトは 2 です。

デフォルト値を使用します。
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接続オプ
ション

説明 チューニングの提案

コミット
あたりの
最小行数

PowerExchange がコミットレコードを PWXPC に渡す
前に変更ストリームから読み取る変更記録の最小数。
デフォルトは 0 で、PWXPC はこのオプションを無視し
ます。

通常は UOW に変更がほとんど含ま
れない場合、この値を大きくして
UOW のサイズを大きくします。こ
のようにすることでコミット処理を
減らし、PowerCenter 統合サービス
マシンおよびターゲットデータベー
スの効率性を向上できます。

オフロー
ド処理

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するか
どうかを制御します。オフロード処理により、大量の
リソースを消費するカラムレベルの UOW クレンザー
処理をソースシステムから別のシステムに移します。
デフォルトは［いいえ］です。

ソースシステムにリソース制約があ
り、CDC スループットを向上する必
要がある場合、オフロード処理の有
効化を検討します。

ワーカー
スレッド

大量のリソースを消費するカラムレベルの抽出処理の
ため、PowerExchange が複数のスレッドを使用するか
どうかを制御します。
マルチスレッド処理をソースシステムで使用して
Linux、UNIX、Windows データソースから取得したデ
ータを処理したり、別のシステムで使用してオフロー
ド処理が有効な場合に抽出処理を行ったりすることが
できます。マルチスレッド処理を有効化するのは、抽
出が CPU に制約されると思われる場合のみにします。
PowerExchange で使用するスレッドの数を入力しま
す。有効な値は 1〜64 です。
デフォルトは 0 で、PowerExchange はマルチスレッド
処理を使用しません。

0 より大きい値を入力します。

配列サイ
ズ

［ワーカースレッド］値が 0 より大きい場合、スレッド
のストレージ配列サイズを指定します（単位: レコード
数）。
有効な値は 25〜5000 です。
デフォルトは 25 です。

より大きな配列サイズに割り当てら
れた追加のメモリが有益で、サーバ
ーのパフォーマンスが低下していな
いことをテストおよび判断できる場
合を除き、デフォルト値（25）を使
用することをお勧めします。これら
の判断を行う際、オフロード処理と
マルチスレッド処理を有効にして、
500〜1000 の配列サイズを使用する
ことをお勧めします。
注目: 配列サイズに大きな値を入力
したり、レコード数を大きくした
り、マルチスレッド処理を同時に使
用する多数のセッションを実行した
りすると、PowerCenter 統合サービ
スマシンでメモリ不足が発生するこ
とがあります。

PWX CDC 接続属性の詳細については、『PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース』を参照してく
ださい。
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コミット処理のチューニング
コミット処理および CDC セッションのパフォーマンスをチューニングするために、PWX CDC アプリケーショ
ン接続でコミット制御属性を調整できます。
CDC セッションのセッションログに PWXPC フラッシュメッセージと PowerCenter ソースベースのコミット
メッセージが含まれる場合、データがターゲットに適用されるよりも早くセッションが変更データを読み取る
可能性があります。 この問題を解決するためには、セッションログで最も多いフラッシュメッセージのタイプ
に基づき、PWX CDC 接続で以下のコミット制御属性を調整します。
• PWXPC_10081 フラッシュメッセージが最も多い場合、［UOW カウント］を大きくします。
• PWXPC_10082 フラッシュメッセージが最も多い場合、［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］を大

きくします。
PWXPC が変更データをフラッシュする頻度が高すぎる場合、PWX CDC 接続に指定されているコミット制御属
性が多すぎる可能性があります。 この場合、1 つのコミット制御属性を指定し、ほかの属性は無効化します。
変更ストリームに多数の小容量 UOW が含まれる場合、［コミットあたりの最小行数］オプションを使用して
UOW のサイズを大きく均等にします。 多数の小容量 UOW があるときよりも少数の大容量 UOW があるときの
方が、PowerExchange および PWXPC での効率性が上がります。 ［コミットあたりの最小行数］オプション
を使用して UOW のサイズを大きくすることで、CDC 処理の効率性を向上できます。
また、ターゲットデータベースのパフォーマンスも CDC セッションのパフォーマンスに影響を及ぼすことがあ
ります。 データベースアクセスが最適な状態であることを確認するには、データベース管理者に問い合わせて
ください。

バッファメモリのチューニングのための PowerCenter セッションのプロパティ
CDC セッションを実行すると、PowerCenter データ変換マネージャ（DTM）が、セッションのプロパティの

［プロパティ］タブにある［DTM バッファサイズ］の値に基づいて、バッファメモリをセッションに割り当て
ます。DTM は、セッションのプロパティの［設定オブジェクト］タブにある［デフォルトのバッファブロック
サイズ］設定に基づいて、メモリをバッファブロックに分割します。
バッファメモリが不足すると思われる場合、CDC セッションのパフォーマンスの詳細の収集を有効化します。
その後、パフォーマンスカウンタである［4.1 PowerExchange 処理の時間］と［4.4 経過時間］の差を検証
します。経過時間が PowerExchange の処理時間より大幅に長い場合、バッファメモリの制約が存在する可能
性があります。CDC セッションのパフォーマンスを向上するには、［DTM バッファサイズ］プロパティと［デ
フォルトのバッファブロックサイズ］プロパティを調整します。
CDC パフォーマンスを最適にするには、これらのセッションのプロパティを設定して小さなブロックを多数作
成します。次の設定をお勧めします。
• [DTM バッファサイズ]には、128MB、256MB、512MB、1GB、または 2GB を指定します。
• ［デフォルトのバッファブロックサイズ］には、32KB を指定します。
これらのセッションのプロパティを［自動］に設定しないでください。［自動］オプションにすると、大きなブ
ロックが少数作成されますが、これにより CDC セッションのパフォーマンスが低下する可能性があります。

［自動］オプションは、バルクデータロード処理を対象としています。
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CDC オフロード処理
CDC オフロード処理により、ソースシステムの PowerExchange Listener から PowerCenter Integration 
Service マシンの PowerExchange クライアントにカラムレベルの変更データ処理を移します。
PowerExchange が UOW クレンザ（UOWC）を使用するデータソースに対しては、オフロード処理によって
UOWC 処理も PowerCenter 統合サービスマシンに転送されます。これらのデータソースには、z/OS データソ
ースおよび Db2 for i（i5/OS）ソースが含まれます。
ソースシステムにリソース制約がある場合、オフロード処理を使用します。この場合、CDC セッションのスル
ープット向上にオフロード処理が役立つことがあります。
関連項目：
•「CDC オフロード処理に関する規則およびガイドライン」  (ページ 334)
•「Oracle ソースでの CDC オフロード処理の例」  (ページ 335)
•「CDC セッションのオフロード処理の有効化」  (ページ 334)

CDC オフロード処理に関する規則およびガイドライン
CDC オフロード処理を実装する前に、以下のルールおよびガイドラインを確認します。
• ソースシステムの DBMOVER コンフィギュレーションファイルから、適切なソース固有の

CAPI_CONNECTION 文を PowerCenter Integration Service マシンにコピーする必要があります。
• PowerExchange では、以下のいずれかのオプションを使用するデータマップから作成したキャプチャ登録

に対して CDC オフロード処理はサポートされていません。
- ユーザーアクセス方法
- CALLPROG 関数を使用してプログラムを起動するユーザー定義フィールド
- レコードレベルの終了

CDC セッションのオフロード処理の有効化
CDC オフロード処理を使用するには、いくつかの PWX CDC 接続属性を設定する必要があります。また、
PowerCenter 統合サービスマシンの DBMOVER 構成ファイルに、ソース固有の CAPI_CONNECTION 文を追加
する必要もあります。
1. CDC セッションの PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続でオフロード処理の属性を設定します。 
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次の表にオフロード処理の必要な属性を示します。

接続属性 説明
場所 変更データが存在するシステムのノード名を指定します。このノード名は、PowerCenter

統合サービスマシンの dbmover.cfg コンフィギュレーションファイルの NODE 文の名前
と一致する必要があります。

オフロー
ド処理

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御します。オフロード処
理が有効化されている場合、PowerExchange によって変更データのカラムレベルの処理
と UOW Cleanser（UOWC）処理がソースシステムから PowerCenter 統合サービスマシン
に移されます。
次のオプションがあります。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- ［自動］.オフロード処理を有効化するか無効化するかが PowerExchange によって決定

されます。
デフォルトは［No］です。

CAPI 接続
名

PowerCenter 統合サービスマシンの dbmover コンフィギュレーションファイルでソース
の CAPI_CONNECTION 文の名前を指定します。

2. ソースシステムの DBMOVER 構成ファイルから、ソース固有の CAPI_CONNECTION 文を PowerCenter
統合サービスマシンの DBMOVER 構成ファイルにコピーします。 
以下の表に、Linux、UNIX、および Windows ソースタイプごとにコピーする CAPI_CONNECTION 文のタ
イプを示します。

ソースタイプ CAPI_CONNECTION 文のタイプ
Linux、UNIX、または Windows 上の DB2 UDB
Microsoft SQL Server MSQL
MySQL MYSQL
Oracle ORAD（PowerExchange Express CDC for Oracle ソースの場

合）
PostgreSQL PG

Oracle ソースでの CDC オフロード処理の例
この例では、PWX CDC Real Time 接続で CDC セッションを有効にして、Oracle ソースからの変更データ抽出
にオフロード処理を使用します。PowerExchange Express CDC for Oracle を使用しています。
ソースデータは Oracle システムに残り、すべてのカラムレベルの処理と UOW Cleanser 処理は PowerCenter 
Integration Service マシンにオフロードされます。
1. Oracle ソースシステムの dbmover 構成ファイルから、ORAD CAPI_CONNECTION 文を PowerCenter 統

合サービスマシンの dbmover 構成ファイルにコピーします。 
PowerExchange Listener はこれらの文を使用して、指定された Oracle インスタンスから変更データにア
クセスします。

2. CDC セッションを停止します。 
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3. CDC セッションの PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続で以下の属性を更新します。 
• ［オフロード処理］属性で、［はい］を選択します。
• ［CAPI 接続名］属性で、ORAD CAPI_CONNECTION 文の名前を入力します。

4. CDC セッションをリスタートします。 

マルチスレッド処理
マルチスレッド処理では、複数のワーカースレッドを使用して、大量のリソースを消費するカラムレベルの処
理を複数の CPU に分散します。 1 つの CPU で抽出処理を適切に処理できない場合、マルチスレッド処理を使
用します。
デフォルトでは、PWXPC は 1 つのスレッドを使用して PowerCenter Integration Service マシンの変更デー
タを処理します。 マルチスレッド処理を有効化すると、PWXPC は複数のスレッドを使用して変更レコードを
処理します。

マルチスレッド処理に関する規則およびガイドライン
マルチスレッド処理は、特定の状況で CDC セッションのパフォーマンスの向上に役立つことがあります。
マルチスレッド処理が有用な状況と［ワーカースレッド］属性の設定方法を判断するには、以下のルールとガ
イドラインを使用します。
• PowerCenter Integration Service マシンの複数 CPU サーバーで、CDC セッションの PWX reader スレッ

ドによって 1 つの CPU が 100%使用されている場合、マルチスレッド処理を使用します。 この場合、マル
チスレッド処理によって PowerExchange の処理が複数のスレッドに分散されることで、スループットが向
上します。 その他の場合、マルチスレッド処理でスループットが向上することはありません。

• 最適なパフォーマンスを得るために、［ワーカースレッド］属性の値が PowerCenter Integration Service
マシンにインストールされている、または使用可能なプロセッサの数を超えていないことを確認します。

• PWX CDC アプリケーション接続を定義するとき、［場所］属性を「local」に設定して抽出でソースにロー
カルアクセスできるようにするか、［オフロード処理］属性を［はい］に設定して抽出処理をオフロードす
る必要があります。

• 複数のワーカースレッドを使用する CDC セッションで処理速度が低下するかハングする場合、DBMOVER
コンフィギュレーションファイルの MAXTASKS 値を大きくし、パフォーマンスの向上を試みます。
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CDC セッションのマルチスレッド処理の有効化
マルチスレッド処理を使用するには、いくつかの PWX CDC 接続属性を設定する必要があります。
次の表に、CDC セッションでのマルチスレッド処理の有効化に必要な PWX CDC リアルタイムアプリケーショ
ン接続属性を示します。

接続属性 説明
ワーカースレ
ッド

PowerExchange が PowerCenter 統合サービスマシンで変更データを処理するために使用
するスレッドの数を指定します。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ ［ワーカースレッド］値が 0 より大きい場合、各スレッドのストレージ配列サイズを指定
します（単位: レコード数）。
デフォルトは 25 です。
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付 録  A

DTL__CAPXTIMESTAMP のタイム
スタンプ

• データソースによって DTL__CAPXTIMESTAMP フィールドに報告されるタイムスタンプ, 338 ページ

データソースによって DTL__CAPXTIMESTAMP フィールドに報告されるタイムスタンプ
変更レコードに生成された DTL__CAPXTIMESTAMP フィールドで PowerExchange が報告するタイムスタン
プは、データソースタイプと特定のパラメータ設定によって異なります。
z/OS 上の PowerExchange データソースの場合、UOWC CAPI_CONNECTION の TIMESTAMP パラメータによ
り、PowerExchange が DTL__CAPXTIMESTAMP フィールドに報告するタイムスタンプのタイプを制御しま
す。TIMESTAMP パラメータを COMMIT に設定すると、PowerExchange は、トランザクションのすべての変
更に対して、ソースでのトランザクションコミットのタイムスタンプを報告します。TIMESTAMP パラメータ
を COMMIT に設定した場合、PowerExchange は、トランザクション内のすべての変更について、ソースのト
ランザクションコミットのタイムスタンプを報告します。LOG のデフォルトのパラメータ値を使用した場合、
PowerExchange はソースデータのベースログからタイムスタンプを取得します。この場合、タイムスタンプ
の種類はソースの種類に応じて異なります。
以下の表に、TIMESTAMP パラメータにデフォルト値の LOG を使用している場合に PowerExchange によって
報告されるタイムスタンプを示します。

データソースタ
イプ

タイムスタンプのタイプ

Adabas PLOG ブロックヘッダからの HDDATE タイムスタンプで、ブロックが書き込まれた時
刻を示します。
注: 低レベルの更新アクティビティを持つ Adabas 環境では、異なるタイミングで発生
した複数の更新に対して同一のタイムスタンプが報告される場合があります。

Datacom テーブ
ルベースの CDC

変更レコードが Datacom の LXX ログに書き込まれたときの協定世界時（UTC）または
ローカル時刻を示します。ECCR コンフィギュレーションメンバ（ECCRDCMP）内の
LOCAL_TIME パラメータは、UTC またはローカル時刻のどちらを使用するかを制御し
ます。

Db2 for i（i5/OS） 変更がジャーナルに記録された時刻を表す i5/OS ジャーナルタイムスタンプです。
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データソースタ
イプ

タイムスタンプのタイプ

Db2 for z/OS DB2 ECCR が変更データレコードをキャプチャした時刻を示します。UOW 内のそれぞ
れのレコードには、異なるタイムスタンプがあります。通常、このタイムスタンプは、
DB2 for z/OS システムのタイムゾーンを反映する UTC 値です。

IDMS 変更データレコードが IDMS ログファイルに書き込まれた時刻を示します。このタイム
スタンプはストアクロック（STCK）タイムスタンプと等価です。この時刻にはローカ
ルタイムゾーンが反映されません。

IMS ログベースの
CDC

変更が IMS ログに記録された時刻を示します。

IMS 同期 CDC 変更が発生した時刻を示します。
バッチ VSAM お
よび CICS/VSAM

変更レコードがキャプチャされた時刻を示します。UOW 内のそれぞれのレコードに
は、異なるタイムスタンプがあります。通常、このタイムスタンプは UTC 値です。

UOWC の CAPI_CONNECTION 文を使用しない他のデータソースに対しては、DTL__CAPXTIMESTAMP フィー
ルドに報告するための適切なタイムスタンプを PowerExchange が決定します。PowerExchange Express 
CDC for Oracle のソースに対しては、Express CDC コンフィギュレーションファイルの OPTIONS 文で設定さ
れる TIME_STAMP_MODE パラメータでタイムスタンプのタイプを制御します。
以下の表に、このようなデータソースに対して PowerExchange が報告するタイムスタンプのタイプを示しま
す。

データソースタイプ タイムスタンプのタイプ
Linux、UNIX、または
Windows 上の Db2

トランザクションコミットのタイムスタンプを示します。このタイムスタンプは
Db2 システムの昇順の仮想タイムスタンプ（VTS）で、通常は UTC 値に対応し
ています。

Microsoft SQL Server 変更が配布データベースに書き込まれた時刻を示します。
MySQL MySQL がバイナリログに記録した変更イベントのタイムスタンプを示します。
PowerExchange 
Express CDC for Oracle

タイムスタンプのタイプは Express CDC コンフィギュレーションファイルの
OPTIONS 文で設定される TIME_STAMP_MODE パラメータで制御します。
- デフォルト値の LOGTIME を使用している場合、PowerExchange は REDO ログ

に記録されたソースデータベースの変更のタイムスタンプを報告します。この
タイムスタンプにはローカルタイムゾーンが反映されます。

- COMMITTIME を指定した場合、PowerExchange はソースデータベースのトラ
ンザクションコミットのタイムスタンプを報告します。

- BEGINTIME を指定した場合、PowerExchange は開始 UOW ログレコードのタ
イムスタンプを報告します。

PostgreSQL トランザクションコミットの時間を示します。

データソースによって DTL__CAPXTIMESTAMP フィールドに報告されるタイムスタンプ        339



索 引

A
Amazon RDS for Oracle ソース 

ARCHIVELOG モードの有効化 171
REDO ログディレクトリの作成 171
設定手順 165
読み取りアクセスに対する Express CDC ユーザー特権 172

ARCHIVELOG モード 
PowerExchange Express CDC for Oracle の有効化 171

ASM 
Oracle ASM ユーザーの権限要件 174

ASMSTAGING 文 
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 187

ASM 環境 
Express CDC の設定に関する考慮事項 154
ステージングファイルの使用 154

C
CAPI 接続文 

HANA パラメータ 235
CAPI_CONNECTION - CAPX 文 

DBMOVER 構成ファイル 61
CAPI_CONNECTION - HANA 文 

DBMOVER 構成ファイル 235
CAPI_CONNECTION - MSQL 文 

DBMOVER 構成ファイル 110
CAPI_CONNECTION - MYSQL 文 

DBMOVER 構成ファイル 128
CAPI_CONNECTION - ORAD 文 

DBMOVER 構成ファイル 180
CAPI_CONNECTION - PG 文 

DBMOVER 構成ファイル 221
CAPI_CONNECTION - UDB 文 

DBMOVER 構成ファイル 91
CAPI_SRC_DFLT 文 

DBMOVER 構成ファイル 30
CAPI 接続文 

CAPI_CONNECTION 文 28
CAPI_SRC_DFLT 文 28
CAPX パラメータ 61
MEMCACHE パラメータ 327
MSQL 文 110
MYSQL パラメータ 128
ORAD パラメータ 180
PostgreSQL パラメータ 221
RSTRADV パラメータ 327
UDB パラメータ 91
概要 29

CAPT_PATH 文 
DBMOVER コンフィギュレーションファイル  32

CAPT_XTRA 文 
DBMOVER コンフィギュレーションファイル  33

CAPX CAPI_CONNECTIO パラメータ 
パラメータと構文 61

CDC 
式トランスフォーメーションとルックアップトランスフォーメーシ
ョンを使用して CLOB データを取得する 151

CDCT ファイル 39, 78, 81
CDC セッション 

CDC 用のセッションおよび接続の属性 279
DTLUAPPL で生成された CURRENT_RESTART トークンによるソー
スの追加 310
PowerCenter での監視 322
PowerExchange での監視 314
PowerExchange ロッガー（LUW 用）によるリモートソースから取
得したデータの記録 238
Workflow Monitor のパフォーマンスの詳細 323
ウォームスタート 305
ウォームスタートの場合の再起動ポイント 296
オフロード処理 334
開始方法 304
起動方法 294
コールドスタート 305
コミット処理 272
終了条件の定義 308
チューニング 326
チューニングの概要 273
停止 307
停止コマンド処理 307
デフォルトリスタートポイント 295
特殊なオーバーライドの CURRENT_RESTART トークンによるソー
スの追加 309
バッファメモリのチューニング 333
変更と再起動 308
マルチスレッド処理 336
リカバリ 311
リカバリスタート 306
リカバリの例 311
リスタートトークンファイル 299
複数ソース定義の処理 271

CDC セッションの監視 
PowerCenter 322
PowerCenter セッションログのメッセージ 322
PowerCenter でのパフォーマンスの詳細の表示 325
PowerExchange の読み取り進捗メッセージ 315
PowerExchange マルチスレッド処理の統計 316
Workflow Monitor のパフォーマンスの詳細 323
メソッド 314

CDC セッションの監視 
PowerExchange 抽出統計メッセージ 315

CDC セッションの再起動 
スタートタイプごとの処理 294

CDC セッションのチューニング 
APPBUFSIZE 文 327
CAPI_CONNECTION MEMCACHE パラメータ 327
CAPI_CONNECTION RSTRADV パラメータ 327
DBMOVER チューニングパラメータ 327
NODE および LISTENER バッファサイズパラメータ 327
PowerCenter CDC 接続属性 330
TRACE 文 327

340



CDC セッションのチューニング (続く)
コミット処理属性 333
バッファメモリ 333
メソッド 326

CDC 処理の停止 
一時 133, 211, 225, 237
テーブル 211

CHECKPOINT 文 
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 188

closeforce コマンド（pwxcmd） 35
close コマンド（pwxcmd） 35

D
DATABASE 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 189
DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC 

DB2 での設定 87
dbmover.cfg パラメータ 90
dbmover.cfg 文の例 91
IBM APAR 100
キャプチャカタログテーブルの作成 89
キャプチャカタログテーブルの初期化 89
ソーステーブル定義の変更 97
データマップの使用 96
トラブルシューティング 100
ユーザー権限の要件 84
ロッガーを使用した PowerExchange での設定 88
ロッガーを使用しない PowerExchange での設定 88
概要 83
計画 84
計画策定に関する考慮事項 86
前提条件 84
停止 97

DB2 for Linux, UNIX, and Windows CDC 
サポートされるデータ型 85

DB2 SQL1224 エラー 100
DB2CODEPAGE 環境変数 87
DB2NOEXITLIST 環境変数 87
DBMOVER 構成ファイル 

APPBUFSIZE 文 327
CAPI_CONNECTION 文 28
CAPI_SRC_DFLT 文 28
CAPT_PATH パラメータ 60
CAPT_PATH 文 28
CAPT_XTRA 文 28
CDC の CAPI 接続文のタイプ 29
DB2 for Linux, UNIX and Windows の文の例 91
DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC のパラメータ 90
LOGPATH パラメータ 60
NODE および LISTENER バッファサイズパラメータ 327
PowerExchange ロッガーのパラメータ 60
SQL Server CDC の文の例 110
SQL Server CDC パラメータ 109
SVCNODE パラメータ 60
TRACE 文 327
TRACING パラメータ 60
一般的な CDC パラメータ 28
キャプチャシステムの例 184

DBMOVER コンフィギュレーションファイル 
PowerExchange ロッガー（LUW 用）によるリモートソースから取
得したデータの記録 249, 250

DBMOVER 文 
CAPI_CONNECTION - CAPX 61
CAPI_CONNECTION - HANA 235
CAPI_CONNECTION - MSQL 110
CAPI_CONNECTION - MYSQL 128

DBMOVER 文 (続く)
CAPI_CONNECTION - ORAD 180
CAPI_CONNECTION - PG 221
CAPI_CONNECTION - UDB 91
CAPI_SRC_DFLT 30
CAPT_PATH 32
CAPT_XTRA 33
ORACLE_CAPTURE_TYPE 文 180
ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文 182
ORACLEID 178
PowerExchange Express CDC for Oracle の主な文 177

DDL カタログテーブル 
MySQL CDC 用に作成 132
ソーステーブル定義の初期スナップショットの追加 132
概要 120

DDL レポート 
Express CDC for Oracle による DDL 操作のレポート 212

detail.log 42
DICTIONARY 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 192
DIRSUB 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 194
DISPLAY ACTIVE コマンド 317
DTL__BI_columnname カラム 

説明 261
DTL__CAPXACTION 

説明 261
DTL__CAPXCASDELIND 

説明 261
DTL__CAPXRESTART1 カラム 

説明 261
DTL__CAPXRESTART1 列 

シーケンストークンの表示 298
DTL__CAPXRESTART2 カラム 

説明 261
DTL__CAPXRESTART2 列 

リスタートトークンの表示 298
DTL__CAPXROWID カラム 

説明 261
DTL__CAPXRRN カラム 

説明 261
DTL__CAPXTIMESTAMP カラム 

説明 261
DTL__CAPXTIMESTAMP フィールド 

データソースによって 報告されるタイムスタンプのタイプ 338
DTL__CAPXUOW カラム 

説明 261
DTL__CAPXUSER カラム 

説明 261
DTL__CI_columnname カラム 

説明 261
DTL__ST 列 

説明 261
DTLUAPPL ユーティリティ 

生成した列でのリスタートトークンの表示 298
DTLUCUDB SNAPSHOT コマンド 89
DTLUTSK ユーティリティ 

CDC セッションの停止 307

E
Express CDC for Oracle 

Amazon RDS for Oracle ソース 165
Express CDC for Oracle の読み取り進捗の監視 210

索引        341



H
HANA_CAPI_CONNECTION パラメータ 

パラメータと構文 235

L
listtask（pwxcmd） 36, 317
LISTTASK コマンド 317
LOB 

Oracle 150

M
Microsoft SQL Server CDC 

dbmover.cfg パラメータ 109
dbmover.cfg 文の例 110
計画 102
サポートされるデータ型 103
ソーステーブル定義の変更 116
停止 116
ユーザー権限の要件 102
ロッガーを使用しない PowerExchange での設定 108
ロッガーを使用した PowerExchange での設定 108
概要 101
設定タスク 107
前提条件 102
操作に関する考慮事項 105

MSQL CAPI_CONNECTION パラメータ 
パラメータと構文 110

MYSQL CAPI_CONNECTION パラメータ 
パラメータと構文 128

MySQL CDC 
CDC 環境の維持管理 132
CDC 処理の一時停止 133
CDC 用の MySQL の設定 126
DDL カタログテーブルの作成 132
DDL カタログの概要 120
カタログへのソーステーブル定義のスナップショットの追加 132
サポートされるデータ型 124
ソーステーブル定義の変更 133
テーブルの CDC 処理の停止 133
バイナリログの場所またはベース名の変更 134
バイナリログファイルの使用 120
概要 119
実装タスクフロー 125
操作に関する考慮事項 122

MySQL データ型 
CDC のサポート 124

O
OPTIONS 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 195
Oracle Data Guard 

Express CDC でのデータベースロールの遷移に関する処理 162
物理スタンバイおよび Far Sync からのデータのキャプチャ 161

Oracle Express CDC 
登録済みテーブルの DDL レポート 212
物理スタンバイおよび Far Sync からのデータのキャプチャ 161

Oracle LOB データ 150
ORACLE_CAPTURE_TYPE 文 

DBMOVER 構成ファイル 180
ORACLE_UNHANDLED_NUMASCHAR 文 

DBMOVER 構成ファイル 182

ORACLEID 文 
DBMOVER 構成ファイル 178

Oracle データタイプ 
Express CDC でサポート 144

Oracle での設定 
Express CDC の最少グローバル補足ログの有効化 174

Oracle の設定 
Express CDC for Oracle の ARCHIVELOG モードの有効化 171
Express CDC の最少グローバル補足ログの有効化 174
Oracle ユーザーの作成および特権の付与 172
アーカイブログの保存先の指定 Express CDC for Oracle 用 171

Oracle マルチテナントデータベース 
PowerExchange Express CDC ソースとしての使用 164
PowerExchange Express CDC の設定タスク 164

Oracle ユーザーの特権 
ASM ユーザーの権限要件 174
CDC には必須 172

ORAD CAPI_CONNECTION パラメータ 
パラメータと構文 180

P
PG CAPI_CONNECTION パラメータ 

パラメータと構文 221
PostgreSQL CDC 

CDC 環境の維持管理 224
CDC 処理の一時停止 225
CDC 用に PostgreSQL ソースを準備 219
サポートされるデータ型 216
ソーステーブル定義の変更 225
テーブルの CDC 処理の停止 224
概要 214
実装タスクフロー 219
操作に関する考慮事項 215

PostgreSQL のデータ型 
CDC のサポート 216

PowerCenter との統合 24
PowerCenter の PowerExchange との統合 24
PowerExchange Express CDC 

Data Guard 環境でのデータベースロールの遷移 162
PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC） 24
PowerExchange Express CDC for Oracle 

ASM RAC 環境のパフォーマンスの改善 154
ASM に関する考慮事項 154
CDC 処理の一時停止 211
dbmover 構成ファイルの文 177
Oracle アーカイブログの保存先の指定 171
Oracle データタイプサポートされる 144
Oracle マルチテナントデータベースからデータをキャプチャする
ためのタスク 164
ソーステーブル定義の変更 211
ソースとしての Oracle マルチテナントデータベース 164
テーブルの CDC 処理の停止 211
登録済みテーブルの DDL レポート 212
パフォーマンスに関する考慮事項 152
メリット 136
環境情報の収集 141
実行中のトランザクションのチェックポイント処理チェックポイン
ティング 156
制限 143
操作に関する考慮事項 147
動的ディクショナリの状態テーブルを作成するための DDL 160
物理スタンバイおよび Far Sync からのデータのキャプチャ 161

PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーションフ
ァイル 

STANDBY 文 207
構成ファイルの例 209

342        索引



PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 
ASMSTAGING 文 187
CHECKPOINT 文 188
DATABASE 文 189
DICTIONARY 文 192
DIRSUB 文 194
OPTIONS 文 195
RAC 文 202
READER 文 203
STATESTORAGE 文 208
文とパラメータのカスタマイズ 185

PowerExchange Listener 
DISPLAY ACTIVE コマンド 36
アクティブな Listener タスクの表示 36
概要 28

PowerExchange が生成した抽出マップ列 
DTL__CAPXRESTART1 298
DTL__CAPXRESTART2 298

PowerExchange が生成した抽出マップのカラム 
DTL__BI_columnname 261
DTL__CAPXACTION 261
DTL__CAPXCASDELIND 261
DTL__CAPXRESTART1 261
DTL__CAPXRESTART2 261
DTL__CAPXROWID 261
DTL__CAPXRRN 261
DTL__CAPXTIMESTAMP 261
DTL__CAPXUOW 261
DTL__CAPXUSER 261
DTL__CI_columnname 261
DTL__ST 261

PowerExchange コンポーネント 
PowerExchange ロッガー 21

PowerExchange での設定 
dbmover.cfg コンフィギュレーションファイルの 例 184
Express CDC 構成ファイルのカスタマイズ 185
設定タスク 175

PowerExchange のコンポーネント 
CDC 21
PowerExchange Listener 21, 28
PowerExchange Navigator 22

PowerExchange リスナ 
CLOSE コマンド 35
DISPLAY ACTIVE コマンド 317
LISTTASK コマンド 317
STOPTASK コマンド 35
開始 33
停止 35

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用） 
CDCT、チェックポイント、およびログファイルのバックアップ 80
CDCT ファイル 39
CDCT ファイルとログファイルの保持 78
CONDENSE コマンド 73
dbmover.cfg パラメータ 60
DG コマンド 74
DISPLAY CPU コマンド 74
DISPLAY EVENTS コマンド 74
DISPLAY MEMORY コマンド 74
DISPLAY RECORDS コマンド 74
DISPLAY STATUS コマンド 74
DL コマンド 74
FILESWITCH コマンド 73
Linux および UNIX でのメモリ要件 44
Linux または UNIX におけるバックグラウンドモードでの実行 44
pwxccl.cfg パラメータ 46
SHUTCOND コマンド 73
SHUTDOWN コマンド 73
エラー発生後の CDCT ファイルの再生成 81

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用） (続く)
開始 67
監視統計 320
グループ定義ファイル 64
構成 45
コールドスタート 72
サブタスク 39
出力ファイル 39
詳細なメッセージ 77
制御 73
操作モード 43
ソースから離れたところにあるログファイルの接続属性 251
停止 73
バッチモード 44
メッセージログファイル 42
リモートソースから取得したデータを記録するためのキャプチャ登
録 250
リモートソースから記録するための設定パラメータ 244
リモートソースから取得したデータの記録 238
リモートソースから取得したデータの記録に関する規則およびガイ
ドライン 243
リモートソースから取得したデータを記録するための DBMOVER 文 
249, 250
リモートソースから取得したデータを記録する例 251, 253, 255
リモートロギングの設定タスク 244
ログファイル 40
ログファイルスイッチ 42
ログファイルへの NFS アクセス 44
ロックファイル 41
概要 37
監視 74
継続モード 43
必要なキャプチャ登録設定 46
変更ストリームの開始ポイント 71

PowerExchange ロッガーのログファイル 
ファイルスイッチ 42

pwxccl.cfg 
構成 46
サンプルファイル 60
パラメータ 46

pwxccl.cfg 構成ファイル 
CAPT_IMAGE パラメータ 46
CAPTURE_NODE_EPWD パラメータ 46
CAPTURE_NODE_PWD パラメータ 46
CAPTURE_NODE_UID パラメータ 46
CAPTURE_NODE パラメータ 46
COND_CDCT_RET_P パラメータ 46
CONDENSE_SHUTDOWN_TIMEOUT パラメータ 46
CONDENSENAME パラメータ 46
CONN_OVR パラメータ 46
DB_TYPE パラメータ 46
DBID パラメータ 46
DISTDB パラメータ 46
DISTSVR パラメータ 46
ENCRYPTEPWD パラメータ 46
ENCRYPTOPT パラメータ 46
ENCRYPTPWD パラメータ 46
EXT_CAPT_MASK パラメータ 46
FILE_FLUSH_VAL パラメータ 46
FILE_SWITCH_CRIT パラメータ 46
FILE_SWITCH_ON_CHECKPOINT パラメータ 46
FILE_SWITCH_VAL パラメータ 46
GROUPDEFS パラメータ 46
LOGGER_DELETES_EXPIRED_CDCT_RECORDS パラメータ 46
NO_DATA_WAIT2 パラメータ 46
NO_DATA_WAIT パラメータ 46
PROMPT パラメータ 46
RESTART_TOKEN パラメータ 46

索引        343



pwxccl.cfg 構成ファイル (続く)
SEQUENCE_TOKEN パラメータ 46
SIGNALLING パラメータ 46
STATS パラメータ 46
VERBOSE パラメータ 46

pwxccl 文 
パラメータ 70

PWXCCL 構成ファイル 
COLL_END_LOG パラメータ 46

pwxccl コマンド 
構文 68

pwxcmd 
クローズ 35
closeforce 35
listtask 36
listtask コマンド 317

pwxorad コンフィギュレーションファイル 
STANDBY 文 207

pwxorad 構成ファイル 
ASMSTAGING 文 187
CHECKPOINT 文 188
DATABASE 文 189
DICTIONARY 文 192
DIRSUB 文 194
OPTIONS 文 195
RAC 文 202
READER 文 203
STATESTORAGE 文 208

PWXPC 24

R
RAC 環境 

Express CDC に関する考慮事項 153
PowerExchange Express CDC for Oracle 

RAC に関する考慮事項 153
RAC 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 202
READER 文 

PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 203

S
SAP HANA CDC 

CDC ログテーブル 230
CDC 環境の維持管理 237
CDC 処理の一時停止 237
CDC 用の SAP HANA サーバーの設定 231
サポートされるデータタイプ 228
テーブルの CDC 処理の停止 237
概要 227
実装タスクフロー 230
操作に関する考慮事項 228

SAP HANA データ型 
CDC のサポート 228

SHOW_THREAD_PERF パラメータ 316
SQL Server CDC 

dbmover.cfg パラメータ 109
dbmover.cfg 文の例 110
計画 102
サポートされるデータ型 103
ソーステーブル定義の変更 116
停止 116
複数のパブリケーションデータベースのデータ抽出 106
ユーザー権限の要件 102
ロッガーを使用しない PowerExchange での設定 108

SQL Server CDC (続く)
ロッガーを使用した PowerExchange での設定 108
概要 101
制限 105
設定タスク 107
前提条件 102

STANDBY 文 
PowerExchange Express CDC for Oracle コンフィギュレーション
ファイル 207

STATESTORAGE 文 
PowerExchange Express CDC for Oracle 構成ファイル 208

STOPTASK コマンド 
CDC セッションの停止 307

U
UDB CAPI_CONNECTION パラメータ 

パラメータと構文 91

あ
アーカイブログの保存先 

Express CDC for Oracle 用 171
アーキテクチャ 

PowerExchange Express CDC for Oracle 136
アーキテクチャ、PowerExchange CDC 22
アーキテクチャの図 

バッチ抽出処理または継続抽出処理 22
リアルタイム抽出処理 22

アイドル時間属性 
CDC セッション終了用 308

アプリケーション名 293

い
イベントテーブル処理 

CDC セッション終了用 308
使い方のガイドライン 284
実装 284

う
ウォームスタート 

使用された再起動ポイント 296

お
オフロード処理 

CDC セッションでの有効化 334
オフロード処理の例 335
概要 273, 334
ルールおよびガイドライン 334

き
キャプチャカタログテーブル 

DTLUCUDB SNAPSHOT コマンド 89
テーブルの初期化 89
作成 89

キャプチャ登録 
Express CDC for Oracle の他の登録の追加 210
PowerExchange ロッガーグループ定義ファイルのグループ化 64

344        索引



キャプチャ登録 (続く)
PowerExchange ロッガーの設定 46

行のテスト 
抽出マップによるデータアクセスのテスト 277

く
グループ定義ファイル 

GROUP 文 65
PowerExchange ロッガーの設定 64
REG 文 65
SCHEMA 文 65
サンプルファイル 66
文とパラメータ 65

こ
コールドスタート 

CDC セッション 305
リスタートトークンの決定 295

コミット処理 
CDC セッション 272
コミットメント制御属性 286
ターゲット待ち時間 285
チューニング 333
例 288

コンポーネント 
PowerExchange Express CDC for Oracle 136

コンポーネント、PowerExchange 
CDC 21
PowerExchange Listener 21, 28
PowerExchange Navigator 22
PowerExchange ロッガー 21

し
シーケンストークン 

DTL__CAPXRESTART1 列での表示 298
終了条件 

CDC セッションの［アイドル時間］属性 282
使用例 268

せ
セキュリティ 

PowerCenter CDC セッションでの z/OS データの抽出 276
リモートの PowerExchange ロッガー（LUW 用）のログファイルか
らの z/OS データの抽出 243

セッション属性 
CDC 用に設定する属性 279

接続属性 
［イメージタイプ］属性 280

CAPI 接続名の上書き 281
CDC 用に設定する属性 279
PWX 待ち時間（秒） 284
アイドル時間 282
アプリケーション名 283
イベントテーブル 284
コミットメント制御属性 286
リスタート制御属性 283
リスタートトークンファイル名 283
リスタートトークンファイルフォルダー 283

設定タスク 
DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC 87, 88

設定タスク (続く)
PowerExchange Listener 28
PowerExchange ロッガー 45
SQL Server CDC 107

そ
ソース RDBMS 16
ソーステーブル定義 

DB2 テーブル定義の変更 97
MySQL テーブル定義の変更 133
Oracle テーブル定義の変更 211
PostgreSQL テーブル定義の変更 225
SQL Server テーブル定義の変更 116

た
ターゲット待ち時間 285
代替ロギング 42, 60
タスクフロー 

CDC 実装 26
変更データの抽出 277

ち
チューニング 

チューニングオプションの概要 273

て
データソース、タイプ 16
データベース行のテスト 

抽出マップによるデータアクセスのテスト 277
データマップ 

DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC での使用 96
データ型 

CDC でサポートされている MySQL データ型 124
CDC でサポートされる PostgreSQL のデータ型 216
CDC でサポートされる SAP HANA データ型 228
DB2 for Linux, UNIX, and Windows 85
Express CDC でサポートされる Oracle のデータタイプ 144
SQL Server 103

と
トラブルシューティング 

DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC 100

は
パーティション化された DB2 データベース 

データベースパーティショングループの 再設定 99
パーティションの追加または削除 99
再設定 98
再設定タスク 98

バイナリログ 
場所またはベース名の変更 134

バッチ抽出モード 
CDC セッション終了用 308

パフｫーマンス 
CDC セッションのパフォーマンスの詳細 325
マルチスレッド処理 336

索引        345



パフォーマンスに関する考慮事項 
PowerExchange Express CDC for Oracle 152

ふ
ファイルスイッチ 

FILESWITCH コマンド 73
説明 42

フラッシュ待ち時間 284–286

へ
変更インジケータ（CI）フィールド 268
変更データの抽出 

CDC セッションのチューニング 326
PowerCenter での監視 322
PowerExchange での監視 314
オフロード処理 334
概要 259
ソースから離れたところにある Logger for LUW ログファイルの接
続属性 251
タスクフロー 277
抽出マップのテスト 277
変更データの抽出の概要 275
マルチスレッド処理 336
リスタートトークンの作成 297
抽出モード 260

ま
前のインジケータ（BI）フィールド 

使用例 268
マルチスレッド処理 

概要 273, 336
使用に関するガイドライン 336
統計メッセージ 316

め
メッセージログファイル 42
メリット 

PowerExchange Express CDC for Oracle 136

ゆ
ユーザー権限 

DB2 for Linux, UNIX and Windows CDC の要件 84

ユーザー権限 (続く)
SQL Server CDC の要件 102

り
リアルタイム抽出モード 260
リカバリ 

CDC セッション 311
PM_REC_STATE テーブル 292
PM_RECOVERY テーブル 292
PM_TGT_RUN_ID テーブル 292
セッションリカバリ処理の例 311
非リレーショナルターゲットのリカバリ状態ファイル 293
非リレーショナルターゲットのリカバリ情報 293
リレーショナルターゲットのリカバリテーブル 292

リカバリおよびリスタート処理 291
リカバリスタート 

CDC セッション 306
リスタート 

CDC セッションのウォームスタート 305
CDC セッションの開始方法 304

ウォームスタート 
CDC セッション 305

デフォルトリスタートポイント 295
リスタート制御オプション 

［アプリケーション名］接続属性 283
［リスタートトークンフｧイル名］属性 283
［リスタートトークンファイルフォルダー］属性 283

リスタートトークン 
DTL__CAPXRESTART2 列での表示 298
概要 270
コールドスタートの決定 295
抽出セッション用の作成 297
リカバリ状態テーブル 292
リカバリ状態ファイル 293

リスタートトークンファイル 
$PMRootDir/Restart 298
概要 270
サンプルファイル 302
構文ルールとガイドライン 299
特殊なオーバーライド文 301
文のタイプ 299
明示的なオーバーライド文 300

ろ
ログファイル、PowerExchange ロッガー 

PWXUCDCT コマンドでの保持 78
名前の形式 40

ロックファイル 41

346        索引


	目次
	序文
	Informaticaのリソース
	Informatica Network
	Informaticaナレッジベース
	Informaticaマニュアル
	Informatica製品可用性マトリックス
	Informatica Velocity
	Informatica Marketplace
	Informaticaグローバルカスタマサポート


	第 I 部 : PowerExchange CDCの概要
	第 1 章 : 変更データキャプチャの概要
	PowerExchange CDCの概要
	変更データのキャプチャ
	変更データの抽出と適用

	PowerExchange CDCデータソース
	DB2データソース
	Microsoft SQL Serverデータソース
	MySQLデータソース
	Oracleデータソース
	PostgreSQLデータソース
	SAP HANAデータソース
	オフロード処理によるIBM iとz/OSデータソース

	PowerExchange CDCコンポーネント
	PowerExchange Listener
	PowerExchangeロッガー（Linux、UNIX、Windows用）
	PowerExchange Navigator

	PowerExchange CDCのアーキテクチャ
	PowerExchangeのPowerCenterとの統合
	PowerExchangeとPowerCenterとの環境変数の非互換性
	CDC実装タスクのサマリ


	第 II 部 : PowerExchange CDCコンポーネント
	第 2 章 : PowerExchange Listener
	PowerExchange Listenerの概要
	CDCに対応するためのdbmoverコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
	CAPI_CONNECTION文
	CAPI_SRC_DFLT文
	CAPT_PATH文
	CAPT_XTRA文

	PowerExchangeリスナの起動
	PowerExchangeリスナの起動（LinuxまたはUNIX）
	PowerExchangeリスナの起動（Windows）

	PowerExchangeリスナの停止
	アクティブなPowerExchange Listenerタスクの表示

	第 3 章 : PowerExchangeロッガー（Linux、UNIX、Windows用）
	PowerExchangeロッガーの概要
	PowerExchangeロッガーのタスク
	PowerExchangeロッガーファイル
	CDCTファイル
	PowerExchangeロッガーログファイル
	ロックファイル
	メッセージログファイル

	ファイルスイッチ
	PowerExchangeロッガーの操作モード
	継続モード
	バッチモード

	PowerExchangeロッガーの使用に関する考慮事項
	IBM iまたはz/OSソースのデータをリモートPowerExchange Loggerログにロギング
	PowerExchangeロッガーの設定
	PowerExchangeロッガーで使用するキャプチャ登録の有効化
	PowerExchangeロッガーコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
	PowerExchangeロッガーに対応するためのdbmoverコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ
	PowerExchangeロッガーグループ定義の使用

	PowerExchangeロッガーの起動
	PWXCCLの構文とパラメータ
	PowerExchangeロッガーによるコールドスタートの開始ポイントの判別方法
	PowerExchangeロッガーのコールドスタート

	PowerExchangeロッガーの管理
	PowerExchangeロッガープロセスの制御と停止
	PowerExchangeロッガーの監視
	PowerExchangeロッガーが変更をキャプチャしたかどうかの判別
	PowerExchangeロッガーの詳細なメッセージ
	PowerExchangeロッガーのCDCTファイルとログファイルを保持するためのPWXUCDCTコマンド
	PowerExchangeロッガーファイルのバックアップ
	エラー発生後のCDCTファイルの再生成



	第 III 部 : PowerExchange CDCデータソース
	第 4 章 : Linux、UNIX、またはWindows上のDB2 CDC
	Linux、UNIX、またはWindows上のDB2 CDCの概要
	DB2 CDCの計画
	前提条件
	必要なユーザー権限
	CDCでサポートされるDB2データタイプ
	DB2 CDCに関する考慮事項

	Db2 for CDCの設定
	PowerExchange for DB2 CDCの設定
	PowerExchangeロッガーを使用しないPowerExchange CDCの設定
	PowerExchangeロッガーを使用したPowerExchange CDCの設定
	キャプチャカタログテーブルの作成
	キャプチャカタログテーブルの初期化
	DB2 CDCに対応するためのdbmover構成ファイルのカスタマイズ

	DB2データマップの使用
	DB2データマップの使用のタスクフロー

	DB2 CDCの管理
	DB2 CDCの停止
	DB2ソーステーブル定義の変更
	パーティション化されたデータベースまたはデータベースパーティショングループの再設定

	DB2 CDCトラブルシューティング
	AIXのSQL1224エラーの回避策


	第 5 章 : Microsoft SQL Server CDC
	Microsoft SQL Server CDCの概要
	SQL Server CDCの計画
	SQL Server CDCの要件
	SQL Server CDCに必要なユーザー権限
	CDCでサポートされるSQL Serverデータ型
	SQL Server CDCの操作に関する考慮事項
	複数のパブリケーションデータベースのデータ抽出

	CDCに対応するためのSQL Serverの設定
	SQL Server CDCに対応するためのPowerExchangeの設定
	PowerExchangeロッガーを使用しないPowerExchange CDCの設定
	PowerExchangeロッガーを使用したPowerExchange CDCの設定
	SQL Server CDCに対応するためのdbmoverコンフィギュレーションファイルのカスタマイズ

	SQL Server CDCの管理
	SQL Serverソースの変更データのパブリケーションの無効化
	SQL Serverソーステーブル定義の変更
	抽出実行後のMULTIPUBパラメータ設定の変更


	第 6 章 : MySQL CDC
	MySQL CDCの概要
	バイナリログファイルについて
	MySQLソーステーブル定義のDDL更新カタログ
	MySQL CDCの運用上の考慮事項
	CDCでサポートされているMySQLデータ型
	実装タスクフロー
	MySQLソースの準備
	PowerExchange for MySQL CDCの設定
	dbmover構成ファイルの設定
	DDL更新カタログテーブルの作成
	ソーステーブル定義のスナップショットを作成する

	MySQL CDCの管理
	MySQLソーステーブルの変更データのキャプチャを停止する
	一時的にMySQL CDC処理を停止する
	MySQLソーステーブルの構造の変更
	バイナリログの場所またはベース名の変更


	第 7 章 : Express CDC for Oracle
	Express CDC for Oracleの概要
	PowerExchange Express CDC for Oracleの利点
	Oracleアーキテクチャ用のPowerExchange Express CDC
	CDC環境に関する情報の収集
	Express CDCに関する考慮
	PowerExchange Express CDC for Oracleの制限
	Express CDCでサポートされるOracleのデータタイプ
	操作に関する考慮事項
	Oracle LOBデータの処理
	パフォーマンスに関する考慮事項
	RACに関する考慮事項
	ASMに関する考慮事項
	実行中のトランザクションのチェックポインティングチェックポイント処理
	動的ディクショナリ
	ソースとしてのOracle Data Guard物理スタンバイデータベースまたはFar Syncインスタンス
	ソースとしてのOracleマルチテナントプラガブルデータベース
	ソースとしてのAmazon RDS for Oracleデータベースインスタンス
	透過的なデータ暗号化を使用するソーステーブルスペース
	Express CDCが変更を読み取るREDOログの制限

	実装タスクフロー
	Express CDCに対応するためのOracleの設定
	アーカイブログの保存先の指定
	ARCHIVELOGモードの有効化
	Oracleユーザーの作成とユーザー特権の付与
	ASMユーザーの作成
	Oracle最少グローバル補足ログの有効化

	Express CDCに対応するためのPowerExchangeの設定
	dbmover構成ファイルの設定
	PowerExchange Express CDC for Oracle構成ファイルのカスタマイズ

	PowerExchange Express CDC for Oracleの管理
	PowerExchange Express CDC for Oracleの監視
	別のキャプチャ登録の追加
	テーブルのCDC処理の停止
	CDC処理の一時停止
	Oracleソーステーブルの構造の変更
	登録されたOracleソーステーブルのDDL操作のレポート


	第 8 章 : PostgreSQL CDC
	PostgreSQL CDCの概要
	PostgreSQL CDCに関する考慮事項
	CDCでサポートされるPostgreSQLのデータ型
	実装タスクフロー
	PostgreSQL CDCソースの準備
	レプリケーションストアテーブルの手動作成

	PowerExchange for PostgreSQL CDCの設定
	dbmover構成ファイルの設定

	PostgreSQL CDCの管理
	PostgreSQLテーブルの変更データキャプチャの停止
	PostgreSQL CDC処理の一時停止
	PostgreSQLソーステーブルの構造の変更


	第 9 章 : SAP HANA CDC
	SAP HANA CDCの概要
	SAP HANA CDCに関する考慮事項
	CDCでサポートされるSAP HANAデータ型
	SAP HANA CDCログテーブル
	実装タスクフロー
	PowerExchange CDC用のSAP HANAサーバーの準備
	LinuxでのODBCの設定
	WindowsでのODBC設定
	WindowsまたはLinuxでのJDBCの設定

	PowerExchange CDC用のSAP HANAデータベースの準備
	CDC用のユーザーの作成
	追加の権限の付与
	ログテーブルの手動作成
	トリガの手動作成

	PowerExchange for SAP HANA CDCの設定
	dbmover構成ファイルの設定
	CAPI_CONNECTION - HANA文

	SAP HANA CDCの管理
	SAP HANAソーステーブルの変更データのキャプチャの停止
	SAP HANA CDCの処理の一時停止


	第 10 章 : データのリモートロギング
	リモートロギングの概要
	IBM iまたはz/OSシステム上のソースからのデータのリモートロギング
	Linux、UNIX、またはWindowsソースから取得したデータのリモートロギング

	キャプチャ登録の要件
	z/OSソースから取得したデータのセキュリティ設定
	リモートロギングの設定タスク
	PowerExchangeロッガーコンフィギュレーションファイルのリモートロギング用カスタマイズ
	データを記録するシステムでのDBMOVER構成ファイルのカスタマイズ
	PowerCenter Integration ServiceシステムでのDBMOVER構成ファイルのカスタマイズ
	PowerExchangeロッガーのキャプチャ登録の設定
	ログファイルからデータを抽出するためのPowerCenter接続属性の設定

	z/OSデータソースからのリモートロギングの例
	DB2 for iデータソースからのリモートロギングの例
	OracleソースのためのPowerExchange Express CDCからのリモートロギングの例


	第 IV 部 : 変更データ抽出
	第 11 章 : 変更データ抽出の概要
	変更データ抽出の概要
	抽出モード
	PowerExchangeで生成された抽出マップ内のカラム
	抽出マップのBIフィールドとCIフィールド
	リスタートトークンとリスタートトークンファイル
	CDCセッションでの複数ソースの処理
	PWXPCによるコミット処理
	チューニングオプション

	第 12 章 : 変更データの抽出
	変更データの抽出の概要
	z/OSデータの抽出に関するセキュリティ上の考慮事項
	変更データの抽出のタスクフロー
	抽出マップのテスト
	PowerCenter CDCセッションの設定
	セッションおよび接続属性のデフォルト値の変更
	アプリケーション接続属性の設定
	コミット制御処理の例

	CDCセッションのリカバリおよびリスタート処理
	リレーショナルターゲットのPowerCenterリカバリテーブル
	非リレーショナルターゲットのPowerCenterリカバリファイル
	アプリケーション名
	CDCセッションのスタートタイプごとのリスタート処理

	抽出用のリスタートトークンの作成
	リスタートトークンの表示
	リスタートトークンファイルの設定
	リスタートトークンファイルの文
	リスタートトークンファイルの例


	第 13 章 : 変更データ抽出の管理
	PowerCenter CDCセッションの開始
	コールドスタート処理
	ウォームスタート処理
	リカバリ処理

	PowerCenter CDCセッションの停止
	停止コマンド処理
	終了条件

	PowerCenter CDCセッションの変更
	ソースの追加とリスタートトークンの作成の例

	PowerCenter CDCセッションのリカバリ
	セッションリカバリの例



	第 V 部 : 監視およびチューニング
	第 14 章 : CDCセッションの監視
	監視の概要
	PowerExchangeでのCDCセッションの監視
	読み取り進捗メッセージ
	抽出統計メッセージ
	マルチスレッド処理の統計
	PowerExchangeリスナのDISPLAY ACTIVEコマンドまたはLISTTASKコマンド
	PowerExchangeリスナのDISPLAYSTATSコマンド
	PowerExchangeロッガー（Linux、UNIX、Windows用）の監視統計

	PowerCenterでのCDCセッションの監視
	セッションログメッセージ
	Workflow Monitorのパフォーマンスの詳細
	Workflow Monitorのパフォーマンスの詳細の表示


	第 15 章 : CDCセッションのチューニング
	チューニングの概要
	CDCセッションのチューニングのためのPowerExchangeのDBMOVER文
	PowerCenterの接続属性とセッションのプロパティ
	CDCセッションのチューニングのためのPowerCenter接続属性
	バッファメモリのチューニングのためのPowerCenterセッションのプロパティ

	CDCオフロード処理
	CDCオフロード処理に関する規則およびガイドライン
	CDCセッションのオフロード処理の有効化
	OracleソースでのCDCオフロード処理の例

	マルチスレッド処理
	マルチスレッド処理に関する規則およびガイドライン
	CDCセッションのマルチスレッド処理の有効化



	付録 A : DTL__CAPXTIMESTAMPのタイムスタンプ
	データソースによってDTL__CAPXTIMESTAMPフィールドに報告されるタイムスタンプ

	索引

